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明治 七^ 四月 十八 日 秋 田 縣仙北 郡畑屋 村に 生る。 東京 

二 松學舍 及び 仙 北 郡 飯 詰村醉 經學舍 等に 漢文 學を 修め、 

明治 三十 三年 仙 北 郡役所に 入りし より 秋 田 縣屬， 宮城 縣 

屬、 京都府 屬を 歴任し 京都府 熊 野 郡長に 任ぜら る。 大正 

十 年 返 官歸鄕 し 後平 鹿 郡 橫手町 助役 及び 名譽 助役に 就任 

昭和 六 年 病の 故 を 以て 辭す。 是 より 前日 露戰 役に 出征し 

陸軍 一等 計 手に 陛る。 其 間 好みて 詩文の 作 多く、 京都 時 

代 特に 史學 熱に 拍車 を 加へ、 歸縣 後、 縣 史蹟 名勝 記念物 

調査 委員 を囑 託せら る。 偶 大正 十一 年祝融 の爲、 多^ 苋 

集の 珍籍 史料 を 烏 有に 歸せ しょり 責重 史料 公刊の 急 を 痛 

感し、 目に 觸る \ に隨 つて 之 を謄寫 印刷に 付し 同好に 頒 

つ を 常と せり。 尋で 昭和 三年 「秋 田 叢書」 出版 を 敢行し、 

同 五 年より は 「菅 江眞澄 集」 を續刊 し、 幾度 か經濟 上の 難 

關に 遭遇し つ i も 苦心 慘澹 編輯と 經 營に膺 り、 前者 は 其 

最終 卷第 十二 卷、 卽ち 本卷の 編輯 を 了り て 原稿 を 印刷所 

に廻附 し、 後者 は 第 六 卷を發 行して 更に 材料 を _ 鬼 集中、 

昭和 九 年 十二月 二十日 病 革り て 永眠す。 法 號篤學 院釋紫 

水 居士、 撗手町 淸水澤 無量 壽院 墓地に 葬る。 小 野 寺 盛衰 

記」、 「仙 北 郡史玻 談」、 「金 澤柵阯 と縣社 八幡 神社」 等、？ II 

表せる 史論 數十 篇、 其 公刊せ る 史料 は 本 叢書 及び 眞澄集 

の 外 「小 野 寺 氏 研究 キ拭 料」 (十三 篇) 「仙 北郡史 研究 史料」 

「秋 田 氏 研究 资料」 等、 貴重なる 古文書 類 多し 
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〇 秋 田 ノ郡山 內ノ莊 


〇 松原 村 

添 河 村の 山 堺を踰 ぇ來れ ば" 叫 ¥ ^也。 此 旭川 を， isi に、 添 川 村に 聞た. > し 本乘う 淵に 來る。 いつの 世 

ならむ か、 その 法師が 身 を 落した る あた 6 も 田 變り路 と 化り て、 河 も、 乙と ざまに 流たり。 弓手の 片她 

に、 いや 茂. 0, たる 杉 原の 木の間よ 6 補陀洛 寺の 坂の みぞ 見え. る。 おなじ 松原て ふ 村ながら 、そこに 門 

前、 中 村、、 船 尻、 石 龜なン どの 四 箇村ぁ 6 てみながら 松原と はい へど、 郡邑 記に は山內 村と あ 6 て、 枝お 

に 藤 倉、 石 上、 下臺、 タネ 臺の四 村と 見えた. =^0 むかしと 今の たか ひ あ. -。 村に 至れば 門前、 中 村、 通 尻、 

石龜の 村々、 いとしげ き, 木の +1, の 中に 家 ども あるが、 ほのかに ど 見えた る。 此 山里の 朱菓 は、 浦 村の 

名に 負 ふ 烏帽子 ffl にも い やま さ..^ て、 是. や 松原の 虎彪 ffi とて、 洪 柹、 烏 柹てふ も の もせず、 露霜の 奥山 

ふかく 紅葉す る 乙ろ、 おの づ から 熟 W と 成 6 て 肆に持 出て ひさぐ を 見れば、 珠 なす 珊瑚の 色して、 味 は 
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木 練、 明 丹に 劣らず。 さ 、やかの 朱菓 ながら さらに 核子な く、 愛 しきく だものな..^。 此， S はもと 補陀 

ラゑ  お ゆ  50 り き  -っ ゑぞめ  み おひ 

寺の 開山 古 心禪師 の殖給 ひしが、 とし ふ. 9 老木た る を 雁 貼と して 殖 初し を 人々 見なら； 5 て、 實生 あらね 

よ！ b つぎ  はせ  ぉ，-く，. 

ば根生ひを採..=^、ぁるは寄枝として家々の苑にぅゑにぅゑて繁き林をなせ，.^。 沛苑に 早熟 あ， 9、 晚敷ぁ 

おなじ  わぎへの その 

りみ な 野 沛 ながら、 そが 中に 金四郞 柿と て、 石龜 村の 佐々 木金 四郞が 吾家苑 なる はわき てよ けむ 自も 

ほ^J..^かに い 7。 文化 五 年の 秋なら む、 公、 此 W を國 つものと て 武藏へ のっとに めし 給 ふたる よし、 

恐 みよろ 乙 ぼひて 村民み なかた.. >傳 ふ。 家の 坂、 通し 尻を經 て石龜 村に な..^ ぬ。 乙と 木 は 木の め 春め 

きラ ちけ ふる 中に、 いや 立ッ ffl の 苑生は いまだ 冬枯 のさ ま 見せて、 春に 似げ なき ち どした る。 旭川 

の 岸に 雌雄の 大 岩なら びた.^.。 牡 石の 頭に は 石.^ 大黑天 をす ゑ、 牝 石の 上へ に は 石 觀音を ど 居た る。 是 

を 夫婦 とよび また 石神と もま をし、 また 石 龜と云 ふ。 其 石、 兩 石ながら 龜形 したれば しかい ふとい へ 

來 つる、 人の 云ク、 明 和、 安永の 乙ろ ならむ か、 此 川端に て、 く ゑ まりの 大サの 石割リ ければ 魚の 飛 出 

て 流れた 6、 乙 は、 世に いふ 水 魚 石と い へるものならむかと云，.^o うべ ならむ かの 「雲 根 誌」 て ふ 石， 書、 

みさ ヾ J 

都 また 近 江、 肥 前、 伊勢、 遠 江な ンど國 々ところ/ \ に 、石の 中よ 6 魚 出、 龜の 出たり し 事 ども を 記シ た.^ 

と 語ら； 5 て 休ら ふ。 うちむ かふ あなたの 河岸に、 瀧の 細く か、.. ^ぬ。 rJ はさ、 やかの 瀧ながら、 不動 明 

王 をす ゑて 不動の 白 瀧と い へら。 かくて 行ク 左の 山 本に、 湯 神と て 石 佛を小 祠の內 に 祭る。 むかし はよ 

き溫泉ぁりしが元祿の^-^c地動大にして埋れはてて、た 、：^  、けしきば かり いづると い へ ら。 如來 石と い 


ふ 岩 あら。 そは佛 のさ まかた ち もな き 岩 を、 なにの よし ありて かさ は いふと 云 へ ば、 其 地震に ふり 落 

されて 石， 形も碎 ければ、 如 來石は 名のみ にて、 此 堂の 湯 祌ど誠 は如來 石なる など、 なにくれと かたら も 

て、 た ..^、 の くれやま くれ わけ 行 ほどに、 片蛆 たかき 處 を毘沙 玖と い ふ。 あやしき 山の 名 也、 蝦夷 辭 など 

にゃあら むかし。 東 階臺と い ふに 登れば 朝日 川の 水の すがた もこと に 見なし、 また、 瀧のう ち 霞みた る 

見やり \ィ めば、 ことし は、 れい よ..^ も 寒くて 花 も遲き 事よ と、 乙 V ろ ありげ に、 あな いが 云 ひつ 、、け ふ 

.CN うちく ゆらす も を 力し く- 

花 もみち いかにた のしき 春秋 や い さしら 瀧の か乂る やまみち。 

なほつ ばら かに 分 見 まほし くて、 補 陀洛寺 近づきて 門前と 云 ふ 村の 三 浦 氏の 家に まづ宿 づきて、 日 も 

高 ケれば ま. 出た つ。 田の 中路 をし はし 行ケば 弓手の 方タ に大黑 田と い へる 田 あ 60 此山 田よ. 0 石工 作 

大黒天の 像 を 掘 6 出して とし 久しく 補陀 寺に すゑ まつ 6 しが、 今 は根笹 山の 西 來院に 納めて、 茂 木知敎 

の ふみに その 來由を 記せ.. -。 おのれ も 「水の面 影」 にも 其 事い へ 60 路 のかた は. らに石 ノ觀音 ひとはし 

ら ならず すゑ .{^ るに、 高から ず さ K やかなる 瀧 落， 杉の むら 生る 中なる 石 階 を や K 登り 得れば、 右 

に禁葷酒の碑ぁ6、左に大黑天の像を安置た..^。 樓 門に 二王 立、 そが 層に は 十六" 阿羅漢 をお け 6。 此 

門のかたはらには石地藏菩薩、また小高キ處に社ぁ..=^て、內には太上神仙を齋奉.^て寺の鐄守とせ，.^o 

元 祿の楝 札 一 枚の み ど朽殘 たる。 門に 入れば 經典庫 建. >  、東 陽 大士、 普 建、 普 成の 木像な ンど いとく 舊 
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た. oo 右の かたに 樅、 鷄 冠木、 榧 木、 海 榴なン ど 生 ひたち、 泉の 湛 たる は 古 永 福 山嶺 梅院 とい ふ 其 寺 跡 

の 林 泉な りしと い ふ。 そ もく 此補陀 寺 は、 德治、 延慶の いにしへまで 北 比 內ノ莊 長 走 山の 乙な た、 糟 

田/ 鄕の枝 村 白澤の 松原と いふ 地に 在りし 寺 也。 今 も 埋れて 礎な" ど殘れ ..^。 さらければ 村民 そこ を 寺 

の澤 とい ふ。 其 松原に 在 6 し 乙ろ は、 法相 宗 にて 松 原 寺と も 云 ひた， 9 ける にや 0 その 松原 寺いた く 荒 

廢て狐、為の栖家とな6しを、本ト法相の僧た.0し月泉和尙と ぃふぁ..^o 佛心宗 にこ、 ろ さし 其 門に 入リ 

て、 月 泉、 迷 ひ 雲た ちまち に 晴れて 心の 月 自己が 泉に 潔く 悟 て、 なほ 深く 禪定に 入 6 て 十方佛 を 見 奉 

ら むと、 龜倉 山と て 人 しらぬ 奥山に 草 を 結て 菴 とし、 木の 實を拾 ひ 草の根 を 掘りて 粮 とし、 やがて 白澤" 

すゑ 4- つり  ゆ ゑよ し 

寺 を 遷し觀 音 を 安置 て龜倉 山" 松原 寺と いひし。 乙、 を 今" 世 かけて 松原と 云 ふ由緣 しか，.^。 いつの 

乙ろ ならむ 龜倉 山に 野火 か、 りて 寺.^ 回祿 しかば、 麓なる 枝 寺の 嶺梅院 にう つ.^ て 月 泉 和尙行 ひすめ 

^0 かくて 嶺梅院 は 土埼の 浦に ラ つせ， 0-。 今 か.^ る、 補陀洛 寺と いふ 四 字の 額 は 月 泉 和尙の 筆跡。 か 

くて 龜倉山 補陀洛 寺と いひし が、 中興 龜倉 山の 文字 を 改めて 龜像 山と は いふ 也。 臓 堂に 古き 觀世音 "像 

を 安置て、 補陀洛 山の ゆ ゑ もて 補陀 寺と は いふ 也。 此 寺の 長 押、 懸 魚な" どに 鷲の 二 羽 を かさね、 雁の 飛 

つら  あめ  了 お r 生 

び 行ね たる さまに 編る 檜 扇の 紋を 刻み、 また 巴の 紋ど あ，. - ける。 ^Jは秋田家Jげf 代々の菩提寺に^|そ 

あらめ。 此 開山 月 泉 良 印 和 尙は陸 奥 ノ國ノ じお 一 谷 氏た る 人な 6 とも、 また 大和.^ 國 人な 6. とも 云. 00 延 文の 

はじめょ.=^陸奧ノ國江剌ノ郡黑石ノ鄕、捻華山正法寺の鼻祖無底和尙の室に入りて助住て、康安の夏に皈 


給； 5 つれ ど その 寺の ニ祖 とも 云. oo 月 羧良 印和尙 いさ V かの 病お 乙 6 て、 應永七 年 庚 辰 ニーお 廿三 

日、 世に ふる 壽八 十二に して 遷化 給 ひき。 かくての ち 後.. K 御門/ 院 御宇 明 應八年 己" 未， 七月 二 日、 佛覺 

古 心 禪師と 謚を給 6 し は 此月泉 良 印 和 尙の事 也。 古 心禪師 つねに 龜倉 山の いなだき に 登 6、 石頭に あ 

な うら をむ すび 給 ひし 處を 石の 峯、 また 石長嶺 ともい ふ。 坐禪石 あるが ゆ ゑ 也。 古 心 S 師石 床に 結跏 

趺 座して、 諸聖不 求、 己靈不 重、 巖前愛 雲、 溪頭洗 踵」 とい ふ 四 句 は、 應永七 年の 正月 廿 四日、 みづ から も 

のに 記ル して、 その きさらぎに 寂れ 給 ひ ぬれば 、乙れ を 禪師の 遺 偈と唱 ふ。 佛覺 « 師に紫 衣の かっけ も 

の あ 6 しか ど、 道元 臓師の 例の 如に 身 は 麻の 衣に やつれて、 墨 染の伽 梨に 行 ひすぎ やうし 給 ひしと な 

け さ  すみ； V め 

む。 その 墨 染の大 衣 は、 能 登 國總持 寺の 二 祖峨出 紹頓和 の.^ まものな 6。 そは布の墨衣にして、縣 

齒、鳥足の跡としふ.^殘..^ぬ。 古心，禪師、弘德圓明國師と峨山紹硕，ま師の兩像を藕絲の布に画.^、まこ 

とに 愛た く、 給佛師 な" どの 及べう も あら じ。 よき 什寶 ながらい と./^ ふ. 0 た. 00 此補陀 寺の ニ祖を 

無 等 良 雄和尙 とい へ 60 まさに しるべし、 良 雄 和 尙は萬 里 小路/中 納言藤 房/卿 を こそ ま をし 奉るな 

れ。 其む かし 都 をし のび 出て、 「住すつ る 山 をう き 世の 人と は あらし や 庭の 松に M た へ む 0」 と 岩 倉 

の 庵の さう じに か いの M し、 また 高 志の 鷹， m 山に て、 「乙 V も 又う き 世の 人のと ひ 來れば 空行 雲に， M 

もとめな む o」 と 石の 上に か いのこして 、いづこに かかくろ； 5 給 ひけむ。 また、 大納言 實世 卿の もと へ 草 

刈..^童 の も て來る 文 に こ め て 、 「君 かすむ， M の あ. ら を來て れ はむかし に ぬらす if 染 の 袖。」 赏世 
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卿 い そぎ 皇居 へま tQ..^ 給 ふて、 大和、 きのく に、 か はち、 關々 にみ 乙との..^ してす ぎ やう 者 をと ... -め けれ 

ども、 それと おぼしき も あらさ. 0 けらし。 藤 房 入道の 文に て ど あ. 0 ける o」 な  >  ど、 芳野 拾遺 物語 を はじ 

め、 この 君の 事く さ-/^ の ものが. f^, り あ..^。 此藤房 入道 は 大納言 宣 一が" 卿の 子に てお はしける が、 才智 世 

にす、 ぐれ 給 ひて、 君に も 御へ V ほ へ の あさからず 中納 言まで 成， 9 給； 5 しが、 建武 きのえ 戌 のとし の 春、 に 

はかに 世 を捨 たま ひしな" どし るし 聞え た，^。 藤 房 入道 陸奧を すきやう し 出 羽に おもむきて、 補陀 寺の 

開祖 月 泉 良 印 和 尙の法 を嗣給 ひしと なむ。 また 云 ふ、 正 法 山 妙 心 寺の 二世の ぜじ受 翁宗弼 和尙を 中納 

言 藤 房" 卿と 云 ひ、 ある は 近 江， 國石部 "驛に 近き 妙感 寺の 開祖 を も 藤 房 入道と して、 い つ の ころなら む 

神 光 寂 照 e 師と勅 論 を 給.. ^ぬ。 此寺は三雲とぃふ村の邊..^に在6^、^V^Jに/?はして 「世のう さ をよ そ 

に 三 雲の 奥深く 照る 月影 や 山ず みの 友。」 とな かめ たま；： S  、やかて 康曆ニ 年 三月 廿 八日、 つもる 齡 八十 

かくれ  ゆ ゑよ し 

五に して 遷化 給 ひしょし をい ハク。 かく ニ箇 寺に も 藤 房 入道の 由緣の あれば、 乙と 處に もまた も ある 

べし。 此事 「勝手の 雄 弓し とい ふ 日記の 松應 寺の くだりに つばら かなれば、 こ、 に は 精し からず。 大 

平" 莊八 田と いふに 再び 閑居の 地 を 7f とめ、 としは 七十 あまりにて X 治 元年 壬 寅ノ冬 十月 ノ 十日 終焉 給 ひ 

しと 云へ ど、 良 雄 和尙の 墓碑 それと さだか ならず。 松原に も あ. =N ける もの か。 また 嶺梅 院の緣 起て ふ 

ものに は、 笈を かけて 界ひ 斗薮 した ま； 5 しと 見えた， 名高き 君 なれば、 開山と しニ祖 として 其靈も 

勸 請 事 あり、 さる 乙と もや あらむ。 又補陀 寺に 藤 一お 入道の 岌 とて 殘， 9 ぬ。 良 雄和尙 に、 師は いづこの 


國 にて おはし 給 ふと 問へば、 角 額の 人な..^ と詞 すくなに のた まひし とな もい へる。 さばか 6 世に かく 

ろ ひ 給 ふこ、 ろ もて、 なじ か は都路 近く  ニ祖 とな わ 開祖と な. CV 給 ひて む。 「開祖 禪師、 諱ハ良 印、 號 月，：！： 水、 

姓 ハ熊谷 氏、 奥州 之 人 也。」 と 此 寺の 錄 にしる した.. ^0 又、 母. 一 子な き 乙 と をな げき、 その 國の横 山の 不動 

明 王に い の.0まをして生る子也、十七にして堕竈敎寺にまなび.？-るょしを.！§せ.^。 又、 無 等 良 雄 和尙の 

iit彰に「良印和小；i:行狀記」とぃふものぁ..^o 其 書の はじめに、 「補陀 開山 月 泉禪 師語錄 門人 良 雄 等 

編」 としる して、 此書、 からぶ みの さまに していと く 長し。 その ふみの 中に、 禪師の はじめの 名 は K 

通と 云； 5 月 泉と 云へ，^。 もと 大和 國苦 野の 人と あ，. =-。 さるよ しみ を もて、 藤 房 入道 乙、 に 尋ねお はし 

て 師^と むつび おはしつ る もの か。 又 藤 房 卿、 己 身 を 師の月 泉和尙 にな ずらへ て 書 給 ふ もの か、 みち 

のく の 人と 見え 又 大和の 人と 云 へ .^0 名 を 隱し身 を かくせる さま 也、 また 良 印 も 古野 の 落人な ン どに 

や。 無 等 良 雄和尙 みちの くす ぎ やうのと き、 その 妻なら む、 あるじ の 菩提と て、 II 多羅 僧 を わが 夫の 衣 

にて 縫 ひしと て 良 雄 和尙に 布施に まねら する。 其 伽 梨の 裡に 「江 剌壹岐 守 平 淸秀公 寄附」 と あ..^、 こ は 

良 雄 和尙の 手なら むと い 7。 良 雄 和 尙みづ から 寺を此 山中に 建て 少林 山 西來院 とい ふ。 延文 のころ 

みえむ 

師の^^印はみちのくに ぃたり給ふにふた乂び 會 M とも あらで、 貞 治の 霜と 十月に 消え はて 給 ひ、 少林 

山のニ世は龍谷良靑和尙也、永享元年己：€^七月遷化，.^。 良 雄 和 尙補陀 寺の 二世と な.^ 西來 院を關 き、 

また 太平， 莊、 今 八 田 村と い ふ 里 中ながら その 乙ろ は 木々 ふかく 松原の 山よ 6 人里 遠く、 きし 高く 山川 

花の いで はぢ  •  -九 
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の 淵に 臨 、、、てよ き處 地と て、 此處に 終焉 もひ定 て、 小 寺 を 建立 龍 淵 山松應 寺と いふ。 そ もく 出家の 

むかし 岩 倉に て、 「住すつ る 山 をう き 世の 人と は V 嵐 や 庭の 松に 應 む。」 となが め紛 ひし 家出の はじ 

め をお も ひ 出て、 終焉の 地 なれば、 松-一 應 ヘムと、 松應の 二字 を もて 寺の 號と やさた め 給 ひけむ もの か。 强 

言ながら 心の まに，/ しるしぬ。 また松應寺は靈魂勸請まっる寺とも云..^。 西 來院の 二世 は補陀 寺の 

三世 龍 谷 良 靑和尙 也。 四 世， 圓鑑良 昭和 尙碰 Myj^g 一お 五世 Z 機 外 良 玄和尙 P 子ね 六 世 ノ鑑能 f』 ？和尙 

glぉ$s§七世，雲峯慶集和尙5l^肚l$siA世，察心s-和尙^-肢f?lll1tl九世，草^^守瑞和尙^れts赶 

秋 田 軍記に、 城 ノ介實 季卿檜 山ノ郡 I おれ 浦， 村に 在る 花嶽山 石頭 院を 一 日市ノ 村に ラ つして、 此九 世.^ 和尙 

艸庵守 端 を 住僧に そお かれけ ると 見えた 60 十 世 ノ光室 源 瑞和尙 * せ 紅 ^ 時 錢炭 十一 世ノ 天室宗 龍和尙 4 银^ 

ばれ I 十 後陽成 院の 御宇なら む、 此宗龍 和尙に 大圓珠 明. 禪師と 勅 論た ま はりぬ となむ。 其 年、 今の 廿九 

世に あたれ..^ とい ハウ。 いと ふら 立る 木 牌 あ 6、 そ を 見れば、 「當寺 開 茈海壽 院殿南 嶺瑞策 大禪定 門」 と 

雕 つけ、 此裡の 方に は、 「安倍， 貞任， 次男 安東 太 郞桌季 /後胤 安東 下國/ 太 郞守季 應永廿 一 年 甲 午 二月 

卒 行年 九十 六 補陀寺 開基，' 大樓那 也」 と 彫せ り。 此 補陀洛 寺の 葡寶多 かる 中に、 八幡 太 郞義家 公の 

薄 衣の 御 旗と て、 紅に 白キ 日の 圓形 ある あ. cv、 い と//. \» 大キ にして 幅 ひろく、 保 侶な ン どの さませ 6.0 寺 は 

もの ふ. 0 ぃと閣なるに、木の樋高くか、..^て遠くひき、はる/\流れて寺の 水舟に落る音の 乙. -ろ淸 

し。 寺の 後なる 小高き ところに 世々 の 墓誌 石と もなら びた ちて、 かみ さびた. oo ぁるし善長和^^：を別 


れて、 ふた、； 5 とて 寺 を 出、 門前 をよ 乙 ざれて 行ケ ば袁奈 # -の溪 と い ふと Nl ろ あ 60 乙 はおな じ 秋 田ノ郡 

しろ  を な ご 

五十" 目山內 村に、 安藤 右 衞門尉 桐 出の 下 追手な." どの あ 6 し處 にや、 そこに も S 長子 ノ林 とて 魔王， 神と 

いふ ませ .0,0 袁奈古 は宇奈 古に や、 いにしへ 宇奈 古と い へる 人 あ 6 し、 えみし なンど にゃあら む。 續紀 N 

卅六卷 、寶龜 十 一 年 八月 乙 卯、 出 羽國鎭 狄將軍 安倍 朝臣 家 麻呂等 言、 狄志 良須、 俘 囚宇奈 古等欵 曰、 己 等 

據ニ 憑官威 一久 居 二 城下 ス 「此秋 田 城遂永 所， 棄歟、 爲レ番 依 レ舊還 保 乎、 者 下レ報 曰、 夫 秋 田 城 者、 前代 將相 <^ 

議所， 建 也、 御レ 歒保レ 民久經 一一 歲序 f 一  旦擧而 棄レ之 甚非ニ 善 計 一也、 宜下遣 二 多少 軍士】 爲レ之 猿 守 h 勿.， 令レ衂 一一 

彼 歸服之 情 r 仍卽差 二 使國司 一 人 一 以爲， ー專當 f 又. m 理榈 者賊之 要害 承 二 秋 田 之 道 f 亦宜 遣； U 兵 相 助 防禦 f 但 

以寶龜 之 初國司 言、 秋 田 難」 保 河 邊易レ 治、 者當時 之議依 JS  ニ河邊 f 然今積 以ニ歲 月， 尙未： ー移徙 f 以」 此言レ 

之、 百姓 重レ遷 明矣、 宜ァ 存ニ此 情, 歷ニ 問狄俘 f 並 百姓 等 具 言上 二 彼此 利窖 ？」 云々 と 見えた-^。 宇奈 古と ころ 

^ 住 たるに や。 桑 澤の水 を わた 6 家の 坂と い ふ あり、 傘 松の 岡に 澤 口の 庚申と て 石に てす ゑた 

通し 尻と いふ 處に なりぬ。 むかし 補陀寺 は. H 奥に 在りし、 其 乙ろ つか ひし 水の 潜リ來 るよりしか い ふ。 

斐陀. ^國の 突 通し 山、 津輕 の千歲 山な" どに 似た.^。 此處は 田/字、 村 名に どな.^ ぬ。 聖リが 坂 を 登れば、 

むら だ つ  ひ <  せ 

としふる榴の群生中に內外ノ御神座.：^、麓ぁた.oをなべ て聖 が澤と い ふ。 また 聖か坂 て ふ名もぁ，.^、高 

野聖 なとの 由緣 あるに や。 ところ-/. \ -に聖 が 澤てふ 名 は あるな ，0、 聖と ていと^ (^多く 國々 へ 巡. 0 し 

もの なれ ど、 近き 世と な 6 て は、 さる ほふし 商人 はありかず 0 少林 山 西 來院の あ. 0 し 跡に 至れば 萱葺の 


ち ひさき 四阿め ける 堂に、 觀音を はじめよ ろ づの石 ぼと け を、 ところせ きまです ゑ. ならべ た 60 少林 山 

と い ふ. S の號 はよ しある 事に や、 「待 ッ人 にな どかたら はで 時鳥 ひと ひしの びの 岡に 鳴らむ、 とよめ る 

河 內ノ國 岡 山 I 賺 にも、 少林. H 見 性 寺と いふ 寺 ど ありけ る。 無 等 良 雄 和 乂に寺 を 建て 行 ひ 給 ひし 少 

林 山 西來院 は、 いと 大に よかり し 寺な りし を、 つぎて 住むべき 住僧 も あらねば、 いっとな く 寺の あばれ 

て 倒れし かば、 近キ 世に、 か、 るし るべば か. ft- の 庵 は 作りた..^ とい へ 6C 四方 は 杉 むらながら、 平均に し 

て 寺 跡と そへん も はれた る。 ぁゃしき^?-ぁ..^、天明のころ、-出本郡能代の湊なる長慶禪寺五百阿羅漢を建 

立と、 良傳と いふ 45 今道心に や、 月 代の 跡 あ ft^ く 見えて 少シ もの 足らぬ 三十 斗の 靑 法師の、 五百羅漢 建 

立とて日每にぁ，.^くを、人みな、 い つの 世に 良傳は 五百ノ 羅漢 を 作 6 奉らむ、 三と せ 四と せに なれ ど 一 體 

もいで 乙ぬ を、 い ほ はしらの ほとけ をと、 うち 笑 ふ 人 多 か，. >  き。 いかなる よしに か ありけ む、 また 公の 

.  つ  ふさ はし  ひらき す ゑ 

仰に や、 又 乙と 人の 願 にゃあら む、 五百羅漢 を 建と ならば 能 代の 地 は 不祥から じ、 根笹 山を關 て 建立 奉 

るべ しとて、 やがて 良傳 法師が ふかき 志 ど しられた る。 かくて 補陀洛 脲師? ij^" の 枝 寺 少林 山 西 來院を 根 

もじ をお のづ から 

ffi 山に 遷 して 羅漢 寺と し、 良傳 法師 を 中興と せ，.^。 此良傳 は 無 等 良 雄の 良の 字 自 然 つきし も、 あやし 

くめ づ らしき 事 也。 埋れ給 ひし 良 雄の 光..^、 此五百 あら かむ よら ど あら はれた る。 か K る 事 ども、 「水 

の 面影」 に精シ けれど、 なほ 記シ， るな.. ^0 此西來院の跡に坂ゅひ回して井ぁ..^。 水い と淸 く、 其 世は閼 

迦に むすび 井 花や 汲 給 ひけむ かし。 又 櫻 も 影 ひち 散 浮び つらむ と、 しらぬ 世の 春 まて ど傯れ たる。 四 


郞臺 とい ふに 登る。 乙、 なむ 鐘樓の 在，.^ つる 跡なら む を、 四 郞臺と は？^..^ 云 ふ 名 也。 ^J、ょ<^見ゎた 

せば 子の 方に 毗沙久 ノ澤、 そなたに 臼が 澤、 馬、 また 瀧の 澤と いふ あ 6  0 瀧 あれ ど 木々 いと 深く、 分 入 

る 事 乙 そかた からめ。 羽 Si ハの 深と 云 ふ あ，.^、 申 酉 の 方に 池の 澤 あ..^、 龜倉 山と 云； 5、 また 龜倉澤 と 字音 

にも 唱 ふる 地 あ、 り、 乙、 なむ 龜象山 補陀洛 寺の むかしの 跡 也。 石の 峯、 袁奈碁 ノ澤、 柬階臺 、小 松原、 燒山 

なン ど、 みなみね，/ \- を 連ねたり。 又 乙と 山路に 分 入 6 て、 添 川の 山 境なる 湯臺の 乙な た に大岡 あ.. 

道ぎ ぎと て 石 積の 杜三ッ あ 60 いにしへ はこの 添 川の 湯澤 より、 此 岡に 登.^ て 往復せ し處 とい 7。 

その 古. -道も はっかに どの こ.. > たる。 丸 森と いふ 山 を 右に 見なして 峯續 きよおて、 石の みね、 ある は い 

ふ 石長峯 と い ふにな，.^ぬ。 月 泉 藏 師 つねに 結跏趺 坐て はした ると い ふ大 石に のぼれば、 乾 方に 家風 

山 い また 雪， 5_ ^一く、 酉 方に 赤 神が 嶽、 土 崎.^ 沛、 午に 勝平ラ 山、 卯に 大平 山、 いと 近き は， K の 丸 山、 坤の藏 王 

山、 卯の 龜の池 あ..^。 此池は 中/ 臺と いふ 處の群 松 山の 中に 在.^、 雌 池、 雄 池と て兩 池う ち 並びた，. ^0 女 

池に は大龜 のす むと い へ 60 昔 ある 夜、 佛覺古 心 禪師の 方丈の 室に 端正 處 女の 入 6. 來て、 願 ひの まに ま 

に 血脉を かきした、 めて たうば.^ しかば、 三た びぬ かづき 血脉を 蛭へ て龜 とな，^、 大波の 音し て 女 池に 

や 入 ft^ たらけ む、 かいけ ちた 6 とい 7。 女 池は龜 池の 上略に や、 又 雌 池に 女龜、 雄 池に 男龜 のす める 

よ 6 池の 名に お へ る 事 か、 また 池の 大小に よれる 名に やと 池の 邊に ネ て、 

松原の 松の 千と せ もよ ろづ代 もつ きせ ざら まし 龜の池 水。 
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此皈 さは、 かの 大黑 天と 字ぶ ffl づらの あた.. -に分 出れば、 いまだ 1^1 のま：^ ら に殘リ たる あた 6 は、 や、^ 

香 子の 花 喚て 春めきた 60 道のかカはらに「開山ー罈師の御茶水」としるしカる高札立.^0 龜の池 を潜リ 

出て、 そ を 樋に と 6 て 御寺に ど 釙 したる 0 此事は 前に も 記した る は 此處の 事 也 0 寺 井の上へ のかた かご 

の 花と こ、 にう ちす ン しつ、、 門前 を 經て中 村に いたる。 こ 、に三^^彥三郞と ぃふぁ6^、此家の柹苑ハゎ 

きて茂く古た，=^。 此三^^が家は、その世に義家卿に仕 へまっ..>て功ぁ6し三^^ノ和四郎某が後胤と云 

6-0  ^よりのた まもの も あまた 持つ. へしが、 なかむ かしの 火に 家の 系， li  、感 狀なン ども やかれ 亡び、 殘 

6 しもの は、 上祖ょ 6 の 赏寶 のしる しば か 6 にむ かし をし のぶとて、 碎 たる 鞍の 前輪、 後輪、 また « 胸に 

きちかうの 鍋た る镫、 轡 あ.^。 また 備前長 船ノ則 光が うち， る 一 尺八 寸、 また 天 正 二 年 八月に 伯老： 廣贺 

が 作リの 九寸五分な ンど、 山賤の 翁が、 から うづの 中よ. 0 とうで、 ど 見せけ る。 補陀 寺に 見た， 9 し 義家公 

の御旌 とい ふ も、 三 和 四郞か 家より 寺へ 寄附せ しものに やとお も はれ 力.^。 ふた 、 び 門前に 來て 

6- て、 此， M に 二三 日 あ 6 て、 

〇 籐 倉 村 

なじ m 內 藤忿 へ 行とて松原を出た，.^o 此籐 倉と 云 ふ 名 雄 勝 ノ郡河 向. 莊 の枝鄕 にも あ.. >  、ところ 

くに 聞 午し 名 也。 小 松原と いふ 處の 九折 を 下 6. て衞 の 地藏立 60 乾の 方なる 山の 細 路を七 曲と て、 

花の いで はぢ  一七 


\ 
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ゆき？^ ふ 

古道に して つね は往來 道なら ね ど、 旭川の 洪水、 ある は 橋 落、 きし 崩れな" どせ しとき は、 すべな う 今 も 

行 通 ふと 云， 00 け ふの あない は 乙 \ ろ さとくて、 なにくれとね も ごろに かたれ，. 白水 澤と云 ふ あ，.^、 

此澤 水に 毒涌キ 流て、 高 野の 奥の 玉 川に ひとしと 云. 白水 K!: と い ふ は、 おなじ 秋 田 郡の 浦大 町に なら 

びても あ，. >き0 また 七變 の 水、 また 毒 流る て ふ 事 はと rJ ろ ^5:.- にいと-,, \- 多し。 魁 川の あなたに は楣 

會" 山、 小增 Ft 山な.. -ど見 ゆ。 段. 陀羅 淵と い ふに 臨て 行ケ ば、 ほどな う 鏡臺と いふに 登る、 杉 むら 立て 神 さ 

びた..^。 近き世まで此杉の根にふらたる花稜鏡ぁ.>しが、今はラせた，.^。 むかし は 多く 掛て、 神に 手 祭 

し處 とな もい へる 0 さる ゆ ゑ もて 野の 名、 澤の 名、 岡の 名に 負 ふ 處也。 

春の 日の ラ つるか、 みのを かの べに いと はや 見 ゆる 雪の むら 消。 

しばし とて M  V にネて 四方八方 を 見やれば、 小 升 の 麓 あたり は 櫻が 淵と て、 むかし は いと 大 なる 樱 

の、 M に 臨て 生 ひた 6 しもの かた 6 をし、 また 藤 倉 權現社 は 旭川の あなたに いにし へ ありて、 そ M に ま 

うづる 人み な、 此 旭川の 櫻 淵の 石の 上に て 身 をき よま はりて、 うち 群れ. 登 6 た. 0 と い 7。 また 小 櫻 は 

今 多 かる 處 也な" ど 云る に、 

きしに 寄る 波 を 花と やかく はか.？ やかて 稷の ふちに ちら まし。 

小 增澤は 低く 大增澤 は 山 高し。 鞍掛 森と いふ あ 6、 うべ も、 しづ くらぼねに 似たり ける。 山と いふ あ 

. ^、篠 のみいた く 生 ふるよ .0、 今 は そこ を 燈篠. W と い ふ。 鞍燈の 名に お ふ もよ し處 にや、 證 しの を あぶ 


しのと 唱ふ は、 かの 镫川を 虻川と 今 云る に 似た. >0 旭川に か、 6, し 白 應.' 橋 落 わたれ は、 淺瀨 もとめて 

かち わ た して、 した か 長 根と い ふ處 の蛆傳 ひして 行く、 遣 水 と い ふ a にあ 60 鈴が 森. H な ンどは 

いと 高し。 洪鏠が 淵と いふ あり、 また 鐘が 瀧と いふ も 落た.. ^0 

出 川の 岸に か、.. >  て絕 すたて 鳴..^ 乙 そわ たれ かねの たき 波。  . 

旭 河に か、 る 一 王子の 橋と て、 いと あやうき を 渡.. > て 岡に 登れば、 さ、 やかの 萱 ぶきの 四阿の 內 にち ひ 

さき 祠ぁ. 、石 地藏 菩薩 を 祭る。 そ を 一 王子と 唱 へ ま つれ..^。 そ もく 皇 都の 祇園 ノ 社の 一 王子" おは 

いっき まつれ 

祇園 .is 一 殿に して、 祭神 は 天照大神" 子 五男 三女 神 をも齋 奉..^ とま をす。 その 御 神 をう つし 奉る にや 

いと 多き 社 也。 こ は、 三 浦 和 四郎某 か靈を もと もに 祭る とい へり。 此ー 王子の 山溪 いとく ふかし。 

旭川を へだてて御休と ぃふ山田の字ぁ.„^、むかし殿ゃ休らひ給ひし處にゃ。 勘之丞 淵と て 田" 中にホ あ 

..^、^J乂なむ、ぃにしへは川にて其人ゃ落た，.^けむo 田 中に 一 ッ 石と い ふ あ..^、 ゆ ゑよ しあ りげ 也。 藤 

倉 村なる 下 ノ臺、 下 村な ンど いふ 處の家 ども 見 ゆ。 虻篠 山の 麓 あた 6 狐 臺の東 を鄕士 館と て、 藤 # 將監某 

こ k に 居れ 6。 軍書に、 秋 田 城 介 實季湊 せめの くだ，.^ に、 豊卷備 中守季 重、 泉玄番 入道 源齋、 藤 食.^ 將監 

を 先と して、 ニ千餘 人の いくさいた して 寺內 山に 陣を張 5」 なン ど、 天 正の いくさ もの 語 6 あ， 00 麻 a 木 

橋と云ふ地ぁ，.^、其ゎ  た6.に原貝と い ふ 名 あ 6,0  M は そ も、 藤 倉 ノ神ム 社 。其 奥山に 在. 0 しとき 秋 川 あり 

つるよし をい へば、原貝は^^澳川のぁゃま.0'なるべし0 下 村に な，^ て 田の 中に 新キ 金剛 童子 ノ 石像 を 
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すゑ、 また 不動明王 を 祭る。 M は寬 文の 乙ろ まで 藤 愈 櫂 現の 別當た 6 し 十 方院と い ふ修驗 たりし が、 身 

に を かし あ. 0 て さすら へ 、其 家の 後胤 今 ハ鈴木 孫 六と て、 此 地に 住て 田 佃と なれ 60 それが むかしの 家 

の 跡 にゃあら むと い 广ク。 此堂も回祿て元文の楝札のみ殘り^^る。 湯 野 後と いふ 蛆 つた； 5 の路 あ..^。 

右の かたの 下タ なる 小 田の 畔に いさ 、か溫 湯の あれば、 Fir 尻の 名 は あ. 9 ける 也。 地藏 前と いふ 處ぁ. 

M  V らの石 ぼ さち を、 さ乂 やかなる 箱の ごとき 堂に すゑに すゑなら ベ て、 Nl れも 硯筐に 筆の 多 かる 乙 ゝ 

ちと、 いにしへ 人 や 笑 はむ とひと ft- ほ 、ゑ まれて、 い さ、 か 行 ケば觀 一昔 ノ杜リ 也。 うちむ かふ ひむ かしの 

方 タは花 水 澤と云 ひ、 西 を 堂の Ft とい ふ、 此兩溪 の 中に 藤 倉權現 ませり。 群 立る 杉の 中に、 とし ffi6,{^ て 

る大 樅の 枝た れ繁 りぬ。 二王門の みがた は 查丈ニ 尺に して 運慶が 作る とい ふ。 その ふたばし らもな か 

ら朽 たれば、 さ をと 乂し 佛ェ りが 丹ぬ， 9、 うるしぬ 6 て、 あやしく も 彩 なしぬ。 れいの わら 灰 S  、はざま 

きを いと^, \ -大キ やかに 作 6 て、 ところせ きまで かけ ふ 力ぎ たる は、 いづ 乙の 手 向 もお なじ。 左に 舞 殿、 

右に 齋燈殿 あ.^ て、 除夜よ 6 正月 四日まで 柴燈、 .f- てあかし して、 淸火齋 籠の 行； 5 ど あ.^ ける。 此 堂の 

中には、 源 義家將 軍の 兜の 內に ひめ 給 ひし、 一寸 八 分の 黄金/ 觀世音 を 納め 給 ふとい へ.^。 また、 それよ 

,cs いと はやく 仁壽、 齊衡 のころ にや、 圓仁 大師の 作 6, 給 ふ 千 手觀音 もお はしき とな もい へる。 堂の 後な 

る 地に、 親 杉と て 周 圍四丈 斗なる が、 寬政 のなから ならむ か、 あら か 6 し 風の 夜 吹 折れ 倒れ ふし ぬれ ど、 

その 株の 一 丈 斗 も 立の こり し。 其 空 木の 中心に 山 櫻 一 ト本ト 生 ひ 出て、 うつ ほ 木 は 藤蔓の は； 5 まつ は 6 


櫻唤 みだれて もしろ く、 その 花ち 6 ぬれば やがて 藤^ か V  6 錄 長く 樂 しか 6 し を、 此 とし 古ル杉 とて、 

い とかくばしくて沉水香にひとしか6ければ、此堂まゐ..^の人とらみな寄..-たちて、此杉をかき採，^去 

た ば こ "ひ  かしこ お ほす S? 

ぬ。 煙酒火ゃ^^-としカ6けむ、文化八とせとぃふとしの*、霞とともにゃけ登6た.，>。 あな 恐、 此母杉 

こム、 藤 倉 第： 現と も、 かむ ざね とも 中世よ 6 は齋ひ 奉らめ。 藤 倉の 神と 櫂に 現れ 給 ふらめ ど、 誠 は 大汝ノ 

命に して 三輪の 御 神 も ひとしく、 雄 勝の 杉 乂呂、 添 河の 杉 ノ生ノ S も； 5 としか. -き。 枝 神と て、 左の 方に い 

とふる 八幡 ノ御, 形 を 祭. o、 右， 方に 辨財 天女 祠ぁ 60 空 海 大師の 作. 0 給 ふとい へ. 0,0 又 白 山ノ. g あ. 00 

秋 m の 巡 禮に此 藤倉觀 音は廿 二番に して、 「紫の 引ク糸 長き 命 寺 藤 倉 山の 杉の 神體。 歌 は あ， 歌な が 

ら、 その 世よ 6 藤の か、， 0 しさ. ^ど しられ .p;- る。 藤 愈 山 長命 寺、 別當 喜寶院 とい ふ修驗 也。 洪髓を 見れ 

ば、 i. 藤 愈 出 長命 寺別當 十方院 施、 王 出 羽 秋 田 蜜 田 天命 屋 冶工 江 田 彥兵衞 藤 原助定 宽文七 j!^ 九月 杏 

攀 

る J リ 

曰」 と鐫 た.^。 また 堂に 掛 たる S 下 無し) 

〇 手 形 莊 

〇 田 中 村 

田 中、 加羅 美田、 稻澤、 大澤、 小 澤なン ど 手形" 鄉の枝 村なる よしを 郡邑 記の せた. り。 阈々 に 田 中と いふ 名 

ぃとく多し、^vは田中に家居ぁるょりも云ひ、又田中氏ぁ..^o 古事記 傳七卷 ：|5f!; 倭 田 中 直、 處は高 

花の いで はぢ  一二 


市.^ 郡に も 添く 郡に も 今 マ 田 中 村 あ.. -、 此， なるべし。 書紀舒 明/ 卷八 年の 所に も 田 中ぶ 呂と ある も、 

三代 實錄 十四" 卷に 大和" 國 田中ノ S と 云 ある も 同地なる ベ し。 神樂 歌に、 殖槻ゃ 田 中の 杜と ある は添ノ 

下ノ 郡な， と 云.， ^0」 云々 と 見えた， o。 此 手形の 田 中に 「前 田 中 一 奥 田 中と、 大 橋と い ふ を 隔て 兩 村と 並び 

住.^。 前 田 中に 酒 肆三戶 あ.^、 舊 家長 谷川 久兵衞 、西 村 太 郞兵衞 、升屋 六 右衛門、 戶田莊 兵 衞の四 戶と云 

〇 五社 大權 現， 社 楝札ニ 枚 あ.^、 一  板に 「正 德ニ年 辰 七月 七日 別當高 善院。 亦 一 板 札- -「 宽延ニ 5^ 年 正 

月 五日、 願主 石鄕岡 與右衞 門、 別當 高善坊 圆呈」 と 記. した. 00 此與右 衞門は 石鄕岡 本； 之 助" 伎に て、 沖 田 

中に 今 も與衞 門と て 有る 也。 秋 田家" 分限 帳に 石鄕岡 杏之助 「百 二 石 一斗 五 升」 を 給と 云 .CN。 秋 田 軍記 

に 石 岡と 有る は鄕の 文字 落した る 也、 また 石 子 岡と も 書た. oo その 軍記に、 石 子 岡 主 典 は淺黃 色の 旗に 

撗 木瓜 Z 紋の殺 章して 檢山を ど攻 たりけ る。」 云々 と 見え、 「異本 秋 田 軍記」 に、 「御 家 を 守る 侍に は 石鄕岡 

主 水 某、 松 田 兵 部 介 光友、 小 野 寺 權右衞 門 尉 正 時、 加賀民 部大輔 某、 此四 人の 人々 は 阿倍.^ 愛季 殿 

ょ<^國の成敗を承<^、かくて湊にど有けるo」云々と見ぇた.oo 其 世 は 主 水と も 云 ひしに や、 家譜う せ. 

れば 石鄕岡 氏の 事つ ばらに しられず。 -ま た 舟 越^ 軍に 田 中 源 八、 山 田 喜 六な ど、 原に 伏兵せ し 事 見えた 

AVO 其 田 中も此 地よ 6 出し や、 いなや。 

0 虎， 尾ノ 堀リ； 簡^  0 山 伏屋 舗、 高 善 坊家跡 也〕 


からみ で ひ かな；？ -t"  かなく そ 

加羅 美田 は 鼓 場に は 幾 液 を加羅 美と い ふ、 鐵 液な ンど 田に 掘 "出る にや。 また 搦手と いふ 角力の 手 あ， ^0 

新 猿樂記 51： 四に、 六ノ 君.^ 夫ハ 高名 ノ 相撲 人 也 云々、 內溺、 外溺、 亘、 槃、 小 頸、 小脇、 逆手 等， 上手 也。」 云々 と 見 

えた ，0-0 からみて にや。 又山に古榈の跡ぁ6、むかし犀濱六郞某すめ，，^0 本 城 は念佛 坂の 上へ に 在. cs、 

此處 は其溺 手なら むか。 からめ 手 田と 田地の 字 も ひとつに 云 ふに や。 郡邑 記に、 向ヒ からみ 田 見 ゆ。 

お. なり？ 二 一ろ 

〇 御 別業 國君の御別莊にして_§むす愿、としふる木立ょしぁるさまながら、っねは^::.|の蘀しづかに 

神 さびた る處 也。 

6れ せ 

〇 大 曰如來 座- -、 此緣起 は 小 倉主 水 敬 月 堂。 

0 新 山 ffS と" 田 むかし 赤 神を遷 したる 處也 、田/ 實千 刈と 云； 5 傳ふ 也。 

〇攝臺 田 神の 御輿 掛田 ともい ふ、 百 刈 三枚た，.^ し を ま.？ -ひら きて 六 枚と なしつ。 田の 中に、 つむれ 

の ごとき ものに 躑躅 を 殖 た.^。 さびら き殖 初る とき は rJ  V に 赤飯 を 手 祭る。 早處 女う ゑ い. p;- れば、 こ 

一-ひち  ラ ゑめ  . ；： むけ 

k に 泥水の 手 を 突き 神 樂歌を 唄 ふ。 神 唄聞キ 知らぬ 丁 女 は 田 歌を喷 ひて 手酬 とせし が、 いっとな くさる 

事 止みて、 田殖哏 うた ふ 早 丁 女 もな しとい ふ。 むかし を 捨るは をし き 事 かな。 なほ さる 事 は あらま ほ 

しき 事に なむ。 
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〇 養老 田 此小 田は此 村に 居 鎌 田 淸左衞 門 孝敬、 大松 S: と 云る 處に 新墾 せし あら 小 田 を、 春 は 益 等 雄 

うち 耕し K は 娘 女が う ゑ わたし、 秋 は あら 雄 ら^り を さめ、 その あらしね をし ごき、 つきめ がっき を へ 、 

g: 無月 廿日と い ふ 日 酒に かみし 餅に つきた る を、 村に あ，^ と ある 老 のかぎ り 男女に あ へ すと いへ. 

千穗 ノ屋. ^長 秋 養老 田， 記 あ. 、鎌 田 正 家ノ歌 あ. OO  のれ も 「/t ゆの わかゆ 田」 とい ふ ふみかき た 6。 養 

めでた 

老 田の 由緣、 愛 き 心うる はしき ことにな も あ 6 ける 0 

〇 犀， 濱田 厚濱の六郞の館跡.'出，麓に在..^。 古柳ぁ6しぁた，.^は小松むらたち寒水ぁ..^、馬冷し場 

とい へ 60 念佛 坂、 石 名 坂、 灸 坂な ン どい ふ處ぁ 6。 また 神 足 ノ莊の 下" 刈 村， 枝鄕 に単濱 とて ニ戶 あ. 

宽文ニ 年の 乙ろ、 岩 瀬 村の 小 野 氏なる もの こ 、に 新 懇田佃 住ぬ。 そ は 小 野 筑後守 源 盛吉の 後胤な 6 と 

云へ， 0-0 函 佛師 のかき ける あみ、 た ほとけの 像 あ， 正月 十五 日、 七月 十五 日 乙れ を披て 家に 掛て、 人み 

なむれ まねる。 乙、 を も 犀 濱てふ 名 ある は、 念佛坂 落城の 後 乙 、にや 潜みけ む、 又 ゆか， 9 ある 犀濱 氏な 

るか、 なほ たづぬべし 0 

〇 寶永 二が の 頃 得 月 庵 八 *r 詩 あ 6。 搦田夕 照 東豁田 »錢5 漠々 平 田與水 通、 西 山 藤 影晚煙 空、 農家 

未 解 斜陽 落、 隔岸遙 5= 片 紅。」 と 兄え たり。 

〇 濁 川 村  ， 


® 河て ふ 名 い と 多し。 信濃國淺間が嶽の血ノ池ょ，.-流れ出る川を獨川と云ひ、血を瀰..^と い ふ 方言 あ.. > 

なほ 川 も 濁れば しかい ふべ し。 松 前の 束 シ浦箱 館に 近き に 有 川、 濁 川と 並びて 小川 あ...'、 村 も あ..^。 有 

へ きりち  すみ 

川 を 人み な邊 切地と 云 ひ、 蝦夷 人 は ベ ケ レ ベ ッと いふ。 ベ ケ レ は淸 たる 事 也、 ベ ッ は 川 也。 «川を 人ク 

ネベ ッと云 ひ、 蝦夷 辭に はク ム ネベ ッと いふ。 ク ム ネとは 黑キ色 を も 鼠色 を も 曇た る 事 を も獨リ たる 事 

を も 云 ハク。 クム ネ ベ ッ は 濁 川と いふ 乙と 也。 南部に も仙臺 にも^ 輕 にも 濁 川 あ.^、. S 本 郡 檜 山 ノ枝鄕 

にも 獨川 あ，.^。 其 外 郡々 にもい とく 多 かるべし。 

0K 田 大神宮 一大 蛇 走 出の 麓に 座.^、 四月 二日、 冬 祭 十二.^ 二日 也。 

〇 白 石 社 白 石 をす ゑて 白山 姬神を 祭る。 

〇 神明 宮 鬼踰山の山脚に座^^、春祭三月十六日也。」 蛇 走、 鬼 跪、 恐き m の 名 ども 也。 鬼 » は 鬼 首と 

い ひし をし か い ふと も 云 へ .CSO 陸 奧ノ國 栗 原.' 郡  一 /迫に 鬼 首 村 あ. o、 是も 多く 有る 名 也。 

〇 若宮 八幡 中.^ 目と い ふ 枝 村に ませ..^。 此村 はなし、 元 文、 is^ 保 乙ろ まて は 七 八 戶も家 あ  し處 也。 

今 はた、 - 木.' 下 トに石 一 ッ. をす ゑて 祖； tf 轴 I しと 齋 6 て、 五お 五日 は 馬 牛 を 曳 て.^ ゐる。 馬の 病 あれば、 

うまう しの 水 ：！ を 木に 掛て いのる 也。 

〇「E 地字」 f 刈 場、 堀 尾 田、 三 升 作、 中 野 目 f 虐を 田、 石 田、 龍 毛渾、 幡福 stj";c! む；^ S  t 雷 臺、 御宿 ノ 

前な ンど あ. hso  6 ラげも 多し。 
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〇 「山， 字」 田 ノ澤、 小 S  、堤 ノ澤、 東.^ 澤、 荒 田、 險 南作リ 0 「獨 川」 とい ふ 小川 は 蛇 走 山の 麓よ，. - 流出し が 

今 は 流も幽 に、 むかしと 源も替 たらと い ふ 人 あ，. 

〇 寺 跡 あ 6、 一  乘院乙、に在..^とも、又その閑居地ともぃ へ ，.^0 墓誌 石 あま たなら び 立. ft^o 其 碑 ども 

「法 印 義曉天 和 二 年 壬 戌 四月 十六 日」、 「義 映」、 「義 堂」、 此ニ碑 は年號 見えず。 「義勇 寶永辛 卯 歳」、 「義覺 

. 正 德四年 八月 七日」、 「義儔 享保十 一 丙午 天 正月 廿 八日」、 「十四 世 義厳享 保 十六 鮮天 五月 十 有 二日」、 「義 

亮享保 三 亥 六月 初 二日」。 いまだ 残らけ る やい なや、 あらまし にしる す。 

0 「御 腰掛 石」 盛き 謂 此 石に 注連曳 はえて 祭る 事 あり。 その ゆえよ し は 、靡 の 人ね きこと すれ 

ば、 たちまち その やま ふい ゆと そい へる。 むかし 佐 竹廿ニ 代に あた. 0 て 義隆- 公と 聞え させ 給 ふ 君 あま 

しまし き。 此 わた 6 の 野 山 を御應 狩し 給 ひて、 ずん ざと もに さきだちて 此石 にし..^ う たげ し 休ら はせ 

給 ふ 御前 を、 米 負 ふせた る 牛 を 引 もて 過る を、 やよ 翁、 ほぐす もたらば 火 をう ちて と あれば、 翁 は 君なら 

むとはゅめ知.0奉らず、人々もゐてぁ はしまさねば近くょ，0,て、これ めせとて火なむ奉，^^てともに蹲，.^ 

け ふ.，^ うち 吹ぬ。 公の たま ふ は、 米 は 久保田 へ こそ もて 運ぶ へ けれ、 など 翁 は、 よねつけ 牛 を 曳歸る ど、 

5, ぶかし き 事 かなと あれば、 されば そ さ ふらへ、 此米 は御ム 館の 君の 御飮 料の 米 なれば、 うから やから 

か、， 9 て 一 粒 撰. 0 にえ. 0 たる 米ながら、 か 、るよ からぬ 米 を 貢 に 奉る もの か、 にくき 奴 かなと 御藏 

守 リ大に いかりの 、しり 給 へば、 け ふ も 牛 引 もど 6 さ ふら ふ 也。 是 にて 三度 もとされ さ ふら ひしな 6。 


い か、 し 侍らむ、 なく 子と 地頭に は 勝れぬ と い ふが、 まことに さ ふら， A 也とう ち なげ、 ば、 、そのよね 

見せよ とのた ま へば 翁、 俵の 腹に 手 を さし 入レ てた な ひらにの せて 、乙れ： たま へ 、 い とよき 米 也と て 

^ば、 、われに えさせよ とて 御 ふところ 紙に 包みて 袖に うち 入 レ給ふ を .0 しも、 應 すゑ、 た  <  むき を い 

からして 犬 引 つれ、 人 あま^ ラち むれ 來.. -て、 御前なる ど、 なめげ 也と 難 あら、 かに い へば、 翁 は 魂消.^ 

もくだく  M  、ちゃし けむ、 あし を そらに ふしまろび、 牛 を 捨てに、 ぐる を、 なし か..^ そ、 牛 ひかせ、 ものと 

らせ よとの たま ひて、 やがて 歸らせ 給 ふ。 明る あし カ藏 法師 穌赃、 なに 1： ま 縁 ばれ ふ をめ して、 庫に よき 

かぎ. 0 の 米 を みなもて M と 仰 あれば、 某の 料に か あらむ と 升ながら 御前に とりなら ベたり。 かくて Is、 

たもと よ. 0 た、 む 紙に 包みた， 0 し 米 をと うだして、 此米 にくらべ 見よ、 い つれ か 劣.^ いづれ か 勝る。 乙 

よ い と，/,^ よき 米に て さ ふら ふ 也、 乙れ に まさる 米 乙 そ 外に はさ ふら はね、 f;^ は いづ 乙よ，.^ かもて おは 

しさ ふら ふと 人々 あきれた るに、 うち ゑみ 給； 5 てし か- のよ しとの た ま ひ て、 米來 らば 知らせよ、 庫 

に 入..^ て I ま.. >  試ミ てむ とのた ま へば、 い そき 藏の內 しら ひ 一 段 高く 作.. >  な し、 あ つ、 た、 みしき て 公の 御 

坐と はま ラ けた. 其 翁 か赏に 献，， >  し 米 は 御 試 米と て、 庫の 中柱に ゆ； 5 添て 近き まて ありし となむ。 

そのく らは嫗 庫と て、 龜ノ 丁ゥの 旭川 ノへ， ^なる 藏 どもの 中に て は、 としたかき 藏也 とい へ， 90 か、 る ゆ 

ゑよ しある 石 なれ は 人 尊む あま. OS  、やま ふ も い え、 わら はやみ もやみ ける に 乙 そ あらめ。 

〇 文化 八 年 辛 未の 秋の ころ、； 5 るラち 過る ほどよ. 9 万 之丞と い ふが 家 ふ，. ^動く。 す は 地 動なら むと 家 
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のかぎ り 外に a 出て さはげば、 M と 家よ 6 も 人出て、 某 事 なれば、 しかくの よしを こ た ふ 0 うべ 乙と 

家 は. もラ こかず。 人々 あきれて 家に 入れば 又 ふ，^ ラご けば、 たれ も- /^家に は 恐れて 入る て ふ 人 も 

なければ、 た ^あるじの み 三 四日 あれ ど、 ふ. 0 に ふれば ふし もっかれ ず 0 ふ 6 そめて よ. CS 七日と いふ 日 

ゆ 力，. の 人々 りて、 家 こぼち ぬれ ど 某； 5 とつ 住みた る 事と も 見えね、 さ、 やかなる 穴 ひとつ 家の 隅に 

有 リカる のみと 云へ .0,。 今 は 万之丞 跡に は 人 住ず ど ありけ る、 あやしき 事 也。 乙れ を考 に文德 天皇 實錄 

にい はく、 天 安元 年 六月の ころ 參河國 ヨリ 上 言ス、 今 a; 六日 廳院 の^の 庫 振動 ぬ o」 と 見えた， ^0 また 江 源 

武&と い ふ 書に は、 ところく の宮寺 の ふり 動きし 事 多く：：^ えた. <>0 むかしは多か.0し^?^にこそ0 

すゑ ものつ くリ すみ 

〇 陶 作家が 柄し 事は宽 政の 事なら むと ，二 ク。 

〇 梅 律. K 門 某の 別 莊苑の 跡と て あ.. >。 

〇 添 川 村 枝鄉 揚澤、 三本 松、 ^8 きき 二 村 也 

倭 名 抄に秋 田， 郡 添 川、 率 浦、 方 上、 成 相、 高 泉と 見え、 また 式ノ副 河， 祌ム tt£ お 本， 郡^ ル；^ f 北 こ t,=so 

三代 實錄卅 四 卷元慶 二 年 七月 十日 Z 條に、 十日 <乂 卯、 出 羽國飛 jS 奏曰、 云 々、率」 上野 國見到 兵 六； 白 余ハ屯 

:1 秋 田 河南 r 拒, 賊於 河北 f 又 秋 田 城下 贼地者 上 律 野、 火內、 榲鑼、 野 代、 河北、 腋本、 方 口、 大河、 堤、 姉 方、 方 

上、 燒岡 十二 村 也、 向」 他 俘 地 者 添 河、 霜 別、 助 川 三 村 也、 令 Z 此 三 村 俘 K 幷曳民 三 }H 余人 f 拒 申 賊於添 河，， 


1 

.  ぶみ ゥば. i- か 

云々 と 兄え た.. >。 此 十二 利の 考は 「水の面 影」、 また、 rJ と番に 精 に 記しぬ。 その 俘 地 三 村の 添 河、 霜 

別、 助 川 N  二 村の 內、 霜 別は爾 別の 誤字なら むと 高 階^！:: T 云，.^、 よき 考也。 W 別 も 蝦夷 語 也、 そ は 仁 別の 

くたり に 云 ふべ し。 此助川 は 山/字に も 川の 字に も 田 S の 名に も^えず、， 说 川の 誤字なら むかと おもへ 

ど さだかなら ず。 倭訓 ft 木 四/ 卷宇之 部 "うぢの を さ.^  くだ.^ に、 天 智紀に 氏/上 を M のかみ とよみ、 天武紀 

に 氏/長と 見 ゆ。 今の 氏ノ 長者 也、 宇 文 周の 時の 宗 長に 近し。 文武 紀に氏 Z 上の 副 を 助と もい へ..^o」と：3- 

ぇ，i^.^^o 是を おもへば、 副 河 も 助 川 もお なし もの かとお も はれ. .00 なほ 尋 ぬべ し。 

すぎの ふ  、、/かの を 

〇 杉 生，' 神 三輪ノl神を齋キ奉..^て杉"せと；5とし。 杉 尾ノ. M とも ま をし 奉れ ど、 栂 、松" 尾 も 本 ト梅ノ 

生、 松" 生 をし かい ハク。 ぁる人、^ノ尾、松/尾は梅.^1!^^上へ、松"：^"上へならむかとぃ 7。 ぅべなる^^- 

から、 梅ノ 生、 松ノ 生、 杉ノ 生と 云 へ らむ rJ そ、 共 言 も も穩 ならめ。 此御 神の ffi 地 は 村よ 6 は 北なる！： の 

な "i-^  /^^せ  せビ  ふるしろ ヒはリ 

邊長 田と い ふ處に 座し を、 洪水に 山崩れ て{:>::地迫ま6.しかば、長田.^岡ょ.0古城回 と い ふ 高 岡 へ 寶永四 

年の ころ 違し 奉りし は、 いまの みやし ろ 也。 いと/ \gs き 神社ながら、 火に いくたび となく 燒れ ま 

しまして、 唯大 永の « 札の みぞ 殘れる C 其 世に はいとく 社も大 にして、 秋 田 城 介 赏季/ 卿、 社領廿 八^ 

餘の稻 S を 寄られし 神 也。 0 杉 生 大明神 儺 殿 一一 一 I き 祭： 廋冬^  一  W 别日 也。 此 神の 0 三 貫ノ神 門；^ 一 ぼ；^^ は 

I 言 は 三諸ノ 山に ひとし。 〇 社 地 is- 西;， お 間 南北 一 御 階の 左右より 杉； 5 しくと 生ぬ。 〇 街 社 地に 小社 

あ 6 て r 大永 二， M」 の 棟 札の み 在， 0 し を、 小一 政 こ ぼれ し 後は大 永ノ楝 礼今ノ 社に 在..^。 〇 長 田ノ邊 をお 田と 
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てむかし の 神 田ながら、 正德の 頃より 此事 止ぬ と 云. o。 〇 枝祌 「竈神」 二 尺 四面 也。 杉 生社ノ 神司ノ 古川 

氏、 上祖ハ 古川 ノー 一 郞四郞 、伊勢、 伊勢 守 gips 守！！ 錢に。 

0 神明 宮 社地，||1^^|*栖^;§祭祀三月廿 一 日 也。 

〇 いさな みのみ こと 古佛の 如意 輪觀音 也、 祭禮 三月 十九 日 也。 

〇 聖觀世 音 菩薩 佐竹廿 三代 源 義處公 御 寄附， 佛也。 御 寄附 ノ舞殿 二 間-一 五 間 半 也、 御 寄附の 祭具い と 

多し。 此 Si 祿等別 當驗者 (マ： 

〇 高木 明 神 大 なる 木" 根の 空の 內に幣 立て 祭る。 岸に 水流て 木の 根 を 灌クが 如ク、 水 い と 淸クし 

ておの づ から 御手洗 川 をな せら。 高木" 神と 申ス 御神號 は他國 にも 開え 舉る 也。 古事 Si 云、 是 高木 神 者 

高御產 S 日 神 之 別名と 見え、 また 三代 赏錄 卅四卷 に、 筑後" 國ー 一高 樹" 神と い ふぁ..^。 高木 は 姓に も あ 6- 

き 0 此處に は、 とし ふる 高 樹を齋 る 也。 

〇 黃金， 社 此神 いかなる 御 神に てこが ねの 社と はま をし 奉る や、 い つ の 世に 齊き奉 6 し 事と もさら 

に傳 へな く、 今 は 乙が ね 堂と 申て 田 C£ の 名のみ に殘. 0 奉る。 よしある 御 神に や。 雄勝ノ 郡. -小野 村に、 い 

にしへ 小 野/良 赏 卿の 建立の 熊 野ノ社 針ば 龍 難 回の 枝 神に、 和歌 ノ社二 ik 金ノ 社と なら ひて， H,-. 、此神 

の 別 當も其 由緣を しらず と ビ 1^ ク。 是を考 ふに、 てむ ひや ラ廿 一 年と い ふとし のき さらき のころ、 陸 奥 

守 百 涛ノ王 敬 福 はじめて 黄金 を 掘. 0. て K しとき、 黃 金山 彥ノ神 を齋 ひて みちの く 山に 祭る。 それにな 


ら ひて、 乙が ねの 社 もところ/ \ 'あ 6 ける もの かと か-も はる。 猶^ぬ ベ し。 

〇 湯 澤山乘 福 寺 II とい ふ あ..^。 此寺、 31 澤の出 奥地 藏 平と も藏王 平と も い ふ處 に.； ii,.^ て、 むかし は夏ハ 

言な ンど にゃあ..^ けむ、 そこに 石ノ藏 王、 石" 地 藏のニ 柱 ませ，.^。 地藏は小池の岸に立..^。 藏王" 石像に.：. 

 と ゑ. O た. 0-0 いつの 乙ろ ならん か 古城 回リ にう つせ. CNO 開山 は 

寶 物の 中に、 弘法 大師の 作と て 延命 地藏 菩薩の 像 あ 6^。 乙 は小菅 山城 主 白 坂 右近 太夫 某の 念佛 寺た. 

みのく ち  あらや しき  t< 

しが、 落城の 後、 水口 村の 新 屋敷と い ふ 處の三 沛甚之 助 は 白 坂 氏の 家來 末にて、 此地藏 大ヒを 家に 藏め 

しが 家に 病人 絕ず、 ある は 不具 子 産れ など、 ふさ はしからぬ ISJ のみ 多 けれ はこれ を.！：： すれば、 家に、 身に 

あはぬ 尊キ佛 あ. CS  、それ 恐 み もせで、 污 ある 身 を もて、 貴き 人のに なう あかめ まつ. 0 し 一 柱の 佛を、 淸か 

らぬ栖 家の 隅に すゑ まつる よしな， 9 とうら ふ。 此ラら ひせし は 近 きにすむ すぎ う 者の 法師 なれば、 幸 

なる 事と て、 そのす ぎ やう ほふし に此ぼ さち を とらせ 奉れば、 ほふし、 い と-/^ょろ乙びて^^にすゑて、 

朝夕 經 よみ 香 花つ ゆ もお 乙たら ず、 念珠く..^ ぬか づきて 月を經 る ほどに、 すぎ やう ほふし が 夢に、 朝よ 

ひわ か 名と な へ て 供養 怠らぬ こくろ さし は 見 ゆれ ど、 われ もとの 家に K らまく 思 ふ、 返して と 《^ た 6  0 

M は あやしき 事から、 始めは そら 夢 かとて 心に も 入ら さ 6 しが、 二 夜なら ず 三 夜なら ず 見え 奉.： >  てと 

く のた まひお どろき て、 明る を 待て 水口に 至り 甚之 助に しか./ \- と 云 へば、 すべな ラ又 污 けなる 

家に すゑ まつらむ も かし M ければ、 添 川に 來て乘 福 寺に そ 納め 奉る。 そ もく 此地藏 は 白 幡大明 神と 
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て、 水口の 小菅 山の 白阪 館に 座る 御 神の 末社に て、 山 崎の 鏡の 澤中 力に 愛宕/神 ませ..^。 其 神の かみ さね 

-と秘^^ける地藏の木像な.^しと、白旌ノ社のかみぬし河ハ後ひ祝部の家に、其鏡ノ澤ノ5ま||??;^をぉた 

ぎの神も菩薩も^^ましませし事記したる書ぁるてふものかた6ぁ.00 白 坂 氏の 家士 にて 泉 村の 石 塚 新 

左衞門 ■ ほ 今 名刀 を家藏 せ.^。 水" 口の 村 三 沛治左 衞門も 白 坂の 家 土た 6, しか 後な し、 分家と ころく 

にいと 多し 0 

〇 天岡楣 天 館と 云 ひ 尼 館な ンど 云へ 6。 いかなる 人 か、 城主 さだか ならず。 麓に 月 山 を 遷し奉 6. て 

月 山 か澤と 云； 5、 また 湯殿 をう つして 湯殿 山と い ふ 字 ども 聞え た 6、 みな 旭川の あなたに 有る 山 也。 そ 

れに曳 連 6 て 山 あ. 0. 

〇 劎 声ぬ とい ふ。 此 山の 內 に五ッ 森と いふ あら。 また 〇 祖神ノ 森 1 ザ^ じ 神む 也と こ K に 三本 松と いふ あ.^、 

また 馬頭 觀昔 あ ..„^0  » 川の こなたなる 

〇 古城 回リ、 石山、 鷲 森な ど は 澤出乘 福 寺の 後" あた 6 に 在 60 山 高から ね ど、 古ル きわた. 0 と 見えて 古 

-き 名と も 多し。 

あすか  も-、 nt や えむな い  .fB>1 、ヌ  ちゃくた- r- 

〇 田地 字 飛鳥 田、 鳥 鳴 ノ澤、 池 ノ內、 水 押シ、 眞海 田、 舊宮、 延內 河原、 內 河原 丁  、沼田、 藏ノ 後口、 着 到、 

鳥屋 ノ澤、 菰简聲 、湯 ノ澤、 狼 几、 藤 結ビ、 黑場、 湯 K 河原、 湯殿 USIlt 、沖 田 面、 黃 金堂、 石 名 坂、 長 田 ほおむ 

、本 和 1 ねま f||!5 おき ととな r ふぬ。。 此山田 4 どもの 中に 「飛鳥 田 「着 到ハ よし あ- げ なる 名 也 


はし 4.- か 

菰筒聲 も あやし。 津輕 にも 蔬槌と 云ふ處 あ....、 波斯 S のこ もつ ち M ゑに 聞 ゆ 也と よめる 歌 也。 藤 結び 

の 坂と い へる 處 あみ、 ゆかしき 名 也。 黄金 堂 は前キ にも 云 ひし か、 由緣 ある 名なら むかし。 

0 枝 鄉湯澤 村 温泉 あ.^。 「熊 野 大權現 社 1  一一 1 社 地 Is 村 11M。 祭禮 三月 十五 日 「花祭と いふ 人 あ， 9。 花 

のとき は 花 を もて 祭る、 紀ノ國 の 花" 窟の ためし に似てた とし。 

ゅぜむ  (マ、) f 

〇 溫泉大 明 神、 祭事 夏祭 四月 八日、 八月 八日 を 秋 祭と せ，.^。 此社 は貞享 元、 此 利の  忠兵衞 とい ふ 

もの 、夢のみさがに溫泉ぁる事を知..^て、そのとき齋奉6し神也と い へ <^。 

〇 藥師" 十二 神 將を佐 竹 義處公 御 建立 也。 武藏 なる 祐天 和尙の もとへ、 此 十二 神 開眼の 事 を 田 中 喜 助と 

ま をす 人 を 御 使者と して、 其 事 を へたる 事と も 申傳ふ 也。 

〇 枝 鄉湯/ 臺； 以下 無し) 


花の いで はぢ  sill 


本^ 

花 

の 

出 
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路 


花の 出 羽路ハ 秋 田、 山 本 12， の 

さ 

花の 出 羽 各と いふ こと は、 かなら す 春の み を かきたした るに は あらず。 秋 田の 里の たねまき 櫻^ しょり、 田う ち 櫻と 花の 發 きか は 

り、 わきて この 郡 は 花の いと も/ \ 多く、 また 吉野 櫻と いふが、 やかの その/ \ に 多 かる は、 み吉 野の花の たね を 種た る 物 話 あり。 

山 本の は つ 花 さくら 折 かざし、 夏艸に まじりた る 早 百合、 なて しこ の 花 まても、 秋の も \ くさ、 ちく さの 盛り、 花 か つみ 力 つ 見る-/..^ 

わけて、 六の 花 さく 木々 ふかき 山々 も ふみ したき、 また、 うたかたの 淡雪 花と ちる まで もしる したり。 

月の 伊傳 波遲ハ 河 邊、 仙 北 き の 

月の いで はぢ とい ふ は、 いづこ もく 月 はお もしろ けれど、 秋に 見し なさけ 深 かりし よりお も ひわた る 川ノ邊 のかけ き よ く 流れ、 む 

かし は いふ 山 北の 溪水、 い さぎよ く 行め くり、 いで 入る 月の 朧と 霞み 花に かくろ ひ、 むすぶ 手に 凉 しう やどれる 影の な へ てなら ず。 

秋 は ほ のめく 三日の ゆ ふべ より、 もちの こよ ひと 見る くめぐ り/ \ て 、みち のおく の 國近ふ ふね わたりして 分 まよ ひ、 ある は、 を 

もの 川 波た ちて 見、 ゐて 見、 引 舟の 栂の音 つばらく、 にしる した リ。  . 

.雪 のいて は 40 ハ 雄 勝、 平 鹿 雜！ is^,  • 

雪の 出 羽路、 いづこ も 雪 は 零べ けれど、 此郡 ども は 高 志の 國 にこと ならず い や ふりに ふりて * 名に  一" t き 平 鹿の 御應 雪の つ はさ をとば 

し、 雄 勝の  1^ ひきわた リ、 踏 分る 雪の 尾 越え 蛆 つた へ は、 たぐ ひ 有 乳の 山に まさ り て 初 深雪よ リ雪 車に の リ、 ある は 雪の したに 冬 籠 

りして、 や X 待うる 春より 夏 かけて、 消 あへ ぬ 雪の たかねく を 四方八方に 見つ X し 行て、 豐 としの 來 なんしる し を 三冬まで しるし 

て 一 まきのう ちに はの せたり。 
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な 


花の 出 羽 路の目 


勝手の 雄 弓 

月の をろ ちね 

あさ 日ル 

水の^^もかけ 

を もの^  a 


此 1 まき は、 勝手の 社に ぬ さとり 奉ら まく まねる 

その 山 口より、 みちく の 事つ ばら かに 記した り- 

こ はふた  び  太平の 莊に 入りて、 そこの 御 

嶽に のぼりた る 山路 こと にしる しぬ。 

御 膳 川 の 水門より はじめ、 この 川に たぐ 

ふす ぢ /\ を なごりな うしる したり。 

寺う ち、 矢ぱ せな ンど の 村々 の ふる こと を、 と 

した かき 處人 にた つねて かきたる ふみな り。 

土^の みなとに たぐ ふことの み を あげて、 さと ， 

び ごと も傳 への まに く 此 日記に はしる す。 一 


六 


花の 以傳 波路 


はした かの 出 羽の 國を しい は 、、南 はみ ゆき ふる 高 志の みちの し， 9 にと な..^ し、 ひむ がしき たは 玉 ぼ こ 

ち <  6t 

の道奧 にと な， 9 して い やた かくつ らく、 ぐ 山々 を堺 とし、 莊、 郡な ンど は、 千 曲と め、 ぐ.^ めぐる 力々 を隔と 

し、 あら 海の 浪の たちよる き はみ 礒邊、 浦 回 を 限，.^ とせし その あたり も、 地震に みな ふ..^ 乙 ぼれ 巨窗 て 

ふ ものに うち やられて、 山 は 岡と 變 6、 里と な 6 原と な 6、 潮 ffi は 山と お a の ぼ， ft- 、ある は 沼 池、 ある は 

田^15と化.^鄕とな6、川のながれはゅふっ 、のか ゆきかく ゆき、 行か ふ 道の 衢 もも、 たびち. び や 踏 

か へ ぬらん かし。 むかしの 驛、 肆の 地と て 木々 生； 5 たち 艸 高く 茂. >  、ある は稻田 粟生 個.^、 ある は潮沐 

や 掛.？ - らん 浪ゃ來 寄 6 し 跡な らん、 高山の 巔、 谷川の 底な ン どに 八稜蛇 か、 ら、 藻蟲、 片 ffi 貝 やう の虚只 

い と 多く か い 埋れ たるが、 海 遠き 奥山に も あ 6 けら。 M れを おも へば、 海 川 野 山の 狀も あ，.^ しその い に 

しへ ざまの ものと もお も ほ へず 、今 を 見て、 しらぬ いにしへ どお も ひ はかられ たる。 そ も/ \ この w^ft 

波の 國の號 は、 蝦夷 等が 此 地に その 世は栖 家して、 K の 尾羽 あま^ 十 毛と せし ころの 時世より、 も はら 

別 本 花の 出.. 羽路  一一 一七 
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云； 5 もめた る 名に 乙 そ あ 6 けめ。 そ を なにくれと あげつら ひ、 また、 しひ ごとな" ど い ひける rJ と： ^も 

、ありし とか。 「諸 國 名義 考」 M 錢細雜 細；! とい ふ 書に 云 出 羽の 國の條 に 云、 和名 抄、 出 羽 縁^ I ^わ 調 名義 は 

越の 道の 尻、 また 道の 奥な どよ.^ の 出端/ 國な るべ し。 續 日本 紀、 元 明 天皇 和 銅 元年 九月 丙 戌 越後 國言、 

新 建 二 出 羽 郡 1 許レ之 云々、 同 五 年 九月 己 丑 大政 官議奏 曰、 建」 國 辟」 疆 武功 所」 貴、 設.， 官撫レ 民文敎 所ニ崇 f 

其 北 道蝦狄 遠、 憑； 一 阻險, 實縱 M 狂 心 1 屢驚： ー邊境 f 自ニ 官軍 雷擊 凶賊 霧 消 f 狄部晏 然皇民 無，. 擾、 誡望便 乘ニ時 

機 1 遂置ー 國、 式樹 ニ司宰 1 永鎮 二百 姓 一 奏可レ 之 、於」 是始置 二 出 羽國？ また、 同年 十月 丁酉 朔、 割； 1 陸 奧國最 

上、 置 賜 二 郡 ー隸ニ 出羽國 一と あ. >。 國 造本 紀に、 諾羅朝 御世 和 銅 五 年、 割 二 陸奧、 越後 二 國ー始 置 ニ此國 一也 

さて 或 書に 引る 風土記の 文に は、 上古 此地貢 一一 鷲 鷹 之 羽 一 故 曰 二 出 羽 一とい へる は、 字に なづ みた 

.  ではし 

るが ごとき こ ゆ 0」 とい へ， 90 さる 乙と から、 伊 傳波を 出端. -國 とい はんもうべ./ \» しからぬ やうに ど 聞 

えたる。 ^傯ぶゃま木立の奧に育ふ鷲のその羽ばか..>は人にしらる、針l脈首とょめ，.^o 信 夫 山 は陸奧 

に 在 6.0 しの ふ 山 すら 鷲の 羽を產 せ.. ^0 その 世 は そこに も 鷲 をと 6, て 養 ひ 育た， 0 けむ。 今 も 松 前の 嶋 

蝦夷 は 、かどな く鶩を 柵に 籠て 飼 ふが ごとな. 「道 奥の 蝦夷 か 千嶋の B の 羽に 妙なる， 文字 も あ 6 と 

こ，，0きナ夫木集權まンズ」ょ，^る；^,,0.=^0 「天 e 11 妙なる 文字と いふ は、 鷲の 後 羽に 八幡 府 とて、 矢 形の 芒 見る が ことに 八文字 

こそき け 僧正 公朝^ とよ y る W あ 6,  I の 文 ある 驚の 羽 出る 事 あり。 そ を、 ほく ゑ經 の八卷 によりな ずら へ て 妙なる 文字と 

is^-^tp 。書 こに の itif ひの つれる、 f 請。 の〕 此出 羽の 國に 羽黑山 あり、 黑 羽の 鷲 や m た 6 けむ。 母 衣 弱 山 あ.^、 そこに 

はラし .0 含 

鎭座 神の 御 號を波 宇志 別と ま をす。 また 羽 山 あ 6、 羽 川の 流 あ 6、 羽の 浦 あ 6、 羽 廣の村 あ， 00 これら 


も 出 羽に たぐ ふ 名と もに 乙 そ あらめ。 また K の 羽 を 貢 し 事の も はらと は閱 えね ど、 紅の 御廳を はじ 

め 逸物 K の產た 6 し 事：^、 手 を 折る にいと まあら じ。 左 兵 衞射源 朝臣 齊賴， 卿 出 羽ノ寸 たりし とき も、 此 

卿 ゆ、 しき 廳飼 にて、 出 羽 陸 奥の 名た、 る S を^び 給； 5 たりし 1$ なン ども 人 しれ 60 扇に のせし 鷹の 羽 

の家標 など も、 まさしく はこれ も S の 後 羽 を獻る さま にゃあらん かし。 其 は、 秋 田家に ゆ ゑよ しの ある 

いで は  お だ ひ 

をもても,>^-もふべし。 かに かくに、 羽の 出る よしを もて 出 羽と いふが 穏 しう、 すなほなる やうに こそ 

き M ゆなれ。 出 刑の 國 いにしへの 郡 は 十一 郡な 6 き。 和名 抄ド 曰け， トに、 最上 • 加 村 山碑颇 置 賜が、 f 雄 勝鮮加 

平 鹿 她良山 本 |«飽 海 田 川 I 加 出 湖 I 一大 秋 田 g 供と しるせ，^。  M は奈 良の 京都の 時代なる 式 ど 

も をし るし 殘れ， 0 と、 宣 長の 翁の い へ 60 いづれ のころ にか あらむ、 飽海、 村 山、 置 賜、 田 河、 最上、 由理、 

雄 勝、 -平 鹿、 山 北、 河邊、 秋 田、 山 本、 乙の 十二 郡 を そ 定められたり ける。 そが 中に も 雄 勝 I 賀平鹿 1..^ 仙 北 

しら  く  _  - 

鼓 錄河邊 I 舰秋田 倾伎山 本 滅^し か此 六の 郡 は、 佐 竹 Z 侯の 封す 六 郡な 6。 こた ひふ 6, はへ て、 か K る 六の 

郡 を、 淺茅 原つ ばら/ \. にわきめ、 ぐ 6. 見なん と， せちに おも ひたちて、 かしの みの ひと 6 たど， 0 て、 つ 

秋 田 ノ郡幼 桃 欺賴， に 入なん。 阿伊陀、もと„%田としるし、ぁるは飽田なンど紀に見ぇた..^。 飽 田と いふ 鄕 

の 名 飽海ノ 郡に も あ 6、 また 筑 前の 國 怡土ノ 郡に も 飽田ぁ 6  、また 肥 後の 國 にも 飽 田.^ 郡 あ， o、 その外に も 

と 乙ろ^ にあるべし。 出 羽なる 秋 田の 郡なん いと 廣 くして、 六の 郡の 長た 60 その ゆ ゑ を もて や rJ 

とくにう ど、 六の 郡 をな ベ て 秋 田との み ど い ひける。 秋 田 は、 うべ も 富 草のと みさか ゆく よしの 名に/^ 
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そ あ 6 けめ。 久保 田の 早苗 採 6 ラ 、るより 秋 ffl の a 波う ちな びき、 八 束に しな ひよ ，0 むつび、 賑 はふ 御 

代の 樂し ともた のし。 四方の 民艸 ふしな びき、 のみ めぐみの 露 か、 らぬ たもと や は ある。 か、 る豐し 

きとき 世に、 幸び 生れ 會る 乙と を おも ふべ し。 よろ づの 道の ひらけと ひらけて、 さらに ふみまよ ふ 人し 

もな う、 ちまたに たどる 旅人 も あな 心 やすくにと 、乙 、ろ ほ rJ.O かに 行め ぐ 6 うちと もな； 5、 お のれら 

も、 雲ば なれ 遠き くにべ にあら たまの 年の ぃぐとせを經て、君のみめくみを ぉもひと？^^もひ、思ひ艸の 

つゆば か 6 も 世に たつ 事し も あらば、 海路 わけ 來て波 かけ 衣た ちぬれし うら ふれ もい と はず、 わけめぐ 

つか 

りし 山の かひ あ，^ と 見る 人し も あらば と、 管 短く  M  ろみ じかき ふみでの つたなき あと を の して、 此 

お w み 

いで はなる 六の 郡 を 月 雪花に なすら へ てかき 集 は、 三 河の 國乙 見の 里人 菅 江の 眞 澄な. <^。 

文化 十と せと い ふとし の 春 

p-^ に 出 羽 陸奧を 遠國と いへ り。 都に いとく 遠き よしを もてし か い ふ 事に こそ ぁン なれ。 延ーせ 民 

こ 部 式に、 近 江、 美 濃 爲近國 、飛驟 、信 濃 爲中國 、上野、 下野、 陸奧、 出 羽爲遠 國」 と あり。 さる ゆ ゑに や。 

〇 此出 羽の 六 郡の いにしへ を 知る は 六 國史、 また、 ふるきみ ふみの まき/ \  、ある は 物語 冊子な ンと、 ま 

た、 いくさの ふみ どもの まきく、 また、 5, と 近き 世の ものから 0 永慶軍 gi| 講讀 ぽ，^ "4125^5 謂 ゆ y 溯 

者 は 戶部疋 直な り。 雄 勝 郡橫堀 村に 生れて、 若 かりし とき は 名 を 櫂 三 郞と云 乍 IT  ^  a り ir^ 後 撰 集に、 は そ 山み ねの あらしの 

ひ、 としたけて 淸左衞 門と 云 ひ、 老 て^とな りて 名 を 一 憨齋と い ひし 人な り。 C ネ. U- る.^ グ f 風 を いたみ ふくこと の 葉 を かき， て 

あつむる と、 紀貫 之の よめる 歌の こ ろ を 引た るふみ の 名な り。 其 は 六 郡の 窜を ふた 卷に、 岡 見知 愛、 老て靑 龍 翁と も 一： ムひ しか 作れり。 

此枠 山に 云ク 「五十 城の 舊圖に 雄 鹿の 二 城、 秋 田、 仙 乏の九 搣を檢 出し、 父 秋 田の 舊 記に 六 城を撿 出す。 此事秋 田 古城 記 等に も 見えたり。 

其 他 壁壘の ごとき は 富有の 鄉士の 宅地と 知る D 包 nj  ,1 ヽ に 寸ョ已 これ も 岡 見知 愛の 編集な り。 其 は 中む かしょり 今に r^^n 

べし、 といへ り。 知 愛 は延享 のとし の 人な り。 cs^ff,- ノ  ^^.krRt き" いたりて、 は々 のう っリか はり ほたる さま をい へり。 CJtn 


ci-rt- 穽^ 堂 隱士、 長 雄 1  六 北 陽の 撰な り。 此優婆 鬼 は 植秦の 里に 在りし 人な り。 この 北 元 綠十  一 ^のとし 「役 行者 lil 式」 を 本に 

故 1=? れ おり。 寬政十 一 年 lu 未の ころ 役 小 角の 千 百年 忌に あたりし かぱ、 敕し て^を 神變大 菩薩と たま はリ、 元祿 のとし のむ かしまで 

「万^^^^擻に却を積 -と ありつ、 る條を 「葛 城 叫擻」 と 書記 あらため、 また 「神 變大 菩薩, 式」 

と^ 醐 にて ぞ しるされ たる 元 祿の梵 本の 行者 講 式に 其 名 あれば、 世に 北揚を 人知れ リ。 

〇 「秋 田 城， si」 云、 羽 州 本國、 北面 之  一 K 州 也、 領郡 十二、 南 曰 羽 陽、 北 曰 羽 陰、 本 郡 隸焉、 羽 陰 之 地、 南北 

三百里、東西七十餘里、去西京、千五百里^^£^計北距于紘鶴不遠、地僻塞多、人©:愛少、雄勝、平鹿、仙北、 

謂 之 仙 北 三 郡、 蓋 劇 郡 也、 四顧^ 山、 南 僅 通 一 道、 tn 院内 關、 山相屬 三十 六 里、 出于最 k 、乃 平地、 其途、 

草木 蓊 |g  、日 色晦 K  、逆 阪、 如綠 坂、 或 欹石如 升 階、 臨 不測 之豁、 路 無窮 之 ffi  、激 ffi 雷 森、 危橋^ 魂、 跪 石 虎 

簿、 怪木 龍蟠、 一 夫 當關、 万卒 難 進、 河邊、 山 本、 隸于本 郡、 謂 之 秋 田 三 郡、 四 塞 皆險、 峰撗嶺 倒、 岩崚 a.Ia.、， 

飛鳥 難 過、 走 獸苦攀 、西濱 大海、 逆浪 浸 天、 所謂 天府 之國 也、 昔 王 靈之隆 也、 築 秋 田 雄 勝 二 城、 以爲柬 北 之 

管轄、 其後廢 之、 寶龜十 一 年、 復城于 秋 田、 知 羽 州 者、 爲城 介、 或 時兼鎭 守府將 軍、 或 兼 奧羽按 察 使、 方面 之 

重 撰、 分 2 之 要職 也、 昌泰 ニ年罷 之、 永 承 五 年、 九月、 以平繁 成、 爲城 介、 厥 後 又 廢焉、 建 保 六 年、 三月、 藤景 

盛 任 之、 其 子 義景、 孫泰成 相繼、 近世 織 田 信忠兼 之、 其爲 重任 可 知 也、 先 時 承戰爭 之餘、 民人 流 散、 セ地喊 

蕪、 寇賊衡 行、 商旅不 行、 a* 積雪、 僻在 荒 遠 故 也、 指 本州、 爲陋 州、 仕 者 不肯來 、行 客不肯 遊、 雖有小 鹿 « 

之 勝景 也、 無知 焉、 吁慶長 七 年 秋、 羽 林 中 郞將、 佐 竹 公、 自常 州、 遷封於 羽 陰 六 郡、 乃 招 流民、 興 水利、, 田 

數 万頃、 指揮 將士、 驅夷 群盗、 禁民挾 兵器、 坑於山 獲 金銀 銅 鉛 之 利、 資於 海、 有 魚 蝦鹽石 之繞、 材木 不可 勝 

用、 禽獸 不可 滕食、 關譏而 不征、 澤梁 無禁、 仕 者 世祿、 卒伍 以上、 皆賜釆 地、 官無 冗員、 而 政事 治、 阔用 足、 於 
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是嚮陋 者 去、 而 四方 之 遊士願 立于其 朝、 退 遠 之 商舶、 爭湊于 其 浦、 伎工： ま聚、 行旅 蟻來。 

〇 新道 田 |§ 陀 此鄕 はむかし の 深 田、 今 云 ふ大澤 のこな た、 小 揮の 北、 千草 山の 麓、 朝日 川の へたに 近く 

ど 有け る。 舊進藤 田と、 しかい ふ 文字に こそ 書な しつれ。 乙 は、 秋 田 城 介 實季の inl 進 藤 豊前守 某と い へ 

る 人 あ. 0 し、 此 家の ゆ ゑよ しな どや あらむ。 また、 そのぬ しの 懇 ける 田に や。 乙 乂に大 村、 高 野、 向 村、 

河原 村と て 四 村 あ， 9 しか、 元祿十 一 年の 洪水に 川ぎ しく づれ おし 流て、 川原 村に 住つ る 人 とらみな 大村 

高野にぅっ<^粞て、今は三村ぁ..^o な へ て 新道 田と いふ。 寅 卯の 山に 神の 森 あ，^、 內 外の 御 神と 稻 荷の 

神と を齋 ひまつる。 飯 形の 社 は 三月 十五 日に 祭 をし 、うちとのお ほむ 神に は 九月 廿ー 日に 祭し、 いつれ 

も 御 神樂を 奏 るな，.^。 つかへ まつる 神ぬ し は 添 川 村の 古川 若狹 正、 副別當 もお なし 添 河に 在る 大藏 

院の優 婆 塞な 60 蛆の 木の 中に、 朱の 鳥居と 二 柱の 雞栖 と混雜 立. 00 そ もく 此處の はじめは 三 浦 氏、 

木 曾 氏に して、 凡て 乙と 家 はまれなる 村に て、 三 浦 淸左衞 門と い ふ もの、 家 こも わきて 舊 6 たれ 0 近き 

世と な. 0 ては此 家の 後^の 絕行 しかば、 家に ちなみ ある もの、、 こと 氏なら しが その 家の 後を續 て、 淸 

左衞 門と て あ， oso 此 家の 背の かたに 鳥居 を 建て 靈祠 あ..^。 上祖 よ.？ 齋る 神な，.^ とい ふ。 見 ゆる 山の 上 

に、 幸の 神と て 石 積の 堆 あり。 乙 はと NI ろ- (-に 多 かる 神に て、 そ 乙な む、 いづ M も 古に し 道に こ そ あ 

らめ。 山の名に大治郞澤、小次郞澤、田の字には祭ら田、小田、屋敷田、前田、ま、のした、机田などぁ.=^o 

菩提樹生るもとに月心庵とて^|3ぁ60 寬永 の^かし 宗眞 とい ふ 法師が 雞 6 しとい ふ。 宗眞大 德元祿 八 


年 紅 四月 三日 寂と 彫た る 木 牌 あ 60 本尊 は 釋怯佛 、石の 小 佛は數 しらず しなら ベた て 60 鉦鈹 一面、 

また 磐 子の めぐりに、 宽文四 年 I 四月 吉日、 梅 室村叟 代、 爲 父母 井野岡 總右衞 門と ゑり、 また 延命 地藏大 

土の 木像 あり。 弘法 大師の 作.. -給 ふとな む。 M は、 今 住む 陸 奥の 良 雲 法師が いと 若 か 6 しとき、 武蒇の 

護國 寺に 在..^ つる 乙ろ、 世に 尊き 法の 會ぁ 6 ける に 加 賀ノ國 乂寸の 北の方よ 6 とかよ せた まひた. 0 し を、 

さち あ 6 て 法師に たま は. 0 しとな む。 良 雲 や、 老て、 にす ゑて 拜み 奉る と い へ 6。 此^ ももと は 

眞言た 6 しが、 今 は 添 州 寺 詩 H の 流 をく むと なむ 0」 

0 藤き！！ Jg^J.; 崎 謹" 一一 J^fo 小 松原と いふ 處の 九折 を 6 て 、組の ちまたに 地藏 ほさち たて 60 乾なる 山 

の 細路を 七曲リ とて、 もと も 古道に してつね にも はら 往復せ ね ど、 旭川の 水の 深 か ，0 ける とき、 また その 

川の 橋 落た ると きな どす ベな きを 6 は、 行か ふ 事と なむ。 かくて 白水 澤と云 ふ 處に來 け， OO 此 水に 

審涌キ 流て 汲 人 さらにな く、 高 野の 奥の 玉 川の 水に； 5 としか 6 ける よしをい へ， OO か、 る もの かた. 0 は 

いづこに も/ \- いと-/ \ 多 か 6 き。 朝日 川の 流 を 隔 て 楣會の 山、 小增 山な ど 見 ゆ。 だんだら の 淵に 

臨て 行ば、 ほどな ぅ鏡臺 とい ふ 岡に 登る。 杉の 群生る もとに、 近き 世まで 花稜鏡 一 面 あ 6 し を、 神の ご 

といた き 祭らし 處 となむ。 さる よしを もて 野の 名 岡の 名と はよ ぶと ど 、山賤 等が 物語に せ.. - ける。 

* の 日をラ つす か k みの 岡の 邊に むら 消 見 ゆる 四方の あは 雪。  - 

しばし とて 立 やすら ひて 四方八方 を 見やる に、 子 SI 澤 山の 麓に は 櫻が 淵と て、 むかし は 花の木 多く あ.^ 
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つるよし o その 世 は 藤 倉の 神社 も 旭川の あなたに 在..^ て、 そ 乙に ま うつる 人此 淵に 手 あら ひ 身 もき よ 

ま は， 0 て、 藤 倉 山に まぬ， 9 たるよ し 0  - 

きしに よる 浪を 花と やかく はか 6 やかて 櫻の 淵に ちら まし。 

あしなら びて 大增， 澤山ぁ 60 い と 高き は 鞍掛の 森と て、 ラベ も 山の 形の しづくら ぼね にど 似た ，0- ける 0 

小 俊の ふかく  ii- ひたて る は虻植 山と いふ。 師 K 野の 橋よ 6 朝日 川 を 渡 6、 した かな かねとい ふ 離つ， 

ひして 行ば、 a に 造 水^と いふ 處に、 鈴 筒 森 山な ど わきて 商け む。 左に 鈍、 淵と いふ あ. 00 そこに 洪 鱸に 

似た る 瀧 もまた おちた， り。 

山川の 岸に か.^  6 て絕 すた、 鳴 6 乙 そ 渡れ かねの たきな み 0 

一 王子の 橋と てまた 旭川 を 渡 6 て 岡に の ほれば、 さ、 やかの 萱葺 のうちに 少祠 ひとつ あ 6.0 此 ほぐら 

に 石地藏 菩薩 をお け 6, 、乙れ を 一 王子と 唱 ふ。 乙は皇 都の！ g 園の 社に も 一 王子の {呂 とて、 ゆ ゑよ しある 

あほむ 神 を 齊； 5 奉れ.^。 乙、 にも、 そのみ さとの 神 を遷し 祭る にやと おも ふに、 處 人の 云、 M は そ も そ 

も 神に て、 三 浦 和 四 郞國輔 か 亡靈を いは ひまつる とい へり。 ふるき 傅に、 乙、 を 藤 倉と い びて、 はじめ 

す ゑ 

て 觀世ー IP を 安置て 藤倉權 現と 齋ひ 奉.. „ -し處 ともい へり。 また 乙 、よ 6 御前山に ラ つし、 また 花 水 山に 

ラ つし 奉. 0 しとい ハク。 一 王子の 澤 とて 谷の 戶奧 ふかし。 旭川 を 隔て 御憩亭 とい ふ 字 ある 田 あり。 む 

かし 殿 あ 6 て、 そ M にや すら はせ たま； 3 し處と 話. 0 傳 ふ。 また 勘 之丞、 淵と 呼ぶ 田の 字 あ..^。 そ NI なむ 


昔 は 淵に て、 その 人のお ち しづみ し處 とい へ 60 藤  < おの 鄕 なる 下野 臺、 下 村な どい ふ 家と もの 見 ゆ。 虻 

德山の麓ぁた..^狐臺のhむがしを、<"子館とぃふ古城の跡ぁ..^o 藤 倉將監 乙.^ に 居れ..^ と い ふ。 軍書 

に 秋 田 城介實 季湊ぜ めの くだむ を 見れば、 豐卷備 中守季 重、 泉玄番 入道 源齋、 藤 倉 將監を 先と して、 二 千 

餘の人 を い たして 寺內 山に 陣を 張るな ど、 天： 止の むかし 物語 ど あ，. ^ける。 丸木橋と い ふ 名 ある 山中に、 

原 貝と いふ 處ぁ 60 その奧山に、藤倉の神社のぁ6た6しときの稷禊川な，，^0 それ を 訛.. >  て 、はらが ひ 

と は 云 ふとな む。 左の 田の 中に あたらしき 金剛 童子の 石の 像 を 建て、 ま.？ -堂 の うちに 不動明王 を 祭る 

乙 は、 むかし 藤 倉の 神の 別當た 6 し 實法院 針 ととい ひしが、 罪 あ， 5 て 今 土民と な 6 はて \ 

その 末 を 鈴 木 孫 六と て栖め 60 祖は優 婆 塞 なれば、 しかす かに 不動明王 堂 は あ 6 ける。 此堂 もやけ て、 

ゆのし リ  いでゆ 

近き 元 文のと しなる 棟 札の みそ 殘る。 金 掘リ澤 の溫泉 後と い ふ處の 姐路を 行に、 下なる 田の 畔に溫 の 

あれば、 しか、 ゆの 尻と はいふに なむ。 かくて 地藏 前と て、 乙 V らの 石佛を 堂に 立なら ベた るが、 道の か 

たはら に 在り。 いさ、 かこ、 を 行ば 觀世音 の 森な 6-、 うちむ かふ 東 は 花 水澤、 西 は 堂の 澤 とい ふ。 堂の 

あら ざ. 0 しむ かし は 花 水 山、 花 水の 峰と もい； 5 しとな む。 此兩 の溪の 中に、 藤倉權 現の 杜 とて 群 杉 生 

ひ 立る 中に、 とし ふる 樅の 高 やかに 枝 たれて まじ. たちたり 0 雲慶が 作る とい ふ、 一 丈 二 尺と たかき 二 

王の 像の 雨露に くち ぬれば、 去々 年ば かり 佛ェが 丹ぬ. 9 漆ぬ. 0 て、 見お どろく ばか.^ あやしく も 彩な し 

つ。 此 門に は、 れいの わら 沓、 はぎ 卷 など を 、ところせ きまで 褂ふ. ぎ 6-。 左に 侮 殿 あ..^、 右に 齋燈舍 

別 本 花の 出羽路  is 


秋 田 叢書 第 十二 卷 

たて あかし  いもる こも り 

あ. ftso  M は 除夜の 夕よ.^ 正月の 四日の 夜 まて、 柴燈 とて、 炬火して 淸齋 籠の 行 ひど あ.. ^ける。 そ も./ \ - 

乙、 は圓仁 大師の、 齊衡、 天 安の M ろな らん、 を さめ 給 ふ 千手観音の 像 を ひめた，.^。 かくての ちな む、 源 

義家 卿の 兜の 內 なる、 一 寸八分の黃金の觀世ー昔をぉき給ふとなむ^-Kに傳へ..^o また、 松原の 補陀 寺に 

藤 倉山緣 起と いふ もの あ，^。 其 記 文に 云 、「鎮守府 將軍 源義家 公、 負 任、 宗任、 追 罰 奥州 御 下向。 此節、 奧 

州 勢 之 大將出 羽 守 師淸を 將軍之 御 被 召、 今度 之戰、 父子 兩度 數箇年 攻戰と い へ とも 敵不降 事、 武力" 不及 

所。 依て、 我 元服よ..^ 以後 片時 も 身 を 不離、 本尊 二 寸五步 の觀世 昔を懷 中よ..^ 取 出し、 是、 汝此國 之內何 

方な 6, とも 靈地を 見 立、 一 宇建立し此本尊を安置し奉..^、國家安全朝敵返散之祈願ぃたすべしと出羽守 

ベ 被 渡け.^。 出 羽 守 畏て申 候 は、 御 尤之思 召 立、 幸 チル哉 拙者 領內は 此金澤 城よ，. - 三十 里 斗 北門に あたり 

小 守 勝手 ノ明神 之 奧院、 毗 沙門 澤の內 に 藤 倉 山と い ふ處 あ，. 污稳不 淨之不 至 地なる 故、 是へ 安置 可 申 

之 御請 をいた して 御前 を罷 立て、 從弟信 夫太郞 光景 を 同道に て 彼 地へ 立 越へ、 頓に七 間 四面 之 御堂 建立 

い たし 彼 本尊 を 安置し、 大將軍 御 祈願 之 通 奉 念、 罷皈 》 ^右 之 次第 を 言上せ. 此年號 、人皇 七十 代 後冷泉 

院ノ 御宇 康平 三年、 庚 子 三月 廿 七日 也。 同 五 年 壬 寅、 十一 月廿 九日 貞任ヲ 誅罰ス 、宗任 ヲ生捕 "朝敵 皆々 亡び 

^^0, 義家 公、 これ 大悲觀 音の 加護と 御感 の餘. >  、爲 御代 參相馬 ノ五郞 常晴、 鎌倉ノ 四郞景 村、 幷爲 案內結 

城 出 羽 守 師淸被 相 添、 又、 爲御 供料 豐嶋" 莊被下 置 之 御敎書 頂戴 也。 猶爲 守護 御家人 三 浦 和 四 郞國輔 を 

差 置れ、 御堂 可 相 守 由に て 三 浦 代々 相務 た.^。 三 浦 沒落之 後、. 其 菩提 所補陀 寺-於て、 弘治ニ 年 丙 辰 九月 


十七 日よ 6 觀音 御堂 を 守護いた し 奉. O しか ど、 大擅那 太郞殿 三春へ 御 引 移. O の已 後、 在所の 山伏 願行坊 

と い ふ は 慶長八 年の こみよ 6- 別 當に相 成..^、 その 末々 の 事 は 明白に 知れが たかる べきと、 和 四 郞系圖 の 

ラ ちょ，？；； It とるな 6,0 和四郞 以後の， め 書 添 置 ものな，. >。 明曆 元年 乙 未 三月 四日 松原 龜藏山 補陀洛 

寺 十三 世 運 潘書レ 之 i とそ あ 6 ける。 藤 倉 山の 別 當が云 ふよし と は、 乙と なり。 此 ひめた る 觀世音 堂の 

後に、親杉とて周圍三丈にぁま..>て生ひ立た6しを、近き寬政の、風ぁらか..^しとし吹折られ て むなし 

か 6, けれど、 その 株 一 丈斗も僵れ殘，=^てたて，.^。 此 うつ ほ 木の 內 よち 山樱の 寄生 ひと もと 生； 5 出て、 花 

乙と にあ もしろ く 人々 め をと め、 乙の 花 散..^ ぬれば、 此 木に まつ はる 藤の めでたく 花 きて 樂 しか..^ 

し を、 此 杉の 根の いと^ (^かくば しく 沉水 香の ごとなる とて、 堂 へまぬ る 人 とらみな 乙 V に 寄 6, 來て、 

ぃさ乂かづ\土産に採..^もて い ぬ。 烟酒火 や とした..^ けむ、 文化 八と せとい ふとし の舂、 霞と ともに 

燒のぼ..^た..„^0 あな かしこくも、 此 一 株の大杉乙そそも-.\^藤倉權現と齋ひ奉，.^、かむざねは、ラまざ 

けの 三輪の 神 を遷し 奉..^ て大汝 命と ま をし 奉る なれ。 また 三柱の神の 寶殿 あ々。 其 は、 左に いや はた 

のお ほむ 神の 木像 あ ..„-0 乙 は 三 浦 和 四郞が 在，. -し 世よ.. - つた ふと もい 7。 右に 巿杵嶋 姬の神 をす ゑ 

た. 00  rJ は 空 海の 作. 0 給 ふ、 その ゆ ゑよ しも あ， 0 となむ。 また 白山 比賣 のみやし ろ ど あ， 0 'ける。 此堂 

の秘 菩薩 は 秋 ffl の 寺め r りに は廿 二番に あた， 9 て、 かの 敎圓の 詠歌と て、 「紫の か 、 る も 長き 命 寺 藤 

倉 やまの 杉の 正 棘 0」 と、 乙、 に 巡， 9 來て まふつ る 人 は、 ま づ此歌 をと な ふ 事と なむ。 今 此山を 守る は、 

別 本 花の 出羽路 
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役 優 婆 塞の 流 をく む 藤 倉 山 長命 寺 喜 寶院な 60 洪 鐘に は、 藤 倉 山 長命 寺、 別當十 方院、 施主、 出 羽 秋 田 窪 

田 天命 屋、 冶工、 江 田 彥兵衞 藤 原 助定、 寬文七 15^ 九月 吉日」 と鐫 たる は、 かの、 道の かたはらに 見し 不動 堂 

守 リ鈴木 孫 六が 祖の 十方院 にて、 寬文 のむ かしまで は 此藤倉 山の 別 當に乙 そ あ. ^つれ。 堂に 貞享五 年の 

しばい 

戯 場の 画 あ 60 いと 近き 世の ものから、 今し 世の さまと は 乙 となれ る、 その 世の 風俗 をし のぶ。 三十 六 

歌仙の 繪 あ.. -。 乙 は、 よしある あほ" 方よ.. >掛 て 奉り 給 ふとな む。 此神 は、 大 宿禰阪 上田 村 麻呂の 蝦夷 

平給；3たらしをらしも、^^ほろげの願ひならず、大和の國大三輪の神なむ^|^に遷し齊ひ奉，.>.?-りしを 

年經 て源義 家" 卿、 た 、かひに しか まの かち を 得た まひて、 その 君 出 羽ズ寸 た.^ しころ、 修理 を 加 へられ 

しみ ゃ處 ともい へり。 三浦和四郞、佐藤嘉兵衞尉なにがしとともに、奉行し建た..^しとぃふ物語もぁ.：^ 

き。 舊 社の 跡 は 堂 社のと て、 旭川の あなたなる 正面 林と いふ 處 におし ならび、 木々 深く 生 ひて 御前山と 

もよ ぶ、 それな. 9 と い ふ。 觀世音 山と い ふべ かりしを、ごむぜゃまとは訛..：^て い ひなら はせ.^。 そ 乙に 

在 6 し 宮殿 を、 こくに、 承應ニ 年の 乙ろ ラ つし 奉らた ると なむ。 三月 十七 日に は 觀世音 菩薩の 祭 あ， 9、 

おなし 月の 廿 七日に は 藤倉權 現の 祭 あ. 00 六月、 八月 もお なし 十七 日に も 觀世音 を 祭る 日に して、 神に 

乙 とか はらず 神 樂を奏 る は、 添 川の かみぬ し 古河 若狹 な. 0 とか。 花 水 とい ふ處に 櫻の いと 多 かれ ど、 

花 は い まだめ、 ぐみ もやらず、 こ k に 至り かしこに わけて、 うち 見や. 0 休ら ひて、 

こやさく らいつ をみ やまの 春なら む 花み づ さはの 名のみ； て。 


內 外のお ほむ 神の 座す 社 あ 6、 九月 廿 二日 ごとに 神事 あるて ふ O この 廣前 にも、 古河の ほふ. 0 が幣 奉る 

、  うぶすな 

となむ。 別當は 長命 寺の 優 婆 塞に て、 村の 本 居に まつる 御社な 6 と い へ 60 此神 山に 登れば 巳 午の か 

たは 正面 林、 また 東に 嗽 水と いふ 處 あ.^。 方 はおな しくして 御前山 ど 見えた る。 大同の そのいに しへ 

はしらず、 康 平の 御代に は、 三 浦 和 四 郞國輔 、佐 藤 嘉兵衞 尉な と、 奉行し いとなみ 造營 たるよ し。 それ か 

後胤と もの 此 山里に 殘れ. とい ふ。 かの 御前山の 舊社 あまたの としを 經て、 こと./^ にあ ばれし かば、 

花 水 山に 遷し 奉ら まくと しご ろ おも； 3  、百日の いも， Q をして その 日 もや.^ は て ゝ 、承應 元年 壬 辰 冬 十二 

月盡 に、 別當實 寶院、 佐 藤 嘉兵衞 とともに 遷し 奉らむ とせし に 除夜に もな 6 ぬれば、 うば そこ 十方院 は、 

としの はじめの 事 だつ M とに たづ さは，， ^て、 すべな う 家に 阪..^ いに けれど、 まさしき 夢の みさが あれば 

(以下な し) 
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出 羽， 國河" 邊， 郡、 此郡、 中古 豊嶋" 郡と そ 云 ひたる。 ^^ほ江戶に豐島，郡ぁれば、そを ぉ^しさまに云ひ 

なさむ もな めげ なれば、 宽文四 年と いふと しなむ 舊" 河邊 郡に 復 られ たるに こそ あらめ。 遠 江、 駿河、 

美 濃、 常 陸、 讃岐、 美 作、 陸奧、 また 出 羽， 國出 羽" 郡に も 河" 邊 ありと 倭 名抄に 見えた.^。 萬 葉 $5- 四 卷相聞 

吹 黄 刀自 ノ 歌-、 河 上 乃 伊都 藻 之 花 乃 何時々々 來益我 背 子 時 自異目 八方と いふ 歌 は、 此處 にしよ みつるよ 

しあら ね ど、 河の ベの 名に しあれ は 記した ，0,0 續記 卅六卷 jj; 九寶龜 十一 年 八月 乙 卯 出 羽國鎭 狄將軍 安部 

朝臣 家 麻 呂等言 云々、 又 由理柵 者賊之 要害 承， 一秋 田 之 道！ 亦宜レ 遣， 一兵 相 助 防禦 f 但以 寶龜之 初！； 司 言 秋 田 

難 レ保河 邊易レ 治者、 當時之 議依レ 治 一一 河邊 1 云々 と 見えたり。 乙れ を もて 考 ふに、 秋 田より 河" 邊の ひらけ 

し はは やか. 0 けむ かし 0 

〇  ， 
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羽 陰 史略 卷之五 


0 寶 永 元 甲 串 

一 正月 元日 御 目 付 衆え、 式日 之 通 M 斗 目 着用 切支丹 改役 以上 罷出。 

一 同 七日 江戶御 老中より 御 目 付 衆え 當 三日 御 日付に て、 公方 樣益 御機嫌 能 御 重 歲之由 御 奉書 到來。 

一 二月 三日 御 目 付 衆 角 館 御 巡 見に 付 IS 江 內膳始 役人 道 伴、 同 九日 御歸。 

1 三月げ 六日 江戶 よ，^、 御 老中 IJ^g 御 目 付 衆え 御 奉書 到 來於江 戶御屋 鋪ぇ被 相 渡、 御 飛脚 今朝 持參 

仕 候。 

一 ，，j 晦日 於 御城 御 饗應御 拍子 在 之、 何も 焚 斗 目 着 之。 

一二 月 十八 日 於 江戶岩 城^ 豫守 樣随御 閑居、 御 家督 御 孫^ 女 I 被 仰 付。 

一 四月 三日 御 目 付 衆 治 左衞門 殿、 三 郞兵衞 殿、 當地 別事 無 之に 付江戶 えき 歸府被 成 候。 依 之、 左衞 門、 

羽 陰 史略 卷之 五 (賽永 元)  S  、 
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中務、 老中 御 相手 番初諸 役罷出 候。 院內 迄梅津 半右衞 門、 御 勘定 奉行 一 人、 御用 人 御 見送 往。 

一 同 十日 宇都 宮帶刀 仙 裏え 御 使者、 此度松 平 陸 奧守吉 村 御 入部に 付て 也、 今日 出足。 當天德 寺 十九 世 

榮純、 初て 上 州 御嶽 永 源 寺え 傳 法に 登。 

一 同 十七 日 西 家 六 郞義方 妻緣約 御先 代 被 仰 出、 覺照院 « 御 妹、 大嶋小 助 江戶ょ 6 同道 久保田 着。 

一 同廿 四日 强 地震。 別て 山 本 郡 野 代 大地震、 家 數千百 十三 軒 破損、 潰 レ同七 百 三十 一 軒、 燒失同 四百 二 

十二 軒、 土藏百 十六 軒 潰レ、 米 四千 七 百 五十石 燒失、 男女 五， 十八 人 死。 午刻 也。 

一六 月廿 二日 江戶邊 大雨、 _m 橋 土手 御番處 流失。 

一 七月 二日 此度岩 城采女 殿御 入部に 付 御 使者 梅津喜 太夫 龜 田え 被 遣。 

一 同 三日 江戶淺 草、 本庄等 洪水。 

一 同廿 六日 東 山城 養母 昌壽院 死去 f::l-。 右爲悔 上使 御名 代 向 源左衞 門、 御 香奠 銀 十 枚 小 野 寺 桂 之 助。 

一 十月 廿 一 日 於 江戶、 戶根川 新 川 御 普請 御手 傳於 御城 屋形樣 え 被 仰 付。 御 相役 松 平 土 佐 守樣、 松 平 隼 

人 正 様、 相 良 志 摩 守 様〕 此段廿 七日 江戶ょ 6. 申來。 

一 十二月 五日 甲 府中 納言樣 、公方 檨御養 君に 被爲 成西ノ 丸え 御 引 移 由。 今年 御國許 旱魃、 田 畠 不作。 

〇 資永ニ 乙 酉 


1 正月 中旬 白 雉ニッ 出、、 御 餌 刺 取。 

一 三月 六日 於 江 戶 將軍 綱吉公 左大臣 御轉 任、 家宣公 任 大納言。 依 之、 京都え 爲御禮 上使 酒井雅 

樂頭 殿上 京、 禁裏え 一 萬 石被增 進。 從 大納言 様 御名 代 松 平隱岐 守殿定 直。 

一 去年 御國本 不作に 付、 今年 百姓 田地 仕 付 叙 作 食 訴訟に 付、 米 一 石 當時銀 三十 八 匁 直 段に 被 借 下。 此銀 

八 百 貫目、 六 郡 村々 え 被 借 置。 

一 W 四月 朔日 於江戶 御城、 去年 被 仰 出 戶根川 御 普請 相濟に 付、 屋形樣 義格公 御 奉書に て 御 登城 御 目 見、 

御 時 服 三枚 御 拜領。 

一 同 五日 於 御城 岡 本 又 太 郞時服 三、 白銀 五十 枚 ，、時 服 二、 御 羽織、 銀 二十 枚 添 奉行 S 江 十 兵衞、 

右同斷 にて 何も 本 方 役 寺 崎 彌左衞 門、 澤畠十 郞右衞 門、 留守 下山 田 新 五郞、 廣瀨忠 右衛門、 物 頭 大久保 

多 四郞、 中 田 治 太夫、 同 樣時服 二、 銀 十 枚 目 付 羽 石 助 十郞、 本し め 酒 寄 彌兵衞 、右 之 通 拜領被 仰 付御老 

中 被 仰 渡。 

一 七月 朔日 江戶 より 申來 候、 先月 廿 二日 桂 昌院樣 一位 樣御 逝去。 御 國本鳴 物 五十 日 停止、 式日 御禮相 

上 0 

一 九月 廿日 寺社 奉行 江戶ぇ 登、 天德 寺と 松原 之 補 陀寺相 論 有 之に 付て 也。 

一 十 一 月 六日 山 方 太 郞右衞 門 御 守 被 仰 付。 前 同役 梅津藤 太夫、 ^ 江 十 兵衞、 江 戶は兩 人 詰 交替。 

羽 陰 史略 卷之 五 (寳永 二)  一 ぼ 
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0 寶 永 三 丙 戌 

一 去 秋 も 旱魃 不作 有 之、 百姓と も 種 作 食 願 出 候。 和 田 妹 川 村 一 ケ村、 御 足輕米 斗に て 銀 二 貫 九 百 五十 四 

匁 六 分 被 貸 置 候。 

一 御會所ょ，c^町々ぇ御催促にて罷出候o 以前よ. ft^ 御 家中 知行 高 之 內四ケ 一 被 借 置 候、 以御條 目 被 仰 渡 

候 は、 當暮 よ， 0 御免 可 被 成 置 候。 先年より. 拜 借物 年賦 可 被 召 上 候、 御 家中 萬 一 急々 御 軍用、 御 公務、 何 

も 引 立 罷成間 敷 候 間、 分限に 應し以 御 割 償 銀 當暮ょ 6 可 被 仰 付 候 0 

一 七月 廿ー 日 屋形 樣御緣 組、 松 平安 藝守樣 I 之 御 息女 御 願 之 通 被 仰 出。 此御 地え 廿日 申來 s 

一 同日 於 大館古 內茂右 衞門義 陳初義 包卒、 年 三十  一 0 跡目 戶村十 太夫 弟佐惣 治、，^ 行 三百 七十 石 之內ー 一 

ぼ 五十石に て 被 立 置。 

一 十 一 月 九日 屋形樣 緣組松 平 安藝 守 樣ぇ御 結納、 御 祝儀 之 御 使者 梅 津與左 衞門勤 之。 

一 十二月 廿 四日 江戶 より 鈴 木 勘 解 由、 御 目 付 片岡角 右 衞門被 差 下。 梅津半 右衞門 I 不行跡に 付 御 家 

老役 御免、 ffi 江內膳 宅に て 同廿五 日 申 渡ス。 

0 寶永四 丁 ま 


一三 月廿ー 日 松原 補陀 寺任雅 S に 付 十二 所 茂木筑 後に 御 預ケ、 共 外 同宗 追 院等有 之。  ^ 

一同， 廿 六日^ ^ サ 御城 御座 之 間、 陰 之 間、 御茶屋、 御法度 嘗之 間、 御中 之 口 迄 御 立替。 大 奉行 御物 頭黑ー 

澤喜右衞門、小野崎織部、中奉行大番頭、小奉行同組ょ-^八人被仰付。  一 

一 五月七日 梅： a 半 右衞門 閑居 被 仰 付。 知行 高 八 千 石之內 三千 石 被 召 上、 五千石 小 太 郞に被 下 置 九 ま 

之 時 家督、 半 右 衞門儀 遠慮 仕 可 罷有被 仰 渡。 

一 同 八 H 於 御 會所此 度 初て 役割 被 下、 副 役人 五十石、 吟味 役、 路地 役、 御毫所 役、 御 勘定 組頭、 御金 藏 役- 

御作 事 役 二十 石充、 御檢地 役、 物 書。 

一 七月 十 一 日 於 江 戶西丸 若君 樣御 誕生、 御大 名よ 6 御 祝儀 もの 獻上 有り。 無 間 も 御 逝去、 九月 廿 八日 

也。 

一 同廿 一 日 久姬樣 黑田隱 岐守樣 え 御 婚禮、 御附 人益戶 助左衞 門。  ； 

一 八月 十九 日 五 畿內、 四國、 中州 邊 大風、 損亡 稻 に當。  一 

一十一 月廿 七日 疋田齋 死ス年 七十。  、 ^ 

一同 廿 二日 駿河國 富士山 燒、 江 戶ぇ右 燒砂降 さ 同廿 三日 江 戶邊降 さ  一 

一十 二月 十一 日 岩 城 月 峰 老死 年 八千 三、 依て 龜 田え 御名 代同廿 七日 宇都 宫帶 刀、 御 香奠 御物 頭 大越長 右 

衞門被 遣。  一 

陰 史略 卷之 五 (寶永 四)  Juj  ^ 


永 五 戊 子 

一 正月 十九 日 從御會 所番乘 今年よ.^ 被 仰 付。 

二 閏 正月 十九 日 於 此御地 在々 え 被 仰 付、 去年 富士山 燒砂駿 州、 相 州、 武州之 田地え 降埋、 御 救 諸 阈ぇ百 

石に 付 金 二 兩充被 召 上、 御 當領は 百 石に 付 八十 目 可 被 仰 付と 被 仰 渡。 

一 三月 九 B 京都 大火に て、 禁裏 始ニ條 殿、 近衞 殿御 類燒 由。 II 默 II 贈 醉顏^ 

一同 十六 日 御城 御座 之 間 柱 立 御 祝儀 あ.. =^。 

一 四月 山 方 太 郞左衞 門、 梅津藤 太夫、 江 十 兵衞、 右三人 御 守役 此度御 相手 番並被 仰 付。 

一 五月七日 御城 御座 之 間 御棟 上 御 祝儀 あり。 

一 同 九日 屋形樣 御 家督 爲御祝 俊 御 老中 土 厘 相 模守樣 、秋 元但馬 守樣、 井上 河 內守檨 、其 外 六 人 御 招請、 

御 能 あ. -^0 同 十三 日、 十九 日、 廿 四日 御 振舞 有..^。 

一 十二月 十八 日 屋形様 敍任四 位 侍從、 口宣 請収 京都 御 使者 大越十 郞兵衞 被 仰 付。 同 十九 日、 御 名大 膳 

大夫御 改之儀 御留主 居を以 御用 番ぇ被 仰 達、 則 相濟。 

一同 廿 一日 順 姬樣御 緣組松 平 正 五 郞樣議 11^ 御 願 之 通 被 仰 出。  . . 

一 同 廿ヒ日 於 西 丸 若君 様 御 誕生 有 章 院樣。 大目 付 衆より、 此度 は不及 登城 由 御廻狀 也。 


o 寶 永 六 己 ， 

一 正月 二日 御城 御廣間 御着 座 松 平 若 狹守樣 少將、 細 川 越 中 守 少將綱 利、 松 平 伊豫 守 少將綱 政、 松 平 肥 後 守 

侍從、 織 田 越 前 守 信久、 上 杉 民 部大輔 吉憲、 松 平安 藝守吉 長、 屋形 様義格 公、 有 馬 玄蕃頭 則 維、 松 平 土 佐 

守、 右 十 人。 外に 松 平 薩摩守 中 將吉貴 御 指 合に て 御 延引。 

一 同 四日 大越十 郞兵衞 京都え 登。 

一 同 七日 屋形樣 御 官位 御 禮被仰 上。 此節 公方 樣御 不例 故 大納言 樣御 代官に て 御 禮被仰 請 候。 

. 公方 樣ぇ時 服 十、 御太刀 金 馬 代 

御 臺樣ぇ 白銀 二十 枚 

大納言 樣ぇ時 服、 金 馬 代 

御簾 中 様え 白銀 十五 枚。 

一 同 十日 將軍綱 吉公常 憲院樣 薨去、 御 年 六十 no 依て 普請、 鳴 物 停止。 同 十八 日 秋 田に 達ス、 式日 御^被 相 

上。 

一同 十二 日 秋 田よ，.^ 御 家中 近 進 御 官位 御悅吉 川. 幸 右 衞門賴 爲相登 候 0 ー步判 七十 惯 造。 
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一 同廿 六日 於江戶 松平備 前守樣 御前 様 I 雜樣御 逝去、 §1 御歲 

一 二月 廿 一 日 此度御 代替に 付 諸 大名 神 文、 依て 尾 形 様に も、 御 老中 小 笠 原 佐 渡守樣 御宅に て 今日 御 神 

文 被 成 候。 • 

一 正月 廿 八日 常 憲院樣 御尊骸 御城より 上野え 御 葬禮。 

一三 月 八日 式部 様 御 敍爵、 此時 御大 名 二十 五 人 諸 大夫被 仰 付。 

一同 廿 一日 大越十 郞兵衞 京都よ. 0 江戶ぇ 着、 口宣 御 頂戴 江 戶表之 儀に 付 日 數相延 申 之 由。 

一 同廿 二日 於 御國本 主計、 中務、 淡路、 六郞、 石 塚 主 殿、 大山 因幡、 戶村十 太夫、 小 野 岡 市 太夫、 古 內左惣 

治、 御 枝葉 酒 出 一 學、 宇留野 伊勢 千代、 眞崎兵 庫、 今 i« 文 四郞、 同 伊織、 小 瀨縫殿 之 助、 小 田野 又 八郞、 前 

小屋 巿郞右 衞門御 證文被 下、 其 外 御 印判 天神 林 內藏、 大澤彌 五兵 衞、 高 垣 彥右衞 門、 高久治 右衛門、 大 

館 組 下 大澤主 水、 上 平 彌左衞 門、 是 はかた へ と 被 成。 此節、 御文 書 御用 掛に付 岡 本 又 太 郞御腰 物 被 下、 

役人 御 加增御 扶持 等 被 下。 

一同 廿 八日 於 久保田 御城 下 三組 之 番乘此 度始て あ，^。 公方 樣御 代替 諳 大名 御 装束に て 御 登城、 眞御 

太刀 I ぱ截金 馬 代御獻 上。 

一 五月 朔日 將軍 宣下 勅使 登城。 依て 諸 大名 登城。  ♦ 

一七 月 十九 日 屋形樣 半 御 元服、 大嶋助 兵 衞右御 祝儀 御用 被 仰 付。 


一 八月 四日 將軍 宣下 御 祝儀に 付 御 老中 御 s 應、 御 老中 土 屋相模 守 様、 大久保 加 賀守樣 、井上 河內守 様、 

外に 七 人 御 客、 御 能 有. >。 此時 御家來 十二 人 御 老中 御 盃被下 御 肴 被 下、 返盃 何も 被 仰 付。 同 六日 御 一 

門 方、 同 十二 日 御 女中 様、 此兩 日と もに 御 能 有. ^0 

一 九月 十日 於 秋 田番乘 有.，^。 

一 十 一 月 四日 小 野崎權 太夫 火 本に て 西風、 御 niT 屋、 侍屋鋪 十七 軒燒 失。 

一 同 六日 江戶 にて 屋形様 御前 髮被爲 取、 岡 本 亦 太郞勤 之、 大嶋助 兵 衞介添 0 

一 同廿 二日 須田內 記 盛 富 京都え 御 使者 被 仰 付 金 五十 兩被下 登。 禁.； 御 造營御 祝儀 御 使者 也。 

O0 永 七 虎 寅 

一 正月 五日 申來、 舊 腦新院 御所 崩御、 依て 鳴 物 三日 停止。 

一 二月 十一 日 於 江 戶査岐 守 様 義長公 芝 口 御門 御手 傳、 御 相役 松 平 飛 it 守 様、 田 村 下總守 様。 依 之 岐 

守 様え 金 二 千兩御 合力 被 遣 候。 

一 同 十九 日 去々 年 御 官位 爲御 祝儀、 松 平 越後 守 様 御上 客に て 御 振舞 有. 00 

一 五月 十日 從御會 所 被 仰 渡、 於 江戶當 四月 被 仰 出 只今 通用 金步 制 小判 小 ク成候 得 共、 金 從御改 兩替本 

之 通 引 可 申 被 仰 出 候。 
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一 同 廿日 於 大館西 家 六 郞義方 死ス、 年 二十 八。 跡目 申立 有 之、 因て 中 川 宮內、 御 目 付 小 野 崎 刑 部 右衞門 

. ^遣 0  . 

一 同廿 五日 三組之番乘有..^。 此年諸 國巡見 使 七 組、 四 國幷陸 奥、 出 羽、 松 前 迄、 細 井 佐 治 右衞門 殿、 北 

條新 左衞門 殿、 新 見 七 左衞門 殿、 御當 領大澤 口よ. 0 御入リ 六月 三日 久保田 御 町 一 宿、 同 八日 津輕へ 御 通 

"0 江戶 よ..^ 當 四月 二日 御 出足 被 成 候 由。 

一 同廿 六日 Mgt 六郞 跡目 小 場 勘 解 由處員 長子 元 千代 五歲、 本 知 九 千 石之內 三千 石 被 召 上、 六 千 石 元 千 

代に 被 下。 幼少 之內勘 解由大 館え 引越 可 罷在被 仰 付。 

一 七月 三日 大 館え 上使 平 元 小 一 郞正久 、同日 小 場 氏も大 館え 行。 

一 同 廿日 谷 橋歸命 寺、 公方 樣御靈 屋被付 置 候に 付寺領 五十石 被 下。 

一 九月 廿ー 日 壹岐守 樣芝ロ 御門 出來、 今日 御 目 見 御 時 服 御 拜領、 御 家老 役人に も 於 御城 拜 領有 之 候よ 

し 0 同廿 四日 三組 之番乘 在， CsO 

一 十 一 月 十八 日 江 戶ぇ琉 球 人 御 代替に 付來、 今日 登城。 松 平 薩摩守 殿御 同道。 

一 十二月 十 一 日 屋形樣 來年御 入部 之 御 願 秋 元 但馬守 様え 被 仰 入 之、 御 相談 可 被 成 御 答 也。 

Q 正 德元辛 卯 


正月 七日 南 淡 路義安 京都え 出足。 舊臘 四日 江戶ぇ 上着、 天子 御 卽位御 元服 御 祝儀 御名 代に 登 さ 

同 十八 日 眞壁甚 太夫 安 幹 死 年 四十 四。 

四月 九日 正德と 改元、 諸 御大 名 登城に て 被 仰 渡。  . 

同 十二 日 屋形樣 御 入部 御 暇 上使 井上 河 內守樣 御 出、 御 時 服 五十、 白銀 五 百 枚 御 拜領。 爲御禮 御 登城 

之處、 公方 樣御 代替に 付 備前元 重 之 御太刀 代金 三十 枚 御 拜領。 

同 十五 日 寺 崎 彌左衞 門、 久々 御 本 方 奉行 相 勤 候に 付 一代 廻 座 御免。 

同 十九 日 闐信樣 百 ケ 年 御 法事 於 闐信寺 御 執行、 去年 寺 御 立 替被成 御 法事。  - 

四月 廿 一 日 御 入部 御 祝儀 御 能 在り。 

同廿 二日 御 下國に 日光 御社 參御暇 被 仰 出。， 

同廿 三日 晝時、 奧州中 村に て 長 門 守 叙 胤公 死去 御 年 三十 六 申來さ 五月 朔日迄 御 忌中。 同 三日 屋形様 

江戶御 立、 御 家老 S 江 宇右衛門、 御 守 山 方 太 郞左衞 門。 梅津藤 太夫、 右 藤 太夫 中 村え 御 使者に 被 遣 候、 

御 道中え 罷歸 御供。 兩 番頭、 御 本 方 奉行 一 人、 御用 人 二人、 御 小姓 頭 二人、 御 膳番ー 人、 御物 頭 四 人、 御 

步 行頭 二人、 御 納戶役 二人、 御 刀番、 御醫者 本道、 外科、 針 四 人、 御 側 小姓 十二 人、 表 小姓、 大小 姓 添 役 一 

人、 御中 間 頭 一 人。 五月 十五 日院內 ぇ被爲 入御 一 宿、 十六 日 横手 御城 御 泊。 此處ぇ 藤 太夫 中 村 十三 日 

出足 着 御供。 十七 日 刈 和 野、 十八 日 戶嶋御 一 宿。 十九 日朝 久保 田よ.^ 小 野崎權 太夫 罷出、 宇 右 衞門同 
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前 御 相伴 御 料理 相濟、 御先え 將監、 權 太夫 御 暇、 夫よ，^ 戶嶋御 立 久保田 御着 城。 御歸國 御禮御 使者、 戶 

村十太夫義辰横手ょ.^直々江戶ぇ登0 御供 於 御前 御 焚 斗 頂戴 御 暇に て 退出。 今晩 御 料理 中務、 老中 御 

相手 番御 相伴。 

一同 廿日 天 德寺御 靈屋御 參詣。 

一 同廿 四日 御會 所え 御成、 御 家老 中 初 御 守、 三 奉行、 御用 人、 御 小姓 頭、 御 膳番、 御步 行頭、 御納戶 役、 其 

外 御 加 增被下 置。 

一 同廿 七日 御 引渡、 廻 座、 御 入部 爲御 祝儀 御撺， 代 差 上 燭禮、 御 帷子 二、 單 物白臺 にて、 部屋 住 時 服 二 御 

臺、 於 御前 被 下 之。 廻 座え は 時服廣 蓋に て 被 下 之、 部屋 住に は獨禮 斗、 其 外 三 奉行、 御 兵 具 奉行、 御物 

頭よ 6 切支丹 改役 御免。  . 

一 同廿 八日 右 何も 御 祝儀 御禮御 料理、 御 側 廻 御 小姓 迄大 般若 之 間にて 御 料理、 給仕 大番ょ .0 出御 吸物 

迄 被 下、 御 拍子 あり。 北 主計、 將監、 南 淡 路始御 口 被 下、 金 乘院、 中務、 岡 本 又 太郞、 ffi 江 宇右衛門、 小 野 

崎權太夫、御守役山方太郞左衞門、梅津藤太夫、ffi江十兵衞、御吸物御臺物御拍子ぁ.^o 

一 同廿 九日 向後 江戶 登に 大石 田、 笹屋可 罷通由 被 仰 渡。 

一 同廿 九日 小 田野 刑 部 江戶ぇ 登。 

一 同 晦日 黑田 隱岐守 様よ 6 御 使者 登城 於 金 之 間 出に 披露 眞崎兵 庫、 御 吸物 御 S 被 下 置 返盃 被 仰 付、 御 


廣 間にて 御 料理 御 引 物。 老中、 式部 少輔様 御 使者 御座 之 間にて 御 目 見、 披露 白 川七郞 兵衞。 

一 五月 廿 二日 御 引渡、 廻 座 出仕 家督 御禮、 小 野 岡 市 太夫 長子 是三郞 、古內 茂 右衛門 跡目 左惣 治、 藏 人に 

改、 眞壁甚 太夫 跡 又 十郞、 鹽谷民 部跡彌 六、 矢 田野 藤 三 郞跡藤 三郞、 廻 座 和 田 掃 部 助、 小 貫 儀右衞 門、」 44 

野 彌十郞 、小 田野 刑 部、 福原彥 太夫、 梅津 半右衞 門跡 式 小 太郞、 外 六 人出 仕。 今 営 又 三郞、 前 小屋 源 太、 

此外 三人。 八朔 御 使者 江 戶ぇ鹽 谷 民 部。 

一 六月 朔日 大 館より 元 千代 罷登御 目 見。 

一同 二日 大番 大小 姓 組 獨禮。 

一同 三日 大番 大小 姓 a 獨禮相 游0 

一 同 四日 諳 役人 在々 給 人、 表御醫 者、 番外 町醫、 右 一 人宛罷 出、 町人 御 通.^ に 御 目 見 0 

1 同 五日 寶 鏡院、 一 乘院始 寺院 御禮 0 

一 同 六日 江戶 えの 御 使者 矢 田野 治 部 被 仰 付 今日 登。 御 進物 之覺 Q 

智淸院 様え 白銀 百 枚、 御 時 服 十、 御撑 一 荷 

芝 御前 様え 養眞院 樣卷物 十、 御 博 代千疋 

壹岐守 様え 御 時 服 十、 白銀 千 枚、 御太刀 馬 代、 二種 一 荷 

求 馬樣主 膳樣. え 御太刀 馬 代、 治 部 勤 之。 
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一 同晚長 野に て 三番 御馬 乘、 一 番石 主 殿、 二番 小 野 岡 市 太夫、 三番 宇都 宮帶 刀、 七 ッ半過 相涛。 御前に 

も 御 責馬其 外 御馬 共 御覧。 尤中務 、將監 、又 太郞 、宇右衛門、 權 太夫、 御 相手 番御餅 茶 被 下。 

一同 八日 天德 寺、 鱗 勝院、 正洞院 寺院 御禮、 社家 山伏 御禮。 

一同 十一 日 江戶、 當秋 朝鮮人 來 朝に 付 公儀 被 仰 渡、 御馬 十 疋被爲 登 置。 

一 同 十四日 岩 城 御 使者 登城。 

一 同 廿日 江戶 より 申來、 此度御 装束 侍從 以上 薄 紫、 四 品 濃紫、 諳 大夫淺 黄と 御 定被仰 出 之 由。 

一同 廿 九日 屋形檨 御社 參、 八幡， K 、御 入部 初て、 先頃 迄 御 服 有 之 御 延引。 稻荷、 金砂、 諭訪ぇ も。 

一 七月 朔日 松 前 志 摩 守 殿御 使者 登城。 

同 七日 御 兵 具 藏ぇ御 出、 御代々 之 御 武具 御覽 0 

一 同 八日 諳士 家督 御禮。 

同 九日 大 八幡、 上野 惣社 御社 參 U 

同 十二 日 津輕土 佐 守 様 御 使者 登城 0 同日 多 賀谷彥 太 郞格重 家督 御禮、 家來 二人 被 召 出。 

一同 十七 日 小 田野 刑 部 土用 伺 御機嫌 御 使者 仕 廻、 矢 田野 治 部 上々 樣御 使者 相 勤 下着。. 

同廿 一日 城下 御 町、 湊町 踊、 御城 御臺所 前にて 上覽。 

1 同廿 三日 御廣間に^^  .Qて御施餓鬼有<^、諸士相詰o  . 


1 同廿 七日 相 馬 讚岐守 様よ..^ 御 使者 登城。 同日 江戶 よ.. >戶 村 十 太夫 下着。 

一 八月 六日 戶村十 太夫 長子 伊勢 千代 出仕、 名大 學に 相改。 御 一 字 被 下、 御 刀 被 下、 家 來七人 被 召 出 0 

一 同 十三 日 能 代え 御 渡 野。 御供 岡 本 又 太郞、 ffi 江 十 兵衞、 御用 人 大澤彌 五兵 衞、 御 小姓 頭 梅 津與藤 治、 

望月 伊太 夫、 其 外 役々 被 召 連。 九お 三日 御歸 城。 頭 役 以上 町々 二人 宛 登城、 於 御 廣間御 法令 御 條目被 

一 九月 十三 日 御 目 見、 右 は 先月 御 渡 野 故 東 將監、 老中、 御 相手 番、 兩 番頭、 三 奉行、 副 役 迄 被 召 出。 i* 過 

御廣 間にて 御 拍子 有ら。 

一 同 十九 日 東中務 宅え 御成、 御 相伴 又 太郞、 宇右衞 門、 市 太夫、 源左衞 門、 藤 太夫、 十兵衞 林立、 豫廣間 

にて 家 來十人 被 召 出。 

一 同廿 五日 三組 番乘 上覽。 

一十 月 十五 日 江 宇右衛門 宅え 御成。 

一 同 十八 日 江戶ぇ 朝鮮人 來ル、 東 本願 寺 旅 宿 Q 

一 同 十九 日 勤 功之 者に 御 加 增幷近 進 御免。 今日 朝夕 近 進 以下 古 來之通 御 料理、 菱 i 良 御 汁、 鯉燒 物、 御 

廣間 上段 下 御 坐 敷よ 6  二通に 並居、 御前に も 膳 中 一 度、 酒之內 一 度 右兩度 共に、 御座 敷 中 何も 居候 所 

御 通，^、 老中 御 執 成。 
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一 同廿ー 日廿 二日 同斷、 同 晚には 御步行 以下 幷被下 之。 

一十 二月 二日 來 年頭 御 使者 伊達 九 郞三郞 登。 

一同 十一 日 來春御 參勤之 御供 觸 有り。 

一 同 十五 日 寶鏡院 え 御成。 

一 同廿 八日 北 左 衞門義 命 弟 東 野 又八郞 三百 石 分地 出仕、 御 一 字 被 下。 

0 正 德ニ壬 辰 

一 正月 元日 年頭 之 御 祝儀 八 木 淸之允 勤 之。 御 料理 御 相伴 老中、 御 膳相涛 御手 前 之 御 濃 茶 被 下、 御 側 廻 

御法度 書 之 間 御 料理 被 下、 御座 敷え 罷出 同斷 御茶 被 下、 畢て 老中 御盃被 下、 畢て御 側 廻、 御 小姓 相濟。 

大廣 間え 御 出御 祝儀 御 焚 斗、 山 峰、 御 土器 獻之。 今年 古 來之通 役 頭 迄 K 斗 目 長上 下着 用。 

一 番座 

北 左衞門 石 塚 主 殿 大山 因幡 戶村十 太夫 

. 古 內藏人 

二番 座 

東中務 眞 壁 又十郞 多賀谷 彥太郞 鹽谷孫 六 


南 淡 路 宇都 宮帶刀 茂 木筑後 矢 田野 藤三郞 

廻 座 和 田 掃 部 助始、 畢て三 奉行、 御 兵 具 奉行、 物 頭、 夫よ 6 順々。 今暮御 香會、 御 一 門 衆、 處持、 老中、 御 

相手 番、 同 並、 兩 番頭 當番斗 、以下 諸 役人、 御 側 廻 一 人宛罷 出。 

一同 二日 朝 御座 之 間 御 相伴 相 濟御廣 間 御 出 座、 部 尾 住 御 引渡、 御 廻 座、 畢て 大番、 大小 姓 御 土器 被 下。 

同晚御 引渡、 御 廻 座 御 料理、 大 般若 之 間にて 三 奉行、 御 側 廻 御 料理 被 下、 於 金 之 間中 務、 將監、 老中 御料 

理。 暮 より 御 廣間御 拍子、 左衞 門、 淡 路御盃 返盃 被 仰 付、 數之御 土器 何も 拜領、 畢て難 暇 被 下 之。 夫よ 

金 之 間え 被爲 入御 吸物 等 出御 拍子、 * 務、 老中 御 盃被下 御 返盃、 畢て數 之 御 土器 出さ 三 奉行 初當番 

組頭 迄罷出 頂戴、 御 側廻兩 方より 出御 土器 拜領、 畢て 何も 御 暇。 

一 同 四日 太平え 御 初 野。 

一 同 十四日 今晩 年始 之 御 祝儀 相濟 候に 付 於 小 書院 御 相手 番並衆 中 斗、 大小 姓 頭當番 斗、 三 奉行 一 役 一 

人、 御 側 廻 當番御 小姓 迄 麻 上下、 御 拍子 有. -、 臺物等 出さ 

一同 十五 日 朝 御 祝儀 八 木淸之 獻上。  . 

一 同 十六 日 天 德寺初 寺院 御禮。 

一 二月 十二 日 岡 本 又太郞 大病に 付被爲 成、 辭退申 上 御 目 見 無 之。 

一 同 十六 日 又 太 郞死ス 年 五十二。 家督、 子 共 卯 五郎に 二 歲之時 無 相違 千 五百石 被 下 置。 又太郞 死去に 
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付 鳴 物 三日 停止。 依て 卯五郞 宅え 爲悔 被爲成 御意 有 之。  ノ  . . 

同廿 七日 湊ぇ御 渡 野。 

三月 十 一 日 八幡 {nn え 御社 參、 御代々 神體 一 度 御 拜禮被 成 候。 

同 十八 日 八幡 御影 御繪御 表具 古キ 付、 此度於 江 戶御修 覆に 付 金乘院 よ. 0 差 上ル、 御 持 參被遊 候。 

同廿 二日 江 戶ぇ御 登、 此間雨 降 洪水 有 之 今晩 III 嶋御 泊. 御 共 御 家老 小 野 崎 櫂 太夫、 騎馬 二十 三騎 

外に 副 役人、 御中 間 頭 御 道中よ. o。  •  、 . 

四月 八日 野 州 日光 山 御 參詣、 同 十二 日 江戶ぇ 御着、 卽御 老中 御 勤。 

同 十三 日 上使 土 屋相模 守樣御 出、 同 十五 日 御 登城 御參勤 之御禮 0 

同 十八 日 御 奉書に て 同 十九 日 御 登城 之處、 御 代替 御！： 物 御 頂戴。 

六月 廿 一日 順 姬樣御 結納 松 平 出 羽守樣 より 參候 0 

九月 中旬 江戶ょ..^八幡御影表具出來御下向、同廿日寶鏡院加持0 

十月 朔日 長 野に て番 乘。 

同 十四日 於 江 戶將軍 家 宣公薨 、同 廿日 申來。 會 所より 手紙、 鳴 もの、 普請 停止、 式日 御禮 延引 申 渡。 

十一月 六日 梅津與 左衞門 忠經死 s 

十二月 十三 日 梅津藤 太夫 金忠御 家老 被 仰 付。 江戶 より 齪江十 兵 衞立歸 昨晩 被 差 下。 


一 同廿 七日 十 兵 衞江戶 え 登。 

、- 

0 正 德 三 癸已 

一 正月 元日 屋形樣 御 在 江戶。 舊臘於 江戶、 將 軍家繼 公、 十二月 十八 日 正 二位 大納言 御 任官。 諸 大名 御 

目 見 御太刀 馬 代御獻 上。 

一同 二日 屋形樣 御 登城 御 時 服 御 拜領。 

一四 月 二日 於 江 戶將軍 宣下、 屋形樣 御 登城。 

一同 五日 公家 衆 御 登城 御 饗應。 

一 同 七日 勅 吏。 

一同 十五 日 諸 大名 登城 御 饗應、 御 能 有， -。 

一 同 十六 日 屋形樣 御 歸國御 暇 上使 土星 相 模守樣 御 出、 銀 五 百 枚、 御 時 服 五十 御 拜領。 卽日爲 御 禮御登 

城、 備前吉 包 代金 三十 枚 之 御 刀 御 拜領。 

一 五月 三日 江戶御 立。 

一 同 七日 久保 田聲鉢 寺え 遊行 上人 來着。 

一 同 十九 日 屋形様 御着 城。 右 御禮御 使者 石 塚 主 殿 登ル、 廿 二日 江戶ぇ 出足。 
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同廿 六日 於 御城 遊行 上人え 御 振舞、 相伴 澀 江 宇右衛門、 小 野崎權 太夫。 

同廿 八日 會 所え 御成、 老中、 役人え 被 下 もの あ. ftvQ 

同廿 九日 屋形樣 遊行 上人え 御見舞 御對 面。 

閏 五月 朔日 戶村十 太夫 御 家老 被 仰 付。 先日 十 太夫、 久保 田よ.. > 召 候 嫡子 大學 儀、 橫手 御城 代 可 相 勤 

御藏 出 高 五百石 被 下。 上使 御物 頭 淸水嘉 兵衞、 御 目 付 小川 茂左衞 門、 同 十一 日 兩人御 條目被 渡 置 候。 

同 八日 八 木 作 助、 親 作 助 代 廻 座 御免被 下 候 通 着座 御免。 

同 十四日 八 ッ時過 急に 大風。 

同廿 七日 屋形樣 下 口 巡 見に 御 出、 御供 ffi 江 宇右衞 門、 御 側 廻 & 江 十 兵衞初 十騎、 御醫者 二人。 八月 

廿 二日 御 歸城。 

九月 廿 四日 山 方 太 郞左衞 門 泰護御 家老 被 仰 付。 

十一月 六日 來春江戶御供觸有，.^o 

十二月 六日 湊御渡野、御供戶村十太夫、同十三日御歸.^o 

同廿 九日 江戶 よ.^ 御 飛脚、 去廿 U 日江戶 御屋敷 御類燒 申來。 同廿 五日 御 老中 御 連名 之 御 奉書 到來、 

右 爲御禮 茂 木 佐 太 右衛門 金子 五十 兩被下 江 戶ぇ被 差 登。 幷信太 十 左 衞門被 仰付智 淸院樣 御機嫌 御 伺 

御 使者に 登 さ 淺 草外兩 御屋敷と もに 三 ケ所燒 失。 


1. 同 晦日 御 奉書 來、 八月 中 御 參府被 仰 出。 

〇 正 德四甲 午 

一 正月 元日 御 在國。 年始 御規 式如舊 例。 

一同 二日 晚御 料理 御 拍子 共に、 江戶之 儀に 付 被 相 止。 

一 同 四日 御 初 野、 手形 御 休 所 杯 其 外 御供。 

一 同 七日 寶鏡院 一 乘院 初院家 御禮、 畢て會 所え 御成。 同 晚江戶 御 老中 御 連名 之 御 奉書、 舊臘御 尾鋪類 

燒付、 當 四月 御參勤 被延 置、 八月 中 御 參府可 被 成よ し申來 S 右 御請、 小 野 寺 長 太夫 兼て 春 之 御機嫌 伺 

御 使者 被 仰 付 候 所、 右 御 禮可罷 登 同 八日 被 仰 渡、 十一 日出 足。 春 之 御 使者 酒 出 孫十郞 金子 十五 兩被下 

被 仰 付、 同廿 二日 出足。 

一 同 八日 北 主計 江 戶被仰 付、 右 は 兩度之 御 奉書 御禮。 金子 二百 兩被下 0 同日 町々 よ. o、 舊臘御 類燒に 

付 知行 高 之 內可差 上 願御會 所え 申立。 

一同 十一 日 江戶 御供 觸直シ 、六 七月 之 內御登 可 被 成よ し。 

一 二月 廿 八日 東 將監義 本 嫡子 富 千代 lgf 御城 於 陰 間 元服、 袴着 御前に て 被 成 下、 出仕 名 源 六 郞に改 御 

脇 指 被 下、 畢て返 出。 依て 舊 例中務 宅え 被爲 成。 
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一 三月 七日 於 一 乘院、 大 八幡 神前に 御 假屋立 御 家 御代々 之 御 旗 仕 立、 屋形樣 今朝よ. 0 大 八幡宮え 被爲 

入御 旗 勝 裁。 御手 傳役戶 村 十 太夫 義覺、 蟇 目 山 方 多 郎左衞 門 泰護素 襖に て 勤 之、 後見 御物 頭 生 田 目喜內 

I 彻、 矢 役 笈川南 右 衞門物 頭、 御 旗 仕 立方 差 圖三村 正右衞 門、 後藤 正左衞 門、 縫物 役 杉山彌 生、 其 外 小 役 

人。 右 旗 出來、 萩 庭 市左衞 門、 右 は 御 旗 指 役 故 襟 掛御蟇 目 之 內御旗 半 を 立.。 其 時 三 獻御規 式 御 膳番獻 

し、 御 搭方菊 地 新 左衞門 勤、 御餘子 平藏御 膳番御 加、 御 小姓 筆頭 焚 斗 目 長上 下にて 勤 之。 

ニニ 月 十三 日 鹽谷民 部 方 綱 死。 

一同 十一 日 北 主計 義命 長子 乙 菊 出仕、 次第 東 源 六郞に 同。 名 亦 四 郞義據 に 改家來 七 人 被 召 出 0 

一 同 十三 日 一 乘院 にて 御 旗 加持 於 金 之 間 御覧。 今晩 御 祝儀 御 料理。 銀 三十 枚、 時 服 三 戶村十 太夫、 同 

二十 枚、 同 二 山 方 太 郞左衞 門、 銀 三枚 生 田 目喜內 高年、 鈴 木 平藏重 乙、 銀 二 枚 萩 庭 市左衞 門、 其 外 三 村、 

後藤、 同 五 枚 宛 被 下。 

一 四月 十 一 日 大山 因幡 義次 死、 爲悔 上使 嫡武吉 ぇ眞壁 造酒 被 遣 候。 十二 所 茂 木 筑後知 量死歲 四十  一 0 

一 四月 廿 八日 於 長 野 三組 番乘 上覽。 

一 五月 廿 八日 一 日 市 村 御 渡 野。 

一 同 東中務 閑居、 今日 嫡子 將監義 本 家督 御禮、 御 刀 拜領家 來七人 被 召 出。 

V 七月 朔日 大山 武吉 家督 之 御禮、 名 平 八に 改御ー 字 被 下、 家 士四人 被 召 出。 


一同 二日 御社 參。  一 

一 同 七日 小 野崎權 太夫 宅え 御 首 途被成 置。  ， .： 

一同 九日 夜中 三 丁目よ. > 出火、 大火に 相 見得 屋形樣 御 出馬。 二 丁目、 上米 町、 東 通 茶 町、 柳町燒 失。 一 

一 同 十九 日 屋形樣 江 戶ぇ御 登。 御供 山 方 太 郞左衞 門、 御 相手 番並^ 江 十 兵衞、 外に 騎馬 十三 騎。 御醫； 

者、 本道、 外科、 御 側 廻 七 人、 御中 間 頭 一 騎、 御鐡 炮弓繾 都合 百。 同廿 二日 角 館 御 巡 見、 主計 宅 御 一 宿。 一 

主計、 鹽谷兩 組 下 獨禮、 御用 人 岡 半 之 允 披露 之。 主計 家來 十七 人 御前え 被 召 出、 組 下 二百 人餘 出。、 0 

廿 五日 院內 御山 越。  j 

一八 月 六日 江 戶下谷 七 軒 町 御上 屋鋪ぇ 御着、 同日 晚御 老中 御 勤。  一 

一 同 七日 上使 土 屋相模 守樣御 出。  一 

一同 十一 日 御 參勤之 御禮。  . 

1 九月 廿 四日 於 秋 田 御 妾腹に 源 之 助樣御 出生、 十月 三日 江戶ぇ 達。  I 

一十 月 二日 須田伯 耆盛富 死 S  一 

一同 廿 二日 大 番頭 今宫外 記、 酒 出 孫 十郞、 小 田野 刑 部、 番組 支配 之 儀に 付 御 改易。  " 

一十 二月 二日 江 戶ぇ琉 球 人 來ル、 諸 大名 直乘 にて 登城。 松 平薩摩 守樣御 同道。 

一同 四日 於 御城 琉球人 之樂有 之。 
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一同 六日 琉球人 御 暇、 依て 諸 大名 直乘 にて 登城 Q 

一 同 十二 日 此度御 出生 源 之 助樣御 死去 之 段、 廿日 申來さ 御 法名 如 雲心嚴 童子。 

0 正 德五乙 未 

一 正月 元日 御 在 江戶。 年始 御 祝儀、 八 木 作 助舊臘 よ， -罷登 勤 之。 慕より 御香會 有り。 

一 同 二日 明 半時 御 登城、 暮ょ， 9 御 拍子、 壹岐守 様、 式部 少輔様 御 出、 細 井 佐 治 右衞門 殿御 事 御 取 持。 

山 方 多 郎左衞 門 御 盃被下 返盃、 左 治 右衛門 ^ 御 取 持。 御 臺物數 之 御 土器 御側兩 方よ 0 罷出 頂戴、 御 家 

老御 相手 番幷御 肴。 

一二 月廿 一日 將軍 宣下 御 饗應、 御 老中 土 屋相模 守 様、 井上 河內守 様、 若 御 年寄 大久保 長 門 守 様、 森 川 出 

羽 守樣、 御 奏者 初 九 人。 御 膳 中 此度之 御 能 相 止、 御 拍子 弓 八幡、 東北 之內。 御 家老、 同 並 番頭、 御用 人、 

御 留守居、 御 小姓 頭、 右 十二 人 御 老中よ. 0 御 盃被下 御 看 被 下 返盃。 八 ッ半過 御 老中 御歸。 

一四 月 十五 日 屋形樣 御 歸國御 暇、 上使 土 尾 相 模守様 御 出御 時 服 五十、 白銀 五 百 枚 御 拜領。 日光 山 御 使 

. 者大 番頭 小 貫 儀右衞 門、 御 香奠 御物 頭 半田 佐右衞 門、 先日 此御 地より 直々 被 遣 候〕 

一 ：！^ 十七 日 權現様 御 百 ケ年御 法事 於 日光 山 御 執行に 付、 井伊 掃 部頭樣 御名 代。 當十 一 日 被 任 少將、 御 

名備中 守と 御 改を被 仰 ±:0 


一 五月 朔日 屋形樣 江戶御 出立、 御 家老 山 方 多 郞左衞 門、 外に 騎馬 十五 騎。 

一同 十二 日 院內ぇ 被爲入 直々 南淡路 宅え 御 一宿。 

一 同 十五 日 戶嶋。 

一 同 十六 日 朝 何も 御 料理 被 下 相濟。 御 歩行、 御 庭え 被 召 出 候て 御酒 被 下、 給仕 は 御 刀番等 5: 取 御酒 被 

下。 戶嶋御 立、 去年 御門 出 小 野崎權 太夫 宅え 被爲 入御 祝、 夫よ. - 御着 城。 於 御座 之 間 御 熨斗 頂戴 御 暇 

各 退出。 

一同 十七 日 御歸 國御禮 使者 東將監 江戶ぇ 出足。 

一 七月 六日 八朔 之 御 使者 眞崎兵 庫 處純江 戶ぇ登 S 

一 同 十六 日 御鷹 野、 御 歸城。 其 夜中よ 6 御 不例 御水 氣有 之、 同 十七 日 町々 よ 6 御機嫌 伺罷 出さ 同 十 

八日 御 快氣之 方に 被 成 御座 候に 付、 一 町よ， 0 一  兩人宛 登城 可 仕 旨御會 所よ 6 被 仰觸。 

一 同 十九 日 御 機 色 御 重.^、 江 戶ぇ御 醫者御 願 遠山 理助早 打 登。 御大 切 被爲成 候に 付、 御 跡目 御 願梅津 

藤 太夫 被 差 登。 其 夜 九 ッ頃諸 士御廣 間え 相詰罷 在候處 老中 罷出、 御 生 御 叶 不被遊 御 逝去 之 段 申 渡、 

御 跡 之 義は御 下 國被仰 上 候御假 養子、 壹岐 守樣御 嫡子 求 馬 樣被仰 立 候よ し 被 申 知、 何も 無 是非 退出。 

右 爲御知 御 使者 御步 行頭 眞 If 新 左 衞門被 差 登。 

一同 廿 八日 御城より 御 尊 骸天德 寺え 御 出棺。 
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一 同廿 九日 江戶ょ 6 御 老中 御 連名 之 御 奉書 以宿 繼達ス 0 

1 八月 朔日 御 飛脚 參着。 先月 廿 四日 梅 津藤 太夫 江戶ぇ 着、 同廿 六日 求 馬 樣御暇 被 仰 上、 屋形樣 爲御看 

病 江 戶御立 杉 戶迄御 出 被 成 候 所に、 御 逝去 相 知 江戶ぇ 御歸、 御 老中 井上 河內守 様よ 6 御 服 忌 御請 可 被 

成 被 仰 渡。 同廿 七日 爲御悔 上使 高木 主 水 正樣御 出、 御 香奠 白銀 三 一白 枚 御 拜領。 求 馬樣御 道中 故、 壹岐 

守樣、 主 膳樣、 岩 城 伊豫 守樣御 三人、 御上 屋敷え 御 揃 御 頂戴 被 成 候。 

一 同 六日 秋 田え 松 平 出 羽 守 様よ，^ 御步 行使。 

一 同 九日 上 杉 民 部 大輔樣 より 御步 行使 病氣 御見舞、 此方 年寄 衆より 向 方 御 家中え、 江 戶ぇ可 申達 旨 返 

答、 金子 等 被 下。 當 四日 求 馬樣御 上屋 鋪ぇ御 移 之 段申來 Q 

一同 十六 日 義格公 御 葬禮、 御 法名 克讓院 殿 別傳武 翁。 翌年 被相改 天祥院 殿實嚴 圓眞大 居士。 

一同 廿 二日. ffi 江 宇右衛門 處光 死ス、 年 五十  一 0 

一 九月 十二 日 松 平安 藝守樣 よ. = '御 使者 物 頭上 下廿 三人に て 着、 天德 寺え 同道 御 燒香仕 候。 時 服 三、 銀 

十 枚 被 下 候。 

1. 同 十八 日 江戶 よ. 0 御 飛脚 申來 候、 當十 一 日 御 老中よ. > 御 奉書、 翌十 二日 阿部豊後守 様 御宅え 屋形様 

御 出 之 所に、 御 家督 無 御 相違 被 仰 渡 候に 御 月 代 御 取 御 出、 御歸 6. に は 表 御門より 被爲 入御 供 は 御 借人 

. にて 御歸。 何も 月 代 御免、 御供 廻.^ 御先 代 之 通 被 召 連。 


一 同廿 七日 久保 W え 矢 田野 治 部 被 差 下、 天 ffi 寺 御廟え、 御 遺 領御拜 領之爲 御 知 御 使者 被 仰 付 U 殊に 御 一 

家中 諸士於 御城 御廣 間、 御意 之 趣 治 部 申 渡 候。  . 

一十 月 八日 江戶 より 申來 候、 先月 廿 八日 屋形樣 御 家督 御 禮被仰 上 候。  ； 

公方 樣有 章院樣  一 

一 御太刀 黄金 五十 枚 綿  .ー 

克 讓院樣 ヨリ 御 遺物  一 

公方 樣ぇ眞 御太刀 豐後行 平 代金 

三 幅 對御掛 物 牧溪筆 

佐 竹 主計 義命、 同 將監義 本、 同， 淡路義 安、 石 塚 主殿義 行、 戶村十 太夫 義覺、 右 何も 時 服、 御太刀、 御馬 代獻 上、 一 

小 野崎權 太夫、 梅津藤 十郞、 此兩人 御太刀 馬代獻 上、 御前え 被 召 出御 目 見 七 人相 涛。 此度御 悅諸士 名 一 

代 齋藤作 左衞門 賴爲相 登、 金 三十 兩惯遣 候。 針 i 。日  . 

式部 少輔樣 ぇ元祿 十四 1^ 被 預置候 福 富 兵 部 殿御 嫡子 虎之助 斗 御免に て 江戶ぇ 登。  丄 

一 十二月 四日 秋 田 湊永覺 町 東 之 方 町 屋廿六 軒 出火、 借屋 五十 軒、 土藏 三、 寺 二 ケ寺燒 失。 

一 同 晦日 江戶 よ.^ 申來、 當十 七日 於 江戶御 奉書 同 十八 日 御 登城 之處、 屋形樣 侍從御 官位、 御名 右 京大： 

夫 様と 御改之 由。  一 
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一 正月 元日 屋形樣 御 在 江戶。 

一 閏 二月 廿 八日 東 將監、 嫡子 源六郞 同道 江戶ぇ 出足、 御用に 付て 也。 先立 被 仰 渡 金子 五 百兩被 下、 外 

に 七 百 兩拜借 之 由。 道中 本宫 泊、 三月 十六 日江戶 よ..^ 旅 宿え 申來、 是 よ.. > 直 々久保 ffl え 下着。 當分不 

及 罷登由 申來。 

一 三月 廿 七日 御 家老 山 方 太 郞左衞 門 江 戶ぇ登 さ 

一四 月 二日 御 家督 爲御 祝儀 於江戶 井上 河 內守樣 、久世 大和 守樣初 外に 九 人 御 饗應、 御 能 有 之。 

一 同 晦日 將軍家 繼公奉 稱有章 院様薨 御" II 鳴 物 普請 御 停止。 此御 地え 五月 十日 申來。 紀 伊中 納言吉 

宗公 被爲得 天下 御 讓御立 被 遊。 依 之 六月 廿 七日 諸 大名 登城 御禮。 

一七 月 二日 江戶於 御城 年號 改元 被 仰 出。 

一 同 十九 日 昨今 於 天 德寺御 法事、 克讓 院樣御 法名 御 改天祥 院樣と 奉稱、 此旨可 申 傳由被 仰 渡。 

一 九月 十 一 日 於江戶 御城 御代 替爲御 祝儀 諸 大名 登城 御 饗應、 御 能 有り。 

二 同 十五 日 屋形様 御婚禮 有り、 黑田 伊勢 守樣 I 御 息女 也、 此方え 廿 七日 申來。 右 御悅、 御 家中よ 6 名 

代 大塚新 左 衞門賴 爲相登 候。 


一 十月 三日 向 源 左衞門 京都 御 使者に 出足、 右 は 御 入 內御歡 御名 代 御 使者。 

一同 廿 二日 东將 御用 候 間、 源 六郞： S 道 町 罷登被 仰 渡 金 五 百 兩被下 候。 外に 五 百兩拜 借。 

一 同廿 八日 東 父子 江戶ぇ 着、 當春拜 借 は 可 被 下 置 由 被 仰 渡。 

一 十 一 月 十八 日 於 江戶、 源六郞 殿御 事查岐 守樣御 養子 可 被 成 置 御 願 相濟。 御名 求 馬 様に 御改、 今日 公 

方 樣ぇ御 目 見濟。 

一 十二月 十 一 日 眞崎兵 庫 處純御 家老 被 仰 付、 夏 中よ.^ 在江戶 にて 罷有。 

一同 十九 日 大澤彌 五兵 衞御近 |2 よ 6 一代 廻 座 御免被 仰 渡。 

0 享.^  二  丁酉 

一 正月 屋形樣 御 在 江戶。 

一 四月 七日 於 御 屋鋪將 軍 宣下 御 祝儀 御 饗應、 御 老中 阿部 豐後 守樣、 戶田 山城 守 樣其外 十 人、 御 能 有 6。 

御家來 十二 人 被 召 出、 御 老中 御盃御 肴に て 返盃 被 仰 付。 

一 同 十五 日 爲 上使 戶田 山城 守 樣朝明 半時 御 出、 御 入部 御 暇 御 拜領。 御 時 服 五十、 銀 五 百 枚 先 規之通 御 

■ 拜領。 卽爲 御禮御 登城 之 所、 御 代替に 付 備前兼 光金 三十 枚 御 刀 御 拜領。 

一 同 十六 日 將軍 宣下 二度目 御 振舞 御 能 有り。 御上 客 松 平 伊豫 守樣、 松 平 安藝 守樣、 上 杉 民部大 輔樣、 
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松 平 大和 守 様、 松 平信 濃 守 様、 松 平 筑前守 様、 此外御 振舞。 

一同 廿 一日 三度 目 御 振舞、 御上 客 松 平 大和 守 様、 其 外 有. -。 三度 之 御 振舞 濟。 

一 同廿 三日よ. 0 有 章 院樣小 祥御忌 月 御 法事 增上 寺に 有、 依て 御 參詣。 

一 同廿 九日 公方 樣增上 寺え 御 參詣。 當 十五 日夜 九 ッ時、 於 久保田 長 野 宇都 宫帶 刀、 荒川久 平宅燒 失。 

一 五月 朔日 昨日 迄 增上寺 御 法事 相 » 候に 付、 屋形樣 御 装束に て 御 登城。 

一 同 十五 日 屋形樣 江戶御 立、 御供 之 御 家老 眞崎兵 庫、 御 相手 番 伊達 九 郞三郞 、大 番頭 戶村 大藏、 御 近習 

頭大， 彌 五兵 衞、 御用 人 岡 半 之 允、 御 小姓 頭 小 介 川 正左衞 門、 駒 木 根 丹 下、 御 膳 番鈴木 平藏、 御步 行頭 

赤須平 馬、 淸水織 部、 御 納戶役 一 人、 御 刀番五 人、 同 並 二人、 御 納戶並 一 人、 御 側 御 小姓 十 人、 御先 道具 

鐡砲 五十 挺大越 源右衞 門、 御 弓 二十 鷲 尾 彥九郞 、御繾 三十 田 代 源 太、 御 目 付 二人、 御醫 者、 側役 人、 大小 

姓、 御中 間 頭 一 騎。 

一同 廿 九日 久保田 御着 城。 

一 七月 九日 江 戶小傳 馬 町よ. 0 出火、 南風に て 变岐守 様 御屋敷、 兩屋鋪 、上 御 屋鋪燒 失、 南西 之 方 御 長屋 

殘， 0 申 候 0 

一同 十一 日 御用 番御 老中よ 6 御留主 居被爲 召、 御 類 燒に付 秋 田え 御 連名 之 御 奉書 被 渡 置、 根 岸 惣內請 

取 罷歸。 卽傳 馬丁え 御物 頭吉成 彌右衞 門持參 問屋え 相 渡 0 


一同 十五 日 御歸 國御禮 使者 多 K 谷 彥太郞 上着。 

一 同 廿日 御 奉 害 之 御 返書 秋 田より 御用 番ぇ參 候 由、 千 住よ 6 爲御知 仕 候。 

一 同廿 八日 彥太郞 登城 蠟燭、 白鳥 差 上、 Q 分 御太刀 馬 代 獻上御 目 見 相 

一 七月 二日 秋 田え 御 奉書 之御禮 使者 松 野 彌十郞 上着。 先月 卄 八日、 於 秋 田 宇都 {：>：： 帶刀、 大越十 郞兵衞 

御 家老 被 仰 付、 同日 戶村十 太夫、 小 野崎權 太夫、 梅 律 藤 太夫 御 役 御免、 江戶ぇ 七月 六日に 申來。 其 外 寺 

崎 彌左衞 門、 根本 正右衞 門、 茂呂 喜左衞 門、 野 尻 德兵衞 御 役 御免 0 

一 同 三日 彥太郞 登城 御 奉 ま：： 被 相 渡、 御 時 服 三、 內 一 御 羽織 拜領。 

一同 廿 六日 多贺谷 彥太郞 於江戶 死去、 年 二十 五。 

一 八月 朔日 淸水 忠兵衞 上着、 彥太郞 被 召 出 候 御禮。 同日、 御 祝儀 御 使者 梅 律 小太郞 去. -廿 四日 上着、 今 

日 登城、 名 小 右衛門に 改相 勤。  . . 

一 同 十六 日 江戶邊 大風、 天水桶 吹 落 破損 多し 0 

一 同 廿日 於 秋 田 御 步行御 加 增被下 置 御 役 替被仰 付、 今宮 、酒 出、 小 田野、 御 步行被 返 下。 

一 九月 朔日 於江戶 御城 御 在 江 之 御大 名、 御 代替に 付 御 判 物 被 下。 

一 同 十二 日 御在國 御大 名 御 判 物 被 下 候に 付 主 膳樣御 登城、 屋形様 御名 代に 御 頂戴 御 上屋 鋪ぇ御 持參、 

山 方 多 郞左衞 門 請 取 之 拜見。 先日 秋 田 可 被 差 下 申 渡御 物 頭 黒木 權右衞 門、 御 目 付長瀨 德右衞 門、 明日 

羽 陰 史略 卷之 五 (享保 二)  SS 


秋 田 叢書 第 十二 卷  一一 交 

出足 可 仕 由。 外に 御 歩行 四 人、 御 足輕八 人、 通 夫 四 人、 小 御 長 持 入 行 連に て 十月 朔日久 保 田え 相 達 候。 

右 御禮^ 江 源藏同 十五 日 上着、 明日 御 老中 相 勤 候 所、 同廿 一 日 御城え 罷出、 槽木之 間にて 時 服 三 被 下 

之 0 上 杉樣御 同格。 今日 初冬 伺 御機嫌 御 使者 梅 津五郞 左衞門 登城り 

一 十二月 十 一 日 御上 屋鋪奧 御殿 出來、 今日 御前 樣御引 移 C 

一同 十三 日 寒中 御 使者 宇留野 源兵衞 上着。 

一 同 十四日 年頭 御 使者 佐 藤 忠左衞 門 上着。 當十 一 日 於 秋 田來春 御供 觸 有.. 大越十 郞兵衞 名 改甚右 

衞 門に 成。 

一 同廿 二日 小 野崎權 太夫 死、 六十 六歲。 同夜 久保田 御 町  一 丁目より 出火 二 丁目 川端 迄燒 失。 此月大 

澤彌 五兵衛 永代 廻 座 被 仰 付。 

0 享 保 三 戊戌 

一 正月 屋形樣 御 在國、 年始 之 御 規式御 不快に 付 御 出 座 無 之。 

一 同廿 九日 黑田 伊勢 守 様え、 御婚禮 以後 初て 御 料理 奥御殿に て 被 進 候。 

一 二月 十四日 眞壁又 十 郞卒、 年 二十 歲。 跡目 同氏 造酒 被 仰 付。 

一 三月 朔 日より 三日 迄、 年始 之御規 式に て 於 御 廣間諸 士御盃 被 下。 


一 同 十五 日 屋形樣 江 戶ぇ御 登、 御供 之 御 家老 大越 甚右衞 門、 御 相手 番石塚 主 殿。 

一 四月 朔日 明日 は 隅 田川邊 御鷹 野 御沙汰に て、 夜 九 ッ時過 御 參府。 

一同 二日 朝 御 老中 御 勤。 

一 同 三日 上使 水 野 和 泉 守樣御 出、 同 十三 日 御 登城 御 參勤之 御禮。 當 二月 四日 須田 政三郞 上着、 春 之 伺 

御機嫌 御 使者。 ，  . 

一 五月 廿 八日 淺草御 屋鋪之 內壹岐 守樣御 拜領、 壹岐守 樣柳原 御屋敷 は 此方 樣御 拜領、 今 之 御中 屋敷 是 

也 0  . 

一 九月 六日 於 江 戶壹岐 守 義長様 御 閑居、 屋形樣 にも 御 登城 被 仰 渡 求 馬樣御 家督 被 仰 付。 

一 十月 廿 五日 岩 城 伊豫 守樣御 死去。 閏 十月 廿 九日 御 使者 福原彥 太夫、 御 香奠 木 野 小 右衞門 持參。 

一同 廿 八日 求 馬 様 御 家督 御禮。 

一十一 月 二日 小 野 岡 市 太夫 義伯御 家老 被 仰 付、 本 知 五 百 五十石 御 加增被 下、 償 御 役 料 被 下。 

一同 八日 江 戶ぇ琉 球 人來。 

一同 十三 日 登城 之よ し、 御大 名 天 和 之 式に て 御 登城 無 之。 

一 同 十五 日 會 所よ..^、 此度 從江戶 金銀 位 替被仰 出御 觸 有..^。 乾 字 金 ニ寶、 三寶、 四寶 銀、 新 金目 形古來 

之 通 四 匁 八 分、 新 銀 百 目 四寶銀 四百 目に 替 さ 當 八日 壹 岐守樣 、御 老中え 被 仰 遣 兵 部少輔 様に 被爲成 
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候、 宇都 宮帶 刀より 頭 役 以上え 以 手紙 申 來候。 

一十 二月 十八 日 求 馬 樣殺爵 被 仰 付 壹岐守 様に 御改。 

0 享 保 四已亥 

一 正月 御 在 江戶。 戶村十 太夫 閑居 濟、 大學に 家督 被 仰 付。 模 手え 上使 御物 頭 平 塚 惣兵衞 、御 目 付 大和 

衞士。 

一四 月 十三 日 御 歸國御 暇 上使 水 野 和 泉 守樣御 出、 御 拜領物 如 例年。 

一 同廿 九日 江戶御 立。 

一 五月 十五 日 御着 城。 此節御 家老 代 石 主 殿御 供。  . 

一 同廿 七日 眞壁 造酒 家督 御禮、 名甚 太夫に 改。 御 腰 物 被 下家に 候 得と も、 御儉 約に 付御證 文に て 被 下 

家賴 一 人 被 召 出。 .  • 

一 六月 十日 眞崎兵 庫病氣 願に 付 御 家老 御免。 

一同 廿 一日 八幡、 金砂、 諫訪、 大 八幡、 惣社え 御社 參。 

一 七月 十八 日 御用に 付 山 方 多 郞左衞 門 江戶ぇ 登、 大越甚 右衛門に 交代。 

一 同廿 二日 於 御城 町々 頭役不 殘御廣 間え 相 詰 さ 御 不如意 無 御據、 御 家中 迷惑 可 申 候 得と も 半 知 可 被 


借 置 旨 被 仰 渡。 

一 八月 朔日 戶村大 學義見 家督 御禮。 

一 同 四日 梅 律 半 右衛門 御勘當 御免。 

一同 廿 五日 半 右衞門 閑居 候 得と も 御 財 用 之 儀 被 仰 付。 

一 九月 廿 七日 江戶ぇ 朝鮮人 來。 

一十 月朔日 登城、 同 五日 吹上ケ にて 曲馬 上 K。 

一 同 十七 日 龜 田え 御 使者 佐 藤 忠右衞 門、 御 香奠 今 井藤 次 持泰、 御 法事 有 之に 付。 

一同 廿日 梅津半 右衛門 御 家老 格 被 仰 付、 御 役 料 四百 石 被 下。 

一 同廿 四日 後藤 理左衞 門 宅え 御茶 湯 御成。 

一 十 一 月 十五 日 於 御城 諸 士繾切 合 上覽。 今 氏、 茂 木 氏、 白 川 氏、 吉成藤 兵衞、 何も 弟子 召連罷 出。 

一 同廿 一 日 中 川 {:>:! 內 嫡子 百 助、 右 は 知行 差帋之 儀に 付 

一十 二月 四日 年始 之 御名 代 使者 眞壁甚 太夫 江 戶ぇ罷 登。 

一同 十一 日 岩 城 月峰老 十三 年 御 法事に 付、 龜 田え 玉 生 八 兵衞御 使者、 御 香奠 鈴木與 市左衞 門。 九日 彼 

地え 往く。 
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0 享保五 庚 子 

一 正月 元日 屋形樣 年始 之 御 規式始 て 御詞。 

一同 十一 日 御文 書 所元祿 十年德 雲院檨 御代 岡 本 又 太 郞被仰 付、 御 系 圖御講 記 等出來 役人 吉成藤 兵衞、 

渡 邊奥右 衞門差 上 候 所、 爲御 褒美 銀 子 被 下。 

一同 廿 三日 黑田 伊勢 守 樣長淸 御 卒去。 

一 二月 廿 五日 梅 津半右 衞門忠 昭死ス 、年 四十 九。 

一 三月 廿 二日 江 戶ぇ御 登。 此 度御儉 約に 付 御先 道具 被 減、 御鐡炮 三十、 御 弓 十 張、 御繾 二十 筋に 被 成 

置、 御供 廻 御 家老 代 ffi 江 宇右衛門 格 光 御 相手 番 にて 登。 

一 四月 四日 江戶ょり御飛脚、先月廿七日中橋ょ..^出火南風、御上屋敷類燒申來0 

一同 六日 御 類燒に 付、 江戶御 老中よ，. - 御奉窨 宿繼當 三日 山形へ 相 達、 秋 中 御 參府可 被 成 被 仰 出。 四日 

山形 御 逗留、 江 戶ぇ右 御禮御 使者 小 瀨縫殿 助 被 差 登。 上々 様え 駒 木 根 丹 下登リ 

一 同 七日 院內 ぇ被爲 入湯 澤御泊 6^、 御 不快 故 御 逗留、 御供 廻 御用 無 之 もの 御 暇 被 下。 

一 五月 六日 屋形樣 御 快 然に付 御着 城。 

一同 廿 一日 石 塚 主 殿 江戶ぇ 出足、 此度之 御 禮：！ g 者。 


1 六月 南部え 人 返し 有 之 岡 見 藤 治 右衛門、 大和 衞士、 御足輕 十二 人 召連往 く。 

一 七月 廿日 江 戶ぇ御 登、 御供 宇都 宮帶 刀、 外に 十五 騎。 

一 七月 多賀谷 主馬 隆經 死、 年 六十 四。 

一 八月 六日 御 參府。 

一同 七日 上使 井上 河 內守樣 御 出。 

一 同 十五 日 御 登城 御禮。 

一 同 十六 日 上使 以曾我 平 治郞殿 雲雀 三十 御 拜領。 . 

一同 廿 六日 右 雲雀 御 披露 有 6. 。 

一九 月廿 一日 順 姬樣松 平 出 羽 守 様え 御 婚禮。 

一 十月 十九 日より 大雪 四 五日 降、 仙 北邊稻 雪下に 成。 

一 十 一 月 四日 山 方 多 郞左衞 門 於 江 戶卒. -、 年 五十 九。 

一十 二月 五日 鑑照院 様 五十 年 御总御 法事 天德 寺に あり.。 當朔日 主 膳樣御 家督 御禮 相濟。 同 十八 日敍 

爵豐前 守 様に 御改 之よ し。 

0 享 保 六 辛 1  • 
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一 正月 御 在 江戶。  • 

一三 月 三日 江戶 御上 屋鋪御 類燒、 同 九日 申來 Q 

一 同 十五 日 御歸國 御暇爲 上使 井上 河 內守様 御 出、 卽日御 登城 之處に 度々 類 燒之儀 上意 有 之 旨。 

一 四月 十六 日 江戶御 立。 

一 五月 二日 御着 城。 

一同 十二 日 a 江 宇右衛門 格 光 御 家老 被 仰 付。  ， 

一 同 十四日 於 江 戶赤坂 御前 樣御 逝去、 御 年 

一六 月 十八 日 豊前守 樣駿府 御 加 番被仰 付 Q 

一 閏 七月 五日 於 江 戶丹羽 正 伯と 申 町 醫者藥 種 見 分 御用 被 仰 付、 出 羽、 奥州 見 分 今日 大澤 口よ. 0 入 候。 

此方 役人 被 遣 案 內申。 生保 內 口よ 6 奧州罷 通 6 候に 付、 同 八日 正 伯、 此方 御 境 四 段 坂 駒 ケ嶽罷 通仙臺 

御領え 出さ 

一同 廿 一日 今 営 亦 三 郞光冬 御 家老 被 仰 付。 本 知 三百 石、 二百 石 御 加增、 千 石 御 償 被 下 置。 後名 大學に 

改ム。 

一 八月 四日 東 中 務義秀 卒ス、 年 七十 六. - 同 九日 爲 上使 梅津久 四郞 香奠 五十 枚 被 遣 0 

一同 廿 一日 江戶ょ..^被仰渡候、御領內田畠町步可申出ょし、此方御檢地役人に被wi:o 


一 九月 豐前守 様 駿府御 突 特御 發駕、 十九 日 御 i:6 定日。 ：11 當 四日 御 會所御 壁 書 被改ル 0 

0 享 保 七/ 

一 正月 元日 御 在國、 年始 御 祝儀。  . 

一同 二日 晚御 料理、 御 引渡、 廻 座、 役々 は 一役 一人 宛。 

一同 十四日 於 御城 御 妾 平 逢、 御 女子 御 出生。 

一 三月 十 一 日 去 秋 半 知 被 借 置 候 所 三 ケ 一， 被 仰 付 候、 於 御城 被 仰 渡 候。 

一 同 十九 日 御領 國御繪 圖幷郡 境 鄕村御 改可被 成 置 今. {.a 大學被 仰 付。 被 付 置 役人 御 勘定 奉行 田 崎 治 左 

衞門、 御 境目 奉行 今 村 小 集 人、 眞崎五 郞左衞 門、 鷲 尾 彥九郞 御前え 御 披露 リ 

一 同 廿日 屋形様 江 戶ぇ御 登、 御供 S 江 宇右衞 門。 此度御 道具 御鐡砲 五十 挺、 御 弓 鐘 減 候。 

一 四月 七日 御 參府。 

一同 十二 日 爲 上使 戶田 山城 守樣御 出。 

一 同 十. 三日 御 登城 御禮。  . 

一 七月 三日 於江戶 御城 諸 大名に 被 仰 渡、 來 卯年より 江戶 半年 詰在國 一 ケ年 半に 被 成 置、 御 國持四 組 被 

成 置 交替 可 被 仰 候。 上 之 御藏 入 不足 御 旗本 御 切 米 等 御 不足に 付、 新 W 之 義水野 和 泉 守え 被 仰 付、 右 之 
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內高壹 万 石よ，^ 米 百 石 宛 御 借 可 被 成 候。 常府之 大名 三ケ 一 御 借 可 被 遊、 右 米 は 江戶、 大坂 にて 金子 成 • 

とも 勝手次第 當 秋よ .0 上納 被 仰 渡 之 旨、 於 御城 御大 名え 被 仰 渡 候。 

一 八月 六日 三百 石 以上 之 面々 於 長 野 番乘上 S 、三組に て 六十 ニ騎有 之。 

一 八月 十七 日 本 方 奉行 田 中 勘兵衞 妻子、 江戶ぇ 引越 被 仰 付 六月 中罷 下.^、 今日 出足に 付 金子 百 兩被下 

秦 

置、 上下 六十 五 人罷登 候。 

一 九月 二日 江戶ょ 6 申來、 慶長 年中よ. 0 寬永 年中まで 御城 廻 御 普請 仕 用 注文 御相掛 ら 等、 相 知 次第 可 

被 仰 上 侯。 

一 同廿 五日 豐前守 樣駿府 去年 秋よ 6 御 詰、 市 橋壹岐 守樣御 交替 同廿 八日 江戶ぇ 御歸府 0 

0 享 保 人/ 

一 正月 御 在 江。 

一 三月 十三 日 御 歸國御 暇 上使 安藤 對馬 守樣御 出、 此度 被改置 白銀 五十 枚、 卷物 二十 御 拜領。 去年 御改 

に 付 右 之 通に 御座 候。 

一 同廿 六日 江戶御 立。 

一四 月 十二 日 御着 城。 御歸國 御. 禮使 老柬將 ill 同 十三 日出 足。  ： ， 


一 六月 廿 五日 久 保田邊 洪水、 長 野 沼 方 田地 之 上水 上ケ、 東 手形 御堀 端 尾 敷 打 越 中 城 土手 際 迄 水 一 面に 

洪水、 長 野 土手 押切 榷 山え 水 落 申 候。 此水 土手 下屋敷 窓よ. - 家に 入、 楷山 俄に 水 有 之、 保戶野 新橋 之 

上 まて 水上. ft- 申 候。 

一八 月 六日 始て番 乘於長 野 上 魔。 三 ケー被 召 上 候 馬 持 不足 ゆへ 一番 廿騎、 二番 十八 騎、 三番 廿四 騎。 

一 同 七日 仙北邊 大風 急に 洪水、 撗堀、 深 川 村 居 百姓家 之 內三四 尺 水上 さ 江戶 道中 も 洪水 有 之 候。 

一 十月 十六 日 今 宮大學 宅え 御 立 寄 御成、 御 相伴 將監、 甚右衞 門 、宇右衛門、 御 相手 番、 御 拍子 有. o。 

一十一 月 五日 延壽 丸樣御 誕生。 

一十 二月 廿 二日 南淡路 長子 竹 之 助 出仕、 名 三 郞に改 御 一字 被 下號義 貫。 家 來七人 被 召 出。 

〇 享 保 九 * 辰 

一 正月 元日 御 規式畢 て 御 廣間御 出、 一 番座 二番 座濟、 御 廻 座 其 外相 涛。 所持 衆參府 御免。 同晚 御香會 

盲， 

一同 二日 部屋 住 御 引渡 濟、 同晚御 料理 御 拍子 有. > 、淡 路、 三郞御 返盃、 其 外 御作 法 w。 

一同 四日 御 初 野。 

一 同廿 六日 於 御城 御 妾腹 之 御 姬樣御 死去 御 出生。 同日 暮 前よ. - 大風、 川口に て 出火 御 材木 場 御 材木 
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二月 廿 六日 此度御 出生 之 御 姬様御 逝去、 闘 信 寺に 御 送り。 

三月 十五 日 屋形樣 江 戶ぇ御 登、 御供 今. せ il 大學、 御先 道具 百。 

四月 七日 御 參府。  . , 

同 九日 上使 水 野 和 泉 守樣御 出。 

同廿 三日 式部 少輔 樣御亂 心に 相 見得 候。 小 野岡巿 太夫、 今 宮大學 を 以被仰 斷御隔 座、 御內々 御 老中 

え も 被 仰 達 rl^。 

五月 廿 六日 雄 勝 郡 之內西 馬音內 村、 仙 北 堀 廻 等 洪水、 家 五十六 軒 流失。 

七月 二日 於江戶 雲雀 三十 御 拜領、 上使 保 科 甚四郞 殿御 出。 

八月 七日 夜 眞崎駿 河 死ス、 年 六十 五。 

九月 十三 日 爲 上使 安藤 對馬守 殿御 出、 御 歸國御 暇。 銀 五十 枚、 卷物 二十 御 拜領。 

同 十五 日 御 登城 御禮。  、 

同 十八 日 江戶御 立。 

十月 六日 御着 城。 御歸 國御禮 使者 

同 七日 岩 城 河 內守樣 御 入部に 付、 御 使者 梅 津久四 郞被仰 付。 


一 卜 一 月 十五 日 將軍樣 長福樣 御世に 被 立 置 候御说 目、 同廿 四日 秋 田に 達。 安藤 對馬 守樣、 若 御 年寄 松 

平 能 登 守樣其 外被 附置 0 同 十八 日 御三家え 御對 面、 同廿ー 日 諸 大名 御 登城、 依て 御名 代 御 使者 梅津久 

四 郞被差 登。 

一 十二月 十九 日 小 野 岡 市 太夫 死ス、 年 五十 七。 嫡子 是三郞 え 上使 伊達 九 郞三郞 被 遣、 鳴 物 三日 御 停止。 

一同 廿 一日 御廣 間え 諸士罷 出、 御條 目に て、 御 借 高三ケ 一 今年 斗四ケ 一 可 被 召 上 被 仰 渡 候。 此冬 S 不 

降、 三月 始に有 之、 廿 六日 大雪。 御 下 國之節 御鐡砲 三十 挺、 御 弓 十 張、 繾 二十 筋に 被 成 置 候。 

〇 享 保 十 乙 e 

一 正月 元日 御規 式、 此年 所持 參勤 御免。 

一同 十三 日 今 宮大學 義透本 席 御 引渡 被 仰 付。 

ニー 月 十五 日 於江戶 式部 少輔樣 義都御 死去。 

一 四月 於 江戶長 福 樣家重 公任 大納言。 御 祝儀 御 使者 五月 二日 佐 藤 忠左衞 門 被 差 登。 

一 五月 十五 日 御城 御廣 間にて 御 家中え、 此度 御會所 御城 內ぇ被 移 置 候、 御 政務 之 義以御 條目被 仰 渡。， 

一 七月 二日 谷 橋に て 大筒 鐵砲上 覽始て 有 之、 大筒 役人に 御 目錄被 下。 

一 同 廿日 大風 大木 吹 倒。  ♦ 
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一 同廿 九日 御 足 輕鐡砲 弓 向後 可 被 分 置 被 仰 渡。 同日 梅津藤 太夫、 • 閑居 名 民 目 庵 金 忠死ス 、年 五十二  0 

一八 月 三日 於 御城、 諸士 知行 之 內三ケ 一可 被 借 置 被 仰 渡 0 

一 同 八日 御城內ぇ御用所名付御引移御祝儀有之、御拍子三番ぁ..^o 奉行 小 書院 御 夜食、 老中 相 揃御拍 

子 五番 有.. -。 

一 九月 六日 於 江 戶豐前 守樣御 婚禮、 有馬玄 番頭 様 御 養女、 實は谷 出 羽 守 様 之 御 女 也。 

一 九月 中 七月 廿日 大風に て 落葉して、 諸 木 之 花 春の ことくに 開、 花見 有. oo 

0 享 保 十二 丙午 

一 正月 元 三年 御 在 國御定 にて 被 成 御座 候。 年始 之 御 規式如 御 嘉例、 所持 衆、 其 外在々 罷登者 御免 0 御 

廣間 一 番坐始 て今宮 大學、 小 野 岡 卯 兵衞、 岡 本 又 太郞、 二番 座 東 將監、 眞壁甚 太夫、 伊達 九 郞三郞 、矢 田 

野 歷三郞 、御 廻 座 小 野 崎 藤 太郞始 三十 五 人 三姚子 出、 畢て三 奉行 始五铫 子 出 5 

一同 十一 日 北 主計 義命 死ス 0 

一 同 十六 日 主計 嫡子 又 四 郞ぇ爲 上使 岡 本 亦 太郞、 御 香奠 銀 五十 枚戶村 一 學被仰 渡。 

一 同廿 三日 於 御城 久保倉 使者 被 仰 渡 候 は、 太 神宮え 永代 御供 米 三百 俵 御 寄附 可 被 成 置 被 仰 付。 昨廿 

一 一 日 御領 內 御嶽山、 高 岳 山 社 御座 候に 付、 神領 三 十 石 宛 御 寄附 可 被 成 置 被 仰 渡、 社 人頭 大友治 部少輔 


奉 之。 

一 二月 十三 日 去牟松 前え 船乘 二人、 同船 十六 人 難 風に て 朝鮮 國ぇ被 吹 付 其國ぇ 上，.^、 签山湊 え 段々 參 

候 義對ぉ r 國に相 達、 江戶 公儀え 被 仰 立 此方え 被 仰 渡。 此方 能 代 之 ものに 有 之。 

ニニ 月 八日 北 又 四 郞義富 I 改 家督 御禮、 左衞 門に 改家來 七 人 被 召 出。 

一 同 十日 本 皮六鄕 伊賀 守樣ょ 御 使者 田 代 市兵衞 昨日 町 宿え 着、 御 小役人 衆え 逢 申 度 由。 依 之、 吟味 

役 山 崎 曾 兵 衞差出 候 得 は、 此方 御 家老 中え 本庄御 老中よ. o、 去 春 御 米 二 千 俵 借用 之 處に去 秋 も 不作に 

付、 於 江戶、 六鄕 主馬 を以御 家老 中 まて 申 伸 候 通 之 由申來 候〕 未 此方え 沙汰 無 之 由 御 年寄 衆より 返答 

申 遣 候。 

一同 十一 日 g 形 樣江戶 え 御 登。 御供 宇都 宫帶 刀、 御先 道具 五 • 十 、亦 御儉 約に 付 如斯。 

一 同 十六 日 御山 越。 

一四 月 八日 御 參府。 

一 同 九日 上使 水 野 和 泉 守樣御 出。 

一 同 十五 日 御 登城 御 禮濟〕 

一. 九月 十三 日 御 歸國御 暇 上使 松 平 伊豫 守 様 御 出、 御 拜領物 近年 之 通。 

一同 十五 日 御 登城 御禮。 
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一同 廿 一日 江戶御 立。 

ー+ 月 七日 御着 城 。御禮 使者 茂 木 彌三郞 今日 江戶ぇ 出足。 

一 r 一  月 四日 横手よ， 9 小 瀨縫殿 助 尹 信久保 田え 召 候て、 御 相手 番被 仰付會 所え 出席 可 仕 被 仰 付。 

一 同 十五 曰 東 將監嫡 午 千代 出仕。 於 御前 元服 雲、 源 六郞に 名改德 山方內 匠、 轰來七 人 被 召 出。 

同日 八ッ時 過將監 宅え 御成、 銀 三枚、 時 服 被 卜、 御 相伴 御 家老 御 相手 番 三人、 家 來十人 被 召 9  -  "^"^ 子 

有 之、 夜 四 ッ時御 歸城。 

0 享保 十二  丁 未 

一 正月 元日 御 規式如 例年。 

一 同 四日 御 初 野。 

一 三月 四日 小 瀨縫殿 助 尹 信 御 家老 被 仰 付、 御加增 二百 石、 御 役 料 都合 千 五 ぼ 石に 被 成 置 0 

一 五月 十三 日 旧 邊勘兵 衞六ケ 年 以前よ. -江戶 妻子 召 連 住居 仕 候處、 此 度江戶 一人 役 被 仰 付 候、 依て 妻 

子 引 連 同道 罷 下"。 

一 六月 三日 糸 賀九八 兵衞を 去々 年 於 江 戶小野 治 郞右衞 門 殿 弟子 被 召 抱、 御 步行百 石 被 下 後 九 左衞門 


一 同 十六 日 於 江 戶& 江 宇 右 衞門格 光 死"、 年 三十 四。 右に 付、 江戶に A ゐて假 御用 山 方 內匠承 候 様に、 

査岐守 様え 御 勘定 奉行 鈴 木 平 藏御伺 被 仰 渡 C 依て 大越甚 右 衞門廿 七日 江戶ぇ 登。 宇 右衞門 死去に 付 

ftl 物 三 日 i や 止リ 

一同 廿 五日 嫡子 數之助 方え 上使 須田政 三郞勤 之。 

一 七月 十 一 日 手形 御 休に て 足 輕鐵砲 上覽。 • 

一同 廿 九日 於 横手 戶村攝 律 守義輔 卒さ 

一同 十 十五 日 戶村 方え 上使 土 屋富之 允 被 造。  . 

一八 月 四日 今 ゥ：： 攝津守 卒ス、 八十 三。 . 

一 1： 十五 日 御 目 見 有 

0 享 保 十 三 / 

一 正月 元日 御 規式如 例年。 

一同 十日 橋 場總泉 寺え 祠金 二百 兩可被 遣 被 仰定。 

一 三月 七日 江 戶ぇ御 登、 御供 小 瀨縫殿 助。 

一同 廿 四日 御 參府。 
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一同 廿 七日 上使 水 野 和 泉 守樣御 出。 

一四 月朔日 御 登城 御 禮濟。 此度御 登、 公方 様 日光 御社 參御 道筋 宇都せ！ I 迄 御 普請 有 之 、奥州 矢 吹よ 6 御 

廻. 0 水戶 御城 下 御 通. 0 江 戶ぇ御 出。 

一 同 十三 日 公方 樣吉宗 公 日光 山 御 參詣、 同廿 一 日 相 濟江戶 え 還 御。 

一同 廿 八日 明 時よ 6 御 登城、 日光 御社 参 相 濟候御 祝儀 御 能 有り。 

一 五月 二日 遊行 上人 院內 よ. >  龍 泉 寺え 着、 御馳走 江 田 九 左 衞門勤 之。 六月 十四日 龜 田え 移 ル 0 

一七 月廿 二日 於江戶 雲雀 三十 御 拜領。 

一 同廿 四日 廿 五日 秋 田 大雨に て 御城 下 洪水、 久保田 鍛冶 町 川端よ 6 橫手迄 舟に て 通用。 

一 九月 二日 江戶表 大雨に て 下 谷 筋 違 橋 等 流失、 御屋 鋪之內 小舟に て 通用、 御屋鋪 四方ね. 0 屛 崩御 幕に 

て 張 切。 本庄、 深 川、 兩國橋 三ケ處 流失。  . 

一 同 十八 日 屋形樣 御 歸國御 暇、 上使 安藤 對馬 守樣御 出御 拜領物 如 近年。 右 爲御禮 御 登城。 

一 同廿 五日 江戶御 立。 日光 山 御社 參之義 被 仰 立、 仍て廿 九日 日光 山 御社 參。 

一 十月 三日 久保田 御着 城。 御歸 國御禮 使者 多 賀谷左 兵 衞江戶 え 登、 同廿 八日 上着 Q 

一 十 一 月 十五 日 左兵衞 登城。 白鳥、 蠟燭 三百 挺 差 上、 西ノ 丸え 蠟燭 二百 挺 上さ 左兵衞 公方 様え、 大納 

言樣御 同座 上段 被 成 御座 御 目 見、 自分 太刀 馬 代 獻上。 


〇 享 保 十四、 已酉 

一正 月 屋形樣 御 在國、 年始 御 不快に て 表え 御 出 座 無 之。 

一 二月 四日 於 江戶、 水 野 和 泉守樣 御用 人よ 6 此方 御留主 え 切 紙に て 大嶋助 太夫 罷出 候處、 秋 田え 御 

鷹の 鶴 御拜領 にて、 御 奉書 幷宿次 御 まく.^ 和 泉と 有 之 御 一 印形に て 被 相濟、 其心懸 にて 御步行 御中 間 

等 召逑御 足輕も 同前に 罷出、 右 鶴 請 取 先拂等 行列に て 罷歸. ^、表 御 入より 則傳馬 町え 申 遣 候て 千壽ぇ 

之 人夫 觸申 候。 御屋敷え 馬 込 勘 解由罷 出、 其 內鶴之 覆 大工 持 出來、 右 問屋 馬 込に 御 奉書 幷鶴等 同前に 

御 留主居 相 渡、 右 鶴 同 十一 日久保 田え 相 達さ 右御禮 使者 須田政 三 郞被仰 付、 名主 膳に 改 同日 出足 登。 

一 同日 於湯澤 南淡路 嫡子 三郞 卒さ 

一同 十二 日 多 賀谷左 兵 衞峯經 御 家老 被 仰 付。 

一三 月 二日 須田主 膳 登城、 干 肴 ー箱獻 上。 

一 五月 廿 五日 江戶 ぇ異國 より 象 到着、 長サ八 尺、 尾 頭 共に 一 丈 二 尺、 吹 上に 被 差 置。 廿 七日 於江戶 御城 

上覽、 依て 諸 大名 御 登城。 . 

一関 九月 十六 日 於 湯 澤南淡 路義安 死 さ 

一 十一 月 三日 御 老中よ. 0 御 留主居 被 召 寄、 此度御 國太御 獻上之 白 之 御鷹、 野 先にて 公方 様 御 慰に 罷成 
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候 由 御 吹 聽被仰 渡。 

,ー 十二月 廿 四日 南淡路 次男 竹 扉 跡目に て 於 御前 元服 家督、 出仕 名 淡 路に改 御 一 字 被 下。 

〇 享 保 十五 庚 戌 

一 正月 御 在國。 年始 御 規式如 御 佳例。 

一 同 三 日 於江戶 御城 御 謠初如 例年。 奈良臺 押 御 土器 一 ッ 、御酒 代 銀 一 枚獻 上。 

一三 月 十一 日 屋形樣 江 戶ぇ御 登、 御供 今宮 大學。 

一 同廿 八日 御 參府。 

一 四月 三日 上使 松 平 左 近 將監樣 御 出。 同日 晚、 大森村 大持寺 住 t|5 宜山 公事 江戶ぇ 登、 三 ケ寺立 合舍議 

之 上 大持寺 非 分極り、 宜山誤 リ證文 出さ 依て 御 國ぇ被 差 下喾、 御 引取 被 成 置 候。 天德 寺え 三ケ寺 六十 

年以 來證說 にて 返 翰參候 由、 同 十三 日 秋 田よ 6 江 戶ぇ相 達 S 去：. ハ日久 保 田  一 丁目より 出火、 大工 町 

茶 町、 大町 五丁目 迄燒 失、 町 數廿九 町、 家數千 十七 軒、 竈 九 百、 土藏 八十 四燒 失。 

一 同 十五 日 御 登城 御參府 御禮。 諸大名ょり上米御免にて來亥年ょ，.^如本候。 一 ケ年詰 參勤被 仰 出。 

昨日 大目 付 衆 御 廻狀、 今日 御 禮相濟 候 以後 御扣被 成候樣 御觸。 

一同 十九 日 戶嶋 家數百 十二 軒燒失 Q 


一 五月 十 一 日 江 戶御屋 敷 御 可 被 成 由に て、 去年 異國 よ. >參 候 象 御 見物 被 成 候。 

一 六月 十六 日 江 P 、住人 志 賀瑞翁 長命に て、 元 織 田 信 長 之 小姓に て 今年 百 三十 六歲 にて 死 5 此 節實說 

也 0 

一 同月 廿 六日 御^本. 鄉村帳 村 名 違 等、 此度萱 橋 御領 分 之 内 被 召 上 候 御代 知、 鄕村帳 御 改被差 上 候に 

付、 此御 序に 右 村 名 御 改被成 度 御 願 松 平 左 近將監 様え 小 野 治 郞右衞 門 殿御 賴被仰 立 候。 

一七 月 七日 御鷹 之 雲雀 三十 御 拜領、 上使 微訪靱 負 殿。 

一 八月 十一 日 大森大 持 寺 il- 山 弟子 二人 依 出訴 秋 田え 被 相 下さ 右 は 先達てよ.. M ニケ 寺え 隱出、 亦 内 ，處 • 

非 分に 付。 

一 九月 廿 二日 御 老中 松 平 左 近將監 様え 大嶋助 太夫 罷出 候處、 先達て 小 野 治 郞右衞 門 殿御 賴被仰 立 候 

秋 田 御領 內村名 違 御 書 改之儀 相濟、 阈鰭圖 も 御 改正 可 被 成 被 仰 渡 候。 

一 偶 日 上使 酒 井 譜 岐守樣 御 出、 御 拜領物 如 近年。 

一同 廿 三日 御 登城 御禮。 

一同 廿 八日 江戶御 立。 

一 十月 十五 日 御着 城、 右御禮 使者 石 塚キ殿 同 十六 日 登。 當六日於角館、元祿十四年式部少輔様御預..^ 

福 富 兵 部 殿、 中風に て 死去 之 段 十五 日 江戶ぇ 達。 御 老中え 被 仰 達、 江戶ょ 6 御徒 目 付 高木 金 右衛門 
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權 右衛門と 申 もの 御撿 使に 罷下。 

0 享 保 十六 辛亥 . 

一 正月 元日 御 在國、 年始 御 規式如 御 嘉例。 同 晚御香 會御儉 約に 付 被 相 止。 

一同 二日 御料理相止御吸物斗御引渡廻座諸頭被下之、御拍子有..^。 

一 四月 十 一 日 於 江戶、 日暮 里に 被 成 御座 候聖 相院樣 御大 病、 河 野 松 庵 老被仰 分 候に 付 秋 田え 御 飛脚 參 

着 0 

一 同 十三 日 於 江 戶壹岐 守 様、 豐前守 様、 神 尾內記 殿、 細 井 左 治 右衛門 殿御 相談に て、 屋形樣 御 看病 御 登 

被 成 度 御 願書 小 野 治 郞右衞 門 殿御 賴左近 將監樣 え 被 差 出、 壹岐守 様、 豐前 守樣御 出御 願 被 成 候。 尤御 

兩樣 よ. 0 之 御 願 十四日 相濟秋 田え 御 奉書 出 A  、因 テ御步 行 御 飛脚に て 被 差 越 候。 若 シ御登 之 時 房 川御關 

所 夜中 御 通.^ 被 成 候御證 文、 左 近將監 様よ 6 出 申 候。 

一 同 十五 日 目白よ 6 出火、 大風に て 櫻田邊 御大 名 上下 御屋敷 之內 ともに 六十 軒燒失 0 

一 同 十七 日 秋 田え 當 十二 日立 御 飛脚 參着。 屋形樣 御 持病 之 脫肛、 御供 觸被仰 出 候 得と も 當分御 延引 

之由廿 四日 江戶 ぇ達ス 0 

一同 廿 二日 聖相 院樣御 卒去、 御 年 七十 三。 肥 前 平 戶之御 生。 


一 同廿 四日 秋 田よ 6 廣瀨嘉 八郞早 打に て 御 使者 十八 日晚 出足。 廿 九日 御奉窨 之御禮 御物 頭 中 田彥太 

夫 罷登。  、  一 

一 五月七日 酒 井 讚 岐守樣 よ.^ 御留主 居え、 御 悔御窨 秋 田え 可 遣 候、 中田彥 太夫 罷下 6 に 被 遣 候。 同日： 

御 家中 月 代 御免。  . 

一 同 十三 日 古 宇田 忠藏御 使者 上着、 右 は 秋 田 出足 御 奉書 之 御禮、 御 持病に 付 御 延引 之內御 不幸 相 達 候 一 

故 出府 御 延引 申 候。 明日 御 老中 相 勤 候箬。  - 

一 同 九日 聖相 院樣御 葬禮、 總泉 寺に 御 土葬。 御 法名 聖相院 殿 妙 道 常 光大 姉。  ； 

一同 廿 一日 御城え 諸 大名 御 旗本 被 召 候。 大納言 樣家重 公御緣 組、 有栖川 親王 姬宮頃 宫御定 御 入 輿 被 成 

誊 

置 候 段 被 仰 出。  ： 

一 同廿 九日 秋 田え 之 御 奉書 御禮 御物 頭 白 土 嘉右衞 門 上着、 今日 御 老中え 出ス 0  一 

一 七月 十三 日 黑田 甲斐 守 様 御 養母 樣養眞 院樣御 逝去、 御 年 四十 二。 德雲 院檨御 末女 也。  一 

一九 月廿 七日 夜 於 御城 御 休 所 御 平產、 御 男子 御 誕生。 御名 奉 稱仙壽 丸 様と。  一 

一十 二月 五日 大納言 樣御入 輿 被 遊 候。  ， 

一同 十六 日 諸 大名 昨日 爲御 祝儀、 二種 千疋、 西 丸 御 本丸え 御獻 上。  一 

一同 廿 九日 眞壁甚 太夫 孝 幹 閑居に て 卒ス、 年 五十 七。  i 
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o 享 保 十七 壬 子 

一 正月 御 在國。 

一 同廿 五日 天 英樣御 百 ケ年御 法事 天德 寺に あり、 於江戶 も鹿德 寺、 宋雲院 にて 御 施行 あ. 御 回 香料 

. 銀 十 枚 被 遣 候。 當 二日 八 木 淸之允 廻 座 部 尾 住 御座、 去.^ 廿 九日 御免 之 由。 

一 二月 四日 秋 田え 鶴 御 拜領、 酒 井 讚岐守 « にて 宿 繼御奉 赛幷御 卷.. -共被 相 渡。 

一 同 七日 右 御請 御 狀千住 龍 通 爲御知 申 上、 秋 田え は 十 一 日 着。 右 御 禮松野 彌十郎 登、 同廿 七日 上着。 

一 三月 七日 彌十郞 登城。 

一 同 十二 日 於秋田御^^參。 同日 知行 被 返 下、 御 加增、 御 褒美 等 數多被 下 置。 同夜 五 ッ時過 御城 下上龜 

之 丁 出火、 大工 町、 中 通 町 五丁燒 失、 家數百 七十 八 軒。 御 出馬。 

一同 廿 一日 屋形様 江 戶ぇ御 登。 

一 同廿 八日 江 戶淺草 寺 町よ 6 出火、 觀音 前、 淺草 此方 御 下屋鋪 御殿 御 長屋 燒失。 此火西 丸え 燒御櫓 一 

ッ燒 失。  ， 

一四 月 六日 淺草御 下 屋鋪智 淸院樣 御假屋 出來、 御 移 被 成 候。 

一同 七日 屋形樣 江戶ぇ 御着、 御供 大越 甚右衞 門。 


一 同 九日 上使 松 平 右 京大 夫 様 御 出 也。  ■ 

一同 十五 日 御 登城 御禮相 w。  • 

一 五月 四日 細 井 左 治 右衞門 様御賴 御用 番ぇ、 屋形様 豐前守 様 御 養子 被 成 度 御 願 被 仰 立。 

一 同 八日 晚御 老中よ， -、 御用 之 儀 候 間 御 登城 可 被 成 由。 依て 九日 御 登城 之處、 御 願 之 通 豐前守 様 御 養 

子 被 仰 付、 則 御 同道 御 屋鋪ぇ 被爲入 候。 若殿 様と 可 申 上旨 被 仰 渡、^ 十二 日 御名 修理 大夫 様と 被 仰 進 

御改 也。 

一 同 十五 日 御 登城 御 養子 之 御禮。 公方 様え 卷物 五、 西 丸え 卷物 三御獻 上、 御 目 見 

一 同廿 七日 若殿 様 濱町御 屋鋪ょ 6 御 上屋 鋪ぇ假 に 御 引 移 .CV、M 五月 十七 日、 演町本 之 御 家中え 被 仰 渡 

候 は、 當分 式部 樣御跡 不立置 候 間 自分 只今 之 通 御擬被 下、 段々 御國 本え 被 差 下 次第に 江 戶秋田 共相應 

之 勤 可 被 仰 付、 追々 可 被 仰 出 候 得 共 先 於 江 戶被仰 渡 旨。 

一 同卄 四日 查岐守 樣駿府 御城 御 加 番被仰 付。 

一六 月 九日 於 秋 田 仙 壽丸様 狂風に て 御 逝去、 同 十五 日 江戶ぇ 達。  • 

一同 廿 一日 江 戶柳原 御中 屋鋪と 西 御中 屋鋪 中に 小路 有 之、 西御屋 鋪と淺 草御屋 鋪 間え 酒 井 左 衞門尉 

樣御屋 鋪と細 小路 小 門 有 之處、 此度 只今 西御屋 錦と 御中 屋敷 間に 小路、 洒井 御門 幷に被 成 置 度 由 御 願 

先日 被 仰 立 相濟、 今日 改御 役人 衆 右 柳 原 御屋敷え 御 出、 若殿 « 御 出合 御請 取 相脾。 
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一 同廿 八日 御中 屋敷 御殿、 御 長屋 出來、 今日 若殿 樣、 若 御前 樣、 永 妻 院樣御 移 徙被遊 候。 

一七 月 七日 爲 上使 米倉 六 郞右衞 門 殿御 出、 御鷹 野 雲雀 屋形樣 御 拜領。 

一 八月 六日 法皇 崩御。 同 十 一 日 相 達 三日 鳴 物 停止。 

一 同 十五 日 秋 田よ 6 榮姬 様、 常姬樣 江戶ぇ 御上 着。 去廿 四日 久保田 御 立、 小 瀨縫殿 助 交替 登に 付 御 同 

伴 頭。 

一 同 十九 日 京都え 御 使者 御物 頭 川 井 左 太夫 登、 法皇 崩御に 付て 也。 

一 九月 十二 日 此度 若殿 樣御 養子 相 濟候爲 御 祝儀 御 家門 樣御 招請、 御上 客 有 馬 中 務大輔 樣初御 振舞 有リ 

一 同 十九 日 壹岐守 樣駿府 御 加番に 江戶御 立。 

一 十月 廿 四日 爲 上使 永 井將監 殿御 出、 御 廳之觸 二 御 拜領。 當秋 西國大 不作 虫 付に て、 公方よ ft^ 大社え 

一十 二月 十一 日 來 正月 御 年男 八 木 淸之允 江戶ぇ 着。 

一 同 十六 日 昨夕 御 老中よ 6 御 奉霄、 若殿 様 御 登城 之 處-- 被 任 四 品。 依て 京都え 御 使者 根 岸 惣內被 仰 付 0 

0 享保十 人/  . 

一 正月 元日 於 江戶、 屋形樣 若殿 樣御揃 御 年頭、 御 祝儀 八木淸 之允獻 上、 詰 合 之 御 家老 大越 甚右衞 門、 小 


瀨縫殿 助。 

一同 二日 兩 殿様 御 登城 御 時 服 御 拜領、 今暮 よ， 9 御謠初 有.^。  . 

一 同 七日 御 本丸え、 若殿 様 舊臘御 敍位御 禮被仰 上 縮 綿五卷 御太刀 馬 代、 西 丸え 御太刀 馬 代御獻 上。 屋ー 

形 樣右爲 御禮御 老中え 御 出。  一 

一 同 八日 若殿 様よ.^、 京都え 所 司 代え 御 老中よ 6 御 奉書 被 遣 候 付、 根 岸 惣內同 九日 出足。  一 

一 同廿 三日 左 近 將監樣 より 此方 御留主 居え、 秋 田 御 國繪圆 御 改正 先 可 被 相 止 候。 境內 名所、 鄕村名 違 一 

等 書付 等、 御 勘定 奉行え 可 相 伺 被 仰 渡。 

一 同廿 四日 御 奉書 廿 五日 御 登城 之 所に、 屋形樣 、松 平 長 菊樣、 溝 口 出 雲 守 樣御ー 同に、 常 盤橋邊 御堀 俊 御 

普請 御手 傳被仰 付。 

一 二月 七日 御 普請場え 此方 奉行、 本ダ役 御用 人 御物 頭 御 目 付 御用達 小役人 御 步行御 足輕引 移、 御留主 _ 

居 兩人內 一 人 宛替々 相 勤。  ； 

一 同 十三 日 根 岸惣內 京都 御用 相 勤、 口宣 請 取 江戶ぇ 下着。 當十 二日 夜中 よら 十三 日 迄、 秋田湊 にて 下 

酒 田 町より 出火、 永覺 町、 下 酒 田 町、 上酒 田 町、 加賀 町、 小鴨 町燒 失、 町數六 丁、 家數 二百 四十 九 軒、 長屋 一 

借屋 五 百 十 軒、 土藏 二十 九、 寺 十三 軒之內 十軒燒 失。 西北 風 也。  一 

一 五月 十八 日 江戶御 普請 所 吳服橋 鍛冶 橋之內 御堀 俊 出來、 御 奉行 衆 入御 覽、 松 平 左 近 將監樣 御 出御 覽ー 
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之 由。 半藏 御門 俊同廿 八日 限 極 さ 

一 六月 十八 日 查岐守 様 奥様 御亲後 御 卒去、 是は屋 形 様 實御妹 也。 秋 田え 廿 四日 申來、 廿 七日 迄 鳴 物 停 

止、 殊月代 右 同斷。 

一 同廿 三日 御 俊 出來、 同廿 四日 兩 奉行 衆 御 見 分、 同廿 六日 左 近 將監樣 御 i:^ 也。 

一 同廿 六日 御 奉書、 廿 八日 御 登城 之處、 御手 傳相濟 候に 付 御 時 服 三十 御 拜領。 依 之 於 御城 大 奉行 銀 五 

十 枚、 御 時 服 五 添、 奉行 銀 三十 枚、 御 時 服 三 梅津藤 •fer  、本 ズ田邊 勘 兵衞、 二葉 勘左衞 門、 御 留主居 大嶋助 

太夫、 布施 新 助、 矢 野 孫 太郞、 大越 長右衞 門、 銀 二十 枚、 御 時 服 二 宛 右 十 人 同前に 拜領リ 

一 同廿 九日 御 歸國御 暇 御 拜領、 上使 松 平 右 京大 夫 様 御 出御 拝領 物 近年 之 通。 此節御 國元時 行 引 風頓、 

江戶も 風邪 時 行、 L:^ 方 御用 所 七月 十七 日に は 御 年寄 衆 不殘差 入、 役人 三人 押て 相 勤 候。 江戶表 も當十 

三日 は 往還 も 無 之 ほと、 尤國 々奥州 筋道 中、 右 煩に て 人馬 出 兼 候 由申來 0 大納言 樣も御 本丸え 御 出 も 

御馬に て 出御。 

一 八月 十 一 日 屋形樣 江戶御 立、 廿 六日 御着 城。 御歸 國御禮 使者 柬將監 、廿 七日 江 戶ぇ登 さ 

一 十月 三日 大納言 樣 御簾 中 薨去。 此御 地え 十 一 日 申來、 鳴 物 停止 普請 不苦 U 

一 十一 月廿 六日 於 江戶、 若殿 様え 爲 上使 米倉 六 郞右衞 門 殿御 出、 御 應之觸 二 御 拜領. - 十二月 五日 此方 

え 申 來。 


一 十二月 廿 八日 於 御城、 當夏中 御手 傅 御 普請 相 濟候御 料理 役人 迄 被 下 候。 御法度 書 之 間 拜領、 於御廣 

間御拍子有..^、御夜食小書院に て 御 東 始被下 置 候。 

0 享保 十九 甲 寅 

一 正月 元日 屋形樣 御 在國。 

、 

ー词 二日 晚御 料理 被 相 止、 暮 より 東 山城 初 登城 御諷初 有，^。 

一 八月 六日 夜中 湊町 出火、 加賀町 小路 火 本に て永覺 町、 小鴨 町、 萱村 町、 蒲町燒 失。 

一同 十一 日 大館住 古 內藏人 嫡子 德 千代 出仕、 名左惣 次- 改御 一 字 被 下家 來 三人 被 召 出。 近 進出 仕 家督 

名改共 六十 五 人。 横手 住 山縣淸 右衞門 養子 甚七郞 出仕 御 下 字 被 下、 中 之 御座 敷 多 賀谷左 兵 衞相渡 候。 

一 九月 十日 湊 小路 狹 候に 付、 其 角々 之町屋 一 軒 宛 被 召 上 候て、 其 物 屋敷 同所 畑 一 =2 之 內町尾 敷に 被 仰 付 

候 も、 町奉行え 被 仰 渡 新 屋敷え 引 移 候 者 被 下 置 候。  ， 

一同 十二 日 小 田野 刑 部 正 純 御 家老 被 仰 付。 御 加增ニ 百 石 被 下 六 百 石に 被 成、 御 役 料 等に て 千 五 百 石 

波 下？ 

一 同 十五 日 屋形様 江 戶ぇ御 登。 御供 御 家老 今 宮大學 、御先 道具 御鐡砲 三十、 御 弓 十 張、 御鏠十 筋。 

1 十月 朔日 江戶ぇ 御着。  ，.》 
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一 同 五 日 上使 酒 井 讚 岐守樣 御 出、 同 十五 日 御 登城 御禮 Q 

一 十 一 月廿 八日 夜中 馬ロ勞 町よ 6 出火、 酒 田 町、 鍛冶 町、 向 馬ロ勞 町、 榴山御 足輕町 組々 にて 百 二十 軒 

燒失、 其外龜 町え 火 飛新庄 町、 丁數九 町、 百 十 軒 本家、 借屋 七十 軒、 土藏 十三、 焚 炭 三 万 貫目 一 兩日燒 申 

候。 右に 付 御 足輕假 長屋 被 建 置 候。 

一 十二月 十七 日 於江戶 御 老中 御 連名 之 御 奉 * 到來间 十五 日 御 禮御扣 被 成 候處、 御白 書院に 於て、 萱橋 

御 知行 之 內村替 一 ケ村入 候に 付 御朱印 被 出 置 御 拜領被 成 候。 

一 同 十六 日 松 平 伊豆守 様え 御 留主居 御 呼出し、 御 老中 御 連名 之 御 添 目 錄被渡 置、 請 取。 御 代替 斗 御 居 

御 判、 村替等 御朱印、 然し 御 老中 御 連名 御 添 目 錄無之 儀に 候。 

0 享保 二十 乙 卯 

一 正月 元日 御 在 江 0  .  •  .  - 

一 三月 廿 四日 夜中 横手 町 大火。 

一同 廿 五日 於 御城 御 休息 御 男子 樣產、 同廿 七日 御 夭死。 

一 同 晦日 當廿 三日 御 奉書に て 御 登城 之處 に、 榮姬 樣御緣 組、 松 平 隱岐守 様え 御 願 之 通 被 仰 出。 當 三月 

廿 一 日今上浦|!?;^^^御讓位、天子浦麟1?|仁御受驟相濟。 此 地え は 四月 八日 申來。 


一 同 十三 日. 屋形^ 御 SS 國 御暇爲 上使 松 平 伊豆守 様 御 出、 御 拜領物 近年 之 通" 始て從 大納言 様爲 上使 

本 多 中 務大輔 様 御 出、 卷物十 御 拜領。 當 十二 日 於 江 戶屋形 様、 大 御前 様、 御 姬樣方 御中 屋鋪 ぇ被爲 入、 

若殿 様、 御 妾腹 左 irn 様え 初て 御對 面。 

一同 廿 一日 屋形樣 江戶御 立、 五月 六日 御着 城。 御歸 國御禮 使者 小 野 岡 宇 兵衞。 

一 六月 廿 三日 德雲院 様 三十 三年 御 法事 昨今よ 6 天德 寺に 有. o。 

一 七月 三日 町奉行え 被 仰 渡 候 は、 此度御 儉約御 振 も 御 改被遊 候に 付、 只今 長 町 町奉行 假屋ニ 軒 之內ー 

軒 被 成 置、 每日其 假屋ぇ 出勤 仕 御用 相辨、 外 は 自分 宿所に て 可 承 相 極 候。 

一同 十一 日 於， 御城 御 引渡、 御 廻 座、 役人、 其 外 町々 兩人 宛、 御廣間 上段 次 引渡、 御 敷： S 之 外 廻 ti  、其 後 御 

物 頭 始諸士 押 込罷出 候に、 山城、 老中 先御緣 通扣、 屋形樣 上段 御着 座 被 仰 出 候 節、 御 引渡 着座 之內 入御 

右筆 御 條目讀 申 候。 大小 姓 番頭 被 相 改如古 來被相 止、 組頭 筆頭と 名 付 御 番方差 引 被 仰 付。 御物 頭、 御 

步 行頭 被 相 減、 御鷹 方 支配 名 被 相 止、 御 刀 番之內 よ 6 御步 行頭 役 御鷹 方 支配 被 仰 付 御 目 付 上に 被 立 置 

候。 御中 屋敷 御刀番 共に 都合 十二 人、 御 兵 具 奉行 都合 二十 五 組 被定、 御 小 性 頭 御用 人名 付、 御 侧醫、 御 

側 小姓 人數 被相定 只今 迄 相 勤 候內、 御物 頭、 御步 行頭、 御鷹 方 頭、 御醫 者、 御 小姓 之內も 御免被 成 置。 

此節御 廻 座 詰 番每日 兩人宛 登城、 大小 姓 御番帳 披露 等 勤 被 仰 付。 

一 九月 廿 三日 公方 様 御 三男 小 五郎 殿御 名 刑 部 卿 様と 御改。 右 御 悅同廿 五日 惣 出仕、 諸 大名、 諸 番頭、. 
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布 衣 以上 御 登城、 在 國在邑 御 面々 以 使者 御 悅可申 上 候。 此時小 田野 刑 部、 名齋 に改。 

一十 月朔日 柬 山城 京都 御名 代 出足、 御 卽位御 祝儀 十一月 三日 御 吉日 御太刀 御 獻上相 勤 候に 付、 十二 日 、 

に 勤 之。 

一 十 一 月廿 五日 上使 淺野內 膳 殿御 出、 十二月 七日 申來。 右 は 於 江戶、 若殿 樣 御鷹 野 腸 二 御 拜領に 付。 

一十 二月 十五 日 小 野 岡 宇兵衞 嫡子 龜 千代 出仕、 源 四 郞に改 御 一字 御 刀 萍領、 家來 二人 被 召 出。 梅津小 

(マ 、) 

右 衞門嫡 

0 元 文 元/ 

一 正月 元日 屋形様 御 在國、 年始 御規式 0 

一同 二日 暮ょ，.^登城御拍子。 

一同 三日 御廣間 相濟、 入御 之 節 町人 御 禮。.  、. 

一 同 十三 日 東 山城 儀 京都 御名 代 相 勤 下着、 屋形樣 御 麻 上下に て 御 逢 被 遊 候。 

一 二月 十八 日 佐 竹 石 見 儀、 此以 後西 家と 唱可申 旨 被 仰 出。 

一三 月 十五 日 勤 功之 もの 御 加增、 御 褒美、 御 加 扶持 被 下 置。 

一 同 十六 日 屋形様 江 戶ぇ御 登、 御供 詰 家老 大越甚 右衞門 御物 頭 兩人被 召 連。 此年御 參勤思 食 を以、 大 


番與ょ 6 御先 供 六 人 被 仰 付、 薄 井伊 右衞 門、 淀川 多 右衛門、 吉川嘉 六、 神原彥 七、 小 柳傳之 助、 士  II 川 藤 右 

衞門罷 登 S 御 步行之 內へ四 人相 加へ 御供 相勸 候、 御供 番之 ff- え 他所に て 相 列し 候。 一 ケ年相 勤 相 止 

候 0 

一 四月 五日 御 參府。 

一 同 九日 上使 本 多 中務大 輔稳御 出。 同 十五 日 御 登城 御 目 見濟。 

一 同廿 二日 御先 手 小 野 治 郞右衞 門 殿御 賴被 成、 松 平 左 近將監 様え 若殿 様 御 入部 御 願 被 仰 入。 

一 五月 六日 江戶ょ 6 申來、 先月 廿 八日、 兩 殿様 御 登城 之 所 若殿 樣御 入部 御 暇 被 仰 出、 卷物 二十 御 拜領、 

西 丸よ 6 卷物十 御 拜領。 先月 廿 六日に 御 敍位御 祝儀 有 馬 中 務大輔 様、 相馬彈 正少弼 様、 輕出 羽守樣 

其 外 御 客 御 振舞 冇， -。 當十 六日 若殿 樣江戶 御 立。 御供 之 御 家老 今 宫大學 、御 番頭 山方內 匠、 御用 人 御 

道中 被 付 置 候 根 岸 惣內. -同 役眞壁 十 兵衞、 御 膳 番羽石 櫂 兵衞、 御物 頭 大山 平右衞 門、 小 野 崎 五 右 衞門兩 

人、 御 鐵砲御 弓 御 鐘、 御 刀 番村野 治 右衛門、 平野 兵左衞 門、 酒寄舍 人、 生 田 目 喜內、 御 納戶役 諸橋告 兵 

衞、 吉村本 之 允、 御 目 付 小 貫 山 忠兵衞 、御用達 關五 郞左衞 門、 御 小姓 木村惣 八、 平澤 重右衞 門、 關 口藤 

太、 佐 藤彌市 兵衞、 小 林 武左衞 門、 三 森 喜內、 大嶋 助右衞 門、 大 番組よ.^ 濱田 郷右衞 門、 梁 市 三郞、 犬 小 

姓 岡 見 左 平 次、 井上 淸右衞 門、 相 澤左平 太、 遠山 利 助、 森 谷 平右衞 門、 大 番組より 八代彌 太郞、 那可與 一 

左衞 門、 竹內惣 八、 御 使役 中 村 主税、 大番八 人、 御 醫者鎌 田 道鐵、 門 脇 全 庵、 御針師 阿曾 村 養 宅、 御中 間 
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頭 假川崎 文 太、 御 臺所役 淸水忠 右衛門。 

一同 廿 七日 御領 內院內 ぇ被爲 入御 一 宿。 依 之 御所 持 衆、 其 外在々 よ 6 久保 田え 相 詰。 

一 六月 朔日 御入部、戶嶋ょ.=^養過御着城。 大 番所 御 玄關御 式臺ぇ 山城、 K め 刀、 左 兵衞、 齋、 當番大 番頭、 

寺社 奉行、 御 側 御用 人、 御 側 廻、 御 小姓 御 緣之上 相 詰。 若殿 樣御玄 關 にて 御 下乘、 山城、 年寄 共 御意^ 

之、 山城 御先 立 御案內 次第、 御 番所よ. =v 御廣間 御緣、 夫よ 6 御座 之內、 夫 よら 金 之 間 御 廊下、 御座 之 間 

長爐 間に 御着 被 遊。 御 K 斗 出 山城 斗 御自身 被 下 H。 御供 今， K 大學罷 出 候て、 御前え 御 引渡 差 上レ， 御铫 

子 出さ 被 召上畢 て、 御 焚 斗 大學ぇ 御 小姓 持參 頂戴、 中ノ 御座え 御 小姓 差置大 番頭 頂戴、 夫 よら 次 御座 

え 右 K 斗 出"、 御供 之 面々 順々 頂戴。 畢て 御供 方 御意 御 暇 被 下、 御 料理、 山城 初 御 相手 番 Q 御歸國 使者 

小 野 崎大藏 出足。 

一同 二日 何も 御 目 見。 今日 天德 寺え 御 參詣、 公儀 御 靈屋ぇ も 御 參詣、 服 忌 御改。 

一 同 五日 津輕出 羽 守 樣所御 入部に て 當町御 通、 湊御ー 宿、 御 使者 被 遣 候。 

一 同 七日 御 入部 爲御 祝儀、 御 一 門 衆、 御 引渡、 御 廻 座 獨禮被 仰 付 相 詰 申 候 0 御 廣間御 出前 於 御座 間、 屋 

形 様よ 6 御 進物 二種 一 荷、 御太刀 金 馬 代、 御 使者 根 岸 惣內、 披露 番頭。 大 御前 様よ.^ 御 時 服 五ッ、 二種 

御 撑代五 百疋、 御 使者 山縣波 負、 智淸院 様よ. 0 御 時 服 三 ッ、 二種 三百 疋、 御 使者 白 土 治左衞 門、 榮姬 様、 

常姬樣 よ.^ 御 箱 肴、 御棒 代 二百 疋宛、 御 使者 山 本 喜 右衛門。 畢て 上段 御着 座 獨禮、 御 家老 御 博代獻 上、 


御 時 服 被 下。 其 外 御用 人より 御茶 道 迄 相 濟大廣 間え 御 出、 主計、 石 ：13^ 始ー 番座濟 、山城、 淡路初 時服臺 

にて 被 下 之。 畢で廻 座、 三ッ目 御座 敷 御 敷 限ニ疊 目に 獨禮、 御 樽 代 獻ス、 御 時 服 被 下 之。 部屋 住 は 被 下 

物 獻上も 無 之獨禮 斗、 畢て三 奉行 始 切支丹 改役、 右相濟 入御。 

一 同 十二 日 右 御 祝儀 御 料理 御廣間 出御。 御 出 以前 壹岐守 様よ 6 御 使者 御太刀 馬 代、 兩種 三百 疋、 御 使 

者 御 賴大番 與頭兵 部 少輔樣 御 添 口上、 御 肴 御 添 御 口上 御 直答。 畢テ 御座 間 御 引渡、 部屋 住 共に 二十 人、 

廻 座、 大 般若 間 役人、 切支丹 改役迄 四十 四 人、 二番 座 御 側 廻 八 ッ 過、 別て 御 吸物 御酒 被 下 南方 御 緣ぇ相 

詰、 御 拍子 三番 有 6。 御 年始 之 口 相 涛金之 間え 可 相 詰 由罷出 候、 山城、 年寄 衆 右 同斷、 役人 御 臺御士 器 

頂戴、 年寄 衆 御 肴。 畢て 山城 始御暇 何も 退出。 

一 同 十三 日 大 番組、 大小 姓 組 與頭始 獨禮、 御 敷 限よ .>四叠 目に て 御禮申 上、 出 人 四百 九十 二人。 • 

一同 十六 日 大番、 大小 姓、 御 小姓 獨禮、 五 百 三十 九 人。 

一 同 十七 日 御 右筆よ.^ 御醫 者、 近 進、 諸 役人、 番外、 角 館 本 御 家中、 在々 給 人 迄 近 進 並 は ニ疊目 獨禮、 四 

百 九十 五 人。 畢て 御座 間にて 町人 罷出 進物 前置 御禮、 御法度 書 間 久保田 町人、 湊町 庄屋、 其 外 御用 所 

町人、 御 入部 御 祝儀 箱 肴、 御 樽 一 荷 斗 入四ッ 、湊町 同 斷斗入 ニッ。 

一 同 廿日 寺院 御禮。 御入部已前於江戶、今宫大學御養子之儀に付辛勞仕候.0、此度爲御祝儀御加^-ニ 

百 石 被 下、 其 外 御 加 增御側 廻 被 下 置。 當 六月、 於江戶 金銀 替被仰 出。 
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一同 廿 六日 若殿 樣 御社 參、 五社え。 

一七 月 六日 津輕出 羽 守 様よ. -御 使者 登城、 御 料理 被 下 御 直答。 

一 同 七日 御 兵 具 藏ぇ被 爲成御 武具 御 K。 

一 同廿 五日 御 町 踊、 湊町踊 御 覽、 御臺所 前にて 入御 卞 諸士 勝手 御 見せ 被 成 候。 

一 七月 廿 二日 於江戶 屋形樣 雲雀 三十 御 拜領、 上使 筒井 主 殿 殿御 出。 

一八 月. 二日 若殿 様、 於 谷 橋 大筒 上 K  、山城、 老中、 御 相手 番、 奉行 罷出 候。 同 三日、 S 城 河內守 殿よ 6 御 

飛脚 御 進物 參候。 

參 

一同 十四日 於江戶、銀引替之儀大御目付衆ょ6御廻狀有，^o 

一 九月 十日 若殿 樣諸士 弓御覽 Q 

一十 月 二日 松 前 志 摩 守 様よ，.^ 御步 行に て 御狀參 候。 

一 同 三日 玄猪之 御 祝儀 諸士 登城。 

一 同 七日 江戶ょ 6 申來 候、 先月 十五 日 服 总令御 改被仰 出 申來候 0 

同廿 七日 春 御 參府、 御供 觸有. ^0 同日 於 江 戶屋形 樣腐御 拜領、 上使 削 田 源七郞 殿御 出。 十 一 月 十三 

日 申來。 

一 十 一 月 十五 日 天子 女御 入內、 依て 諸 大名 五 万 石 已上賀 儀 被 仰 上。 京都え 爲御 使者 宇 留野源 兵衞、 在 


江 戶金百 兩被下 被^ 登。 

0 元 文 二  丁 巳  J 

一 月 元日 屋形様 御 在 江戶。 若殿 樣始て 御 國本御 年頭 御規 式、 御 ノ問 老中 御盃被 下、 御侧 《 迄相濟 

御廣 間え 出御、 御 g 斗 八木淸 之允獻 上、 御 铫子御 膳 番御杓 御 引渡。 在々 衆 御免 故、 一 番座石 塚 主 殿、 岡 

本 又 太郞、 二番 座 東 山城、 眞壁掃 部 助、 伊達 外 記。 畢て廻 靡 酒 出金 太夫 始三 十五 人、 畢て三 奉行 始大番 

大小 姓 御 小姓 迄。 

一同 二日 暮 より 登城、 役人 は 一 役 一人 宛 御 吸物 被 下御諷 初、 御 拍子 三番。 畢て金 之 間 山城、 將監、 老中 

御 S 被 下 返 否 被 仰 付、 御 流、 御士 器御臺 物拜領 Q 

一同 三日 御 步行已 下 御 掃除 坊主 迄 御盃被 下。 

一同 四日 御 初 野 大平本 町 迄 御 出。  ， 

一 同 七日 院家。 

一 同 十六 日 天德寺 寺院 御 

一 二月 十二 日 若殿 樣 八幡宮え 御社 參 Q 御歸城 直々 柬 山城 宅え 御成、 御儉 約に 付 御 立 寄と 唱候。 

一同 十四日よ 6 御 實父源 照 院樣御 十三 回总、 闘 信 寺に て 御 法事 有 6、 十五 日 迄 御 帳。 

羽^ 史略 卷之 五 (元 文 二)  i 


秋 ra 叢書 笫 十二 卷  i 

一同 十六 日 江戶 よ. -申來 、當 七日、 榮姬様 御 緣組松 平 隱岐守 様え 御 願 之 通 被 仰 出。 

一 同 十八 日 大山 若狹 跡目 嫡子 左 源 太 被 仰 付、 院內所 司、 組 下 共に 不相替 被 仰 付。 被賴 御物 頭え 老中 直 

々申 渡し、 組 下え 御物 頭 今 村 五 郞右衞 門、 御 目 付 椎名雲 九 郞院內 え 被 仰 渡、 卄 三日 出足 0 先 H 、大山 左 

源 太 方え 上使 梅 律 百助院 內ぇ往 0 

一 三月 十二 日 若殿 樣江戶 え 御 登。 御 老中 小 田野 齋、 御先 道具 御鐡砲 二十、 御 弓 十 張、 御 鐘 十 筋、 御物 頭 

二人、 御用 人 一 人、 御膳番 一 人、 御 刀番四 人、 御 目 付 一 人、 御 納戶役 二人、 御用達 一 人、 御 小姓 九 人、 大小 

姓 六 人、 御 使役 一 人、 大番九 人、 御醫者 本道 外 治 御 針 師共四 人、 御 右筆 二人、 御臺所 役人、 御用 所 物 書、 

御用 人物 書、 御 膳番物 書、 已上 三人、 支配 目 付 三人、 御 荷物 持 參役兩 人、 御茶 道 四 人、 御中 間 頭 一 人、 御 

膳 奉 五 人、 御 時計 坊主、 御茶屋 坊主 兼 四 人、 御馬 乘 二人、 御馬 醫 一 人、 御 歩行 三十 三人、 御茶屋 六 人、 御 

足輕百 四十 七 人、 御中 間八 十^ 人、 御厨 屋 十四 人、 御 草履 取 五 人、 菊 籠 者 十二 人、 御厩 者 十 人。 

一同 十九 日 院內御 一宿。 

一 同 晦日 江戶表 金銀 引替、 午 正月よ 6 只今 迄 金 百兩は 三十 兩增 候て 引替、 銀 十 賞 目 は增步 合に て當十 

二日 迄 引替 可 申 由 被 仰 渡。 

一四 月 二日 若殿 様 江戶御 參府。 先月 十 一 日、 壹岐守 様 御 嫡子 延， 丸樣、 御名 求 馬 様と 御改。 御 目 見 御 

願、 屋形樣 御 添 窨被成 候て 壹岐守 樣御願 被 仰 上候听 


：!： 廿 七日 御 奉書。 翌廿 八日 查岐守 様、 求 馬 様 御 登城、 公方 様 御 目 見相濟 候よ し。 

四月 十三 日 屋形樣 御 歸國御 暇 上使 松 平 伊豆守 樣御 出、 同日 若殿 樣御參 府御禮 相濟。 

四月 十五 日 屋形 樣御歸 國御禮 相濟。 

同廿ー 日 屋形樣 江戶御 立。 

同卄 六日 江戶 より S. 來候 は、 當十 一 日 於 京都 仙 洞様薨 御、 於 江 戶鳴物 三日 御 S: 止。 依て 於 秋 御城 

下 斗 鳴 物 三日 御 停止。 

五月七日 御着 城、 御供 御 家老 大越 甚右衞 門。 

六月 廿 二日 於 江 戶西丸 若殿 樣御 出生、 竹 千代 樣。 御大 名よ 6 御 祝儀 之獻 上物 有 6 る 

同廿三 日 於 江戶、 此度御 誕生 竹 千代 樣御 祝儀、 十 萬 石 以上 御 老中 御 饗應可 有 之 由 被 仰 渡 候 由。 

同廿 七日 大山 左 源 太 家督 御禮、 名 を 十 郞に改 御 一字 御 道具 被 下、 家 來四人 御前え 被 召 出。 同日 小 野 

崎 伊織 格 通 養子、 東 山城 義本四 男 也、 出仕、 上段に て 御盃御 一 字 被 下、 名 藤 太郞峯 通と 云。 

七月 十 一 日 御歸 國御禮 使者 戶村十 太夫、 今日 下着。 竹 千代 様 御 si 生御悅 使者 細 井 傳右衞 門、 同 十六 

日 下着。 

十月 七日 夜 四 ッ過湊 町 加 贺町柬 側 半分、 永覺町 東方 無殘 小路 限燒 失、 ニケ 寺、 土藏ー ッ燒 失。 

閏 十一 月 四日 八 ッ過三 丁目よ 6 出火、 雨 降 候 得と も 大火、 茶 町、 大町 不殘。 御 出馬 被 遊。 通 町、 肴 町 

羽 陰 史略 卷之 五 (元 文 二)  ぎ五 


御留. ^切。. 本家 百 七十 六 軒、 潰 家 十二 軒、 長屋 借屋 百廿八 軒、 同 淸家八 軒、 店 借 七 軒。  - 

一 同 十六 日 江戶ょ 6 申來、 當 四日 若殿 樣膘ニ 御 拜領、 上使 三 淵 縫 殿 助 殿。 

一 同 十八 日 大壽院 樣百ケ 年 御 法事 昨今 天德 寺に 有。 是は多 K 谷 修理 大夫從 五位 下 重經御 女。 

一 十二 刃 六日 江戶ょ 6、 先月 卄 四日 松 平將監 様よ， 0 人御國 本に て 鴒-錢 座 被 成 置 度 御 願 之 通 被 仰 出 候 由 

申來 候。  . 

一 同 十五 日 小 田野 齋 嫡子 右 馬 之 助 出仕、 名 亦 八 郞に改 、古格 之 通 御 相 酌に て 御 被 下。 此節梅 津小右 

衞 門忠榮 次男 半 五郎、 四： 白 八十 石 之 分地に て 被 召 出。 

0 元 文 三 戊 午 

一 正月 元日 屋形様 御 在國、 年頭 之 御 規式如 御 嘉例。 

一 同 十四日 强風 吹、 御 家中、 鎌 倉 大禁可 相 止 旨 被 仰 渡。 

一 三月 六日 向 右近 政 美 初武御 家老 被 仰 付。 

一 同 七日 茂 木 彌三郞 申立、 當 四日 十二 所 侍 屋敷 出火に て家數 二百 十九 軒之內 四十 七 軒、 侍 屋敷 同 三 軒 

寺 同 三十 一 軒、 足 輕同百 三十 七 軒、 町家、 御關 番迄燒 失。 

一 同 十六 日 屋形榇 江 戶ぇ御 登、 御 家老 宇都 宮帶 刀、 此度 御物 頭兩 人) 


一 阁 廿日 今 宮大學 御用に て 江戶ぇ 出足。 

一四 月 二日 御 參府、 御 登城 御禮。 

一同 六日 爲 上使 松 平 右 京大 夫樣御 出。 

一同 廿 九日 秋 田久保 田に て 上野に 錢« 吹始さ 

一 五月 六日 於 江戶、 左吉樣 若殿 樣御 嫡子に 被 遊 度 御用 番ぇ 御賴、 細 井 佐 次 右 衞門殿 を 以被仰 立。 

一 同 七日 左吉樣 御名 德壽丸 様と 可被爲 成よ し、 宇都 宫帶刀 御 使者に て 若殿 樣、 左 吉樣ぇ 被 仰 進。 

一 五月 朔日 若殿 樣御歸 國御暇 於 御城 被 仰 出。 

一 同 八日 江戶ょ 6 申來、 德壽丸 樣御弘 目 被 成 置 候に 付、 御附 人、 町奉行よ 6 田 崎 治左衞 門、 右 格 合に て 

御 近習 頭 役と 被 仰 付。 

一 同 十六 日 御 家中 諸士於 御城 右 之 段 被 仰 知、 在々 え は 以上 使 被 仰 遣。 

一 同 廿日 諸士麻 上下に て御廣 間え 罷 出御 歡、 御 帳に 付。 

一 六月 三日 當十 六日 若殿 樣江戶 御 立、 久保田 御着 城。 御供 今 宮大學 、御先 道具 御 鐡砲十 挺、 御 弓 十 張、 

御繾十 筋、 御物 頭 二人。 御歸 國御禮 使者 玉 生 八 兵 衞江戶 え 出足。 

一 七月 十 一 日 壹岐守 樣奧樣 御 卒去。 

一 同日 御家人 衆 金 井 六 右衞門 嫡子 六 助 不行跡に 付、 御 老中え も 被 得 御 內意秋 田え 被 相 下。 

羽 陰 史略 卷之 五 (元 文 10  iiios? 


一 同 十九 日 以上 使 雲雀 三十 御 拜領。  • ， 

一九 月 二日 於 江戶竹 千代 樣御 誕生 爲御 祝儀 御 老中 御 招請。 本 多 中 務大輔 様、 若 御 年寄 板 倉 佐 渡 守 様、 

御 奏者 戶田 山城 守 様、 高木 主 水 正 様、 大御目 付稻生 下野 守 様、 山 田 奉行 木 下 伊賀 守樣、 御作 事 奉行 美 濃 

部 八 郞右衞 門 殿御 招請、 御 能 有。 此度御 家來七 人、 中 務大輔 樣御盃 被 下 御 返盃 被 仰 付。 

一 同 五日 二度目 御 振舞、 御上 客 安藝 守 様、 土 佐 守樣、 中 務大輔 様、 南部 修理 大夫樣 始外五 人、 御 旗本 十 

三人。 - 

一 同 九日 於 御城、 竹 千代 樣ぇ屋 形 様 始て御 目 見。 

一同 十二 日 於 秋田湊 f 林 町 出火、 家 四十 軒燒 失。 

一十一 月廿 三日 腸 二、 屋形樣 御 拜領、 上使 米倉 六 郞右衞 門 殿御 出。 當 三日 大館町 出火、 家數 二百 軒餘、 

借屋 二百 軒餘、 都合 四百 軒餘燒 失。 

一十 二月 廿 九日 夜 五 ッ過淺 草 田 原 町よ 6 出火、 折節 大風 本 庄ぇ飛 移 6、 此節淺 草 御藏 御請 取。 夜九ッ 

過 鎭ル、 御歸殿 也。 

一 當十 一 月 十九 日 於 京都 大嘗會 行ル、 近代 無 之 御 禮式之 由。 

0 元 文 m 己 未 . r  f[  i  ,     


正月 元日 屋形様 御 在 江、 若殿 樣御 在國。 

二月 卄 二日 富姬様 g 雜様松 平 丹 波 守 様え 御婚禮 0 御 附人池 田 才兵衞 、手代 出 本 喜右衞 門。 御行 列 御 

大小、 御 弓、 御繾ニ 本、 御供 押 御 家老 大越 甚右衞 門、 御乘物 廻步行 御供、 引 馬 二十 三疋。 御 跡 乘求馬 様、 

神 尾 市 左衞門 殿。 

同廿 五日 丹 波 守 樣御聲 入御 道具 被 進 候。 

同廿 八日 屋形様 昨日 御 奉書に て 御 登城 御 婚禮之 御禮。 丹 波 守 様に も 御禮、 卷物五 ッ御獻 上、 西 丸え 

も 御 登城 御禮。 

三月 朔日 屋形様 丹 波 守 様え 御 舅 入御 出、 大 御前 様に も被爲 入御 揃 御 祝儀 涛。 

同 十六 日 屋形^^御贺之御祝儀有6,、何も奉詩歌御靡申上候0 今日 若殿 様 江 戶ぇ御 登、 御供 小 野 

齋。  . 

同 廿日 御山 越 0 此頃東 將監、 名主 馬に 改。 

四月 二日 若殿 樣御 參府 Q 

同 十 一 日 屋形樣 よ 6 若殿 様え、 德毒丸 様 御 事 御 嫡子に 被 成 度 旨、 御用 番松平 伊豆守 様え 細 井 佐 次 右 

衞門 殿御 赖被仰 立、 御 聞 屆被成 候よ し 相濟。 依て 從屋 形樣 若殿 様え 宇都 宮帶 刀爲御 使者、 德壽 丸樣御 

嫡子 被 成 由 被 仰 進 候。 御 祝 僅 有 60 同日 御 家中え も 被 仰 渡。 

羽险 史略 卷之 五 (元 文 四)  一 i 


秋 田 叢書 第 十二 卷  1  一二  0 

一 同 十五 日 屋形 樣ぇ爲 上使 本 多 中務大 輔樣御 出御， 歸國御 暇、 西 丸よ 6. 上使 松 平 能 登 守樣御 出、 御拜領 

物 如 前 也。 同日 若殿 樣御參 府御禮 御 登城。 

一 同 十七 日 德壽 丸樣、 御 嫡孫 被 爲成御 祝儀 上 々様へ 御 取 通し 有 之、 右 御 使者 田 崎 治 左 衞門勤 之。 屋形 

様え 御太刀 馬 代、 大 御前 様え 卷物三 ッ 、御 千 肴 二種、 若殿 様え 御太刀 馬 代、 銀 五 枚、 若 御前 様 え 卷物ニ 

ッ、 御 干 肴 一 種、 智淸院 様え 干 肴 一 種、 永 窗院樣 え 干 肴 一 種、 御內々 よ 6 金子 千疋、 右 之 通 治 左 衞門勤 

之。 榮姬樣 え も 干 肴 一 種 被 進、 御 刀番御 使者。 兵 部少輔 様、 御 母 儀 樣吳服 橋 奧樣、 壹岐 守樣、 求 馬樣、 

何方も 干 肴 一 種 宛。 德毒丸 様え 從屋 形樣御 使者 を以、 大嶋助 太夫 爲御 祝儀 御大 小 御搭箱 入、 御 時 服、 

御 K 斗 目、 御 下 召、 麻 御上 下 御目錄 にて 被 進 候。 大 御前 様よ 6 千 肴 二 箱、 御搏代 三百 疋、 生 肴 一 折、 御 

使者 中 村 藤右衞 門、 若殿 様よ 6 御 箱 肴、 御 使者 大嶋 助右衞 門、 若 御前 様よ 6 同斷、 御 使者 村 井 五兵 衞、 

榮姬樣 よ 6 同斷、 中 村 藤 右 衞門御 使者 御 添 口上、 永 壽院樣 同斷、 御 使者 武藤與 惣右衞 門。 秋 田に て 直 

姬樣、 壽姬樣 、今日日 付 奉 札 以御箱 肴 一 箱 宛 田 代 新 右衞門 申達。 兵 部少輔 様、 求 馬樣、 御 母 儀 樣吳服 橋 

奥様よ 6 ー爲御 祝儀 御 使者。 

一 同 十八 日 屋形樣 御 暇 爲御禮 御 登城。 

一同 廿 一日 江戶御 立、 御供 宇都 宮帶 刀。 

一 五月 六日 御着 城、 御禮 使者 東 主馬。 


一 同 七日 主馬 出足。 

一 六月 朔日 主馬 登城、 公方 様 御前え 被 召 出 自分 御太刀 獻上。 

一 同 十四日 仙臺 御領 海面え 異國船 見得 候に 付 秋 田え 相 達、 御物 頭 御 足輕召 連、 湊幷能 代え 被 遣 候。 

一 七月 十二 日 小 瀨縫殿 助 さ 信 卒ス、 年 六十 七、 鳴 物 三日 御 停止。 當 三日 角 館よ 6 今せ ：1 伊豆 久保 田え 引 移 

同氏 大學 願に 依て 也。 

.ー 九月 十二 日 今 宮大學 宅え 御 立 寄 御成、 右 は 今年 普請 有 之に 付。 

一十 月 四日 多賀谷 左兵衞 宅え 御 寄 御成。 

一 十一 月 二日 於 江戶竹 千代 樣御髮 置 御 祝儀、 諸 大名よ 6 獻 上物 有. o、 依て 惣御 出仕。 

一 十二月 二日 若殿 樣 御鷹 之 腾ニッ 御 拜領、 上使 曾 我 五 左衞門 殿。 

一 同月 於 秋 田 宇都せ" 帶刀、 大嶋甚 右 衞門兩 人と もに 數年相 勤、 御加增 二百 石 宛 被 下 置 候。 

0 元 文 五 庚申 

一 正月 元日 屋形樣 御 在國、 御 年頭 御 規式如 御 嘉例。 若殿 樣御在 江戶。 

一同 二日 若殿 樣御 登城、 御 時 服 二 御 拜領。 

一 同廿 二日 昨夜 中、 當十 五日 御 目 付 御 奉書 御鷹 之 鶴 宿 繼を以 御 拜領。 右 鶴、 院 よ 6 組 下付 添參 候に 
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付 今 八 ッ時過 着。 御 玄關ぇ ffi 江內 膳、 梅津小 右衛門 罷出請 取、 金 之 間え 差 置 御 頂戴。 右御禮 使者 山 方 

內匠 登ル。 

同廿 九日 三人 飛脚 參候、 若殿 樣當 九日よ.？ 御 不例 之 由。 依て 此方よ 6 御 醫者等 被 指 登。 

二月 十日 若殿 樣御順 快、 長 尾文哲 老御藥 此方え 廿 一日 申來。  • 

三月 四日 矢 田野 庄吉 家督 之 御禮、 名 四 郞左衞 門に 改。 其 外 早 川 兵馬、 茂 木 小 四郞、 前古 屋小 四郞家 

督之 御禮、 外 近 進 六十 人餘 6 有。 

同 廿日 屋形様 江 戶ぇ御 登、 御供 多 S 谷 左 兵衞、 御 番頭 代大 越十郞 兵衞。 

四月 朔日 秋 田 十二 所 茂 木 彌三郞 組 下 侍 屋敷 出火、 四十 軒程燒 失。 同人 下 長屋 も 三 通、 同家 人屋 敷燒 

失。 

同 六日 江戶御 參府。 

同 七日 爲 上使 本 多 中務大 輔樣御 出。 

同 十八 日 天 榮樣御 臺樣百 五十 年 御 忌 御 法事、 正 洞院に 有。 

同 十三 日 於江戶 若殿 樣御 病氣御 快方、 爲御 保養 御 願相濟 御上 屋敷え 被爲 入" 

七月 朔日 若殿 樣御病 氣後始 て 御 登城。 

関 七月 朔日 於 御城 若殿 様 御 歸國御 暇 御 拜領。 


一 同 五日 雲雀 三十 御 拜領。 

一 同 六日 松 平 伊 S 守 様え 細 井 佐 治 右衞門 殿御 催促 御 出 之 所、 去年 春 屋形樣 御 願 被 避 候、 德» 丸 様御嫡 

孫 二 木 御繾、 御 勝手に 可 被 成 被 仰 渡。 

一同 十二 日 德壽丸 様始て 御上 屋敷え 被爲入 候。 

一同 十六 日 若殿 樣江戶 御 立、 御供 小 田野 齋。  ，  一 

一 同廿 九日 御着 城。 御歸 國御禮 使者 酒 出金 太夫。 ■  一 

一 八月 十六 日 金 太夫 御 使者 相 勤。  ： 

一 同 十八 日 御 奉書 出さ  ： 

一 同廿 三日 久保田 通 町え 雷 落 火事、 大風に て 雨降廿 五軒 燒失。 . 

一 

一 九月 廿 七日 德 壽丸樣 初て 御 営參、 神 田 明祌、 鳥 越 明 神え 御社 參。 御供 山方內 匠、 御 付添 田 崎 治 左衞ー 

一 

門、 惣 御供 廻 御上 屋敷 之 通。  一 

一十一 月 五日 屋形樣 御鷹 之 腸 御 拜領、 上使 森 川 主 水 殿御 出。 

一 同廿 八日 照姬様 III 松 平 隱岐守 様え 御 婚禮、 御 付人 仁 平 宅右衞 門、 手代 石 川 又左衞 門、 御輿 御供 多 

贺谷左 兵衞、 大越 甚右衞 門、 御 跡 乘岩城 河 內守樣 、松 平 大和 守 樣御兩 人 御 出、 惣 御供 引 馬 御 持 道具 御 格 

之 通。  • 
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一十 二月 三日 御 婿入 隱岐守 様 御 振舞、 御前 様に も 被爲入 候、 隱岐守 様え 御 道具 被 進 候。 御 取 持 山 本 十 

右衞門 殿。 

一同 七日 夜 兵 部 少輔樣 義長公 御 老病に て 御 卒去、 御 年 八十 六歲。 同日 爲御悔 上使 高木 主 水 正樣御 出、 

御門え 御迎 御意、 御 召 物 御 服 綿 物、 麻 上下、 右 爲御禮 門之內 にて 御 禮儀被 遊 候。 此御禮 、御 老中 御門 前 

え 御 留主居 御 案 內被仰 置。 

一同 十五 日 於江戶 御城、 從 公方 様 竹 千代 様え 御名 乘家 治と 被 進 候。 然は來 年 御 元服に 付、 井伊 掃 部 頭 

眞定 中將御 理髮、 松 平 肥 後 守 容^、 來年右 御 祝儀 御調に 付 今年 御 役 懸被仰 付 候。 

0 寛 保 元 辛 酉 

一 正月 屋形樣 御中 陰、 若殿 様 御 在國。 ， 

一同 廿 一日 大納言 樣家重 公 御 長子 様 竹 千代 君 御 袴 召爲御 祝儀、 御大 名 方よ. > 御 樽、 干 鯛御獻 上。 

一同 廿 二日 惣 出仕。 

一 同廿 八日 昨日 御 奉書に 付 御 登城、 御婚禮 相濟候 御禮、 御獻 上物 有。 

一 二月 五日 隱岐守 樣ぇ御 舅 入、 屋 形樣大 御前 樣被爲 入。 

一三 月 十三 日 若殿 樣秋田 御 立。  ， 


一四 月朔日 御 參府、 御供 小 田野 齋。  >■ 

一 同 十三 日 御 登城 御禮、 御 長上 下 。同日 屋形様 御 歸國御 暇、 上使 松 平 右 京大 夫 様 御 出卷物 白銀 御拜領 0 

一同 十五 日 御 登城 御禮。 

一同 廿 一日 屋形様 江戶御 立、 御供 多 賀谷左 兵衞。 御 S 國御禮 使者 石 塚 主 殿、 (GI 廿日 江戶 着。 

一 四月 朔日 奧州 南部 領土 遠 郡.； 仅中山 俄に 崩 ® 出來申 候、 御領 內 十二 所よ 6 人 遣 見 分申處 に、 鹿 角 郡 土 

遠 郡出朔 日夜 中 長く ろと 申 所 山 崩、 右潭 水上よ 6  二 里 释隔候 杉 雜木大 石 右 之澤築 塞、 水 夥敷溜 6 水面 

横 口 間 長 二十 丁 斗 有 之、 深 サ七尺 程 有 之、 折節 杣人 登山 申出 候。 風雨 も 無 之、 震動 も 無 之よ し。 

一 六月 朔日 茂 木彌三 郞久保 田え 登、 名宮內 に改、 嫡子 幸 南 出仕、 彌三郞 に改。 

一 八月 七日 於江戶 公方 様 吉宗公 右大臣に 御轉 任、 大納言 樣、 右 大將御 兼任。 依て、 御大 名束帶 にて 御 登 

城、 勅使 冷泉 大納言、 葉 室 大納言 、准 后 使五让 三位、 宣使平 松少納 言、 御身 固 土 御門 三位、 御衣 i 咼倉中 

納言 依 之 若殿 様 御供 袍衣 三人、 素 澳着侍 八 人、 御 引 馬 紅 厚 總御懸 被 遊 候。 

一 同 十二 日 竹 千代 様 御 元服 勅使 公家 衆 登城、 仍て 若殿 様に も 御直乘 にて 御 登城。 

一 同 十三 日 勅答 被 仰 上、 竹 千代 様 正三位 大納言 様に 被 任。 此節 井伊 掃 部 頭、 松 平 肥 後 守 御 勤 在 之。 

一同 廿 一日 惣御 出仕。 

一 同廿 五日 右 御 祝儀 御 能 一 萬 石 以上 登城。 此度之 御 祝 優爲御 使者 秋 田よ 6 御 使者 梅 津藤馬 被 差 登。 
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一八 月 十四日 於 秋 田 仙 北大 曲 火事、 家數 六十 軒燒 失。 

一 十 一 月廿 三日 於江戶 若殿 様 御鷹 之 腸 御 拜領、 上使 遠 藤宮內 殿御 出。 御 不快 故、 壹 岐守樣 御代 御 挨拶 

一 十二月 九日 御 不快、 此 御地國 社え 御 祈禱、 其外寶 鏡院、 一 乘院ぇ 被 仰 付 候。 

一 同 十三 日 茂 木 宮內實 弟 一 學、 分地 百 石 御 廻 座 出仕 被 仰 付 候。 同 北 主計 養子 左 膳、 名 又 四郞に 改家來 

七 人 被 召 出。 

一同 廿 一日 御中 屋敷 御 不例、 御 刀 番根岸 與市江 戶ぇ早 打に て 登。 

〇 寬保ニ 壬 戌 

一 正月 元日 屋形樣 御 在國。 年頭 御 祝儀 御太刀 馬 代、 若殿 樣、 德壽 丸樣ょ 6 御 進上。 

一同 二日 晚暮ょ 6 御東始 登城、 御 吸物に て 御 拍子、 御臺 物、 數之御 土器 御 引渡、 御 廻 座 頂戴。 畢て金 之 

間、 柬始 老中、 役人、 御臺 物、 御 土器 頂戴 御 拍子 有。  ， 

一 同 六日 江戶ょ 6 若殿 樣御 不例、 御 同 邊之內 重 被 成 御座 之 由 舊腦廿 七日 御 飛脚 申來。 右に 付、 今日 於 

御城 御 帳 出 諸士罷 出。 

一 同 八日 多賀谷 左兵衞 急々 江 戶登被 仰 付、 若殿 樣御 重病に 付て 也。 金 三百 兩被下 候。 


一 同 十三 日 御 家中よ 6、 御 祈 禱御守 札 御用 所え 差 上。 當 六日 於 江戶、 從 公方 樣以 上使 永 井伊 贺守樣 御 

大病 御尋、 大病. 由 養生 可 致 旨 上意、 壹岐 守樣御 挨拶 答 被 仰 上 候。 以後 若殿 樣御寢 之 間え 伊 寸樣御 

通、 再應 上意 請 度よ し 伊 贺守樣 え 御意 被 成、 御 肩 衣 斗に て 御床よ 6 御 下，， ^、以前 之 上意 御拜伏 被爲聞 

候て 御請、 部屋 住に て 御用に も 相 立不申 上意 難 有奉存 候。 本 複仕御 奉公 仕度 趣 も 有 之 様に 相 聞 得、 此 

旨 御 老中 方え 宜御賴 御 口上 之 由。 右 御 禮則查 岐守様 を 以被仰 上 候。 右 之 段 秋 田え 被 仰 遣 候。 

一 二月 四日 相 達、 爲御禮 宇 留野源 兵 衞被仰 付。 

一 同 五日 夜中 江戶ょ 6 ふ 野 崎 多 右 衞門早 打に て 下さ 御 容鉢小 田野 齋申付 候 趣、 去廿 九日 御 氣御失 被 

遊 候 事 有 之、 御大 病 爲御知 相 聞 得 候。  . 

一 同 八日 宇留野 源兵衞 出足、 江戶ぇ 登。 

一 同 九日 田 崎 治 左衞門 御用 被 仰 付、 德壽丸 樣ぇ被 爲登置 江戶ぇ 出足。 

一 同 十日 江戶ょ 6 御 小姓 淸水織 部 早 打に て罷 下、 當 四日 若殿 樣慈 雲院 殿御 逝去に 付、 同日 七 ッ時之 事に 

て 則 出足 仕 候、 御 年 五十 歲。 御 悔之御 奉書 此方 御 留主居 御 老中より 被 相 渡 候て、 大番與 頭 小 田 部 縫 殿 

右衛門 同日 下着。 

一同 十三 日 慈 雲 院樣御 遺骸 江 戶柳原 御屋敷 御 出棺、 御 付添 多 賀谷左 兵衞。 右 御 奉書 御請、 御物 頭 岡藏 

人 被 差 登。 
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三月 二日 御 遺骸 天德 寺え 御着 棺。 

同 三日 御 土葬。 

同 七日 御 葬禮、 德 壽丸樣 御代 香柬 主馬 被 仰 付。 

同 十 一 日 大法 事天德 寺に 有。 

同 廿日 屋形樣 江 戶ぇ御 登、 御供 御 家老 今宮 大學。 同日 S 江 內膳峯 光、 山 方內匠 泰該御 家老 被 仰 付。 

四月 五日 御 參府。 

同 七日 上使 松 平 右 京大 夫 様 御 出。 

同 十五 日 御 登城、 御 參勤之 御禮^  . 

同 十六 日 屋形樣 、德壽 丸 様 御 事 御 嫡孫 御 承 祖被成 置 度 御 願、 御用 番本多 中 務大輔 様え 細 井 佐 治右衞 

門 殿御 賴被仰 達 候。 

同 十八 日 御 奉書に て 御 登城 可 被 成 由 申 來候。 德壽丸 様 御病氣 分に 被 遊 壹岐守 樣御賴 0 

同 十九 日 屋形樣 御 登城 之 所、 御 願 之 通 德壽丸 様 御 事 御 嫡孫 御 承 祖之義 被 仰 出、 德 壽丸樣 御名 代不及 

之 由。 

嚳 

同廿 一日 德壽 丸樣御 事、 可奉稱 若殿 樣と御 家中え 被 仰 渡。 

同 十八 日 秋 田よ 6 江戶ぇ 申來、 當朔 日朝 五ッ 過日 i 凡に て 闇夜 之 様に 有 之、 途中 行 逢 候 面色 も 難 見得、 


番所 禮帳付 高 燭付候 之 由 o 江戶表 は大曇 6 申 候。 

一 七月 廿 六日 雲雀 三十 御 拜領、 上使 遠 藤宮內 殿御 出。 

一 八月 朔日 大雨、 夜中 又 大風 雨。 翌 二日 本庄、 深川邊 洪水、 兩國橋 損、 川 舟 も 往還 不相 成。 橋 場 總泉寺 

邊之水 一 尺 二 尺 有 之、 十五 年 以前 申ノ 年よ.. >增 申 候。 此日、 御屋敷 御門 前 三味線 堀 一 面に 成 御屋敷 之 

內ぇ 入、 柳 原 御 尾 敷 前 も 三日 兩國川 牲還不 相 成、 本庄 津輕樣 御屋敷 は 二階 迄 水 付 候よ し。 此度 栗橋大 

洪水、 家居 不殘 流失 0 角 館よ 6 御中 屋敷 へ 交替 罷登申 候 者、 當ー 一 日 千 住 迄 急參候 得と も大 洪水に て逗 

留、 屋根 之 上に 罷有 生米 胆 候て 罷有、 同 八日 夕立 三人 上着 申 候。 此 洪水 森 川 權太郞 、田 崎 忠四郞 、岡 櫂 

九郞登 候に、 阿久津よ 6 舟に て 十三 日晚 上着 申 候。 

一 八月 四日 德壽 丸樣御 誕生 御 祝儀 被 遊 候 所に、 此 度よ 6 重き 御 精進日 故、 今年よ 6 三日に 右 御 祝儀 御 

調 御 格 被 成 置 候。 當朔日 之 大風 雨、 出 羽 、奥州、 關東邊 吹 申 候 由。 

一 九月 十八 日 去年 公方 樣御轉 任 大納言 様 御 兼任、 竹 千代 様 御 元服 爲御 祝儀 御 老中 御 饗應、 御 能 有 6。 

松 平 右 京大 夫樣御 老中 格、 若 御 年寄 西 尾隱岐 守樣、 水 野 壹岐守 様、 御 奏者 松 平 豊後守 様、 永 井伊 贺 守樣、 

御 留主居 年寄 三 宅 周 防 守 様、 大御目 付朽木 山城 守樣、 山 田 奉行 嘉藤 飛驊守 様、 佐 渡 舉行松 波 平 右衛門、 

以上 此方 御 家來七 人出 さ 

一 同廿 五日 二度目 御 振舞 御 能、 御上 客 松 平 土 佐 守樣、 有 馬 中務大 輔樣、 藤 堂 和 泉 守 様、 松 平倂豫 守樣御 
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一十 二月 十四日 石 塚 主 殿 義行卒 ス0 

1 同廿 六日 御吉 辰に 付 屋形樣 よ 6 若殿 樣ぇ 御名 乘被進 候、 稱義眞 公 申 候。 

0 寛 保 三 / 

一 正月 元日 江戶 御上 屋敷 御 規式。 屋形樣 、若殿 樣義眞 公 御 同前 被 成 御座 御 祝儀、 御 相伴 御 膳 被 召 上、 御 

手前 御茶 迄 被 進 _」 御 相伴 今 宮大學 、向 右近 兩人。 

一同 二日 屋形樣 御 登城。 

一 二月 廿 三日 夜中 秋 田 久保田 御 町 西風に て 五丁目よ .0 出火、 川端 へ 燒六 丁目 迄燒 失、 五丁目 橋 も 半分 

燒、 大風に て榴山 御足輕 屋敷 も 飛火 燒申 候。 御 町家 惣家數 六十 五軒〉 t  二十 二 軒、 土藏五 ッ燒失 0 

一 三月 八日 御中 屋敷 表 御殿え、 吉日に て當 若殿 樣御 移" 被 遊 候。 

一同 廿 三日 於 秋 田 大館町 火事 Q 

一 四月 十三 日 屋形樣 御 歸國御 暇、 上使 松 平 右 京大 夫樣御 出、 西 丸よ 6, 上使 松 平 能 登 守 樣御出 也。. 御拜 

領物如 例年。 

一同 十五 日 御 登城 御禮。 


1 同廿 六日 江戶御 立、 御供 今 S 大學。 

一 閨 四月 十 一 日 久保田 御着 城。 右御禮 使者 茂木宫 内、 今 晚江戶 え 登。 

一. 六月 朔日 石 嫁 源 一 郞 家督 之 御禮、 御 取次 山 方 助八郞 部屋 住に て 被 仰 付、 家 來六人 被 召 出。 同日 宇留 

野 源太郞 家督 御禮。 

一 八月 朔日、 二日、 三日 江戶邊 大雨 洪水 、奥州、 出 羽境猶 下山 洪水 崩 新道 造ル 所有 之。 

一 九月 廿 三日 夜 能 代 町 出火。 御 休、 御 米藏、 在 府屋兩 御屋敷 千 二百 二十 四 軒、 借家 二百 五十 七 軒、 寺 十 

ケ寺、 社ニケ 所、 土藏 六十 七、 板藏 物置 四十  一 、土 藏雨除 斗 百 三十 七、 右 之通燒 失。 此外、 米、 雜穀、 材木 

燒失。  . . 

一同 廿 一日 於 江 戶壹岐 守樣御 息女 猶喜 世樣松 平賴母 様え 御 婚禮。 

一 十 一 月廿 七日 於 御城 御 儉約被 仰 渡、 且諸士 木綿 服、 來 四月よ 6 可 被 相 改被仰 渡 候。 御用 寄 合 御 評定 

所 可 被 貸 置 御條目 出ル。 

一 同廿 六日 下 筋 森 岡 出火、 御 休 共に 燒失。 

一 十二月 廿ー 日 於江戶 御用 番樣へ 御 留主居 御 呼 出、 秋 田え 御鷹 之 鶴 御 拜領之 御 奉書、 御卷 6,.、 宿 次に 

て 0 

一 同廿 八日 久保田 御城え 罷達御 頂戴、 右御禮 使者 福原彥 太夫 登 0 
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0 延 享 元 甲子  - 

一 正月 元日 屋形樣 御 在國、 年頭 御 規式如 御 嘉例。 若殿 様よ 6 御 祝儀 之 御太刀 馬 代 被 進。 

一 同 六日 御 初 野、 御先 格 四日 之 所 今年よ 6 被 相改。 於江戶 元朝 若殿 樣御 祝儀、 御 家老 大越 甚右衞 門、 

山 方 內匠御 相伴、 御盃被 下。 同 晚御謠 初。 

一 同 十四日 雪 無 之、 鎌 倉 可 相 止 被 仰 渡。 

一 同廿 二日 立江戶 よ.. -申來 候、 吳服橋 御 奧樣御 疱瘡に て 御 逝去、 廿 二日 明 半時 之 由、 廿 九日 申 來候。 此 

方よ 6 生 田 目 喜內御 使者 被 遣、 江戶ょ 6 御悔御 使者 松； 幸八郞 二月 朔日 下着。 

一二 月 四日 昨今 慈 雲院樣 三回 御总御 法事 天德 寺に 有。 

一 三月 八日 西 石 見 嫡子 長菊大 館よ 6 被 召 登 出仕、 御前に て髮 はけさき 御 差 躍に て 戴、 上下 着 御前え 同 

道罷 出、 袴 腰 御手 付添 候。 是 にて 元服 相濟、 則 於 御座 之 間 出仕、 名 左 膳に 改、 御 一 字 被 下 稱義繁 と。 

一同 十三 日 横手 町 大火、 大町、 四日 町 不殘燒 失。 . 

一同 廿日 屋形樣 江 戶ぇ御 登、 御供 小 田野 齋、 御物 頭 二人。 

一 四月 六日 御 參府。 

一 同 九日 爲 上使 本 多 中 務大輔 様 御 出。 


同 十五 日 御 參勤之 御 禮濟。 

五月 廿 五日 、ま輕 出 羽守樣 御在所に て 御 卒去、 御歲 二十 六。 御 跡目 御 妾腹 岩 松 様 今年 八 歲被仰 上濟. - 

六月 八日 於 湯澤南 淡路義 伯卒， -、 實子 ニ歲故 看坊實 弟壽六 申立 被 仰 付。 

此 六月 諸國引 風流 行 多し、 江戶 にて 御大 名 御 勤 も 御 延引。 

七月 朔日 御城 御 廣間九 人、 柳 之 間 七 人 御 禮有之 候 由。 南淡路 知行 高 八 千 何百 石 之內、 二 千 七 百 石 被 

減 壽六被 下、 石 塚 孫 太夫 御名 代 湯 澤ぇ被 遣。 

同 十二 日 若殿 樣御兵 術中 丙 忠太御 傳授。 同日 於 秋 田、 今年 も 半 知 被 借 置へ く 被 仰 渡。 

同 十七 日 直 姬樣壽 姬樣秋 田 御城 御 立 江 戶ぇ御 引越、 御供 那可忠 兵衞、 田 代 新右衞 門、 御供 其 外 有 之。 

八月 八日 江戶ぇ 御着、 御 老中え 御屆在 之。 

七月 廿 三日 雲雀 三十 御 拜領、 上使 遠藤宮 殿。 

同廿 二日 於 撗手戶 村 十 太夫 義見 卒ス、 年 四十 八歲。 嫡子 八郞年 十八 歲 家督 被 仰 付 候。  - 

八月 十三 日 御 老中 本 多 中 務大輔 様え、 若殿 樣御目 見 御 願 前に 御 客 對に付 御太刀 金 itT 代、 御 相役 方：！ 

斷 Q 屋形樣 御 同道 御見舞、 夫よ 6 酒 井雅樂 頭樣御 登城 前被爲 入御 對面、 尤 御太刀 金 馬 代。 今日よ. -御 

供定御 守役 一 人、 御刀番 二人、 大小 姓 三人、 御 小姓 二人、 大番 三人、 御 歩行 八 人、 同 組頭、 御 目 付 兼 一 人、 

御 引 馬 ニ疋、 御用 馬 一 疋、 供繾 三人、 押 五 人。 是迄は 御 持 繾ニ本 御 挾 箱 三、 是等 前々 常 式、 替之事 記 之。 
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一 同廿 五日 屋形樣 よ 6 向 右近 御 使者、 若殿 樣 御名 次郞 様に 可 被 爲成被 仰 進。 則 御改、 御上 屋敷 淺 草え 

御見舞 被 遊 候。 

一 同廿 七日 今朝 御用 番本多 中務大 輔樣ぇ 若殿 様 御 目 見 御 願書、 御先 手 梶川三 之 允 殿 を 以被仰 立 候。 

一 同廿 九日 御 老中 御 連名 御 奉書、 明日 御 同道 御 登城 之 由。 

一 九月 朔日 屋形 様、 若殿 様 御 同道 御 登城。 公方 様え 御太刀 金 馬 代、 紗綾 五卷、 右 大將様 家 重 公 御太刀 金 

馬 代、 同 三卷、 おは 若殿 様よ 6。 屋形樣 よ 6 公方 様え 銀 五 枚、 綿 二十 把御獻 上、 此外御 老中え 御太刀 金 

馬 代、 紗 綾三 卷宛、 鯛 一 折 宛、 若 御 老中え 御太刀 金 馬 代、 紗 綾三 卷宛、 御 側 衆え 太刀 馬 代、 銀 五 枚 宛。 其 

外 御 進物 所 處ぇ被 遣 候。 

一同 十五 日 松 平 左 近 將監樣 え、 五節句 若殿 様 御 登城 御 願、 小 笠 原 縫 殿 之 助 殿御 賴被仰 入。 同 晚御留 主 

. 居 御 呼 出 罷出候 所に、 御 願 之 通 五節句 御 登城 相濟。  . . 

一 當 八月 廿日 御 國元聲 鉢 寺え 遊行 上人 津輕ょ 6 廻 着、 九月 九日 龜 田え 出足。 先月 廿 一 日、 茂 木 宮內在 

府屋燒 Q 

一 十月 廿日 多 贺谷左 兵衞、 秋 山 喜 右衛門 御用 申上罷 登、 十 一 月 十四日 御用 相 濟罷下 ル0 

一同 十五 日 御鷹 之 腸 ニッ屋 形樣御 拜領、 上使 松植 三四郞 殿。 

一十 二月 十六 日 昨晩 御 奉書に て 今日 尾 形樣御 登城 之處、 被 任 少將旨 被 仰 出 候。 此冬 御國元 大雪、 當七 


日 久保田 出足 之 御 飛脚 牛嶋 村に 一 日 逗留 之 由、 前代未聞 事に 候。 

一同 廿 八日 御 登、 城、 公方 樣、 右 大將樣 え、 屋形樣 少將之 御禮、 御太刀 金 馬 代。 

0 延享ニ 乙 丑 

一 正月 元日 兩 殿様 御 在 江戶。 

一 同 三日 若殿 様 御 無官 御 登城 害に 御座 候 得 共、 御 時 服 無 御臺御 拜領、 如何 敷 御風 邪 被 仰 立 御 延引 被 成 

置 候 G 

一 同廿 三日 大 御前 樣御 急病、 御 養生 不被爲 叶 四 ッ時御 逝去、 御歲 四十 四。 

一 同廿 五日 爲御悔 上使 朽木土 佐 守 様 御 出、 兩 殿様え 上意。 依 之 御 老中 御門 前 迄 爲御禮 御 勤、 S 形 様 御 

不快 壹岐 守樣 御名 代 御 勤。  ， 

一同 晦日 大 御前 様 御 遺骸 總泉 寺え 御 出棺 御 土葬、 御 法名 桃源 院殿。 二月 三日 四日、 御 法事 總， I 水 寺に 有 

一一 一月 二日 右 御 不幸 之 儀 秋 田え 相 達ス。  . . 

參 

一 同 十二 日 權太 原よ 6 出火 大火、 いさ V 之 細 川 越 中守樣 御上 屋敷、 松 平 志 摩 守樣、 同 賴母様 御 一 所 故 

燒失、 其 外 數多有 6。 此間 五日 宰府 天神、 同日 小石 川 丸 出 大火、 同 六日 本 鄕丸山 大火。 當十 二日 火事、 
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二十 年に 無 之 大火 之よ し。 

一 同 十五 日 西 丸に て 御 次男 御 誕生、 御名 松 平 萬 次 郎と申 上 候。 今日 京都よ 6  口宣 受取 御 使者 罷登、 那 

可 忠兵衞 下着 御 頂戴。  . 

一 同 十六 日 宣旨御 拜見被 遊 候。 

1 同 十七 日 松 平 左 近 將監樣 え 此方 御 留主居 御 呼 出 被 仰 渡 候 は、 秋 田 «錢 可 相 止 被 仰 渡 候。 ， 

一 同 廿日 增上寺 前 大火。 

一 三月 三日 於江戶 御城 紅葉 山、 權現 様來月 十七 日 百 三十 年 御 年忌、 依 之 八講御 法會御 執行. - 

一 同 十五 日 御大 名 御 豫參、 御太刀 黄金 馬 代御獻 上、 御 部屋 住 御 方 銀 一 枚御獻 上。 

一同 十八 日 御城え 爲御 祝儀 二種 一 荷 御大 名御獻 上、 御 部屋 住 は 一 種 一 荷御獻 上。 

一同 廿 一日 於 御城 右爲御 祝儀 御 能 有. o、 諸 大名 御 饗應、 金銀 飾 御 膳に 在 之。 

一 四月 十六 日 爲 上使 松 平 右 京大 夫樣御 出御 歸國御 暇、 西 丸よ. 0. 上使 松 平 能 登 守樣御 出。 

一 同 十八 日 御 登城 右 御禮。 

一 同廿 七日 屋形樣 江戶御 立、 五月 十三 日 久保田 御着 城。 右御禮 使者 石 塚 孫 太夫 江戶ぇ 出足。 

一六 月 十五 日 戶 村八郞 家督 御禮、 名 十 太夫に 改。 

一 同廿 八日 江戶 より 申來、 當 廿日 壹岐守 樣御娘 松 平 賴母樣 奧樣御 死去、 御 年 十九 0 


一 七月 七日 於江戶 公方 様. ム被仰 出、 今 明年に 两 丸え 御隱 居！ 被 遊 被 仰 出。  一 

一 八月 二日 御 足 ii 知行 二十 ケ年 以前よ 6 御藏 入に 被 仰 付 候 所、 當 秋よ， o.、 前々 之 通 地形に て 可 被 下 被 一 

1 同 六日 南壽六 家督 出仕 御禮。 名 淡 路に改 、御 一 字 被下義 持、 御 道具 被 下家 來七人 御 目 見。 同 晚多賀 一 

谷 左 兵衞御 家老 職 被 召 上 候。 福原彥 太夫、 瀨谷勘 兵 衞を以 被 仰 付 檜 山え 可 罷越被 仰 渡、 御 役儀 不相應 一 

之 被 仰 渡。  一 

一 同廿七 八日 之 頃、 於 龜田岩 城 河內守 淸隆主 卒去。 御 跡目 養子、 仙臺御 家中 伊達 下總 嫡子 數馬 殿御 願 被； 

仰 立 候。  ： 一 

一 九月 二日 多賀谷 左兵衞 養子 彥太 郞卒、 年 二十 三。 實戶村 十 太夫 義昆 次男 也。 

一 同 八日 江戶ょ 6 申來、 右 於 江 戶當朔 公方 樣吉宗 公 御 隱居被 遊 候、 天下 之 御 政務 右 大將様 家 重 公え 御讓ー 

6 之 由 申來さ 同 二日 御大 名惣 出仕。 

一 同 十三 日 屋形樣 御 誕生 御 祝儀。 前々 は 十五 日 御 祝儀、 十三 日 御 本 來之御 誕生日に 在 之 故、 此 以後 十 

三日に 被 遊 候。  一 

一同 廿 三日 龜 田え 御 使者 御物 頭 野 尻 忠三郞 被 遣 候。  一 

一同 廿 五日 於江戶 表、 公方 樣右 大將檨 御城 御殿 御 移 替被遊 候 由。 
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一 十月 朔日、 二日、 四日に は 御 年始 之 通 御三家、 御 家門 方始、 御大 名 御 祝儀 被 仰 上 御 登城 有 之。 御大 名始 

上 之 御 代替に 付 御 部屋 住 共に 御 神 文 被 仰 付 候。 御 老中 御宅に て 相濟。 

一 同 九日 松 平 左 近 將監樣 二十 三年 御 老中 御 勤 之處、 不宜之 由 御 役儀 御免。 

一十一 月 二日 於 久保田 宇都 宮帶刀 典 綱、 依病氣 訴訟 御 役 御免。 

一 同 八日 申來、 先月 廿 六日 若殿 樣御神 文 酒 井 雅樂頭 様え 御 出御 賴被仰 入 候。 當 二日 江戶 出足 之 御 飛脚、 

當 公方 樣將軍 宣下 相濟 申、 十 一 月 十三 日 御悅、 三 御所 様え 御太刀 馬 代御獻 上、 若殿 樣も御 目 見。 

一 十二月 朔日 宇都 宫四郞 隣 綱 家督 御禮。 武茂三 郞昌綱 閑居、 養子 源太郞 家督 御禮、 名三郞 に改。 於 江 

戶御 代替 御！： 物 可 被 指 出、 依 之 此方 様より 被 指 上 候 鄕村帳 御 境目 奉行え 被 仰 付、 関 十二月 翌 正月 迄に 

相濟。 

一 九月 六日 江 戶ぇ小 田野 齋被登 置、 右 は 御 內證向 御 差 支 之 上 來年御 代替 御沙汰、 左 兵衞は 御國廻 6 故 

御用 千 貫目、 御 入 目 去年 被 仰 知 候 七 萬 六 千兩爲 取合 十 萬 兩之御 不足 如何 共 可 被 遊樣無 之、 左 候 得 は 上 

々樣 月々 之 御 合力 も 段々 被 減 候 上に 候 得 は、 亦 不減候 得 は 不相成 儀に 付 被 登 置。 同 十二月 十七 日、 御 

用濟 下着。 

0 延 享 三 丙 寅 


一 正月 元日 星 形 様 御 在國、 若殿 樣御在 江。 

一同 三日 若殿 樣御 登城 御太刀 馬 代御獻 上、 御 時 服 御 拜領。 

一 同廿 三日 桃源 院樣御 一 周忌 御 法事 總泉 寺に 有、 天德 寺に も 御 法事 有。 天德 寺に て は 御 法名 圓宗院 

様と 奉稱。 

一 同廿 五日 於江戶 若殿 樣御神 文、 松 平 能 登守樣 御宅に て 朝之內 相濟。 正月 廿 三日 宇都 宮帶刀 典 綱卒ス 

年 七十 四。 

一同 晦日 宇都 宮四郞 え 上使 信 太 內藏之 助 被 遣 候。  . 

一 三月 九日 多 賀谷氏 之 養子 出仕、 名 將監に 改御ー 字 被 下 峰 章と 稱ス、 家來 二人 被 召 出。 

一 二月 十七 日 今日、 御 判 物 五 通 並 御 印 一 枚 御 添 目錄、 御 小 長 持 入金 紋雨 皮、 通し 步 にて 那可忠 兵衞、 松 

塚 幸 八 郞被付 置 御 步行四 人、 御 足 輕八人 被 登 置。 

一二 月始 多 賀谷左 兵 衞實子 無 之 養子 相濟、 閑居 御 暇 被 下、 名下總 に改。 

一 三月 十五 日 屋形樣 江 戶ぇ御 登、 御供 向 右近。 

一 四月 朔日 御 參府。 

一 同 三日 上使。 

一同 十五 日 御 禮濟。 
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一 同廿 三日 御 判 物 御 本書 寫 共に 御 奏者 秋 元攝津 守樣、 本 多 紀伊守 様え、 向 右近 焚 斗 目 麻 上下に て御留 

主 居 同道 罷出、 御拜 見相濟 御返し。 

一 五月 四日 於 御城 公方 様、 公家 衆御參 向に 蹴 鞠 上覽。 仍て諸 大名 登城。 

一 同 十六 日 御國廻 衆、 御 巡 見 衆 久保田 町 御 泊 6。 十二 日大澤 口よ. 0 西 馬 音內御 泊， o、 山 口 勘兵衞 殿、 

祌澤新 五 左衞門 殿、 細 井 金 五郎 殿御 三人。 

一同 廿 一日 津輕 御領え 御 通 被 成 候。 當 四月 廿 四日 大 館町燒 失、 御 巡 見 衆 宿 ニ軒燒 失。 

一 四月 廿 四日 渡 部 善 右衞門 江戶詰 之內、 若殿 様 大坪流 瑪乘形 御 傳授被 仰 付。 此 以前、 心^ 流 之 縣術大 

越 十 郞兵衞 申 上 候。 

一同 廿 六日 本 多 中 務大輔 様え 梶川三 之 允 殿 を以、 若殿 様 月並 御 禮之儀 御 登城 御 願 被 仰 立 候。 同晚御 

留主居 御 呼 出、 月並 御 禮之儀 御 登城 可 被 成 由 被 仰 渡。 

一 六月 朔日 若殿 様 月並 御 登城 屋形樣 御 同道 相濟、 西 丸え も 御 登城 屋形樣 御 同道 御 禮相濟 御 下り、 御老 

中 御 勤。 

一同 二日 久保田 御城え 夕飯 過 雷 落、 人 怪我 無 之 候。 

一同 十二 日 於 江戶御 嘉定御 祝儀 若殿 様 御 登城。 

一 七月 十九 日 雲雀 三十 御 拜領、 上使 松 平 主馬 殿。 


一 八月 三日 若殿 様 明 四日 御 誕生、 御 障 故 今 三日 御 祝儀 有。 

一 同 六日 御 同人 様 御 袖 留被成 候よ し、 御用 番堀田 相模守 様え 小 笠 原 縫 殿 之 助 殿 を以、 御 W 付に て 被 仰 

立 候。 ^晚御留主：^御呼出御願之通被仰渡。 

一 同 十三 日 若殿 様 御 入御 袖留被 遊。 右 は 御 規式田 崎 治 左 衞門秀 S 、介 添 御納戶 1:1 大嶋助 右 衞門被 仰 付 

御 祝儀 有 之。 -  , 

一 同 十五 日 大御所 様 御大 名 は、 西 丸 御 移 以後 始て御 目 見 上意 共 御座 候 由。 

一 十月 十 一 日 公方 様 御代 辞 御 判 物 御拜領 に忖、 屋形樣 御 焚 斗 目に て 御 登城 御 Eqi。 

一 同 十五 日 將軍 宣下 爲御 祝儀 御 老中 堀 田 相 模守樣 、新 大納言 様 家 治 公、 松 平 左 近將監 様、 若 御 年寄 水 野 

岐守 様、 堀 田 加贺守 様、 御 奏者 松 平 豐後守 様、 牧野 因幡 守 様、 丹 羽 遠 江 守 様、 水 野對； 守樣、 能 勢 肥 後 

守樣、 松 平 河 內守樣 、別 所 播磨守 様、 水 谷 信 濃 守 様、 坪 內惣兵 衛樣、 佐々 彌右衞 門 様、 右 十四 人。 此節此 

方 御 家 來十人 被 召 出、 御 S 事 御 能 有. >。 

一同 十六 日 御 判 物 御 掛リ秋 元 攝津守 様よ 6、 御領 地目 錄被渡 置に 付 御 受取。 - 

一同 廿 一日 將軍 宣下 二度目 御 振舞、 有 馬 中務大 輔樣、 藤 党 和 泉 守 様、 松平彈 正大 弼様、 奧平大 膳 大夫様 

四 品 以上 御 能 有、 其 外 御 客 有。 

一同 廿 三日 御鷹 之 雁 ニッ御 拜領、 上使 金 田 主 殿 殿御 出 也。 


一 同廿 五日 三度 目 御 振舞、 松 平 安藝 守 様、 松 平 土 佐 守樣、 松 平 薩摩守 様、 其 外 萬 石 以上 御 旗本 共 五十人 

餘 .o- 有 之。 

一 同廿 七日 去々 年 御 昇進 御 祝儀 御 振舞 御 能 あ 6、 御上 客 藤 堂 和 泉 守 様。 其 外 惣て大 書院 十六 人、 御 勝 

手 三十 五 人 有。 

一 十 一 月 十六 日 兼て 松 平 加賀守 宰相 樣御姬 様、 若殿 様え 御緣組 表立、 今日 捤川三 之 允 殿 を以御 賴加贺 

守 樣ぇ被 仰 入、 向 方 様よ 6. 小 笠 原 縫 殿 之 助 殿 を以 御領 掌 之 由御挨 機。 依 之 御 祝儀 御 使者 加賀守 樣航， 

I え 向 飛驊被 遣、 右爲御 禮中將 様よ 6 も 前 田 外 記と 申 者 御 使者。  . 

一同 廿 一日 從屋 形樣、 若殿 樣御緣 組 御 願酒 井 雅樂頭 様え 梶川三 之 允 殿 を 以被仰 立 候。 

一 同廿 九日 壽姬樣 御 緣組松 浦 肥 前 守樣御 嫡子 數馬 様え 御 取組、 被 御 賴被仰 入 も梶川 殿え 御賴、 來月三 

日 御用 番ぇ可 被 仰 立 由。 

i 十二月 三日 今日 若殿 様 御前 髮御取 被 遊 候。 御 祝儀、 以思召 田 崎 治左衞 門に 被 仰 付、 御 規式介 添大嶋 

助 右 衞門兩 人 被 仰 付 御調 被 遊 候。 

一同 十一 日 昨晚御 奉書に 付 今日 屋形様 御 登城 之 所、 御 緣組御 願 之 通 被 仰 出、 加 贺守樣 御 病氣右 御名 代 

被 指 出。 

1 同 十八 日 御 奉書に 付 今日 若殿 樣御 登城 之處、 被 任 四 品 之 段 御 老中 被 仰 渡、 御名 之 儀 御用 香え 以御留 


主 居 被 仰 入 候。 

一 同 十九 日 御 &之通 相濟、 則 左 兵 衞督樣 と奉稱 候。 

一 同廿 八日 若殿 樣御 官位 之 御禮御 登城、 公方 様え 縮 綿 五卷、 御太刀 金 馬 代、 大納言 様え 御太刀 金 馬 代 

御獻 上、 大御所 様え は御獻 上物 無 之。 當 五月 十七 日 於 江戶、 向 右近 名 飛 驊 に改。 

0 延享四 T 卯 

1 正月 元日 兩殿樣 江 戶被成 御座 候。 

一同 二日 兩殿樣 御 登城 之 所 御 S 御 時 服 御 拜領。 

一 同 五日 京都え 御 使者、 舊臘被 仰 付 候 御 財 用 奉行 大塚 源內 今日 出足。 

1 二月 十日 江 戶櫻田 大火 0 

一 同 十二 日 京都 御 使者 大塚 源內、 宣旨等 請 取 今日 江戶ぇ 下着、 若殿 樣御 頂戴。 同日 直 姬樣御 結納 求瑪 

様よ 6 被 進。 

一同 廿 一日 屋形樣 若殿 樣御揃 加 賀少將 様え 初て 被爲 入、 御 取 持 小 笠 原 縫 殿 之 助 殿、 梶川三 之 允 殿、 細 

井 佐 次 右衞門 殿。 若殿 樣ぇ加 賀守樣 よ 6 御 盃事之 上 御 刀 被 進 候。  . 

一 同廿 九日 直 姬樣求 馬 様え 御 婚禮、 御 祝儀 輕く 相濟申 候。 御 付人 小 野 崎 伊左衛門、 小 貰 團兵衞 中途 御 

羽 陰 史略 卷之 五 (延享 四)  s 


秋 田 叢 書 十 二 卷  一 霧 

供、 御 跡 乘リ向 飛 驛 相 勤 申 候。 

一 三月 朔日 御 三ッ目 御上 屋敷え 查岐守 様、 求 馬 様 、奥様、 民 部 様、 多 宮様、 御 取 持 小 笠 原 縫 殿 之 助 殿、 捤 

川 三 之 允 殿。 屋形樣 よ 6 求 馬 様え 御大 小被逍 候。 

一 同 十六 日 御上 屋敷え 松 平 加 贺守樣 初て 被爲入 候、 御 料理 被爲進 候。 御 取 持 梶川三 之 允 殿、 前 田帶刀 

殿御 祝儀 濟。  , 

一 同 十九 日 直姬樣 御婚禮 相濟候 御禮、 屋形樣 御 不快、 御名 代 壹岐守 様 御 登城 被 仰 上 候。 公方 様え 縮緬 

五卷、 御太刀 金. 馬 代、 大納言 様え 御太刀、 銀 五 枚 御獻上 相濟。 當月 七日、 於 久保田 茂 木 宮內御 詮議 之 儀 

一 同廿 九日 於 江 戶被仰 付 松平隱 岐守樣 京都 上使、 正月 十二 日 被 任 侍從、 當 三月 立場 之 御 使者 被 仰 付 候 

付 今日 江戶 出足。 惣御 供勢 千 五 百 人、 內騎 liiT 四十 七騎。  . 

一 四月 十五 日 屋形樣 御 歸國御 暇、 上使 酒 井雅樂 頭樣御 出、 卷物御 拜領。 大納言 様より 上使 松 平 左近將 

監樣御 出 卷物御 拜領。 三 御所 様より 今 年始て 御 拜領。 

一同 十六 日 晝江戶 御城 ニノ 丸に て 出火。 

一： 同廿 五日 屋形樣 江戶御 立。 

一 五月 九日 久保田 御着 城、 御供 向 飛驊。 御歸 國御禮 使者 西 石 見 江戶ぇ 出足。 


一 同廿 七日 御 詮議 之 上 茂 木筑後 S 內 蟄居、 細 井 傳右衞 門、 信 太 彌右衞 門 を 以上 使に て 被 仰 付。 嫡子 彌 

三郞 家督 被 仰 付。 {呂 內實^ 1 學義 分地 ぼ 石 御 廻 座 勤久保 田に て 御 奉公 仕 候、 此度之 儀に 付 御 暇 被 下、 

同監物 知行 三ケ 一 被 召 上 閉門、 同 弟 七 親藏人 改易。 十二 所え 大 番頭 福原彥 太夫、 細 井 傳右衞 門 交替 在 

番 御用 可 承 被 仰 付 候。 六月 末 北 又四郞 名但瑪 に改、 南 淡路義 持婚禮 宇都せ 2 四 郞隣綱 女。 

一七 月 十一 日 信 濃 善 光寺 佛、 寺 町 誓願 寺に 開帳。 

一 同 十九 日 昨今、 天 祥院様 三十 三回 御 忌 御 法事 天德 寺に あ.^。 

一同 廿 五日 南 淡 路久保 田え 召 候て 京都 御名 代 被 仰 付。 

一 八月 十七 日 東 山城 義本 末女 須田 政三郞 所え 婚禮。 

一 同廿 五日 眞壁掃 部 之 助 御 家老 被 仰 付。 知行 二百 石 被 下 九 百 石 被 成 置、 御 役 料 六 百 石、 都合 千 五百石 

被 仰け 候 0 

一 九月 廿 七日、 廿 八日、 廿 九日 江 戶表時 行 風に て 往還 も 無 之 程に て、 廿 八日、 京都 御 卽位御 祝儀 江戶御 

城惣 出仕 之處、 大廣間 御 一 人 も 無 之 御三家 斗 御 登城、 柳の 間御兩 人、 帝 鑑の間 御 一 人 在 之 由。 

一十 二月 廿 三日 茂 木 彌三郞 義此度 所 支配 被 仰 付、 依て 彥 太夫、 傳右衞 門 御免。 御 目 見 交 t: 在 番被仰 付 

一 同 晦日 於 御城、 唯今 迄寶 永年 中よ 6 被 下 置 候 處御進 返 難 被 成^ 料 之內、 被 減 可 被 下 去年 暮ょ. 0 可 被 
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召 上 於 御 廣間被 仰 渡、 五十石 被 下 者 三十 石、 三十 石 被 下 候 者 二十 石、 二十 石 被 下 候 者 十 石 被 下 置 候 害。 

十月 七日 東 主馬 嫡榮長 疱瘡に て 死ス、 八歲、 母 石 塚 氏 女。 同廿 六日、 十二 年 以前 被 止 置 候 大小 姓 番如本 

之 五 人 被 仰 付。 當年春 夏 秋 至り 雨 降 不作、 米 斗に 付 一 貫 百 文、 冬より 百姓 多 飢饉、 非人 多 ク出。 

0 延 享五 戊辰  此年 寬延ト 改元 

一 正月 元日 屋形檨 御 在國、 年始 御 規式如 御 嘉例。 

一同 二日 於江戶 若殿 樣御 登城、 御 拜領物 如 例年。 

一 三月 朔日， 茂 木三郞 家督 御禮、 名筑 後に 成。 眞壁掃 部 之 助 養子 小太郞 出仕、 御 脇差 被 下 御證文 出さ 

一 同 十六 日 屋形樣 江 戶ぇ御 登、 御供 向 飛 ® 、御用 人 一 人、 御 膳番ー 人、 御物 頭 二人、 御 刀 番六人 組 付 共、 

御 納戶役 二人、 御 醫者內 外針師 三人、 御 小姓、 御 目 付、 御中 間 頭 一 人。 上使 松 平 左 近 將監樣 御 出。 

一同 十五 日 御 登城 御禮。 

一 同 十六 日 上野 火 之 御 番被仰 付。 御 登 前 北 但馬名 障.. 圖 書に 改。 今年、 江戶 一 ケ年詰 交替 三年 詰 去 冬 

よ.. > 被相定 、番頭、 物 頭 初て 來 巳年 迄 在 番被仰 付。 又 今年 も泰 中より 雨繁 Q 

一 四月 六日 御城 下 洪水 戶嶋 迄、 此方 近在 田地 種 粒 流失。 去 冬よ 6 非人 夥敷 有， o、 世上 町家 共に 手詰甚 


一 五月 廿ー 日 江戶ぇ 朝鮮人 來朝。 四月 十五 日 於 十二 所 茂木筑 後泡瘡 にて 卒ス、 歲 十八。 跡目 庶兄卯 五 

郞歲 二十 六、 知行 三千 五百石 之 內三ケ 一 被 召 上 家督 被 仰 付、 知 雄と 號。 

一 五月 社 人 共 奉 願國家 安全 五穀 成就、 晴祈禱 川尻 惣社、 寺內山 王宮に て 執行、 奇特。 

一 六月 廿 四日より 七： ：！： 廿 三日 迄 旱魅。 當 六月 朔日 朝鮮人 江戶 御城え 罷出、 諸 大名 御 登城。 

一 七月 十八 日 改元、 寬延 と號ス 0 江戶於 御城 諸 大名え 被 仰 出。 

一同 右 年 號替， o、 於 秋 田 八月 朔 日よ. >  被 相 用 由 被 仰 渡 候。 

1 同 九日 大越 甚右衞 門貞國 御城 御用 處 にて 死ス、 歲 八十。 鳴 物 三日 御 停止。 

ー當 三日 御鷹 之 雲雀 御 拜領、 上使に て。 

一 八月 六日より 秋 田 郡 仁 鮒小掛 材木 山燒. -、 二三 日に て 消 雨。 

一 當 七月 十一 一 日 諸士 去年 不作 迷惑 可 仕 被 思 召に 付、 百 石に 付 一 石 五斗 宛 可 被 返 下 於 御城 老中 被 仰 渡。 

一 十月 四日 夜中 江戶ょ 6 御用 人 那可忠 兵衞、 先達て 御用に 付 被 差 下 先月 六日 上着 申 所に、 又 御用 被 仰 

付、 外に 同役 井口 長七郞 交替 罷 下り 申 付、 右兩人 同前に 罷 下。 

一 同 六日 今 宮大學 宅え 爲 上使 大 番頭 梅 津藤 十郞、 御用 人生 田 目 喜 內兩人 を以、 大學御 役 御免 幷棺山 組 

下 被 召 上 候。 同氏 亦 三郞御 相手 番役被 召 放。 同日、 於 御 評定 所 御 財 用 奉行 兩人御 役 被 召 放、 後江 戶同 

役 一 人 被 召 放 被 差 下 候。 ~ 
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1 同 八日 於 御用 所 小 野 崎 伊 右衞門 道行 御 家老 被 仰 付。 御加增 二百 石 被 下 五 kL 八十 石、 御藏 出 高 千 石、 

外に 御 役 料 五百石 被 下。 

一 同 十 八日 在々 鄕役銀 十三 年 以前よ 6 四 割八增 銀收納 申處、 一 割 半 御免被 仰 付 0 

1 閏 十月 江戶ょ 6 申來、 當 四日 fi 岐守樣 奥様 御 平亲、 御 男子 御 出生。 奧樣御 逝去、 御 年 十九、 御 法名 光 

源 院樣。 御 男子 様 3 難 I。 本  . 

一 同 九日 御 家中 諸 士當半 知 差 上 高 之內、 五ケ 一 御免 可 被 成 置 被 仰 渡。 

一 同 廿日 於 江 戶臑御 拜領。 

一十 二月 江 戶ぇ琉 球人來 S 

1 同 十二 日 濱町御 誕生 之 御 赤子 様 御上 屋敷へ 御 鎮座 Q 

一 閨 十月 二十日 上使 安藤 長 次 郞殿を 以觸ニ 御 拜領。 

一 十二月 十 一 日 禁裏 御 水痘、 御酒 湯 被 爲召爲 御 祝儀 御大 名惣 出仕。 

一 同 十一 一 日 松 平 薩摩守 殿 琉球人 同道 御 參府、 是將軍 家 御 代替に 付 中 山 王 使 也。 

0 寬延ニ 己巳 

一 正月 元日 御 在江戶 0 


正月 智淸院 様 依 御 願、 橋 場總泉 寺え 寺倾 御藏 出 ぼ 石 六 ッ成御 寄附 也。 

二月 六 H 小 田野 齋 去年よ 6 病氣に 付、 御 役儀 御 訴訟 今日 御免。 御領 內村々 飢锻 にて、 百姓 共 鳥 取 候 

事 五月 迄 御免。 

同 十四日 天 祥院様 御 赏母知 i 院様御 逝去、 布施 氏、 御歲 八十 四。 ^1 赚， Is^ 式 

同廿 一 日 夜 秋 田 御 飛脚 着、 鳴 物 三十日、 普請、 陪臣 月代廿 二日、 御 家中 月 代 は 來朔日 御免被 相觸 候。 

四月 卞 二日 御國 元へ 之 御 暇、 上使 堀 田 相 模守様 御 考中御 出、 如 例 之 御幷領 物 有 之。 同 十五 日、 御 暇 之 

御 禮被仰 上 候。  - 

屋形様 今年 六十 御 年 S に 付 今日 御 祝儀 有 之、 從若 殿様 義眞公 鳩 御杖、 御詠歌 幷御 祝儀 被 進 候 0 

同廿 五日 江戶御 發駕、 五月 九日 秋 田 御着 城。 御歸國 御禮御 使者 佐 竹 lls:。 

七月 廿 八日 臟宗 光明寺よ 6 出火、 北ノ方 十一 ケ寺 類燒」 

八月 十日 尾 形 様、 去月 中よ 6 御 病 氣被成 御座 候 處御差 重 6、 御 養生 無 御 叶 今日 御 逝 力。 御 跡目 之 御 

願 御 使者 御 相手 番石塚 孫 太夫 義陳被 差 登 候。 

同 十八 日 於江戶 若殿 樣御 看病 之 御 願 被 仰 立 候に 付、 卽日御 奉 寄 到 來本多 伯^ 守 様 御宅 被爲出 候處、 

御國 元え 之 御 暇 被 仰 出。 

Cig 形 樣御痫 氣御尋 之 御 奉齊、 御 留主居 被 相 渡 候。 
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一 御 醫者長 尾 全 庵老御 願に 付 御 下向 也。 

一 同 十九 日 若殿 樣千秦 驛迄御 發駕、 同所に て 御 逝去 之 段 相 達 御歸府 也。 

一同 廿 一日 屋形樣 御 逝去に 付 御尋之 上使 金 森 兵 部 殿、 御 奏者 を以御 香奠 白銀 三十 枚、 義眞公 御拜領 也。 

一 同 廿日 義眞公 御 上屋 鋪御引 移、 南 御門よ 6 被 爲入候 G 

享保 十七 壬 子年 八月 三日 於 向 柳 原 御屋敷 御 誕生、 御 妾腹、 御 初 名 奉稱左 吉樣。 享保廿 卯年 四月 十二 日 義峯公 初て 御 對鋇。 元 文 

辰年 御 泡瘡、 同一 一一 午年 五月 三日 御 糾解御 祝儀 有 之、 同 七日 左吉樣 へ 御名 德壽丸 樣と被 進、 御 紋付御 帷子、 御 麻 上下、 鯛 一 折 被 進、 

御 家老 今宮大 學義秀 御 使者 勤 之。 德壽丸 様 今年 御 十 一 歳 御 丈夫 被 成 御座 候に 付、 今日 御用 番本多 中 務大輔 殿、 細 井 佐 治 右衞門 

殿 を 以御届 被 指 出 候。 今 午年 實御七 ッ被成 候 を 四ッ御 足、 年 御 十 一歳と 被 仰 上 候。 享保 十一 一： 午年 御 誕生 之 御 精 也。 

一 口宣 御 拜領に 付、 京都え 之 御 使者 御用 人 小 野 崎 庄左衞 門 被 仰 付 候。 

一十 月 六日 御 切 紙 御 連名に て 到來、 松 平 左 近 將監殿 於 御宅に 御 家督 無 御 相違 被 仰 付 候。 SI ま， i 钟雜 

候て 御 出 候樣御  . . 

切 紙へ 申 來ル。  ， 

一 同 十日 御总 明に 付 御 出駕、 御 老中 御 廻 勤 也 Q 

一 同 十五 日 昨晩 奉書 到來、 今日 御 登城 御 家督 御 禮被仰 上 候。 御獻 上、 作 御太刀、； 止 馬鹿 毛、 綿 五十 把、 黄 

金 五 枚、 御刀賴 大御所 樣、 大納言 様え も 御獻. 上物 有 之。 家 來七人 御 目 見、 自分 之獻 上物 有 之 候。 

1 同廿 七日 御 家督 初て、 以上 使 富 永靱負 殿御 鷹 之臈ニ 御拜領 也。 

一 十二月 十八 日 奉書 到來御 登城 之處、 於 御白 書院 御 老中 御 列座、 酒 井 4^ 衞門尉 殿 を 以被任 侍 從之段 被 


仰 出 候。 

同廿 八日 今日 抓 登城 侍 從之御 禮被仰 上 候。 御獻上 御太刀 金 馬 代、 縮 綿 五卷、 大納言 様え も御獻 上物 

右此 年表 者  • 

義宣 公、 義隆 公、 義處 公、 御 三代 様御傳 記、 幷梅津 主馬 政景日 記 、其 外片 岡せ：！ 內、 吉成 氏、 羽 生 氏、 吾 祖父 

之 正 保 記、 根 岸 惣內秀 光、 後藤 七 右 衞門祐 道、 眞崎 宣昌、 多 賀谷隆 家、 附 梅津忠 宴、 亦 は 御 勘定 所 慶長十 

二 年よ， 0 目 錄之內 、月日 亦 は年號 にても 實 事相 知 候 事 取 之 用 之畢、 後年 古實證 書見 次第 記 之。 永世 之 

龜鑑備 度 物 也。 

延 享 五 年 
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0 寛 延三庚 午 

一 正月 元日 御 家督 初て 之 御 年始な 6、 七五三 御 規式ぁ 60 御 膳 過 御手 前 之 御茶 御 獨被召 上、 御 家老 御 

番頭 頂戴 之、 其 外 御 側 廻 被 下 之。 

一同 二日 御 登城 子兩御 丸え 御供 例年 之 通、 三 御所 様え 御太刀 一 腰、 御馬 代 、黄金 十 兩被獻 之。 

一 小 野 崎 正左衞 門舊腦 京都え 之 御 使者 被 仰 付 置 候、 同廿 九日 口宣 之 奉書、 御用 番酒井 左 衞門尉 殿よ 6 被 

相 渡 候に 付 今日 出足。 右 御 奉書 豐後守 殿え 之 御 書 共に 持參 上京 申 候。  - 

一 同 七日 御用 所 御 出 初に 御 右筆、 前々 は 吟味 役幷 御物 書 等 迄 相 濟候已 後 御 K 斗 頂戴 仕 候 儀 は、 御用 所 

役人 相 濟畢て 御 右筆 出 候 由 御用達 申 渡 候に 付て、 古來ょ 6 御 日記に は 役名 目 順 席 被 調 置 候。 此趣を 

以大 小姓 番頭 黑澤甚 兵 衞ぇ右 御 右筆 申立 候處、 御 家老 山方內 匠、 今年よ 6 御用達 次席え 出席 頂戴 可 仕 
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旨 被 仰 渡 段 甚兵衞 申 渡、 向後 右 之 通 罷出候 替0  . 

一 同 十日 上野 三 御 靈屋ぇ 御 參詣、 白銀 三枚 ッ 、御 進獻 也。 右 は 舊臘御 官位に 付て な 

一 二月 十二 日 小 野 崎 正 左衞門 京都 御用 相濟、 去月 廿 九日 京 出足 今日 着。 

一 口宣、 宣旨 、位記 等 持參仕 候に 付、 表 御門 披之 御玄 冠よ 6 入。 

但此間 御 不快に て 今日 口宣 御 頂戴 無 之 付、 正 左 衞門儀 旅装 束 之 儘に て參 着候樣 御用 人 共よ 6 申 

達 候。 

一 所 司 代 松 平 豐後守 殿よ 6 被 指 越 候 口宣 御 奉書 之 御請、 左 衞門尉 殿え 被 差 上 候。 且又、 左 兵衞督 風邪に 

て 罷在候 付、 口宣 頂戴 不仕 候。 依 之、 快 氣之上 口宣 頂戴 仕 候 は. -爲御 禮伺公 可 仕 候。 此段各 迄に 可 申 

達よ し 御 取次え 申談 候。 

一 豐後守 殿御 返 簡左衞 門 尉 殿え 被 差 上 候 段、 以 飛札 被 仰 達 候。 且 口宣 御 頂戴 被 遊 候 得 は、 萬 端 御 指圖と 

も 有 之 候 御 禮可被 仰 進處、 御風 邪に 付 未 御 頂戴 無 之、 追て 御 頂戴 之 上 御 書 被 進 候 箬也。 仍豐後 守 殿え 

罷出申 上 置 候 様に、 御用 人 共よ. 0. 在京 之 奉行 迄 申達 候。 

一 二月 廿 九日 御風 邪 御 快然に 付巳ノ 後刻 御座 之 間 御 出 座 II きめ、 是小野 崎 正 左 衞門持 參仕候 口宣 御 

頂戴な，^。 壹岐 守樣、 求 馬 様に も 被 爲入。 

一 口宣、 宣旨 御掛緒 御免 狀箱之 儘 正 左 衞門持 出、 上段に 有 之 御 臺ぇ戴 之 正 左衞門 退席 0 于時 口宣 御 頂戴 


畢て御 本 席 御着 座、 口宣 臺之儘 御前え 獻之、 于時太 田 治 太夫 召之爲 御請 被 成 候。 畢て壹 岐守樣 、求 馬 

樣御拜 見、 畢て 正左衞 門、 右 臺之儘 上 御 敷居 之內  一 S 目 中央え 置 之、 何も 拜見可 仕 之 旨 御 有 之、 御 家 

老 內匠拜 見、 畢て 出席 之 面々 え 拜見可 仕 之 旨 匠 申述、 御 番頭 始太 W 治 太夫、 御 財 用 奉行 以下 略 s 拜 

見 已後御 納戶ぇ 入 候、 御 熨斗 獻之正 左衞門 御手 自被下 之、 御 盃事有 之卽刻 御出^ I おがさ 物 今日 口宣 

御 頂戴 相濟 候に 付 御 老中 方え 爲御禮 御 回 動、 若 御 年寄え は 御 使者 勤 も 無 之 候。 

一 今日 口宣 御 頂戴 相濟候 付、 御所 司 代、 兩傳奏 衆え 御 書 被 差 登 候。 

一 三月 八日 宗對馬 守 殿御 留主 居よ 6 申來候 趣。 昨日 私宅 御 寄 合に て 觀世能 興行 之 儀に 付 被 仰 合 相 決 

候 處左之 通 G 

一 棧敷折 物 之 儀 御 勝手次第、 此 節よ 6 追々 可 被 遣 候 事。 

一 御 祝儀 被 下 候 義は御 在府、 御 在國之 差別 無 之、 萬 石 一 枚 之 割 を 以可被 遣 候 事。 但被遣 候 時節 は 追て 

御 寄 合 之 席に て 被 仰 合、 能 興行 初， 0 候 砌にー 一 三日 中に 追 々 可 被 遣 候 事 0 

一 棧敷料 被 遣 候 迄 御 入用 無 御座 御方樣 は、 初 6 候 上 にても、 御用 無 之 趣 御 斷被遣 相 濟可申 事 0 此段思 

. 召に て 可 有 御座 事。 

一 棧敷 御用に 無 御座 候 得 共 料 物 被 遣 候て、 後內 造作 等 事 は 不被成 候 旨 御 斷被成 候 事。 ， 

一 御 幕、 御 屏風 等、 昔 御 飾 被 成 候 御 格 を 以思召 次第 御 挨梭被 成 可然候 事。 但棧敷 は 御 入用 無 御 鹿 御 方 
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樣、 尤此 儀に 被 爲及間 敷 事。 

• 右 之 通 被 仰 合 候 付、 私 方よ 6. 御 通達 仕 候樣に 何も さま 被 仰 合 候 付如此 御座 候。 且又、 思 召 御座 候 

. 御 方 樣には 御 下書 可 被 仰 聞 候。 

三月 八日  內野佐 左衞門 

一 三月 廿 二日 於 陰 之 間 御 內書御 頂戴、 此節 布施 傳右衞 門 II 出席。 御 內書差 上西ノ 丸よ 6 御 奉書 御披 

見相濟 御用 人え 被 相 渡、 右 兩樣御 右筆 所に て 御 封 仕 御納戶 役え 御用 人相 渡 之、 卽刻御 出駕。 御 家督 初 

て 御 內書御 頂戴に 付 爲御禮 御 老中 方 御 回 勤な 6、 此後は 御 使者に て 御 禮被差 出 候 答 也。 

一四 月 二日 御 家督 初て 上々 樣御 饗應。 

一同 九日 今般 於 日光 山 大猷院 様 百 回 御 忌 御 法事 有 之に 付、 每度彼 御. 5 え 御 寄進 燈籠幷 蜘手損 候に 付 

御 繕、 右 入用 之 儀 は 御 宿坊 實敎院 よ 6 申來候 0 金 三 兩ニ步 、銀 一 匁 二分 五 厘 元 光 院迄御 賴被指 越 候に 

け 、今日 御用 人 共よ. 0 遣 候。 

一 御 老中 方 左 之 通 御 勤 被 成 候。 

御 口上 之 趣 

. 今度 於 日光 山 大猷院 樣百回 御 忌 就 御 法會御 法事 御機嫌 爲可 奉伺 之 致 伺 公 候。 已上。 

四月 J» 四日  佐， 竹 左， 兵衞督 


一 四月 廿日 四ッ時 公方 様 御 參詣、 御 豫參御 列席 之 御 方え 上意 在 之 御 幷狀、 還 御 以後 御 豫參之 御 方 段々 

御 靈屋御 參詣有 之。 畢て 屋形樣 直々 元光院 ぇ被爲 入御 召替被 遊、 午刻 御歸 也。 

一同 廿 一日 東 叙 山 御堂え 御 香奠 銀 三枚 御 奉納、 御 使者 黑澤甚 兵 衞勤之 I きめ 御 留守居 同道 也。 

一 四月 廿 三日 未 下 刻、 御用 番酒井 左 衞門尉 殿よ. 0 御 連名 奉書 到來、 淺草 御藏 火 之 御 番松平 阿波 守 殿御 

代 被 蒙 仰 付、 右 御請 御 書 被 差 出 候。 右に 付 御 出駕。 是御 家督 初て 之 御 役場に 付、 爲御禮 御 老中 御 勤 左 

之 通。 

私儀 家督 初て 今日 淺草 御藏 火 之 番被仰 付 之 難 有 仕 合奉存 候。 右 御 禮爲可 申 上 致 伺 公 候。 已上。 

四月 廿 三日  . 御名 

一 卽刻酒 井 殿え 以御 使者 、今晩 御藏 近所 萬 一 出火 有 之候ハ 、、暮 時よ 6 拙者 人 數差出 候 段 口 達に て御屆 

な， oso 

一 四月 廿三 日 仙 洞 崩御 被 遊 候 付、 同廿 七日よ 6, 普請、 鳴 物、 來月ニ 日 迄 五 日 停止 之 事。 

一 五月 九日 今度 仙 洞 御所 崩御 付て、 京都え 之 御 使者 那可儀 右衛門 御用達 役此間 御內々 被 仰 付候處 昨夕 

大御目 付 御 回 狀を以 、元 文 二 巳年 中 御 門院 崩御 之 節 之逋、 以 使者 御 香奠 可 差 上 之 旨 被 仰 渡 候 付、 當十 

二日 出立 可 罷登旨 今日 被 仰 付 候し 御 香奠 銀百兩 御進獻 なら。 

一 屋形 樣舊冬 侍從御 任官 之 儀に て、 今日 嘉祥御 祝儀 御 任官 初て 之 御 登城 之 儀 故、 於 殿中 今朝 御着 座 之 儀 
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被 仰 渡 候。 此義松 平 伊豫 守 殿 去 辰 慕 侍從被 仰 付、 去 巳 六月嘉 定御 祝儀 侍從成 初て 御 登城 之 節、 於 殿中 

御禮 以前 御着 座 之義御 老中 被 仰 渡 候 趣 兼て 御 留主居 共 承 合訴之 候に 付、 右 之 趣 を以御 老中 方 御 直 勤、 

若御年寄御使者勤有之な，.^。 

一 六月 十八 日 玄心院 殿御 位牌 總泉 寺え 被 建 置 候處、 今度 右 御 位牌え 殿の 文字 被 加 置、 御 女 儀 様 御 位牌 

御 同 殿 被 建 置 候 付 左 之 通。 

一 銀 子 三枚  總泉 寺え 

右 は 御 使者 上野 幸 右衞門 使 を 以被遣 候。 

一 七月 廿 八日 表 御門 御 普請 中 故 南 御門よ 6 上使 御 待 請に 付、 今日 御 途中 迄、 上使 櫻井監 物殿爲 御案內 

吏 e 义皮； 5:1}-§ク|0 但御留 主 居 手間 

私 6 あ ft^ 層 2 無 之に 付て なり。 

一 午刻 過稷井 殿御 出、 屋形様 御 內玄冠 御 白洲 中 御門 手前 迄 御 出 迎御ー 禮有之 候 0 上使 御 起座、 屋形樣 御 

內玄冠 中 御門 地 覆 際 迄爲御 送被爲 出御 一 禮な， oo 以後 早速 爲御禮 御 登城、 御 奏者え 被謁 0 

一 八月 十日 圓明 院樣御 一 周总に 付、 昨日よ 6 總泉 寺に て 御 法事 有 之 候に 付、 東 歙山御 參詣可 被 遊 思 召 

候 得と も 昨今 之 御 法事、 御手 前 事に は 候 得と も 重キ御 事故、 御 思慮 可 被 遊 哉 之 旨 被 仰 出 候に 付、 元光院 

え 御 合 御用 人と も 仕 候處、 重.^ 御 法事 等 之 節 は、 御 參詣不 被 遊 候ても 不苦義 に 御座 候 0 其 段 は 御 別 

當 へ も同院ょ，.^可申越候故、御參詣不及之旨元光院ょ6申來候に付今日御參詣無之0 仍て、 別て 御 g 


等 も 無 之 候。 

一八 月 十二 日 御 拜領之 _ま 雀 御 披有之 也。 

一 同廿 四日 子 午年 ニ歲 以上 之 御調、 慰 人數合 三十 一 萬 三千 六 百 三十 一 人、 內 三千 五 百 人 程 下野 二 郡 之 

內、 殘 三十 一 萬 餘は出 羽國六 郡、 右人 別 男女な.^。 

一同 廿 六日 ニ條御城天守炎上な，：^。 

一 十月 三日 今般 被 仰 渡 候 通 明 四日 御 能 I 纖 I 難 贿側在 之に 付、 御 肴 御 獻上之 儀 御用 番へ御 屆も可 有 之 哉 

去 ル延享 二 丑年 三月 中 八講御 執行 相 濟爲御 祝儀 於 御城 御 能 有 之 節、 依 御 觸御肴 御 獻上被 成 候、 其 節 は 

前日 御用 香へ 御 目 錄を以 御 屆被成 事 候。 然は 以前よ 6 被 仰 渡 候 上に 御獻 上物 は 前日 御用 番ぇ不 及 御 

屈 儀に 御座 候處、 八 講相濟 御 祝儀 之 節 右 之 通 故、 とかく 御 並 様 方 可 承 合 御 留主居 承 合 候處、 何方 様に 

て も 御 屈 無 之に 付 此度御 屆無之 候。 鯛 一 折 三枚 御獻 上な り。 

一 十 一 月朔日 上使 を以 W 御 拜領、 同 十二 日 御 披有之 候。 

一 同 十五 日 秀丸樣 御 事 今日 御內々 にて 御 髮置之 由、 此間 壹岐守 様よ 6 爲御知 被 仰 進。 仍て干 鯛、 こん 

ぶ 1 重、 御 撑代五 百疋、 秀丸樣 へ 御 刀番御 使者に て 被 進 之 候。 

一 十 一 月 廿日 午刻 過、 上 御屋敷 西 御 長屋 山 縣靱負 IS 付 小屋よ 6 出火、 小太皴 御屋敷 中 打 廻 候處、 御 人 

數敏集 早速 消留 候。 鞍負當 番之處 退出 遠慮 申立、 同廿 四日 御免被 成 候。 
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0 寛 延四辛 未 

1 正月 元日 菅原洞 旭、 去年 迄 は 平野 洞 伯 次に 被 召 出御 盃被下 候 へ 共 奮 冬 法 橋に 相 成 候に 付、 今年よ.. > 

御 吟味 を 以洞伯 上に 被 召 出な.. -。 

一同 二日 御 登城 如 例年 故 略 之。 

一 同 十三 日 爲御 家督 御 祝儀 御 老中 御 招請 被 成 度 旨、 今朝 小 笠^ 縫 殿 助 殿御 賴被楚 出 候處、 同 晚堀田 相 

模守 殿よ 6 御留主 居被爲 呼、 左 之 通 御 書付 被 相 渡 候。 

佐 竹 左 兵衞督 

家督 之爲 祝儀 振舞 三月 廿ー 日晚 何も 可罷越 候。 

右 之 通。 早速 爲御禮 御 出 可 被 遊 之處及 夜陰 御 延引、 翌 十四日 辰 刻 過 相模守 殿え 被爲出 候。 

一 同 十九 日 御 入部 御 願 之義、 小 笠 原 殿 を以、 本 多 伯耆守 殿え 左 之 通 御 書付 を 以被仰 立 候。 

私儀 當年國 元え 之 御 暇 被 下 置 候 樣に奉 願 候。 前々 御 暇 之 順 年に 付 申 上 候。 已 上。 

正月 十九 日  佐 竹 左 兵衞督 ，； 

右 御 願書 首尾 能 御 受取 置 候 付、 爲御禮 御 留主居 御 使者に 被 遣 候。 

一 二月 廿ー 日 吉 辰に 付、 松 浦 査岐守 殿よ 6 壽姬様 御 結納 御 祝儀 被 仰 請 候 也。 


壽姬樣 え 

一 御 小袖 二重、 ー御帶 二 筋 

ー末廣 二 包  ー鹽鯛 一 折 

ー餳 一 折  一 御 樽 二 荷  . 

右 者 白臺御 目錄、 引合 一 重に て認參 候。 

一 三月 廿 一 日 午刻 過 御 老中 酒 井 左 衞門尉 殿、 松 平 左 近將監 殿、 若 御 年寄 松平宮 內少輔 殿御 出 被 成 候。 

此節 屋形樣 御門 地 覆 際 內迄御 出迎被 成、 御先 立直々 大 書院え 御參 座、 御前 御中 座 御禮被 仰述。 御歸已 

後 右 御 老中 御 雨 人え 御 出 之 爲御禮 被爲出 候。  , 

但 今日 御 囀 子 御 興行な り。 

一 三月 廿 六日 二度目 御 饗應、 尤御囉 子 在 之 候。 

一 同廿 九日 御 老中 御 招請 相濟 候に 付爲御 祝儀 上々 様被爲 入、 御 番離子 棘 之 思 召に て 御 能 有 之 候。 

一 四月 十三 日 御下國 部爲 上使 堀 田 相模守 殿御 出 被 成、 從御 本丸 紗 綾二 十卷、 銀 子 五十 枚、 大御所 様 

大納言 様よ 6 秋 元 但馬守 殿を以 縮^ 十卷ッ 、御 拜領被 遊 候。 

一 四月 十五 日 御 登城、 於御黑 書院 御 暇 之 御 禮被仰 上 候。 此節御 刀.^ 5^1 金 酒 井 左 衞門尉 殿 を以御 拜領、 

御 刀御帶 重て 御 出席 御 禮被仰 上上 意 有 之、 左 衞門尉 殿御 取合 御 拜伏御 退座。 夫よ 6 西ノ 丸え 御 登城、 
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御 奏者え 被謁。 

一 同 十六 日 御用 番酒井 左 衞門尉 殿え 假御 養子 御 書付 御 持参、 御 納被成 候。 御 對面之 上、 御 由緒 害 も 被 

差 出 候。 

一 此方 様 淺草火 之御番 御代 松 平 大和 守 殿 被 仰 付。 仍 此方よ 6 も 御用 番ぇ御 屈 被 成 候。 

一 元 光 院ぇ御 家督 初て 被 爲入候 付、 銀 十 枚、 S 布 一 折 御 使役 を 以被進 候。 

一 四月 廿 九日 增上 寺え 御 參詣可 被 遊處、 少々 就 御風 邪 御 沐浴 難 被逍、 且來月 三日 御 發駕に 付 餘日無 之 

御 參萍難 被 成 段 御斷、 御 宿坊え 御 使者 を 以被仰 達 候。 兀^ 付 1< 御 合不ぇ ~ に不相 ％t 旨。 申 

1 五月 二日 昨日 御 席 ふれ 之 通、 大納言 様 御 袖留御 祝儀 有 之に 付惣御 出仕 候 得 共、 御國 元え 御 暇 御禮も 

濟候 事故 御 登城 無 之 候。 

一 同 三日 未 刻 江 戶御發 § 说。 百 御 道具、 御物！ g 三人 被 召 連 候、 御鷹 二 居。 

一 同 十八 日 秋 田 御着 城。 御 使者 茂 木筑後 同日 出足、 六月 三日 江戶 着。 

一六 月 廿日 大御所 様有德 院様薨 御。 御 二七日 過 月 代 剃 可 申 御席觸 0  l^gi- 曰 . 

一 御歸 國御禮 使者 御中 陰 明 被 指 出 候箬。 白鳥 は 御 伺 之 上 相 止、 蠟 域え 千 肴 被 指 添 候 喾に被 仰 渡 候。 

一 閏 六月 七日 大御所 樣薨 御に 付、 爲伺 御機嫌 御 使者 小 介 川 正 左衞門 御物 頭 去月 廿 八日 秋 田 出足、 今日 


一 同 九日 御法事御用懸..^、御老中ょ6御留生居御呼出御書付被相渡候。 

御 香奠 白銀 f 枚 計 g^l^su 

一 同 十日 土用 伺 御機嫌 御國 使者 石 井 正 左衞門 g 臓 鶴。 

一 同 十二 日 御用 番堀田 相模守 殿え 被 相 伺、 御差圆 にて、 今朝 御 檜 重 一 組ッ 、西 御 丸え も 御 獻上。 

一 同廿 三日 查岐 守樣、 大御所 樣薨 御に 付 去" 五日 女院使 御馳走 被 仰 付 候 爲御禮 、今日 御 飛札 被 差 出 候。 

一 七月 十 一 日 公方 樣御 中陰 明に 付 鯛 一 折ッ 、兩御 丸え 御 獻上ぁ 6。 

一 八月 廿 六日 有德院 樣御靈 前え、 銅 燈籠可 被 獻之段 被 仰 渡 候。  • 

一 九月 八日 御領 內大館 罷有候 負 雲と 申 尼、 此 度仙臺 御領え 罷越候 處相煩 候に 付、 陸 奥 守 殿より 御醫者 

被 仰 付、 御 丁寧 之 御 取扱に て 致 快氣候 由。 仍 て右掛 6 之 者 共へ 左 之 通 被 下 之。 

御醫者 黑 澤宗運  町 繫藤村 保 安 

銀 三枚 宛  鎌 田空吉  同針醫 木 村道 益 

岡 道 照  ャト 最上 屋與治 右衛門。 

右 者 向 方 御 留主居 迄、 此方 御留主 居よ 6 遣 候。 

一 十 一 月 十五 日 御領 內補陀 寺觀性 事、 去 秋 中惣持 寺爲輪 住職 罷越相 勉候處 先般 遷化に 付、 其 後 隨侍之 

僭 侶 首尾 克相 勤、 今度 交替 歸寺之 節 物 持 寺よ 6 害 翰 被 差 上 候。 右 御 挨摻、 同 寺 宿 寺 谷 中 光善寺 之 由に 
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付、 御 使者 を 以御賴 被 仰 遣 候。 

一 十二月 七日 大岡出 雲 守 殿 格別 骨折 相 勤 候に 付、 一 萬 石 御 加 增高被 下 上 總國勝 浦 領知被 下 之。 

一同 十八 日 壽姬樣 松 浦 壹岐守 樣ぇ御 引越、 御 婚禮御 整な 60 御輿 渡 小 野 寺 伊右衛門 道行、 介 添 布施 傳 

右衞 門、 御 IITi:f> ^、御先 道具 一 同 被 遣 之、 御 使者 高 瀨五郞 右衛門 大小 姓 勤 之。 向 方 御輿 請 取 松 浦 典 膳、 介 

添 菅沼十 兵衞。 

一同 廿 一日 今日 三 ッ目爲 御 祝儀 松 浦壹岐 守樣御 招請に 付、 御名 代 51 國壹岐 守 様 始其外 御 出な， 

一 吉田小 右 衞門殿 を 以松平 左 近將監 殿え 被 指 出 候 御 書付 左 之 通。 

私 伯母 松 浦壹岐 守え 婚姻 相 整 申 候。 當時在 國之儀 御座 候 間 御 序 之節以 名代 御 禮申上 度 奉存候 0 此 

段 奉 願 候。 以上。 

十二月  ,.  御 名 

御 付 札   . 

御 禮被申 上に 

不及候 


0 寶曆ニ 壬 申 

一 正月 一 一 日 兩御 丸え 御太刀 馬 代御獻 上、 御名 代 之 御 使者 疋田久 馬 0 


一 司 i# 日 御 席觸。 近來、 火事場え 見物 ケ間敷 もの 別て 多、 馬上 にても 出 候 様子に 相 聞 得 候。 向後 堅 可 

爲 無用 候。 右 鉢^ 者 見 請候ハ 、其 場え 出 候 御 目 付、 御 使 番相改 、名 承 記 申出 候 樣可申 渡 置 候。 

一四 月 二日 屋形樣 草 荷より 午ノ 後刻 被 遊 御着 府、 則 御 老中 御 勤。 

一 四月 三日 未 刻 過、 酒 井 左 衞門尉 殿よ 6 粘付 封 之 御 書付 以御 使者 參候 .0 

去年 御 暇 之 節 被 差 出 候當分 養子 願書、 致 返 進 候。 以上。 

四月 三日  酒 井 左 衞門尉 

佐 竹 左 兵 衞督様 

右 御受御 返書 糊に て 被 遣 候、 御 使役 勤 之。 

一 同 六日 御參勤 上使 西 尾 隱岐守 殿御 老中 御 出、 御 取扱 御先 例 之 通。 

一四 月 十二 日 御 參勤之 御 禮被仰 上 候。 

一 六月 二日 就 御 吉辰義 眞公御 結納 御 整な.^。 仍之御 緣女松 平 加 賀守殿 ill 楊 姬樣ぇ 御 祝儀 之 御 進 

物、 御 使者 山 方 內匠御 家老 を 以被進 候、 副使 龍 田 源 太夫。 

一 同 五日 申 刻 過、 日 暮里抱 御屋敷 表 長屋 不殘燒 失に 付、 酒 井 殿え 御 留主居 參上ロ 達 之 趣。 

新 堀 村 抱 屋敷 長屋よ 6, 出火に て 燒失致 候。 猶 書付 を 以申上 候 得 共 先 一 通 御屆仕 候。 

右 之 趣 申 述候處 、御 承知 被 成 候 由 御 挨拶な，^。 
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一 御用 番左衞 門 尉 殿え 左 之 通 被 相 伺候。 

今 申 刻 過 出火、 豐嶋郡 新 堀 村 抱 屋敷 表 長屋 不殘燒 失 仕、 外 颠燒無 御座 候。 依 之 差 扣之義 奉伺 候 G 

以 上。 

六月 五日  御名 

一 六月 六日 御 留守居え 御 付 札に て 被 相 渡 候。 

不及 差扣候 

右 之 通 御 付 札 を 以被仰 渡 候 付、 御 使者 を以 御請 被 差 出 候 付 御 使役 勤 之〕 御 懇意 御 老中 堀 田 殿、 西 尾 殿 

え 御 差 扣不及 之 段 御 留守居 を 以被仰 知 候。 

一 同 十八 日 御 檜 重 一 組 御 本丸え 御 獻上。 f れ f  ；^^。 

一 有 德院樣 御 一 周忌 御 法事に 付、 御 香奠 白銀 三十 兩御 進獻 也り 

一 七月 朔日 就 御 吉辰御 婚禮御 整に 付 楊 姬樣御 十六 未 上刻 本鄕 御屋敷 御 出 輿、 下 谷 七 軒 町 御屋敷え 被爲 

入 0 

.  相 馬彈正 少弼様 

御 迎 

松 浦 壹岐守 様 

御 送 松 平 河 內守殿 


松 平 兵 部 少輔殿 

、  御 家老 

御 與渡前 田 兵 部 

御 貝 桶 渡 中 川 八 郞右衞 門 

御輿 請 取 眞 壁 掃 部 助 

御 貝 桶 請 取 山 方內匠 

一七 月廿 二日 以上 使 雲雀 御 拜颌。 I 細 jl 。日 

一 同廿 八日 昨晩 御 老中 御 連名 之 御 奉書 到來、 今朝 御 登城 御 婚禮涛 御 禮被仰 上 候。 御 披露 御 奏者、 御用 

番御 老中 御 取合 上意 有 之 候。 縮 R 五 卷御獻 上、 大納言 様へ は 銀 五 枚御獻 上。 

一 月光 院樣 九月 十九 日 巳 下 刻 御 逝去 被 遊 候。 

一 十 一 月廿 七日 御鷹 野屬御 拜領。 此節 御風 邪に 付、 御請に は 被 爲出候 得 共、 外 は 六 鄕伊贺 守 殿 を以被 

仰 上！ 

一 十二月 十五 日 琉球中 山 王 使者 登城 御規 式相濟 候に 付、 恐 悅之旨 御 老中 御用 番ぇ田 崎 忠四郞 御 留主居 

御 使者 也。 

一 同 十八 日 琉球人 登城 舞樂有 之、 歸國御 暇 も 被 仰 出 萬 端 無 御 滯相濟 恐悅之 旨、 前に 同 龍 田 源 太夫。 
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0 寶 曆 三 突 酉 

一 如 例年 之 御 規式有 之。 

一 正月 二日 御 登城。 

一 四月 十五 日 御國 許え 之 御 暇 上使 本 多 伯 老乂寸 殿御 出、 御 取扱 御 吉例 之 通 故 略 之。 

一 同 十九 日 西 尾 隱岐守 殿え 御 出、 假御 養子 之 御 書付 御 持 參御渡 被 成 候。 今年より 御 由緒 書に 不及之 

由 御 持 參無之 候。 

一 五月 五日 江戶 御發駕 なり。 

一六 月 六日 御 歸國御 使者 小 野 岡 市 太夫、 秋 田 去月 廿 一日 出足 今日 上着。 

一 同廿 七日 御用 番ぇ、 今度 日光 御宮 御修 覆出來 去月 廿 七日 正： f 宮相濟 候に 付、 右 御 歡御國 使者 土屋貞 

吉 g£ 被 差 出 候。 

一 八月 十七 日 屋形樣 御 病氣に 付、 爲御病 養 御 出府 被 成 度 旨 小 野 寺 伊 右 衞門御 家老 被爲差 登。 上々 檨ぇ 

御 相談 被 成 置 候 處無御 相違に 付、 明日 久世忠 右衞門 殿を以 御用 番ぇ御 願書 被 差 出 候箬。 右 御 口上書 

】 同廿 一日 延生院 樣御病 養 無 御 叶 今朝 御 死去 之 由、 從壹岐 守 様 爲御知 申來。 


一 同廿 四日 鈴 木平藏 御用 人 去. - 十九 日夜 中秋 田 出足 早 打に て、 屋形 様御傳 痰之處 先頃よ 6 御 類條、 十二 

日頃よ 6 御 浮腫 御 煩 御 勝 不被遊 候に 付、 御酱者 御 願 之た め 被 指 登 候。 

一 同廿 五日 望月 三 英老御 願 之 通 被 仰 出 候 付、 今夜 中 御 出立 被 成 候。 

一 同廿 六日 求 馬檨御 看病 御 暇に て濱町 御屋敷よ 6 御 發駕被 遊 候。 

一 同廿 七日 屋形樣 御大 病に 付 御 跡目 之 御 願、 今朝 御用 番ぇ松 浦壹岐 守樣、 久世忠 右衞門 殿を以 御願誊 

^i^^tuM^O 御 書 は 忠右衞 門 

^s^tJMtt-^ 殿 被 差 出 候。 

一 S 形樣御 養生 無 御 叶 、去& 廿日 御 逝去 之 段 早 打に て申來 候に 付、 求 馬 様、 三英老 御旅 中え 高瀨傳 右衞門 

被 差遣 候處則 御歸、 右 御 sli 去 黑田河 內守殿 を 以被仰 達 候。 

一 九月 三日 昨日 査岐守 様え 御 老中 御 述名之 御 切 紙 本 多 伯耆守 殿よ 6 到來、 午 之 刻 松 浦 壹岐守 殿御 同 

道に て 求 瑪樣御 出 之處、 堀 田 相模守 殿、 酒 井 左 衞門尉 殿、 西 尾 隱岐守 殿御 列座、 大御目 附石河 土 佐 守 殿 

御 末席 御 詰 候 由。 伯 者 守 殿御 上座に て 被 仰 渡 之。 

佐 竹 左 兵衞督 家督 相 續之儀 病中 願 置 候 。依 之 求 馬 事 家督 相 績被仰 付 遺領無 相違 被 下 之 旨 被 仰 付 候 0 

右畢て 伯誉守 殿御 服总御 * 付 御 直に 被 相 渡 候。 

佐 竹 求 馬 

九月 三日よ. 0 五十 日、 十三 ヶ月 之 总服受 可 被 申 候。 尤服总 之 嘗付可 被 差 出 候。 
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一 御 歸之節 御 老中 幷若御 年寄 中と もに 爲御禮 御 勤 被 成 候。 御 总中故 御 取次 御 呼 出御 門外に て 被 仰 置 候 

一 求 馬樣御 事、 屋形樣 と 可 奉 稱之旨 御 家中え 被 仰 渡 候。 

一 九月 四日 御 忌中 御尋之 上使 金 森 兵 部 少輔殿 5||、上服 下 綿 御 出 也、 屋形樣 譲れ i さ 物 御 出迎、 御先 立大 書院 

え 御 同道 也。 上意 之 趣 左 之 通。 

左 兵衞督 死去に 付 愁傷 可 致 思 召 候。 依 之 被 成 下 上使 候。 

上使 御 歸之節 御 送 等 御先 例 之 通。 

一 御 香奠 白銀 三十 枚 御 拜領。 

一 御 饗應之 品 一 切 無 之。 

一 同 五日 御前 樣御事 御 後室 様と、 秀丸樣 御 事 御曹司 様と 可 奉 稱之旨 御 家中え 被 仰 渡 候。 

一九 月廿ー 日 御曹司 樣御 麻疹 被 遊 候に 付、 濱 町御屋 しきえ 屋形樣 被爲出 0 

一 十月 廿 二日 御屋敷お て 淨瑠理 、小歌、 琴、 三味線、 音曲 之 儀 前々 御 停止 之處、 通 霄院様 御代、 差て 御 構 

無 之 段 御 目 付え も 被 仰 渡 候 段、 御 家老 演述 にて 諸 頭へ も 申達 候處、 已前之 通 御 停止 之 段 御 書付 を以御 

用 所よ.^ 被 S; 渡 

一 司 仕^日 .^n>3 力 こ ォ.^ ズ IS! 卸 4^、s.g4:f-j^s.^H 幼 0 通 喾院樣 御 病中 御 出府 之 御 願、 且御醫 者 之 御 願、 御病氣 

IrJ.^ ほ 日 ゆ } 个徇 ±U ぼ； ^t.^  ft^ 中 不 殘^ Ei- 御 尋之御 車 書、 御 看護 御 暇、 且御 家督 無 御 相違 被 仰 付、 

上使 を以御 香奠 御拜 

之 御 疆等御 口上な り。 


一 御 相 續御禮 被 仰 上 候 節、 御獻 上物 幷御家 來人數 御 伺 書、 御用 番ぇ被 差 出 候。 

一 御獻 上物 は 如 御先 例 故 略 之。 

一 御 家 來人數 左 之 通。 

佐 竹 主 殿 

佐 竹 大和， 

佐 竹圖書 

石 塚 孫 太夫 

戶 村 十 太夫 

小 野 寺 伊右衛門 

須田內  1?  一  rz 

右獻 上物 如 先例 被 仰 出 候 付 略 之。 

一 十 一 月朔日 卯 後刻 御 出駕 ||^^% 當日御 禮相濟 、屋形 様 於 御白 書院 御 相 續之御 禮被仰 上 候。 

綿  五十 把 

黄金 五 枚  御 本丸 獻上 
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. ^馬 一  疋 

外 卸 刀國眞 一 腰 

一 同 六日 左 近將監 殿御 用人 中 村 政右衞 門え 申 聞 候 は、 御先 代 御 家督、 御 無官に て 五節句 月次 御 登城 之 

儀 御 願 被 成 候 御 例 承 度よ し內々 申 聞 候に 付、 今朝 左 之 通 御 書付 持 參差出 候。 

佐 竹 源 次郞^ I 大元祿 十六 未年 八月 十二 日 故 右 京大 夫 家督 無 相違 被 仰 付、 寶永三 戌年 二月 十五 日 五 

節句 御禮御 登城 仕 候 様 大久保 加 K 守 様よ 6 御 W 付 を 以被仰 渡 候。 同 四 年 八月 廿 六日 月次 御禮 登城 

之 儀 奉 願 候處、 同 晦日 月次 登城 仕 候 様に 秋 元 但馬守 様よ 6 御 害 付 を 以被仰 渡 候。 

十一 月 六日 

. 佐 竹 求 馬 故 右 京大 夫 事、 正德 五未 年 無官に て 末 家より 本家 相 續被仰 付、 同年 九月 廿 九日 家督 之御禮 

申 上 候。 五節句 月次 御禮 登城 之 儀 は 御 伺不仕 登城 仕來 候。 

十一月 六日 

一 右 之 外 左 之 通 松 平 左 近將監 殿え 例 書 被 差 出 候。 

佐 竹 故 大膳大 夫 §1 寶永三 戌年 三月 三日 初て 五節句 登城 之 節、 大御目 付 松 平 石 見守 様え 着座 之 儀 被 

爲 伺候 處、 無官に 候 得 共 表 侍 從松平 能 登 守 様 次、 御 譜代 侍 從小笠 原 右近 將監樣 上に 着座 仕 候樣、 御 

老中 秋 元 但馬守 樣被仰 渡 候 由 石 見守 樣御 差圖 にて 着座 仕 候。 以上。 


佐 竹 求馬內 

十一月 六日  中 村 政 右衞門 

屋形樣 當時御 無官に 候 得と も、 表 侍 從松平 大膳大 夫 殿御 次 へ 御着 座 被 成 候。 

十一月 十二 日 御鷹 之 暦 二 御拜領 な.^。 

但同廿 六日 御披、 御相續 初て 故 小謠有 之。 

同廿 五日 查岐守 様よ 6 御 二 男 民 部樣御 嫡子に 御 願、 御當 家よ 6 御 添 願 有り。 

同廿 七日 御用 香え 左 之 通。 

同姓 壹岐守 方 罷有候 節 致 出生 候 本腹 之 嫡子 秀丸 儀、 営て 六 歲相成 申 候。 私儀 本家 相 績被仰 付 候 付、 

右秀丸 直々 引取 嫡子に 仕度 候。 此段申 上 候。 已 上。 

十一月  佐 竹 求 馬 

十二月 二日 御 付 札 


勝手次第 可 被 致 候 


御用 番松平 左 近將監 

殿より 被 仰 出 候。 


十二月 七日 壹岐守 様、 民部樣 今朝 御 登城 之處 に、 先頃 御 願 之 通 民 部樣御 嫡子 形 被 仰 出 候。 仍屋形 様 

よ 6 右 御禮御 使者 勤、 御 老中、 若 御 年寄 中 迄。 

同 十日 出羽國 秋田領 度々 洪水 急 冷氣相 成リ、 稻靑立 雪下 相 成、 高 七 萬 三千 五 百 六十 石 餘御损 亡御屆 

羽 陰 史略 卷之 六 (賽曆 11!)  一 璧 


秋 田 叢書 第 十二 卷 

盲， CSO 

一同 十二 日 民 部 様 御 目 見 之 御 願 有 之、 御 添 願 被 差 出 候。 


拜領  下 谷 七 軒 

一居 屋敷  一 萬 二 千 百 八十 八 坪 五合 

同  向 柳 原 

一 中 屋敷  五 千 五 百 二十 六 坪 五合 

同  淺草 

一 下屋敷  六 千 百 三十 七 坪 

深 川 海邊、 伊奈 半 左 衞門樣 御 支配 

一 抱 屋敷  年貢 地 三千 九 百 五十 三 坪 

豐嶋郡 新 堀、 東 歙山領 、田 村 權右衞 門 支配 

一 同 屋敷  同 斷 一 萬 七 千 坪 

足 立 郡 □ 田 、小 野 左 太夫 樣御 支配 

一同 屋敷  同 斷 五 千 二百 三十 二 坪 

右 之 外 平野 洞 伯 屋敷 略 之。 

1 同 十五 日 民 部 様 初て 御 目 見濟。 

一同 十八 日 義局公 fff 被 任 侍從、 同廿 八日 御獻 上物 左 之 通 0 

御太刀 黄金 馬 代 

御 本. K え 

縮^ 五卷 

御太刀 黄金 馬 代 西 丸え 


一 信 太內藏 助き g 瞧來 正月 元日 京都え 御 使者 罷登候 付、 御 目 見 被 仰 付 候。 

一 十二月 廿 九日 ^尾 隱岐守 殿よ 6 御 左右 有 之 付 御 留守居 罷出 候處、 今般 御 官位に 付 所 司 代え 之 口宣 

之 奉書 被 相 渡 候。 

佐 竹 右 京大 夫 事 

從四 位下 侍從被  • 

仰 付 候 口 宣等之 儀 

相 調 候 樣傳奏 衆 迄 

可 被 申入 候 恐々 謹言 

西 尾 隱岐守 忠尙判 

寶曆三 酉  松 平 左 近 將監武 元 判 

十二月 十八 日  本 多 伯 耆守正 珍 判 

堀 田 相模守 正亮判 

酒 井 讃岐守 殿 

0 寶曆四 甲 戌 
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秋 田 叢書 第 十二 卷  f 

一 正月 元日 御 規式如 例年 七五三 

一 信 太 內藏助 今朝 出足 上京、 御 姓名 書 も 被 遣 候。 

"4- 四 位下 侍從 元 無位 無官 

寳曆三 癸 酉年 十二月 十八 日 

佐 竹 右 京大 夫 

源義局 


一同 二日 御 登城、 御 舊例之 通。 

一 二月 九日 信 太 內藏助 着、 口宣、 位 Si 、掛 緒、 免狀等 持參。 御 取扱 御 舊例之 通 故 略 之。 

一 閨 二月 廿 六日 御 席觸、 て 御 咎メ被 仰 付 候 者 一 類と もよ 6 差 扣伺差 出 候覺。 

御 役 被 召 放 候 者 父子 兄弟、 祖父、 孫 閉 門  右同斷 

逼 塞  右同斷  遠慮 被 仰 付 候 者 枠 

右 之 通 B 心得、 此外之 一 類 共よ， -は伺 差 出に 不及 候。 尤 養子な とに 相 成績 遠く 候歟、 又は 續無之 

候と も、 實 書面 之 通 績有之 者 は 伺 書 可羞出 候。 

一 重.. 御 仕置 等 被 仰 付 候 節 は 只今 迄 之 通 可 相 心得 候。 


三月 朔日 民 部 様、 月次 五節句 御 出仕 御 願 之 通 被 仰 付、 今日 初て 御 登城。 

大岡出 雲 守 殿御、 本丸 若 御 年寄 被 仰 付 月番 御免、 只今 迄 之 通奧勤 兼、 五千石 御 加 增被下 之。 

三月 四日 午刻 御 男子 樣御 誕生 也、 當分 御曹司 檨御 同居 也。 I お。 助樣 

四月 五日 稻生 下野 守 殿 I 目え 御 伺 之 趣 左 之 通。 

四月 十 一 日 御 付 札 

書面 之 通 は 永 壽院は 《s 右 京大 夫た めに は 養 祖父 之  k  5  ^.^ 

實方 曾祖母 之 續に付 右 京大 夫と 相互 服 忌 無 之。  4^ ぎに ^ 

右 者 佐 竹 右 京大 夫 分流 故 式部 少輔 妾、 元祿 年中 本妻に 相定申 候。 然は、 故 式部 少輔 嫡子 故 修理 大 

, 夫 儀、 故 右 京大 夫 養子に 被 仰 付 候 節領知 家族 共 本家え 引 纏 申 候處、 修理 大夫 不幸に 付 嫡子 左兵衞 

督承祖 にて 故 右 京大 夫 家督 相續仕 候。 左 兵衞督 不幸に 付當右 京大 夫 末 家より 相 續被仰 付 候 付、 

永 壽院績 幷服忌 之 儀 如何程に 可 有 御座 候 哉。 

御 付 札 

書面 之 通 は 俊 交院は 修理 大夫 存生 之內左 兵衞骨 養母に 相定  .g  t 

候 得 は、 當右 京大 夫 爲には 養父 方 祖母、 定式 之 服 忌に て 候。  0  S  K 

右 者 同姓 故 左 兵衞督 母御 座 候處、 故 左 兵衞督 亡父 修理 大夫 存生 之內 養母に 相定申 候。 然は當 右 

京大 夫 儀 末 家より 故 左 兵衞督 家相 續被仰 付 候 付、 俊 交 院績幷 服 忌 之 儀 如何程に 可 有 御座 候 哉。 

右 之 通 奉伺 候。 已上。 

ヽヽ ヽヽ、 內 

四月.  中 村 政 右衞門 
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1 同 九 B 慈 明院樣 f I ペ；！ 膽隱事 


一 五月 八日 鳥 越 明 神 舞殿修 覆、 表門 ふしんに 付 御 奉納 之 儀 願 有 之、 御 氏子と 申に も 無 之 候 得 共 前々 よ 

ら御 奉納 之 品 も 有 之 事故、 此度銀 二 枚 御城 使 を 以長樂 寺 迄 被 遣 候。 右 願書 被 返 置 候。 

回 御 忌に 付總泉 寺に 於て 今晩よ 6 輕御 法事 御 執行 有 之、 御 刀番御 

代參也 。右 御 法事 役人 等 不被遣 候。 永壽院 様へ 右に 付う む とん 二十 船 被 進 候。 十日 は 御 直 參有之 候。 

五月 廿 一 日 松 平 土 佐 守樣御 息女、 御曹司 様え 御 緣組之 儀、 今日 御 家門 樣 方え 被 仰 達。 御 留守居 口 達 

書 持參之 趣。 

松 平 土 佐 守樣御 息女 樣秀丸 様え 御 緣組之 儀 御上 屋敷え 御 引 移 以前よ， -御內 約 も 在 之 候。 依 之 土 佐 

守 樣ぇ此 度 表立 可 被 仰 進 思 召 候 付、 此段被 仰 進 候。 以上。 

. 五 月 


松 平 加 賀守樣 

同 修理 大夫樣 

同 近 江守樣 

有 馬中務 大輔樣 

同 讃岐守 様 

松 浦 肥 前 守 様 


松 平 筑 前守樣 

松 平 丹 波 守 様 

松 平 隱 岐守樣 

相 馬彈正 少弼樣 

津輕 土 佐守樣 

同 壹 岐守樣 


黑田 甲斐 守 様  同 河 內守樣 

一 上々 樣方 へ は 御用 人 を 以被仰 進 候。 

一 五月 廿 二日 道 御 奉行 永 井 民 部 殿え 御 留守居 書付 繪圆面 を 以伺之 趣" 

淺草鳥 越 明 神前 橋 俄 行 桁 落チ、 馬車 牲來危 相 見得 申 候。 依之牲 來人留 仕置 奉 願 候。 尤修複 之 儀は尙 

又 吟味 仕 追て 御 伺 可 仕 候。 以上。   內 

irm ナ 111  中 村 政 右衛門 

五月 廿ニ 日 

右 書付 用人 菊 地彌八 郞を以 出 候處、 民 部 殿御 逢 被 成 御 承知 之 旨 被 仰 候。 

一 五月 廿 六日 御！！ 之 間 御 出御 持 斗。 

掃资&  き a 

右二 ッ目御 敷居 之 外 着座。 

町 1 ロカ^ 頭 十 郞兵衞 "^B^ 橋 多 門 

白 井 久五郞  同 十一 郞 

荒木 猶水  中 西忠太 

、 同 新六郞  松 田 又 八 

同  又之丞 

if  -、、 
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右二 ッ目御 敷居 之 外ニ疊 目頭え 罷出、 披露 殿 付。 。人"、 

三 谷 勘四郞  同 源太郞 

丹 波 や 五 郞兵衞  布袋 や 長兵衞 

中 村 三 右衛門 

右二 ッ目御 敷居 之 外 下 御屛風 際にて 御 目 見 被 仰 付。 1^1。 同 

一 右 之 面々 被 下物 有 之、 略 之。  ， 

一 六月 四日 御 席觸。 

兄弟 數多有 之 候 者 弟 共 を 段々 に 兄 之 養子に 相 願 候 節、 向後 左 之 通 相 心得 可 申 候。 

一 弟 を 兄 之 養子に 致 候 節 は 弟 之 績を以 養子に 相 願 可 申 候。 

一 右 養子に 相 成 候 もの 又々 其 者 之 弟 致 養子 候 節 は、 實 弟に 候 得 共、 養 方に て は 伯父 之 續に付 養子に 

は 不相成 候。 相 續相願 可 申， 候。 

一 右 相 績に相 成 候 者 又々 其 者 之 弟 を 養子 致 候 節 も、 實 弟に 候 得 共、 養 方に て は 伯父 之 續に候 付 養子 

に は 不相成 候。 相 續相願 可 申 候。 

一 右 相 續に相 成 候 者 又々 其 者 之 弟 を 養子に 致 候 節 は、 最早 養 方 之續之 名目 無 之 候 間、 實弟之 繽を以 

養子 相 願 可 申 候。 


右 之 通 寄々 可 被 達 置 候。 

六 月 

一 六月 十六 日 御 嘉祥御 祝儀 初て 御 登城に 付、 御 伺 之 上 登城 被 成 置 候" 右に 付 大御目 付不殘 御用 御賴、 

御 目付幷 御先 手 へ も 御手 紙 爲御知 在 之 候" 御 相 a 初て 之 御 登城 故 掃 部 助、 內記、 大 番頭 小 野 崎 大藏出 

殿、 御 焚 斗 鮑 御 小姓 獻之、 則 引 申 候。 役人 少々 御 目 見 卽刻御 登城 之處、 於 櫻 之 間 堀 田 相模守 殿、 御着 座 

之 儀 被 仰 渡 候。  ， 

一 今日 於 御城 御 頂戴 之 御菜 子贿ぉ I 俊 交 様、 盛 德院樣 、永 壽院樣 、御曹司 様え 御 小姓 御 使者 を 以被進 候。 

愛宕 下 御前 樣、 鳥 越 奥様 へ は、 御 家督 初て 御 頂戴 被 遊 候に 付以御 使者 被 進 候 U 明 ハキょ 6. 不被 進候箬 也。 

一 陰 之 間 御 出 座 有 之、 今日 御 頂戴 之 御菓子 於 同所 拜領之 次第。  ■ 

掃 部 助  內記 

右 御 敷居 之 外 列 居 御菓子 頂戴、 銘々 え 御 小姓 を 以被下 之。 

右 御菜 子 八 寸臺ぇ 戴 之。 御 敷居 之 外ニ疊 目え 御 小姓 置 之、 于時御 番頭 出席 頂戴。 畢て 御菓子 八寸三 

疊 目え 下さ 于時御 財 用 御 勘定 奉行、 御用 人、 御 留守居、 御 勝番、 御 刀番、 御納戶 役、 御用達 役、 御侧廻 

之 面々、 御 小姓 迄 詰 合 之 面々 被 下 之〕 何も 平伏に て 頂戴 之。 

羽 陰 史略 卷之 六 (寶曆 四)  i 


六月 四日 幸 之 助樣御 ニ男樣 今日 御箸 初に 付爲御 祝儀 初て 御 紋付御 召 物 被 進 候。 

一 御 紋付御 帷子 一 重 

一同 御給 一重 屋形樣 よ， 9 

鮮肴 一 折 

一 御 小袖  一重 

餳 一 折  御曹司 様よ，.^ 

御 內證向 甚御養 霞 御 省略 被 成 I 趣 被 仰出秦 は、 8? 以御 家中え 被 仰 I。 但、 年々 鐘 

登 候 御 翁、 御 米 S  、御雜 用役、 御作 雲當 時よ 4相止候付 、御 靈筋も 秋 田に. -き差 出篇被 

仰 渡 候 付、 御 勘定 役 も 此末不 被 指 登 事に 相 成、 右 役々 金銀 受拂 役と 一役に 被相改 候。 御作 事 役 は 御 普 

請 方と 被 相 名 附候。  , 

一 同廿 六日 土 佐 守 殿え 以御 使者 i^^gl^ 田 御曹司 樣御緣 組 之 儀 先頃よ.^ 被 仰 進 候 通、 今日 就 古 辰 表立 

被 仰 進 候 御 口上 之 趣。 

殘暑甚 候 得 共彌御 堅固 珍重 存候。 然は御 息女 樣 同姓 秀 丸え 御 緣組之 儀 宇田川 玄休を 以称內 々申述 

侯 气卸仪 組 可 被 之 段 被 仰 下 幾久致 大慶 候。 右 之趣爲 可申述 使者 を以 申達 候" 書 之 口上 覺ト有 之。 

右 御 口上書 御 留守居 龍 田 源 太夫 持參之 上、 向 方 御 留主居 早 崎 小 平に 相 渡 之、 土 佐 守 殿へ 披露。 畢て御 


前へ 被 召 出御 直答 被 仰 含 返 席。 御 料理 被 下 於 席に 御 家老、 御用 人 挨接之 由 源 太夫 披キ候 上訴 之〕 

一 未 刻 土 佐 守 殿よ. り 御 挨接御 祝儀 御 使者 早 崎 小平參 候。 仍、 上 御 使者 之 間え 御 取次 案內、 于時眞 壁 掃 部 

助随|歸；|^下罷出及挨拶、宇田州玄休取合畢て掃部助返席、御用人生田目喜內、鈴木平藏||服出席、次第 

掃 部 助に 同。 

一 卽刻大 書院 上段 下 御着 座 |g| 浦 5， 早 崎 小 平 被 召 出、 披露 小 野 崎 大藏、 御 直答 被 仰 含畢て 席え 返〕 御 

家老 大書 院 入口 御緣 通に 伺 公、 幷 御用 人相 詰、 何も 御 使者え 及 挨拶。 

一 御 使者 本 席え 返 座 之 節 御 g 斗 三方 出、 畢て御 料理 被 下； j 新 相伴 玄休、 、源 太夫。 《ききば。 も 並 

一 右 御 使者 披候 以後、 徒 並 使 を 以左之 通 被 下 之。 

土 佐 守 殿御 使者 

一 晒 布 十 端  早 崎 小 平え 

右 之 通 は 源 太夫へ も 向 方よ. 被 下 候。 是 兼て 被 仰 合に 付て なり。 

一 須田內 記 去年 中よ-^ 相 詰、 來ル廿 九日 罷下 6。 小 田野 又 八 郞此度 京都え 之 御用 被 仰 付 罷登候 付、 於 陰 

之 間 今晩 御 夜食 被 下 之。 兼て 御 催 も 有 候 付 幸に 今 晚御囉 子 被 仰 付、 表 役人、 御 側 廻 被爲召 見物 被 仰 付 

御 夜食 御酒 被 下 之〕 掃 部 助、 內 記、 又 八 郞ぇ於 御前 御 帷子 一 ッ 、被 下之リ 

一 六月 廿 七日 御 國元已 前よ.^ 金銀 錢札遣 等 無 之 事に 候 得 共、 御 家中 幷在 町甚 困窮 候 付、 今 戌年より 廿 

五ケ 年 目 戌年 まて 銀 札 遣 被 成 置 度 旨 御 伺、 御用 番御 老中 堀 田 相模守 殿え 今朝 御 書付 を 以被差 出 候 趣 
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私儀 連々 不勝手に 御座 候 上、 近年 打 續國元 損亡 仕 領內甚 及 困窮 申 候。 然は、 此節相 救候餘 力無 御 

座 候。 仍之爲 助成 領內銀 札遣爲 仕度 奉存 候。 左 候 得 は 家中 幷町 在と もに 勝手に も 相 成、 諸商賣 

之 通用 等も宜 御座 候 0 寶永、 享保之 頃隣國 奥州 仙 臺幷同 國白川 にても 金銀 錢札相 用意 候 例 御座 

ii< よし 承 候。 仍て可 相 成義に 御座 候ハ 、、當 戌年より 二十 五ケ 年 目 戌年 迄 右 札遣爲 仕度、 此段奉 

司 rl^o  3ho 中 奉書 半切 紙へ 認 

S1 上 包； f 濃 紙 御名 有 之。 

七月 晦日 御 付 札 

當. IJf 竿より 來ル 戌年 まて 

サ 五ケ 年 銀 札 遣 可 被お 付 候 

右 御 伺 書幷例 書と も、 今朝 御 留守居 龍 田 源 太夫 を以 御用 番ぇ被 差 出 候處、 御 受取 置 被 成 候。 例 書 略 

之〕 

一 御曹司 様え 之 御 緣女樣 、御名 御歲、 書付 を以 宇田川 玄 休よ.^ 龍 田 源 太夫 迄 參候。 

賀 八歲 

右 小 奉書 一 重に 認參 候。 

一 同廿 九日 生 田 目喜內 御用 人 御 役 御免被 成 置、 申立 遠慮に て御國 元え 罷下 候。 

一七 月 二日 井伊 掃 部 頭 殿 今度 御 家督 無 御 相違 被 仰 出 候 付 御 使者 被 遣 候。 同 主 殿 頭 殿 1^11 今度 御隱 


居 御 願 之 通 被 仰 出 候。 

一 右 之 通に 候處、 八月 廿 八日 掃 部 頭 殿 病氣急 養子 御 願 候處、 御 親類 阿部 飛驊守 殿、 間 部 若狹守 殿被爲 呼、 

井伊 掃 部 頭 病 氣に付 他家よ. -急 養子 致 度 段 相 願 候 へ 共、 隱居主 殿 頭 未 老年に も 無 之 事故 再勤 を も 被 

仰 付候ハ 、、何様に も 保養 加へ 可 相 勤 義に思 召 候。 掃 部 頭 事 は 家相 績之儀 致 安心、 病 氣可致 保養 候。 

右上 意之 趣 可 申 聞 之 段、 御黑 書院 於 溜 之 間 老中 列座に て 被 仰 渡 候。 

一 御領 內能 代表 火災 之 御 屈、 御用 番酒井 左 衞門尉 殿え 御 書付 被 差 出 候。 

一 町屋百 七十 四 軒  ー土藏 一ヶ所 

. 一穴 藏ニケ 所  一社 三ケ所 

一社 家 一軒 

右 之通當 六月 十六 日 未 刻よ 6 戌 刻迄燒 失。 

1 七月 九日 壹岐守樣ぇ蜂須賀殿ょ，.^被仰越候は、拙者儀今度大病に付、御四男大炊殿養子申請奉願度 

存候段 被 仰 越 候 付 御 挨援に は、 相 心得 申 候 得 共、 本家に て 如何 可 有 御座 哉 承 6 候 上 御 挨拶 可 申 旨 被 仰 

遣 候 由。 此方 樣 へ 御 家老 森 川 新 右衛門、 岩 永 宇 左 衞門を 以被仰 遣 候 處御相 應之御 挨拶 被 仰 進 候に 付、 

志 摩 守 殿 へ 御 相 應之御 挨拶 有 之 候。 . 

一 同 十日 志 摩 守 殿御 病氣 御大 切に 付 今日 御 養子 御 願 被 差 出 候處、 從壹岐 守 樣御屆 一 ト通之 由 爲御知 

羽赊 史略 卷之 六 (薆曆 四)  51 


秋 田 叢書 第 十二 卷  Is 

有 之 候。 

一 同 十二 日 小 田野 又 八郞御 家老 今度 京都へ 御用 被 仰 付 罷登候 付、 御 目 見 被 仰 付 御 S 有 之。 掃 部 助 御 取 

合リ 

一 大炊 様え 今度 御 養子に て 近日 向 方え 御 出に 付、 御馬 一 疋 §^ 爲御 餞別 被 進 候。 御 使者 御 刀番勤 之。 壹 

岐守樣 へ は爲御 支度 料 銀 三十 枚 被 進 候。 

一 志 摩 守 殿 十三 日 御 卒去 之 段 爲御知 申來、 大炊檨 御 服 忌 五十 日、 十三 ヶ月 被爲受 候。 則 鍛冶 橋 御屋敷へ 

御 引 移 被 成 候 付、 爲 御見舞 御 使者 中 村 政 右 衞門動 之。 

一 七. 月 十五 日 盛 德院様 頭 役 伊藤 六 郞左衞 門、 去々 年中 御供 相 詰此度 交代 罷下候 付 御 目 見、 御 番頭 披露 

御 竟有之 御 家老 御 取合。 畢て御 對面所 後 御座 S にて 御 料理 被 下 候、 上 絹と ろめん 三 端 被 下 之。 

一 七月 二十日 延生院 樣來月 御 一 周忌 候 得 共 常 月 御 取 越、 今晚ょ 6 明朝へ、 查岐守 様よ 6 御 法事 於總泉 

寺 御 執行 有 之に 付 今晚御 參詣。 仍之左 之 通御備 也。 

御 か うてん 白 かね 一枚 

右 御 香奠 御 使役 勤 之。 

一 切支丹 類 族 違 變無之 御 屆無， 之 段 は、 寬延元 辰年 十二月 四日 御 日記 條 下に 委細 在 之。 

一^せ 四日 石 川團藏 出仕、 一代 近 進 被 仰 付 候、」 


一 同廿 五日 昨日 一 色 周 防 守 殿よ 6 御 左右；^ 之に 付 今朝 關五郞 左衞門 II 用罷出 候處、 內々 御 留守居 祀 

招キ 候て 可申談 候、 得 共、 先頃 平 元 才藏其 元 へ 可 申 談旨被 申 置 候 故 相 招 候。 先頃 右 京大 夫 殿よ 6 御倾內 

銀 札 遣 之 儀 御 伺に 付、 御領 國古來 よ， り 銀 札 候 哉、 且此度 銀 札に 相 成 候て 他 國ぇ之 障 6 之 儀 少も無 之 哉 

右 兩稳之 御受害 明日 以御留 主 居 被 差遣 候 様に と 周 防 守 殿 被 仰 候 付、 今日 左 之 通 御 W 付 被 差 出 候。 

右 京大 夫 領內於 出 羽 國秋田 此度銀 札造爲 仕度 段 奉伺 候。 右 通用 之链は 家中、 町人、 百姓と も 勝手 

に 相 成、 他 國ぇ差 障 少も無 御座 候。 此段御 尋に付 申 上 候。 以上。 

、 、 r  r  r  P 

龍 田 源 太夫 

七月 廿 五日 

此度 奉伺 候 銀 札 遣 方 之 儀は國 夕に も 有 之 段々 承 合 候處、 鬼 角他國 よ， =>參 候 諸 商人 取 廻 罷歸候 節 

は、 札 引替に 難 ffi 之 方 も 有 之 様に 相 聞 得 申 候 故、 町人 受合 札と 申に 仕 候て 役所 建 置、 領內 富有 之 

町人 百姓に 申 付 右 役所 之 札 本に 仕、 右 札え も 札 本 之 名前 印 置、 引 t: 之 節 無難 於 其 役所 引替 候 様 

に 仕 候。 都て 商 賣體之 輕キ者 共 は 國法を 恐 候て、 自由 勝手 之 願 等 は 容易に 難 申出 ものに 御座 候。 

右 札 遣 之 儀 は 引替 自由に 無 之 候へ は 不通 用に 罷成候 故、 右 之 通受合 札に 仕、 其 役所え 右 京大 夫 方 

よ 6 檢使を 差 出 通用 自由 之 法 を 立 置 候 故 、本書 申 上 候 通 家中、 領民、 商資 人迄甚 勝手に 罷成. o、 隣 

國、 他 國ぇ之 差 障. 0 少も無 御 座 候。 以上 0 
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七月 廿 五日 

一同 廿 六日 來年御 入部 之 御用 勤 有 之、 仍て爲 御 祝儀 於 御 家老 局 御 焚 斗 鮑 三方 出。 于時  - 

御 財 用 奉行 御用 人 御膳番 御 留主居 御刀番 御 納戶役 御用達 役 

右 之 面々 出席 頂戴 之。 畢て於 同所 御 家老、 御 番頭え 御 吸物、 御酒 被 下 之、 御 財 用 奉行よ.^ 御用達 役 迄、 

於御廣 座敷 御 吸物、 御酒 被 下 之。 畢て、 右 何も 御 家老 局え 出席 奉賀 候、 又々 御酒 盛 有 之、 畢て 退去。 大 

御 番頭 小 野 崎 大藏御 入部 御供 被 仰 付 候。 

1 同 晦日 堀田相模守殿ょ，=^御留主居被爲呼龍田源太夫被差出候處、御伺被差出候御書付 へ 御 付 札 を 

以被仰 渡 候。 

當 戌年より 來ル 戌年 まて 

サ 五ケ^ 銀 札 遣 可 被 申 付 候 

右 之 節、 例 書 は 被 留置 不被返 置 候。 

一 右 之 通 御 付 札 を 以被仰 渡 候 付、 相 模守殿 へ 御請 之 御 使者 被 差 出 候 趣 左 之 通。 

先刻 家 來之者 被爲呼 今度 領内 銀 札 之 儀 奉伺 候處、 御 付 札 を 以伺之 通 被 仰 渡致拜 見、 得 其 意 難 有 仕 合 

奉存 候。 爲 御請 以 使者 申 上 候。 

一 八朔 御 祝 之 御 規式左 之 通。 


御酒 錫德利 

右 品々 御 膳番三 枝仲獻 之。 

一 御 席觸。 

枠 出奔 仕 候 節 父 遠慮 之 儀 只今 迄 不相伺 者 も 有 之 候。 御 奉公 相 勤 候 枠 致 出奔 候ハ 、向後 父 差 扣相伺 

可 申 候。 

右 之 通 寄々 可 被 達 候。 

一 八月 二日 藤澤 上人 遊行よ 6. 、 先年 回 國之節 御 丁寧 之 御 取扱、 回 國御仕 廻 去月 藤澤ぇ 御歸候 付、 爲御禮 

昨日 御 使 參 候。 先年 之御禮 ゆへ 不及御 挨拶 候。 

一 同 三日 御曹司 樣御緣 組 御內々 相 濟候已 後、 松 平 土 佐守樣 今日 初て 御 出、 御 掛合御 料理 被 進 候。 御 家 

老、 御 番頭、 御用 人 御 目 見 被 仰 付 候。 御曹司 樣御出 座 御 對面有 之 候、 御 局 御 同道 致 候。 

一 御 國許銀 札 遣 御 願 之 通 相涛候 付、 左 之 通 被 進 候。 

茶宇嶋 御上 下地 十 端 

御 懇意，^ 老. 

丹 後嶋 御單物 地寸端 , 堀 田 相 模守樣 

交 肴 一 籠 

右 者 時節 御見舞 之 御 口上に て 被 進 候、 御 使者 赤 石 藤 左衞門 御用 人 勤 之。 
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右 御 同人 御 側 w 人 

一 銀 子 十 枚  長 谷川 忠兵衞 

一同 五 枚  表 御用 人 

右 之 通 被 下 候 付 右 同人 引渡。 

丹 後嶋 五 端 

卸 勘お 一 IR^ 

鮮肴ー 折  一 色 周 防守樣 

御 樽 代 ニ千疋 

右 者 札 遣相濟 候付爲 御見舞 被 進、 御 使役 勤 之。 

奧御 右筆 

一 金 五十 兩  靑山次 右衛門 殿 

右 者 札 遣 之儀最 寄よ， -御 世話 有 之に 付 被 進、 御 使菅原 洞齋勤 S 

右 御 同人 

一 金 五百疋  御家來 一人 

右に 付 被 下 候、 洞齋 引渡 候。 

此度御 省略 之 儀 被 仰 出 候處、 段々 諳向御 省略 之 儀 申 上 候 付、 御 財 用 奉行、 御用 人、 御 膳番、 御用達、 其 外 

上 々樣附 御 刀番、 御 納戶役 迄拜領 もの 有 之 候。 • 

八月 七日 竹 中 主 膳殿紋 f 。御在所ば 關關 にて 、秋 田より 伊勢 參宮 之 女， I 簡 I 觀村 病死 之 節、 役人 等 被 差 

出 丁寧に 御 取扱 も 在 之に 付、 爲御禮 使者 被 差遣 候。 但、右女相煩候段宿ょ.^御留主居まて爲知有之に 


付、 此方よ 6 御中 間 蘭ケ原 へ 被 遣 御尋被 成候內 死去 仕 候 付、 其 所 之 役人、 醫師等 へ 金子 爲取 候義、 御中 

間 仕 拂候樣 に 被歡付 候。  .  , 

一 昨日^^^; 一  查 岐守榇 へ 赤 石 藤 左衞門 ■ 用 を以被 仰 進 候 は 、光源 院樣御 存生に 被 成 御座 候 得 は K 々被爲 

入 候 御 儀に 御座 候。 然は 向後 御 年忌に 被 爲當候 節、 於 總泉寺 此方 様よ， 0 御 法事 御 執行 可 被 遊 思 召 候。 

御 位牌 も 只今 迄 壹岐守 様よ 6 被 立 置 候 御 牌、 直々 此方 御 靈屋ぇ 御 移 被 遊 度 之 旨 被 仰 進 候處、 今日 壹岐 

守 様よ. >大 崎 平 八 1.^ を 以御相 應之御 挨拶 被 仰 進 候。 右 御 位牌 新に 御 造 立に 不及之 段 從總泉 寺 も 申 

上 之。 

一 八月 十二 日 壹岐守 樣昨晚 本 所 御藏 火 之 番被仰 付 候 付、 御 本家よ 6 御 使者 勤 可 有 之 段相究 候。 仍之 

今朝、 御 老中え 御 留守居 代 御物 頭 御 使者 被 差遣 候 0 

一 八月 十五 日 谷 出 羽守樣 去-い 四日 於 御在所 御 死去 之 段 爲御知 申來候 付、 昨 十四日よ 6. 當 廿日 迄 日數七 

日、 御中 屋敷 鳴 物 停止 被 仰 付。 御上 屋敷 は不被 停止 候へ 共、 愼候檨 に 御用 所よ..^ 被仰觸 10 谷 様 は 俊 

交院様の御實父樣な..^。 

一 同 十八 日 光源 院樣御 位牌、 御 席順 御轉 座に 付 今朝 於 總泉寺 御 回向 有 之、 依 之 爲御附 添 小 野 崎 源左衞 

門 御用 人 被 遣 之。 御 忌日に は 無 之 候 得 共、 右に 付 御代 參御 番頭 也。 

一 同 廿日 通 霄院樣 御 一 周忌 御 法事 有 之、 仍て松 平 加贺守 様よ 6 御代 參西尾 早 人 I 家 被 遣 候。 
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一同 廿 五日 大炊樣 蜂 須賀御 家督 無 御 相違 被 蒙 仰 候。 

一 九月 十 一 日 元光院 上野 入院 已後 初て 被 爲入候 付、 如 先例 以御目 錄銀十 枚、 昆布 一 折 被 進 候。 

一 九月 十五 日 神 田 明 神 御祭 禮に付 御 初 尾 金子 貳百疋 御 奉納、 前々 よ.^ 御 長柄 十五 筋 被 差 出 候 得 共、 當 

月 中 御 服 中 故 御 道具 被 指 出 間 敷 御斷、 不被差 出 候。 

一 同廿 六日 鹿 嶋御修 覆に 付關 八州 勸 化に 付、 下野 御領 分 銀 一 枚 神主 羽 生 求 馬處ぇ 御城 使 を 以被遣 候 0 

1 十月 二日 蜂須贺 大炊樣 御家來 昨日 参上 仕 候に 付、 御 直 書 被 下 候。 

昨日 は 入 來演說 之 趣 欣然 之 事 候。 爲謝 禮如此 候。 恐々 謹言。 

, 十月 二日  義局御 判 

山 田 織 部 殿  ， 

右 者 御念 之 御書大 奉書、 御步 行使 也。 

一同 六日 玄猪 御規式 有。 

一 來 亥年 御 入部 之 御 心掛に 付、 御內々 御供 觸於 御廣 座敷 御 財 用 奉行、 御用達 役 を 以被仰 渡。 

一 同 九日 三 谷 勘 四郞、 中 西 五郎 兵衞、 向々 御 公務 被 蒙 仰 候ても 御 財 用 御 指 支 之 事故、 右爲 御手 當御無 

、い 金 被 候處、 兩人 ともに 御請 申上猴 付、 其 旨 及 言上 候 得 は 深切に 思 召 候。 依之兩 人え 左 之 通 被 下 


一 御藏 出 高 五百石 三 谷 勘四郞 

一 同  三百 石 中 西 五 郞兵衞 

右 今年よ 役 銀と もに 可 被 下段 被 仰 渡 幷御目 見 被 仰 付、 御 料理 被 下 候 上 御上 下 も 拝領 被 仰 付 候。 

此節鯛 一 折ッ 、獻 上、 勘四郞 手代 喜 平 次、 五 郞兵衞 手代 喜 助 御 目 通 被 仰 付 候、 是又 扇子 獻上。 

一 同 十三 日 御 敷舞臺 にて 諸士 幷御步 行、 御茶屋 之 者劎術 上覽。 

一同 廿 七日 御 相 續已後 初て 上々 樣被爲 入、 於大 書院 御 料理 被 進 候。 二 汁 七 菜。 

俊 交院檨 御前 様 アタコ 下 盛 德院樣 奧樣 トリ コュ 

一 同 晦日 小 林 雲芳、 御 條目を 以遠 盧被仰 付 候。 鳥 越 奧樣附 頭 役 二葉 勘 左衞門 役儀に 付 差 扣被仰 付 候、 

且勤方 不束に 付 御 役 御免被 成 置 候。 

1 小 笠 原 縫 殿 助 殿 を 以堀田 相 模守様 I 家 へ 被 差 出 候 御 書付 左 之 通。  . 

私儀 去年 相 續被仰 付 候 以後 早速 各樣 招請 可 仕 候處、 私宅 所 々 破損 多 有 之 急 に 難 取 繕 林 御 儀 御 座 

候 0 依 之、 來年國 許え 御 暇 被 下 置候ハ 、留主 中 致 取 繕、 參勤之 節 相 伺 可 申 候。 右 之 段 被 御 聞 置 可 

被 下 候。 已 上。 

十一月 三日  佐 竹 右 京大 夫 

右 御 書付 首尾 能 御 受取 被 成 候。 
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秋 田 叢書 笫 十二 卷  一一 KB 

1 十 一 月 五日 於 御座 之 間 諭 I れめ御 具足 之 餅御披 な..^。 正 德五年 九月 廿 七日、 圓明 院樣御 家督 初て 御 

具足 之 餅 御 披有之 候。 然は御 末 家、 御 部 尾 局 之 節 御 具足 之 餅、 本家え も被爲 入御 祝 被 遊 候 哉、 御先 代 

樣之御 具足 之 餅 御 當代樣 御 祝 有 之 哉 否 之義、 於 秋 E 寶歷三 酉年 十月 八 木 作 助、 菊 地 新 藏人兩 人え 御尋 

被 成 候處、 八 木 申 上 候 は、 御 鏡 之 餅に 候 故、 御 代替 之 節 直々 右 之 餅 を以御 誕生日に 御 祝 被 遊 候 段 申 上 

^ 、！^ 說ぇを  151^1 菊 地 申 上 候 は、 御 代替 之 節 御先 代 様 之 御 具足 餅 は、 金 乘院ぇ 被 下ケ置 候て 御 祝に 不及 

候 段 申 上 候。 尙又菊 地え 先年 被 仰 渡 候 御 害 付 も 所持 仕、 且 御臺處 にも 菊 地 申 上 候に 府合之 書付 有 之、 

御先 代 之 御 具足 餅御當 代に て 御 披無之 事 明白に 付、 其 趣 を 以去ル 酉年 十 一 月 五日 之 御 祝 無 之 候。 

但御當 代 御 具足 餅 は、 當 正月 御 祝 已後御 臺處に 有 之 を 御 祝 也。 此度 御相續 初て 之 御 祝 故、 御 儉約中 

に 候 へ とも 今年 中染餅 頂戴 被 仰 付 候。 

一 同 十二 日 御 損亡 高 四 萬 五 百 九十 一石 餘、 御 屈 害 堀 田 相模守 様え 被 差 出 候。 

一 同 十四日 大御目 付 御 回狀、 處 享改曆 以後 是迄貞 享暦相 用 候處、 違 有 之に 付 測量 被 仰 付、 今度 京都 改 

暦 宣下 滕號定 陳儀被 遂行、 新暦 號 a 暦 甲 戌 暦よ. - 被相定 候。 仍之 來亥歷 より 新暦 頒行 之 事に 候。 

戌 十一月 

一 同 十八 日 道奉行永井民部殿ぇ、御中屋敷北之方練塀修覆出來御屈有-^。 

一十一 月廿 一日 御 饗應、 來々 子年 迄 被 指 延度御 願 御世 話 被 成 候 付、 堀 田 様え 御 三 所 物金紋 獅子 祐乘作 交 


* 一  籠、 御 使者 赤 石 柬左衞 門 を 以被進 候。 

一 同廿 五日 大御& 付觸、 酒造 之 儀諸國 共に 元祿十 丑年 之 石 數寒造 之 儀定數 三分 一 に 限， - 、此外 新酒 等 

一 切に 可 被 禁止 之 旨正德 五未 十月 相觸 候。 其 後 酒造 米 之 儀 相 觸候義 無 之に 付、 今 以右之 定数 相 極ル事 

に 候。 以來 は諸國 共に、 元祿十 S 年 之 定數迄 は 新酒、 寒 造 等 勝手次第 たるべ し。 

一 十二月 三日 小 田野 又八郞 去月 十七 日 京都 出足 今日 御當 地え 到着、 罷下之 節 伊勢え 御代 參被仰 付 候。 

仍て 御名 代 勤 候 趣 左 之 通 害 上 候 Q 

一 十一 月廿 二日 兩宮へ 御名 代 相 勤 候 段、 同月 上旬 久保倉 彈正處 え、 京都 町人 山 下 惣左衞 門よ 6 案 

內爲致 候。  . 

一 十 一 月 十七 日 京都 出足、 同廿 一 日 勢 州 山 田 久保倉 太夫 在宅 へ 着、 同所  一 ，！5?。 白銀 百 兩兩せ ：！ へ 御 

奉納 之段彈 正へ 申 渡 候。 

一 銀 五枚彈 正へ 被 下 候。 御 奉納 銀 幷被下 候 銀と もに 家來 を以彈 正へ 相 渡 候。 

一 同日 晚酉刻 よら 右 之祌樂 相始、 其 節 斗 目 長 袴に て神樂 殿え 相 詰 神酒 頂戴 之。 

一 同廿 二日 辰 下 刻 於祌樂 殿に 淨.^ 相濟。 

一 內宮ぇ參向拜宮、畢て外^«參。 右兩宮 之拜所 別紙 之 通。 

一 同日 晝 時 過 歸參。 
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一十 二月 十三 日 盛 德院樣 御中 屋敷 御殿 出來、 來ル 十七 日 御 移 徙被遊 候 ®o 然は 同日 永壽院 様、 御中 屋 

敷ょり御上屋敷奧御殿ぇ御移被遊候故、御同日にては事之外御取込にも相成に付、盛德院樣今日ょ..^ 

本鄕 へ被爲 入御 逗留 被 遊、 十七 日直々 御中 屋敷 御殿え 御 移 被 遊 候 也。 

一同 十五 日 御曹司 樣奧 御殿え 御 移 徙被遊 候。 是迄は北御屋敷之內御部屋ょft^、奧御殿ぇ被爲入候o 

一同 十七 日 御 二方 樣御移 徙之儀 は 十三 日 之 處に有 之 、略さ 

一 同 十八 日 昨夜 中よ 6 雪 降 候 付、 今朝 初雪 御機嫌 伺 御 使者 龍 田 源 太夫 勤 之 0 

一同 廿 一日 諸 士繼目 出仕 有 之。 

一 轉 切支丹 類 族 違 變御屆 例年 今月 在 之 候 得 共、 違變無 之に 付 御 屆無之 候。 

一 十二月 廿 五日 御 家中え 被 仰 渡 候 は、 丸に 左 6 萬 字 紋所 御 障 有 之 付 被 停止 候 付、 右紋 所 之 もの 速に 可 

相 改候。 武器 は 御 構 無 之 候。 ii 麟 $ 倾讀 gs。 

一 今晩 於 御座 之 間 歳暮 之 御 料理 有 之 候。  • 

一同 晦日 采雲院 え 以前より. 御直參 御代 參在之 譯は、 廣德寺 之 住職 f 歸鮮 ii が！；" 被 勤 候。 其 已後采 雲 

院ぇ 閑居 被 致 候 付、 淨光院 様 義宣公 御 位牌 自分に て 安置 被 申 候よ し。 夫 ゆへ 德雲 院樣 御代 以來 御直參 

御代 參も被 遣 候處、 後 住 心得 違 候て 時々 御 合力 金 等之義 申出 御 面倒に 付、 寶永ニ 丑年 十 一 月 九日 野 村 

八 右衛門 を以、 右 御 位牌 御 苦 勞に罷 成 候 は 、總泉 寺え 被 移 候 樣に采 雲院ぇ 申談、 尤 重て 御 合力 筋不相 


成 段 御斷申 談候處 承知 被 致 候 由に 候。 然.^ 處 今年 も 右 鉢 之義有 之、 とかく 御直參 被遊且 御代 參等 繁々 

被 遣 候 故 右 之 趣 も 有 之 付、 此已 後總， 泉 寺に 淨光 院樣御 位牌 有 之 付、 采雲院 え は 正月 廿 五日 御 祥月に 御 

番頭 を以 御代 參、 御燒 香料 金子 二百 疋、 盆 中 燈籠幷 金子 二百 疋被逍 候 迄にて ゆ 山々 御代 參、 尤御 K 參被 

相 止 可 然之段 御 家老、 御用 人 評議 之 上 及 言上 候處、 右 之 趣に 被 成 置 候 皆 被 仰 出 候 也。 

一 松 平 阿波 守 樣御順 年に 無 之 候 得 共 御 入國御 願書 被 差 出 候處、 來年御 暇 被 下に 可 有 之 候、 左 候 はん 來々 

年 御 參府、 其 次 御 本 順 御 暇 年 迄 御 在 府之御 心得 可 被 成 旨、 御 付 札 を 以御差 圖有之 段 爲御知 申來、 爲御 

歡奉札 御用 人 よら 差 出 候 Q 

0 寶曆五 乙 亥 

一 正月 元日 七五三、 御手 前 之 御茶 無 之。 

一同 十一 日 年始 御盃 公用に て 不被下 面々、 今日 被 召 出御 K 胜被下 候。 

但 年始 病氣 にて 御 召 出 不罷出 面々、 向後 共に 追て 御 盃不被 下 之 段 眞壁掃 部 助 申 渡 之。 

一 同 十四日 水 戶淸音 寺よ， 《 -爲 寒中 御見舞 以 書翰 申 上 候處、 右 書 狀相滯 、此間 吉田快 隆老爲 御 年 禮御越 

之 節 御 持參、 殊淸音 寺よ，. - 口上 之 覺書其 旨 趣 は、 開基 淸音寺 殿に は 全く 佐 竹 家 之 御 由緒 故、 同 寺よ..^ 

向後 諸事 通 問 も 在 之 書翰 等 も 御 取 遣 有 之 度 由 御用 人 迄 委申來 候へ 共、 久々 中絕 故、 只今 御 取 上 候て は 
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秋 田 叢書 第 十二 卷  .  一一 一八 八 

所々 相 障 候 付 御 留守居よ 6 挨拶 可 然と 相 決、 快 降まで 中 村 政右衞 門、 龍 田 源 太夫より 申達 候。 1 び。 紙 

一 同 十六 日 御座 之 間 御 出座膽 1:-^ 萱橋給 人幷御 百姓 物. 疾罷登 御 目 見、 但給人 は 朱塗 御盃、 百姓 は 御 

座 之 間 四 ノ 間 へ 罷 出御 目 見 斗。 右 畢て藥 師寺村 龍 興 寺、 仁 良 川 村 滿福寺 罷出獻 上物 等 有 之、 御前 へ 御 

吸物 獻之、 二 ケ寺 へ も 出さ 御 盃被下 候 節、 龍 興 寺 次に 滿福寺 出さ 

一 右 御盃、 前々 は 寺院 之 次に 給 人 被 召 出 候 得 共、 向後 給 人 被 召 出、 畢て 寺院 町 被 召 出 旨 掃 部 助 申 渡 0 

一 同 十七 日 尊 妻 院前大 $E 正よ 6 舊腦 申來候 は、 轉法輪 前 右大臣 殿御 末子 寅 丸 殿 一^ g 御附 弟に 被 成 候 由 

右御歡 昆布 一 箱、 樽 代 五 百 疋被進 候。 

一同 廿 一日 御 入部 御 願 之 御 害 付 御用 番酒井 左 衞門尉 殿え 被楚出 候處、 首尾 能 御 受取 置に 付、 御 懇意 御 

老中 御先 手 衆な と へ 御 使者、 御手 紙 等に て 爲御知 有 之 候。 

一 同廿 六日 御 入部 之 御供 觸御內 々被 仰 付 候。 但 御腿番 方に て 御茶 尾 之 者 を 以御觸 有 之 候。 

一 同廿 七日 酒 井 左 衞門尉 様 If  j 奧樣は 盛 德院様 御 父方 御 伯母 様に 被 成 御座 候 付 、奥方え 兩崇之 儀 被 

仰 達 候處、 今日 彼方 御 取次 小 寺 九十 九、 依田 八 右衞門 よら 御 相 答 之 儀申來 0 

一 鳥 越 奥様 今廿 七日 御 袖留に 付、 御 祝儀 御 小袖 一 重、 干 鯛 等 被 進 候。 

一 二月 廿 四日 今年 俊 交院樣 五十 御 年賀 之 事故 御 祝儀 可 被 進 思 召 候へ 共、 あなたよ 6 堅御斷 故、 今日 交 

肴 一 籠、 まんち う 二百、 御 櫞代五 百 疋爲御 歷被進 候。 


一 三月 三日 松 平 出 雲 守 様 奥様 は 盛徳 院様赏 御 姉 « に 付、 厘 形樣御 伯母 様 之 御 « に 付兩崇 被 仰 < "候。 

一 同 八日 鳥 越奧樣 御着 帶に 付、 爲御 祝儀 御 翁、 さあ やき 二 卷被進 候。 

一 同廿 四日 今度 御歸 國御禮 使者 宇都， K 帶 刀よ 6 江 戶ぇ願 有 之、 今年よ 6 御 述狀御 格 書、 御 注文 斗被扣 

渡， I 餓之惣 御 害 御目錄 は、 不殘於 江戶御 家老 部屋 御用 人相 渡 候 替極さ 

一 四月 十 一 日 上使 本 多 伯 香 守樣御 出、 紗緩 二十 卷、 銀 子 五十 枚 I  一^ 御 萍領。 大書 院御 着座 御 演說之 趣- U 

御意 被 成 候 は、 國許 へ 之 御 暇 被 下 置 拜領物 被 仰 付 候。 且御 暇御禮 近々 可 被 仰 付 候 段 被 仰 出 候。 

屋形樣 御 拜狀、 御 拜額物 御 頂戴、 畢て 御の し 1;^ 御自身 被 進 候。 如 御先 例 御 饗應有 之、 畢 て 御請 被 仰 上 

國 許え 之 御 暇 被 下 置 殊拜領 物 被 仰 付、 且御暇 御 禮可被 仰 付 之 段 被 仰 出、 難 有 仕 合奉存 候" 御請 之義 

宜御賴 仕 候。 

上使 御 起座 御歸之 節、 爲御送 御門 地 覆 外 まて 御 出な り。 

一同 十二 日 4<納言檨ょ-^秋元但馬守樣御出、御意之趣。 

御意 被 成 候 は、 昨日 國 許え 之 御 暇 被 仰 出 候 付、 卷物被 下 置 段 被 仰 出 候。 

一 同 十五 tn 御國 元え 之 御 暇 被 仰 上 候 付、 山 州 久信御 刀 長 一 一尺 W: 寸ー 步半 代金 十五 枚 折紙 有 之 を 御 拜領。 

一同 十六 日 淺草 御藏 火 之 御番、 今日 松 平 大和 守 様へ. 御 引渡 被 成 候。 
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一同 廿 一日 御座 之 間え 御 出御 目 見 有 之、 畢て水 野 平八郞 §^閗 手口 十掛獻 上、 今度 御屋敷 御用 被 仰 付、 

御 知行 高 御 時 服 拜領被 仰 付、 難 有 之 旨御番 小 野 崎大藏 披露 之。 御 召 料 御 袷 一 ッは御 目 錄を以 被 下、 

御 財 用 奉行 引渡。 

1 先頃 御發 S 被 延置、 今日 又々 來月 二日 御 發駕可 被 遊 之 段、 三 枝 仲 奉に て 御茶屋 之 者を以 御供 之 面々 え 

被 仰 達！ i^o 右 は 盛 德院樣 御 快方に 付て 也。 

一 同廿 四日 御 入部 爲御 祝儀 御 家老 御 番頭え 御 料理 被 下 候、 幷 御供 之 面々 不殘、 御供 無 之 面々 は 一 役 一 

人、 右兩樣 ともに 近 進 並 以上 之 面々 於御廣 座敷 御酒、 御 吸物 被 下 之。 

一同 廿 五日 御拜 領之卷 物、 銀 子、 上々 樣 方え 被 進 候。 

一同 廿 九日 御 入部に 付 秋 田 御 一 門、 御 家老え、 御 暇 御 禮相濟 候に 付 御 直 書 被 成 下 候 面々、 佐 竹 主計、 佐 

竹 主 殿、 佐 竹 大和、 但佐竹 新 發意は 幼少に 付 御 書 不被成 下 候。 御 家老 は 小 田野 又 八郞、 小 瀨宮內 え、 今 

日 御 使に 秋 田え 被 差 下 候。 但御書 は 御用 人よ.^ 御 家老え 相 渡 候。 

一 五月 二日 江戶 御發駕 部鐡炮 五十 挺、 弓 二十 張、 繾 三十 筋、 右 御物 頭 越 具 迄 三人 被 召 速。 其 末 は 御、 

道具 も 五十に 被 減 候 付、 御物 頭眞崎 五郎左衛門 越 具 迄 假に被 召 連 候。 

一同 廿 三日 盛 德院樣 御 病氣御 全快に 付 御床 揚御 祝儀 有， -.。 

一 六月 朔日 御歸 國御禮 使者 宇都 宮帶刀 去月 十六 日 秋 田 出足 今 未 刻 過江戶 着。 御着 城 御當日 御前え 被 


召 出御 老中 御 述狀、 幷西丸 御 老中 御 格赛、 御 口上 留等御 直に 被 相 渡 候 由。 但、 御 獻上御 目錄、 御 役人 中 

え 之 御 * 御目錄 4* に、 延享四 卯年よ 6 秋 田に 於て 被 相 渡 候へ とも 今年よ 6 被 相改、 以前 之 通 御 述狀、 

御 格 寄、 御 口上 留斗被 相 渡 候。 其餘は 江戶御 家老 局に て 御用 人 を 以被相 渡候箬 、御 下國 前に 相 極 候。 

一 六月 二日 永 壽院樣 御 病 氣御勝 不被遊 候 付、 上 々様え 爲御知 御用 人 共よ. -申上 候。 

一 永 壽院樣 寅 刻 御 逝去。 f  ?;1。 

一 同 三日 三人 飛脚 を以秋 田へ 達。 

一 御 葬式 御用 太 田 丹 下 被 仰 付、 岡 淸七右 御用 被 仰 付、 丹 下え 加 談相勤 候 様に 被 仰 渡 候。 

一 同日 卯 刻 過 御用 番酒 井左衞 門尉樣 え、 左 之 通 御 書付 を 以御屈 被 成 候。 

佐 竹 右 京大 夫 曾祖母 此間 浮腫 有 之 居候 處、 昨夜 中よ 6 變症仕 今 寅 刻 死去 仕 候。 右 京大 夫に は養祖 

父之賓 方 曾祖母 之續に 付、 忌服 無 御座 候。 依 之 御 屆申上 候。 已上。 

ヽヽヽ ヽヽ. g: 

田 崎 忠四郞 

六 月 三 日 

佐 竹 右 京大 夫、 末 家よ 6 本家 相續仕 候に 付、 寶曆四 戌年 四月 中續 合服 忌 之 義御目 附稻生 下野 守 様え 

相 伺候 處、 御 付 札 を 以被仰 渡 候 越。 
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右 者 佐 竹 右 京大 夫 末 家 佐 竹 故 式部 少輔 妾、 元祿 年中 本妻 相定申 候。 然は故 式部 少輔 嫡子 故 修理 

大夫義 故 右 京大 夫 養子 被 仰 付 候 節、 領知 家族 共に 本家え 引 纏 申 候處、 修理 大夫 不幸に 付 嫡子 左 兵 

衞 督承祖 にて、 故 右 京大 夫 家督 相續仕 候。 左 兵衞督 不幸に 付當右 京大 夫 末 家よ 6 相 續被仰 付 候 

に 付、 永壽 院續幷 忌服 之義 如何程に 可 有 御座 候 哉。 

御 付 紙 之 趣 

書面 之 通 は、 永壽院 は當右 京大 夫た めに は 養 祖父 之實方 曾祖母 之續に 付、 當右 京大 夫よ.^ 相 

互 服 忌 無 之。 右 之 通 被 仰 渡 候 以上。 

、、ヽ ^ヽ內 

.  田 崎 忠四郞 

六 月 三 日 

一 ■ 六月 六日 昨晩 一 色 周 防 守 殿よ.^ 御 留主居 迄 御 切 紙 到來、 今日 野村定 右衛門 儀、 高 崎 惣左衞 門 同道に 

■ て 曲 淵 豐後守 殿 宅え 罷出 候處、 去 产酉十 一 月 八日 被 預置候 三宅久 太夫 枠 傳次郞 出家 之 願 相濟、 預 御免 

被 成 之 旨 被 仰 渡 候 付、 定右衞 門よ.^ 差 出 候 御請 書 左 之 通。 

御請 書 之 事 

小 普請 支配 田 中 出 羽 守 樣御組 元 世話役 三宅久 太夫 枠 傳次郞 儀、 依 父 之 科、 去 ル酉十 一 月 八日 中 追放 


被 仰 付、 幼年に 付 十五 歲 迄；；^ え 御 預被遊 候處、 今般 小石 川 白山 原 町淨土 寺、 右 傳次郎 中 追放 御免被 

成 下 弟子 致 出家 爲 仕度 旨、 本 多 長 門 守 様え 御 願 申 上 候 處.、 願 之 通 被 仰 渡 候 付傳次 郞御預 御免被 遊 之 

旨 被 仰 渡、 難 有 仕 合奉存 候。 仍 御請 書 指 上申 處如 件。 

寶曆五 年 亥 六月 六日  野 村 定右衞 門 

御 奉行所 

一 六月 七日 曲 淵 豊後守 殿、 一 色 周 防 守 殿え、 昨日 野 村 定右衞 門え 被 仰 渡 候 儀に 付御兩 所え 左 之 通 御請 

： 書 差 出 候。 

佐 竹 右 京大 夫 家 來野村 定右衞 門え 被 預置候 三宅久 太夫 枠傳次 郞義、 此度、 小石 川 白山 原 町 淨土寺 弟 

子に 致 出家 爲 仕度 之 旨 依願、 右傳次 郞御預 御免被 成 置 候 旨 昨日 定右衞 門に 被 仰 渡 候 趣、 國 元え 可 申 

遣 候。 爲其御 屆申上 候。 已 上。 

、^ヽ ヽヽ內 

福嶋 文吉 

六月 七日 

一 同 九日 永 壽院樣 御 出棺、 總泉 寺え 被爲 入。 

御 誌 石 

媼諱類 幕府 士山崎 氏 之 女 延寶ニ 年 甲 赏 十月 廿ニ 日 生 江 府幼石 川 某 養爲子 長爲從 五位 下 式部 少輔 
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佐 竹義都 側室 生從四 位下 修理 大夫義 堅後擬 正室 寶歷五 乙 亥年 六月 三日 以病 終壽 八十 有 二 遂葬淺 

草 橋 場您泉 院號曰 永壽院 

蓋 石 

佐 竹侯宜 人山 崎 氏 墓 

一 六月 廿 三日 銀 子 二十 枚 生 肴 一 折、 井上 交 泰院ぇ 、盛 德院樣 御 病中 御 療治 被 成御賴 御床 揚迄相 濟候付 

爲御 藥禮御 使者 を 以被進 候。 

一 永 壽院樣 御 病中 御 療治 御 賴被成 候 付、 武田長 春 院ぇ銀 十五 枚、 井上 交 泰院へ 銀 五 枚、 望月 三 英老ぇ 同 

斷、 村 田 長庵老 へ 金 二 千疋、 前 川 玄德老 へ 同斷、 御 使者 を 以被進 候。 

一 盛 德院樣 御床 揚之御 祝儀、 御附々 迄拜領 もの 有 之 候。 

一 六月 晦日 三 宅 傳次郞 義御國 本に て 御 承知に 付、 今日 御屆書 御名 前にて 御用 番酒井 左衞門 尉樣へ 一 ト 

通、 去ル 酉年 右 御用 掛堀田 相 模守檨 へ 一 ト通、 去ル酉 十一 月 御用 番松平 左 近 將監樣 へ 一 ト通、 都合 三 通 被 

差 出 候。 御 留守居 龍 田 源 太夫 勤 之。 

一 七月 朔日 宇都 宮帶刀 f 軒 卯 後刻 登城、 同道 田 崎 忠四郞 、御 本丸え 蠟爆 三百 挺、 白鳥 一 御獻 上。 公方 様 

大納言 樣 御白 書院え 出御、 御太刀 銀 馬 代 一枚 帶刀獻 上、 西 丸え 蠟煱 三百 挺御獻 上、 御太刀 銀 馬 代帶刀 

獻上。 帶刀被 召 出御 披露 御 奏者。 


一 兩丸御 老中 不殘、 、御太刀 銀 馬 代 f 1 枚 帶刀獻 上 之。 

. 一同 二日 求 馬 樣濱町 御屋敷え 御 引 移 被 成 候に 付、 御 肴 一 折 被 進 候。 

一同 三 ほ 壹岐守 樣左之 通 御 願書 被 差 出 候。 

佐 竹 右 京大 夫 家 來私赏 弟 佐 竹 主 殿 娘 私 方え 引取 置、 追て 同姓 求 馬 妻に 仕 婚姻 相 整 申 度 奉 願 候。 

已上 G 

七月 三日  . .  佐 竹查岐 守 

右 之 通 に 付 御 添 御 願書 被 差 出 候。 

一同 五日 土用 御機嫌 御 伺御國 使者 大和 田 兵 左衞門 gig 御 勤 之。 

一 同 十五 日 昨日 御 勘定 所よ. 0. 御 回 狀に付 今日 大手 後 御 勘定 所え 田 崎忠四 郞罷出 候處、 曲 淵 豐後守 殿、 

一 色 周 防 守 殿、 大井 伊勢 守 殿、 大橋近 江 守 殿御 列座、 左 之 通 御 書付 を 以周防 守 殿 被 仰 渡 候。 

萬 石 以上 領分 圍粒之 儀、 酉年 圍 a 之 分 は當年 詰替、 戌年 圍粗之 分 は 來年詰 替可被 申 候。 

但當 亥年 之 儀 は 圍粒致 候に 不及 候。 

右 之 通 忠四郞 罷歸訴 之。 

一 同 十八 日 昨晩 御 留守居 迄 御 切 紙 致 到來、 今日 宇都 宮帶刀 登城、 於 檜 之 間 西 尾 隱岐守 殿御 奉書 被 相 渡 

候。 
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一 同日 以御誊 付 西 尾 隱岐守 殿 被 仰 渡 候よ し、 右 御 書付 寫參候 0 

佐 竹壹岐 守 

佐 竹 右 京大 夫 家 來佐竹 主 殿 娘 其方え 引取 置、 追て 嫡子 求 馬え 婚姻 相 整 度 由、 願 之 通 6 可 被 致 候。 

右に 付 御 禮之儀 御 伺候 處、 於國元 承知 之 上、 老中 但馬守 殿え 使者 差 上 候 様に 可 仕 之 旨、 以御付 札 被 W 

渡！ E<o 

一 七月 廿日 俊 交院樣 先達て 御 胸痛に 付、 去ル 十四日よ，：^ 武田長 春 院御賴 被 成候處 御大 病に 被爲 成、 翌 

廿 一 日 御 逝去 被 遊 候。 

一 御用 番御 老中え 御 忌服 之 儀、 御 留守居 書付 を 以左之 通 御 屆申上 侯 0 

佐 竹 右 京大 夫 養父 方 之 祖母 此間 胸痛に て罷在 候處、 致 變症今 申 刻 致死 去 候。 仍之、 右 京大 夫 左 之 通 

服 忌 請 申 候。 

i  、一  七月 t 一日より  1,111* 

忌 5 月 S 一日 迄 三十日 

R 七月 サ 一日より 卜ョ 

月 十二月 サ 三日 迄 P12 寸日 

右 之 通に 御座 候 間 御屆仕 候。 以上。 

、、、、人 內 

田 崎 忠四郞 

七月 廿ー 


佐 竹 右 京大 夫 末 家よ.^ 本家 相 續仕候 付、 寶曆四 戌年 四月 中、 績 合服 忌 之 儀 御 目 付稻生 下野 守 殿え 相 

伺候 處、 右 御 書付 へ 御 付 札 を 以被仰 渡 候 趣。 

俊交院 

右 は 同姓 左 兵 衞督嫡 母に 御座 候處、 故 左 兵衞督 亡父 修理 大夫 存生 之內 養母に 相定申 候。 然は、 當 

右 京大 夫 儀 末 家より 故 左 兵衞督 家相 續被仰 付 候 付、 俊 交 院續幷 服 忌 之 儀 如何程に 可 有 御座 候 哉 Q 

御 付 札 之 趣 

誊面之 通 は 俊 交院儀 は、 修理 大夫 存生 之內左 兵衞督 養母に 相 定候得 は、 當右 京大 夫 爲には 養父 

方 之 祖母、 定式 之 服 忌に て 候。 

右 之 通 被 仰 渡 候。 以上。 ， 

ヽ、 ヽ/ ■  ^  ^ 

田 崎 忠四郞 

七月 廿 1 日 

右 之 趣、 御 懇意 之 御 老中 方 へ も 爲御知 被 仰 達 候。 忠四郞 勤 之。 

一 俊 交 院樣御 逝去 之段爲 御知爲 御機嫌 窺、 御曹司 様よ， -岡淸 七 早 打に て 被 差 下 候。 

一 太 田 丹 下、 平澤十 右衛門 御 葬式 御用 被 仰 付 候。 . 

羽 陰 史略 卷之 六 (寳曆 五)  sf 


一同 廿 二日 昨日出足之趣に て、今日查岐守樣ょ，.^、有馬中務大輔樣 へ 右 爲御知 之 御 書 被 差 出 候。 右 之 

趣 御用 人 御中 間え 申 含 候。 

一 同廿. 四 g 信 太 又 左衞門 I™ 用 儀、 長 山 久平爲 代 今日 京都え 出足 罷登 候に 付、 如每々 京 所 司 代、 大坂御 

城代、 同所 町 御 奉行、 京 町 御 奉行、 禁裡 附ぇ御 書 被 進 候？ 堂上 方え 御 口上 一 、通.^。 但御 忌中 故 御 忌 明 

之 上 相 勤候樣 に、 御誊も 其 砌差出 候 様に 申 含。 

一 同廿 六日 例年 切支丹 違 變有之 候 得 は 御 屆有之 候 得 共、 今年 は 是迄違 變無之 旨 秋 田よ..^ 申來候 付て、 

當月御 屆之儀 無 之。 

一同 廿 七日 俊 交 院樣御 出棺、 總泉 寺に て 御 葬送な り。 

■ 御 誌 石 

夫人 諱美代 久留目 侯玄蕃 頭從四 位下 侍 從有馬 則 維 女實播 磨守從 五位 下 谷 照 憑 女寶永 三年 丙 戌 六 

月 六日 生 於 丹 州 山家 邑未狩 移 處江府 久留目 侯 養 爲子享 保 十 乙 巳 九月 六日 嫁 我 世子 修理 大夫從 四 

位下 義堅君 寶暦五 年 乙 亥 七月 廿 一 日以 病終壽 五十 遂葬 淺艸橋 場惣泉 院號曰 俊交院 

蓋 石 

故 秋 田 侯 世子 夫人 有 馬 氏 之 墓 

一 八朔 御 祝儀 御太刀 馬 代 被 獻候得 共、 御 忌中に 付 御 留守居 御 屆仕幷 御 伺 書 差 出 候て、 御 連狀は 追て 御 忌 


明 之 上 差 出 候 様に 西 尾 隱岐守 殿御 差圖 也。 又々 御 伺 之 上、 後獻上 八月 廿 三日に 有 之 候。 

八月 三日よ、 り 五日 迄 俊 交 院樣ニ 夜 三日 御 法事 有 之、 御名 代 須田內 記 勤 之。 

同 九日 十日 圆明 院樣御 七回忌 御 法事 今明日 御 執行 有 之。 

同 十二 日 川 津忠助 • 難 If 錄 今度 有 馬 様え 御 使者 被 仰 付、 御 國許筑 後久 留米迄 被 遣 候 付、 金 六十 兩被 

下 候 段 被 仰 渡 候。 大 坂よ 6 久留米 まて 渡海 之 事故、 右 入用 之 分 歸ロ 用 被 仰 付 候。 內々 中 務大輔 様よ 

,0 御 使者 留に付 出足 暫 延引 申 候、 八月 十七 日罷 下。 • 

同 十四日 高 橋 多 仲 儀 先月 欠落 致 候 付、 甥 小 倉吉藏 方よ.^ 久離之 願 御用 所へ 申 上 候 處御聞 屈。 猶、 右 

に 付 左 之 通。 

覺 

佐 竹 右 京大 夫家來 

高 橋 多 仲 

同人 粋  I 

同 源藏 

右 多 仲 儀、 悴源藏 召 連 去... 七月 十三 日 致 出奔、 當時 住所 不相知 候。 以 來見懸 次第 爲捕可 申、 若及異 

義 候よ K 討捨 にも 可 申 付 候。 爲 後日 以 使者 申達 候。 


、使者 

神戶介 左衞門 


八月 十四日 

羽 陰 史略 卷之 六 (寳曆 五)  一 £ 


秋 田 叢書 第 十二 卷  S00  . 

一 同 十五 日 市 川 出 雲 守 殿御 留守居 年寄 被 蒙 仰 候 以後 田 崎 忠四郞 印鑑 不差出 候 付、 今日 御太刀 馬 代 I 一 

致持參 印鑑 差 出 候。 前々 之 通 御 書 被 遣 候 付 忠四郞 直々 持參 也。 . 

一 同 十七 日 鳥 越 奧樣御 安產御 姬樣御 誕生、 御 母子 樣 とも 御機嫌 能 被爲入 候。 

一同 十九 日 廿日 通 霄院樣 三回 御 忌 御 法事 在 之 候。 

一同 廿 二日 御 忌 明に 付 堀 田 相模守 殿え 御 屆ケ有 之 候。 雕 If ま。 

一 求 馬 樣御緣 女 之 儀 先頃 御 願 之 通 被 御 聞屆候 付、 西 尾 隱岐守 殿 へ 御 使者 被 差遣 候、 大番 組頭 1^ 勤 之。 

兩御丸 御 老中 不殘田 崎 忠四郞 勤 之。 

一 同廿 四日 秋 田え 御 召 仕 女中 被 指 下 候 付、 此間通 證文被 相 渡 候。 女 上下 十 人、 內小女 二人、 乘物十 挺、 

小 野 崎 源左衞 門と 申 者 之 妻、 同 娘、 幷 下女 下略。  ノ 

一同 廿 七日 永 壽院樣 被 成 御座 候 御 構え 御曹司 樣御 移、 御 部屋と 申 候。 


羽 陰史、 略 卷之七 (江 戶) 


〇 寶 曆五亥 

一九 月 三日 御歸 國御禮 使者 被 召 出 候 御禮御 書、 昨晚差 出御 窺 

一 御太刀 馬 代 

r  .  安藤 彈正 少弼殿 

一 干 肴 一 折 

右 は 御作 事 奉行 被 仰 付 候 爲御歡 被 進 之、 御 使役 勤 之 0 

.  御 留主居 年寄 

一 鯛 一 折  戶田近 江 守 殿 

右 は 先頃 女中 被 差 下 候 節 房 川 御 證文被 差 出 候に 付、 爲御禮 被 

一 銀 子 十 枚  il 當配當 

. 右 は 俊 交 院樣御 法事に 付 被 下 候。 御 留主居 引渡 之。 

羽 陰 史赂卷 之 七 (賓曆 五)  . 


一生 肴 一 折  お 駒 様え 

右 は 御着 府之爲 御 歡被進 候、 御 使役 勤 之。 

一 表 辻 廻 場之內 昨夜 倒 者 有 之に 付、 御 醫者小 林 安 的 被 差出幷 御城 使罷出 吟味 之處、 病人に 紛無 之に 付 辻 

番所え 入 置稻生 下野 守 殿御 目 付 御屆致 候、 田 崎 忠四郞 勤 之。 御屆之 趣。 

佐 竹 右 京大 夫 下 谷 屋敷 辻 番廻場 之內、 昨 十五 日夜 五ッ 頃、 男 無 刀に て 倒 候 付て 辻番ぇ 引取 置 養育 

仕置 候。 如何 可 仕 候 哉 御 屆申上 候。 以上。 

、 、 、 ヽヽ內 

九月 十六 日  田 崎 忠四郞 

a き 

別紙 御 屆申上 候 倒 者え 早速 醫者差 出爲見 置候處 病人 紛無 御座 候。 食事 等 爲給置 申 宿處相 尋候處 

當時 無宿 之 由 申 候。 依之以 別紙 奉伺 候。 以上。 

九月 十六 日  田 崎 忠四郞 

一 此外 御城 使御醫 者な と 書付 差 出 候 儀 略 之。 

一 秋 田 大館之 城 常 七月 中甚 雨に て 土 居 崩 候に 付、 以御書 築 直 御 願 被 成 候。 繁多に て 略 之。 

一 九月 十八 日 

一 兩種千 匹  撗田備 中 守 殿え 


右 は 百 人 組 之 頭 被 仰 付 候付爲 御喜 被 進 之。 

一生 肴 一 折  原 田 順 阿彌ぇ 

右 は 願 之 通 御 同朋 頭 御免に 付 爲御悅 被 遣 候、 御城 使 勤 之。 

. 同廿 一 日  t 

西 丸 御坊 主  . 

一 金子 五百疋  佐 藤宗信 

右 は 今度 湯治 罷越 候に 付 被 下 之。 

一 同廿 五日 

一 鯛 一 折  橋 本 喜 八郞殿 

. 右 は 先日 大館 御城 土 居 崩 有 之 付、 御 願 之 儀 何 角 御世 話 有 之 爲御禮 被 進 候。 御 使役 勤 之。 

一 干 鍋 一 箱 御 本丸 目 付 

鵜 殿 十 郞左衞 門 殿 

一 御樓代 三百 疋 

西 丸 同 

一 同斷  加 藤 喜 左 衞門殿 

右 向々 御用 御 賴被成 度 之 旨 先頃 被 仰 達 候處、 御 承知 之 爲御禮 被 進 候。 御 使役 勤 之。 

一 九月 廿 九日 望月 九 右 衞門此 度 秋 田え 引越 被 仰 付 候。 妻 同道に て罷 下、 幷 下女 一 人 房 川 通 御 證文出 

候 事 略 之。 

羽 陰 史略 卷之 七 (寶曆 五)  § 


so 六 

秋 田 叢書 第 十二 卷 

一 十月 三日 

, Hi  JE  西 尾き 歧守 

右 御 主 r 正殿 御摘左京 殿、 去月 十五 曰 初て 御 目 見 I 好相濟 候に 付 て爲御歡被進 候。 田 崎忠四 

郞勤 之。 

一 同 ャ 一 日 

一 種 千 £ 御 仰 田 沼 主 殿 正殿え 

右歲御 加增御 1 被 Isi 悅被 I、 御 t 勤 之。 

一 熊皮 二 枚 御1御| 付 生 下野 守 f 

. 一 響 一 折 VP き 4. 一 HIS 門 家來 一 雷 響 之處、 御 心 添に て相濟 候に 付 義禮被 

右、 先頃 池 田 信 濃 守 殿於让 番所 武藤 3 あ * 稳 p 

右 こ 付 用人え 二百 疋、 御嘗 付、 御 小人 目？ も 二 百疋、百疋 被 下 候。 、 

一 IB  lllf 先8木 平 SS2 雷、 被 成 御 I 付 直御禮 

一 1 ill 藝譽 

右 御 使者 御 使役 勤 之 0 


御 同 入 中老 

一 銀 三枚  那波內 匠 

!ip 入 

一同 二 枚 、 關ロ左 太夫 

右 は 平 藏參上 之 儀 何 角 致 世話 候に 付 被 下 之、 平藏 方よ. -遣 之。 

十月 十六 日 御 席 觸左之 通。 

大目 付え 

御城 內外召 連 候 供 廻 之 儀、 前々 よ..^ 相 觸候通 かさつ に 無 之 様に 申 付 候 儀、 且御曲 輪 之內は 手代 之 

者 召 述候儀 無用 可 仕 候。 於 外 曲 輪 も 手代 之 者 跡に 召 連 可 申 旨 元 文 五 年 觸も有 之 候 所、 近" 頃猥相 

成、 御 曲輪內 手代 之 者 召 連 候 面々 も 多 有 之 趣 相 聞 得 候。 先達 相 觸候通 向後 度 申 付 候 様、 明 十五 

日出 仕 之 面々 え 席々 にて 可 被 相 達 候。 

同 十七 日 大目 付 御 廻 狀幷御 書付。 

女御 入 に付獻 上物、 禁裏え 御太刀、 御馬 代黃金 三枚 宛、 女御え 白銀 二十 枚 宛。 

松 平 加賀守 松 • 平陸奧 守 

藤 堂 和 泉 守 

細 川 越 中 守 

松 平 大膳大 夫 


松 平 筑 前 守 

松 平 伊豫 守 

井伊 掃部頒 


羽^ 史略 卷之 七 (寶歷 五) 


松 平 越 前 守 

松 平 丹 後 守 

松 平 安 藝 守 

松 平 又 三 郞 

四 C 七 


秋 田 叢書 iss- 十二^ 

松 平 勝 五郎 

禁裏え 御太刀、 御 稀代 黄金 二 枚 宛、 女御え 白銀 十 枚 宛。 


S 八 


有 馬 中 務大輔 

宗 _ 對 馬 守 

松 平 阿波 守 


松 平 讚岐守 松 平 土 佐 守 

酒 井. 雅樂頭 上 杉大 炊 m 

伊 達 遠 江 守. 此方 様 

松 平隱岐 守 

禁裏え 御太刀、 御 •  梅 代 黄金 一 枚 宛、 女御え 白銀 十 枚 宛。 

松： 牛 左 京大 夫 松 平 中 務大輔 

松 平大學 頭 松 平播磨 守. 

來月 下旬 女御 入內に 付、 爲御 祝儀 以 使者 右 之 通 可 有獻上 候。 使者 衣服、 勤 方、 日限 等 迄、 於 京都 酒 

井讃岐 守え 承 合 候 様 可 被 申 付 候。 

右 之 通 町 被 相 達 候。 

11^ 廿 1 日 

魚 も 

右 御 嫡子 攝津守 殿御 奥方 御 安康、 御 嫡孫 御 出生に 付 爲御歡 被 進 候。 


松 平 式部 大 輔 

松 平 越後 守 


御^意 御 老中 

, 酒 井 左 衞門尉 殿 


千 一  箱  攝 5 寸殿 

、 御 奥方 

一 御 構 代 五百疋 

右 先頃 御 安 嵌 御 子 御 出生に 付、 爲御悅 以御目 錄被進 候。 左 衞門殿 * 方、 攝 SH 寸 殿え も 御歡ー 通 被 仰 

進 候、 御 使役 勤 之。 

但 今日は 七夜 之 御 祝儀 布 之 由に 付て 也。 

^廿五 日 御領 內御 損亡 調 相 濟候付 御 屈、 御用 番松平 右近 將監殿 へ 以 $： 付 被 仰 達 候。 

. 出 羽國秋 田 領當 五月より 七月 迄大 雨 降續度 々洪水 

有 之 當作不 熟 田 方 畑 方 虫 付 損亡 之覺 

高 十八 萬 九 千 三百 七十 五 石 

右 之 通。 

須田內 記 llf^ 儀 兼て 痛 所有 之 付、 乘物御 赦免 之儀以 御. まい 松-平 右近 將監 殿御 用番 え 被 仰^。 御 留主居 

龍 田 源 太夫。  、 

私家 來須田 內記、 用事 申 付 其 御 地え 爲^ 登 歡 候、 赏亥 六十 歲罷成 候。 然は 持病 腰痛^お 上 斗に て 

難 相 動 林に 御座 候 間、 乘物御 赦免 奉 願 候。 ト； 處。 

. 十月 十三 日  佐 竹 右 京大 夫 

羽 陰 史略 卷之 七. 赉暦 五)  E0 九 
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松 平 右近 將監様 

人々 御中 

右上 包 小 奉書、 上下 折 御 双方 御名 窨之。  , 

御 當番御 目 付 中よ.^ 御 留主居 迄、 須田內 記 役柄、 祿柄幷 當時乘 與仕候 人 數被爲 聞 度 旨 被 仰 聞 候 付、 左 

之通以 書付 御 答 致 候由訴 之。 

佐 竹 右 京大 夫 家 來乘物 御免に て 當時乘 輿 仕 候 者 無 御 瘦 候. 且又 須田內 記 役柄 知行 高 之 儀 御尋被 

仰 下 候、 高 三千 三百 石、 家老 役 相 勤 申 候。 任 被 仰 下 候 御 答申 上 候。 以上。  . 


十月せ 五日 

同廿六 松-平 右近 將監 殿よ 6 御 留主居 御 左右 有 之罷出 候處、 御 書付 リ 


龍 田 源 太夫 

田 崎 忠四郞 


- 內 

須田內  一一 一一 a 


右 乘物趣 可 爲願之 通 候。 誓詞 判 元、 御 目 付 鈴 木 伊兵衞 宅に て 見 候 事 0 

右 窨付被 相 渡 候 付 御 目 付 御 判 元へ も 爲御知 可 致 之 所、 夜中 至 候て 明朝 爲御知 候 害。 . 

同廿 七日 鈴 木 伊兵衞 殿え 昨日 被 相 渡 候 御 書付 之 趣爲御 知、 且 誓詞 草稿 入御 覽候處 、來月 二日 誓詞 被 

仰 付 候 間、 五 ッ 時 同道 可 罷出之 旨 被 仰 渡 候。 


一十一 月 二日 御 目 付 衆 之 御 添狀幷 誓詞 案文 等 之 儀 略 之) 但乘物 御免 之 時 は 此所御 吟味 可 申 候。 

一同 三日 粕漬鯉 御獻上 也。  . 

j 同 五日 御 入 內之御 使者 梅 渾ぼ助 今日 出足 京都え 罷登候 付、 右 勤 之 御 注文 鈴 木 平 藏相渡 之。 其 趣 は 

一同 六日 來年御 參勤之 時節 御 窺 御 使 札、 今日 被 差 出 候、 御 使者 松 塚 祐藏勤 之。 下 ft 略。 

一 同 八日 御 入内に 付 於 京都 梅 津百助 勤 之、 御 窨以町 飛脚 被 差 登 候 御文 鉢。 

. 一 翰 致 啓上 候。 今度 御入內 首尾 能 可 相濟旨 目出度 御 儀奉存 候。 右 御 祝儀 爲可申 上 以使札 御太刀 

一 腰、 御馬 代 黄金 二十 兩獻上 之 仕 候。 宜奏 達奉賴 候。 上處。  . . 

佐 竹 右 京大 夫 

柳 原 前大納 言 殿  , 

廣橋 前大納 言 殿  へ. 

.  脇 付 無 之。 

1 毫致啓 達 候。 此度御 入內首 E 好 相 濟可申 旨 目出度 御 儀奉存 候。 因 茲爲御 祝儀 以 使者 御太刀 一 

腰 、御. 海 代 黄金 二十 兩致獻 上 之 候。 其 表 可 然様 御差圆 賴入存 候。 上處。 

佐 竹 右 京大 夫 
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酒井讃 岐守樣 

人々 御中 

右 之 外 略 之。 

一十一 月 十一 日 御 席 觸到來 之 御 書付。 

御城 內 下馬より 下 乘迄被 召述候 人數、 幷下乘 內ぇ被 召 速 候 人數、 輕 * 者幷又 者に 至 迄不洩 様に、 尤 

雨天 之 節 長柄 等 爲持候 節 は 人 數相增 候 は 其譯、 或は 窺 之 上人 數多被 召 述候衆 中 は、 何年 何月 誰 殿 

え 相 窺 人 數多被 召 連 候 段、 右 之趣從 御名々 致 書付 出來 次第 早々 拙者 宅え 可 被 差 出 候。 尤 嫡子 有 

之分は右被召連候人數も^^付可被指出候。 此段御^！：席不殘通達可有之候。 以上。 

十 一 月  稻生 下野 守 

一 十 一 月 十五 日 

1 金子 三百 疋  谷村嘉 順へ 

右 は 三育 老三 回总 に相當 今日よ 6 明日 へ 法事 有 之よ し、 爲 香奠 被 下 之 0 御用 人よ. 0 遣 之。 

一 橋 本玄歌 II 今度 出府 付て 御 料理 被 下 候。 此 度は獻 上物 無 之に 付 被 下物 無 之。 

一 同 十六 日 須田內 記 乘輿御 願 之 通 御免 之 旨、 先月 御用 番松平 右近 將監 殿よ、 り 御 書付 被 相 渡 候 付、 右 御 

禮御 飛札 被^ 出 候。 田 崎 忠四郞 勤 之。 


一 筆致 啓 卜： 候。 然は 私家 來須田 內記就 病，：^ 乘物御 赦免 之 儀 願 申 上 候 所、 願 之 通 被 仰 付 難 有 仕 合 

舉存 候。 爲可申 上 呈飛礼 候。 上 處。 

！ 一  月 六日 

松 平 右近 將監様 

人々 御中 

右 之 通、 十 一 月 被 仰 渡 候 御用 番ぇ斗 御 * 被 差 出 候。 此外御 勤 向 無 之。 

一 此間稻 生 下野 守 殿よ 6 被 仰觸候 儀に 付、 今日 左 之 通 書付 を 以御留 主 居 致 御屆置 候。 き 諭 g| 雜 無 

此間被 仰觸候 下馬 下 乘內ぇ 召 連 候 供 廻 之 儀、 此表 にて 難 相 聞 儀 御座 候間國 元え 申 遣、 追て 御： 

申 上 候 0 以上 0 

佐 竹 右京 大夫內 

十 一 月 十六 日  . .  淸水織 部 

一同 廿 一日 御鷹 御獻上 也。 

. 一 同廿 二日 紀伊 大納言 殿御 嫡孫 千代 殿、 去朔日 初て 御 目 見 相濟候 付、 爲御歡 御 使者 左 之 通 被 進 候。 

何も 無 御 受納 

一 兩種箱 肴  . 

紀伊 大納言 殿へ 

一 御撺 代千疋 

羽 陰 史略 卷之 七 (寳曆 五)  .  『1111 


秋 a 叢書 第 十二^  .  ョ四 

一 同斷  同 宰相 殿 へ  . 

一 御太刀 金 馬 代 

同 岩 千代 殿へ 

一雨 種千疋  パ 

右 之 通 被 進 之、 此節御 番頭 上京に 付 御物 頭 勤 之。 

一 5 石 千代 殿 初て 御 目 見 相 濟候爲 御歡、 御 使者 被 進 候 御 方 左 之 通。 

尾 張 中 納言殿 水戶 宰相 殿 

右 直々 御物 頭 勤 之。 

御 目 付 

一 紗 綾三 卷  鈴 木 伊 兵衞殿  - 

, 右 は 先頃 須田內 記事 乘輿 御免に 付、 判 元 御 覽被成 候 付 爲御禮 被 進 候。 御 使役 勤 之。 

.  右！； 人 御家來 

二 金子 二百 疋ッ、  二 人 

右 は 世話 致 候に 付 被 下 候、 御 使役 引渡 之。 

一 黄 鷹 一 居  水戶 宰相 殿  . 

右 は、 兼て 御內々 御所 望 筋 石 川 順仙老 にて 申來候 付、 今度 御 獻上殘 一 居 被 進 候。 龍 田 源 太夫 御 使者 勤 

之 0 

若 御 年寄 

一 同斷  板 倉 佐 渡 守 殿 へ 


右 は 兼て 御所 望に 付 被 進 候、 田 崎 忠四郞 勤 之。  ： 

一 十 一 月廿 四日 求 馬 様よ 6 就 御 吉辰御 結納 御 祝儀 御 整、 爲御悅 御 使者 を 被 進 候。  一 

一千 鯛 一 箱  壹 岐守樣 

右爲御 祝儀 以御 使者 被 進 候、 御 刀番勤 之。 

一 千た い 一 ぉ..^ お 駒 様へ  一 

右 は 同 斷に付 御 使役 を 以被進 候。 

一千 鯛 一 折  求 馬 様へ 

. 右 同斷。  一 

一同 廿 六日 久保倉 太夫 以 使者 如 例年 獻 上物 仕 候。  一 

一 同廿 八日 紀伊 宰相 殿御 嫡岩 千代 殿 今日 元服 被 仰 付、 御 字 御 拜領之 由 書 上申 來。  " 

一 同廿 九日 仙北郡山屋河崎村百姓長四郞伊勢參^5仕候處、酒井左衞門尉殿御領鼠ケ關村枝郷早田村とー 

,  i 

申 所に て 相 煩 候 所、 養生 被 指 加 候 得と も 無 程 致 病死 候 由。 依 之 向 方よ.. -右之 趣 相 達 候 付、 其 節懸合 g 

人幷其 外え 左 之 通 被 下 候。 御留主 居よ.^ 遣 之。  一 

郡 奉行  j 

一 金子 五 百疋. 田 中 逸平  ； 

同 手代  ： 

一 同 三百 疋  稻 葉 湘 三 郞  _ 
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同 二百 疋ッ 


二 卷 

大 庄屋 

佐 藤 喜 惣 治 

醫 者 

長 谷川 玄常 


大 

早 田 村 組頭 


同 百疋ッ 

同 三百 疋， 


同所 宿 


y0  J,- す 

尸 1^ 良 

正兵 衞  . 

庄 吉 

右に 付 酒 井 左 衞門尉 殿え 御禮 使者 被 差遣 候、 御 留主居 勤之リ 

一白 銀 一枚  久保倉 太夫 

一 金子 二百 疋  使 者 

右 之 通 は 御曹司 様よ 6!?- 下 之〕 

十二月 朔日 相 馬 讃岐守 様 今日 御 婚禮御 整に 付 御 使者 被 進 候。 御 使 © 勤 之 一 

求 馬樣今 日 御 婚禮御 に 付 左 之 通 Q 

一 御太刀 銀-海 代 一 枚 

一 兩種 一 荷 


求 様へ 


ー兩稀 一荷  お 駒 « へ 

右 御 使者 御 刀番鮮 之。 此外 へ も 御 進物 有 之と い へ とも 略 之。 

一同 二日 横手 御城 土 居 崩 候 付 御 願 之 御. 一：： 被 出 候 事 _ ^之、 略。 

一 同 三日 大目 付 御 廻狀。 

去月 廿 六日 女御 入 rg: 相濟候 付、 爲御 祝儀 明 三日 服紗 小袖 麻 上下 着 之 四 ッ時惣 出仕 有 之 候 様に、 尤 

西 丸え も 罷出候 事。 

一 出仕 無 之 面々 は、 月番 之 老中 但馬守 宅え 以 使者 御 祝儀 可 申 上 候。 

一 右爲御 祝儀 在 國在邑 之 面々 は、 老中 但馬 守え 五 萬 石 以上 は 使者、 五萵石 以下 は 飛札 可 差 越 候。 

右 之 趣 可 被相觸 候。 

十二月 二日 

一同 五日 大御目 付 御 廻狀。 

當年國 々米 不作 之 趣に 付て 直 段 高直に 相 成 候、 來泰に 至 候 、ノ  、 米 直 段 彌相募 下々 可 及 難儀 候 間、 

先達て 置 救 被 仰 付 候 萬 石 以上 之 面々、 酉 戌 兩年之 置 粗之內 一 ケ 年分 之 叛米、 此節相 拂候様 町 被 申 

付 候。 委細 之 儀 は 御 勘定 奉行 可 被 承 合 候。 

二月 

羽^ 皮 略卷之 七 (寳暦 五) 


一 今日 寒 入 也。 

一 同 七日 松 平筑前 守樣御 嫡子 修理 大夫様 御 婚禮御 « 被 成 候 付、 御 付 使者 幷御 進物 被 進 候。 

筑前守 様  .  ： . 

一千 鯛 一 箱ッ、 く  tt 

.  修理 大夫樣 

. 干た い 一は こ 修理 太夫 殿 

御お く 方 

一 御た る 代 五 百 ひき 

一 昆布 一 箱  本 光院樣 

右 之 通 被 進 候。 

一 同 九日 求 馬 樣去朔 日 御 婚禮、 今日 御 三 ッ目御 祝儀 有 之 付 

一 鰌 一 折 .  查岐守 様 へ 

^ 右 以目錄 被 進 候、 御 刀 番勤之 0 

一同 十四日 御 席 觸御廻 狀幷御 害 付 0. 

大目 付 

： 嫡孫 承 祖相願 候 節 嫡孫 養子と 相 願 候 類 も 間々 有 之 候。 以來は 都て 嫡孫 承 驚と 相 願 可 申 r^o 


右 之 趣向々 え 可 被 相 達 候。 以上。 

一 同 十八 日 大館 人中 田 孫兵衞 三男 左 内儀 那可忠 兵 衞爲召 登 扶助 置 候處、 不行跡 之 懷有之 久離致 度 

御屆。 

佐 竹 右 京大 夫家來 

中 田 孫兵衞 三男 

中 田左內 

當亥 二十 一 「歳 

右左 內儀、 家 來那可 忠左衞 門 甥に 付國 元より 召 呼 扶助 致 置候處 に、 甚 不行跡 之 儀 有 之 付 右 之 趣 賞 

父 孫兵衞 方え 申 遣 候 得 は、 右 孫 兵 衞始親 額 共 不殘久 離 致 候 段 申 遣 候。 依 之、 忠左衞 門 儀 も 同然 久 

離 仕度 旨 相 願 候 付 願 之 通 申 付 候。 御 帳 被 留置 被 下 度 候、 下略。 

十二月 十八 日  神戶文 右衞門 

一 尾 張 宰相 殿御 嫡子 熊 五郎 殿、 去月 廿 三日 御 髮置御 祝儀 相 濟候爲 御歡御 使者 被 進 候。 御物 頭 勤 之。 It 

え 御 使者 出 候、 

是 に は 略 之。 

一 紀伊 宰相 殿御 嫡岩 千代 殿 先頃 御 元服、 幷常陸 介 殿に 御 改號之 御歡御 使者 被 遣 候。 

右に 付 尾 張、 水 戶ぇも 御 使者 出 候。 

一 兩 種千疋  大岡吉 次郞殿 

右 は 此度御 目 見 被 仰 付 候 爲御歡 被 遣 候。 御 使役。 
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ぉ長樣 illf 寸 御箸 初に 付 爲御歡 御 使者 之 事 下略。 

同廿 二日 

.  栗 生兵藏 

自分 儀 勤 役 中 、同役 高 橋 多 仲 代 御用 代金 致 押 m 自分 へ 爲申知 候處、 夫 迄に 承 置 多 仲 致 逐電 候に 付 

右子 細遂 披露 置 候 段、 甚 不調法 之， 全 候し 依て 江戶表 御城 下 三 里 四方 幷羽州 秋 田、 野 州藥師 寺領徘 

徊差塞 奉公 被 召 放 者 也。 

同廿 三日 去月 十 一 日、 稻生 下野 守 殿よ 6 下 ig- 下 乘之內 え 被 召 述候儀 被 仰 渡 候 付、 以寄付 田 崎 忠四郞 

致 御 屈 之 趣。  . 

佐 竹 右 京大 夫 下 g よ 6 下乘 迄召述 候人數  . •  一 


一 人 

三人 

二人 

四 人 


留主 Jig 役 一  J:r- 

徒！^ 役 iNt^ 

挾 箱 持 

駕籠 之 者。 


人 

人 


刀番 

手 廻 使 番徒並 


Ifl-fe^ & お 長柄 


5： 雨天 之 節 

A 


下乘ょ 6 御玄 冠え 召述 候人數 

一 I  SS 主 居 役と，^ 

ノ 徒 頭 役 2 & 


人 刀番 


一、 一人 手 廻 使 番徒並  一、 一人 車 M 取 111^^!! は 

一、 一人、 挟 i 、相 持 5； 中 之 御 門 外 迄 

右 之 通 御座 候。 

裝束之 節 右 定人數 之 外下乘 迄召述 候人數 

一 、 參內傘 持  一 人 

右 之 外 行列 相 離 下 乘迄入 候人數 

一 、 太刀 持 介 添 侍 一人  一、 ^SH 持 侍 一 入 

一 、 烏帽子 介 添 一人  一、 烏帽子 持  一 人 

一 、 太刀 箱 持  一 人 

右 之 通 御座 候。 

長 袴着 之 節 定人數 之 外 下 乘迄左 之 通 召 連 候 

一 、 差 替持侍 一 人  . 

右 之 通 御座 候。 「し 上。 

十二月 

一 同サ 五日 鹽引^^^御獻上。 • 

羽， は 史略 卷之 七 (寶勝 
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神 尾 備前守 殿 衆よ 6 別紙 之 趣 被 成 御 吟味、 御 W 付 明朝 迄に 御 差 出 被 成 候 様 備前守 殿 被 申 候 由申來 候。 

右 京大 夫 嫡子 

佐 竹 修理 大夫 

右 者享保 十七 同 十八 年爲 年始 御 祝儀 御簾 中 様え 差 上物 無 之 哉、 有無 之 事。 

此方 様よ， 0 差 出 候 書付。 

佐 竹 故 修理 大夫享 保 十七 子年 五月 九日 故 右 京大 夫 養子 被 仰 付、 同 十八 丑年 爲 年始 御 祝儀 御簾 中 

様へ 差 上物 無 御座 候。 已上。 

i  二月 廿 五日  田 崎 忠四郞 

林 大學頭 殿よ. -御留 主 居 迄、 武家 補任 補 入 付て 別紙 御 書付 二通 被 差 越 候に 付、 右 被 仰 遣 候 通 御 書付 被 

差 越 候。 

!- 長 氏 &,、  • 

チカ 

源義局 享保八 癸 卯 十 一 月 五日 生寶 曆三熒 亥年 八月 廿 七日 左 兵 衞督義 眞養爲 嗣子 時 年 三十 一 

實壹岐 守 義道第 一 男 母 兵 部 少輔長 義之女 同年 九月 三日 相績 同年 十二月 十八 日從四 位下 侍從 右京 _ 

大- 

右美 濃 紙え 認眞字 也。 


レ 、夫。 


義峯 宽延ニ 己巳 年 八月 十日 卒。 

義眞 寶， 三 バヌほ 年 八月 廿日 卒。 

右美 濃 紙え 認之眞 字 也。  ，、 . J I 

同 廿六曰 此 I 中屋震 御 土 f 取 SIS に 付、 菌？ 以 184,, 出 候 

舊 面之$ 屋敷 £f 此度 物見 出格子 取 付 候 S  、下水 I 往霊、 火 i 等 不用心 も 2 

間、 出格子 I 下水 際 i 出 幅 一 尺、 長 五 間、 高 五尺假 5 仕度 囊 候、。、 以上 内。 

{  五月女 善藏 

十二月 廿 六日 

C  ：  a.pvM&:K5」o.s*.^e-LJfe< 節、 御 會圆卸 差 園に て 相 濟候爲 御禮。 

lE-:^ 七日 先頃 横手 御城 土：^ 崩御 修補 之 像 # 願 被 化 上^ t 獨 ：5^r.^ き r ネ 

一 鯛 一 折  橋 本 喜 八郞殿 へ 

右 御 使者 御 使役 勤 之。  -  . - 

御 入 內之御 使者 I 百 助 御用 相 濟、？ 五 曰 京都 出立 今曰藝 S  、御 注文 之通相勤嘗訴之 。左 之 

、、プ 

一 十月 五日 御 進 默有之 

禁裏え 

羽 陰 史略 卷之 七 (蜜 暦 五) 
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一 御太刀 一 腰 

一 御馬 代 黄金 二 枚 

長 橋 奏者 所に て 御附兩 武家 衆御對 座、 雅裳衆 披露、 畢て 傳奏を 以可遂 披露 之 旨 被 仰 候。 

□ 姬ノ由 

女御え 

一 白 かね 百兩 

御 玄冠奧 に 殿上人 三人 御對座 取次 披露、 畢て 以傳奏 fE- 遂 披露 旨 村 上 西 巿正を 以被仰 出 候。 

右 之 外 御 進物 之 分 略 之。 

„  0 寶 曆六 子年 

一 正月 三日 舊腦被 仰觸候 通、 御人內 首尾 能 相 濟候付 御 歡之御 使者 根本 幸 右衛門 llgll 麵 I 國儀 御留主 

ri- 田 崎 忠四郞 同道、 御用 番本多 伯 著 守 殿 へ 御 連 狀御格 書 持 參相勤 候。 御 案內。 

一 筆致 啓上 候。 公方 様、 大納言 樣益 御機嫌 能 被 成 御座 奉恐悅 候。 然者 去月 廿 六日 御入內 首尾 能 

相 濟候段 承知 仕、 目出度 御 儀奉存 候。 此旨爲 可 申 上 呈使札 候。 上處。 

十二月 十三 日 

堀 田 相 模守樣 


酒 井左衞 門尉樣 

本 多 、伯 守樣 

松 平 右近 將監榇 

西 尾 隱岐守 様  . . 

西 丸 御 老中 格 書  • 

秋 元 伹馬守 様 .  、 

同 五日. 

一 御太刀 金 馬 代 

稻葉越 中 守 殿 

一千 肴 一 折 

右 者 葡冬御 侧被仰 付 候 付 爲御歡 被 進 候。 

同 六日 贺姬樣 舊腦廿 四日より 御 熱 有 之處御 疱瘡 被 爲見候 由、 向 方 御留主 居よ，. -內々 申來 候。 

同 八日 K へ 姬樣御 抱 瘡宜、 御輕御 樣體之 趣に 有 之 候。 

同 十三 日 今日 新 知、 御 加 增等被 下 候。 御 家老 須田內 記 病 a に 付 川 井 七 左衞門 11 用 牛 丸 市左衞 門- 

以被仰 渡 候。 

御 加^  江戸 定居 

一高 二十 石  平澤十 右衞門 

右 者 數年御 側 相 勤 候に 付 被 下候リ 

羽^ 史略 卷之 七 (ts 六)  § 
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御 右筆々 頭 

一 同 十五 石  根本 幸 右衛門 

右 老數年 相 勤 候 付 被 下 之〕 

吟味 役 

一 同 三十 石  下 川 勘 左衞門 

同斷。 但： 迄 被 下 候 御 宛 行 增御役 料 共 被 召 上 候。 

一 高 三十 石 

皆 川 林 

一 銀 二 枚 

右 數年勤 功 付 被 下 之、 銀 子 は 爲御役 料 被 下 之。 是迄之 被 下物 は 不殘被 召 上 候。 

右 之 外 御 加 扶持 御給 銀 等 被 下 候 得 共 其 面 々略 之リ 

同 十五 日 御 席 觸到來 、御 書付 左 之 通。 

御 同席 御 居 宅 類 燒之節 參勤之 御 用捨 不被仰 出御 參府有 之 例、 又 候 御用 拾に て 御 參府無 之 例、 右兩 

樣共享 保 年中 以來有 之 分 承 度 候。 

同 十八 日 去 十五 日伊 丹 兵 庫 頭 殿御 尋之 事、 今日 松 平 出 羽 守 殿 衆 迄 差 越 候。 

佐 竹 右 京大 夫 居 屋敷 享保 五子 年 三月 廿 七日 就 類燒、 以御 奉書 參勤 御免被 成 置、 八月 中參府 仕候樣 

被 仰 出 陵。 右 御 奉書 羽 州 山形 驛旅 宿え 相 達 候 付、 其驛 よ.. -歸國 仕 同年 八月 六日 上府仕 候。 以上。 

ヽ、、 、、內 

龍 田 源 太夫 ， 


正月 十八 日 

一 正月 十八 日 未 後刻、 御用 番本多 伯 守 殿御 用人よ 6 御 留主居 迄 手紙 到來。 

猶以持 人 御用 意 可 被 成 候 以上。 

御鷹 之 鶴 宿 繼奉害 可 相 渡 候 間、 只今 御 一 人 御 出 候 様 伯 番守被 申 候。 以上。 

本 多 伯 者守內  

正月 十八 日  nunn  

佐 竹 右京 大夫樣 

御 留主居 中  • 

右 御請 害 御留主 居よ 6 差 出 候。  ， 

一宿 繼御 奉書 被 相 渡、 鶴 一 被 相 渡 候 。田 崎 忠四郞 請 取 之" 

一 同廿 二日 表 御門 御 g 覆に 付、 二月 朔 日より 南 御門 御內玄 冠に て 御 客幷御 使者 御 引受 候 段、 御 家門 

方へ 爲御知 被 成 候。 御 留主居 奉 札に て 申達 候。 

- 同廿 三日  . 

松 平 右近 將監殿 中老 

一 金子 三十 兩  那波 杏 

右 者 娘 婚禮相 整 候に 付內々 物 入 も 可 有 之 被 下 候。 御用 人よ 6si 候。 

一 同廿 九日 先頃 御屮： 敷 御物 兄 前假駒 被附 度 it 被 仰 立 候處、 道 御 奉行 小 長 谷 太郞 殿御 越 御 見 

羽^ 史略 卷之 七 (S 曆六)  S. 
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、分 之 上 御 願 相濟候 付、 右 爲御禮 左 之 通 被 進 候。  ノ 

小 長 谷 喜 太郞殿 

一 微樓代 三百 疋 

右 者 御 使役 勤 之。 

同 人家 來  - 

■■ 一  金子 二百 疋  園 伊太 夫 

- 右 御 願 筋 世話 仕 候 付 被 下 之。 

_ 右 御 進物 御 役 方 御 障 之 由御斷 御返し 被 成 候。 二月 二日、 時節 爲 御見舞 被 進 候 得 は 御 受納 被 成 候 0 

一二 月 二日 土 屋越前 守 殿 町奉行より 御留主 居え 御 左右 有 之 付 手代 酒 出 孫 左 衞門罷 出 候 所、 越 前 守 殿御 

逢 被 成、 去 冬 武藤與 惣右衞 門 家來勘 兵衞酒 狂に て 人 を あやめ 放埒 之 致 方、 付て 此度御 仕置 被 仰 付 之 由 

被 仰 渡 候 段、 孫 左衞門 歸參訴 之。 

但御 仕置 之 儀 孫 左 衞門承 合 候處、 江 戶拂被 仰 付 候よ し 也。 

一 同 六日 南部 龜五郞 殿、 盛 德院樣 御 甥に て 屋形樣 御 從弟之 御續、 付て 御 忌服 昨夜に も 御 屈 可 被 成 候へ 

共、 兼て 龜五郞 殿え 御 通 問 も 無 之 其 上 御 年 も 不相知 候 付 旁々 御 問 合 等 有 之 夜に 入 候 付、 今朝 御用 番堀 

； 田 相 模守殿 へ 龍 田 源 太夫 罷出致 御 屈 候。 

竹 右 京大 夫 養 方從弟 南部 信 濃 守 ニ男龜 五郎、 昨 五日 致死 去 候 付 13^ 服 左 之 通受申 候り 


135 三日 一 ー月五日ょ.c^同七日まて 

服 七日 二月 五日よ. 0 同 十一 H まて 

, 右 之 通 御座 候。 以上。 

二月 六日  龍 田 源 太夫 

右 御 受取 置 被 成 候。 

一 二月 七日 明日 御 忌 明に 付 御用 番堀田 相模守 殿え 左 之 通 御 屆被成 候。 

佐 竹 右 京大 夫、 養 方 之從弟 南部 信 濃 守 二 男 龜五郞 就 死去、 今日 迄 忌中に て罷有 候。 明日 忌 明 由 候 

付て 此旨御 屆申上 候。 以上。 

•  二月 七日  .  淸水 織 部 

右 中 奉書 半切 紙上 文字 害 之。 

一同 八日 昨夜 松 • 平 陸奧守 殿、 松 平 大膳大 夫 殿 衆よ..^ 到來之 書付。 

當 子年 諸國 人別 改被差 出 候 害に 付、 諸事 改方認 方 等 は 前々 之 通 候 間、 人別 改方 帳面 當八 九月 頃 之 

內 自分 方え 可 被 指 出 候。 下略。 

- 二月 七日  神 尾 備前守 

松 平 陸 奧守殿 

羽 陰 史略 卷之. 七 (薆曆 六)  M 


松 平 大膳大 夫 殿 

】 同 十二 日 大目 付 御 廻狀。 

去年 國々 米 不作 之 趣に 付て 直 段 高値 相 成 候、 當春 にも 至 候 は、 米 直 段 彌相募 下々 可 及 難儀、 先達 

て 置 粒 被 仰 付 候 萬 石 以上 之 面々、 酉 戌 兩年之 置 粒 之內ー ケ 年分 之 粒 米 去年 相 拂候樣 相 達 候。 然 

所當 春に 至 候ても 直段彌 高直に 付、 去年 相 拂候殘 一 ケ 年分 も圍置 候に 不及候 間、 相 拂之樣 可 被 申 

付 候。 委細 之 儀 は 御 勘定 奉行 可 被 承 合 候。 

一 同 十五 日 御 應之鶴 就 御 邦 短、 右御禮 之御國 使者 梅 律 內藏之 允 II， 御 留主居 田 崎 忠四郎 同道に て、 

御用 番御 老中 堀 田 相 模守殿 へ 致 參上御 連 狀差出 候。 

千 鯛 一 箱 _  佐 竹 右 京大 夫 

右 御 本丸え 斗 御 窺 之處、 明朝 可 被 獻之旨 相模守 殿御 用人 を 以被仰 渡 候。 

一 依田 和 泉 守 殿 町 御 泰行以 御 書付 御 屆被仰 達 候。 

佐 竹 右 京大 夫家來 

淸野 勇 八 

で  歲三 十二 

木 村 藏 

歲 一一： 十 

右 勇 八 儀 去 亥十二 月卄 五日 出奔、 源藏儀 同月 廿 二日 致 出奔 當時住 處不相 知 候。 以來、 見懸 次第 爲 

捕 可 申 候。 下略。 


一 二月 十六 日 昨日 堀 田 相 校 守 殿御， ャ i 之 通 今朝 梅 內藏丞 I れめ 御城え 罷出 候。 同道 田 崎忠四 郞；： i: 

挎。  、  ,ー 

干 鯛 一 箱  . 

右 於 檜 之 間、 御 奏者 本 多 長 門 守 殿 へ 內藏之 允 m 々御 口上 申 上 御 目 錄指上 候處、 御 席 言上 可 被 成 候 由 一 

被 仰 聞 候て 御 獻上相 濟候。  . 

右に 付 御 奉書 等 被 進 候 所 略 之。 

一同 十八 日 子 籠 御獻上 也。  一 

一 同 十九 日 大御目 付 御廻狀 到來。  一 

大坂兩 川口 年々 あさく 成 諸 船出 入渾 不， H 由 有 之 付て、 此段當 地 幷他國 諸 廻船、 又は 渡海 船 之 石錢ー 

を 以水尾 堀 申 付 候。 石錢 は、 船出 入と も 諸 荷物 積 候 船より は、 荷物 多分に よらす 其 船 之 石高に 遞 

し 可 出 之、 右 之 趣 於 江 戶表被 仰 渡 候 間 可 存其旨 也。  一 

亥十二 月  -1 

覺  一 

一 諸 船川內 にて 荷物 積 候 は. - 勿論、 たと へ 沖積 仕、 又は 沖に て 荷物 瀨取致 候と も大 坂へ 來候船 は、 一 

出入と も、 荷物 多分に よらす 其 船 之 石高に 應し、 一 石に 付 三 錢宛之 積 石 錢可指 出 候 事。 ■ 一 
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一 積 荷物 無 之 候 は k 、船に て 出入 候 節 は 其 段 相 斷石錢 差 出に 不及 事。 

一大 坂 幷傳法 廻船 主よ. -直々 石 錢可差 出 事。 

右 之 外 數ケ條 有 之と い へ とも 繁多 故 略 之。 

一 同廿 七日 松 平隱岐 守樣御 祖母 信 詫院樣 於薩州 去月 晦日 就 御 卒去、 定式 御 忌服 被爲 請に 付 今朝 御用 

番ぇ御 屈 被 成 候 由 爲御知 申來。 仍 raf 速 御機嫌 伺と して 田崎忠 四郞參 上。 

- 三月 三日 

一 兩種 五百疋  細 井 金 右 衞門殿 

右 者 西 丸 御 目 付 被 仰 付 候 爲御歡 被 進 候、 御 使役 勤 之〕 

- 干 # 一  折 一一 一次郎 殿御 事 

石 野 八 太夫 殿 

一 御搏代 五百疋 

右 今度 御徒 頭 被 仰 付 候 爲御歡 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

但 御徒 頭 定式 御 進物 無 之 候 得 共、 御 由緒 有 之 付 被 進 候。 

一 三月 五日 萱橋 御料 所 村々 よ.^、 猪 多 田畑 荒 候に 付て 申立 候 付、 鐵炮打 申 度 願 大嶋助 兵衞ょ ftv 申立 候 

付、 今日 御鷹 方戶田 五助 殿え 左 之 通 御 害 付 指 出 候。 

j  ： 佐 竹 右 京大 夫 領分、 下野 國河內 郡 之內都 K 郡之內 村々 猪 多 SS 田畑 荒 申 候 付、 鐡炮爲 打 申 度 候。 御 


魔 場 之 儀 御座 候 故 御 障 も 無 御 鹿 候 哉 奉伺 候。 以上。 

三 月 


、 內 

五月女 善藏 


. 佐 竹 右 京大 夫 下野 國 領分 村々 

河 郡之內 

, 藥師寺 村 仁 良 川 村 町 田 村 田 中 村 東 根 村 絹 板 村 

： 磯部 村 花 田 村 坪. S むら 

き InsE 書面 之 九ケ村 御鷹 捉飼 場に て は 無 御座 候。 

■ 都贺 郡之內 

萱橋村 山 田 村 飯 田 村 

同  書面 之 通 三ケ村 御鷹 捉飼場 村 無 御座 候。  . 

.. 右 十二 ケ村 .  ノ， 

右 之 通 御座 候。 以上。 

、ヽ、 

三 月 

右 之 外 略 之。 

羽 陰 史略 卷之 七 (寳暦 六)  響 一 


力 

五月女 善藏 


一 同 六 H 三味線 堀 際 駒 寄 朽报候 付、 御 術^ 之 儀 道 御 奉行 小 長 谷 骞太郞 殿へ 以御 書付 被 仰 達 候。 

佐 竹 右 京大 夫 居 屋鋪前 三味線 « 際 駒 寄朽损 候、 付て 粮圆面 之 通 Jffig 申 候。 依 之 御 屈 仕 候。 以上。 

、ヽ ヽヽ、 内 

三 月 六日  五月女 善藏 

右 之 通 差 出 候 處御聞 屆被成 候よ し。 但出來 に 付 四月 朔日 御屆有 之. - 

一 三月 七日 所々 辻 番所 屋根 朽根候 付、 蒉替之 儀稻生 下野 守 殿御 目 付え 以御 書付 被仰屆 候。 

佐 竹 右 京大 夫 裏門 柬方辻 番所 番人 乍 居、 同 外槃、 幷七軒 丁、 辻 番所 番人 乍 居、 右三 ケ所 屋根 蔷替仕 

候。 依 之 御 屈 仕 候。 以上。 

三月 七日  龍 田、 源 太夫 

右 書付 楚出 候處御 受取 置 候 段 被 仰 聞 候。 但蒉替 出 來に付 四月 朔日 御屆有 之。 

一 同 九日 小 長 谷 喜 太郞殿 三味線 堀 駒 寄 御 見 分 之 節、 御 普請 奉行へ も 御 斷被成 候 哉と 御尋 御座 候に 付、 

其 節 書付に て、 御 ふしん 御 奉行へ は 御 屈 申 上 候 儀 無 之 趣 申 上 候。 

一 同 十日 伊木 兵 庫 頭 殿 |gg え、 萱橋御 傾に て 鐡炮爲 御 打 被 成 度 3:- 被 仰 達 候 付、 崎 忠四郞 致 御 伺候 

佐 竹 右 京大 夫 下野 領分、 都贺 郡之內 村々 え 猪 多 出 田畑 荒 申 候 付 鐡炮爲 打 申 度 候。 御鷹 方 相 障 儀 

も 御 靡 候 哉と 相 窺 候 所、 御 障 も 無 之 皆戶田 五助 様 御楚闘 御座 候。 依 之、 證文 如何 相 認可 申 候 哉 奉 


三 月 十、 日  五月女 善藏 

右窨付 を以相 伺候 處、 追て 御 證文下 w 可 被 相 渡 候 由、 尤御兩 判に て 出 候 由 兵 庫 頭 殿 用人 申閱。 猶：^ 人 

申 候 は、 關 八州 御領 知 有 之 御 方 様 御代 替幷 御名 改等之 節 は、 鐡炮改 帳御兩 判に て 被 指 出 候 事 候處、 色 

々吟味 仕 候 得 共 右 御 帳 無 之 候。 い つ ほと 被 差 出 候 哉と 申 候 付 忠四郞 及 挨楼候 は、 先代 當代 共、 右 帳 差 

出 候 覺無之 候。 彌不差 出 候 は 、 いか ^ 可 致 哉と 承 合 候處、 左 候 は k 唯今 被 差 出 候て 宜候由 申 候 付て、 

押て 御 參府候 は k 早速 御 兩判之 御 帳 差 出 候 樣可仕 旨 忠四郞 申談候 由、 同人 訴之。 

一 三月 十一 日 石 河 土 佐 守 殿 先頃 御 留主居 年寄 被 仰 付 候 付、 爲御歡 左 之 通 被 進 候。 

一 御太刀 馬 代 五 枚 

石 河 土 佐 守 殿 

一 干 肴 一 折 

右 御 目 錄を以 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一 御太刀 馬 代 

右 同人へ 

一 銀 一枚， 

右田 崎 忠四郞 印鑑 差 出 候 付て 自分 之 進物 致持參 候。 例 之 通 御 會被指 出 候、 忠 四 郞動 之、 御文 法定 例 之 

通 略 之。 

羽 陰 史略 卷之 七 (薆暦 六)  0 


一 同 十七 日 吉田專 助 姊此度 信 州 上田え 差 造 候 付、 碓氷 御, 所 通御證 文、 此旨河 野 豐後守 殿え 被 仰 込 候 

處、 御 判 出 來被差 出 候 趣。 

亂心尼 一 人乘 物に て 江戶ょ 6 信 州 上田 迄、 碓氷關 所 無 相違 可 被 相 通 候。 下略。 

一 同 十九 日 

一 銀 子 二 枚  石 川 順 仙 

右此度 嫡子 出生に 付 格別 之 御 吟味 を 以被下 之。 

一 同 廿日 大御目 付 御廻狀 Q 

明後廿 二日 御簾 中樣就 御着 帶、 爲御 祝儀 溜 詰 御 譜代大名、 同 嫡子、 高 家、 腸 之 間 詰、 同 嫡子、 菊 之 間 

緣類 詰、 同 嫡子、 布 衣 以上 之 御 役人 焚 斗 目 半 袴着 用 御 本丸、 西 丸え 可 有 登城 候。 

但 出仕 無 之 面々、 月番 但馬守 宅へ 以 使者 御 祝儀 可 申 上 候。 在 國在邑 面々 は、 老中 但馬 守え 飛札 

可 被 差 越 候 事。 

三月 廿日  . ： 

一 三月 廿 五日 西 丸 御徒 目 付吉川 十右衞 門、 同役 惣寄合 仕 候 付 左 之 通 被 下 候。 

一 金子 五百疋  吉川十 右衞門 

一 四月 朔日 


ー兜羅 綿ニ疋 掏 用 御 賴御目 付 

一生 肴 一 折 

右 此度久 能 御. K 御修覆 御用 被 蒙 仰 御 越に 付、 爲御錢 別 被 進 候。 

. 同 三日 

一能 i 皮 二 枚 箱 入 道 御 奉行 

4 '長 谷 喜 太郞殿 

. 一生 肴 一 折 

右 三味線 堀 駒 寄 御 見 分 之 節 御 心 入 有 之に 付、 時節 爲 御見舞 以 使者 被 進 候。 - 

御 同 入お 人 

一 金子 二百 疋  園 伊太 夫  <  . 

右 之 節 何 角 世話 仕 候 付 被 下 候。 

一 とろめ んニ疋 

稻生 下野 守 殿 

一 鮮肴ー 折 

右 者、 下馬よ. り 御 玄冠迄 御供 人 數之儀 何 角 御 心 添 有 之 付 右 御 禮被進 候 得 共、 時節 爲御 見廻 之 御 口上に 

て 被 遣 

御 同人 用人 

一 金子 二百 疋宛 二人 

右 之 節 世話 仕 候 付 被 下 候、 御 使役 引渡。 • . ， 
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一同 五日 西 尾 隱岐守 殿 III 用 翻 田 崎 忠四郞 參上以 書付 御 伺 仕 候。 

佐 竹 右 京大 夫 爲參勤 去月 十九 日國 元致發 足、 當 五日 參府致 候 日 積 兼て 申 越 候處、 領內境 山 十幷新 

庄領 深雪、 其 上 雪 消 立 洪水に て 川々 橋 落 所々 致 逗留、 去廿 五日 新庄領 金山 驛ぇ 止宿 仕、 此上 道中 

滯無 御座 候 得は當 八日 着 府之日 積 之 通 御座 候 得と も、 雪 途內は 日 積 難 相 成 趣 故、 若 十日 方に 着府 

之 日 積に 罷成申 儀 難 斗 御座 候。 左 候 得 は 參府及 延引 申 候 間、 八日 十日 之 御 日柄に 致參府 候ても 

可然哉 御內々 御 窺 申 上 候。 以上。 

、、ゝ ヽヽ內 

. 四 月  田 崎 忠四郞 

右以 書付 致 御 伺候 處、 御 道中 御差滯 にて 御旅 行 相延候 事故、 兩日之 御 日柄 にても 御着 苦から す 候 間 

此段 御旅 中 へ 可 申 上 候 由 御用 人 を 以忠四 郞ぇ被 仰 出 候よ し。 依 之 今日 畫立之 御 飛脚 御用 人よ.. > 御 道 

中 迄 立 置 候。 

一 同 六日 屋形樣 御 足に 御 痛 處有之 付 御 足袋 御 願 被 仰 上 候。 西 尾 隱岐守 殿へ 被 差 出 候 處卽晚 御 付 札。 

足袋 用 可 被 申 候。 

一 今日 被 差 出 候 御 連狀御 案詞。 

一筆 致 啓上 候。 公方 様、 大納言 樣倍 御機嫌 能 被 成 御座 奉恐悅 候。 然 は去廿 二日、 御簾 中 樣被進 御 

着 帶段致 承知 目出度 御 儀奉存 候。 右 御 歡爲可 申上呈 飛札 候。 上處。 


三月 廿 七日 

御述狀 、- 

西 丸 御 老中 

秋元但 馬守樣 

一 四月 六日 御簾 中樣 御着 帶に付 御 安 裔御祈 禱觀理 院ぇ御 賴被仰 遣 候。 

一 御 初穂 白銀 十 枚 觀理院 へ 

右 爲御初 尾 被 造 候、 龍 田 源 太夫 直々 持參御 口上 申述 候。 

右 之 趣 御用 番御 老中 西 尾 隱岐守 殿 へ 、西 丸 御 老中 秋 元 但馬守 殿 へ も 直々 源 太夫 御 屈 仕 候由訴 之。 

一 四月 九日 屋形樣 今日 御着 府被遊 候。 

一 . 今曉酒 井石 見守 殿御 長屋 出火に 付、 御用 番西尾 隱岐守 殿 幷秋元 但馬守 殿 If 御え 御留主 中 村 

政 右 衞門參 上 御機嫌 伺候 處、 無 御 別 條之段 被 仰 出 候 旨 今日 御 途中 迄 申 上 候。 

但御 止宿 程隔候 得ば、 御 連 狀被指 出 候 得と も 草 荷 御 發駕御 途中に て 御 承知 之 事故、 御 使者 勤 也。 

一 同 十日 西 尾 隱岐守 殿 llf え 龍 田 源 太夫 罷出、 叨朝御 客 對成御 登城 前 御見舞 被 成 度 旨 被 仰 進 候處、 

御 客 對に御 出 候 は V 御 逢 可 被 成 旨 御 挨拶 之よ し、 源 太夫 訴之。 

一同 十一 日 西 尾 隱岐守 殿爲御 客對御 出、 夫よ 6 御 出 懸西丸 御 老中 秋 元 伹馬守 殿 へ 、御 登城 前 御 出御 對 

面 也 Q 
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一同 十六 日 今日 御 參府之 上使 松 平 右近 將監 殿御 出 也。 

一 卽刻御 奉書 御 到來、 明 十三 日 御 登城 御 參勤之 御 禮被仰 上 候 様 被 仰 達 候 也。 

一 明日 御 參勤御 禮被仰 上 候 付御獻 上物 御 窺 被 差 出 候。 

但 御簾 中 樣當 御參勤 よら 御獻 上物 有 之 故 伺 等 之 儀、 後に は猶以 吟味 可 有 之 候。 伺 W 等 之 書 形 も、 大 

納言 様、 御簾 中 様 一 紙に て 可 然候。 

一 縮 §1 三卷  . 

御 側 衆 

一千 鯛 一 箱  田 沼 主 殿 頭 殿へ 

一 御 樽 代千疋 

右 御 懇意 被 爲成候 付 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一 同 十三 日 於 御黑番 院御參 勤 之 御 禮被仰 上 候。 上意、 自分 儀 息災に て參勤 一 段と 有 之 由。 

一 同 十四日 御座 之 間え 御 出御 跨 斗。 

須田政 三 郞 

右 親 內記病 氣に付 看病 御 暇 被下罷 登、 此度親 同前 罷下候 付 御 目 見、 披露 梅津百 助。 

但 政三郞 儀、 御 家老 百 助 次に 出席 御 目 見 也。 

一 諸 士繼目 出仕 有 之。 


一 岡 部 丈お 衞門去 冬御苯 公に 被 召 出 候、 新 知 七十 石 拜領被 仰 付 候。 

一 同 十六 日 、 

着用 

一 袷 一  喜 多 十 太夫  - 

右 御 目 見 被 仰 付、 御 饗應之 節 御 賴被遊 候 段 上意 有 之、 披露 鈴 木 平藏。 十 太夫 返 出 之 節 於 石 爐間御 拾 一 

御 目 錄被下 之、 同人 引渡 之 0 

着用 

一 長 袴 一 具  松 田 又 八  . 

一 麻 上下 一 具  同 又 之 允 

右 は 御 目 見 被 仰 付 右 同斷之 御意 被 成 下 候。 

一 淺草 御藏 火 之 御 番以御 奉書 被 仰 付 候、 爲御禮 左 之 通 御 使者 勤" 

兩， 卑丸 

御 老中 不殘 若 御 年寄 不殘 

右 御 使者 御 留主居 勤 之。 

一 同 十七 日 御 出駕 lgl 。子 是 今日 上野 御宮え 御 參詣、 夫よ 惣御靈 S 御 裝束之 儘 御 參詣。 是御 參府以 

後 初て 也。 

11^ 寸 TC 日 

御先 手 

..ー 兩種 千疋  吉田小 右衞門 殿へ 
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右 者 先頃 上使 御 出 之 節 御 取 持に 御 出に 付 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一 同 十九 日 御 家督 之 御 祝儀 五月 中 御 老中 御 招請 被 成 度 旨、 今日、 小 笠 原 縫 殿 助 殿 を 以西 尾 隱岐守 殿 へ 

被 指 出 候處、 卽日 

五月 十三 日と 被 仰 聞 候。 

右に 付 御 老中 方え 御 使者 を以、 彌其節 御 出 候 様に と 御 家老 御 使者に て 被 仰 達 候。 若 御 年寄へ は御番 

頭 御 使者 勤 之。 

一同 廿 一日 信 太 又 左 衞門雜 |§ 代 秋 山 長右衞 門、 去.' 五日 秋 田 出足 京都え 北 國罷登 候 付、 御 出勤 幷御 口上 

一 通 相 勤 候 分 從御當 地 直々 京都え 被楚登 候。 

若 御 年寄 御 懇意 

一 鯛 一 折  松平宮 內少輔 殿へ 

右 者 此間御 同姓 幸太郞 殿御 袖 留之爲 御 祝儀 以御 使者 被 進 候、 田 崎 忠四郞 勤 之。 

一 同廿 五日 松 平 阿波 守樣 御參府 以後 初て 被 爲入於 小 書院 御 對顏、 尾形樣 御 餅、 菓子、 御酒、 御 吸 

物、 御 盃事有 之、 今日 御 番所 御 取次 斗 麻 上下、 小 院御目 通 麻 上下。 

一 同廿 八日 松 平 加 贺守樣 御 出、 此方 樣御 參府 以後 初て 被爲 入、 屋形様 上 御 使者 之 間 邊迄御 出向 直々 御 

, 先立、 於 小 書院 御の し 出、 御 料理 御 斷に付 御 吸物 出御 盃事有 之、 爲御取 持齋藤 長八郞 殿御 越、 御 家老 被 

. 召 出 候。 御曹司 様 御對顏 や 物 


一 五月七日 大岡出 雲 守 殿 鎖， I 若 御 嫡兵庫 IS 殿御 緣組被 仰 出 候、 爲御 i 一 * 左 之 通。  一 

一千 鯛 一 箱  " 

大岡出 雲 守 殿へ  ： 

一 御搏代 五百疋  _  一 

右 之 通 以御目 錄被進 候、 御 留主居 勤 之。  一 

一 今日 御役替  一 

京都 所 司 代  松 平 右 京大 夫 殿  ： 

大坂 御城 代 井上 河 內守殿  ，一 

一 松 平 右 京大 夫 殿 京 所 司 代 井上 河 內守殿 §1 御 今日 御 役 替被仰 付 候 爲御歡 、御 使者 田 崎 忠四郞 勤 之。 一 

.a 京 所 司 代 は 侍從、 大坂 御城 代 は 四 品に 被 仰 付 候 由、 右 御 歡も申 加 候よ し 忠四郞 訴之。  ： 

一 W 尾 隱岐守 殿 i|j 一京 所 司 代 御 引渡 之 御用 被 仰 付 候 由、 夜分に 相 至 候 付 今日 御歡 使者 不被造 候。 一 

- 同 十 一日  一 

一 御太刀 金 馬 代 京 所 司 代  一 

. 松 平 右 京大 夫 殿  一 

一 兩種五 百疋，  一 

右 者 今度 所 司 代 被 仰 付且任 侍從ょ 6 爲御 祝儀 被 進 候、 御 使者 御留主 居。  一 

但 保 一 一 年 以來侍 從成御 進物 別段 被 進 候 得 共、 細 川 越 中 守 殿御 問 合 被 成 候 所、 侍 從成御 進物 別段 無： 
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之 由、 此 度よ 6 侍 從成御 進物 相 止 候 0 

一 御太刀 佥馬代 


0 


千 鯛 


箱 


井上 河 內守殿 


右大坂 御城 代 被 仰 付 候 且被叙 四 品 候爲御 祝儀 被 進 候、 御 留主居 動 之。 


干 鯛 一 折 


寺社 御 奉行 

阿部 伊豫 守 殿 


右 寺社 御 奉行 被 仰 付 候 爲御歡 被 進 候、 御 使 老役勤 之 _ 

同 十三 日 御 老中 今日 御 招請 也。 


御 老中 

四 尾 隱岐守 殿 

西 丸 若 御 年寄 

酒 井石 見守 殿 

御 留主居 年寄 

戶田近 江 守 殿 

浦賀 奉行 

奧津能 登 守 殿 


西 丸 御 老中 

秋 元 但馬守 殿 

御 奏者 

永 井伊 贺守殿 

大目 付 

松 下肥 前 守 殿 


サぉ 御^寄 

小 出 信 濃 守 殿 

酒 井下 野 守 殿 

禁襄付 

田 付 又 四郞殿 


右 之 通 御 出 被 成 候 也。 

同 十六 日 御 家老 御 祝儀 二日 目 御 饗應。 

同 十七 日 松 平 丹 波 守 様 御 妹 しん 様、 兼て 遠山 大膳亮 殿え 御 緣組有 之 付、 當 I：：；： 廿 八日 大膳亮 殿へ 御 

引取 來月 三日 御婚禮 御調 被 成 候 由、 丹 波 守 様よ 6 爲御 知中來 候。 


一 同 十九 日 御領 內能 代湊 火災 御 屈、 御用 番酒井 左 衞門尉 殿御 老中え 以御害 付 御 屈。 

私 領內出 羽 國山本 郡 能 代湊、 常 四月 廿六 日夜 亥 刻 町 竜よ 6 出火、 風烈丑 刻迄燒 失之覺 

一町 屋 二百 十二 軒 

1 土藏 一ヶ所 

. (マ、) 

一 土 藏八ケ 所 

右 之 通 御座 候 故 御 屈 仕 候。 人"：^^-怪我無御座候。 以上。 

五月 十九 日  佐 竹 右. 京大 夫 

一 今度 御 老中 御 招請 相濟候 付爲御 祝儀、 今日 大番 組頭よ 6 近 進 並 迄 於御廣 座敷 御 吸物 、御酒 被 下 候。 

一同 廿 一日 大御目 付 御 廻狀。 

京大 佛殿諸 伽藍 大破に 付、 諸 國勸化 被 仰 出 可 巡行 候 所、 失 却相懸 6. 爲造 Ic.u, 不成 付、 江戶 表へ 勸化 

所 建 置 御領 私 料 武家 方、 幷 寺社 領在町 ともに 志 之 輩 は 物 之 多少に よらす、 下略。 

一 今日 於 殿中 被 仰 付 候 次第。 

大岡出 雲 守 殿 

御 側 御用 人 被 仰 付武州 岩附之 城地幷 御加增 五千石 御 拜領、 被 叙 四 品 之 段 御 1^1 被 仰 付。 

御侧衆  松 平民 部大輔 
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右 之 通 被 仰 付 候。 

濃 州 加納へ  永 井伊 賀 守 

奥州 磐 城 平へ  安藤 勝藏 

一 五月 廿 二日 大岡出 雲 守 殿 昨日 御 側 御用 人 被 仰 付、 御城 地幷 御加增 五千石 御 拜領、 被 叙 四 品 之 段 御 承 

知、 今日 御歡御 使者 中 村 政 右 衞門勤 之。 

一 大岡出 雲 守 殿え 御 側 御用 人 被 仰 付 候 付 御 自動 被 遊 候。 

但御並 様 方 も 御 勤、 其 上 兼て 御 懇意 之 事故、 

一 同廿 三日 西 尾 隱岐守 殿 II 龍 今度 京 所 司 代 御 引渡 爲 御用 近々 御當 地御發 足に 付、 爲御 餞別 左 之 通。 

一 三階 十五 掛 

一 手綱 十五 筋 西 尾 隱岐守 殿へ 

一 鮮肴 一 折. 

右 之 通 以御目 錄被進 候、 田 崎 忠四郞 勤 之。 

一 伊丹 兵 庫 頭 殿 g 細 II 去 酉年 此方 御 家督 代 以後 下野 御領 鐡炮改 御 兩判御 證文不 被 指 出 候 付、 品々 差 出 

可 然旨御 留主居 迄 申來、 萱橋十 一 ケ むら 鐡炮 所持 之 者 無 御座 候 段 御 屈 被 成 候。 

但通霄 院樣御 家督 之 節 も 右 御 帳 被 差 出不申 候、 是は御 一 代 相 缺候得 共 今更 無據之 由、 彼方 御用 人 申 


事 候。 御 代替 之 節 は 被 差 出 事に 候 由 右 同人 申 候。 

一 同廿 五日 

一 御太刀 金 馬 代 御 側 御用 人 

大！： 出 雲 守 殿  . 

一 兩種 千疋 

右 者 今度 御侧 御用 人 被 仰 付武州 岩附之 城、 王 被 仰 付、 幷 御加增 五千石 御 拜領、 且四品 被 叙 候 爲御祝 偽 被 

進 候。 御 使者 中 村 政右衞 門。 

一同 廿 七日 大御目 付 御 廻狀。 

屋鋪 違變幷 名改、 次 目 家督 等 之 儀 屋鋪改 え 可 相 屆旨享 保 四 年 相觸候 通、 右 之 趣向 後 其 度々， fe! 鋪改 

え 可 被 相 屈 候。 

右 之 通 先達て 相 觸候處 屈 無 之 面々 多く 有 之 由に 候 間、 向後 彌 先達て 相 達 候 通、 其 度々 3i 敷改ぇ 

相 屆候樣 向々 え 可 被 相 達 候。 

五 月 

一 同廿 八日 松-平 丹 波 守 様 御 妹お しんさ ま、 今日 靑山 大膳亮 殿え 御 引越 來月 三日 御 婚禮被 成 候 由、 御 引 

越 一 通 之 御歡御 使者 被 進 候。 

御 側 衆 

一 交 肴 一 籠  高 井 兵 部 少輔殿 
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右爲 御病氣 御見舞 御 使者 を 以被進 候、 御 使役 勤 之。 

一 六月 朔日 御 席觸。 

大岡出 雲 守 殿 事 御 側 御用 人 被 仰 付 候 付、 在 國在邑 之 輩より 老中え 連 札 被 差 越 候 節 格 狀可差 越宾、 

御 禮廻等 之 義も右 可 淮候。 

大岡出 雲 守 

御 禮事其 外、 老中、 若年 寄え 一 流 送 物 有 之 候 節、 老中、 若年 寄へ 贈物 之 中分に 可 相 贈 候。 難 相 分 品 

は 若年 寄 之 通 可 相 贈 候。 其餘は 自分/ \- 之 取扱 可爲 次第 候 0 

右 之 趣 面々 え 可 被 相 達 候。 以上。 

五 月 

一 同 四日 

肯 i 皮 五 枚 大御目 付 鐵炮改 兼 

一着 一 折 伊丹 兵蠢殿  • 

右下 野 領鐡炮 御 改此度 被 差 出 候 付 被 進 候 C 乍爾御 役柄 之 事故 時節 御見舞 之 御 口上に て 被 進 候：. 御 使 

役 勤 之。 

, 、， ， ：  右 御 同人 用人 

一 金子 三百 疋  稻生 半兵衞 


一 同斷  近澤幸 右衞門 

右 者 鐡炮御 改帳之 義何角 世話 仕 候 付 被 下 候、 御留主 居より 遣 之。 

一同 五日 高 井久 米 之 助 殿へ 以御 使者 被 進 候。 

一 御 香奠 銀 二 枚 高 井久 米 之 助 殿 

ま 

右 者 御 同姓 兵 部 少輔殿 一 七日 御 法事 可 有 之、 依 之 被 進 候 趣 被 仰 進 候。 

但 御寺え 可 被 相備候 共 御 取 込 可 有 之、 乍 略儀 御 赖被成 候 趣 被 遣 候。 御 使役 勤 之。 

一 同 六日 大岡出 雲 守 殿 今度 御 側 御用 人 被 仰 付 候、 御 家中え 爲御 祝儀 被 下物 可 然之旨 御用 人、 御 留主居 

評議 有 之 左 之 通。 

出 雲 守 殿御 家老  * 

一 銀 三枚 宛  二 人 

一同 二 枚 宛  三 人 

右 出 雲 守 殿御 領地 幷御加 增御拜 領被成 候 付爲御 祝儀 被 下 候、 御用 人よ 6 遣 之。 

一 御 席 觸廻狀 御 書付 左 之 通。 

今朝 伯 耆守殿 被 仰 聞 候。 參勤之 御 禮之外 自身 對客之 節 御 禮被相 賴候御 方々、 向後、 $： 付 を 以御韆 

被 相 願 候 様に との 御 事 御 ffi 候。 此段急 度 被 申達 候 様に 被 仰 聞 候。 以上。 

六 月 
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右 御 書付 は 御先 手 小 笠 原 縫 殿 助 殿、 本 多 伯 耆守殿 被 仰 渡 候 由に 付、 細 川 有 馬 之 御留主 居よ. >  申來 

一 同 九日 松 平 右近 將監 殿御 病 氣御同 扁 之 由、 依之爲 御見舞 今日 左 之 通 被 進 候。 

一 檜 御 重 一 組  -., •  、 

松 平 右近 將監 殿へ 

一 交 肴 一 籠靑籠  . 

右 以御目 錄被進 候、 御 使者 鈴 木平藏 Q 

一 交 肴 一 韉  林 午齋老 へ 

右 者 先頃 よら 御病氣 に付爲 御見舞 以 使者 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一同 十一 日 大御目 付 御 廻 狀幷御 書付。  . 

萬 石 以上 之 面々 家督 之 節、 只今 迄 日光 御宮え 獻 上納 物 無 之 面々 も、 向後 御太刀 馬 代 御 別當迄 使者 

を 以獻上 可 仕 候。 柬叙山 御 営え 之 獻上之 儀 は 只今 迄 之 通た る へく 候。 

右 之 趣 萬 石 以上 之 面 々 可 被相觸 候。 

六 月 

一 細 川 越 中 守 殿御 領內 度々 御 損亡 有 之に 付、 金 二 萬 兩拜借 被 仰 付 候 旨、 於 御白 書院 緣額御 老中 御 列座 被 

仰 渡 候 由。 


一同 十四日 諸 士繼目 出仕 被 仰 付 候。 

一 御太刀 金 馬 代 

小 堀 和 泉 守 殿 

一 兩種 

右 者 此度若 御 年寄 被 仰 付 候爲御 祝儀 被 進 候、 御 使者 中 村 政 右衛門。 

一 同 十六 日 松 平 右 京大 夫 殿 P 所 井上 河 內守殿 § 餘御 京、 大 坂え 御 引越 後 御 勤 之 御 書、 今日 町 飛脚に て 

御用 人より 在京 奉行 秋 山 長右衞 門迄逍 之。 下略。 

一 同 十九 日 

. ー鮮鯛 一 折  松 平 右近 將監 殿へ 

右 は 御 病氣御 全快 昨日 御 登城 被 成 候 爲御歡 被 進 候、 御 留主居 勤 之。 

一同 廿 一日 紀伊 大納言 殿御 息女、 今日、 丹 羽 若狹守 殿よ 6 御 結納 揮 祝儀 被 遣 候 由。 爲 御喜 紀伊 大納言 

殿、 同 宰相 殿、 同 常 陸 助 殿え 御 使者 被 進 候。 

一 西 尾 隱岐守 殿 京都え 御供に 被 召 連 御用 人え 左 之 通 C 

隱岐守 殿御 用人 

一 銀 三枚 宛  二 人 

右 者此度 御供に て罷登 候に 付 被 下 候、 以御目 錄御留 主 居より 遣 之。 

. 同廿 三日 今日 土用 入。 
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一 津輕御 境樹植 直之義 先頃 津輕 へ も 秋 田 役人 共よ 6 通 問 有 之 上、 八 刃 中 御 境 奉行 梅津喜 七郞、 羽 石 小 七 

郞見 分、 先年 御 境 樹古根 圍置候 所え E 々植繼 可 相 成に 付、 御山 役始、 右 之 旨兩 人. S. 含 渾輕山 役え 及 案 

內、 八月 廿ニ 日立 會見 分、 九月 朔日 双方 無 出 入植 繼相濟 候 段、 九月 十四日 秋 田 出足 之 御 飛脚に 御 家老 

中より、 今年 詰 合 御 家老 大越甚 右 衞門方 迄 申來候 付爱に 記。 

但御境 奉行 向 方 役人え 立 會之儀 は 無 之 候 由。 

右 者 一 件津輕 役人 中え 應對候 書狀、 御 付 札、 御 日 記 有 之、 九月 廿 八日 津輕 殿え 御 挨拶 之 御 使者 被 差遣 

侯 0 

一 同廿 四日 松 平 隱岐守 様 去年 中 御病氣 にて 御 滯府、 去 朔日御 參勤相 涛候付 御 病後 初て 御 出 也。 御 か 

け 合 之 御 料理 被 進 候。 御歸 以後 早速 御 使者 被 進 候、 御 司 様御對 顔。 

一 同廿 五日 紀倂 大納言 殿御 息女 丹 羽 ti; 狹守 殿へ 御 婚禮に 付、 爲御歡 兩種千 疋被進 候 得 共、 御斷 にて 御 

受納 無 之。 

一 土用 之御獻 上物。 

一 串 海鼠 一翁 宛 雨 御 丸え 御獻上 

一 七月 朔日 

ー鮮肴 一 折 . 松 平 隱岐守 殿へ 


右 者 今日 御 筻刀之 御 役 被 仰 付、 今日 御 祝儀 之 品 被 差， q 候爲御 祝儀 被 進 候。 

一 同 四日 

一 金子 三百 疋  谷 村 嘉順 

右 者 今度 妻 死去 仕 候付爲 野菜 代 被 下 候、 御用 人よ 6 造 候。 

一 同 六日 日光 御門 主え、 於 京都 上總宫 御 息女 格， K 殿御 產後御 養生 無 御 叶 去月 廿日 亮去 付、 當 御門 主 之 

御 方 表 向 御 從弟續 候 得 共 實は御 妹 様に 御座 候 由、 尤御 忌中 御 勤 被 成 候と 申 儀に は 無 之 候 得 共、 御愼之 

由 元光院 よ.^ 申來、 御 使者 被 進 候。 

一同 八日 御茶 辨當之 儀 堀 田 相模守 殿え 被 差 出 候 趣。 

私儀 所々 廻 勤 仕 候砌幷 下屋敷へ 罷越候 節、 差 支 候義も 御座 候て 難儀 仕 候 付、 茶 辨當爲 持 申 度奉存 

候 。並 方之內 にも 爲持候 方 御座 候、 尤 登城 之 節 は 爲持不 申 候. 此段不 苦義に 御座 候 哉 奉伺 候已 上。 

七月 八日 •  佐 竹 右 京大 夫 

御 付 札 

七月 十七 日 堀 田 相 摸 守 §^ 被 相 渡 候。 

右 中 奉書 半切 認、 上包みの 紙上 下 折 御名 書 之。 
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松 平 阿波 守 殿、 寶暦五 年 四月 茶 辨當被 爲持度 段 伺 被 申 上 候處、 御 付 札 を 以可爲 勝手次第 之 旨 御用 

番 よ.^ 被 仰 渡 候 由 承知 仕 候。 以上。 

ヽヽヽ ヽヽ內 

七月 八日  田 崎 忠四郞 

右 中 奉書 半切 認、 上包みの 紙、 例 書と 認之。 • 

右 御 書付 御用 番相模 守 殿え 差 出 候處、 首尾 好 御請 取 §s 被 成 候。  - 

一 御 窺 筋 は 格別 之 事故 御 懇意 御 老中 方え 爲御知 被 差 出 候、 同人 勤 之。 

一 下 谷 七 軒 町 御屋敷 前 通 板橋饍 ふしん、 幷中 御屋敷 御門 前 道 造 御 屈、 道 御^ 行 小 長 谷 喜 太郞殿 へ 御城 使 

角 田 弟 助 を 以被差 出 候。 繪圆被 差 添 候。 

佐 竹 右 京大 夫 向 柳 原 中 屋敷 前 街道 道 造 仕度 繪圖面 を 以申上 候。 出 來之上 地形 堅. 0 候 迄日數 三十 

日 之 間、 御用 之 外車 留之札 立 置 申 度 候。 此段御 屆申上 候。 以上。 

、ヽヽ ヽヽ内 

七月 八日  角 田 弟 助 

佐 竹 右 京大 夫 下 谷 七 軒 町 居 屋敷 前 街道、 朽损申 候 故 普請 仕 候 付、 假橋懸 置 往還 仕 候樣致 候。 併 板 

橋 之 事故、 御用 之 外 は 通 候 義難相 成 御座 候。 右 場 處綺圆 面 を 以申上 候、 下略。 

ヽ、 ヽ^ ヽ內  . 

七月 八日  角 田 弟 助 

右 之 通 前々 御 留主居 之 名前に て 出 候 付、 於 御 右筆 所 認候得 共 御城 使持參 、猶又 名前 も 違 候 付て 御留主 


居 之 方に て 認差出 候。 

同 九日  、 

一 罌粟 霰 一 箱  日光 御門 主え 

右 者 於 京都 格 宮様 I、 門 ggl 從御 不幸に 付爲 御見舞 以御 使者 被 進 候、 石 川 文 右衞門 勤。 

同 十日 町 御 奉行 土 屋越前 守 殿よ 6 御留主 居え 御手 紙 幷御差 紙 到來。 

申達 候 儀 有 之 候 間 只今 早々 各 之內ー 人 拙者 御 役所え 可 被罷出 候。 以上。 

土 屋越前 守 

佐 竹 右 京大 夫 殿 

留主居 中 

佐 竹 右 京大 夫醫師 

伊東 玄節ニ 男 

伊東 勝 TTV 良 

右 之 者 相 尋候儀 有 之 候 間、 同道 人 差 添 越 前 守 御 役所へ 早々 可 被 差 出 候。 堀 田 相 模守殿 依 御差圖 

申達 候。 

七月 十日 

右 之 通 御 催促 有 之 付、 御 留主居 同道 有 之 勝 次 郞罷出 候處、 御 尋之上 同道 人 五月女 善藏 へ 被 預置候 付 
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善 藏預證 文 差 出 候 由。 其 趣 左 之 通。 

一 間 野 m ハ十郞 歳 十三 是は西 丸 御 書院 番松平 下野 守組大 久保赛 六 郎家來 

一伊 東 勝次郞 歳サー 是は佐 竹 右 京大 夫醫師 伊東 玄節ニ 男  ， 

此者共 儀 大久保 喜 六 郞家來 古屋忠 太夫 吟味 一 件に 付預遣 候。  • 

右 之 通 被 仰 渡 私共え 御預被 成糙に 奉預候 0 御用 之 節 は 早速 召 逑可罷 出 候。 爲 後日 仍如 件。 

西 丸 御 書院 番岡部 伊賀 

守 組 大久保 三 太夫 家來 

子 七月 十日  田 口 貢 

佐 竹 右 京大 夫家來 

五月女 善藏 

. 右 之 通 指 出 候 由 御 留主居 訴之。 

右 之 通 被 預置候 得 共 御用 番 へ 御 屈 等 無 之。 

一同 十一 日 田 沼 主 殿 頭 殿 llg 兼て 被 仰 達 小 野 崎、 源 左衞門 御用 人 今日 被 爲逢候 付、 爲御禮 御 使者 被 遣 

候。 御 使役 勤 之。 

一同 十二 日 

. 3  .  御 側 御 懇意 

一 鯛 一 折  田 沼 主 殿 頭 殿 

右 今度 小 野 崎 源 左衞門 初て 參上仕 候處、 御 逢 被 成 候 爲御禮 被 進 御. 役 ^之。 


但前々 は 右 爲御禮 端物 等 被 指 添 被 進 候 5^ とも、 御用 人 吟味 之 上 相 止。 

右に 付 御 家老え 五 百疋、 御用 人え 三百 疋宛被 下 候。 

一 金子 二十 兩  靑山治 右 衞門殿 

右 は 奥 御 右筆 治 右衞門 殿御 赏 弟御 養子 御 越 候に 付、 爲御 合力 御用 人より 菅原洞 齋を以 被 遣 之。 

一 同 十八 日 昨日 御茶 辨當之 儀 爲御持 被 成候樣 被 仰 渡 候 付、 左 之 通 御 懇意 之 御 老中 方え、 右 之 趣 爲御知 

被 成 候。 

但昨晚 夜陰に 付 今日 御 使者 被逍 候。 

堀 田 相模守 殿御 禮 使者 松 平 右近 將監 殿御 禮爲御 知 酒 井 左 衞門尉 殿御 禮爲御 知 

. 右 御 使者 中 村 政 右 衞門勤 之。 

但西尾 隱岐守 殿 先頃 御上 京に 付 最前 御 伺 之 節 も 爲御知 無 之 付、 未 御 歸府無 之 付 爲御知 無 之。 

御 側 御用 人 御 懇意  御 側 衆 

大岡出 雲 守 殿 田 沼 主 殿 頭 殿 

右 之 御 方え 爲御知 御 使者 鈴 木平藏 御用 人 勤 之。 

一 右 之 段 御用 御 賴御目 付、 同 御先 手 衆 爲御知 被 成 候。. 

一 於 京都 西 尾 隱岐守 殿 if f 御 進物 等 有 之 儀 委有之 候 得 共、 略 之。 . 

一 同廿 一 日 

羽^ 史略 卷之 七 (寳曆 六)  g 七 


一 羽二重 五百疋 長 峰 奉行 

坪 內駿河 守 殿 

一生 肴 一 折 

今度 長 崎え 御 越に 付 御喜 御 暇 乞 旁 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

1 御 席觸廻 狀幷御 書付。 

今 九 時 過 於 西 丸 御簾 中樣御 安產姬 君樣御 誕生、 御機嫌 能 候 此段 承知 之 上、 先達て 以御 書付 被 仰 

渡 候 通 可 被 相 心得 候。 右 之 趣 御 同席 中 一 刻 も 早々 可 有 通達 候、 下略。 

一 右 御 廻 狀相達 候 付則 御 出駕 if  下 御 觸之通 八 時 以後に 付 御 登城 無 之。 

兩御丸  御 側 御用 人 

御 老中 不殘 大岡出 雲 守 殿 

右 之 通御自 勤。 

兩御丸 

若 御 年寄 不殘 

右 之 御 方 へ は 御 歡之御 使者 田崎忠 四郞。 

御三家 御物 頭 御 側 衆 御 使役 

右 之 御 方え 御 使者 勤 有 之 候。 

1 御 並 方 兼て 被 仰 合、 姬君樣 就 御 誕生 御 安全 御成 長 之 御 祈禱、 赤 坂 山 王 觀理院 へ 御 使者 を 以御賴 被 成 


御 祈禱料 

一 白銀 十 枚  觀理院 45 正 

右 御留主 E を 以可被 造候處 手間 無 之、 手代 岡 部 丈 右 衞門御 使者 勤 之。 

一 同廿 二日 水 戶增井 之 正宗 寺 先頃 入院 被 致 候 付、 今度 出府 如 先例 御 目 見 被 致 度 旨 谷 村 嘉順を 以願被 

申 候 付、 今日 正宗 寺參上 也。 右 正宗 寺御玄 冠よ， -直々 對談之 問 へ 致案內 御用 人出 席 致 挨楼、 夫よ 6 御 

對面所 へ 致 誘引 御前 御 出 座 御 同席 被爲 逢、 畢て陰 之 間え 被爲 入。 

一 扇子 箱，  正 宗 寺  . 

右 之 通 御持參 也、 御 目 通え は不 出。 

右 御 目 見相濟 候て 以後 正宗 寺へ 御 餅、 葉 子、 御 吸物 、御酒 御 饗應、 御 小姓 勤 之〕 畢て御 家老 對面 御用 人 

御 式 臺迄送 之。 

一 今度 姬君樣 御 誕生 被 成候爲 御喜、 京 所 司 代、 大坂 御城 代え 御 勤 之 御 gn。 

1 筆致 啓 達 候。 公方 様、 大納言 樣倍 御機嫌 能 被 成 御座 奉恐悅 候。 然者、 今月 廿 一 日 於 西 丸 御簾 中 

様 御 安 產姬^ 様 御 誕生、 目出度 御 儀奉存 候。 此旨爲 可 申 述如此 御座 候。 上處。 

七月 

所 司 代 

松 平 右京 大夫樣 

小、 S 卸せら 

井上 河內守 様 上 虚發端 有 差別。 
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同廿 四日 

一 昆布 一 箱 水戶 

正 {ポ 寺 

一 金子 三百 疋 

右 者 一 昨日 御 越 之 節 屬子箱 御 持參に 付、 爲御 挨拶 御步 行使に て被逍 之〕  . 

一 毛 藍 十五 枚 

一 鯓葉子 三十 

砂 張  堀 田 相 模守殿 

一 御 花 入 

一 交 * 一  籠 

一 熊 皮 十 枚 

一 三階 十懸  大岡出 雲 守 殿  • 

一 鰓 一 折 

一 熊 皮 十 枚 

一 鮑 一 折 

右 之 通 被 進 候、 御 使者 鈴 木 平藏勤 之。 右 之 御家來 共へ も 被 下物 有 也。 

in: 廿 六日 去年 中 御 國本御 損亡 有 之 付、 御領 民 御 救 之 趣 以御窨 付 御用 番堀田 相模守 殿へ 被 指 出 候處、 


同 御 

斷 樽 


荷 


大 
納 


公 

方 


へ 


御 

』 

觸 

上 

札 

佐 

竹 

右 

京 

大 

夫 

しん 上 さ 竹う 京大 夫 


長.-御*面故：：十速難見觸候間、熟覽ロ尋申^$も有之候は ^默て可申，達候0 能 候 は、 K 々受取 置 候 由 被 

仰 候 段、 中 村 政 か 衞門訴 之。 御 書付 略 之。 

同廿 七日 御簾 中 様 今日 爲御 七夜 御 祝儀 被獻之 品々。 

1 千 鯛 一 箱 


しん 上 

1 ち， 9 めん 十 まき 


一 干たい 

一 御た る 

しん 上 

一 御 逢 衣 


一 千たい 

一 御た る 

幅 一寸 四 寸ニ步  一 竹 右 京大 夫 


は Z 

かさね 

ま Z 

荷 


御簾 中 様え 御獻上 


姬 君 様へ 御獻上 


シン 御 袖 之 內へ入 候。 

何方 にても 眞 字に 認被入 置 候 由吳服 後藤 申 事 候 付、 其 通 認之入 候て 相納 0 

御 本丸 之 女中、 大納言 様 女中、 御簾 中樣 女中 へ も 被 下 候。 
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一 御用 番御 老中 堀 田 相模守 殿へ、 今日 西 丸 御 七夜 之 御 祝儀 無 御 滯相濟 恐 悅之御 使者、 御 留主居 勤 之 

一 干 鯛 一 折 兩丸 

御 老中 不殘 

一 御 樽 代 五百疋  ，， 

一 同斷  大岡出 雲 守 殿 

兩丸 

一 同斷  若 御 年寄 不殘 

右 之 通 被 進 候、 御 留主居 手代 勤 之。 

一 餳ー折  雨 丸 . 

(マ )  ^ 

一 三百 疋 

右 之 通 御 使役 勤 之。 

二 干 鯛 一 折 

所 司 代 

一 御 襟 代 五百疋  . 

1 同斷  大坂 御城 代 

右 者爲御 祝儀 被 進 候。 京大 坂に て 被 進 候 様に 在京 之 奉行へ 申達。 

一 同廿 六日 大目 付觸。 

大目 付へ 


姬君様 御 事 

千代 姬君 様と、 奉稱候 事。 

七 月 

一 同廿 九日 今度 御簾 中 様御產 御用 被 成 御 勤 候 付、 兩御 丸よ 6 御 拜颁物 被 成 候 御 方 左 之 通。 

堀 田 相 模守殿 酒 井 左 衞門尉 殿 

秋 元 但馬守 殿 大岡出 雲 守 殿 

右者爲 御喜 御 使者 被 進 候、 御 目 付 手代。 

雨 御 丸  兩御丸 

御 老中 不殘 若 御 年寄 不殘 

右 者 從兩丸 御 拜領物 被 成 候 爲御歡 御 使者 被 進 候、 同人 勤之リ 

一 同 晦日 此間 御腹 痛 煩に 付 明 朔日御 登城 難 被 成 思 召 御 登城 御斷、 且 八朔 御太刀、 以 使者 御 獻上被 成 候 

趣 被 仰 達 候 事。 

私儀 Kirs に 付 明朔日 登城 不仕 候。 依 之 致 御 屈 候。 以上。 

七月 晦日  佐 竹 右 京大 夫 

爲 八朔 之 御 祝儀 如 例年 明日 公方 様、 大納言 様え 御太刀 御馬 代 獻上仕 候 儀、 私 不快に 付 登城 不致候 

間以 使者 獻上可 仕 候。 此段 御屆致 候」 以上 0 
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ヒ H7  s 日 

右 者來月 御用 番 I 秦大 £ へ 指 I 處、 被 請取置御 承知 被 成 候 由。 

秋 元但導 殿え 被 養 候 S 、公方 樣之文字 除 候 迄 也、 仍略 之。 li 

^.^.a^^^0000s$ へ も 爲御知 被 成 候 

明日 御 登城 無 之 段 大目 伺ォ殘 せ.^,...,.^ フー 
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0 寶 曆六 子年 

一 八月 朔日 今朝 御 登城 可 被 遊 候處、 御腹 痛に 付 御 登城 無 之 昨晩 御用 番松平 右近 將監 殿え 御屆有 之、 御 

獻上之 御太刀 馬 代以御 使者 gglM 衞被獻 之、 同道 田崎忠 四郞。 

一 今朝 御 登城 無 之 段、 於 御城 御 目 付稻生 下野 守 殿え 御坊 主 組 木 村 養 哲を以 眷付差 出御 屈 相濟。 

佐 竹 右 京大 夫 腹痛 煩に て 今朝 登城 不仕 候。 以上。 

八月 朔日 

上 包 無 之 e 

一 八月 二日 小 笠 原 縫 殿 助 殿 先頃よ.？ 御 病氣に 付、 今日 御見舞 之 御 使者 幷御 進物。 

一 交 肴 一 折  小 笠 原 縫 殿 助 殿 
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右 御 目 錄を以 被 進 候、 御 使役 勤 之。  一 

一 

同 三日 大御目 付 御廻狀 Q  一 

常 陸 國鹿嶋 社頭 大破に 付 修覆爲 助成 先達て 關 八州 勸化被 仰 付 候 所、 勸物 不足に 付猶又 今度 相 願、 一 

武家 方 幷陸奧 、出 羽 兩國勸 化 御免被 成 下 候。 武家 方え は當 年中 右 禰宜羽 生 求縣、 社家 共に 可 致勸ー 

化 候、 陸 奥、 出 羽え 來丑 正月より 卯 十二月 迄 之內、 寺社 奉行 述印 之勸 狀持參 御領、 私 額、 寺社 領、 在 _ 

町 可 致 巡行 候 間、 志 之 輩 は 物 之 多少 不寄可 致 寄進 旨、 御. 頒は御 代官、 私領 領主、 地頭よ. 0 可 被 申 渡 一 


子 七月 

御 留主居 年寄  - 

ー鮮肴 一 折  巿川出 雲 守 殿 

右 者此間 御城 女中 人數幷 名前 等 之 儀、 中 村 政 右 衞門罷 越 候て 御 問 合 等 致候處 に、 御 指 圖被成 候 爲御禮 

被 進 候。 御 使役 勤 之。 

右 御 同人 

一 金子 二百 疋ッ、 御家賴 三人  . 

右 世話に 付 以御目 錄被下 之。 • 

同 四日 御簾 中 樣御産 御用 御 勤に 付 御 拜領物 被 成 候 爲御歡 、左 之 通 被 進 候。 

御 老中 御 懇意 

一 兩種 千疋  堀 田 相 模守殿 


一同 斷  酒 井 左 衞門尉 殿 

、 西 丸 御 老中  ， 

一 同斷 無 御 受納 秋 元 但馬守 殿 

御 側 御用 人 御 懇意  • 

一 兩種 五百疋 大岡出 雲 守 殿 

右 之 通 被 進 候、 御 留主居 勤 之。 

同 五日 上使 櫻 井監物 殿を以 御鷹 之 雲雀 御 拜領。 

道 御 奉行 小 長 谷 喜太郞 殿え 車 留再屆 之 儀。 

佐 竹 右 京大 夫 向 柳 原 中 屋敷 前 街道 道 造 仕 候 付、 來 七日 迄日數 三十日 之 間 車 留申上 置 候處、 未 地形 

堅. 0 不申 候に 付來ル 八日よ.. >  日數 二十日 之 間、 御用 之 外車 留之札 立 置 申 度 候。 此段御 屆申上 候。 

以上。 

八月 五日  神戶文 右衞門 

同 八日 道 御 奉行 小 長 谷 喜太郞 殿え 左 之 通。 

• 佐 竹 右 京大 夫 下 谷 七 軒 町 居 尾 敷 前 街道 橋 普請 仕 候 付、 假檢懸 置 御用 之 外 I 留候儀 申 上 候處、 右 普 

請 出 來仕候 付 御 屆申上 候。 以上。 

八月 八日  神戶文 右衞門 

同 十二 日 辰 刻 過 御 出駕、 大岡出 雲 守 殿 II 御 御 役 成已後 初て、 御 登城 前被爲 出御 對面 也。 
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但 今日 御 對面御 叮寧之 御 挨接も 有 之 付、 御歸候 ® 御 禮之御 使者 田 崎 忠四郞 勤 之 0 

一同 十三 日 

御 側 御用 人 

一 鯛 一 折  大岡出 雲 守 殿 

右 者 昨日 御 役已後 初て、 御 登城 前 御 出御 對顔被 遊 候 付、 今日 以御 使者 被 進 候。 御 留守居 勤 之 0 

一 同 十五 日 松 平 隱岐守 殿 今日 御 奉書に て 御 登城 之處、 溜 詰 被 仰 付 候。 御 附使訴 之 0 

. 同 十七 日 

. 、 ，  盛德院 様御附 

一 銀 子 三枚  伊藤 六 郞左衞 門 

右 者 加州え 罷下候 付 被 下 候、 御用 人以 御目錄 引渡 之。 

御 出入 御 小人 目 付  ♦ 

一 金子 二百 疋  鈴 木 半 助 

右 者此度 屋敷 拜領に 付 被 下 之。 

御徒 目 付與頭  . 

一 銀 子 二 枚  伴 勘七郞 

右 者 長 州え 御用 有 之 罷越候 付 被 下 候、 御城 使 勤 之。 

一同 廿 二日 松 平 隱岐守 様 溜 詰 被 仰 付 候 爲御歡 左 之 通 被 進 候。 

一 鯛 一 折  松 平 隱岐守 様へ 

右 之 通 被 進 候。 兼て 御 斷之事 候 得 共、 此度は 格別 之 事故 御前 樣御賴 被 進 候 C 


一 加贺守 様 今朝 御 登城 之處、 斐姬樣 御 緣糾被 仰 出 候。 爲御歡 御 使者 被 進 候。 御留主 居。 

但酒井 阿波 守 様へ 御緣組 也。 

一 市 獺 五三郎 叔父 巿瀨友 八、 兼て 不行跡に 付 久離之 御 屈、 御 町奉行 依田 和 泉 守 殿え 御 屈。 

覺 

良 人 

市 瀨友八 

年： 一； 十四 

右 者 佐 竹 右 京大 夫 家 來市瀨 五三郎 祖母 さつ 枠に て 御座 候處、 右 友 八義、 當時 親類 共幷 五三郎 方に 

差 置 候處、 兼て 不行跡 度々 異見 仕 候 得 共不栩 用、 近來 別て 身 持 不宜候 付 如何様 之 義可仕 も 難 斗 御 

座 候 付、 右 祖母 さつ 初 諸 親類 共 一 同に 久離 仕度 相 願 候 付、 願. 通 申 付 候て 御 帳に 被 記 置 可 被 下 候 

以上。 

八月 廿 二日  神 戸 文 右衞門 

一 同廿 四日 松 率土 佐 守 様 御中 屋敷、 昨夜 出火に て 御 長屋 燒 失に 付、 今朝 土 佐 守 様へ 御見舞 之 御 使者 被 

進 候。 田 崎 忠四郞 勤 之。 

一 松 平 阿波 守樣 にも 御中 屋敷、 右 出火に て 御 長屋 少々 御 類 燒有之 段 土 佐守檨 にて 忠四郞 承 之、 楚て御 使 

者に は 無 之 御 安否 承 候 由。 右に 付 御 使者 は 又々 不被進 候。 

一 同廿 五日 松 平 土 佐守樣 S5 火に 付 御 差 扣御伺 被 成 候處、 同日 御 遠慮 被 仰 出 候 由 爲御知 申來。 依 之、 御 
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見舞 御 使者 被 進 候。 

一 御馬 如 例年 御獻 上な..^。 

一 同廿 六日 去 五日 御拜領 雲雀 今日 御披 也。 

一 松 平 宮內少 輔殿若 御 年寄 御 妾腹に 御 女子 御 出生 之 由 年番ょ 6 申來候 付、 今日 御 歡田崎 忠四郞 勤 之。 

一 同廿 七日 御座 之 間 御 出。 

盛德院 樣御附 上下 

不破野 右衞門 

右 者 今度 從 加州 罷登候 付 ニノ 間 御 敷居 之 外 一 疊 目に 罷 出御 目 見、 披露 小 野 崎 源左衞 門。 

一 七 年 目く に 被 差 出 候 御領 內人數 帳、 今 子年 被 指 出 候 順 年に 付 去 二月 七日 御 廻 狀を以 被 仰 渡 候 通、 今 

日 神 尾 備前守 殿え 被 指 出 候。 

惣人數 合 三十 萬 三千 三百 八十 三人 

內 十六 萬 九 千 二百 六十 七 人  男 

十三 萬 四千 百 十六 人  女 

右 御 留守居 名前に て 印形 斗に て 御 勘定 所え 差 出 候。 尤萱 橋と も 也。 御朱印 地、 寺社 領無 御座 候。 

一 道 御 奉行 小 長 谷 喜太郞 殿え 向 柳 原御屋 しき 前 道 造 出來、 車 留札取 候 段 左 之 通。 

佐 竹 右 京大 夫 向 柳 原 中 屋敷 前 道 造 仕 候 付、 先頃 御 屆申上 候 車 留札立 置 申 候處、 道 造 出來仕 候故此 


段 御屆仕 候。 以上。 

八月 廿七 tn  神戶文 右衛門 

一 九月 二日 秋 彗强候 付、 御 內輪相 勤 候 面々 は 帷子 着用 之義 勝手次第 可 仕 旨 被 仰 出 候。 

但 御客様 御用に 罷出候 面々、 御 番所 は、 禮服 着用 可 相 勤 之 旨 也。 

一 同 五日 仙北改派之三ケ寺幷春屬共ぇ當四月中ょ，.^御扶持被下候付、爲御禮、西本願寺ょ..-以御使45 

左 之通參 候。 

一 忍 冬 酒 一 陶 

本願 寺よ， =^ 

一 鹿 谷 茶 一 箱 

右 之 通參候 付、 今日 御 使者 を 以御禮 被 指 出 候。 御 使役 勤 之。 

一 同 七日 初菱喰 一 御 本丸え 御 獻上被 成 候。 

一 同 九日 

一 蕨 粉 一 捲  西 

本願 寺 

一 椎茸 一 箱 

右 者 仙 北 三 僭幷眷 屬共當 四月 中よ 6 御 扶持 被 下 候 爲御禮 、先頃 御 進物 參候爲 御 返 禮被進 候。 御 使役 

勤 之。 
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一 同 十二 日 堀 田 相 模守殿 1^1 よら 御 左右 有 之 付 御 留守居 罷出 候處、 左 之 通 御 奉書 被 相 渡 候。 仍て御 

請 左 之 通。 但西 丸よ.^ 御 奉書 は 九月 廿 二日 出. -、 乍爾 不相替 事故 略 之。 

御 奉書 致拜見 候。 千代 姬樣爲 御 七夜 之 御 祝儀 以 使者 目 錄之通 致 獻上之 候處、 首尾 能 被遂御 披露 

. 之 旨 被 仰 下 忝 次第 奉存 候。 上處。 

九月 十二 日 

I 堀 田 相 模守樣 • 

人々 御中  . 

一 西 尾 隱岐守 殿 京都 之 御用 相濟 途中 無 御 滯昨晚 御 歸府被 成 候 由に 付、 御 到着 爲御歡 今日 御 使者 被 

進 候。 御 留守居 勤 之。 

. 同 十八 日 

一 秒 緩 五卷 御 懇意 御 老中 

西 尾 隱歧守 殿 

一 兩種 五百疋 

右 者 京都 之 御用 相濟 途中 無 御滯去 十一 日 御着 府に 付、 爲御 祝儀 被 進 候。 御 留主居 勤 之。 

但寶曆 二 申年 五月 松 平 右近 將監殿 浦 京 所 司 代 御 引渡と して 御上 京、 七月 御 歸府之 節 精 好平鮮 * 

被 進 候 得 共、 此度御 吟味 之 筋 有 之 右 之 通 隱岐守 殿え 被 進 之 候。 已後ケ 樣之節 は、 右近 將監 殿御 例 可 


被 成 由 也。 

一 同 十九 日 、 ， 

一雨 種 五百疋 太 田 三 郞兵衞 殿へ 

今度 御 目 付 役 被 仰 付 候爲御 歡以御 使者 被 進 候、 御 使役 勤 之" 

一 增上寺 大僭正 今度 住職 幷大 正 被 仰 付 右 御禮迄 相涛候 付、 爲御悅 今日 御 使者 被 進 候。 御 使 S 勤 之。 

一 同廿 四日 今度 增上寺 入院 大僭正 被 仰 付 候 付、 御歡御 使者 を 以被進 候。 

一 昆布 一 箱 

增上寺 大僧正 へ 

一 御搏 代千疋 

右 御 住職 被 仰 付候爲 御喜 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一同 廿 五日 御席觸 にて、 千代 姬 様 御 色 直 御 祝儀 御獻 上物。 

千代 姬 様へ 

. 吳服 一重  二十 萬 石 以上 

御 紋付紅 錢幸菱 一 、御 模様 寶盡素 縫 御 裏 紅。 

御 下 召 1 白羽 二重 

一 種 
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公方 樣 

大納言 様え 一種 一荷 ッ、 十 萬 石 以上 

御簾 中 様 

同斷  一種 ッ、  十 萬 石 以上 嫡子、 隱居 

右 之 通 十 一 月 可 在獻上 候、 日限 之義は 追て 可 相 達 候。 且又 疱瘡、 痳疹、 水痘 之 障 有 之 候 は V 自 一て 可 有 

獻上 候、 尤其節 可 被 申 聞 候。 差 上物 之 儀 は 御 七夜 之 節 獻上之 通 可 被 致 候 0 以上。 

九 月 

一 同廿 六日 昨晩、 千代 姬君樣 御 色 直 御 祝儀 御獻 上物 之 義御席 觸到來 付、 堀 田 相模守 殿え 御請 之 御 使者 

. 夜陰に 付 今朝 被 差 出 候。 御 使役 勤 之。 

一 同， P 七日 小 出土 佐 守 殿 今度 西 丸 御附幷 御用 御 取次 被 仰 付、 御 加 增千石 御 拜領、 仍て 御歡御 使者 御 使 

役 勤 之。 

一 佐 野 忠兵衞 殿 今度 御 側 勤 被 仰 付、 爲御歡 御 使者 同斷。 

■ 同： P 九日 

一 嶋ち. 0 めん 五 端 1 箱 

,  堀 田 相 模守殿 

ー鮮肴 一 折 


右者爲 時節 御見舞 被 進 候、 御 使者 小 野 崎 源 左 衞門勤 之。  - 

但 先頃 米穀 不、 足 飢民 有 之に 付 彼是 御 書付 等 被 差 出 候處、 御 心 入 之 事 有 之 付 被 進 候。 

一 十月 朔日 

一 干 鍋 一 箱 西 丸 御 側 衆 

小 堀 土 佐 守 殿 

一 御 襟 代千疋 

右 今度 御 加 增御拜 領西丸 附幷御 取次 被 仰 付 候 爲御歡 、以御 使者 被 進 候 _。 御 使役 勤 之。 

一 御太刀 金 馬 代 

佐 野 忠兵衞 殿 

ー餳 一 折 

右 今度 御 側 衆 被 仰 付 候 爲御歡 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一 干 肴 一 折  ， 

M^-^^  口" ヌカ良 度 

一 御 梅 代 三百 疋 

右 今度 御 嫡子 八十 郞 殿御 功 米 御 拜領且 名 御改爲 御喜 被 遣 候、 御 使役 勤 之。 

奧. S-An 筆 

一 交 肴 一 籠  靑山治 右 衞門殿 

右爲 御病氣 御見舞 被 進 候、 御 使菅原 洞齋勤 之。 

一 同 四日 今日 亥 之 日に 付 玄猪之 御 規式可 有 之處、 御 眼病 故 中 之 亥 御 祝 可 被 遊 之^に て 無 其 儀 候。 

羽 陰 史略 卷之 八 (寳曆 六)  S 


但今晚 御 祝 無 之 段 御用 所幷 頭々 よ. o 申傳 o  - 

一 同 五日 

一 兩種 五百疋  本 多 佐 兵衞殿 

右 百 人 組 之 頭 被 仰 付 候 付 定式 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一 同斷  天 野 三 郞右衞 門 殿 

右 者 此度西 丸 御 目 付 被 仰 付 候 付同斷 0 

一 一 種 五百疋  米澤小 太夫 殿 

右 者 定火消 被 仰 付同斷 0 

鹿嶋 大禰宜 

一. 金 二百 疋  羽 生 求 馬 

右 者 常 陸 帶御守 差 出 候 付爲御 初穂 被 遣 之、 御 步行勤 之。 

一 同 十日 淺草 御屋敷 前 石垣 御 修覆之 儀、 道 御 奉行 小 長 谷 喜太郞 殿え 御 屈 之 趣。 

佐 竹 右 京大 夫淺草 下屋敷、 北 之 方 門前 下水 街道 之方緣 石垣 破損に 付、 繪園面 之 通 ふしん 爲致候 0 

此段 御屆仕 候。 以上 0 

-—Jill*  、、、、、内 

十月 十日  角 田 弟 助 

. 同 十 一 日 


一 備後表 二百 枚  一 

御 懇意 御 老中 

一 練 高宮布 十二 疋ョ .传献  堀 田 相 模守殿  一 

一千 鯛 一 箱  一 

右 者 來月中 千代 姬樣 御宮 參之節 御 立 寄 之 段 被 仰 出、 目出度 御 儀奉存 候、 爲 御喜 以御 使者 被 進 候。 小 野 _ 

崎 源 左 衞門勤 之。 

一 同 十三 日 年 番之御 留守居よ. > 、御 曲 輪之內 出火 之 節 伺 御機嫌 入 候 場所 先年 申 合 候 通に て、 夜中 九ッ 

時 過 之 出火に は、 翌朝 火 鎭候は 上下に て 御用 番樣ぇ 伺 可 相 勤 申 合 有 之、 其 後 御 丸 之 內御方 様に は 翌朝： 

ぇ難延 場に 可 有 之 候 付、 御 近 方 之 御 方樣は 夜中 伺と 申 方に 可 有 之 旨、 中外 曲 輪 にても 御 近 方 之 御 方樣ー 

は 御 同様 之 旨、 遠方 之 御 方樣は 小火な とに て 相 知 かね 候 は、 翌朝 上下に て 御 勤 候ても 可 然旨御 寄 合 席- 

に  て 御 相談 有 之處、 書付に 出不 申に 付不行 屆區々  之 様相 聞 候 故 猶此度 申談、 彌右之 通 御 曲 輪 內外御 近 

方 之 御方樣 は、 夜更 候ても 伺 御機嫌 入 申 程 之 場所え 出火 候 は、 御用 番 へ 爲伺 御機嫌 卽刻相 勤 可 申 候。 i 

打 越 候 遠方 之 御 方 様に は、 時刻に よら 翌朝 御 伺 可 被 成と 申 儀 は、 先年 被 仰談候 通に 御座 候" 此段申 合一 

如此に 御座 候。 以上。  . 一 

月 七日  岡 利 多 仲 一 

中 川 郡兵衞 一 
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同 十五 日  一 

御 側 御用 入御 懇意 

ー兩種 千疋  大岡出 雲 守 殿  _! 

右 者 今度 岩 附之城 御 受取 被 成 候爲御 祝儀 今日 被 進 候、 御 使役 勤 之。  . 

同 十六 日 中 之 亥に 付 玄猪之 御 規式有 之。 

同 十七 日 先達て 院內 銀山に て 殺害 盜賊致 立 除 候 者 酒 井石 見守 殿 御領 fwlll 年寄え 罷越、 彼 御領に 

^^ゐても惡事有之被召捕段々詮議有之處、當御領之者之由白狀致候付、彼の方ょ6院內迄以飛脚爲知 

申來候 付、 此方よ 6 御 足 輕等被 差 越 御請 取 被 成 候 故、 御挨 投石 見守 殿 役人え 左 之 通 於 御 當地被 下 候。 一 

石 見守 殿御 家來  一 

一 金子 三百 疋  屋代傳 右衞門  , 

同  一 

一 周斷  北 鄕十馬 

足輕 飛脚 

一 同 百疋  鈴 木 作 右衞門 

右 之 通 被 下 之、 御留主 居よ 6 遣 之。 

十 一 月朔日 松 平 丹 波 守 殿 今 未 之 中 刻、 御 養生 無 御 叶 御 卒去 被 成 候 段 爲御知 申來。  ； 

同 三日  一 

一 御太刀 馬 代 五 枚  - 

稻垣能 登 守 殿 

ー餳 一 折 


今度 御 ふしん 奉 行 被 仰 付候爲 御喜 被 進 候。 

一 兩種 五百疋  淺野內 膳 殿 

今度 御 目 付 被 仰 付候爲 御喜 被 進 候。 右い つれ も 御 使役 勤 之。 

一 六 鄕兵庫 頭 殿 昨 二 日 御 婚禮相 濟候付 爲御歡 御 使者 被 進 候、 御 奥方 阿部 伊豫 守 殿御 妹。 

一 內藤能 登 守 殿 今度 御 家督 無 御 相違 被 仰 出御 禮 まで 相濟候 付、 爲御歡 御 使者 被 進 候。 御 使役 勤 之。 

一 同 六日 

一 御太刀 銀 馬 代 五 枚 

松 平 擎人殿 

一 鰺 一 折 

今度 京都 御 町奉行 被 仰 付 候 付被逍 之。 

一 御太刀 金 馬 代 御 側 衆 

朽木周 防 守 殿 

ー餳 一 折 

今度 西 丸 御 側 勤 被 仰付爲 御喜 被 遣 候、 御 使役 勤 之。 

一 十 一 月 七日 松 平隱岐 守樣、 今度 千代 姬樣御 篦刀御 役 首尾 能 御 勤 濟之爲 御 祝儀、 今日 屋形様 被 爲入候 

兮被進 候。 

一 鯛 一 折  松 平 隱岐守 様 

一， 史略 卷之 八 (寶曆 六) ！  h  !r  ：  L.  S 
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右 之 通 御 使役 動 之。  . 

長 崎 御 奉行 

一 同斷  菅沼 下野 守 殿 

右 者 今度 長 崎 表よ 6 御 歸府に 付 爲御歡 御 使者 以御目 錄被進 候、 御 使役 勤 之。 . ， 

御徒 目 付 

一 銀 二 枚  三 宅 權七郞 

駿州久 能 へ 御用 被 仰 付 罷越候 付 被 下 候。 

一 同 八日 今日 以上 使 生 駒 登 殿御 使 番御應 之 屬御拜 額 被 成 候。 

一 同 九日 松平土佐守殿ょ..^以御使者、御嫡子御出生已後御虚弱之處、御保養御丈夫被爲成候付近々御 

用 香え 御 屆被成 候 由、 且右御 屆相涛 候 は k 御緣約 之義、 松 平 大膳大 夫 殿御 息女 御 間柄 之 事故 御 內緣も 

被 成 度 趣、 御 留守居 迄申來 候。 

一 同 十三 日 大御目 付 御 廻狀。 

來廿 一 一 日 千代 姬君樣 御 色 直 御 祝儀 有 之 候 付、 向 々 え 可 被 達 候。 以上。 

十一月 

千代 姬君樣 山 王え 御宮 參 十一月 廿 三日 0 

右 之 通 被 仰 出 候 付 向 々 え 可 被 相 達 候。 

一 同 十五 日 今日就御吉辰於御曹司様御部I:H^御镩初、幸之助様於御^席御髮置之御祝儀有之付、左之通 


被 進 rliKO 

一 鯉 一 折、 御曹司 様え  い 

右 之 通 被 進 候、 御 使者 平野 文 右 衞門御 納戶役 勤 之 0  一 

- 卜 由 1 \2B3  一 

一 御帶 一 筋  幸 之 助 様 

, 一 兩種 三百 疋  . 

右爲御 祝儀 被 進 候、 御 使者 大山 伊織 御侧 小姓 勤 之。 

一同 十六 日 久保倉 太夫 以 名代 使者 御拔 等差 上 候。  一 

一同 十八 日 賴漬鮮 二 桶ッ、 兩御 丸え 御獻上 之。  一 

一 ！： 1： 十九 日 

一 柄 s:  橋 本 玄可 

右 者 今度 御當 地え 用事 有 之 出府 仕 候 付 御 目 見 被 仰 付 候、 披露 御用 人 0 

但御 石爐之 間よ 6 御の し 屏風 際へ 罷出拜 伏。  一 

一 白銀 三枚  久保倉 太夫  一 

右 吏 者 

一同 一枚  村 澤正藏  一 
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同廿 二日 今日 千代 姬君樣 御 色 直 之 御 祝儀、 先頃 御 觸之通 御 獻上也 Q 

但 兼て 御 觸有之 事故 前日 御 窺 無 之。 

大高タ ンシ 一重 


四 八 11 


御 本丸え 御獻上 「一一 進上 


Z 


御た る 一 荷 

御 小袖 一 かさね 

千たい 一は 乙 


大納言 様 御獻上 

千代 姬君 様え 御獻上 


御 襟 札 二 枚 一 


しん 上 御 小袖 二 之 内 さ 竹う 京大 夫 


しん 上 さ 竹う 京大 夫 


寸法 三 節 之 通 

同廿 三日 今晩 寅 刻 八代洲 川岸よ 6 出. 火 及 大火、 御機嫌 伺 御 使者 御用 番御 老中、 西 丸 御 老中え も 被 差 

出 候。 

千代 姬君樣 今日 赤 坂 山 王え 御宮 參可被 遊 候 段 兼て 御觸有 之處、 今朝 大火に 付 相 止 候 段 御席觸 到來。 

今日 出火に 付、 千代 姬君樣 御宮 參御 延引 之 旨 本 多 伯 耆守殿 被 仰 渡 候。 依 之 申達 候 御 同席 中 早々 

御 達 可 在 之 候。 答 之 儀 は銘々 よ 6, 不及挨 接、 各よ 6 松 平 肥 前 守 方え 可 申 聞 候。 以上。 

十一月 廿 三日  大目 付 


松 平 安藝 守 殿 

右 留主居 

當秋西 丸え 被獻候 御馬 御 召に 相 成 候 段、 村 松 四 兵衞殿 支配 御馬 責ょ 6 爲御知 申 上 候 付 被 下 之。 

一 金子 二百 疋  岩波 仲 右衛門 

一 同斷  小川 嘉門 

右 之 通 留守居よ 6 以 手紙 遣 之 0 

同廿 四日 於 御座 之 間 今日 出仕 繼目有 之。 

同廿 六日 去 八日 御 拜領之 屬御披 也 0 

同廿七 曰 

- 小鴨 一 一番 臭 御 右筆 御 懇意 

C  靑山治 右 衞門殿 

一 蕨 粉 一 箱 

右 御 病氣爲 御見舞 被 進 候。 

同廿 八日 

御 側 御用 入御 懇意 

一雨 種 千疋  大岡出 雲 守 殿 

右 者 御 役 成爲御 祝儀 昨日 御 老中 御 招請に 付、 以御 使者 田 崎 忠四郞 勤 之。 
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一 同廿 九日 御座 之 間 御 出。 

荒木 猶水 

右二 ッ目御 敷居 之 外 末 御の し 斗 屏風 際え 罷 出御 目 見 被 仰 付 候、 御酒、 御 吸物 被 下 候。 

一 於 秋 田 下馬 傳相絕 候 付 » 古 被 仰 付 度 思 召 候 得 共、 差 立 候て 御 賴被成 候て は 御物 入に も相拘 6、 向 方に 

て も 秘傳之 事故 差て 之 稽古 不相 成に 付、 書禮 稽古と 申入 傳受仕 候樣、 大山 與右 衞門當 八月 中 御 右筆 組 

頭 橋 本 喜八郞 殿え 申入 候處、 御 相 應之御 挨拶に 付 傳受も 相濟候 段、 此度 初て 御 承知 被 成 候 趣 を 以右之 

御禮、 御 口上 左 之 通 被 進 候。 

一 餳ー折 

橋 本 喜 八郞殿  . 

. 一 御 搏代銀 十 枚 

右 者 表立 御 使者 を 以可被 進 候 得 共 差 立 候て は 向 方え 相 障 候 趣 有 之に 付、 右 之 御 使者 大山 與右衞 門 11 

頭 勤 之 0 

一 同 晦日 杉 本 三右衞 門、 同 三 郞右衞 門 今日 御 奉公 被 召 放 候、 御 條目を 以被仰 渡。 ， 

一 閨十 一 月朔日 松 浦 肥 前 守 殿 今日 御 參勤之 御 禮被仰 上 候に 付、 下 乘ぇ御 附人被 差遣 候 0 

一 大御目 付 御廻狀 到來。 

千代 姬君樣 山 王え 御 宫參閨 十一 月 六日。 


右 之 通 被 仰 出 候 付、 諸事 先達て 相 達 候 通 可 被 心得 候。 尤向々 え も 可 被 相 達 候。 

一同 二日 小 堀 和 泉 守 殿 若 御 年寄 御 役 成爲御 祝儀 御 老中 方 御 請 被 成 候 由、 仍之爲 御喜 御 使者 被 進 候。 

田 崎 忠四郞 勤 之。 

一 同 三日 例年 先月 中 御 獻上之 御 K 、今年 は 鷹 不足 相 渡 繫留甚 不足に 付、 於 秋 田 吟味 も 不相成 留置 候黃 

鷹 五 連 斗 も 被 差 登 候。 仍之左 之 通 御 窺。 

私國 許よ 6 黄 鷹 五 連 例年 獻上仕 候處、 今年 甚出 不足 仕 漸五連 繋留 申 候。 最早 雪中 相 成、 此 上螌留 

可 申樣無 御座 候 付、 吟味 不 tt 爲差登 申 候。 依 之 鷹 例 之 通 相 揃 不申候 得 共 獻上可 仕 候 哉、 奉伺 候。 

以上。 

閨十 一 月 三日  佐 竹 右 京大 夫 

伺^ へく 候 一 綱 針 fs。 九日 

右 之 通 御用 番酒井 左 衞門尉 殿え 御 留守居 を 以被相 伺候 處、 御 承知 被 成、 追て 御沙汰 可 被 成 候、 御 書 

付 被 留置 候。 中 村 政 右 衞門勤 之。 

一同 五日 御 席觸御 廻狀。 

千代 姬君樣 御 色直幷 御.：？ n 參相涛 候爲御 祝儀、 來 七日 溜 詰 御 譜代大名、 嫡子、 高 家 詰 衆、 御 奏者 番、 

同 嫡子、 菊 之 間緣類 詰、 同 嫡子、 布 衣 以上 御 役人、 のし 目 半 上下 着用 W  ノ 丸え 出仕、 夫よ 6 御 本丸 
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え 可 有 出仕 候 Q 

一 出仕 無 之 面々 幷隱 居、 幼少、 病氣之 面々 は、 月番 之 老中 但馬守 方え 御 使者 御 祝儀 可 申 上 候。 

一 在 國在邑 之 面々、 隱居、 部屋 住 共に 老中 但馬 守え 飛札 可 差 越 候。 

右 之 趣 可 被相觸 候。 

一 同 七日 千代 姬君樣 去月 廿 二日 御 色 直 御 祝儀、 幷 昨日 御宮 參迄相 濟恐悅 之 御 使者、 御用 番酒井 左衞門 

尉 殿え 被 差 出 候。 御 留守居 田 崎 忠四郞 勤 之。 西 丸 御 老中 秋 元 但馬守 殿え も 被 指 出 候、 同人 勤 之。 

一 千 鍋 昆布 一 箱 御 懇意 御 老中 

堀 田 相 模守殿 

一 御 樽 代千疋 

右 者 千代 姬君樣 御宮 參之節 相模守 殿え 御 立 寄、 御機嫌 能 歸御被 遊 候爲御 歡以御 使者 被 進 候。 田崎忠 

四郞勤 之。 

御三家え も 

右 者 御歡御 使者 差遣 候、 御物 頭 勤 之。 

一 同 九日 千代 姬君樣 御宮 參 御用 無 御滯御 勤に て 御 拜領物 被 成 候 付、 左 之 通 之 御 方へ 御 使者 リ 

西 丸 

堀 田 相 模守殿 酒 井 左 衞門尉 殿 本 多 伯 耆守殿 秋 元 但馬守 殿 

右 之 通 御 留主居 勤 之。 


同 十日 今朝 初雪 降 候 付兩御 丸え 御機嫌 御 窺 被：^ &出 候。 • 

^十一 日 幸 之 助 様 御 事 御 丈 夬に被 爲成候 付、 今日 御先 手 小 笠： g 縫 殿 助 殿 を以、 御用 番堀田 相 投守殴 

え 御 $： 付 を以御 ：5 被 成 候 0 

御 當地罷 有 侯 

佐 竹 幸 之 助 

當子 §: 歲 

お 私 妾腹 之 二 男 御座 候。 出生 之砌ょ 6 虛；： 能お 候 故 御 W 兄 合 候處、 此節 丈夫に 罷成候 付 御 W 巾 

■ 上 候。 此段被 御 聞 置 可 被 下 候。 以上。 

関 十一月 十一 日  . 佐 竹 右 京大 夫 

右 御 書付 相模守 殿え 被 差 出 候處、 首尾 能 御 受取 置 之 由、 縫 殿 助 殿え 今朝 被 附置候 御 留主居 田 崎 忠四郞 

え 被 仰 聞 候 付、 右 之 趣 歸參訴 之。 右 御請 取 置 之 爲御禮 相模守 殿え 御 使者 被 進 候、 右 同人 勤 之。 

右 御 屆之趣 御 懇意 御 老中え も 爲御知 被 成 候、 御 使者 右 同人 勤 之。 

今日 御鷹 五述如 例年 御獻上 也。 

松 浦 肥 前 守 様 御參府 以後 初て 御 出 也。 

但御 家老 御用 人 石 川 文 右衞門 I 番頭 麻 上下、 御 番所 平服、 御 小姓 服 紗物挎 斗。 

同 十二 日 松 平 大膳大 夫 殿え 御 兼 約に て 御 « 一  居 被 進 候。 御 留主& 御 使者 勤 之。 

一 金子 五百疋  橋本玄 15- 
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右 今度 用事 有 之此表 へ 罷下獻 上物 仕 候 付 被 下 候。 

一 同 十三 日 千代 姬君樣 御宮 參之節 御 立 寄、 且御拜 領物被 成 候 爲御歡 被 進 候 0 

一 兩種 千疋  堀 田 相 模守殿 

右 之 通 被 進 候、 田 崎 忠四郞 動 之。 

御先 手 御用 御賴 

一一 種千疋  小 笠 原 縫 殿 助 殿 

今， 度 幸 之 助 樣御ニ 男 御 屈 之 儀 御賴、 御用 番ぇ御 屈 相 濟候爲 御 禮被進 候、 御 使役 勤 之。 

一 午後 刻 御 出駕、 御曹司 様 御 I？ 道. # 德院 様へ 被爲 入。 ni- 屋形様 御參府 以後 初て 御 料理、 且幸之 助 様 御 事 

御用 番ぇ御 屆相濟 、今日 初て 御供 立 有 之 御中 屋敷え 御 同前 被爲入 候。 

盛 德院樣 え 御 進物 有 之 略 之。 

御徒 目 付 

一 銀 子 二 枚  上田 三 之 助 

右 者 此度居 宅 類 燒に付 被 下 候、 御 留守 Ci5 よ 6 造 之。  . 

御 小人 目 付  • 

一 金子 二百 疋 鈴 木 甚三郞 

御 玄關番 

. 一 同斷  彥坂 平 八 

右 者 今度 居 宅 普請 引 移 候 付 被 下 候。 

一 同 十五 日 寒 入。 


若 御 年寄 

ー黃臢 一居 . 小 出 信 濃 守 殿え 

右 者 兼て 御所 望に 付 被 進 候、 御 使者 御 留守 

一 同 十八 日 今朝 土 屋越前 守 殿 町奉行 御留 主！ i5 え 御手 紙 到來卽 御請 書 差 出、 其 上田 崎忠四 郞罷出 候處左 

之 通 御 差 紙 被 相 渡 候。 

佐 竹 右 京大 夫醫師 

東玄節 次男 

伊東 勝き fif 

右 之 者え 申 渡 義有之 間 同道 人 添 只今 評定 所え 可 被 指 出 候。 

右 之 通 御 差 紙 被 相 渡 候 付 勝次郞 同道 人 五月女 善 藏可罷 出候處 に、 善 藏病氣 に 付 角 田お 助 M 道 差 添、 

田 崎 忠四郞 御 評定 所え 罷出 候處、 夜 九 ッ 時 被 仰 渡 候 趣。 

御 勘定 頭 町 御 奉行 御 目 付 

右 之 通 御 列座 差 添、 忠四郞 同道 人 角 田 弟 助 被 召 出土 屋越前 守 殿 被 仰 渡 候 は、 伊東 玄節 次男 勝次郞 ^ 

當 七月 大久保 喜 六郞致 同船、 喜六郞 入水 之 節 始末 不埒に 付 相 模守殿 呵被仰 渡 候。 此旨可 相 達 候。 

一 勝 次 郞ぇは 御徒 目 付、 町 與カ立 會申渡 之。 

右 之 通 口 達 被 仰 渡 候 段 忠四郞 訴之。 

一 同卄 六日 杉 本 三 左衞門 父子 御 暇 被 下 置 候 付 御 町奉行 所へ 御 屈 有 之 候。 
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佐 竹 右 京大 夫家來 

杉 本 三 左衞門 

當年六 十三 

三 左 衞門世 枠 

同 三 郞右衞 門 


當 二十 九 


右 之兩人 兼て 行跡 不宜、 其 上屋敷 法式 相 背 候 付 常 十 一 月晦 H 暇 差 出 申 候、 下略。 

月朔日  - 


卷物 五 

金 三枚 


家 管 之御罎 

松 平 丹 波 守 

右家來 

野々 山內匠 


西鄕 新兵 衞 

松 平 丹 波 守 tt 御 結納 今日 相 濟候爲 御歡御 使者 被 進 候。 

今日 岩 城 伊豫 守 殿御 尾 敷 御 類 燒に付 御 焚 出 被 進、 御 使 ffi 勤 之 

焚 出 五十人 前  岩 城 伊豫 守 殿へ 

右 之 通 被 遣 候。 

同 七日 鹽引錐 今 ョ御獻 上 也。 


一 同 八日 松 fg 篤信 樣 今日 御 葬送 之 由 御 « へ御附 使者 被 造 候、 御 使役 勤 之。 

篤信 様 御院號 

松 英院殿 前 肥 州 剌央從 五位 下逸巖 俊翁大 居士。 

一 同 九日 千代 姬君様 御 色 直 之 節御獻 上物 御 奉書 兩御丸 御 老中 左 之 通。 

御 奉 窨致拜 見 候。 千代 姬 1^ 樣爲御 色 直 御 祝儀 以 使者 目 錄之通 致獻上 候處、 首 能 被遂御 披露 候 

旨 被 仰 下 忝 次第 奉存 候。 上處。 

十二月 九日 

堀 田 相 模守樣 

右 秋 元但馬 守 殿へ も 右 同斷、 品々 御獻 上物 奉書 兩御 丸よ 6 出ル。 

- 司 卜 一日 

一 兩種 千疋  堀 田 相 模守殿 

右 千代 姬君様 御せ ：1 參 御用 懸御勤 無御滯 相. 濟候爲 御 歡被進 候、 御 留守 K 勤 之。 

一同 十五 日 節分。 

一同 十八 日 殿中 今日 御 官位。  • 

少將 松 平 陸奧守  . 
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侍從 松 平 龜五郞 肥 後 守 

同 松 平 阿波 守 

一 同 十九 日 

一千 綱 一 折 御先 手 御久用 II 右 衞門殿 

一 撙代銀 五 枚  . 

右 者 此度 御 息女 御 婚禮 相濟候 爲御歡 、今. 日 御 使？ 以 被進 候、 御 使役。 

一同 廿 一日 御領內御損亡御屑^^之。 

高 七 萬 三千 三百 三十 八石餘 

御 書付 之 趣 略 之。 

一 同廿 二日 

一緒と ろめん 町 御 奉行 J,fl 前 守 殿 

一 货肴 一 圻 

. 、u'CRLnK,f^„^-/ーp可^r卸fc\^ff之付被進院、但時節御見舞 

.1G 先頃 伊東 玄節ニ 男 勝 次 郞御詮 之 f 何 タ.^ . ぼす 2f お 

御 同人 

一 金子 三百 疋  用 人 


o 寶曆七 丑年 

御 家老 

一 疋月 元日 御規式  大越^^；；^衞門 

但 七五三 無 之。 

一同 二日 御 登城 御太刀 黄金 馬 代御獻 上。 時 服 二 御 拜領。 

一 御 歸殿於 御座 之 間 御 装束 之 儘 御 祝 之 御 規式有 之、 畢て 
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.1^ 之 外被 F 候 御徒 R 付、 御 小人 目 付、 御門 *、 御 留守居 等 略 之。 

一 廿 六日 松 平 阿波 守 校 今日 御 婚體、 御 緣女様 兼て 御 引取なら。 

一 同廿 七日 

一千 鯛 一 箱  松 平 阿波 守 殿 

右 者 昨日 御 婚禮無 御 滯相濟 付 爲御歡 、今日 以御 留守 e 被 進 候。 田 崎 忠四郞 勤 之 C 

同廿 八日 

松 平 阿波 守樣 

一千 鯛 一 箱  奧 樣ぇ 

今度 御 婚禮相 濟候爲 御 歡以御 目 錄被進 候、 御 使者 御 使役。 

一 松 平 阿波 守 様 侍 從成御 禮被仰 上 候 爲御歡 御 使者 被 進 候、 御 使役 勤 之。 


一 扇子 ー臺  本 阿 彌十郞 右衞門 

右獻 上物 大小 姓 持 出 二 ッ目御 敷居 之 外 上よ 6 竪疊 ニ疊 頭え 置 之、 于 時右疊 下え 罷 出御 目 見。 

一同 三日 御否臺 御獻 上、 御 本丸え。 

一同 六日 御座 之 間 御 出 浦 5 れめ 是爲御 年禮御 勤被爲 出前 御 目 見。 

き! 老 

大越甚 右衞門 

右二 ッ目御 敷居 之 外 上 一 叠 目下え 罷 出御 目 見、 披露 小 野 崎 源左衞 門。 

御用 人 

御 番所 

右二 ッ目御 敷居 之 外 上よ.？ 竪 *i 二 Mi 目下え 罷 出御 目 兄、 披露 同人。 

一 同 九日 

一 御太刀 銀- i^r 代 五 枚  . UC 

大久保 右京亮 殿 

ー鯓 一 折 

右 舊臘御 留守 1" 年寄 被 仰 付 候 爲御歡 被 進 候。 • 

一 同 十五 日 稻生 下野 守 殿御 BI 付よ 6 以御 小人 目 付、 此方 樣 御茶 辨當御 登城 幷外御 勤 之 節 も 爲御持 被 成 

候 哉 御 承知 被 成 度 旨 申來候 付、 御玄 冠え 御 留守居 田崎忠 II 郞罷出 、委曲 承知 仕 候、 下野 守 殿え 從是御 


5?可仕候段申談候得は、承知仕候、左候は^右之御講^:被指出候«にと申候付則忠四郞御？8^^被相渡 

候。 仍て 下野 守 殿え 持 參差出 候。 

佐 竹 右 京大 夫 登城 幷外 動、 又は 遠方 下 tig 敷 等え 罷越候 節 茶 辨常爲 « 候 哉 之 it 御 t& 、奉 承知 候。 去 

子年 中 窺 之 上 都て 外勤 之 節 爲持申 候。 登城 一 ト 通に は 爲持不 申 候 得と も、^ 下 6 外勤 有 之 節 は 

"i- 又爲持 候て 酒井雅 樂頭樣 御屋敷 脇、 亦 は 松 平 肥 後守樣 御門 前 等 へ 引經差 申 候。 此段御 屈 中 

上 候。 以上。 

、、、、、内 

_ 正月 十七 日  田 崎 忠四郞 

右 中奉齊 半切 認之、 上 也み の 紙上 下 折、 、、內 、 、 、 、と認下^守殿ぇ^^出候處、御受取§2被成候。 

一同 十六 日 

一 金子 三百 疋 松 田 又 之 允 

一 同斷  同 又次郞 

右 去 二 日 御 謠初之 節 被 爲召候 付 被 下 之、 御 留守居よ.^ 遣 之. リ 

一 同 十七 日 上野 御 { おえ 御 烏帽子 御直垂 にて 御 參詣、 元光院 にて 御 召 #：|| 紅 U め 

元三 大師 神 田 明 神 鳥 越 明 神 

右三 ケ 所へ 御 參詣、 金子 二 kn 疋ッ 、御 奉納 也。 
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一 同 十九 日 

御 目 付 御 W 御賴 

ー鮮肴 一 折  鵜 殿 十 郞左衞 門 殿 

右 今度 長 崎 へ 御用 被 仰 付 御 越に 付爲 御喜 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一 津輕土 佐 守 様江戶 御上 下 之節爲 御馳走 人馬 If 被 差 出 候 得 共、 近年 中 御 斷被成 候忖御 a 守 居を以 今度 

彼方 御 留守居 迄 申達 候。 

一 M 馬 步夫 近年 中 御斷。 

一 あなた よら 御 使者、 此方 樣御家 來へ被 下物 等 之 義御斷 被 成 候。 

一同 廿 一日 加 賀守様 御 一 門幷御 家老、 加州よ 6 以ま I 狀、 在番之 家老 大越甚 右 衞門迄 年頭 之 御 祝儀 申 上 

候 付、 御 直 書 被 成 下 候。 今日 以御步 行使 加 贺守樣 御 式 臺迄被 差遣 候。 

一 同廿 八日 加 賀守樣 今日 爲御 年禮 御城 下， 9 直々 被 爲入候 段 御 案 內申來 、巳 後刻 御 出 也。 

一 二月 二日 

一 銀 五 枚  配當銀 

右者桃源院樣十三回御总御法事有之付爲配當被下之、御用局ょ.^ 住山勾當 へ 遣之。 

一 同 三日 秋 田 御 一 門幷御 家老 之 面々 え 年頭 之 御 直 害 被 成 下 候。 

一 同 五日 子 籠 魁 御 獻上也 0 


一 M 九日 御腊 村 出權平 舊臘廿 八 H 致 出奔 候 付、 町御术 行え 御 w 之 趣。 

登 

佐 竹 右 京大 夫家來 

村 山權ギ 

E 丑 一-; 十六 歲 

右 權平去 子 十二月 廿 八日 致 出奔 當時 住所 不相知 候。 已來： 懸り 次第 爲捕可 申、 若 及 異链候 は K 

討捨 にも 可 申 付 候。 爲 後日 以 使者 申達 候。 以上。 

、、ヽ 、、內 

神戶文 右衞門 

二月 九日  • 

.  定府御 ii 奉 

森 山 藤^ 

同 宇 八 

自分 共 儀 行跡 不宜候 付 御 奉公 被 召 放 候條、 公儀 御 奉公、 御 家門 中 御 奉公 共、 に 被 相 is:。 

戶上友 之 允 

. 自分 儀 行跡 不宜右 同斷。 

一 十二 日 盛 德院樣 え 年始 之 御 料理 被 進 候。  ， 

一 丹 後嶋 ニ疋 盛德院 様へ 

一 同 十八 日 院內 銀山 御 運上 銀箱銘 前々 於 御 右筆 所 相認來 候處、 今日 b 納之 ® 、間違 無銘まい にて^ 出 候 

羽 陰 史略 卷之 八 (寶曆 七) 


へ 共無铜 相違 銀 子 相納候 付、 此已後 銘番無 之 候ても 可 相納御 模様に 候 間、 以後 共銘. に 不及候 段 御用 

人 御 留守居 評議 之 上、 銘 書 無 之 箬之由 御用 人申傳 之。 

一 同 十九 日 東 本願 寺え 仙 北 三 ケ寺は 輕ク御 扶助 被 成 候 由、 幷改 派^ 留之義 、古來 よ. 0 改派轉 派 は從來 

自由 之 由に 候 得 共、 此末御 末寺に 轉派有 之 共 御 綺被成 間 敷 段以御 使者 被 仰 進 候。 岡 部 丈 右 衞門勤 之 0 

一 同廿 三日 道 御 奉行 小 長 谷 喜太郞 殿え 今日 以 御城 使 左 之 通 御 屈 候 趣。 

佐 竹 右 京大 夫 向 柳 原 中 屋敷 前、 繪圆面 之 通 致 道 造 候 0 此段御 屈 申 上 候。 以上 0 

、、、、、家 來 

福. 3^ 孫四郞 

二  廿 三日 

但繪圖 面 略 之。  • 

一 金 五十 兩  盛 德院樣 

加贺守 様に て去华 中よ 6gg 御 儉約被 成 候 付、 盛德院 様え 之 御 合力 筋 も 減少 被 成 候 付 御 內證御 不自由 

に付、定式之外今日御內々ょ，.^御勝番を以被進候0  ♦ 

一 同廿 六日 今日 あたこ 下 „ ^御前 樣、 患 越 奥様 爲御年 禮被爲 入。 

御 目 付 御 懇意 

一 金子 五十 兩  稻生 下野 守 殿 

右 御 妹 御 婚禮に 付內々 御 無心 筋 有 之 被 進 候、 御 使 五月女 善藏御 を以被 ^院リ 


三月 二日 松f^^^岐守様御息女長姬«今日初て御^.::參相濟候付 

一， 鮮肴ー 折、 奧 様 

右 長姬樣 御. >{1 參爲 御喜 以御 使者 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

同 三日 御 登城。 御" ト已 後御規 式、 畢て 


有 馬 備後守 殿 組與カ 


右二 ッ目御 敷！ 之 外 二 £i 目え 出席 御 目 見 披露、 御 對面所 後 御座 敷に て 御 吸物 御酒 被 下 候。 

同 四日 御城 使 五月女 善藏ー 昨日 逐電 致 候 付、 町 御 奉行 依 S 和 泉 守 殿え 御 屈 被 成 候 趣。 

覺  . 

佐 竹 右 京大 夫 徒 並 

五月女 善藏 

歲 一二 十一 

右當丑 三月 二日 出奔。 

右 之 者江戶 屋敷 定 居に 御座 候、 於 途中 見掛 次第 爲捕可 申 候。 若 及 異儀候 は k 討 拾に も 可 申 付 候、 

同 五日 久世忠 右衛門 殿 先頃より 御 病 氣之處 に、 御 全快 御 出勤 被 成候爲 御喜 左 之 通 被 進 候。 

御先 手 御 W 御賴 

一 交 肴 一 折  久世忠 右 衞門殿  • 

右 之 通 御 使 ％ 勤 之。 

-羽^ 史略 卷之 八 (寳勝 七)  S 九九 


秋 田 叢書 i が 十二 卷  § 

但御 出勤 御喜 御 肴 被 進 候に 不及候 へ 共、 御 病中 御 希 不被進 候 付 此御肴 被 進 候。 

一 同 七日 尾 張 中納言 殿御 息女、 松 平 安藝 守 殿御 嫡子 善次郞 殿え 御 緣組被 仰 出 候。 爲御菩 左 之 通 御 使 

者 被 差 出 候。 

尾 張 中 納言殿 I:! 宰相 殿 同 熊 五郞殿 

右 之 通 御物 頭 勤 之。 

一 紅 縮緬 三十 卷 御 老中 御 

堀 田 相 模守殿 

一千 鯛 一 折 

右 來ル廿 五日 御 息女 松 平 主 殿 頭 殿え 御 婚禮に 付爲御 餞別 被 進 候、 御 使者 小 野 崎 源 左 衞門勤 之。 

一同 九日 松 平 阿波 守 殿御 兼 役に て 今日 九ッ 半時より 御 出、 二 汁 五 菜 御 料理。 御 勝 過、 荒木 猶水 被爲召 

席 書 被 仰 付 候。 

1 金子 三百 疋  荒木 猶水  •  • 

右 御 目錄於 御用 局 御用 人 引渡 之。 

一 同 十 一 日 

, 一 御太刀 一 腰  ， 

ー紗 綾一 箱  本願 寺 


一 御簿代 五百疋  " 

一 紗綾 三卷 

一千 鯛 一 箱  新 御門 跡え 

一 御 樽 代 五百疋 

右 今度 御 出府、 且新 御門 跡に て は 初て 御 出府に 付 先頃 右 之 通 參候爲 御 返 禮被進 候、 御 使役 勤 之。 

猶水 

荒木 官治 

小 野 寺檢校 

右二 ッ 目 御 敷居 之 外ニ疊 目え 出席 御 目 見 被 仰 付 候、 披露 御用 人。 

一 同 十五 日 來 月御國 許え 之 御 暇 被 仰 出 候 得 は、 同月 廿 五日 御 當地御 發駕被 遊 候 旨 被 仰 出 候。 御 K 番 

奉觸 之。 

一 同 十八 日 戶田 五助 殿御 息女 今度 御 婚禮に 付、 金子 百 兩御拜 借 被 成 度 旨 中 村 政 右 衞門迄 御 越 被 仰 聞 

候に 付、 無 御 據左之 通 被 進 候。 

一 金子 百 粒  戶田 五助 殿 

右 之 通 被 進 候。 悉候由 政右衞 門え 被 仰 置 候。 

一 同 十九 日 

羽 陰 史略 卷之 八 (寳將 七〕  きー 


秋 田 叢書 第 十二 卷  S  , 

一 g 一  折 御先 手 御用 御賴 J 

一 御搏代 五百疋 

今度 御 嫡孫 承 祖民部 殿 初て 御 目 見相濟 候、 爲 御喜 御 使者 を 以被進 候。 御 使 S 勤 之。 

一 御太刀 金 馬 代. 

水 野 肥 前 守 殿 

ー餳 一 折 

右 今度 御 奏者 被 仰付爲 御喜 被 進 候、 御 使役 勤之リ 

一 #• 太刀  一 M 御 側 御用 入御 懇意 

- P  .  i 大岡出 雲 守 殿 

一 征ぼ"  一 ^鞍 S 

右 今度 御城 地 御 拜領已 後 初て 御在所 へ 御 暇 被 仰 出、 來廿ニ  H 御當 地御發 足に 付 爲御歡 被 進 候。 御 使 

者 御用 人 小 野 崎 源左衞 門。 ， 

但 御城 地武州 岩附、 十日 之 御 暇 之 由。 

皆 具 左 之 通。 

覺 

一 御 鞍 金 梨 地  ー御證 金 梨 地 

. 一 御 三階 紫  一 御 泥 障 熊 皮 


一 御手 助 K 紅  一 御手 綱 

一 御 力革 、 金 地  一 御馬 能 

一 御馬 褐 花色 紹  一 御結揚 

已上 G 

右 中 奉書 一 枚 竪紙認 之。 

出 雲 守 殿御 家老 

一 銀 五 枚  鹽谷八 左衞門 

御 同人 御用 入 

一 同斷  大貫 藤 馬 

同 

M 下 彌七郞 


黑板 

花色 紹 


右 出 雲 守 殿御 城 地え 之 御 暇に 付、 右 之 面々 御供に て 參候付 被 下 之。 

同 廿日 松 浦查岐 守樣御 息女 長 姬様御 事、 此 間色々 御 養生 被 相 堪候得 共 無 御 叶 御 逝去 之 段、 爲御知 申 

來 Q 

右に 付 松 浦查岐 守樣、 同 御奧樣 へ 御悔御 使者 御 刀番勤 之。 

同廿ー 日 西本願寺より 仙 北 三 ケ寺之 儀 荒々 相濟 候に 付 御 進物 參候。 依て 今日 爲御返 禮左之 通 6 被 

進 候。 

一 絹 兜羅綿 五疋箱 A 西本願寺 

羽 陰 史略 卷之 八 (寶曆 七)  il 


干 

あ 秋 

田 


相 


十 


卷 


右以御 目錄御 使者 勤 之。 

一 » 粟 被 一 箱 東 本願 寺 

右 先頃 本願 寺 御 在 府之節 御 進物 御菓子 參候爲 御返禮 今日 被 進 候。 

寺社 奉行 

一 鯛 一 折  本 多 長 門 守 殿 

右 去々 年中 御用 御 敏被成 度 之 旨 石 川 順 仙 を 以て 被 仰 込 候處、 御 障 之 義有之 御 挨拶 御 延引 之處、 御用 趣 

可 被 仰 聞 候 旨 此間順 仙 を 以被仰 越 候 付 爲御挨 摻被進 候。 御 使役 0 

一 干 鍋  一^ 相 若 御 ハキ寄 御 懇意 

松 平 {nn 內少輔 殿 

一 御 « 代 五百疋 

右 御 嫡子 采女 正殿 御前 髮御執 被 成 候 付 爲御歡 被 進 候、 御 留守居 勤 之。 

一 長 姬樣御 逝去に 付、 御 S 敷 不殘昨 廿日よ 6 明廿 二日 迄 鳴 物 御 止 之 段、 小屋く 以御 中間 御用 所よ..^ 

被 仰 觸候。 . 

一 淺草三 社 櫂 現今 御祭 禮に付 御 道具 左 之 通 被 越 候、 川 井 小六郞 0  . 


一 長柄 十 筋 

右 御祭 禮に 付. T 泉 院迄造 之〕 

一同 廿 二日 大岡 出-蜜 寸殿 iii 用人 今日 御當 地御發 御領 地 武州岩 附ぇ御 越 被 成 候 付、 爲 御ぶ： 御 使者 

被 遣 候。 御 留守居 無 之 御物 頭。 

一 御 夜食 五十人 前 奥 様 

右 爲御慰 御勝番 よ，.^ 以奉霄 被 進 候。 

一 同廿 三日 桂林 院様 I 雜樣御 出 杭 下 谷 永 i 寸ぇ 被爲 入、 御附 使者 御 使役。 

一 同廿 六日 堀 田 相模守 殿御 息女 昨日 松 平 主 殿 頭 殿え 御婚禮 相濟候 付、 爲御 祝儀 

御 懇意 御 老中 

. 一 兩種 千疋  堀 田 相 模守殿 

右 之 通 御 使者 中 村 政 右 衞門勤 之。 

一 大久保 右京亮 殿 去 冬 御 留守居 年寄 被 仰 付 候 付、 御 留守居 田 崎 忠四郞 、御 關所通 御證文 之下證 文^ 出 候 

段 今日 御 添 翰 被 指 越 候。 忠四郞 勤 之、 文體略 之。 

但御 留守 ©0 分 之 進物 御太刀 •  馬 代 銀 一 枚持參 也」 

一 今日 御 足袋 之 御 願 被 差 出 候、 同廿 八日 御 付 札。 

足袋 用 可 被 申 候 本 多 伯耆守 殿より 被 仰 渡 候。 

羽 陰 史略 卷之 八 (寳曆 七)  _§ 


一同 廿 八日 御座 之 間 御 出 座。 

印牧 玄順 

右一 一 ッ 目 御 敷居 之 外 下の： * 風 際え 出席 御 目 見、 御用 人披 J^。 

久保倉 太夫 名代 

村 澤正藏 

右 同處に へお. Q て 御 目 見 也。 

一 御中 屋敷 前 道 ふしん 出來に 付、 今日 道 奉行 小 長 谷 容太郞 殿え 御 «0 

佐 竹 右 京大 夫 向 柳 原 中 Ife; 敷 前 道普請 出 來致候 付 御 屈 仕 候。 

右 之 趣 御城 使 勤 之。 

一 同廿 九日 

御 懇意 御 老中 

一 鯛 一 折  西 尾 隱岐守 殿 

去廿 七日 御 嫡孫 左 京 殿御 緣組被 仰 出 候 爲御歡 被 進 候、 御 留守 e 動 之。 

一 四月 二日 加 贺守樣 御 姉操姬 様え、 昨日 酒 井 雅樂頭 殿御 嫡子 阿波 守 殿よ 6 御 結納 之 御 祝儀 被 造 之、 今 

日 御歡御 使者 被 進 候。 御物 頭 勤 之。 

一 秋 田え 女中 被 差 下 候。 

女中 上下 十 人 乘物拾 挺、 從江戶 羽， 州 秋 田 迄 房 川 渡 中 田 關所無 相違 可 被 通 候 0 佐 竹 右 京大 夫 殿 家 


鲁 

來三枝 仲と 申 者 妻、：！ 1： 妹娘 幷 下女 之 由、 下略。 

ー兩種 千疋、 大岡出 雲 守 殿 

右 今度 御在所よ 6 御 歸府に 付爲御 歡以御 使者 被 進 候、 中 村 政 右 衞門勤 之。 

上野 國 一 宫拔鉢 大神大 お 司 

一 {.n 主 水 

右 拔鋅大 神社 修覆爲 助成 延享三 寅年 上野 一 國勸化 御免、 三ケ年 之內ー 度ッ 、火 除 之 札、 下略。 

一 今度 女中 被 差 下 候 付 

一 鯛 一 折  大久保 右京亮 殿 

右 御 關所御 判 元にて 被 指 出 候 付 被 進 候、 御 家來ぇ 二百 疋ッ 、。 

一 同 五日 松 平 丹 波 守 様、 就吉辰 今日 阿部 飛 驊 守 殿御 息女え 御 結納 御 祝儀 被 進 候。 御 歡之御 使者、 御 使 

役 勤 之。 

一同 十一 日 增上寺 御 宿坊 寶松院 々代 先頃 田 崎 忠四郞 え 申 聞 候 は、 耍水古 桶 一 申受度 候。 若 古 桶 無 之 

候 は 、、此方に 桶 爲待可 申 候 付 御 家 之 御 紋所 付 置 申 度 旨 申 聞 候 付、 忠四郞 御 家老 大越 甚右衞 門え 申達 

候處、 只今 迄 寶松院 え は 要 水 桶 被 遣 候 儀 無 之、 此度 初て 被 遣 候 は 末々 可 相 障 間 其 所 能々 申談、 向後 修 

覆幷に 御手 前にて 御 桁 可 被 成 候。 香之圆 御用 之 儀 御 勝手次第と 忠四郞 方より 及挨按 候處、 院 代より 

證文參 候。 
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院要水 桶 御 紋之儀 奉 願 候處御 許容 之 上、 御 役人 中 « 御 了簡 を 以御有 來之古 桶 可 被 下 間、 勿 〈1 向 

後 修覆等 手前に て 申 付 一 向 御 t^- 敷え 申 上 間 敷 候 旨 奉 S 候。 尙右之 趣 異背無 之 様 記 錄仕差 置 可 申 

候。 以上。 

寶松院 々代 

敎 隨 

四月 十 一 日 

一同 十二 日 千代 姬 1?^ 様 此間御 不豫、 御 養生 無 御 叶 逝去 之 段 相 達 候 付、 御 席 觸有之 候 得と も 早速 御 登城 

可 被 遊 思 召 候處、 遲 ク御番 付 相 達 候 付、 且 夜分 相 掛. >  候 故 御風 邪御斷 にて、 御用 番堀 相模守 殿え 御 

機嫌 伺 御 使者 田 崎 忠四郞 勤 之。 

千代 姬君様 御 逝去 被 遊 候 付爲窺 御機嫌 今 H 御 本丸え S 出仕、 遲ク 承， 9 七 時 已後候 は.， 月番 之老 

中え 可 相 越 候。 病 a  、幼少、 隱居之 面々 は 月番 之 老中え 以 使：^ 御機嫌 相 伺 可 申 候 0 

一 西 丸え は 明 十三 日惣 出仕、 病氣、 幼少、 隱 之 面々 は但 liiT 守へ 以 使者 御機嫌 相 窺 可 申 候。 

一 在國 在所 之 面々、 隱居 共、 爲伺 御機嫌 老中 但馬 守え 一 度 可^ 越 候 0 

一 鳴 物 は 今日よ 二日」 4；： 止、 普請 は不苦 候。 

一 同 十三 日 今日 西 丸え 惣 出仕に 付 御 登城 可 被 成 之處、 御 不快に 付 御 斷御屈 被 差 出、 略 之。 


一 千代 姬？！ 様 御 逝去に 付 御三家 方え 御 使者 勤 有 之、 御物 頭 勤 之。 

一同 十四日 華 光、 院樣 II 君樣御 出棺 凌雲 院ぇ被 爲入。 

一 同 十五 日 御國 許え 之 御 暇 上使 松 平 右近 將監 殿御 出、 御 取 持 吉田小 右衞門 殿。 

一ち ft- めん 二十 卷 

御 本丸よ 6 御拜領 

一 銀 子 五十 枚 

一 同日 西 丸よ. 上使 酒 井 左 衞門尉 殿御 出。 

一ち.^ めん 十卷 御拜領 

一 同 十六 日 御 代替 御 當家已 後 下野 御領 鐵炮改 御 證文被 差 出 候、 大御目 付 伊丹 兵 庫 § 、殿御 懸也、 下略。 

但御兩 判 御 帳 也。 保戶村 紙。 

ー萱 橋に て 猪、 狼 多 出 田畑 荒 候 付、 鐡炮御 願 御 兩判之 御 證文被 差 出 候。 此條下 有 之に 付 略 之。 . 

一 同 十七 日 上野 御 參詣|§| 子 御 ^？; 止 月 二日 之 通。 御 歸已後 御中 屋敷え 被爲入 候。 御 出懸、 繼 目、 出 

仕、 名 改被仰 付 候。 

一 同 十九 日 御 暇 之 御 禮被仰 上 候。 

一 同 廿日 淺草 御藏 火 之御番 御代 松 平 大膳大 夫 殿 被 仰 付 候て 御 引渡 也。 

一 同廿 二日 御用 御賴之 御先 手 衆、 御 發駕前 御 出 會被成 度 思 召 候て 小 笠 原 縫 殿 助 殿え 以御 手紙 被 仰 達 

羽^ 史略 卷之 八 (寶暦 七)  き 九 
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候處、 御 係 外 御 見廻 難 被 成に 付 左 之 通 被 進 候 0 御 出 會相止 0 

小 笠 原 縫 殿 助 殿 

一！^ 後嶋 二 疋ッ、 吉田小 右衛門 殿 

久世忠 右 衞門殿 

右爲 御見舞 被 進 候、 御 留守居 勤 之。 

長 崎 奉行 き. 

一 丹： 後嶋 三疋  碎 內駿 11： 守 殿 

ク ヽ 

ー鹽引 一尺  菅沼 下野 守 殿 

今度 長 崎廻銅之管 付 御 願 筋 相 濟候 付、 時節 11 御 使 ま以被 I。 御 使役。 

一 同廿 三. 日 御 11 之 間え 御 出。 


三 谷 勘四郞 

中 西 五 郞兵衞 

中讨 長兵衞 


右 御 目 通 被 仰 付 候。 

一 鯛 一 折  田 沼 主 殿. 頭 殿 

右 昨日 小 針 崎 造酒 初て 被爲逢 候爲御 挨拶 今日 被 進 候、 御 使役 勤 之" 


但御家 來へ五 百疋、 三百 疋ッ 、被 下 之。 

同廿 四日 

丹 兵 庫 殿 用人  一 

一 銀 子 五 枚  稻生 半兵衞 

右萱橋 御用 御 賴に付 被 下 之、 御 留守 e よ 6 遣 之 

本 多 長 門 守 殿 用人 

一 同 三枚  林 嘉介 

右此末 御用 御 賴被成 候 付 被 下 之、 右 同斷。  ； 

同廿 五日  - 

ー§- 羅綿 ニ疋  高 橋 多 門 

右 御 發駕已 前 於 御座 之 間 御 目 見 被 仰 付 御意 有 之。 

今日 江戶 御上 屋敷 御 發駕。  一 

同廿 七日 常 陸 國鹿嶋 社頭 大破に 付 陸 奥、 出 羽 兩國勸 化 御免に 付、 今日 左 之 通 被逍之 V 

一 銀 子 三枚  御神納  _ 

一 同 十五 枚 御領 內ょ 6 寄附  一 

右 之 通 御 目 錄被差 添 神主 羽 生 求 馬 旅 宿え 被 造 候、 御城 使 神戶文 右衛門 勤 之"  一 

輕 右京亮 殿 g| 守 殿 今度 御名 改御願 之 通 被 仰 出 候 由 爲御知 ゅ來。  一 

羽 陰 史略 卷之 八 (寶曆 七)  二 
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一 大御目 付 御 廻狀。 

武士  tie! 敷に 輕 奉公人 部 通 子と 申侍攀 にて 無 之^ を 指 置、 共 內には 外 M® 取 3^ 缺落致 候 者、 又は 奉 

行 所よ 6 尋候者 も 有 之、 右 K 之 者 部 Ifei くに^:; 2 博 变も致 候 旨 相 聞 得 候。 付て、 向後 武士 屋敷 部 

屋く遂 吟味、 不召抱 者 一 切 差 置 申 間 敷 候。 

右 之 趣 先年 相 觸候處 又々 猥に相 成 候 由 相 聞 得 候 0 向後 彌右體 之 儀 無 之 様 急 度 可 被 申 付 候。 

1 同 晦日 內藤金 一 郞様御 祖母 台 IS 院樣就 御 病氣、 豆 州 熱 海え 御 入湯 被 成 度 御 願 之 通 被 仰 出 候 由。 御 

見舞 御歡御 使者 被 進 候。 

一 五月 三日 

松 平 大膳大 夫 殿御 留守居 

. 一白 銀 二 枚  嶋尾五 郞右衞 門 

右 者 兼て 御所 望に 付 舊冬御 魔 一 居 被 進 候處、 先頃 右爲御 返禮御 進物 參候節 御 使者 參候付 被 下 候。 

但 御鷹 被 進 候 節 此方 御 留守 e え 被 下物 有 之に 付、 及 右 通 候。 

一 同 四日 松 岐守樣 御 卒去に 付て、 おく 様え 爲伺 御機嫌 御 侧醫認 f 满代々 晝夜相 詰。 

一 同 五日 遊行 上人よ 6 以使 45、 爲廻 國此間 出府 被 成 候 由 御見舞 申來。 

一 同 六日 松 平 丹 波 守 様 今日 御 婚禮御 整に 付、 爲 御喜 御 使者 被 進 候。 

但 阿部 飛 iS 守 殿御 息女 御 入 輿な.^。 


. 、ー, ， 卜： 1: 乞) .14 诉中郎 天 脊 寺 にて 御法泰 御寧 行 

J:くへ，1^s^^3^:?ホ樣rr':«^^-,C^R卸：：：T咯、^?十Rょ，》-十ー 一 H^w^^^nr  P  -  S  - 

一同 七日 本 光院樣 ¥』 ぼ &九 キ rH 


被 成 候 由。 


一 御 夜食  御 後室 樣 

S 蒙 中爲卸 見舞 被 進 候、 御用 人 奉 札に て 指 上 候。 

Ij? 十二 日 

r  -  I  本 光院殿 

一 御 香奠 銀 一 枚 御靈 前え 

卸 名代 石 川 文 右 衞門。 

一 m う 四日  御 小人 目 付加 藤，， 平 >^  r> 

榊原淸 三 郞 

一 金子 二百 疋ッ、 同相 郞 I 右衞門 

ぶ 年中 御 灵被仰 付 候 付 早速 右 金 被 下 8 之處、 吟味 落に て 此度被 I。 

一同 十六 曰 遊行 上人 御 入來、 今般 御 參府に 付 御見舞 被 仰 置候。 

一，， 十八 曰 急 御 後 裏 御 精進、 遊 候 付 直通。 

一 r  ノ  鳥越 

一 交さ かな 一 籠 御 後室 樣  I、 印 5+...- 目お 乂虔。 

,  nri.t  ?3:1?!110皮^?#,^、皮方御用人を以御害付¥ネ、ルぉ 

一同 廿 五日 松-平 右近 將監 殿御 用番 よ， 留守 g 被 f= , イカ.^ 拜ノ  S 

羽 陰. 略卷之 八 (賽曆 七) 


秋 田 叢書 第 十二 卷  五一 四 

佐 竹 右 京大 夫 

若 黃鷹當 年 は 七 居 可被獻 候。 委細 之 義者板 倉 佐 渡 守よ 6 可 相 達 候。 

五月 

右 御 書付 被 相 渡御 用人 小 城 十 太夫 申 聞 候 は、 直々 板 倉 佐 渡 守 殿え 致 參上御 差 圆可請 候 旨 任 差圈、 佐 渡 

守 殿え 致參上 御用 人え 對面 右近 將監 殿よ 6 御 差 圖之通 申 聞 候處、 佐 渡 守 殿え 可 申 上 由、 有暫 同人 を以 

左 之 御 書付 被 相 渡 候。  - 

佐 竹 右 京大 夫 

若 黃鷹當 年 者 七 居 被獻候 付、 吟味 可 有 之 候 得と も宜鷹 斗に て は 揃 不申義 も 可 有 之 候條、 大抵 之應 

候 は. -不苦 候 付、 可成た け員數 不足 無 之 様 可 被 差 上 候。 尤當分 之疵、 又は 足 羽 損 候ても 不苦候 間 

可 被 差 上 候。 

一 來 年よ ftv は 只今 迄 之 通 可 被 相 心得 候 事。 

五 月 

右 之 通 御 書付 被 相 渡 候 付、 國 許え 可 申達 候 旨 及 御請 候 旨、 政 右衞門 歸參訴 之。 佐 渡 守 殿よ 6 御 ft 付 を 

以被仰 渡 旨、 右近 將監 殿え 罷出爲 御 知 申 上 候 由 也。 

1 同廿 六日 大御目 付觸。 


紀伊 宰相 殿御 簾 中 富お 逝去に 付て、 鳴 物 今 H よ 6 三日 止、 ふしん 不苦 候。 

右 之 通 可、 被相觸 候。 

一 同卄八 CC 松 平 修理 大夫樣 よ 6 爲御 知、 本 光 院樣御 病 養 無 御 叶 昨夜 御 卒去 之 段、 以御 留守：； S 奉 札爲御 

知申來 0 

一 六月 二日 三日 永»院樣三回御总御法事^^之。 

一同 八日 有德院^^御法事十七日十八日十九日有之に付 

一 阈持四 品 已上幷 御 譜代 四 品 以上 豫參、 御 廣門之 外にて 御 目 見 之 事。 

一 國持四 品 已上幷 御 譜代 四 品 以上 之 面々 衣冠き， 當月 廿日 東 叙 山え 可 有豫參 候。 

但 部屋 住 面々 は 父 不出分 斗 可 被 豫參候 事。 下略。 

御 法事 中爲窺 御機嫌 侍 從已上 御 檜 重 一 組ッ 、、四 品、 十 萬 石 已上御 千 菓子 一 箱ッ 、、其 外 は 御 精 

進物 類 一 種ッ 、、尤 在 府之分 斗 一度 ッ、 可 被 差 上 候。 在 阈在邑 之 分 は可爲 無用 候。 御 暇 にても 

於 在 江 戶は可 被 指 上 候。 

一 御香寞 白銀 三枚 十 萬 石 以上 

一同 一枚  十 萬 石 以上 嫡子 

一 同 九日 法 蓮院様 鶴き 铺 I 難 5f 十三 回 御 忌に 付 今日よ 6 明日え 松-牛 赖 3 様よ 6 御 法事 有 之、 さ 3! 岐守様 

羽^ 史路卷 之 八 (賓曆 七)  wlm 
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求馬樣 へ 0  一 

ー冷麥 廿五船 壹 岐守様  ： 

一同 斷  求馬樣  ^ 

右 之 通 被 進 候。  一 

一 小 野 崎 造酒 昨日 遠慮 被 仰 付、 今日 罷下 候。  一 

一 同+ '日  - 

芝  1 

一 御 香奠 一枚  天德寺  一 

右 法 蓮院樣 御霊前へ、 石 川 文 右 衞門動 之〕  一 

1 同 十一 日 當 三月 中甚 雨に 付 横手 御城 土 居 崩 候 付 御 修補 之 御 願 被 仰 上 候。 如 例以御 書付 被 指 出 候 

私 額 內出羽 國秋田 郡 五十 目村當 四月 晦日 夜 亥 刻よ 6 出火  一 

一 百姓家 百 二十 軒 

ー土藏  六ケ處  一 

右 之 通 御座 候 間 御 屈 仕 候。 人馬 怪我 無 御座 候。 已上。  一 

五月  御名. 

右 之 通 御用 番酒井 左 衞門尉 殿え 以御 留守居 被 差 上 候。 


一 護 國院様 f 卒加贺 守 十三 回 御总被 爲當候 付、 明朝 御茶 湯 於 廣德寺 御 執行に 付 

ー冷麥 二十 五 船 盛徳 院 様へ . - 

右 之 通 以御目 錄被進 候、 御 小姓 勤 之。 

一同 十二 日 御靈 前え 左 之 通。 

一 御 香^ 白銀 二十 兩 廣德寺 

右 御代 香 石 川 文 右 衞門勤 之、 御 香奠 納、 御 使役 勤 之。 

B. 子年 六月 十二 曰 松 5SS 御 Itl 御 法事 之 節 は 11 御步 i 之。 

\メ 年 九月 サ七曰 御 I 條 下に、 御 並 方樣 へ は 御 使 ii に 被 仰 S 由。 

一 同 十三 日 

右 横手 御城 土 居 I 之 御 雷 i 御 願 被 仰 ま 付、 篇栗稿 御舊御 I 成 § 被 i。 御 t。 

一 同 十七 日 II 卄五回 g に 付、 今日 i 明 曰え 於總泉 寺從囊 守樣御 法事 御 執行に 付、 御". 代 

. 石 川 文右衞 門。 

一 御 香 ®£ 一  枚  御 靈 前 へ 

御 か うてん 納御步 行 勤 之。 

羽^ 史略 卷之 八 (賽曆 七) 
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,  壹 岐守樣 

一 御 野菜  一 a ッ、  え 

求馬樣 

1 同 十八 日 明鏡 院樣御 法事 昨今 從ま岐 守 様 御 執行 被 成 候。 向 方 御 法事 相涛、 畢て 從屋形 様御繼 法事 

於 同 寺 御 執行。  ， 

一 御繼 法事 料 銀 十 枚 總 泉 寺 

一 同廿ー 一 日 有 德院樣 七 回 御 忌に 付 東 叙 山 御霊前え 御香冀 被獻備 之、 石 川 文 右 衞門勤 之。 

但勤方 書付 具有 之、 略 之。 

一 御歸 國御禮 使者 今お 又 三 郞を以 、今日 御 動 之 御 書 被 差 出 候。 

- 同廿 三日 

一 御太刀 一 腰 本 御 勘定 頭 

曲 淵 豐後守 殿 

一 御馬 代 銀 五 枚 

右松 下肥 前 守 殿 跡 大御目 付 被 仰 付 候 付 定式 被 進 候、 御 使役 0 

一 御太刀 一 腰 本 長 峰 御 奉行 

菅沼 下野 守 殿 

一 御馬 代 銀 五 枚 

右 御 勘定 奉行 被 仰 付 候 付！ 1： 斷。 


一 愛宕 下 御前 樣頭役 那可忠 左衞門 不屈 之 儀 在 之、 昨夕 彼 御屋敷え 安田 宇 一 右衞門 御物 頭 高 根 織 部 御 副 役 被 

差 越 候て 御 引取、 被 成 候處、 今 曉七ッ 半時 過 御 やしきえ 致 同道 候。 直々 御中 長屋 之 內御圉 置 被 入 置 候 0 

無 役 番外 之大 番組 御步 行。 

一 同廿 四日 土用 窺 御機嫌 御國 使者 s§ 右 衞門右 御 使者 酒 井 雅樂頭 殿え 被 差 出 候處、 土用 明ケ御 使者 

被 指 出 候 哉、 例 書 出 候樣御 取次 申 聞 候 付 左 之 通。 

佐 竹 右 京大 夫在國 付、 暑中 伺 御機嫌 使者 寶曆五 亥年 六月 十二 日國許 出足、 道中 指 支 在 之 七月 四日 

上着、 翌 五日 御用 番西 尾隱岐 守樣ぇ 御連狀 差出獻 上物 相 伺、 翌 六日 獻上仕 候。 以上。 

ヽ、 ヽ^ ヽ內 

田 崎 忠四郞 

六月 廿 四日 

佐 竹 右 京大 夫在國 付て 暑中 窺 御機嫌 使者 去产 五日 國元 出立、 道中 川 支 有 之咋廿 三日 上着 仕 候。 

以上。 

,  /• ヽヽ ヽヽ內 

六月 廿 四日  ヽヽ ヽヽ、 

右 之 外 演說之 趣 も 有 之。 此義入 候 は 其 節 御 日記 可 見。 

一同 廿 五日 土用 明 候て 窺 御機嫌 之 御 連 狀御獻 上物 も 被 差 上 候。 

一 同廿 七日 今般 洪水に 付 栗 橋 御 番人 左 之 面々. 家 破損に 付、 依願 左 之 通 被 下 候。 

羽 陰 史略 卷之 八 (寶曆 七)  , 
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栗 橋 御 番人 

長 山勘 平 — 

一 銀 三枚 ッ 、 

加 藤 太 H 兵衞. 

右 之 通 御 留守居よ，. >  遣 之。 

一 七月 朔日 本 光院樣 三十 五日 御 法事 御 執行に 付、 瑞林 寺え 御代 參石川 文右衞 門。 

本 光』 W 化樣 

一 御 香奠 白銀 十雨 御 靈 前え 

御 香奠 御 使役 勤 之。 

一 御 歸國御 使者 今日 御 目 見 被 仰 付 候 付 登城な， 9。 

一 久世忠 右 衞門殿 を以、 鳥 越 御 後室 様 御 引取 被 成 度 趣 松 浦 肥 前 守 様え 被 仰 逢 被 下 度 御 賴被成 候 段、 中 村 

政 右 衞門を 以被仰 越 候 得 は、 御 承知 被 成 候 趣 御 答申 來候。 

一 同 三日 松 平 丹 波 守 様 御在所え 之 御 暇 初て 被 仰 蒙 今日 御發^ 、付て 爲 御喜 御附 使者 被 遣 候。 

. 御席觸 大目 付え。 

紀伊 大納言 殿 逝去に 付 伺 御機嫌 明 四日 惣 出仕 之 «。 

但御 家門 之 外 西 丸え は不及 登城 候 事。 

一 病氣、 幼少、 隱居之 面々 月番 之 老中 宅え 使者 可 被 差 越 事。  . 

一 在 國在邑 之 面々 は 飛札 可 被 差 越 事。 但在國 在邑之 嫡子、 隱居 も同斷 0  . 


一 普請 は 今日よ，.： M 二日、 鳴 物 七日 停止 候 事。 

右 之 通 可 被 相 觸候。 以上。 

一 同 四日 享保 十五 戌年 十 一 月廿 七日 尾 張 中納言 殿御 逝去 之 節、 翌廿 八日 御觸有 之、 御 在 府之御 方 物、^ 御 

出仕 有 之 付、， fe; 形樣御 在國御 留守 e 大嶋助 太夫 兩御丸 御 老中え 致參上 御機嫌 相 伺候 趣 相 見得 候 付、 此 

度 も 今日 御 留守 tiS 御用 番御 老中 幷秋元 但馬守 殿 え 致參上 、御 様 鉢 相 伺 御 障 無 之 趣 奉 承知 御國許 へ 可 申 

上處、 御觸之 趣に は 在 國在邑 之 面々 飛札 御 勤 候 趣 有 之 候。 此 文法 御機嫌 御 伺 之 事 候 間、 今日 御 留守居 

御兩 所え 致參上 御機嫌 相 伺 及 間数 之 旨 及 評議 候 所、 尙又御 並 合 之 內藤堂 和 泉 守 殿、 松 平 丹 後 守 殿、 松 

平 土 佐 守 殿御 動向 御 留守居よ 6 懸合 候處、 此度は 御 留守居 致 參上候 義相止 追て 飛札 差 出 候 由、 松 平 陸 

奧守殿 衆 谷 田作 兵 衞寄合 之 席に て 何も 致 決 談候趣 相 達 候 付、 今日 御 留守居 參上 御機嫌 相 伺候 儀 相 止 0 

一 同 九日 去月 廿 八日よ 6 御 實名御 改被成 候 段 相 達 候 付、 今日 御用 番西尾 隱岐守 殿え 以御 書付 被 仰屆、 

御 留守 手 合 無 之に 付 安田 宇 一 右衞門 御物 頭 勤 之" 

私實 名義 明と 相改申 候。 此段致 御 屈 候。 以上。  . 

六月 卄 八日  佐 竹 右 京大 夫. 

右 中 奉 * 半切え 認之、 上包みの 紙上 下 折 御名 有 之〕 

右 差 出 候處御 承知 被 成 候 旨 被 仰 出 候 由 ("  • 

羽 陰 史略 卷之 八 (薆曆 七)  mill 


1 今般 銀 札 遣 被 相 止 候 付、 今日 御用 番 へ 御 W 付 を 以被仰 達 候。 田 崎 忠四郞 勤 之。  • 

私儀 勝手 向 連々 不如意 之 上、 近年 打 績國許 損亡 有 之 領內甚 及 困窮 候 付、 土民 爲 助力 廿五年 之間領 

中 銀 札 遣 仕度 段、 寶暦四 戌年 伺 之 上 銀 札 通用 仕 候處、 遠 國之義 御座 候 故 末々 -相至 差 支 申 儀 有 之、 

往々 融通 之 程 無心 得 候 付是ょ 6 銀 札 逍相止 申 候。 此段 御屆仕 候。 以上 9  , 

六月 廿 八日  御名 

如 例 上 包 有 之、 御名 認。 

- 同 十 一 日 

一 餳 昆布 一 折ッ、 

神 保 兵 章 殿 

一 御 • 代 五百疋 

右 百 人 組 之 頭 被 仰 付 候 定式 御 進物。 

一 干 肴 一 折. 

西 K 盲な ：！ 殴 

一 御撑代 五百疋 

右 定火消 被 仰 付 候 定式。 

一 同斷  戶田帶 刀 殿 

右 道 御 奉行 被 仰 付 候 付 定式。 


一 f  f 一  折 ： ，、 <  ,v 

、 正木 大勝 殿 

一 御搏代 五百疋 

右 長 崎 御 奉行 被 仰 付 候 付 定式。 

栗 橋 御 番人 

富 田 茂 左衞門 

一 銀 子 一枚 ッ、 

落 合 源兵衞 

一 金子 二百 疋  下番 二人 

去年 御 本陣 

一 銀 子 二 枚  知久又 右衞門 

右 今般 洪水 付て 願 之 趣 申 遣 候 得 共、 御 取 上 無 之 被 返 置 候。 

一 道 御 奉行 古 役 蜂 谷 七兵衞 殿え 今日 左 之 通 御 書付 を 以御屈 被 成 候 0  • 

佐 竹 右 京大 夫 居 屋敷 廻 下水、 幷柳原 中 屋敷 廻 下水 定浚之 儀、 前 度 松 岡 彌太郞 樣御動 役 中 願 申 上 候 

處、 宽 51^ 元 西 年 七月 十四日 定俊願 之 通 被 仰 渡 候 付、 右 之 段 御 屆申上 候。 被 御 聞 置 可 被 下 候。 

ヽ/^ ヽヽ tS: 

七 お 十一 日  田 崎 忠四郞 

右 之 通 御 留守 e よ 6 御城 使 角 田 弟 助を以 七兵衞 殿え 遣 候處、 御 承知 被 成 候。 

一 同 十二 日 去月 廿日 於 東 教山有 德院樣 七 回 御 忌 御 法事 首尾 能 御 執行 相濟 候、 御 勤 御 飛 礼 被 指 出 候。 

但御 法事 中 公方 樣、 大納言 様 御 參詣無 御座 候 故 還 御 御機嫌 伺 之 御 勤 は 無 之、 御 法事 濟 一 ト通之 御文 

羽 陰 史略 卷之 八 (寳暦 七)  .  さ 一 ま 
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法に て 御 飛札 被 差 出 候。 西 ノ丸御 勤 向 御 法事 濟ー 通 は、 前 々より 御 飛札 等 被 差 出 候 例 無 之 候 得 共、 

今度 御 觸に兩 御 丸と も 御 法事 濟惣御 出仕 有 之 事故、 御 在 國御在 邑之御 方 西 丸 へ も 右 御 飛札 勤 有 之 

• 可然 趣、 御 組合 御 留守居 寄 合 之 上 相談 致 決定、 御 並 方 御 一 同兩御 丸え 以御 飛札 御 勤 有 之 箬に付 及 

此 儀。 

一 同 十九 日 御 席觸御 廻狀。 

諸 大名 幷 嫡子 死去 之義 大目 付. え 不申聞 面々 も 有 之 候。 向後 右 鉢 之 違 變有之 節 は、 向 寄 之 大目 寸 

え 早速 屆！^ 之 樣可相 達 候 旨、 西 尾 隱岐守 殿 被 仰 聞 候。  ノ 

右 之 御 書付 伊丹 兵 庫 頭 殿御 渡 被 成 申來。 

一同 二十日 那可忠 左 衞門不 屆之義 有 之 付、 今日 錠 付 駕籠に て 被 差 下 候。 岸 平 次、 竹 內久米 之 助 被附置 

候 0 

一 俊 交 院樣御 三回 御 忌 御 法事、 今明日 於 總泉寺 御 執行。 

一 同廿 二日 林 民 部少輔 殿御 願 之 通 御 隱居被 仰 付、 御 家督 無 御 相違 大學頭 殿え 被 仰 付 候 旨爲御 祝儀、 

一 鮮肴ー 折  林 大學頭 殿 

右 以御目 錄被進 候、 御 使役 勤 之。 

一 同廿 三日 去 二日 紀伊 大納言 殿御 逝去に 付 右 御 勤 之 御 連狀。 


一 筆致 啓上 候。 去 二日 紀伊 大納言 殿御 逝去 之 旨 致 承知 奉絕 言語 候。 依 之 公方 様 御機嫌 之 御 様 林 

爲可 奉伺 之捧 飛札 候。 上處。 

. 七月 十二 日  佐 竹 右 京大 夫 

ぎ 华 

御連狀 

御 側^ 月 i^:gg?* 御 老中 迄捧 飛札。 候 案 

プ K-ryflF 一？ 賴 如此 御座 候 上虔。 

一 松 浦 佐 治馬樣 今朝 御 登城 被 成 候處、 兼て 肥 前 守 樣御願 之 通 御 嫡子 被 仰 付 候 段 爲御知 申來。 

一 松平隱 岐守樣 初て 雲雀 以上 使 御 拜領被 成 候 段 爲御知 申來。 

ハル  本/マ、 (1^ 註) 

一 同廿 四日 求 馬 樣御實 名義 敏 公と 申 唱候處 今度 被 相 改義敏 公と 奉唱 候 由、 彼方より 御 書： 付を以 御用 

人 申 來候。 

一 同廿 五日 俊 交 院樣御 三回忌 御 法事 相涛候 付、 爲配當 銀 左 之 通 被 下 候。 

一 銀 子 五 枚  住 山勾當 

右 之 通 御用 人よ 6 差遣 候。 

一 同廿 七日 智鏡院 殿 II 沛豫守 殿御 一 周忌 御 法事 昨今 於 總泉寺 御 執行、 石 川 文右衞 門。 

一 御 香奠 白銀 十雨 御 靈 前 

羽 陰 史略 卷之 八 (寳曆 七)  さ S 


松 平 加贺守 樣御國 許え 初て 御 暇 被 仰 出 候。 

同廿 九日 切支丹 違 變之御 屈來月 初旬 被 指 出度 之 旨、 今日 神 尾 備前守 殿、 織 田 肥 後 守 殿え 申込 被 御 聞 

DWI 候 由 C 

八月 二日 今日 町 御 奉行 土 屋越前 守 殿え 左 之 通 御 屈 之 趣。 

佐 竹 右 京大 夫家來 

.  .  下野 國萱橋 住居 

池 田 忠治實 弟 

富 川 郡 司 

當 a 廿五 

右 郡 司 鳥居 伊賀 守 殿 家 來富川 才兵衞 所え 養子 差遣 置 候處、 去月 八日 致 出奔 候。 仍之、 兄 忠治始 諸 

親類 不殘久 離 之 願。 

佐 竹 右 京大 夫家來 

石 川 文 右衞門 i: 

• ,  石 川 多 右衛門 

當丑 三十 六 

右 多 右 衞門儀 去月 七日 致 出奔 候、 兼て 之 通 御 屈。 

同 三日 松 平 右近 將監殿 11^ 龍 田 源 太夫 致參上 被爲逢 候。 

一 御太刀 銀 馬 代 松 平 右近 將監殿 

右源太 夫持參 之。 

御 同人 中老 

1 銀 子 三枚  那波內 匠 


御用 人 

一同 二 枚  關ロ兵 太夫 

右源太 夫參 上之義 世話 仕 候 付 被 下 候。 

同 四日 

一 千 鯛 一 折 長 略 1^ 行 

正木 志 摩 守 殿 

一 御搏代 五百疋 

右 叙爵 被 仰 付 候 付 爲御歡 、兼て 被 仰 付 候 趣 を 以被進 候。 御 使役 勤之リ 

但此御 進物 近年 御 吟味 を 以被相 止 候 得と も、 此度吟 * 之 筋 有 之 如 已前被 進 候。 

例年 一 一 季之御 屈 切支丹 違 變之御 書付 先月 中 可 被 差 出 候處、 御 吟哝有 之 今日 被 指 出 候。 _ 

私家 來、 轉 切支丹 野 尻 德兵衞 其 孫 野 尻 忠三郞 儀 犯 國法候 科に 付、 當 五月 廿 七日 四十 七歲 にて 死 

申 付 候。 日 一 那寺秋 田 城下 淨土宗 善 長 寺に て 御座 候。 爲御 斷如此 候。 以上。 

寶暦七 丁 a 年 七月  、 、 、 、 御 無 判 

ヽヽヽ ヽヽ殿 

人ヽヽ ヽヽ殿  • 

右に 付 M 細 之 御 吟味 筋 有 之、 略 之。 

同 五日 那可忠 左衞門 儀に 付 何 角 壹岐守 様、 求 馬 様 御 心 遣 被 成 置 候 付、 爲御禮 被 進 候。 

羽 陰 史略 卷之 八 (寳曆 七)  き 一七 
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1 とろめ ん三疋 

壹岐守 様 へ 

一 交 肴 一 籠 

一とろ めん ニ疋  • 

求 馬 様え  ， 

一 交 肴 一 籠 

右 御 刀 番を以 被 進 候。 

一 同 六日 加賀守 樣御國 許え 初て 御 暇に 付 今日 御 當地御 發駕、 仍て左 之 通 0 

一 干 鯛 一 箱  か 乂寸樣 へ 

右 御 進物 御斷候 へ とも 格段 之 義故被 進 之。 

一. 那可忠 左 衞門手 廻 秋 田え 被 差 下 候 付、 中 田 御 關所出 判 之 儀 市 川 出 雲 守 殿御 家 來鈴木 左忠太 1115^ 雕-^ 

，れ 世話に て 御 判 出 候 由 相 見得 候 へ 共、 手形 案文 不 見得。  • 

一 同 八日 那可忠 左 衞門手 廻 被 指 下 候 付、 

女 上下 四 人 內小女 二人 乘物四 挺、 從江戶 羽 州 秋 田 迄 房 川 渡 中 田 關所無 相違 可 被 通 候。 佐 竹 右京 

大 夫家來 那可將 五郎と 申 者 之 母同姊 同妹幷 下女 之 由。 右 京大 夫內田 崎忠四 郞斷付 如此候 。以上。 

寶曆七 年 pf- 八月 四日  右 京 印判 

土 佐 


•  出 雲 

、  近 江 

11 渡 人改中 

1 同 九日 今般 那可將 五郎 手 廻 秋 田へ 被 差 下 候 付、 御 關所御 出 判之義 御世 話 被 下 候 付て、 

一す るめ 一 折 御 留守居 11- 寄 

市 川 出 雲 守 殿 

一 御搏代 五百疋 

右 者 御 使役 勤 之 前々 生 肴 一 折 被 進 候へ 共、 此度 格別 譯有之 付 右 之 通 被 遣 候。 委曲 去 四日 之 條下有 之。 

御 同人 御用 人 

鈴 木 左忠太  . 

1 金子 三百 疋ッ 、 

大野 權兵衞 

一 同 二百 疋  見習 

右 何 角 世話 仕 候 付 被 下 候、 御留主 居よ. 之。 

一 餳 昆布 一 折 御 目 付 

, . 新 見 又 四郞殿 

一 御櫸代 五百疋 

右 御 役 成爲御 祝儀 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一同 十日 本 多 伯耆守 殿御 老中 御 嫡子 紀伊守 殿、 先頃 御 死去に 付、 爲御悔 御 使者 被 進 候。 田 崎 忠四郞 勤 

羽 陰 史. 略 卷 之 八 (賽曆 七)  さ 一九 


秋 ffi 叢書 笫 十二 卷  き 一一 0 

之。 

一 同 十三 日 南部 信 濃 守 殿御 在 着 御 禮之御 使者 六月 十三 日 御城え 罷出 候處、 御 謁之義 に 付 御 答申 上 候 

筋 御 目付樣 へ 對し 不束 之義 申上不 博に 付、 右 御 使者 介 添 御 留守居 之 者 急 度 相 愼罷有 候樣、 酒 井 左衞門 

尉 殿よ 6 小 笠 原 縫 殿 助 殿を以 牧野 豊前守 殿え 被 仰 渡 候。 侬之信 濃 守 殿御 差 扣之義 御 在 邑^ 付 豊前守 

殿よ 6 被 相 伺候 處、 六月 廿 四日、 御 目 通 差扣候 格に 可 相 心得 旨 左 衞門尉 殿よ. 0 豐前守 殿え 被 仰 渡 候 由 

爲御知 有 之 候處、 七月 十四日、 信 濃 守 殿御 一 類 之 內御ー 人 御 越 被 成 候 様、 西 尾 隱岐守 殿よ.^ 御 左右 有 

之 南部 彥九郞 殿御 越 被 成 候處、 御 目 通 楚扣之 格 御免 之 旨 被 仰 出 候 由。 然は右 一 件不 落着 之處、 一 昨 十 

一 日、 御 當地詰 合 之 者 を 以御在 着 御 禮御獻 上物 盖上 候樣御 差圆相 、御獻 上物 御 使者 を 以御舊 例 之 通 

御 老中 謁相濟 候 由、 信 濃 守 殿御 承知 無 之 以前 之 事 候 得 共、 御 留守居 迄 向 方 御留主 居よ 6, 以 手紙 相 知 候 

付、 相韆 愛に 記ス。 

右 御 使者 前 度 於 御城 御 奏者 番謁有 之 例 在 之 付、 御 老中 樣 御用^ 之に 付 御 奏老番 謁と被 仰 出 候 得 共、 

• 强て御 老中 謁に 仕度 儘、 追て 御用 透 之 節 成と も 奮 例 之 通 被 仰 付 被 下 候 様 申 上 候 付、 右 之 一 件 相 起 候 

由。 

一同 十五 日 

御 老中 御 懇意  ， 

一 御臺物 一 百 堀 田 相 模守殿 


右 良夜 之爲御 慰以御 使者 被 進 候、 龍 田 源 太夫 御用 人 勤 之。 

、 御 側 御用 人 御 懇意 

一 交 看 一 籠  大岡出 雲 守 殿 

右同斷 御物 頭 勤 之。 

御 侧衆御 懇意 

一 鯛 一 折  田 沼 主 殿 頭 殿 

右 龍 田 源 太夫 義御営 地 被 差 置 御用 之 俊 相 勤 候、 依 之 御 序 有 之 節 參上仕 候 はく 被 爲逄被 下 度 之 旨 先頃 

被 仰 込 候處、 御 相 應之御 挨楼有 之 付 爲御禮 被 進 候。 源 太夫 勤 之。 

一 白羽 二重 五疋 長 崎 御 奉行 

正木 志 摩 守 殿 

1 鮮肴 一 折 

右近々 長 崎 表へ 御 越 被 成 候 付爲御 餞別 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一 銀 三枚 ッ 、 御 家 來四人 

右 之 通 被 下 候、 御 財 用 奉行よ 6. 造 之。 

御 本丸 御 玄冠孫 世話役 

一 金子 二百 疋  鎌 方 彌四郞 

右 今度 仲間 大寄合 仕 候 付 被 下 候。  ， ， 

西 丸 御坊 主 

一 同 五百疋  佐 藤永務  * 

此度 塔之澤 へ 入湯 罷越候 付 被 下 候。 

羽 陰 史略 卷之 八 (寶曆 七)  Ml 


秋 田 叢書 第 十二 卷  i 一 

御 小人 目 付 

一同 二百 疋  笠 原 左ー郞 

右 御 出入 被 仰 付 候 付 被 下 候。  ♦  > 

. 同 十八 日 

一 槍 御 重 一組. 

松 平 右近 將監殿 

一 交 肴 一 籠 

右 者 十五 日 可 被 進 候へ 共 御 障 日に 付 今日 被 進 候、 御 留守居 勤 之。 

御 側 衆 御 懇意 

一 御太刀 銀 馬 代 田 沼 主 殿 頭 殿 

右 龍 出 源 太夫 參上 被爲逢 候に 付 自分 進物 拜領致 持參也 Q 

御 同人 

御 家老 一 人 

一 金子 五百疋 同 

御用 人 

右 之 通 源 太夫 御 目 通 被 仰 付 候 付 致 世話 候 付 被 下 之、 源 太夫よ 6 遣 之。 

一 同廿 九日 眞正院 殿 十三 回 御 忌 御 法事、 昨廿 八日よ 6 今朝え 於 總泉寺 御 執行 被 成 候 段 岩 城 伊豫 守 殿 

よ 6 爲御知 在 之 付、 同 寺え 御代 香 石 川 文右衞 門。. 

一 例年 之 通 今日 御馬 御獻上 相濟。  •  - 

1 九月 三日 


1 


一 御太刀 金 馬 代 

紀伊 宰相 殿 

一 兩 種千疋 、 

右 先頃 御 家督 被 蒙 仰 候 付爲御 歡以御 使者 御 目 錄之通 被 進 候、 御物 頭 勤 之。 常 陸 介 殿え も 御 歡被仰 進 

侯。 

右に 付 尾 張 中納言 殿、 水戶 宰相 殿え も 御 使者 被 進 候。 

一 同 四日 

,  若 御 年寄 

ー椎萁 一 捲  戶田淡 路守殿 

右 先頃 御 二 男 豐次郞 殿御 死去 付て、 爲御悔 御見舞 以御 使者 被 進 候。 御 留守居 勤 之。 

一 心 空院殿 五十 回 御总御 法事 昨今 有 之に 付、 松 平 筑前守 殿よ 6 御 執行に 付、 彼 寺え 今朝 御附 使者 被 遣 

候。 御 使役 動 之。 

一 九月 十 一 日 

御 老中 御 懇意 

一 鯛 一 折  堀 田 相 模守殿 

右 御 嫡子 鐡藏 殿え 松 平 讃岐守 殿御 息女 御 緣組御 願 之 通 被 仰 出 候 付、 爲御悅 被 進 候。 御 留守居 勤 之。 

一 松 平 右近 將監 殿御 息女、 松 ギ下總 守 殿御 嫡主膳 殿え 御 緣組御 願 之 通 被 仰 出 候 付、 爲御 祝儀 被 進 候。 

御 老中 御 懇意  ♦ 

一 鯛 一 折  松 平 右近 將監殿 

^膀史 赂卷之 八 (寶曆 七： *  -  .  Mr  I  r 


秋 田 叢書 笫 十二 卷 

一 同 十八 日 

一千 肴 一 折 

松 平 多 膳 殿 

一 御樓代 五百疋 

定火消 被 仰 付 候 付 爲御歡 定式 被 進 候。 

一 鱗 昆布 一 折ッ、 

永 井 左 門 殿 

一 御 搏代五 ぼ疋 

右 百 人 組 之 頭 被 仰 付 候 付 定式。  . 

一 同廿ー 一 日 去月 廿 二日、 日光 御門 主よ 6 元 光 院御使 $5 にて 左 之 御 書付 被 指 越 候 付、 龍 田 源 太夫 請 取 御 

. 家老 小 瀨宇兵 衞ぇ相 渡御 國 許え 申 上 候處、 源 太夫 を 以元光 院迄御 挨拶 被 差遣 候。 

杉 元 三 左衞門 

原 田左內 

右 之 者 共 歸參之 願 申出 候 由、 執當 中よ. -御詫 書 參候付 御 斷之趣 被 仰 達 候。 

1 同廿 六日 

一 御太刀 馬 代 銀 五 枚 

岡 部 久太郎 殿 

一千 肴 一 折 


一 同斷  奥 律 能 登 守 殿 

右 大坂町 御 奉行 被 仰 付 候 付爲御 祝儀、 御 使役 勤 之。 

一 鰺2^布 一 折 、 

瀨名傳 右 衞門殿 

一 御搏代 五ぼ疋 

右 御 目 付 被 仰 付 候 付 定式。 

一 するめ 一 折 

久永 修理 殿 

一 御樓代 五百疋 

右 浦賀御 奉行 被 仰 付 候 付爲御 祝儀 被 進 候、 御 使役。 

一 同 晦日 當 七月 甚 雨に 付大館 御城 土 崩、 御 修覆之 義御連 狀を以 御 願 被 成 候。 十月 十 一 日 御 奉書。 

一 松 平 右近 將監 殿、 來月於 柬叙山 常 憲院樣 五十 回 御总御 法事 就 有之惣 奉行 被 仰 付 候。 爲御歡 御 使者 被 

進 候、 御 留守居 勤 之。 

一 十月 朔日 小 堀 和 泉 守 殿 若 御 年寄 御實 母御 大病に 付 御 看病 御 暇 御 拜領、 御 登城 無 之 由。 

一 證明院 樣贿靜 g 賺 £1 廿五 回忌 御 法事、 今朝よ 6 三日 朝 迄 於 東 叙 山 御 執行 之 由。  . 

一 同 六日 立 花 左 近 將監樣 より 兩崇御 贈答 被 成 度 旨 先頃 被 仰 進 候 付、 御 相應之 御： 拶被仰 進 候處、 御滿 

悅之段 御 留守居よ 6 以奉札 右挨援 申來。 

羽 陰 史略 卷之 八 (寶暦 七) 


一 同 十四日 先般 元光院 よ.. >以 使^ 別紙 書付 之 通 申來候 付、 今日 御用 人よ.^ 口 達 書 を以御 挨拶。 

-  奉 願 候 口上 之覺  , 

此度 野！ |5 儀 座 役 之 儀御痤 候て 大 僧都 任官 御門 主 樣被仰 付 候 得 は、 京都 禁襄樣 え 御門 主様以 御名 

代大 i|5 都 任官 御 勅許 御 願 申 上 候 付、 多分 之 失 却 難 及 自力 難儀 仕 候。 依 之、 御屋敷 樣 へ 奉 願 上 候。 

白銀 五十 枚 拜領被 仰 付 被 下 候 樣奉願 上 候。 下略。 

右御挨拶御用人ょ..^御申分之ロ達書也、略。 

一. 大御目 附觸。 

於 柬叙山 御 法事、 十 一 月 六日 初日、 七日 十日、 八日 結願 日。 右 之 外 略 之" 

一. 年 番廻狀 左 之 通。 

"以 廻狀致 啓上 候。 …… 珍 上奉存 候。 然者 京都 大佛 殿勸化 寄附 之義 時節柄 之 事故 隨分事 輕申談 候 

處、 先達て 從 公儀 御觸之 節、 妙法 院宮樣 御 願 之 趣 も 御 書付 相 見得 申 候。 是迄 宮様 方 之 御 願と 申義 

稀 成 事に 御座 候 故 、貴て 先年 之 江 州多賀 不動 院勸化 寄附 程に も 可 有 御座 哉と 申談、 多 中 方 にても 

白銀 五 枚、 郡兵衞 方に て は 同 三十 五 枚 寄附 之 普 極 申 事 御座 候。 猶、 御銘々 樣思召 寄 御 考合被 成 候 

て、 御 寄附 之 御員數 追て 被 仰 知 可 被 下 候。 尤當年 來泰迄 之內山 王勵化 所え 相 納候害 申 合 候。 右 

之 段 於 御 寄 合 席 口 達 仕 候 迄にて は 御 聞 も可冇 御^ 候 間、 * 付 差 廻 候 様 各 様 任 仰如此 御座 候。 


十月 十四日 

p. 並 様 御 留守 2;^ 中 様 但御銘 々御名 所 御 付 あり。 

同 十八 日 初冬 御機嫌 伺 御用 番松平 右近 將監 とのへ 御 述狀被 差 出 候。 

同廿 一 日 御 S 觸左之 通。 


大 


目 付 へ 


以上。 

中" &  f 

岡 村 多 中 


松 平 加贺守 

松 平 讃岐守 

井伊 掃 部 頭 

松 平 隱 岐， 守 

松 平 肥 後 守 

.  松 平 右 京大 夫 

井上 河內守 

當十 一 月、 常 憲院様 五十 回 御 忌 御 法事 爲伺 御機嫌、 御水 菓子 一 臺可 在獻上 候。 御 精進 之 御 翁 

は 不及獻 上 候。 ，  • 

右 之 外在 府萬石 以上 之 分 不及獻 上物、 御 法事 相濟御 精進 明 之 御 肴 も 不及差 上 候。 

羽 陰 史略 卷之 八 (費展 七) 


右 之 通. 可 被 相 達 候。 . 以上。 .  , , . 

十月  • 

一同 廿 二日 大御目 付 御 廻 狀。. 

大目 付え 

來 十一月 十一 日 六 孫 王 八 百年 忌に 付、 從 公儀 も 御 寄附 之 品 有 之 候 付、 淸和 源氏 之 面々 萬 石 以上 以 

下と も 志 次第 助力 可 有 之 候。 

一 同廿 三日 

御徒 目 付 出入 

一 銀 子 二 枚  吉川十 右衞門 

御 小人 目 付 

一 金 二百 疋  鈴 木 半 助 

右 今度 關東筋 川々 御 ふしん 御用 參候付 被 下 之、 御 留守 よ.^ 遣 之。 

一 御 席 觸大御 目 付 御 廻狀。 

先達て 相 達 候 此度六 孫 王、 淸和 源氏 之 面々 志 次第 助力 之 節 六 孫 王 惣社 代 可 相 廻 候 間、 右 助力 料當 

月 中 可 被 相 渡 候。 此段御 同席 中 不殘樣 早々 可 有 通達 候。 答 之 儀 は 先々 銘々 よ，.^ 不及 挨拶、 下略。 

一 御席觸 にて 御 書付 左 之 通。 


一 一 萬 石 以上 之 面々 は 御 香奠 獻上之 便 者の し 目、 長 袴に て、 朝六ッ 時文 珠樓通 被 差 越 之 本 坊ぇ可 

一 一 萬石以下三千石以上之面々使者はのし目、半袴にて、四時ょ..^九ッ時迄之內文珠樓ょ，.-柬之 

方 可 被相納 事、 下略。 

.  御 香奠 獻上 之覺 

ブ 白銀 三枚 十 萬 石よ <M 一十 萬 石 まて。 

一同 一枚 十 萬 石 以上 之 嫡子。 

上下 略 之。 

一同 廿 五日 當秋 御領 內御 損亡 有 之 付 御用 番松平 右近 將監 殿え 御 屈 之 趣。 . 

高 五 萬 二 千 六 百 七 石餘。 

一同 廿 七日 粕漬鍵 御 獻上。 

1 同廿 九日 來月十 一 日 六 孫 王 八 百年 御 忌 付て、 御 寄附 之義 先達 被 仰觸候 付、 今日 以御 使者 京 六 孫 王 社 

惣代 實法院 役僧 宿 寺 深 川 佐 贺町淸 光寺え 被 遣 之、 御 使役 勤 之。 役僧 臟覺寺 へ 相 渡 候 由。 

進上 

白銀 百兩 
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以上  秋 田侍從 

義 明 

右 御 折紙 大高垣 紙え 認之。 

一一 十 一 月朔日 松 平筑前 守樣御 參府、 御附 使者 被 遣 之 0 

一 同 七日 昨夜 深 川 御屋敷 前へ 捨子 有 之 付、 御屋敷 守 野 元 市 十郞以 書付 御 留守居 まて 相 屈 候 付、 今日 御 

用 御 賴之御 目 付稻生 下野 守 殿え 左 之 通 書付 差 出 候 0 

. 佐 竹 右 京大 夫 深 川 小名 木 川 抱 屋敷 組合 辻番門 際え、 昨 六日 夜九ッ 半時、 當歲と 相 見得 候 女子 捨置 

有 之 候 段 辻 番人 相屆候 付、 則 屋敷 之內ぇ 引取 乳 持附置 養育 仕置 候。 仍之御 屈 申 上 候。 以上 0 

^  ^  ヽヽヽ ヽヽ內 

十一月 七日  田 崎 忠四郞 . 

右 吟味 之 上 忠四郞 名所 相 除、 御城 使 石 川團六 名所 を 以差出 候 0 

右 御城 使 石 川 團六差 出 候處、 御 受取 置 候 旨 下野 守 殿 被 仰 聞 候由訴 之。 

一 同 十日 御 席觸廻 狀到來 0 

大目 付へ 

1 他人 養子 仕 候義、 陪臣 浪人 之 子 御 直參之 親類 有 之 候 共、 願 は 當人之 親類に て 無 之 候て は 難 相 叶 

候 段享保 十八 丑年 相 達 候 0 右 願 は 當人之 親類と 有 之 は. 又 從弟迄 之 事に 候 旨、 元 文 元 凝 年 SI 達 


候。 右 之 通 之續候 共、 向後 は實 母方 之續 にて は 陪臣 浪人 は 養子 願 難 成 候。 

右 之 趣 面々 寄々 可 被 達 置 候。 以上。 ， 

.) 同 十五 日 松 平 丹 波 守樣御 妹. -兄様 今日 石 川 主 殿 頭 殿御 嫡子 下野 守 殿え 御婚禮 御調、 爲御 祝儀 左 之 

通。 

一 干 鯛 一 箱  松 平 丹 波 守樣ぇ 

右 之 通 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一 同 十九 日 

若 御 年寄 

一 黃鷹 一 居  小 出 信 濃 守 殿 

右 兼て 御所 望に 付 箱 鷹に 付 被 進 候、 御 使者 御 留守居。  . 

一 野 村 藤 五郎 御城 使 不屈 有 之 御 追放 被 仰 付 候。 

一 同 廿日 

御 懇意 御 老中 

一 塒鷹 ！ 居  西 尾 隱岐守 殿 

一黄 鷹 一居  堀 田 相 模守殿 

兼て 御所 望に 付御兩 所え 被 進 候、 御 留守居 勤 之 〕  . 

一 同廿 三日 
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一 御太刀 銀 馬 代 五 枚 

伊丹 兵 庫 頭 殿  . 

二 干 肴 一 折 

先頃 御 留守居 年寄 被 仰 付 候 付 被 進 候。 

- 同斷  筒井 內藏殿 

. 先頃 大御目 付 被 仰 付 候 付 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

I 同廿 四日 松 平 阿波 守 樣奧樣 御 安產御 男子 御 出生 也。 

一 同廿 六日 深 川 御 虽敷前 道 造 幷川前 波 除 杭 御 修稷に 付、 町 御 奉行え 被 仰 達 候 趣。 

佐 竹 右 京大 夫 深 川 小名 木 川 抱 屋敷 前後 道 造 仕度 候。 屋敷 前 川 中え 二 間稃俊 候て 幷波除 杭 修覆等 

仕 候 間、 繪園面 を 以申上 候。 以上。 

ヽヽヽ ヽヽ內 

.  一 i 嶋孫 四郞 

十一月. 廿 六日 

右 之 通 御 屆相濟 候。 

一 同廿 七日 今日よ， 0 寒 入。 

一 當 八月 中甚雨 にて 久保田 御 居城 土 ほ 崩 有 之 付て、 御 連狀を 以御倏 補 之 儀 御 願幷御 繪圖御 書付 等 被 差 

出 候。 御用 番は酒 井 左 衞門尉 殿え 田 崎 忠四郞 勤 之、 御文 體如例 故 略 之」 


一 御 食 籠 一 荷 松 平 阿波 守樣 

• 、  奧 様 

外 御 次 夜食 百 人前 

御酒 二 斗 

右 御 産室 中 御見舞 且爲御 慰 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一 十二月 朔日 松 平 阿波 守樣御 奥様、 御 七夜 爲御 祝儀 御 使者 を 以左之 通 被 進 候。 

一千 肴 一 折  松 平 阿波 守 様 

一同 斷  奧 樣 

一 御亲衣 一重 

同 御 出生 樣 

一 兩種 千 匹 

右 之 通 被 進 候、 御 使者 田 崎 忠四郞 勤 之" 本 頭 樣へ御 添 御 口上。 

一 松 平 阿波 守樣 にて 御 出生 之 御 男子 樣、 千 松 丸 様と 被稱候 由。 

一同 二日 先般 久世忠 右 衞門殿 を以、 御 後室 樣御 引取 被 成 度 之 旨 松 浦 肥 前守樣 へ 被 仰 達 候處、 右 之御挨 

拶小笠 原 縫 殿 助 殿 迄 申來候 由に て、 御 同人よ.. -左之 通 御 口上書 之 趣。 

先 嫡子 查岐守 妻 里方え 引取 申 度 旨、 先達て 久世忠 右衞門 殿、 拙者 其 元 宅 被 參家來 之 者え 委細 被 申 
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聞 候 趣 致 承知 候。 將又 未年 若 之 事に 候 得 は、 右 之 通 相 成 候 は ^ 、双方 共に 宜ク在 之 儀に 候 旨忠右 

衞門殿 被 申 候 趣、 是又 致： 1? 意 候 付、 此上は 乍殘念 里方 任 趣意 候 付、 此趣を 以佐竹 右 京大 夫 方え 宜 

御 返 達 賴入存 候。 以上。 

九月 廿 五日  松 浦 肥 前 守 

小 笠 原 縫 殿助樣 

一 同 三日 元光院 此度大 僧都 任官に 被 仰 付 候 付、 爲御歡 左 之 通 被 進 候。 

1 白銀 十五 枚  元光院 

右 御 使役 を 以被遣 之 Q 

一 同 四日  . 

一 鰺 一 折  橋 本 喜 八郞殿 

右 秋 田 御 居城 土 居 崩御 修覆之 御 差 圖有之 付 被 進、 前々 に は 鯛 一 折に 候 得 共 評議 之 上御樓 代に^ 候 0 

.  御 同人 用人 

■ 一  金子 二百 疋  和關常 右衞門 

何 角 世話 仕 候 付 被 下 之。 

一 同 七日 先般 關東筋 川々 破損 所數ケ 所有 之 付、 御 ふしん 御手 傳も有 之 哉、 當地御 处被遊 度 趣內々 堀 田 

相模守 殿え 龍 田 源 太夫 罷越、 長 谷川 忠兵衞 に 申 談候處 御 聞 置 被 成 候。 K 之右爲 御禮、 


堀 田 相 模守様 

御 同人 御用 人 

長 谷川 S 兵 衞- 


一 八 丈 嶋十端 箱 人 

一千 肴 一 折、 

一 金子 ニ千疋 

右 之 通 被 進 候。 

同 十三 日 松 平 陸奧守 殿御 倾上 戶澤 往還 之內 にて、 秋 田 額 

人え 左 之 通。 


ヽ 


ヽ 


金子 三百 疋 


同斷 ッ 


撿使 役人 

堀江 淸右衞 門 

上 戸澤 村 肝 煎 

長 次 右衞門 

同所 與頭 

林 之 允 


喜 右衞門 

右 之 面々、 向 方 御 留守居 迄 此方 御 留守居よ 6S 遣 之 0 

同 十七 日 寒中 御國 使者 三 村 平 太 勤 之〕 

同 十八 日 鹽引鯉 御獻上 也。 ■ 

一 丹後& "三疋 

一生 肴 一 折 
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斷 

同 二百 疋 

，， 


と 申 者 致 倒死 候 付て、 其 節 立 會候役 


大 庄屋 名代 

又 六 

同所 檢斷 

物 か 七 

同 所 

淸 光寺 

片倉小 十 郎家來 

松 本半內 


御 勘定 頭 御用 御賴 

一 色 周 防 守 一 


0^ 
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右 者、 秋 中 關東筋 川々 御 ふしん 御手 傳可被 蒙 仰 御 さた 有 之 節、 何 角 御 心 添 有 之に 付 被 進 候。 田 崎忠四 

郞勤 之。  - . 

御 同人 家來 

一 金子 五百疋  高 坂 仙 右衞門 

右 之 節 致 世話 候 付 被 下 候、 御 留守居よ..^ 遣 之" 

一 小 出 信 濃 守 殿 若 御 年寄 御 嫡子眞 三郞殿 叙爵 被 仰 付 伊勢 守 殿と 御改之 由、 年番 よ.. 申來。 

一同 廿 一日 吉田 長佐霄 上。 

右 當夏中 出水 領分 損亡に 付、 指當 難儀 可 仕旨萍 借金 被 仰 付 旨、 於 御白 書院 緣類 老中 列座 隱岐守 申 渡 候 

ー萬兩 眞田 伊豆守 七千兩 牧野 駿河守 三千 兩 松 平 山城 守 

五千兩 久世出 雲 守 三千 兩 增山對 馬 守 ニ千兩 米 津越中 守 

右 同 斷之旨 於 芙蓉 之 間 同人 申 渡 之、 列座 同然。 

長 崎 奉行 

一 鯛 一 折  坪 內駿河 守 殿  . 

右 今度 長 崎よ 6 御 歸府に 付 爲御歡 被 進 候。  . 

一 同廿 二日 當 四月 中 下野 御領え 四季 打 鐡炮御 願 相 濟是迄 爲打置 候處、 此度御 取 上に 付 左 之 御 書付 大 

御 目 付 筒井 大和 守 殿纖錢 § 改ぇ被 楚出候 趣。 

領分 之 內猪、 鹿 多 出 百姓 及 難儀 願 出 候 付、 當 四月 御斷 申達 四季 打 鐵炮爲 打 申 候處、 同 十 一 月廿五 


日 迄 打 留鐡炮 取 上申 候。 此 段御斷 申達 候〕 以上。 

十 二 月、 

筒井 大和 守 殿 

覺 

領分 之內當 四月より 十一. 月 迄 猪、 鹿、 狼 打 留不申 候り 以上 リ 

—二月 

右 御 書付 二通、 中 奉書 半切え 認之、 上 包 美 濃 紙。 

外、 此已後 猪、 狼 等 打 留候節 之 御 屈如此 候由リ 

覺 

一 猪 何疋 

一 鹿何疋 

領分 之內 二月より 同 十一 月 まて 之 打留申 候。 以上。 

月 日 

稻生 下野 守 殿 用人、 先頃 深 川 捨子 有 之 節 何 角 世話 仕 候 付、 

一 金子 二百 疋ッ 、被 下 候。 
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佐 竹 右 京大 夫 


、 內 

田 崎 忠四郞 


內 


ゝ ヽ 


0 
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一 同 百疋  御 小人 目 付 一 人 

右 之 通 被 下 候。 

. 同廿 五日 

一千 鯛 一 箱  松 平 阿波 守 様 

右 者 今日 千 松丸樣 初て 御宮 參被成 候 爲御歡 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

一 同斷  蜂 須賀千 松 丸 様 

右同斷 にて 被 進 候。  . 

ニ兩種 五百疋 小 菅猪右 衞門殿 

右 今度 西 丸 御 目 付 被 仰 付 候 付 被 進 候、 御 使役 勤 之。 

- 同廿 八日 

一千 鯛 一 箱  松 平 修理 大夫 殿へ 

右 者 先頃 初て 御國 許え 之 御 暇 被 仰 出 去. - 十三 日御發 足に 付、 爲御歡 御 使者 を 以被進 候。 御 使役 勤 之。 

1 御 破魔弓 二 飾 

蜂 須賀千 松丸樣 

一 干 鯛 一 箱 

右 爲明陽 之 御 祝儀 御 使者 を 以被進 候、 御 使役 勤 之。  • 


羽 陰 • 史略 卷之九 


0 蠻 曆三 酉年 

一二 月 此度御 歸國に 付 御 通 鷹 御用に 付、 御鷹 匠 伊籐 小 十郞、 今 泉 喜 藤 治、 庄司 及右衞 門、 田ロ久 內立歸 

罷登 候。 

一 同月 御內々 被 仰 出 候 付、 御領 內 赤子 蒸 之 厚 思 食 之 次第、 御 代官え 被 仰 含 候。 

一 同月 永 壽院樣 今年 八十に 被爲成 候に 付、 御 年賀 御 祝 同 五日 御內々 にて 在 之、 其 節 屋形樣 、御前 様 御 

饗在 之"  .  , 

一 三月 二日 坂 本 九 郞左衞 門 病死に 付、 切支丹 改 役より 小 田 部 縫 殿 右 衞門御 目 付 被 仰 付 候。 

一同 月 五日 鏠殿右 衞門代 切支丹 改役飯 塚 多 右 衞門被 仰 付 候。 

一 四月 補 陀寺後 住 之 願 同 寺 近 末 寺院 幷天德 寺より 願に 付、 御 伺 之 上 脇 本 村 大龍寺 被 仰 付 候。 

羽 陰 史略 卷之 九 SS 三)  Is 
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一 去月 十八 日 大納言 様 御前 髮被爲 取 候に 付 物、 ^ 御 出仕 之 御觸在 之、 屋形樣 にも、 同 朝 五 ッ時御 登城 之 段 

申 來候。 

一 同月 御 下 國御暇 被 蒙 仰 五月 三日 御 發駕、 同 十八 日 御着 城 之 段 被 仰 出。 先日、 御領 地 御 泊 付 申 來候得 

共、 尙又此 度 相 備候付 御 顿內御 泊 付と も 申來さ 

一 同月 津輕岩 松 様 御殿 中 御 動 幷御目 見相濟 候。 此後 諸事 御 勤 共 屋形樣 御 赖に思 召 候 御 間柄 之 事故、 

兩崇被遊度之旨、俊交院様まて御隱居靜心院様ょ.=^申來候。 御 承知 被 成 候 間、 此段 大和 方え も 可 申 知 

之 段 申 候。 

一 同月 十五 日 從 公方 様 大納言 樣爲 上使 本 多 伯 * 守 様 御 出御 歸國御 暇 被 蒙 仰、 如 例御卷 物、 銀 子 御拜領 

. 相濟 候よ し 申來さ 

一同 月 、ま 輕岩松 様よ 6 御 •..x 一疋 被爲進 候。 

但 栗毛 五歲、 尺 四寸在 之。  ， 

一 同月 松 平 加 賀守様 御 逝去に 付 御 K 使者 高 垣 七 右 衞門被 仰 付 候。 

伹、 御 遺骸 御 出 ffi 加州 金 澤ぇ御 下に 付 御 香奠 銀 十 枚、 御 悔之御 口上 は江戶 にて 相濟 候に 付 御 口上 不 

被 仰 進、 御 年寄 中よ. 斗 被 仰 付 候。 右は、圆明院樣御不幸之節加賀守檨ょ.^御國使者申來候例に從 

ひ、 • 


一 七右衞 s: え、 御 使者 留在之 候ても 御荐提 寺え 罷越、 御代 香 可 相 勤 申 渡。 

一 御 香奠 渡御 行 一 人、 幷宰料 御 足 輕兩人 申 渡ス。 

一 七右衞 門え 御 貸 馬. 被 仰 付よ. - 上下 二十 人に て參 候に 付、 路銀 積 候 所 及 九十 兩 候に 付、 金 百 兩被下 

候。 

一 同月 天德寺 閑居 安養 軒、 去 ル朔日 病死 之 段 御 道中え 爲御知 被 仰 上 候。 

一 同月 三月 十七 日 御 老中 御 連名 御 奉書 西 尾 隱岐守 様よ.. > 到來、 翌十 八日 御 登城、 御 歸國御 暇 之 御禮相 

濟候由 申來さ 

一 五月 向 庄九郞 與下赤 坂 角 助、 當時與 頭 相 勤 候に 付 戶村十 太夫 取次 役 同様に、 御畫休 所に て 御 目 見 被 

仰 付 被 下 度 候 由、 願 之 通相濟 Q 

一 同月 大嶋喜 之 丞御納 戶役本 役 被 仰 付 候 由申來 S 

一 同月 武藤 主馬 實 鉢に 相 勤、 且親與 惣右衞 門 勤 勞被思 召、 此度御 納戶役 見習 被 仰 付 御歸國 御供 被 仰 付 

候。 秋 田に て 被 仰 付 候 者、 罷登之 節 斗 一 騎償御 役 料 被 下 候。 定 居平澤 十右衞 門、 小 林 武左衞 門 見習 相 

勤 候 節 は、 其砌ょ 6 一  騎償被 下 候。 御 伺 申 上 候 所、 格別 之 思 食に て 御 償 高 不被下 置 候て、 高 百 石 之 御 

役 料 被 下 置 候。 

1 同月 御 在 國江戶 詰 合 御用 人、 御物 頭、 與付御 刀番、 御納戶 役、 御用 又は 御 暇に て 外出 之 節、 御 年寄 中 
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え 爲御知 不申上 候 付 御 伺 之處、 以來可 爲相知 之 旨 御 付 札に て 被 仰 出 候。 面々 え 被 仰 渡 候。 

一 同月 廿 一 日 屋形樣 御 道中 益 御機嫌 能 御旅 行、 昨 廿日 戶嶋御 止宿、 今廿 一 日 御着 城 可 被 遊。 右 は戶嶋 

御 本陣え 御 飛脚 被 相 立 候、 直々 江 戶ぇ被 差 登 候。 

一 六月 小 田野 又 八郞御 家老 職 被 仰 付 候。 

一 同月 三日 大小 姓 御 番頭 荒 川 筑後勤 方 緩怠に 付、 御條目 を以御 役儀 被 召 放 遠慮 被 仰 付 候。 

一 同月 去月 廿 七日、 日光 御宮 御 普請 出來正 遷宮 相濟 候に 付、 爲御 祝儀 惣御 出仕 等 之 儀 御 席 觸在之 候^ 

右に 付 於 江 戶御國 使者 被 仰 付 土屋吉 兵衞相 勤. -、 金子 四 兩被下 候 0 

一 同月 六日 小 野 岡 市 太夫 旅 中無滯 上着 之處、 上 之 御 障 日に 付 廻 勤 延引、 依て 去" 十 一 日 御 連 狀御袼 書 

持 參相動 候。 當人 登城 于今相 知ル。 

一 同月 土用 中 御機嫌 御 伺 之御國 使者、 御中 屋鋪詰 御 臺所役 野內佐 五 右 衞門被 仰 付、 如 前例 金 八 兩被下 

候。 

一 同月 四月 十三 日 大嶋佐 仲 を以、 以來 公用 之 者に 被 下金 前 度 御 伺 可 申 上 候。 併、 差懸 6 御 伺 成 兼 候 分 

は ゆ 渡 之 上 爲御知 可 申 上 候。 右 爲御知 申 上 候義， 相 溜 候て、 一 ヶ月 兩度 斗に も 可 申 上 候。 幷に當 時 諸 

事 御 稱美筋 被 下金 等 都て 爲御知 可 申 上、 萍 借金 等 も 右 同 斷被仰 出 候。 土  S 吉兵衞 、野 內佐五 右 衞門等 

え 之 蕤爲御 知 可 被 仰 上 候よ し 申來さ 


一 同月 十四日 橋 場 總泉寺 病死 致 候。 

一 同月 星 野 杏 庵 御行 列 御供 數度相 勤、 御婚 禮御當 座 にて 格別 物 入可冇 之、 且鳥越 奥樣御 疱瘡 中 度々 御 

診 被 仰 付 候 付、 金子 七 兩被下 置 候。 

一 七月 於 上野 有 德院様 御 法事 在 之、 御 香奠 銀 三枚、 御 使者 信 太 內藏助 御 留主居 崎 忠四齦 同道に て 相 

勤 候。 

一 同月 來 戌年 兩御尾 鋪泰秋 交代 帳 二 冊、 外 御 留主詰 帳 一 冊、 都合 三 冊 江戶ょ 6 差 下 候。 

一 同月 朔日 小 野 岡 市 太夫 可 致 登城 旨、 去月 廿 九日、 御用 番松平 右近 將監樣 よ 6 御 留主居 前 每之通 切 紙 

到來、 田 崎 忠四郞 同道に て 登城 致 御 歸國御 禮之御 使者、 如 前例 之 御太刀 目 錄永井 伊賀 守樣御 披露。 御 

前え 被 召 出、 市 太夫 自分 之 御禮を も土岐 伊豫 守 様 御 奏者に て 相 濟候由 申來。 . 

一 同月 日光 御- K 御 普請 出來、 御國 使者 土屋吉 兵衞、 去月 廿 七日 御 留主居 同道に て 御用 番松平 右近 將監 

様、 西 御 丸 御 老中 秋 元 伹馬守 様 御 書 御袼書 共に 差 出、 御 承知 之 上同廿 九日 御 奉書 被 渡 置 候。 

一 同月 五日 土用 中 御機嫌 御 伺 御 使者 野 內左五 右 衞門兩 御 丸え 相 勤、 同 六日 七日 兩日御 奉書 被 相 渡 候。 

一 同月 總泉寺 後 住 伊豆 國田中 之 藏春院 被 仰 付 候。 

一 同月 壹岐守 様 御 隱居御 願 御 添書 御 願 被 仰 立 候 義に相 見得、 下書 差 下 候 由申來 さ 

但享保 三 戌年 指 月 院様御 隱居之 節、 同 五子 年 源 照 院樣右 同 斷之節 御 禮被仰 上 候。 
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一 八月 廿日 屋形檨 御 容鉢御 變症被 成 御座、 御 養生 不被成 御 叶 同日 御 逝去 被 遊 候 付、 則 渡 邊源四 郞早追 

にて 爲御知 申 上 候。 其 節 御 法名 被 差 登 候。 

但御 逝去に 付、 於 御座 間 御 相手 番 中え 右 之爲 御，^ 主 殿、 御 年寄 中 列座に て H. 渡、 御 番付 之 趣 も 申 渡、 

右 畢て於 陰 間 御 書付 之 趣 御 側 之 面々 え も 申 渡さ 右 畢て於 御 廣間無 役 引渡、 兩 番頭、 寺社 奉行、 無 役 

廻 座、 其 外 諸 頭役幷 町々 より 兩人宛 呼 出御 逝去 之 段爲申 知、 右 御 書付 之 趣 御 年寄 中 列座に て 被 申 渡 

候。 右 御 * 付 源 四 郞登被 相 渡 候て、 於 江戶御 家中 幷査 橋、 京都え も 被 仰 越 候 様に 御 年寄 中よ， -被仰 

一 御 遺 鉢 御 取 納之義 三 枝 仲、 長 瀨平右 衞門勤 之。 

一 御 小 敛同廿 二日、 御大 敛同廿 三日、 御 入棺 同廿 四日 御 刹 道 相裤、 其 節 御名 代 佐 竹 主 殿 勤 之。 

一 同廿 二日 御 墓所 見 分 山方內 匠、 掛. 0 役人 同道に て 罷越ス 0 

一 御 誌 文 太 田 治 太夫え 申 渡..、、 早々 被 差 下 候 様に 申達 ス。 

一 御 葬 禮之節 御 位牌 佐 竹 主計、 御 香 爐佐竹 主 殿 申 渡ス。 

一 御 願書 御 年寄 中 御請 納之節 は、 早速 上 御 屋鋪ぇ 御 引 移之義 申達 ス0 

一 同月 廿 一 日 延 生院樣 去." 十八 日よ 6 御 疼に て廿 一 日 御 死去に 付、 三日間 小屋く 相 慎 候樣に 江戶ぇ 


但瓷岐 守樣、 求瑪 様御总 中に 付、 差て 鳴 物 停止 之 御觸無 之。 右 は 山城 痫死之 節 之 例に 從ひ。 

一 同月 廿 四日 鈴 术平藏 御醫者 願に 罷登 上着 致 候。 御 様子 御 伺 小 林 武左衞 門 金子 三十 兩被 下^ 日江戶 

表出 足、 同卄 九日 四ッ時 着。 御 二方 様、 御前 様よ 6 之 御 口上、 卽 御廟 所え 申 上 候 様に 申 波ス。 

一 同月 卄 八日 御 出 裕 、天氣 能 シ0 

一 同月 廿 九日 御 判 物 御 寫幷通 霄院樣 御 印、 其 外 御 什器 品々 被 爲差登 候に 付、 御膳番 大繩彌 五右衞 門へ 

申 渡ス。 御 膳 番物害 熊 谷 名右衞 門、 渡 邊藤三 郞持參 、來月 一 一 日出 足 罷登候 答。 

一 同月 三日 辰 之 刻 西 S 隱岐 守樣ょ 6 之 御 奉， 到來致 候、 因て 布施 要人え 被 仰 波。 右 之 御 奉書、 幷御引 

まくり 一 通 封 之、 掃 部 之 助、 內匠 印形に て 同人え 相 渡、 早 追に て 出足 致させ 候。 

一 九月 秋 田に て 又八郞 殿御 請 取 之 印判 ニッ御 持參之 上、 去月 廿 七日 御 跡目 御 願 之 節 御 封 共に 被 御用 

立 相濟、 御 納戶役 平 澤 十 右衞門 病氣に 付、 御用 人 赤 石 藤 左 衞門與 付 御 刀 番眞崎 又左衞 門え 相 渡御 «藏 

へ 被納置 候 由申來 候。 

一 同月 尾形樣 大病に 付 御 跡目 御 願 御 書付、 去月 廿七 日朝 御用 番西尾 隱岐守 様え 松浦查 岐守樣 御持參 

被 成 候。 御 述狀、 御 様 鉢 書、 御 相談 之 御 家門 樣御 人數 書、 久世忠 右衞門 殿、 松 様 御 同前に 隱岐守 様え 

御 持 參候處 、無 御 相違 御請 取 被 成 候 由申來 候。 

一 同月 六日 江 戶御尾 鋪 御門 調幷 小歌 三味線 共に、 圓 明院樣 御代 迄 之 通 6 此末被 停止 置 候義、 去年 通霄 

羽 陰 史略 卷之 九 (寶暦 三)  S 


秋 田 叢書 第 十二 卷 

院樣 御內々 之 思 召に て、 差て 御免被 成 置候譯 にも 無 之 故、 此度眞 壁 十兵衞 登，.^ に 申達 ス。 

一 同月 三日 御 家督 被 蒙 仰 候に 付、 御廟 處幷御 家中え 之 爲御知 赤 石 藤 左 衞門被 差 下 候。 

一 同日 昨 二日 御 老中 御 速 名 之 御 奉書 查岐守 様え 到來、 翌 三日 松 浦查岐 守樣御 同道に て、 御 老中 本 多 伯 

* 守 様 御宅え 午刻 求 馬 樣被遊 御 出 候 所、 御 老中 御 列座に て 御 家督 無 御 相違 被 蒙 仰 之 由申來 候。 

一 同月 十八 日 御 遺 領無御 相違 被 蒙 仰 之 由 此度爲 御 知 赤 石 藤 左 衞門被 差 下 候に 付、 天德寺 御廟 處幷御 

家中え も 同 ク被仰 知 候。 

一 同月 四日 御悔爲 上使 御 奏者 金 森 兵 部 少輔樣 御 出、 御 香奠 白銀 三十 枚 御 拜領、 其 節 御 取 持吉田 五右衞 

門 殿御 出 諸事 無御滯 相濟。 上使 御 出 之 刻 S 形樣御 出向、 御 歸之節 は 御門 外 迄 御 送、 其 以後 御 老中 御 廻 

勤 被 遊 之 由申來 候。 

一 同月 五日 御前 樣御事 御 後室 様と 御 稱可被 成 旨 從屋形 樣被仰 進 候處、 御前 樣御相 答に 付 江戶、 秋 田 共 

に 被 仰 知 候。 

一 同月 秀丸樣 如何 稱可申 哉 御 伺 申 上 候、 吟 * 之 上 可 申 上 被 仰 出 太 田 治 太夫と 及 評議、 奉稱 御曹司 様と 

可然申 上、 右 之 趣 可 奉 稱被仰 出 候。  • 

一 同月 五日 屋形様 從鳥越 御屋敷 上 御屋敷え 被 遊 御 引 移 候 儀、 公邊 は、 三日 御 家督 被 仰 付 候 節より 御 引 

移 之 積に て 其 趣 御 艇も被 成 置 候 得と も、 御內々 は 五日 御 引 移 被 遊 候よ し 申 來ル。 


一 同月 十 一 日 御 裹像出 來に付 態以御 飛脚 被 下 候。 

一 同月 廿 四日 廿五、 日 御 法蔡御 執行に 付、 岩 城 伊豫 守 様よ 6 御名 代 御 使者 大瀨政 右 衞門廿 四日 致來着 

候、 御馳走 岡 淸七被 仰 付 候。 御 法事 中 御寺え 伊豫 守稳& 付 候 3ni 政 右 衞門申 聞 候、 依之廿 五日 御 法事 暫 

御寺 客 察え 爲相詰 御燒香 共相務 候。 御 香奠 銀 一 枚 副使 を 以被遣 候。  . 

一 十月 御曹司 様 御 痲疹被 遊 候て、 御酒 31 まて 相濟 候よ し 申來さ 

一 同月 天 德寺願 之 通 閑居 就 被 仰 付 候、 先例 之 通 三 嶽之永 源 寺え 以 飛脚 書狀 差遣 候。 右 赛狀、 寺社 奉行 

を以 御用 所 迄 差 出江戶 表へ 御 飛脚 便に 遣 候て、 江戶ょ 6 作 飛脚 を以 差遣 候。 返 札 參候節 は、 御 序に 御 

飛脚 江戶 表よ 6 相 下 同 寺え 相 渡さ 

一 同月 十三 日 江 戶表御 長 s 小歌 三 * 線、 通 霄院樣 御代 差て 御免と は 無 之 候 得と も、 不苦之 趣 御沙汰 在 

之 何も 其 心得に て罷有 候。 御當 代に 至. = ^圓 明院樣 御代 之 通 可 被 成 置 思 食 被 仰 出 候。 併 全赫圓 明院樣 

御代 之 通に 有 之 候て は 通 霄院樣 思 食 相立不 申、 定居家 持 之 娘 は 向々 立身 之爲 にも 相 成 候 故、 御 構不被 

成 候。 其 外は圓 明院檨 御代 之 通 被 成 置 其 段 被 仰 渡 候。 

但、 亥刻歸 御門 調 御先 代 御 直々 御 覽被成 候 得と も、 是又圓 明院樣 御代 之 通， り 可 被 成 置 御內々 被 仰 出 

候。 乍 去 爲御知 不申上 不相叶 儀 は 可 申 上 候 由 被 仰 出 候 0 

1 十 一 月朔日 御 督御禮 御 首尾 好 被 仰 上 候に 付、 右歡同 十三 日 御 廣間御 帳 被 差 出、 何も ft 上下に て 登 
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城 御 帳に 付 致 退出 候。 

一 同月 十二 日 爲 上使 巿橋大 膳 殿 を以御 K 之 K 二 羽 御 領被遊 候 由 申來さ 

但其節 ffi 岐守様 御 出 被 成 候て、 御 取 持 吉田小 右衞門 殿御 越 被 成 候。 

一 同月 卄 八日 大繩彌 五左衞 門、 鈴 木 平 藏を以 御 rS 々被 仰 出 候。 御 家老 とも江 戶表詰 中、 御用 之 外 外出 

之 儀餘， -無之 相愼候 様に 被 及 御 聞 候、 脇々 御 家老と も、 左様に 無 之 校に 被 聞 召 候。 以前 は 如何に 可 有 

之 共、 當時繁 用に て W 散 無 之 不快 等に て は 返て 御用 御手 支に 至 候 間、 * 中之凉 又は 堺町 杯え 折々 罷越 

候ても 苦シ かる 間 敷 思 召 候 由 被 仰 出、 其 後 御 直々 も 御 1  お 在 之、 難 有 奉 存候段 御 禮被仰 上 候。 

一 十二月 諸士被 下金 幷牢舍 之 者 御 仕 S 、圆 明院樣 御代 まて は 御 年寄 中え 被 任 置 候 所、 通 霄院様 御代 右 

兩樣之 儀 被 仰 出、 其 內には m ズ艮之 外 難^に 相 成 候 儀 在 之 御 年寄 中 御 伺 被 仰 上 候 所、 兩思食 相 立 候 様に 

御 伺 之 通 被 仰 出 候。 依て 右 御 W 付、 御 年寄 中よ 6 御 同役 枝え 被 差 下 候。 

一 同月 御曹司 様 御 緣組之 儀、 從査岐 守 様、 御城 坊主 宇多川 元 格 を 以御內 々土 佐 守 様え 被 仰 進 候。 從此 

方 樣も御 留主居 を 以向方 御留主 居え 御內々 被 仰 通 候 所、 此度土 佐 守 様よ 6 御 挨拶、 吉日 を以元 格壹岐 

守 様 迄 御 相 答 在 之 之 由、 向 方留主 居內々 田 崎 忠四郞 御 留守え 申 聞 候。 

一 同月 六日 御 老中 御 述名之 御 奉 * 瓷岐守 様え 到來 候に 付、 民 部 様 御 同道に て翌 七日 御 登城 被 成 候 所、 

御 願 之 通 御 嫡子 民 部 樣被仰 付 候。 


一 同月 一 一 日 曹司 様 御 嫡子 形 之 俊、 御 留主居 田 崎忠四 郞を以 御用 番松平 右近 將監様 へ 御 屈 被 仰 立 候 

所、 御 勝手次第に 可 被 成 之 旨 御 付 札に て 被 仰 出 候。 

〇® 曆四 戌年 

一正 月 二日 正 洞 院後住 白馬 寺 選 林 被 仰 付 被 下 度よ し、 天 德寺願 之 通 被 仰 出 候。 

一 同月 三日. 舊臘廿 一 日立 御 飛脚 着 候 所、 屋形樣 御 任官に 付 御名 右 京大 夫 様と 御改之 由申來 候。 

但、 舊腦 十八 日 御用 番西尾 隱岐守 樣御願 之 通 被 仰 立 候 所、 同 十九 日 以御付 札 御 願 之 通 被 仰 出。 依て 

御靈 前え 正 洞院、 閬 信 寺、 諳社 御代 參幷御 家中え も 被 仰 知 候 0 

一 同月 十二 日 例年 之 通院 內 銀山 御 運上 錄目錄 幷端銀 共步夫 一 人 持に て 爲差登 候。 

一同 月廿 二日 小 野 寺 市 太夫 御 家老 職 被 仰 付 候。 

但、 佐 竹 主 殿え 爲御知 被 成 置 申 渡 候 節 は、 主 殿え も 先例 之 通 被 致 登城 候 様に 被 仰 出 候 0 市 太夫え 就 

被 仰 付 候 誰 ゾ被差 下 可 被 仰 渡 候 得と も、 當時御 人 少故不 被 及 其 儀旨當 人え も 被 仰 出 候 段 御 申 渡 被 成 

候 所、 色々 辭返在 之 候 へ とも、 主殿始 段々 申 聞 御請 申 上 候 由 0 

一 閏 二月 去ル 申年 迄 御用達 役 兩人宛 江 戶詰候 所、 御 省略に 付 一 人 勤に 被 仰 付 候 付 御 願 申立 候。 御 在 

江 年 斗 も 兩人被 仰 付 被 下 度 候 由。 然は、 御 後室 樣中御 屋鋪ぇ 御 引 移 之 御 模様に 相 成 候、 左 候 得 は無晝 
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夜 差懸候 御用 も 在 之 事故、 無差別 兩人被 差 登 不申候 は k 相 成 間 鋪之由 江戶御 年寄 中よりも 申來さ 尙 

兩人 登に 被 仰 出 候。 

一 三月 .此 度 御 誕生 之 御 ニ男樣 御名 幸 之 助 様と 奉稱 候よ し。 通 霄院様 御 幼少 之 節左吉 様と 奉稱 候御弘 

無 之 候。 依て 此度も 御 弘無之 候。 

一 四月 大御番 大山 造酒 實父 內藏、 先年 願 之 通 隱居御 暇 被 下 候。 同人、 當 月よ 6 八月 迄 之內、 伊勢、 高屋 

ぇ參詣 仕度 由 造酒 願 申立 候。 隱 K 之； * 故 無 御 伺 被 仰 付 候、 追て 爲御知 被 仰 達 候。 

一 同月 健 次 郞樣ぇ 御先 代 之 通 此末兩 崇之義 被 仰 達 候 所、 御 相 答に 在 之 候。 

一 五月 御先 代よ.^、 上方 御惜銀 御用 御 家老 上京 無 之 事に 候 得と も、 御 伺 之 上 此度小 田野 又 八 郞被仰 付 

， 

但此節 御 在 江に 付 江戶ぇ 向ひ罷 登、 御 本 方 奉行 川 又 誇 左衞門 同道 致 候。 

一 六月 鱗勝院 近年 病身に て 願 之 通 閑居 御 暇 被 下 置、 後 住 足 田 村 能 持 院儼翁 被 仰 付 候。 

一 七月 江 戶秋田 共に 遺跡 養子 願、 此末 一 ヶ月 限 御 伺 在 之 様に 被 成 置 可然之 旨、 御 グ-? ^略 方よ.. > 御 伺 申 上 

候 所、 右 之 趣に 被 仰 付 候。  • 

一 同月 此度 御曹司 樣御緣 約 之 儀、 先月 卄 六日 御 留主居 龍 田 源 太夫 を 以松平 土 佐 守 様え 被 仰 逸 候 所、 右 

御 挨拶、 同日 向 方 御 留主居 早 崎 小兵 衞を以 御 相 答 在 之 候。、 . 


但、 御 內緣之 事故 御喜 は tig 形樣、 御曹司 様え 斗 6 御 年寄 中よ 6 も 被 仰 上、 外、 上 々様へ は ffl 上られす 

一 同 力 當 * 中 盛 德院様 御 薙髮被 成 置 候に 付天德 寺え 御 納可被 成 置 之 所、 御 便 無 之 延引に 相 至、 此度湊 

金 左 衞門御 人 詰に て 罷下候 付 被 預置被 差 下 候。 

一同 月 多 ir; 谷 下 總ぇ新 知 二百 石 被 下 置 候。  ， 

一 八月 天德 寺に て 御 法事 御 執行。 御 入 目 此末御 省略 可 被 成 置 候 哉、 幷同 寺へ 御 法事 之 節 御城 下十ケ 

寺 相 詰 候 儀 も、 五ケ 寺 宛 相 詰 御 繰 合に 可 致 哉 御 問 合 之 所、 正 洞院、 閬信 寺、 鱗 勝院、 四ケ 寺、 御 法事 每皮 

相 除 候 事 不相成 候 由。 左 樣之節 は 殘六ケ 寺 一 ケ寺宛 詰 候 事に 相 成 候 故、 御 伺 之 儀 延引 被 成 候。 併此 

度 銀 五十 枚に て 御 仕切 同院ょ 6 聞 濟候。 鑑照院 様 五十 回御总 之 節より 御 相手 番衆 支度 不申付 候、 以 

來役々 と も 支度 省 キ可申 之， S 御懸 合、 江 戶ぇ在 之 御 伺 之 上 相濟。 

一 八月 十九 日 爲 上使 三 好 勝 之 助 殿 を 以御魔 之 雲雀 御 拜領。 其 節壹岐 守樣、 求 馬樣御 出、 御 取 持 吉田小 

右衞門 殿御 越 被 成 候。 

一 同月 御 入部 御用 懸於江 戶眞壁 掃 部 助 御 家老、 關五郞 左衞門 §1 方、 赤 石 藤 左衞門 御用 人、 三 枝 仲 御 腊番、 

那可儀 右 衞門御 副 役、 於 秋 田 岡 田 淸三郞 |S 方、 白 土 藤 太 御用 人、 大機五 郞兵衞 御 副 役 被 仰 付 候。 

一 同月 龜 町よ.. - 船大工 町え 通用 之 新橋 願、 赤 石 籐左衞 門を以 所々 內々 承 合 相盡候 上、 去年 二月 中 御 願 
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被 仰 上 候 所、 同 四月 中 御 老中 御 連名 之 御 奉書に て 御 願 之 通相濟 U 仍て、 右 普請 早々 取懸. ^可 然之由 申 

一 同月 御 歸國御 暇 御 禮之御 使者 は 宇都 宮四郞 被 仰 付 候。 

但 一 ケ 年差 上 高 幷金百 兩被下 候。 

一 同月 十 一 日 奢： 岐守 様え 御 老中 御 連名 之 御 奉書 到來、 本庄 御藏 火 之 御 番御當 人様 被 蒙 仰 付。 

一 同月 銀 札 遣 之儀當 戌年よ 6 來， レ 戌年 まて 二十 五ケ 年札逍 通用 可 致 3 曰、 御 付 札に て 去月 晦日 堀 田相模 

守 様より 御 留主居 御 呼 出に て 被 仰 渡 候。 

但 去月 廿 一 日 一 色周防守樣ょ..^關五郞左衞門被爲呼、古來ょ..^銀遣候哉、且札遣通用致候ても*i-l 

無 之 候 哉 御尋に 付、 障 無 之 旨 及 御 挨拶 候 所、 覺書を 以申聞 候 様に 周 防 守 樣被仰 相 調 差 上 候。 札 遣 仕 

法 之 儀 御尋に 付、 引替 所 建 置 請 合 礼に 致、 有德之 町人、 百姓 之內札 本に 申 渡、 名前と も 右 札に 相 記 候 

段 申 上 候 所、 是又書 付 差 出 候 様に 被 仰、 差 上 候。 

一 九月 山 方 內匠病 氣に付 再應御 役儀 御 訴訟 申 上、 願 之 通 御免被 仰 渡 候。 

一 同月 去月 廿 九日 雲雀 御披に 付、 相馬彈 正少弼 様、 城 伊豫 守樣、 壹岐 守樣御 出、 爲御取 持 小 笠 原 縫 殿 

之 助 殿、 久世忠 右衞門 殿、 吉田小 右衞門 殿御 越 被 成 候 由 申來ル 0 

一 十月 六日 御 吉日に 付 御 入部 御內々 御供 觸在之 候 0 


一 同月 山 方 內匠御 役 御免に 付 殺生 御 判 差 上 候 得と も、 是迄御 役 首尾 好 相 勤 候に 付、 當人 一 代 は 御免 之 

段 御 伺 之 上 被 仰、 渡 候。 

但宇都^：腐；め刀例に從ひ。 

一 十 一 月 五日 切支丹 改役 申立 候。 切支丹 類 族 今年 出生 病死 無 之に 付、 當 十二月 御 屈 無 御 ti 候 段 書付 

を 以申聞 候 付、 右 書付 爲 心得 江 戶ぇ被 差 登 候。 

一 同月 三日 御 饗應來 々子年 被 成 置 度 旨 御 書付に て、 當 三日 小 笠 原 縫 殿 之 助 殿を以 御用 番堀田 相模守 

樣ぇ被 差 出 候 所、 無 御 相違 相濟。 

一十 二月 去月 廿 六日 入 籠 死罪 之 者、 御 吟味 被遂御 仕置に 付、 耍書を 以爲御 知 被 仰 上 候。 通 霄院様 御代 

と 相違、 右 之 趣 前 度 御 伺 相濟。 

一 同月 御 町奉行よ 6、 當御町 幷接町 別て 差 迫 候 付、 明年 中日 數百 五十 日 歌 舞妓 等 御免被 成 下 度 願 申立 

候 付、 江 戶ぇ御 伺 被 成 候。 

但御在 江 年 也。 

一 同月 去月 九日 腸 御披に 付、 相 馬 彈正少 弼檨、 壹岐 守樣、 求 馬樣御 出、 爲御取 持 小 笠 原 縫 殿 助 殿御 出 被 

成 候 由 申來さ 

一 同月 朔日 大納言 様 御 婚禮之 段 被 仰 觸在之 候。 依 之 同 二日 御大 名 様 方惣御 出仕 在 之、 尾 形 様に も 御 
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登城、 同 五日 御 能 御 拜見被 遊 候 由申來 候。 

一 同月 先年 諸 國ぇ人 參種植 立 之 儀 は 被 仰 渡 候 得と も、 雪國 にて 御 延引 之 所、 尾 州 植立之 人 參宜、 御 一 

阈右 之人參 にて 御用 相 辨候趣 河 野 昌庵老 御前え 御 直々 被 申 上 候 付、 手 寄 を以作 6 方 問 合、 此度 御醫者 

中よ. 0 申 遣 候 間 植立候 様に 申來， 

一同 月 十五 日よ. 0 銀 札 逍被行 候。 

一 同月 十八 日 此度銀 札 御 取 行に 付、 明 * に 至.. >  、高 百 石に 付 銀 札 百 目 宛 被 下 置 候 趣、 主計 始諸士 被 仰 

渡 候 ◦ 

OS 曆五 亥年 

一 正月 九日 於 江 戶川又 善 左 衞門銀 札 奉行 兼帶、 白 土 奧右衞 門 御财用 奉行 被 仰 付 候。 右 御用 兼 帶須田 

JT.>nal.5< 御 家老 擔 

P き 被. 卬寸 候。 

一 同月 松 平 阿波 守樣御 紋所、 丸に 左まん じに 御座 候、 依 之 御 停止 之 段 被 仰 渡 候。 武器 は 無 御 構。 

一同 月 如 恒例 年始 御 規式無 御 滯相濟 、同日 御 登城 御禮 首尾 好 被 仰 上 御 時 服 御 拜領。 且 tig 形樣、 上々 樣 

御機嫌 能 御超歲 之よ し申來 候。 

一 同月 去月 廿 一 日 御 入部 御 願 之 儀、 御用 番酒井 左 衞門尉 様え 小 笠 原 縫 殿 助 殿 を 以被差 出 候 所、 早速 御 


受納 被 成 候。 

一 同月 御歸國 御- I 御 禮之御 使者 宇都せ：！ 四郞罷 登に 付、 御 勤 之 御 *:、 御 述狀、 御袼赛 は 於此表 御前 之 御 

直 渡、 其 外 之 御 *： 御目錄 は、 其 表 於 御殿 何方 之 御坐鋪 にて 成. 共 請 取 申 度 之 旨內々 願 在 之、 此儀主 殿 

始孫 太夫 も 被 申 候 由。 御 年寄 中よ 6 江戶御 同役え 被 仰 達 候。 

一 二月 近年 御上 下 之 節大石 田驛殊 外人.： 候に 付、 今年 御 入部よ 6 迅花澤 御 通行 之 由 被 仰 渡 候。 尙 

京都、 江 戶登之 面々 も 右に 心得 可 申 被 仰 渡 候。 

一 同月 去月 廿 八日 御 吉日に 付、 鳥 越 奧檨御 袖 留之由 申 來ル。 

一 同月 御 歸國御 暇 被 仰 出 次第、 四月 中旬より 下旬 迄 之內御 發駕被 遊、 十六 日 振に て 御着 城 之 由 被 仰 出 

候 0 

一 同月 小 野 岡 市 太夫 病死に 付、 可 被 成 下 上使 哉 之 儀 前例 致 吟味 御 伺 被 成 候 所、 引渡 御 相手 番 之.^ よ..^ 

可 被 遣 被 仰 出 候に 付 伊達 外 記 被 仰 付、 嫡子 源四郞 へ 被 成 下 上使 候 所、 御禮 ffi 江 八 五 郞を以 申 上 候。 

一 同月 廿 四日 御 條目を 以於須 田內記 殿御 宅、 御用 人 鈴 木 平 藏與付 御 刀 番眞崎 又 左衞門 を以、 小 野 寺 伊 

右衞門 殿御 役 被 召 放 御谷 之 儀 被 仰 渡 候。 伊 右 衞門殿 病 氣に付 被 賴信太 勘 九 郞へ被 仰 渡 候、 嫡子 土郞 

は罷出 候。 同日 土郞殿 遠慮 申立 之 通 被 仰 付 候。 

但小 田野 又八郞 殿御 下 之 節 御 持參之 上、 廿 一 日晚御 筆之寫 を以內 記え 又 八 郞申談 、翌廿 二日 朝 佐 竹 

羽 陰 史略 卷之 九 (賓曆 五)  H5- 


秋 田 叢書 第 十二 卷  0 

主 殿え 又 八郞罷 越、 口上に て 思 食 之 次第 爲申知 候。 伊右衞 門え 被 仰 渡 候 以後、 御用 所 役人 御 側兩役 

御 副 迄、 御內々 思 食 之 趣 爲意得 有 增被仰 知 候 0  , 

一 同月 廿 四日 小 瀨宫內 御 家老 被 蒙 仰、 又 八郞罷 下に 持參致 候。 

一 同月 須田內 記え 御 入部 御用 懸之儀 被 仰 付 候。 

一 同月 廿 四日 白 土 奥 右 衞門代 御用達 役 八 代 彌太郞 被 仰 付 候 0 

一 三月 銀 札 取次 役 山 方 喜右衞 門、 小 野 崎 又右衞 門、 大繩 幸左衞 門、 右三人 被 仰 付 候。 

一 同月 佐 竹 主計 願 之 通 隱居被 仰 付、 家督 幷與 下所預 共に、 嫡子 圖 書え 無 御 相違 被 仰 付 候 0 

一 同月 六 供 之內、 威 德院後 住 寶鏡院 願 之 通 英諄被 仰 付 候。 

一 同月 廿 九日 大槻五 郞兵衞 代 御用達 役、 秋 山 長 右衛門 被 仰 付 候。 

一 四月 御 入部 以後 於 秋 田、 都て 御侧 勤之義 先頃 兩役相 伺候 所、 御先 代 之 通 可 相 心得 候 旨 被 仰 出 候。 其 

旨 被 仰 渡 候。 

一 同月 田 所 勘左衞 門、 御 財 用 奉行 可 被 仰 付 候 3«1 先頃 被 仰 出 候。 同人 長 病に て 隱居願 申立 候 所 被 返 置 

候 。去ル 十六 日出 勤に 付 同 十八 日 被 仰 付 候。 

一 同月 十 一 日 從 公方 樣爲 上使 本 多 伯 香 守樣御 出、 同 十二 日從 大納言 樣爲 上使 秋 元但馬 守樣御 出、 初て 

御 歸國御 暇 被 蒙 仰、 如 例 之御卷 物、 銀 子 被 遊 御 拜領。 


一 同月 十四日 御 老中 様よ 6 御 連名 之 御 奉 ま：： 堀 田 相 模守樣 よ 6 到來、 翌十 五日 御 登城 御 歸阈之 御 暇 御 

禮被仰 上、 如 御；^ 例 御 刀 一 腰 被 遊 御拜領 候。 

一 同月 十六 日 淺^^f火之御番御代松平大和守樣被仰付候由、御同人様ょ6被仰越、御傳之御w付等举速 

御 引渡 被 成 候。 

一 同月 御曹司 様附御 小姓 奥山 權左衞 門、 此度幸 之 助 樣附大 番組 頭 格 仰 付けられ、 御 役 料 高 百 石 被 下 置 

候 0 

一 同月 廿 七日 此度御入部御暇被仰出、御登城御禮被仰上候御歡、御廣間に.^^:0て何も御帳に付グ0 

一 五月 十六 日 屋形樣 御 道中 御機嫌 能 今日 御着 城 被 遊 候。 

但 宇都せ HI, が 刀 今日 江戶ぇ 出足。 

一 六月 御 印 御 下に 付、 御 年寄 中御符 にて 御用 人え 御 懸合之 上 御納戶 役え 被 相 渡、 御用 荷物 之 內ぇ入 候 

て 被 差 下 候 由 申來さ 

但御捲 之 節 は 如 例 組 付 御 刀 番御納 戶役御 檢使相 勤 さ 

一 同月 二日 屋形様 被 遊 御社 參。 先月 廿 六日よ 6 佐 竹 圖書始 、家督、 出仕、 名改今 七日 迄 三 ケ度濟 、同 八 

日より 齒禮在 之 Ip^o 

一 同月 永 壽院樣 御 病氣、 御 同 扁之內 御 草 臥 在 之 望月 三 英老に 御 轉藥被 成 候よ し申來 候。 
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同月 暑中 御 使者 御 臺所役 大和 田 兵 右 衞門被 仰 付 候。 

同月 九日 永 謹 院様御 鉢 御大 切 之 段 申 來リ、 御 刀 番田代 新 右 衞門爲 伺 御機嫌 今日 早 追に て 江戶ぇ 出足 

被 仰 付 候 所、 御 卒去 之 段 申 來リ、 仍て 上々 様 御 安否 御尋 に、 同人 道中 急 罷登候 樣被仰 付 候。 

同月 三日 永 壽院樣 御 道 鉢 御內棺 ぇ被爲 入、 御 葬式 は 聖相院 様へ 御 基.^、 御 時節柄 故 輕ギ方 被 成 候よ し 

申來さ 

同月 十 一 日 那町儀 右 衞門御 本 方 奉行 被 仰 付 候。 赤 石 藤 左衞門 御用 人に て 銀 札 方幷御 省略 方 御用 共 

兼 帶相勤 候 付、 兩 奉行 格に 被 仰 付 候。 

同月 大越十 郞兵衞 、梅 津外記 御 家老 被仰忖 候。 

同月 九日 永壽 院樣御 出棺 御 安置 御 葬と も 相濟、 LHj; 形 様 御代 香 梅 5i 百 助、 御曹司 様 御代 香 大嶋左 仲 勤 

之 0 

同月 石 川 文 右衞門 儀、 數年前 永 壽院様 御 重恩 を 奉 得 候 事故、 此度落 髮之儀 願 申立 候。 慈 雲 院樣御 逝， 

去 之 節 故 眞壁十 兵 衞落髮 致 候、 文 右衛門 儀 は 御 內緣も 在 之 者 故 被仰忖 候。 

同月 十八 日 岡 田 淸三郞 病 氣に付 再 應御役 御 訴訟 a. 上、 願 之 通 御免被 仰 付 候 0 

同月 十 一 日 從查岐 守 樣岩永 宇 左衞門 を以、 佐 竹 主 殿 娘、 當 七月 八月 之 内 着 之 害 在 之 候。 奢： 岐守様 御 

養女に 被 成 求 馬 様え 御 合 被 成 度 之 趣 公儀え 御 願 被 仰 上 候 節、 尾 形 様 御 添 御 願 無 之 候て は 不相成 K よ 


し 在之攸 間、 御 願 被 差 出 候 様に と 申參候 付、 御 伺 之 上 差 出され 候。 

一 同月 十五 日 十六 日 永 壽院様 御 法事 於 總泉寺 御 執行 被 成 置、 其 節 御暫司 様よ 6 大^ 左 仲、 御代 香梅津 

百 助 勤 之。 七日 每幷 五十 ケ日、 御 百 ケ日は 御 に 被 仰 付 候 0 

一 ^！月 切支丹 額 族 今年 出生. 祸死共 無 之 付、 常 七月 御^ 無 御座 候 段 切支丹 改役申 聞 候 趣、 御 年寄 中よ. - 

江戶 御：！ 役え 被 仰 達 候。 

一 2=：： 晦日 腐壁十兵衞御先代願中立候趣在之、通得院樣^、ズ：^{に付此度御廻座御免被仰出候。 依て、 今 

日 II 人え 被 仰 波 候。 

一 同月 十五 日 十六 日 永 扉 院様御 法事 之 節 參候帳 被： si! 下 候 所、 御 在 國之節 は、 被 差 下 候に 及 不申之 由に 

付、.；^ 御 极不及 御 伺 被 差 登 候。 

一 七 刀 十 一 日 秋 出 長 右 衞門御 财用方 御 勘定 奉行 被 仰 付、 樱田 f$ 一  郞 御用達 役 被 仰 付 候。 

一 同月 九日 此度御 入部 爲御 祝僅從 5i 輕土佐 守 様 御 使者 喜 多 村 監物被 差 越、 例 之 通 御 進物 等 在 之、 同人 

登城 御 料理 被 下 候。 依て 土 佐 守 様よ 6 其 節 御 年寄 中え 御意、 幷時服 拜領被 致 候。 

一 同月 廿 一 日 俊 交 院樣御 不快に 付 御 様 鉢 御 尋に誰 ソ可被 差 登 事に 候 所、 鈴 木平藏 今日 秋 交代 登 候 付 

道中 差 急 右 御用 被 仰 付 候。 

一 同日 土用 中 御 伺 御 機 様 之 御 使者 大和 田 兵 右衛門、 同 六日、 兩御 丸え 前 度 之 通御獻 上物 無 滞 相涛 候 由 
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申來さ 此節御 留主居 龍 田 源 太夫 同道 也。 

一 同月 朔日 宇都 宮帶刀 事 可 致 登城 旨、 去 月 晦日 御用 番酒 井左衞 門尉樣 よ 御 留主居 共え 前 度 之 通 御 

切 紙 到來に 付、 田 崎 忠四郞 同道 致 登城、 御 歸國御 禮之御 使者 如 前例 御太刀 目 錄鳥井 伊賀 守樣御 披露。 

御前え 被 召出帶 刀自 分 之 御禮を も、 阿部 伊豫 守樣御 奏者に て 相 務候由 申來さ 

一 同月 京、 大坂 御藏 元 御館 入 之 者 共 以前と も 違 品々 出 情 在 之に 付、 御 本 方 奉行 交代 之 節 斗 は 右面々 え 

御 料理 被 下 候 儀 相 決 候。 

一 同月 御 在 國之節 は 八朔 之 御 使者 被 差 出 候 事故、 來朔日 御 使者 梅 津百助 被 仰 付 候 儀に 被 仰 渡 候。 

一 同月 十七 日 御用 番西尾 隱岐守 様よ 6 御留主 居え、 宇都 宫帶刀 同道 同 十八 日 登城 致 候 様に 申來候 付、 

田 崎 忠四郞 同道に て 登城 致 御 奉書 被 渡 置、 幷御卷 物 如 例 拜領被 仰 付 候。 

一 同月 十日 圓明院 樣七回 御 忌、 同 廿日 通 霄院様 三回 御 忌に 付、 銀 三十 枚 宛に て 御 仕切 被 成 候。 其 節 御 

名代 須田內 記、 御曹司 様 御名 代 御 番頭 梅 律 百 助 被 仰 付 候。 

一 同月 當月 十八 日、 佐 竹 主 殿 息女 引取 求 馬 様 御 婚禮之 御 願、 西 尾隱岐 守樣ょ 6 吉田小 右衛門 殿 を以被 

卯 兮 候。 

一 同月 俊 交 院樣御 不快 御 勝 不被成 候 付、 壹岐守 様え 被 仰 上 候 上に 服 部 見 端 御賴、 其 後 村 田 長 庵 老御賴 

候よ し 申來さ 


一 同月 明年 御參府 御供 小 田野 又 八郞御 家老 被 仰 付 候。 

一 月 俊 交院樣 當月廿 一 日 御 逝去 之 段、 岡 淸七を 以江戶 よ 6 被 仰 達 候。  . 

一 同月 俊 交 院樣御 逝去に 付、 御曹司 様、 上 々様 御機嫌 御 伺 之 御 使者 立歸登 6 築 治 部 左 衞門被 仰 付、 當 

廿 七日 出足。 

一 八 nx: 俊 交 院樣御 逝去に 付、 有 馬 中 務大輔 樣御國 許え 之 御 使者 川 津忠助 被 仰 付 候。 當日障 之 節 は 安 

田 五郎 兵衞、 鈴 木 彌生可 被 仰 付 之 旨 被 仰 出 候。 

二 同月 俊 交 院樣御 出棺に て、 御 安置 御 葬式 共 無 御 滯相涛 候。 此度は 御 正統 之 事故、 御 出棺 之 節 御跡乘 

幷御 同日 屋形樣 御代 香 共 內記殿 可 被 相 勤 存候得 共、 御曹司 樣被成 御 坐、 且 御屋敷 御 無人に 付 左様 相 成 

間 敷、 御用 人幷御 所 役人 何も 申 聞、 御用 人 筋 之 儀 は 公 邊ぇ掛 候 事故 御 不審 請 候 儀に 一 決 被 致、 御 葬 

式 御供 不被致 候よ し 申來さ 

但御 法事 之 節 御代 香內 Si 、御曹司 樣 御代 香 梅 津百助 勤 之。 有 馬 樣之御 釣合 在 之 事故、 永 壽院樣 御 法 

事 料よ.^ 銀 十 枚 被相增 候。 

一 同月 去月 十六 日多贺 谷將監 病死 之 所、 嫡子 龜太郞 六 歲に付 知行 高 之 三ケ 一 被 召 上 家督 被 仰 付、 幷 

與下 支配 共 以上 使 先 式 之 通 被 仰 付。 龜太郞 幼年に 付、 隱居下 總に看 抱 被 仰 付 候。 

一 同月 未年 圓明院 様 三回 御 法事 之 節、 小 野 寺 伊 右 衞門詰 中 不心得に て、 參候帳 相 下 候 事 在 之 候。 右 帳 
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下に 不及 候に 付 江 戶ぇ被 返 置 候。 夫と も 先例 在 之 は 可 被 仰 遣 之 旨 被 申達 候。 

一 九月 朔日 於 陰 間 眞壁掃 部 助え 御 叮寧之 御意 在 之、 御加增 二百 石高 被 下 候。 

但御 先代、 御 當代御 入部 之 節、 御供 相 務候御 祝儀 旁 々に 付て 也。 

一 同月 十六 日 壹岐 守樣御 養女お 駒 様 女 千壽驛 より 鳥 越 御 屋鋪ぇ 御上 着 也。 

一 同日 御 席 觸左之 通。 

御城 內外召 連 候 供 廻 かさつ 無 之 様 申 付 候 儀、 且御曲 輪之內 手代 リ召 連候義 無用 可 仕、 於 御 曲 輪 手 

代 之 者 跡に 召 連 候 様に 元 文 五 年 觸も在 之處、 近 キ頃猥 に 相 成、 御 曲輪內 手代 之 者 召 連 候 面々 も 多 

在 之 樣相聞 候。 向後 訖度申 付 候 様に、 明 十五 日出 仕 之 面 々席々 にて 可 被 相 達 候。 

一 同月 於 江戶御 年忌 御 法事 之 節參候 帳、 以來不 被 差 下 候 事相 決。 

一 十月 七日 白 土 奥 右衞門 御用 有 之 銀 札 取次 役 大繩幸 左衞門 同道 江 戶ぇ立 歸に罷 登。 赤 石 藤 左 衞門同 

五日 御 本 方 奉行 被 仰 付、 銀 札 方 兼 帶被仰 付 候。 

一 同月 大館 御城 土手 崩御 屈 被 仰 付 相涛。 

但御 添書と 御繪圃 楚上ケ 候。 

一 同月 十七 日 大目 付 御 廻 狀幷御 書付。 

女御 入內 に付獻 上物 


禁裏え 

御太刀 、 

御 "iT 代 黄金 三枚 宛 

女御え 

白銀 二十 枚 宛  . 

右 は 松 平 加贺守 様より 松 平 勝 五郎 様 迄 十三 人 御名 前 也。 

一 松 平 諧岐守 様よ 6 松 平 岐守様 迄 此方 様 共に 十 人、 黄金 二 枚 宛 白銀 十 枚 にて 右 2^ 斷。 

一 松 平 左 京大 夫 様よ 6 松 平 態 後 守 樣迄六 人 、黄金 一 枚 宛 ftl 銀 十 枚 宛 右 同斷。 

來月 下旬 女御 入 內に付 爲御祝 a 以 使者 可有獻 上 候。 使者 衣服、 勤 方、 於 京都 酒 井 識 岐 守え 承 A" 候 

樣可申 付 候。 

一 十月 廿 五日 御 家老 須田 內， g 乘物 御免 之 御 願、 御用 番ぇ御 留主居 を 以被指 出。 

私家 來須 田內 Si 用事 申 付 其 地 爲指登 置 候。 當亥 六十 歲に罷 成 候。 然は 持病 腰痛 烦瑪上 斗に て 難 

相 勤 候 鉢 御座 候 付、 乘物御 赦免 奉 願 候。 上處。 

十月 十三 日  御 名 

松 平 右近 將監様 
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人々 御中 

上 包 小 奉書 上下 折、 御 双方 御名 記 之。 其 後 御尋有 之祿高 三千 三百 石、 家老 役 相 勤 候 旨 申 上、 翌十 六日 

ヽ、 ヽヽ、 家來 

須田內  言 

右 乘物趣 可 爲願之 通 候。 誓紙 判 元 御 目 付 鈴 木 伊 兵 衞見候 事。 

十一月 朔日 御 加 增被下 面々。 

一 高 十 石 11 飲^ ^ 富 田 治兵衞 一 同 十 石 ，^^ 石 菅 生理 右衞門 

一同 三十 石  川 又 善 左衞門 一同 二十 石  赤 石 藤 左衞門 

一 同 四十 石  箕作茂 左衞門 一 同 四十 石  平野 文 右衞門 

一 同 三十 石  奥山 藤 太 

同月 十六 日 主 殿 事 山城と 名 改メ、 同人 嫡源六 郞如例 元服 出仕 被 仰 付 候。 

同月 五日 御 入內御 使者 被 仰 付 京都え 罷登、 罷下候 節 伊勢 參せ ：1 願 之 通 被 仰 付 候よ し 申 來〃。 

同月 大小 姓 御 番頭 被 止 置 候、 依て 御 右筆 は 御用 所 支配、 役 支配 は 御用 人 被 仰 付 候。 江 戶定居 大小 姓 

高瀨傳 右衞門 先年 之 通 御用 所 支配 被 仰 付 候。 

同月 五日 御 入 內之御 使者 梅 律 百 助江戶 よ. 0 京都え 罷登。 

同月 十 一 日 御席觸 書付。 


御城 內 下馬より 下 乘迄被 召述候 人數、 幷下乘 よ 6 內ぇ 召述候 人數輕 Sp の、 又 者に 至 迄、 尤 雨天 之 

節 長柄 もたせ 候 節 人 數相增 候 は 、其 、或は 伺 人 數多召 述候衆 中 何年 誰へ 相 伺 召述候 旨、 書付 指 

お： ^ほに、 F 略。 

十一月  稻生 下野 守 

一 同月 十六 日 須田內 記乘物 御免に 付、 御禮御 飛札 被 差 登 候 趣に て 差 出さ 

一同 月廿 二日 佐 竹 新發意 元服 被 仰 付、 且三郞 と 名改。 

一 同月 天德 寺廓聖 病身に 付 再應願 申立 閑居 被 仰 付、 後 住 正 洞 院選林 願 之 通 被 仰 付 候。 

一十 二月 朔日 求 馬 様 御 婚禮御 整 相濟。 

一 同月 七日 御用所如以前御會所被復置、御用初ょ.^被相移御會所と唱。 右に 付兩 奉行 役名、 町奉行、 

勘定 奉行、 本 方 奉行 三 奉行と 唱、 御用達 は 御 副 役と 被 仰 付。 

一 同月 廿 五日 神 尾 備前守 殿 衆より、 右 京大 夫 嫡子 佐 竹 修理 大夫享 保 十七 同 十八 年 爲歲始 御 祝儀、 御簾 

中 様へ 差 上 もの 無 之 哉、 有無 之 事 御 尋に付 左 之 通。 

佐 竹 故 修理 大夫享 保 十七 子年 五月 九日 故 右 京大 夫 養子 被 仰 付、 同 十八 丑年 年始 御 祝儀、 御簾 中 様 

へ 指 上物 無 御座 候。 以上。 

/^ヽ ヽヽヽ 内 

田 崎 忠四郞 
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一 林大學 殿よ 6 武家 補任 補 入 付て、 左 之 通 御 書付 被 遣 候、 被 仰 遣 候 通 書付 被 指 越 候。 

源 salff^l^l 寶曆三 f 年 八月 廿 七日 左 兵衞督 義眞養 爲嗣、 于時年 三十  一 0 實壹 岐守義 

道 第一 男、 母 兵 部 少輔義 長 之 女 0 同年 九月 三日 相續、 同年 十二月 十八 日從四 位下、 侍從、 右 

京大 夫。  • 

義峯 寛 延ニ己 巳年 八月 十日 卒。 

義 II 具 寳曆 一一： 癸 酉年 八月 サ日 卒。 

右二 枚 眞字認 之、 美 濃 紙。 

〇 資 曆六 子年 

一 正月 六日 御 初 野、 目 長 崎 村え 被爲出 候。 • 

一 同月 七日 御會所 御用 初に 付被爲 入、 惣棘 御座 鋪御覽 之 上 御 熨斗 御 祝 御 吸物 御酒 等 被 召 上、 御 年寄 中 

御盃御 返盃 被 仰 付 候 上 御 目 錄被下 置、 其 節 御 年寄 中よ 6 獻 上物 在 之、 役人 幷物書 まて 御 目 錄被下 置 候 

一 同月 御 入 內相濟 候 付 御 使者 御觸在 之、 根本 幸 右衛門 被 仰 付 候、 被 下金 有 之 候 由 申 來ル。 

一 同月 大御目 付 衆よ 6 嫡孫 承 祖願之 義被仰 渡御 書付 被 差 下 候 0 

一 同月 寒中 御 使者 吟味 役 野 內佐五 右 衞門被 仰 付、 田 崎 忠四郞 同道に て 相涛候 由申來 


1 同月 此度之 御 入內了 M 様より 被爲入 候よ し& 來ル。 

一同 月 十三 日 於 江戶勤 功御稱 美、 新 知 御 加 增被下 候。 

高 二十 石 平澤重 左衞門 同 十五 石  ffi 本 幸 右衞門 

同 三十 石  下 川 勘 左衞門 同 三十 石  皆 川林悅 

其 外 御 加 ふち、 御 加給 等 被 下 候 者 略 之。 

一同 十五 日 御 席 觸御尋 に 付 左 之 通 書付 被 差 出 候。 

佐 竹 右 京大 夫 居 屋敷 享保 五子 年 三月 廿 七日 額 燒に 付、 御 奉書 を 以參勤 御免被 成 置、 八 丹參府 仕 候 

樣被仰 出 候。 右 御 奉書 羽 州 山形 驛迄相 達 候 付其驛 よ.. -歸國 仕、 同年 八月 六日 上^ 仕 候。 

正月 十八 日  龍 田 源 太夫 

一 同月 御 饗應急 御用 御 膳 番假擔 大嶋左 仲、 御樂屋 奉行 太 田 丹 下 被 仰 付 候。 

一 同月 年始 之 御 使者 梅 津百助 被 仰 付、 田 崎 忠四郞 同道に て相濟 候よ し 申來さ 

一 同月 御饗應 御用 表 御 小姓 立 歸登被 仰 付 候。 

一 同月 此度鶴 御 拜領に 付、 御 使者 御用 梅 津內藏 丞被仰 付同廿 七日 出足。 右 御 勤 之 御 書 は、 前 之 通 追て 

以御 飛脚 被 差 登候箬 申達 ス。 

一 同月 十八 日 鶴 御 拜領之 節 求 馬樣御 出、 鶴 御屋敷え 參候を 御 待 請 之 由 申來さ 
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一 同月 鶴 御 拜領に 付、 右 御 禮御國 使者 を以干 } ^獻上 之 俊 御 留主居 を 以本多 伯 者 守 様え 御 伺 被 成 候 所、 

前 度 之 通 御 使者 を 以可被 仰 上 候 由 御 差 圆有之 候。 

一 同月 御宿 觸幷御 泊 付と も 申 來候付 御 飛脚 被 差 立 候。  ， 

ニー 月 五日 又 八郞代 御參勤 御供 大越甚 右衛門 被 仰 付 候。 

一 同日 田 所 勘 左衞門 京都え 御用 有 之 立 歸罷登 候。 

一 同月 十二 日 鶴 御披有 之、 此節 山城、 御 年寄 中、 御 相手 番、 兩御 番頭 まて 於 御座 間 御 料理 有 之 候。 

一 同月 當 子年 諸國 人別 相改候 答に 付、 諸事 改方認 方 等 は 前々 之 通 候 間、 人別 改 帳面 當 八月 九月 之 頃 迄 

に 可 差 出 之 由 神 尾 備前守 殿よ 6 被 仰 渡、 右 書付 寫 切支丹 改 役え 被 相 渡 候。 

一 同月 十五 日 石 5!$ 孫 太夫 御 家老 職 被 蒙 仰 候、 右 は御繁 用に 付て 也 0 

一 三月 十五 日 和 田 正 五郎 一 番大 番頭、 矢 野 孫 太郞、 石 井 嘉左衞 門 御物 頭 被 仰 付 候。 

一 同月 去月 廿ー 日 查岐守 様、 公家 衆 御馳走 御 扣木下 {.nrs: 少輔様 御 病氣に 付、 御代 被 蒙 仰 之 段 申來ル 0 

一 同月 十七 日 矢 野 孫 太 郞代リ 御 刀番、 御鷹 方 支配と もに 益 戶助四 郞被仰 付 候。 

一 同月 廿ー 一 日 大納言 様 御簾 中樣 御着 帶在之 段 被 仰 觸有之 候。 

一 四！：：； 九日 西方 改派三 僭え 御 合力 米 被 下 置 之 旨 寺社 奉行え 被 仰 渡候リ 

一 同月 九日 午刻、 屋形様 御旅 中 無御滯 御上 着 被 遊 候 0 


一 同月 十六 日 御用 番西尾 隱岐守 様よ.. > 御 老中 御 連名 之 御 奉書 到來、 淺草 御藏 火 之 御 番被蒙 仰 候。 

一 同月 十八 日 御先 手 衆 久世忠 右衞門 殿、 小 笠 原 縫 殿 助 殿、 お n 田 小 右衞門 殿御 出御 S 應被仰 入 之 儀 御 相 

談御 客對、 縫 殿 助 殿御 翁 付 御持參 御用 番ぇ被 差 出 候 害。 若、 十八 日 御成 等 之 節 は 十九 日 被 差 出 候箬。 

十六 日に は壹岐 守樣、 求 馬樣御 出、 其 節 坊主 衆 五六 人、 御先 手 衆 御座 敷 見 分 有 之 候。 

1 五月 御 參府之 上上 使 相 濟御參 勤 御 禮被仰 上 候 付、 四 家 御 年寄 中え 御 直 書 被 成 下 候。 

一 同月 十三 日 御 老中 西 尾 隱岐守 様、 秋 元但馬 守樣九 ッ 時 過 御 出、 若 御 年寄 小 出 信 濃 守樣、 酒 井石 見守 

樣、 其 外 御 奏者 御 役人 方 御 越 御 料理 被 差 出、 御酒 之 內御囉 子 有 之、 御 盃事無 御 滞 相濟候 上、 盛德院 様よ 

6 被 進 候 御菜 子 被 差 出、 其 後 隱岐守 様、 但馬守 様よ 6, 小瀨 宇兵衞 家老 御 盃被下 御 肴 被 下、 返盃 被 致 候 0 

二度目 御 日限 同 十六 日 御 日 取 相 極 候 付、 追て 被 仰 越 候 害。 御 皿 巢子被 差 出 候 は 則 御 老中 様 方、 若 御 年 

寄 御 四 人 御 休息 之 間え 被 爲入候 は、 御 薄茶 被 召 上 暫之內 御 庭 御 ir 無 間御歸 宅也リ 

一 同月 去 十日 京都 御所 司 代 酒 井 讃岐守 樣御役 御免被 仰 付 候、 依て 御 差 扣被仰 上 候 所、 不及其 儀 段 被 仰 

渡 候。 右御代大坂御城代ょ..^松平右京大夫樣、寺社御奉行は御奏者ょ，0^阿部伊豫守樣被仰付候0 殊 

に 京都 御所 司 代 御 引渡 御用 西尾隱 岐守樣 御上 京 被 仰 付 候よ し。 

一 同月 廿 一 日 大岡 出： 雲 守 様御侧 御用 人 被 仰 付、 五千石 御加增 にて 都合 二 萬 石 之 御高に 相 成、 被 任 1: 品 

岩 付 城主 被 仰 付 候。 
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一 同月 能 代 出火に 付御屆 書、 御用 番酒井 左 衞門尉 様え 中 村 政 右 衞門を 以御屈 被 成 候よ し 申 來〃。 

一 六月 小 賞 本 之 助 御 代官 所 河 邊郡牛 嶋村喜 右衛門 孝心に 付、 一 人 御 ふち 一 代 被 下 置候リ 

一同 月 大久保 東 巿是迄 之 格 合に て 御用 人 被 仰 付 候。 但御 勘.：^ 奉行より。 

一 同月 大 番大 小姓 大調相 濟候得 は、 其 段 御 在 江 之 節 は 爲御知 被 仰 上 候 様 被 仰 逢 候。 

一 同月 十三 日 去年 中 御 伺 之 上 梅津外 記三國 社え 御代 參相勤 申 候。 

一 同月 十 一 日 大岡 出-雲 守 樣御迹 、若 御 年寄 小 堀 和 泉 守 樣被仰 付 候。 

一 同月 多 賀谷下 總貯米 差 出、 同姓 龜太郞 支配 所 之 者え 下 直に 拂候段 達 上聞、 先達て 一 ト通御 稱美之 上、 

今年より 來 年中 鷹 遣 候 儀 御免被 仰 付 候 間、 戶村 內藏丞 催促 申 渡ス。 

一 同月 廿 四日 御物 頭 梅津主 鈴、 近年 病身に 付 再 應御役 御 訴訟 申 上 候へ とも、 近年 新 役 勝に 付 御免 不被 

成 置 緩々 養生 可 致、 且勤勞 を 思 食 銀 十五 枚 被 下 置 候。 

一 同月 去月 十 一 日 須田內 Si 病死に 付 御 屆申上 候 所、 無 御 相違 嫡子 政 三郞に 遺跡 被 仰 付 候。 

但 上使 如 先例 向 庄九郞 被 仰 付 候。 內 記 數年 勤勞致 候に 付、 沒後候 得と も 銀 百 枚 被 下 置 候。 

一 七月 廿 五日 大御 番頭 梅 津百助 江 戶在番 中 勤 方 役柄 不相應 に 付、 御 役儀 被 召 放 遠慮 被 仰 付 候 段、 御條 

目 を 以於御 會所那 可 儀右衞 門、 高 垣 兵右衞 門、 平元丞 助、 牛 丸 巿左衞 門 を 以被仰 渡 候。 

一 八月 二日 御領 內 人別 帳 去ル 午年 差 出、 今年 七ケ年 目に付 被 仰 出 之 通り 切支丹 改役指 出 候に 付、 今日 


江 戶ぇ被 差 登 候。 

一 同月 m 御 丸 御簾 中 様 御 安亲、 姬 S 様 御 誕生 之 段 申來さ 

但 御名 千代 姬« と 奉稱さ 

一 同月 廿 一 日 御物 頭 矢 野 孫 太 郞病氣 に 付 苒應御 訴訟 之 上 御 役 免。 

一 同 五日 上使 樱井監 物 殿 を以御 K 之 雲雀 一一！ 十 御 領之 よし 被 仰 渡 候、 其 節 御 取持吉 ffl 小 右衞門 殿御 出 

一同 月 八日 野 內左五 右 衞門御 本 方 奉行 被 仰 付 候。 

一 同月 菅 生理 右 衞門代 御 副 役 丹 物 •) 十郞 去月 サ七 H 被 仰 付。 局 住に 付、 高 七十 石 御 役 料 被 下 置 候。 

一 同月 廿ー 日 ffi 江 敬 之 助 夏 中より 病 « にて 病死、 同廿 二日、 同名 八 五郎え 跡 式 被 仰 付 被 下？ ii 之 由 御： S 

申 上 候。 

一 九月 盛 德院様 付 頭 役 伊藤 六 郞左衞 門、 此度 御先 手 御物 頭 被 仰 付、 右 代 不破野 右 衞門被 仰 付。 六郞左 

衞門三 四日 勤 形 申 傳へ贺 口え 被 下 候 由 申來さ 

一 同月 廿日 帶刀病死致候上使之儀先例御用人ぇ被仰含候所、延寶七未年、延享三^5;年不幸之節無役1！ 

座 之 內被遣 候よ し。 

但此節 御 役 御 訴訟 口上書 は不指 登と 有 之。 
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一 十月 黑澤 四郞兵 衞病氣 にて 罷下候 付、 右 代 高 根 織 部 來春登 之 所 進、、、 登 被 仰 付 候。 

一 十 一 月 十六 日 眞壁掃 部 之 助え 上使 大 番頭、 眞崎兵 庫え 御用 人 鈴 木 平藏。 小 田野 又 八郞、 孫 太夫 宅え 

及 催促 候 所、 病 氣に付 親類 小 野 崎 藤 太 郞罷出 候 所、 以御條 目 御咎之 次第 御用 人 大久保 柬市組 付 御刀番 

岡 淸七申 渡 候。 赤 石 藤 左 衞門御 科 之 儀、 以御條 目 於 御 會所石 川 縫 殿 之丞、 丹 惣十郞 申 渡 候 0 

， 但此節 小 野 崎 造酒、 三 枝 仲 被 差 下 候、 掃 部 之 助 へ も 御 條目を 以被仰 渡候リ 

一同 月 十八 日 大繩幸 左 衞門御 本 方 奉行 被 仰 付 候。 

一 同月 八日 爲 上使 生 駒 登 殿を以 御鷹 之 觸被遊 御拜領 候。 

一 同月 十九 日 土 屋貞吉 御 添 役 被 仰 付 候。 

一 同月 時宗 龍 泉 寺、 庄內鶴 ヶ岡 長 泉 寺え 移 轉被仰 付 候。 右 は 依願 也。 

ー閨 十一月 二日 明年 御 歸國之 御 使者 佐 竹 山城 被 仰 付 候 0 

一 同月 去月 廿 二日 千代 姬樣御 色 直に 付 同日 惣御獻 上物 無 御 滯相濟 、同廿 三日、 御宮 參御歸 よ 6, 堀 田 相 

模守 様え 被 爲入候 害 之 所、 同日 明ケ 時よ， 0 出火に て 相 止 候 由 申來さ 

但 阿波 守樣、 土 佐守樣 御上 屋敷 御 燒失之 段 申來さ 

一 同月 十 一 日 切支丹改役ょ，.^類族御屈書草稿 一 符差出 候に 付 被 差 登 候。 

一 同日 幸 之 助 様 御 事 格別 御 丈夫に 被 爲成候 付、 小 笠 原 縫 殿 之 助 殿 を以堀 田相模 守^え 御 屈 書 被 差 出 


候 所、 御請 納被遊 候。 

一 十二月 三日 梅、 t 內 藏之丞 寺社 奉行 兼 £ホ 被 仰 付 候 付 、大筒 方 支配 は 御免被 成 候て、 小 野 崎 大藏被 仰 付 

候。 二番 大御 番頭 は 疋田久 太夫 同日 被 仰 付 候。 

曆七 丑年 

ー.正月ニ日 . ^^形樣御登城無御滞相濟0 

一， 同月. 愛{ 石 下 御前 様え 金彌八 郞を以 先頃 之 御請 被 仰 上 候、 且仁平 宅 左衞門 例に 從ひ、 那可 忠左衞 門え 

拜領金 一 一 百 兩被下 候 由申來 \ 。 

一 同月 元日 御曹司 様 御 否、 頭 役幷大 番組 頭、 其 外 當番之 者 まて 顶戴被 仰 付 候。 

一 二月 十二 日 御 本 方 奉行 小 野 崎 五兵 衞被仰 付 候。 

一 同月 銀 札 御朱印 御撿 使、 御 目 付 御 刀 番之內 被 差 出 候 様に 御 伺 之 上 被 仰 渡 候 0 

一 同月 四 廿 五日 御發葡 可 被 成 置 旨 被 仰 出 候 付、 御 道中 御 泊 付 御 飛脚 被， 差 立 候。 

一 三 八日 御 本 方 奉行 太 田內藏 之丞、 大番 組頭 天神 林 源 藏被仰 付 候 0 

一 ^月 銀 札 御朱印 御儉 使、 御 刀 番御目 付 先頃 被 仰 付 候、 此度佐 竹 三 郞在府 屋ぇ被 移 置 候 0 右兩役 御用 

に 付 出席 不相成 候 節 は 朝に 出席 開封 致 銀 札 奉行え 相 渡、 銀 札 奉行 直々 御 檢使相 勤、 晚刻仕 廻 之 節 又々 
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出席 封印 致 候 様に 被 仰 付 候 所、 御 目 付 右に 付 御 伺 申 上 候 次第 有 之、 御刀番 承知 不致 候。 依て 御 侧兩役 

之 內歟、 御 納戶役 滑 川 八 右 衞門可 被 仰 付 候 哉 御 伺 被 成 候。 

一 同月 十六 日 土 尾 貞吉代 御 添 役 滑 川 武右衞 門 被 仰 付 候。 

一 四月 十五 日 從 公方 様 大納言 様 爲ヒ使 松 平 右近 將監 様、 酒 井 左衞門 尉樣御 出御 歸國之 御 暇 被 蒙 仰、 如 

例 之御卷 物、 銀 子 御 拜領。 同 十八 日 御 老中 御 述名之 御 奉 番堀田 相模守 様より 到來、 翌十 九日 御 登城 御 

暇御禮 相濟。 

一 同月 佐 竹 山城 御歸阈 御禮御 使者 被 仰 付 候。 

但 以前 御着 城 翌日 出足 之 儀 も 有 之に 付 御 問 合 之 所譯無 之、 左様 御 伺 も 不相成 候 由 申 來〃。 

一 同月 十二 日 去年 中 御 誕生 之 千代 姬樣御 逝去に 付、：！： 十四日 まて 鳴 物 御 停止 被 仰 付 候。 於 秋 田、 廿六 

日よ， 0 三 日 鳴 物 停止 被 &け 候。  ， 

一 五月 山城 御 使者 被 仰 付 被 差 置 候 所、 脫肛 煩に て 御 訴訟 申 上 候 付、 嫡子 源 六 郞被仰 付 候。 

一 同月 十九 日 戶嶋驛 よ 6 午 上刻 被 遊 御着 城 候。 

一 同月 十八 日 山城 差 控被仰 付 候 付 源 六郞も 遠慮に 付、 右 代 今せ 又三郞 同日 被 仰 付、 十九 日出 足 致 候。 

金子 七 百 兩被下 置候內 四百 兩愛 元、 同 三百 兩於江 戶被相 渡 候。 

一 同月 廿 一 日 戶村十 太夫、 小 野 岡 源 四郞御 年寄 中 加 談被仰 付、 日々 御會 所え 出席 致され 膜。 


但石保 孫 太夫、 岡 本 又太郞 遠慮 被 仰 付 候に 付て 也。 

一 同月 廿 六日 吉田 藤右衞 門、 八 代 彌太郞 銀 札 奉行、 長 山 久-平 御 本 方 奉行 歸役、 大塚新 左 衞門御 添 役 被 

&兮 t^o 

一 同月 廿 七日 那可儀 右 衞門思 召に 不相叶 御 本 方 奉行 御 役 御免 、遠慮 被 仰 付 候。 

一 六月 五日 平 元 茂 助、 太 田 內藏之 丞陰ノ 間え 被爲 召、 是 まて 役 方 出精に 被 m 心 召 候。 尙此末 出精 可相務 

被 仰 出 候。 

一 同月 方 助 八 郞戶嶋 驛迄及 言上 候 趣、 此間 以上 使 兩日御 尋被成 候 所、 一 々申披 無 之に 付 御 役 俊 被 召 

放、 親類え 去ル 三日よ 6 被預置 候。 孫 太夫、 又 太 郞差扣 同日よ. 0 御免被 仰 渡 候 0 

一 同月 五日 吉田藤 右 衞門思 召 有 之に 付 御 本 方 奉行 御 役 御免、 遠慮 被 仰 付 候。 

一 同月 暑中 御機嫌 御 伺 之 御 使者 御 臺所役 大和 田 兵 右 衞門被 仰 付、 金子 八 兩被下 候 由申來 ル 0 

一 同月 八日 白 土 藤 太 御用 人 被 仰 付、 座 列 奉行 本 席 之 通 被 仰 付 候。 

一 同日 大塚九 郞兵衞 先頃 寺社 奉行 被 仰 付 候 所、 今日 駕籠 御免被 仰 渡 候。 石 川 縫 殿 之丞、 長 出 久平代 御 

町奉行、 沼 井 四 郎兵衞 御 兵 具 奉行 被 仰 付 候 0 

一同 月 十五 日 松 野 茂 右 衞門御 家老 立 歸登被 仰 付 候 、出足。 

一 同月 八日 松 液肥 前 守 様へ 御 悔之御 飛脚 御中 間 二人 被 仰 付、 江戶 よ， 0. 出足 之 由 申來ル 0 
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一 同月 小 野 崎 造酒、 遠慮 致 可 罷下之 由 被 仰 付 候故卽 御屋敷 引 拂可申 候へ とも、 龍 田 源 太夫え 申 傳之御 

用 在 之に 付、 相濟 次第 出足 之 害 候 段 申來さ 

一 同月 八日 造酒 遠慮 罷 下に 付 右 代 御用 人 龍 田 源 太夫 被 仰 付 候。 

一 同月 長瀨平 右衞門 先頃 御 膳 番被仰 付 候。 當 人事、 只今 迄 御 t« 司 様 御 刀 番相勤 候 上 は、 御 役 替に候 間 

御 同人 樣 へ 爲御知 可 申 上 候 由 江 戶ぇ被 相 達 候。 

一 同月 十九 日 廿日 於 八橋 壽量院 有 德院樣 御 法事 御 執行、 廿日に 屋形樣 被 遊 御參詣 候。 

一 同月 十七 日 十八 日 明鏡 院樣御 法事 於 闢信寺 御 執行 被 遊 候。 

一 同月 稷田喜 一 郞御 勘定 奉行 被 仰 付 候。 廿 七日 高 垣 兵 右 衞門思 召 不相叶 御 役 被 召 放、 遠慮 被 仰 付 候 0 

一 同月 大小 姓 頭 御免に 付 無 役 廻 座、 局 住 共 詰 番被仰 付 候處、 此度 大小 姓 頭 被 仰 付 候 故詰番 御免。 

一 同月 箕作茂 左衞門 召に て 罷下候 所 此度御 膳 番被仰 付、 右 代 沼 井織 部 御 納戶役 被 仰 付 候。 

一 同月 平 澤十右 衞門義 、御着 城 以來御 側 兩役兼 帶辛勞 相 勤 候に 付 御 膳 番格被 仰 付、 小 野 崎吉內 同然に 

辛 勞相勤 候に 付 御 召 料 幷銀十 枚 被 下 置 候。 

一 同月 廿 八日 ffi 江內 膳、 小 野 崎 藤 太郞御 相手 番被仰 付 候。 

但 膳 事 家督 當座 候へ とも 家柄に 付、 藤太郞 事、 家に 右 御 役 無 之 候 得と も 格別 之 思 食に て。 . 

一 同月 大小 姓 頭 被 仰 付 候 所、 三百 石 都合 御 償 御 役 料 被 下 置 候。 


一同 月 大塚九 郞兵衞 先頃 寺社 奉行 被 仰 付 候。 少祿之 而ク右 御 役 難 相 勤に 付、 七 ぼ 石 都合 御 惯高被 下 

候 相 極。 

一 同月 廿 八日 三番 御 番頭 &江內 膳 代 小 貫 彥三郞 、十番 梅 藤 十 郞代戶 村 內藏丞 被 仰 付 候。 

一 同月 十八 日 於 上野 有 德院樣 御 法事に 付、 同廿 二日 御 使者 を以御 香奠、 御 使者 石 川 文 右 衞門相 勤。 

一 同月 十八 日 明鏡 院樣廿 五 回忌 於總泉 寺壹岐 守樣御 勤に 付、 御 逮夜、 御當日 共に 屋形樣 御代 香 石 川 文 

右衞 門、 十七 日 御曹司 様 御代 香 安田 宇 一 右 衞門勤 之〕 引續 此方 様よ 6 御 法事 御 勤 之 節 屋形樣 御代 香 

文右衞 門、 御曹司 様 御代 香 中田彥 太夫 勤 之。 

一 同月 廿 二日 晚、 那可 忠左衞 門、 愛宕 下よ 6. 、 安田 卯 一 右 衞門高 根 織 部 被 差 越 御 引取..^、 御 長屋 之內圑 

堅固 御 摘、 侍よ-^ 晝夜見 繼番兩 人 宛 幷御步 行 も 加勢に 被 仰 付、 御 足 輕邊五 人 夜中 十 人 宛 不寢番 被 仰 付 

候。 同人 手 廻 も 早々 御 引取 之 害 之 由 申 來ル。 

一 同月 江 戶表御 本 方 奉行 平 澤縫殿 一 人 勤 之 所、 銅山 方 御用 繁く 甚タ 迷惑に 付、 先頃 那可儀 右 衞門登 之 

儀 申來候 得と も 御 役 御免、 其 後 度々 申來候 得と も 當分御 差遣に 付、 辛勞 なから 如 以前 一 人 勤 之 由 被 仰 

一 七月 十一 一 日 大塚九 郞兵衞 御 家老 被 仰 付 候。 

一同 日 於 御城 役人 中え 御 料理 被 下 候。  *  . 
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一 同 n- 此度之 一 件 無 御 滯相濟 候爲御 祝儀、 町々 共 無 殘御肴 酒 獻上致 候。 依て 十二 日 於 御城 無 役 引渡、 

廻 座 迄に 御 料理 被 下 候。 大小 姓與頭 まて 御酒 御 吸物 被 下御囉 子等 在 之、 御賑々 敷 有 之 候。 

一 ^^日 此度之 御 祝儀 御 料理 有 之、 其上圆 書、 山城、 大和え 御加增 五百石、 孫 太夫、 源 四郞、 又 太 郞ぇ同 三 

百 石 宛、 平 元 茂 助 同 百 石、 長. S 久兵衞 、芳賀 金 五郞、 櫻 田 喜 一 郞、 八 代 彌太郞 え 御 帷子、 太 田內藏 丞御帷 

子 御上 下、 石 川 縫 殿 之丞ぇ 御上 下 拜領被 仰 付 候。 

一 同月 十三 日 此度銀札御仕法被相止候に付、戌年以來御法度相^?!籠舍之面々夥敷有之候、人殺之外籠 

舍 御免被 仰 付 候。 右 は 此度之 大赦 也。 

一 同日 戶村十 太夫 段々 願に 付、 御 役 御免被 成 置 候。 御着 城 之砌ょ 6 別て 御用 向出 精に 付、 高 三百 石拜 

領 横手え 被歸 候。 

一 同月 九日 十日 於 壽量院 常 憲院樣 五十 回 御 忌 御 法事 有 之 候。 

一 同月 十八 日 疋田久 太夫 寺社 奉行、 梅 津喜七 郞能代 奉行 被 仰 付 候。 

一 同月 十二 日 明年 御參勤 御供 孫 太夫 被 仰 付 候。 御 副 役 丹 愁十郞 御供 登 被 仰 付 候。 

一 同月 十二 日 御用番西尾隱岐守様ょ，.^御留主居ぇ、今1ぉ又三郞同道同十三日登城候樣に申來..^、中村 

政 右衞門 同道に て 登城 致 御 奉書 被 渡 置 候、 如 前例 卷物御 拜領。 從西御 丸 は、 秋 元但瑪 守樣於 御宅 御 奉 

書 被 相 渡 候。  , 


一 同月 八朔 之 御 使者 石 川 文 右 衞門勤 之、 如 先例 金 五 附被下 置 候。 

一 同月 十 一 日 愛 せ 下 御前 様 附頭役 金 彌八郞 被 仰 付、 本祿ぇ 二百 五十石 之 都合 御 役 料 被 下 S 、御用 人格 

一 同月 九日 屋形様 御名 乘御下 字、 先月 廿 八日 御 改之 優、 御用 番西尾 隱岐守 樣ぇ當 日 田崎忠 四 郞を以 御 

屈 被 仰 上 候 て 、右寫 被 差 下 候。 

一. 同月 朔日 去月 晦日、 御用 番酒井 左 衞門尉 様よ 6 御 留主居 迄 切 紙 到來、 中 村 政 右衞門 同道に て 今， 又 

三郞 登城 御， 歸國 御禮御 使者、 御 奏者 鳥 井 $,賀 守 様 御 披露。 又三郞 御前え 被 召 出 如 前例 太刀 目錄獻 上、 

自分 之 御禮靑 山 因幡 守 様 御 披露に て 無 滞 相濟。 同日 西ノ 丸え も 登城 御獻 上物、 自分 之獻 上物 も 相濟、 

御 奏者 朽木土 佐 守 様え 謁ス。 

一 同月 去月 廿 四日 土用 御機嫌 御 伺 之 御 使者 大和 田 兵右衞 門、 兩御 丸え 龍 田 源 太夫 同道に て 勤 之。 

一 同月 二日 夜中 紀伊 大納言 樣御 逝去に 付、 同 三日より 九日 迄日數 七日 鳴 物 停止 申來さ 於 秋 田 は 物 

停止 以前より 無 御座 候。 

I 同月 廿日 廿ー 日 俊 交院樣 三回 御总御 法事 於 總泉寺 御 執行、 屋形様 御名 代 石 川 文右衞 門、 御 司 様 御 

名代 築 治 部 左 衞門勤 之。 

但 去年 御 法事 之 節 廿日 晚御 名代 小 野 崎 源 左 衞門相 勤、 廿 一 日に は 御 直 參被成 置 候。 
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一 八月 五日 那可忠左衞門此度江戶ょり被，^?-下候付、岸平次、竹內久米之助道中附添被仰付、幷御步行 

丹 生 喜 八郞、 御 足輕七 人、 御中 間八 人手に 付、 去月 廿日 江戶 出足 今日 着 致 候 由 申達 スり 

一 同月 十三 日 今宮又 三郞御 使者 御用 相濟、 去月 廿 六日 出足 下着 致 候 也。 

一 同月 廿 三日 松 浦 肥 前 守樣御 次男 左 治 馬 様、 御 嫡子 形 御 願 相 濟御目 見相濟 候よ し爲御 知申來 候に 付、 

於 途中 御 時宜 之 儀 御 家中え 於 江 戶被仰 渡 候。 

一 同月 十三 日 二番 大 番頭 信 太 內藏之 助 御曹司 様附 御用 人、 益戶助 四郞御 同人 樣附御 刀番、 藤本 左 門、 

幸 之 助 樣附大 番與頭 格、 赤 石 四 郞兵衞 御物 頭、 矢 野 忠內御 境目 奉行、 武藤豐 太夫 御 目 付、 黑木權 右衞門 

右 同斷、 大和 田 淸兵衞 御鷹 方 支配、 御刀番 平野 淸五郞 、御 刀 番石川 治右衞 門、 大小 姓 菊 地 仁 右 衞門被 仰 

付 候よ し 申來さ  - 

一 同月 下野 御領 萱橋 むら 藥王寺 致 病死 候 付、 直弟子 仙 音 住 寺 之 儀 旦徒も 願に 付 被 仰 付 候。 

一 间月廿 四日よ 6 廿 六日 迄、 此度御 祝儀 之 御酒、 御 吸物、 諸 士幷徒 並 迄 於 御 廣間被 下 置 候よ し 申來さ 

一 九月 八日 梅 律 喜 七郞代 6 御旅 組 梅 律 半 五郎、 大番七 番組 頭 山 方 茂 左 衞門被 仰 付 候 由 相 達。 

一 同月 御 副 役 高 根 織 部 兼て 役方不 i 且之 勤、 且此度 之 一 件に 取 綺候段 相 聞 得、 江戶 より 御 役 被 召 放 被 差 

一 同月 六日 梅 津藤馬 御 相手 番役足 痛に て 再應御 訴訟 之 上 御免。 


一 同月 來. K 春 御 參府御 時節 御 伺 之御國 使者 當 十月 中 被 差 出 候に 付、 松 田 源 太 被 仰 付 候。 

一 同月 眞崎又 左 衞門御 刀 番病氣 に 付 再應御 訴訟 之 上 御免、 且 数年 辛 勞相勤 候に 付 爲御稱 美 銀 五 枚 被 下 

置 候。 

一 十月 十六 日 玄猪之 節より 如 以前 近 進 並 迄 御自身 可 被 下 被 仰 出 候。 近年 は 役 頭 之 面々 まて 御自身 被 

下 置 候。 

一 同月 十七 日 梅 律 祧之助 寺社 奉行、 太 田 市 兵 衞御副 役、 御鷹 方 支配 小川 平 次右衞 門、 組 付 御 刀 番今村 

多 七郞、 鳥 越 御 後室 樣付 手代 役 小 野 岡 彌織被 仰 付 候。 

一 同月 廿ー 一 日 黑澤四 郞兵衞 御 勘定 奉行、 平 澤源五 右 衞門御 目 付 被 仰 付 候。 

一 十 一 月朔日 夏 中 御 變事之 節 深切 之 存寄申 上 候 面々、 幷 五兵 衞 在京中 出精に 付 此度御 加 增高被 下 置 

左之甬 JO 

一 高 七十 石 小 野 崎 五兵 衞 一 同 七十 石 太 田 內藏丞 

一 同 三十 石  益 戶 助四郞 一 同 三十 石 長瀨平 右衞門 

一同 二十 石 大山 伊織 一同 二十 石 沼 井 織 部 

一 同 二十 石 井上 才藏 

一 同月 五日 御 誕生日に 付 御 具足 之 St 御披。 是迄切 糟 に 候 所、 今年よ 6 古 來之通 頂戴 被 仰 付 候 0 
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一 同月 立 花 左 近 將監樣 此末兩 崇之儀 被 仰 出、 惣 御屋敷え も 被 仰 渡 候。 

一 同月 去. 月 十六 日 於 江戶、 大番 組頭 迄 御曹司 樣 御前え 罷出、 玄猪御 祝儀 相涛 候よ し 申達 ス。 

一 同月 大館城 土手 崩御 伺 書、 九月 晦日 堀 田 相模守 様え 田 崎 忠四郞 差 出 候 所、 去月 十二 日 御 奉 害 中 村 政 

右 衞門請 取 無 御 相違 相濟 候。 

一 同月 三日 土 屋負吉 、岡 田巿郞 兵衞大 番組 頭、 石 井 五 郞右衞 門 大小 姓 組頭、 小 田 部 新 一 郞御 小姓 筆頭 

被 仰 付 候 由 申 來ル。 

一 同月 八日 石； 孫 太夫え、 只今 まて 檢山 V ぱ下 支配 被 仰 付 指揮 致 候 得と も、 如 先例 松 野 茂右衞 門え 被 仰 

付 被 下度仍 願、 茂右衞 門え 被 仰 付 候。 

一 同月 大番十 番組 頭 河 村 幸右衞 門、 大小 姓 一番 組頭 山 口 四 郞太被 仰 付 候。 幷、 御 兵 具 奉行 沼 井 四郞兵 

衞 近年 髮結拔 束 髮相成 兼、 餐髮願 之 通 被 仰 付 候。 

一 同月 寒 入 之 御 使者 三 村 平 太 被 仰 付 金子 も 被 下 置 候。 

一 同月 十六 日 白 土 藤 太 明年 罷登被 仰 付 候 所、 嫡子 門 平久々 iis 氣 にて 苦勞之 儀、 幷外 男子 無 之 段 も 被 思 

召、 小 野 崎 多 右 衞門實 次男 彥杏門 平 嫡子に 可 仕 之よ し 被 仰 渡 候。  • 

一 同月 銀 札 當秋中 御 引 上ケに 付、 札 請 取役幷 引替 錢渡役 被 仰 付 候 所、 右 役人 共 品々 進物 申請 候に 付 役 

人 閉門、 物 書 以御條 目 遠慮 被 仰 付 候。 


一十 二月 廿 四日 福 地 嘉兵衞 御 腊番被 仰 付 候。 

一 同日 幸 之 助 様、 付 奥山 藤 太 先頃 御 納戶役 被 仰 付 候に 付、 小 K 阐兵衞 、奥山 權左衞 門兩人 勤に て は、 第 

一 出火 之 節 等 御不堅 M 之 俊 兩役申 聞 候に 忖御伺 之 所、 來ぉ登 赤 石 四 郞兵衞 進 登 被 仰 付、： 止 月 中 出足 爲 

致候樣 にと 被 仰 付 候。 

一 同年 來 年始 御 使者 石 川 文 右 衞門被 仰 付 候 由 御 申 渡、 金子 も 被 下 候. - 

0 寶曆人 寅年 

一 正月 元日 於 雨 表、 尾 形樣御 在國、 御曹司 様 上々 様 益 御機嫌 能 被 遊 御 超歲、 年始 御 規式無 御滯相 W 候。 

一 御 香會、 以前 之 通 御 年寄 中始 一 役 一 人 宛 登城 無 御 滞 相濟。 

一 同月 去々 月廿 九日 酒 井 左 衞門尉 様え 御城 土手 崩御 伺 書 田 崎 忠四郞 を 以被差 sS 候 所、 舊臘 十六 日 御 

奉 #： 忠四郞 請 取 無 御 相違 相濟。 

但此節 被 差 登 候 御 糟圆、 ケ 條書等 前 々 之 通 候 所、 當時之 御 模様 左様に は 不相成 候に 付 御 右筆 橋 本 喜 

八郞殿 品々 御， 宠圆有 之、 所々 相 直 候て 御 伺 書 被 差 出 候 分 共江戶 より 被 差 下 候。 

一 间月 下野 御領 猪、 鹿、 狼 多 田畑 喰 荒 候に 付、 四季 打鐵炮 御免 之 御 願 被 仰 上 候。 

一 同月 六日 御 初 野 、未" 餘寒も 有 之 候 故 ニノ 丸え 被爲 出、 御機嫌 能 御 歸城被 遊 候よ し申來 S 
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一 同月 七日 御會所 御用 初に 付被爲 入、 御 年寄 中え 御 返盃 被 仰 付 候。 諸 役え は K 斗 鮑 頂戴 被 仰 付 候。 

但御 賞罰 之 儀に 付 御 條目を 以被仰 渡 候。 

一同 月 二日 年始 之 御 使者 石 川 文右衞 門、 御 留主居 田 崎 忠四郞 同道に て 相 勤 さ 

一 同月 廿 一 日 當 年始よ 6、 御規式 以前 之 通 被 復置爲 御 祝儀、 八 木 作 助 舊地被 仰 付 候。 

一 同日 後藤 七 右 衞門數 年 致 辛 勞相勤 候 付、 於 陰 ノ間御 叮寧之 上意 之 上 御上 下 拜領被 仰 付 候 0 

一 同月 廿 六日 御 町醫中 山宗仙 兼て 學 問え 志 有 之に 付、 此度 一 代 近 進 被 召 立 御 宛 行 五 人 御 扶持、 御給 金 

五 兩被下 候 段 被 仰 渡 候。 

一 二月 十二 日 尾 形 樣御病 鉢少々 御 順 快 之 由、 三人 飛脚に て 被 仰 達 候。 

但昨十 一 日 大嶋喜 之丞早 打に て、 上 々様え 御 病 鉢 爲御知 出足 致 候。 

0 資 曆九 卯年 

. 一 正月 安田 宇 一 右衞門 去月 御 留主居 本 役 被 仰 付 候 0 

一 同月 八日 眞崎兵 庫、 須田美 濃 御 相手 番、 梅津 藤太大 番頭 兼帶、 杉村傳 十郞大 番組 頭、 片岡 七十 郞 大小 

姓 組頭 被 仰 付 候。 

一同 月 九日 多 賀谷下 總舊冬 御用 銀 調達 差 上 候に 付、 爲御稱 美 御 K 御免被 仰 付 候。 表立 御免 之 節よ、 於 


御 會所御 年寄 中 被 仰 渡 候。 如 以前、 戶村 一 學 催促 申 渡 候 樣に被 致 候 段 被 仰 達 候。 

同月 御 國目付 衆 御 下向に 付、 宿々 等 其 外道 橋 繕 等 之爲. -信太 又左衞 門、 山 方 才三郞 、石 川 忠吉、 吟味 

役 淸水藤 次 兵 衞被仰 付 廻 在 致 候。 

同月 年頭 之 御 祝詞 御名 代 御 使者 を 以就被 仰 上 候 石 川 文 右衞門 登城、 例年 之 通 御太刀 稀代 御獻 上、 兩 

御 丸 共 無 滯相涛 さ 

同月 二日 例年 之 通御謠 初に 付查岐 守樣、 求 馬樣御 出、 於 陰 ノ間御 祝儀 有 之 御娠々 敷 有 之 候。 

同月 尾 形 様 御 慎に 付 頭 役 之 外 は御盃 頂戴 不被仰 付 候に 付、 爲御 名代 元日 查岐 守樣御 出、 於 御座 ノ間 

諸 士幷步 行 並 迄 不殘御 盃被下 候。 

同月 舊臘廿 九日 夜 深 川 出火、 同所 御屋敷、 稻荷之 社 類燒致 候。 御 長屋、 御藏 共 無 別條。 

同月 御用 聞 町人 大野 小 八郞義 深切 御用達 上 候に 付、 御紋付 御上 下 拜領被 仰 付 候。 • 

同月 御物 頭 羽 石 小 七郞、 去 九月 中よ. 0 下血 煩に て 再 應御役 御 訴訟 之 上 御免。 

同月 今 せ2 又 三郞、 此度仙 北 下 筋 巡 見 御用 罷越 候。 依て 御 飛脚 之 節 御 本書 之 外 御名 除。 

同月 步据 御鷹. 匠 淺利勘 右 衞門新 知 三十 石 致 開發候 付、 御鷹 方 依願 大御番 え 被 入 置 候。 

但侍 纖炮、 御 歩行、 御 S 匠 、御茶屋、 新田 三十 石 開發御 役儀 御 訴訟 申に 候 は V  、御 扶持 御給 被 召 上、 役 

儀 御免 可 被 成 候 旨 元祿四 未年 頭々 え 被 仰 渡 候。 
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一 同月 大機五 郞兵衞 御 本 方 奉行、 大嶋 喜之丞 御物 頭、 赤 須巿郞 兵 衞御目 付、 吉川和 助 御 副 役 被 仰 付 候。 

一 二月 大塚新 左 衞門舊 臘御本 方 奉行 被 仰 付 候 所、 御繁 用に て 神 文 不相濟 、罷登 候 上 於江戶 去月 十三 日 

神 文相 濟さ 

一 同月 梅 逮 敬 之 助 御物 頭 被 仰 付 候。 

一同 月 戶村十 太夫 與 下石 井 彌右衞 門 親 彌宅儀 兼て 立願に 付、 勢、 熊 野え 社 參御暇 申立 候。 隱居等 之 

者 不及御 伺 申 渡 候 得と も、 遠方え 罷越候 義故御 伺 致され 候〕 

一 同月 佐 竹河內 rS: 々申 聞 候 は、 鷹 御免被 成 置 候 得と も W 剌判不 被 下 置、 殺生 御 判に て 於 角 館餌剌 用事 

相辩候 得と も 於 此表左 樣不相 成、 仍て御 膳 番ぇ御 年寄 中 御 申 含 御鷹 方え 御 申 渡 被 遊 言上 候。 

一 同月 御 國目付 衆 御 下向に 付 御 財 用品々 御難 S  、依て 石 川 縫 殿 之丞進 登、 り 被 仰 付 候 C 

一 同 五日 眞崎兵 庫 代 小 筒 方 支配 戶村 一 學、 幷 後藤 七 右衞門 御用 人 被 仰 付 候。 

一 同お 門 脇 玄忠儀 數年御 側 勤、 且慈 雲院樣 御代よ 6 御 側 を も 相 勤 候 勤 功 被 思 召、 銀 三枚 被 下 置 候。 

一 同月 今年 江 戶詰方 石 爆 巿正被 仰 付 被 差 置 候 得と も、 秋 田 表 品々 御繁 用に 付 登 御免被 成 置 候て、 當泰 

登 小 瀨宇兵 衞被仰 付 候。 宇 兵 衞儀內 々被 申 聞 候 次第 有 之 御請 は 被 申 上 候 得と ち、 于今 役人 へ も爲御 

知 不被成 候 よし江 戶ぇ相 達 S 

一 同月 眞崎兵 庫、 須田美 濃 先月 中 御 相手 番被仰 付、 乘與 御免 之 儀 日間 差 繰 町 申 渡 之 由 被 仰 出 候に 付、 


五日 御 申 渡 被 成 候。 

一同 月 京都 大佛迦 藍 大破に 付、 諸阈 a 化 之 儀增上 寺より 誓願 寺え 申來。 依て 銀 子江戶 にて 被 相 渡 候 0 

一 三月 十 一 日 平 澤藏人 御 目 付 役 御免に 付遠盧 申立 候 所 、遠慮 は 御免被 成 品々 可 罷下之 旨 被 仰 渡、 同 十 

四日 出足 致 候。 

一 同月 十七 日 十八 日 恭溫 院樣御 一 周总之 御 法事 御 執行 被 遊 候 所、 天 德寺內 々被 申 上 候 次第 も 有 之、 圓 

明 院様御 一 周 总之節 百 五十 枚 被 遣 候に 順し、 此度は 銀 百 三十 枚 被 遣 候。 幷、 近年 無 御座 候 得と も頓寫 

等 被 行 候 外、 御 法事 は 近 例に 准 可 申 之 由。 

一同 十一 日 御 境目 奉行 信 太 小右衞 門、 御物 頭須 平 四郞、 御 目 付須藤 平右衞 門、 大小 姓 組頭 粕谷來 右 

衞門被 仰 付 候。 

一 同日 數年勤 功 在 之 者え 御 加增、 御 加 扶持、 御 加給 幷銀 子等 被 下 置 候。 

一 同月 此度御 國目付 衆 御 下向に 付 今宮又 三郞、 下、 仙 北 宿屋 巡 見 被 致 候 所、 近年 作 宜故か 家作 相應、 幷 

道 橋 共 宜しき 方に 有 之 由。 

一 同月 恭溫 院樣御 法事 之 節 御名 代 佐 竹 河 內被勤 之 候。 

一 同月 幸 之 助 様 御 疱瘡に 付 御 祈 禱寶鏡 院ぇ被 仰 付、 御 守 札 差 上 候。 

一 同月 御目付衆當秋中御下國之御模樣に付、只今ょ..^御伺等御用在之に付信太又左衞門、武藤豊太夫 
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被 仰 付 候 0 以前 は 御用 人 も 被 仰 付 候 得と も 田 崎 忠四郞 被 仰 付 候 事故、 兩樣 とも 取 擔ひ被 仰 付 候。 

一四 月 御 目 付 衆 御用 懸石 塚巿 正、 今お 又 三 郞被仰 付 候。 

一 同月 布施 嘉右 衞門義 御用 人格 被 仰 付 候。 

一同 月 前 度 御 追放 蟄居 之 面々、 所 御免 蟄居 御免被 仰 付 候。 

一 同月 小 野 崎 五右衞 門、 大和 田 兵 右衛門、 大番與 頭 役 被 仰 付 候。 

一 同月 御 目 付樣御 下向に 付、 御城 內外、 在々 共 諸 普請に 付 莫大 之 御 入用に 付、 御名 字 之 面々、 幷近進 並 

迄御會 所に て 御用 銀 之 儀 被 仰 渡 候。 

一 同月iI日ょ.=^屋形樣御泡瘡之所、段々御全快にて同十五日御酒湯被爲遊候由申達o 

. 但 右に 付 御 廣座鋪 え 御 K 出、 近 進 並 まて 御 歡申上 候。 同日 御 侧廻幷 大番與 頭 まて 御酒、 御 吸物 被 下 

置 候。 

一同 月廿 四日 松；|^角右衞門御目付役被仰付候0 

一 同月 廿 一 日 御 國目付 安西 彥五郞 殿、 建 部 荒 次 郞殿被 仰 付 候 0. 

一 同月 廿 三日 爲 上使 鳥 井 伊賀 守 樣を以 、尾 形樣御 疱瘡 爲御尋 御 態 之 被 蒙 上意 候に 付、 其 節 御名 代 求 馬 

樣御勤 被 成 候。 爲御取 持 吉田小 右衛門 殿御 出 相裤候 上、 卽御 老中 樣、 御 側 御用 人迄爲 御名 代 求 馬樣御 

廻 勤 被 遊 候。 


一 同月 十五 日 tig 形 様 御. 何〕 被 遊 候 付 御 25 可 被 仰 上 候 哉、 右近 將監樣 え 田崎忠 四郞罷 出御 內意承 候 所、 

御 屈 可 被 仰 上 私に 被 仰 候 付、 御用 番松平 右 京大 夫 様え 忠四郞 を 以被仰 上 候 0 且、 印牧 玄順御 藥に候 得 

とも 御町醫 にて 不相成 候に 付、 橘 隆庵老 御 藥被召 上 候 様に 被 仰 立 候 0 

一 同月 御 國目付 衆 御 下 之 節、 道中 付添 田 崎 忠四郞 被 仰 付 候。 安-? i: 彥五郞 殿、 建 部 荒次郞 殿御 用人え も 

懸合候 様に 被 仰 渡 候。 

一 五月 東 淸寺此 度 入院 之 儀 相濟、 御會 所え 御 禮申上 候。 

一同 二日 安西 彥五郞 殿御 宅え 荒次郞 殿御 列席に て、 田 崎 忠四郞 え 御 書付 三 通 被 仰 渡 候。 內 二通 宛所 

無 之 分 は江戶 にて 御 答 出來致 候、 宛所 在 之 分 は 秋 田に て遂 吟味、 御 轎圆幷 答 書出來 次第 可 被 差 登 申 

來ル。 

一 同月 屋形様 御 疱瘡 御酒 湯 相濟候 段、 去月 廿五 日 御用 番松平 右 京大 夫 様 幷秋元 但馬守 様 へ 、御 留主居 

安田 宇 一 右 衞門を 以御屈 被 仰 上 候 0 

一 同月 男 鹿 眞山光 飯 寺 病 氣に付 閑居 御 暇 願 之 通 相濟、 後 住 寶性寺 願 之 通 被 仰 付 候。 

一 同月.， 屋形様 御 泡 街 被 遊 御 全快 去ル 十二 日 御床 拂被遊 候 付、 御 侧廻之 面々 え、 於御廣 座敷 御料 斑 被 下 

. 置 候。 同 十三 日、 表 方 頭 役 之 面々 於 陰 ノ間御 夜食 被 下 置 候。 同 十五 日大 番組 頭より 諸 士無殘 、步行 並 

迄 御酒 御 吸物 被 下 置 候。 
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一 同月 淸水織 部 病 氣に付 願に 付 御 目 付 役 御免。 

一 同月 五日 大繩柬 之 進 大番六 番與頭 被 仰 付、 中 川 兵 左 衞門も 右 同役 被 仰 付 候 害に て 御手 紙 之 所、 病氣 

にて 延引。 

一同 月 幸 之 助 様え 年始 御 祝詞 御 歡等是 まて 不被申 上 候。 依て 頭 役 被 附置候 まて 御膳番 名前に て 年甫 

幷御歡 等 申 上 可然相 決、 御 苗字 衆、 御 年寄 中 斗に 候 所、 戶村十 太夫、 大山 十郞、 天德 寺、 寶鏡院 御 歡被下 

に 付 右面々 え、 被 仰 渡 無 之內は 延引 叮致之 由 被 仰 渡 候。 

一 同月 十四日 大越長 右 衞門義 、駒 木 根 勘 解 由 代 被 仰 付 候。 

一 同月 印牧 玄 順え 一 代 三十 人 御 扶持 被 下 置 候。 右 は 御 二方 様 御 痕瘡御 療治 差 上 候 付て 也。 

一 同月 十五 日 屋形様 御床 揚被遊 候 付、 爲御 祝儀 御 苗字 之 衆より 頭 役 二人 宛兩 組頭 まて、 御酒 御 吸物 被 

下 置候リ 

一 同月 今 宮又三 郞大學 と 御名 改。 

一 六月 廿 五日 於 御 會所繼 目 出仕 被 仰 付 候。 

一 同月 古 內藏人 近年 病身、 且 持病 之脫肛 煩に 付 度々 再發、 且 今年 七十 歲相 成步行 不自由に 付 乘輿之 儀 

願 之 通。 

一 同月 鄕村高 辻 帳江戶 表御納 戶ぇ納 置、 御用 之 節 被 出候箬 にて 此度被 差 登 候。 


一 同月 赤 貌市郞 兵 衞病氣 に 付、 仍願御 目 付 役 御免。 

一 七月 四日 御國 rnf 付 衆 御 兩人御 招請に て、 於江戶 御殿 御 料理 有之リ 

但瓷 岐守樣 御名 代に て 御 出迎、 御 料理 後大御 番頭、 御 本 方 奉行、 御用 人、 御留主 居、 御 胳番、 御用 懸田 

代 新右衞 門まで 御 盃被下 候。 

一 同月 廿 六日 御 國目付 衆 御 下着、 境 村 御 止宿え 御 使者 石 川 治 右 衞門を 以て 御 口上、 兼て 被 仰 付 候 趣 ^1 

て 御 洒御看 被 進、 御兩 人と もに 御 逢 候て 御 叮寧之 御禮。 

但御 苗字 之 衆、 御 年寄 中牛嶋 村へ 御出迎 へ、 月番 幷役 寄々 役人 御旅館 近所え 罷出、 御苗氺 衆よ 6 御 

添 役 まてへ 下 乘御叮 寧に 被仰述 候。 

一 同 十日 於 天 德寺恭 溫院稳 御 石塔 御 安置に 付 御供 養 有 之、 其 節 御代 香 大學， 之。 

一 間 七月 七日 八日 大雨に て 洪水に て 中嶋家 流、 溺死 夥敷、 城 土手 崩 有 之 候。 

一同 十一 日 兩御目 付 衆 御城 御 見 分 相 濟御歸 館 之 節、 御 町 御 順 見 被 成 候。 

一 八！：：； 十日 戶村十 太夫 兼て 足 痛 煩 之 所 病死、 次男 源藏 今年 十五 歲に相 成 候 を 家督 之 願 ひ、 先例 之 通 御 

目 代 被 差遣 候。 大 番頭 和 田 正 五郎、 御 目 付 松 角 右 衞門被 仰 付 候。 

一 同月 十四日 後藤 七 右 衞門代 御 勘定 奉行 寺崎彌 太夫、 大番 組頭 鷲 尾 源 兵衞、 鹽谷正 左 衞門被 仰 付 候。 

一九 月 十三 日 富 田 主 水 愛 { 石 下 御前 樣付頭 役、 主 水 代 御 副 役 石 井 正 左 衞門被 仰 付 候。 主水義 御用 人格 

羽 陰 史略 卷之 九 (賓曆 九)  § 


秋 田 叢書 第 十二 卷  §11 

に 被 仰 付 候。 

一 同月 戶村 源藏、 十 太夫 病死に 付爲 上使 土 屋彌五 左 衞門を 以被成 下 御意 候。 

但源藏 へ 家督 無 御 相違 被 仰 付 之 段戶村 一 學ぇ申 渡ス、 右に 付此 度、 所 支配 組 下 共 先 規之通 被 仰 付 候 0 

爲 上使 御物 頭 大越長 右衛門、 御 目 付 松 塚 角 右 衞門を 以御條 目に て 被 仰 渡 候。 源藏、 幷庄 九郞組 下え 

も 被 仰 渡 候。 . 

一 十月 長瀨平 右衛門 御用 人、 築 治 部 左 衞門本 席に て 御 膳 番被仰 付 候。 

一 同月 寺崎彌 太夫 代 御物 頭 岡 內藏丞 、赤 須市郞 兵衞代 御目附 伊藤 四 郞左衞 門、 大御番 二番 組頭 石橋 四 

郞兵衞 、同 四 番組 頭 信 太 半 藏被仰 付 候。 

一 同月 屋形樣 御 誕生日に 付 神鏡 餅 御披、 例年 之 通 御 祝儀 相濟。 

一 同月 御 後室 樣御 願に 付、 被 遊 御 確 髮御法 號御付 被 成 置 度 之 段、 松 平 右近 將監 様え 去月 廿 五日 被 仰 上 

候 所、 同廿 九日 御 留主居 御 呼 出に て 被 御 聞 屈 候。 

一 同 六日 兩御目 付 衆 御 呈書被 差 出 候に 付、 御步行 田畑 茂 兵衞ぇ 御中 間 二人 差 添 同日 出足 罷登、 同 十七 

日參 着。 仍 同日、 御用 番酒井 左 衞門尉 樣に御 留主居 中 村 政 右衞門 を以、 右 御 呈書差 上 候 0 

一十一 月 十一 日 龜 田よ 6. 小川 源 兵衞參 候て、 本 庄と龜 田 境 論 之 儀 有 之 此度御 訴に相 及 候。 依て 伊豫 

守樣 よ. 0 具 サ御賴 之 次第、 幷御當 家 之 儀 は 御緒圆 本に 御座 候 故 行々 御 尋等も 御座 候 はく、 無 間違 様に 


致 度 之 段 委曲 申談候 付、 右 御用 懸牛丸 巿右衞 門、 太 田 市 兵衞申 渡さ 御 目 付 衆え は、 伊豫 守 様よ 6 內用 

在 之 御 使者 源 兵 衞參候 由 御 屈 申 上 置 候。 

一 同月 兩御目 付 衆え 被 差 出 候 御 國繪圆 御 伺 之 儀、 赤須 九左衞 門、 中 村 政 右 衞門を 以松平 右近 將監 様、 

西 尾隱岐 守樣、 堀 田 相 模守樣 御用 人を以 段々 御 問 合 被 相 盡候所 御 取 請宜、 去ル 九日 政右衞 門を以 御用 

番隱岐 守 « え 御 伺 * 被 差 出、 同 十二 日 同人 御 呼 出に て 御用 人屋 代 善 左 衞門申 聞 候 は、 此間被 仰 開 候 御 

書付 隱岐 守え 申 聞 候 所、 御 書付 之 趣 致 承知 候。 右 之 趣 御 伺 不及相 直 候、 繪圆被 相 渡 候 得 は 相 濟候義 に 

候 間、 御 書付 之 趣 は 承 候 まてに て 御 書付 は 被 返 置 候 由 同人 申 聞 候 付、 御 伺 書 政 右 衞門請 取罷歸 候。 實 

地 之 御 晝圆斗 兩御目 付 衆 へ 可 差 上 候よ しにて 相濟。 

一同 十二 日 幸 之 助 様 付土屋 貞吉義 » 川 八 右 衞門代 御 納戶役 被 仰 付、 貞吉代 大嶙助 右 衞門被 仰 付、 大番 

組頭 格に て 百 石 都合 御 役 料 被 下 置 候。 

一 同月 御 兵 具 奉行 小 室 孫， 兵 衞病氣 に 付、 御免 願 之 通 閑居 御 暇 被 下 置。 且數年 勤勞思 食、 金子 十 兩被下 

置 候。 

一 同月 兩御目 付 衆よ 6 御 呈書被 差 出 候 付、 御 步行齋 藤 只 之丞ぇ 御中 間兩人 指添词 十二 日參 着に 付、 翌 

十三 日 御用 番西尾 隱岐守 様え 差 上 候。 

一 同月 田畑 損亡 御 屈相濟 候よ し 被 仰 達 候 所、 右 御 屈 草稿 被 差 下 候 樣に申 來り御 下し 被 成 候。 

羽 陰 史略 卷之 九 (寶曆 九)  さ 111 


秋 田 叢書 第 十二 卷  六 C 四 

一 十二月 此度御 目 付 衆え 御國繪 11 新 御盡圖 被 差 出 候 故、 元祿 年中 御國目 付へ 被 差 出 候 御 畫圖御 無用 

之 物 候 得と も、 御 勘定 所 御 繪圆御 引 巷 于今無 之 候 故 御 引合 等 之 爲被差 登 候。 

一同 二日 兩御目 付 衆 無 御 別條御 出！ 被 遊 候。 

一 同 三日 牛 丸 市左衞 門、 小 田 部 縫 殿右衞 門、 太 田 市 兵 衞御本 方 奉行、 太 田 藏人御 町奉行 被 仰 付 候。 

一同 五日 小川 源 兵衞龜 田え 出立 致ス。 

一 同廿 四日 吉 川七郞 右衛門 御 兵 具 奉行、 駒 木 根 小十郞 御物 頭 被 仰 付 候。 

0 寶曆十 辰年 

一 正月 富 田 主 水神 文 下 霄此 表に 無 之、 江戶 表よ. - 御腊番 方え 下 候 所當人 登.^ 間に合 兼、 江 戶着之 上 神 

■ 文 可 致 之 由 被 仰 渡 候。 

一 三月 朔日 兩御目 付 衆 御 招請、 於 小 書院 御 膳 後後 段被楚 出七ッ 過御歸 宅、 於大 書院 段々 御 叮寧之 御 取 

扱 之 儀 御 ー禮、 御 年寄 中え 有 6_0  •  . 

但此節 求 馬樣爲 御名 代 御 出迎、 御 年寄 中、 御用 人、 御留主 居、 御用 懸、 御 刀 番ぇ御 被 下 候。 御 取 持 

久世忠 右衛門 殿ぶ" 田 小 右衞門 殿、^ 輕 良策 老、 橘 隆庵老 御 越。 

一 同 十六 日 主 鈴 御 目 付 役 被 仰 付 候。 


一 同： 赤 須九左 衞門勢 州え 御代 參被仰 付、 來月中 出足 之 由 申達。 

一 同 十二 日 淺草御 長屋 之 內求馬 様 御 借 被 成 御^ 箭出來 、同日 御 引 移 被 成 候。  一 

一 四月 寺社 奉行 福原彥 太夫、 御 本 方 奉行 木內 金左衞 門、 小 田 部 縫 殿 右衞門 五十 歳に 付、 籠 御免 之 伺 一 

翁 被 遣 候。 

一同 六日 國 社え 御代 參小場 源 左 衞門相 勤 候。 

一 同朔日 爲御 名代 求 馬樣御 登城 之處、 公方 樣未御 老年に は 不被遊 御 ffi 候 得と も 御 病身に 付、 右 大將樣 一 

え 御 政務 御 讓被遊 度 思 召將軍 宣下 之 儀 京都え 御 願 被 仰 遣、 近々 右 大將樣 御 本丸え 御 移徙、 公方 樣西 丸一 

え 御 移 替可被 遊 旨、 只今 迄に 不相替 右大將 様え 御 奉公 可 仕 旨、 御大 名 樣方惣 御 出仕に て 御 老中 堀 W 相； 

模守様 被 仰 渡 候。 依て 求 馬樣爲 御名 代、 御用 懸相模 守 様え 御 出 被 成 候。  一 

一 五：^ 朔日 尾形樣 御座 之 間え 御 出 坐、 近 進 並 以上 御 目 見 被 仰 付 候。 於此表右御歡御帳被^^^出、御廣目ー 

御 謙 返 も 有 之に 付 其 旨 諸 頭 役 迄 書付に て 被 仰 知 候。 

一同 十一、 日 折 內五郞 右 衞門大 番與頭 被 仰 付 候。 

一 同月 公方 様 御 代替に 付 鄕村高 辻 帳 等 被 差 出 候 儀に 候 間、 延享 年中 之 分 取合、 唯今よ 6 吟 * 可.^ 渡 申 一 

達 候。 

一 

一 同 十五 日 當朔 日よ 6 朔望之 御 目 見 被 仰 付 候 付、 去ル 寅年 以來定 居 在番之 面々、 繼目 出仕 被 仰 付 候 分 一 

一 
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え 御 被 下 置 候。 此末、 定居幷 其 表 詰 合 之 者繼目 出仕 名 改之願 申立 候 節 は、 如 以前 於 御前 被 仰 付候箬 

申來さ 

一 六月 秋 登 御 本 方 奉行 福 地 嘉兵衞 、御物 頭 酒 出 孫 左 衞門被 仰 渡 候。 

一 同月 公方 樣御 代替に 付 御 判 物 御 頂戴 可 有 之、 先年 那可忠 左衞門 取扱 候 次第 書 上 候 分江戶 表に 無 之、 

依て 御 境目 奉行よ. 0 差 上 候 付 寫取被 相 登 候。 • 

一 七月 十 一 日 小瀨宇 兵衞夏 中よ..^ 病氣 にて 病死。 廻 座 御 家老え 之 上使 は 以前よ， 0 廻 座 御 相手 番ょ 6- 

被 仰 付 候 事故、 御 伺 之 上、 人物 は 秋 田に て 御 吟味 之 上 被 仰 付 候 答。 

一 同月 大 番頭 早 川 兵馬 病氣に 付、 B 應依 訴訟 御 役 御免。 

一同 十七 日 澤部角 助 大番六 番組 頭 被 仰 付 候。 . 

一 同廿 九日 小瀨 宇兵衞 病死に 付、 嫡子 又 七郞ぇ 上使^ 江 內膳被 仰 付 候。 

一 同 十八 日 酒 井 左 衞門尉 様よ.. -御留 主 居 御 呼 出に て、 中 村 政 右 衞門罷 出 候 所 御 書付 被 相 渡 候。 御 判 

物 御用 懸御 右筆 被 仰 付、 寫取爲 差 登 候 様に 申來候 付、 先年 被 仰 付 候 節 は 翌年 被 差 登 候。 今年 之 儀 は 御 

觸早ク 在 之に 付 九月 十月 之內 可被楚 登、 萱橋御 分 之 內村限 高 違 之 所在 之 候 故、 御無沙汰に 難 相 成 趣. と 

も 被 仰 越 候。 

一 八月 御 代替に 付 明年 御 巡 見 使 御 下向に 付、 右 御用 懸前度 御 本 方よ 6 兩人被 仰 付 候 得と も、 當時不 人 


數に付 御 町奉行よ 6 一  人、 御 本 方 奉行よ 6 一  人 被 仰 付 候。 

一 同月 此度將 軍 宣下に 付、 御 參向之 勅使 御馳走 壹岐守 樣被仰 蒙 候。 

一 同 九日 御用 人 長 瀨平右 衞門勤 方 無調法 之 儀 有 之、 御 役 被 召 放 遠慮 被 仰 付 候" 同日 出足 罷下 候。 

但御本 方 奉行 石 川 縫 殿 之丞、 丹 惣十郞 、山 方 才三郞 在番候 得と も、 才三郞 緣者兩 人外 御用 在 之に 付、 

御 副 役 滑 川 武右衞 門 一 人に て 御 目 付 平 澤源五 右 衞門被 差 副、 於 御用 所 被 仰 渡 候。 

一 九月 當 十月 四日 光源 院樣 十三 回 御 忌 御 法事 於 天 德寺御 執行に 付、 銀 七十 枚に て 御 仕切 被 遊 候。 

但御 同人 様 御 七回忌 之 節 は 於 閻信寺 御 法事 銀廿五 枚、 去 , 丑年 天德寺 申立 候 付 御 牌 同 寺え 被 建 置、 

此度同 寺に て 御 法事 被 行 候。 恭溫院 様 三回 御 忌 之 節 銀 八十 枚天德 寺え 被 遣 候。 

一 同月 去月 廿 三日 川 井 兵四郞 御物 頭 役 被 仰 付 候。 

一 同月 去月 廿 七日 於 御 會所繼 目 出仕 名 改隱居 被 仰 付 候 面々、 別册に て 被 遣 候 間 爲御知 被 仰 上 候。 

一 同月 尾 形 樣御能 御 興行 被 遊 度 之 御 願に 付、 於 御座 間 頭 役 之 面々 幷近進 並 以上 之 面々、 勝手 拜見被 仰 

付 候 0 

一 同月 當 七月 中、 御 老中 堀 田 相 模守樣 よ. 0 御 並 樣御留 主 居 之 內御呼 出に て、 御 H 米 之 儀 御 ft 付に て 被 

仰 渡 候 0 

一 同 七日 御 判 物 被 差 登 候 付附添 後藤 七 右衞門 、小川-平 次 右 衞門被 仰 付 候、 同日 出足。 
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一 同 十九 日 明年 御 巡 見 使 御 下向に 付，、 仙 北 下 筋 宿々 見 分 御用 牛 丸 市左衞 門、 太 田 內藏丞 、幷 吟味 役淸 

水 藤 次 兵 衞被仰 付 同日 出足。  - 

一 同 十五 日 壽量院 後 住 願 相濟、 御 禮申上 同日 出足 罷下候 所、 道中 不案內 誰" 御 付添 御用 人 まて 願 申立、 

交替 罷下候 御中 間 二. 人 被貨下 候。 

一同 二日 將： 車 宣下 相濟、 同 五日 公家 衆 御馳走 御 能 在 之、 以前 之 通 折 御 獻上無 御 滞 相濟。 

一同 月 岡 本 又 太郞、 大塚九 郞兵衞 、明春 一 ケ年詰 被 仰 付 候に 付 奉 札を以 申達。 

一 十月 六日 於 御會所 神鏡 御披有 之。 

一 同月 去月 廿 六日 福 地 嘉兵衞 御用 人 被 仰 付 候。 

一同 三日 四日 光源 院様御 法事 之 節 御名 代 佐 竹 源 六郞勤 之。 

一 同月 去月 十六 日將軍 宣下 相 W 候 付爲御 祝儀 梅、 ま 內藏之 承パ被 ケ出、 御太刀 馬 代 御 獻上相 濟。 

但御 幼年 之 御 方 は 三日 目 御 使者 被 差 出 候 趣 先頃 御 觸在之 候〕 然は 三日 目 無官 之御禮 故、 御 使者 御 

取扱 幷裝束 等 も 相違 候。 此度三 日 目 被 差 出 候て は 御 家柄 之 御 障 に も 相 成 候 事故、 松 平 右近 將監様 

兼て 御用 御賴 にて、 御用 人え 赤 织九左 衞門具 サ演說 及 候て、 二日 相 濟候リ 

一 同月 御物 頭洒出 孫左衞 門、 御刀番 藤本 左 門、 幸 之 助 樣付赤 石 四 郞兵衞 、此度 罷下候 節 持病 有 之、 仍願 

驚 籠 御免。 


一 同月 去月 廿 三日 赤 田 元仙從 御先 代 御 侧醫相 動 勤勞を 气此度 御 納戶役 格 合 被 仰 付 候。  一 

一 十！：^ 太 田 二 巾 兵 衞江戶 京 立 歸登被 仰 付 候譯. は、 銅山 殊之外 難 S に 付、 正木 志 摩 守 殿 歸府之 節 御 願 被 仰 一 

立 K 儀に 付て 也。  一 

一同！ i:  方 才三郞 御 本 方 奉行 中內傷 煩に て 十日 病死。  ： 

一 同月 查岐守 様 御 家老 小 野 崎舍人 一 人 勤 候 所、 此度岡 野 新藏御 家老 格 被 仰 付、 御用 筋舍人 同然 相 勤 候 

様に 被 成 置 度 在番御 家老 石 « 市 正え 被 仰 聞、 屋形様 にても 被 御 聞 職 御 家老 加 談被仰 付 候。 

一 同月 六日 神 錢餅御 披に付 屋形様 御座 之 間え 被 遊 御 出 座、 殿中 詰 合 之 頭 役 幷諸士 、近 進 並 まて 拜 g 一 

ス 0  . 」 

一十一 月 丹 惣十郞 代 來春登 牛 丸 市 左 衞門被 仰 付 候。  ： 一 

一同 二日 小瀨又 七郞四 番大御 番頭 被 仰 付 候。  _ 

一 同 三日 菅又新 藏人江 戶御雜 用役 之 所、 無調法 在 之 遠慮 被 仰 付 被 差 下 候 所、 久々 相 煩 居候 義被及 御 聞： 

先頃 被 差 下、 下着 以來 重病に て 同日 病死。 御 科 中 之 事故 御 撿使可 被 遣 事に 候 得と も、 當人病 a 之傻は 

御 # 知 被 成 置 候 事故、 不被及 其 儀 御 承知 被 遊 候。 

一 同月 十六 日 玄 猪に 付近 進 並 以上え 御手 自餅子 頂戴 被 仰 付 候。  一 

一同 十四日 小 室 勘 右衞門 御物 頭 役 被 仰 付 候。  .ー 
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一 同日 寶鏡院 後 住東淸 寺、 願 之 通 被 仰 付 候。 

一十 二月 東 淸寺後 住 遍照寺 被 仰 付 候。 

一 同月 來 年始よ.^ 徒 並 以下 之 面々 え も御盃 w 戴 被 仰 付 候 替相極 0  , 

但 唯今 迄は爲 御名 代 S 岐守樣 御 務被遊 候。 

一 同 七 B 小 貫 又 左 衞門御 目 付 役 被 仰 付 候。 

一 同月 壽量院 塔 中 一 ケ 寺へ 十二 石 五斗 宛 被 下 候 段 被 仰 渡 候 所、 罷下候 者 無 之に 付、 一 ケ 寺え 二十 五 石 

宛 被 下 候。 寺 普請 出來唯 常院、 境 知院備 候、 殘ニケ 寺 于今寺 普請 も 出 來不仕 候。 依て 同 寺 役僧 之內ょ 

6 取 立 可 申、 其 爲メ同 寺え 二十 五 石 被 下 候 由 被 仰 付 候 所 取 請 無 之、 高 五十石 被 下 候 は.，、 兩寺之 被 下 

候 物 無 之と も、 四 ケ院共 塔 中 相 立 候に 成 候 段 元 光院へ 申達 方 可 有 之 趣に 付、 右 之 通 被 仰 付 riiKo 其 後 唯 

常院、 境 知 院右御 宛 行 一 ト通 にて 難相續 段々 願に 付、 一 人え 金 五 兩宛御 合力 年々 被 下 候 段 被 仰 渡 候。 

一 同月 本淸院 樣附頭 役牛 丸 平右衞 門、 大番與 頭 本 席に て 被 仰 付 候。 江戶御 扶持 九 人 御 扶持 被 下 候 U 

一同 十一 日 寶鏡院 入院に 付、 寺社 奉行 梅 津內藏 之 丞相 詰、 御物 頭 平塚惣 助、 井口 長兵衞 御馳走 被 仰 付 

候。 

一 同 三日 京都 御所 司 代 井上 河 內守様 御 老中 被 仰 付、 右 御代 阿部 伊豫 守 様、 右 御代 寺社 奉行 は 御 奏者 太 

田 攝津守 樣御兼 帶勤被 仰 付 陵。 


一同 廿 一日 井上 河 內守樣 御 家老 被 仰 付に 付、 佐 竹河內 主計と 名改。 

〇 齊曆 十一 巳年 (缺— 編き 

0 寶曆 十二 午年 

一 正月 元日 屋形樣 、上 々様 益 御機嫌 克被遊 御 超歲、 御 規式無 御 滞相濟 候。 

一同 二日 八幡お 始御直 參之諸 社え、 寺社 奉行 梅 Si 內 藏之丞 御代 參相 勤。 

一 同月 當 二月 中 御 元服 御用 幷御動 相 涛候得 は、 旁 御用 も 在 之、 御 裝束爲 召 役 杉 出 彌生被 差 登 候。 

一 同 七日 御會所 御用 初に 付 如 先例 御 焚 斗 鮑 相濟、 御酒 御 吸物 被 下 置 候。 

一同 十一 日 御 記錄處 御用 初に 付 大塚九 郞兵衞 出勤 致 候。 

一 同月 御 元服 御用に 付、 八幡 之 名 號前度 寶鏡院 持參候 得と も 不及其 儀、 御 副 役 小 野 崎 靱負持 參進登 申 

渡 

但、 右 御用 懸 後藤 七右衞 門、 熊 谷 德左衞 門、 平 塚 十 右 衞門被 仰 付、 太 田 內藏丞 へ 申 合 相 勤 候 樣に被 仰 

付 候。 

一 同 八日 御 元服 之 儀 被 仰 出 候 段、 坐 邊幷頭 役 之 面々 え も 被 仰 知 候。 

一 同月 小 野 岡 吉內此 度 御 留主居 本 役 被 仰 付 候。  ， 
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一同 廿 一日 八幡 之 御名 號 東門 院御會 所え 差 上 候。  ， 

一 同 十三 日 御 元服 御用 懸寺 崎彌 太夫、 小 野 岡 忠助被 仰 付 候。 

一同 月 十四日 湊孫 十郞大 番組 頭 被 仰 付 候。 

一 同月 年頭 之 御 祝儀 被 仰 上 候 御 使者 宇 留野源 太 郞被仰 付、 如 例年 御太刀 瑪代獻 上 相濟ま 來ル。 

一同 二日 御謠 初に 付查岐 守樣、 求 •  馬 様被爲 入、 於 御 間 御 祝儀 相濟。 

一 二月 廿 七日 御 元服と 被 仰 出 候。 其 節 御名 字 之 衆、 御 年寄 中、 御所 預之 面々、 御 相手 番 まて 獻 上物 致 

候 0 

但御 名字 之 衆、 御 年寄 中 之 儀 は 御 在番御 同役 様 御 取扱 被 成 候。 外 は 在 番御膳 番御賴 被 成 候。 

一 同月 宇都 宮帶刀 儀 思 召を以 山城 嫡子 被 仰 付、 宇都 営 家 績之者 被 仰 付 候 上帶刀 山城 方え 引取、 當 日よ 

6 將監と 名 改申度 願 被 仰 立、 願 之 通 被 仰 出 候。 

一 同 十六 日 大 番頭 梅 津藤十 郞被仰 付 候。 

一 同月 御 元服 相濟候 上、 爲御 祝儀 御 年寄 中 御 局に て 出城 始御 年寄 中 御酒 御 吸物、 引渡、 廻 座 、諸 頭 役 無 

殘、 幷當 番兩與 頭よ 6 御 側 御 小姓、 御 膳 奉 まて、 御用 懸面々 御酒 御 吸物 於 御座 間 頂戴 ス。 

一同 月 勢 州え 之 御代 參熊谷 德左衞 門へ 被 仰 付 候。 

一 同月 十五 日 石 塚巿正 上方え 立 歸登被 仰 付 出足、 其 節 御用 所物窗 田 中 喜 物、 -次 同道 被 仰 付 候。 


一 间廿 七日 御 元服 御 祝儀 無 御 滞 御 舊式之 通 相 濟候由 申達。 

一 三月 十三 日 御 元服 相濟候 御喜 御 帳面 御廣 間え 被 差 出、 近 進 並 以上 麻 上下に て 登城 致 候。 

一同 五日 御 留主居 役 川 井 小 六郞、 御 側 醫赤田 雲 端 被 仰 付 候。 

一 同月 去月 廿 一 日、 壹岐守 様 御 家老 小 野崎舍 人、 岡 野 新 藏勤方 不宜に 付 被 召 放、 右 代 大嶋平 太夫、 弓 削 

平 左 衞門被 仰 付 候。 

一同 十三 日 屋形樣 御 元服 御規式 相濟候 御歡、 近 進 並 以上 御 帳に 付ク。 

但、 右 同 斷に付 御名 字 之 面々 幷御 年寄 中え 御 時 服 一 ッ宛、 所預、 御 相手 番御 上下 一 具 宛、 御用 懸 役人 

寺崎彌 太夫、 小 野崎忠 助、 御 側 廻、 御 納戶役 まて 御 目 錄被下 置 候。 

一 同月 御 元服 相濟 候に 付 佐 竹 主計、 八木備 前、 菊 地新藏 人、 同小 源太罷 下さ 

一 同月 太 田 內藏之 一本 席に て 御 本 方 奉行、 平 澤十右 衞門儀 御 膳番、 幸 之 助 様 方 付 被 仰 付 候。 

一同 廿 一日 盛 德院樣 御 病 養 之 所 御 病死。 

一四 月朔日 茶 町 能登屋 喜兵衞 火元に て 家 數百軒 餘致燒 失 候。 

一 同月 盛 德院樣 御 卒去に 付當廿 一 日 まて 鳴 物 停止 之 段 被 仰 渡 候。 諸 普請 は當十 一 日 まて 被 停 ± 候。 

一 同月 盛 德院樣 御 葬式 御用 掛 後藤 七右衞 門、 石 川 縫 殿 之丞、 滑 川 武右衞 門、 御 土葬 御用 懸太田 丹 下、 小 

野 崎 齋宮被 仰 付 候。  . 
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同廿 一 日 於 秋 田 も ffi 德院様 御 葬式 有 之 候、 其 節 屋形様 御名 代 松 野 茂 右衛門 勤 之。 

同日 盛 德院樣 御 葬式 相濟 候に 付、 天德 寺、 永 源院ぇ 引取 退院 之 願 申立 候 所、 直々 相 勤 候 樣に被 仰 出 

候。 

同月 去月 廿 九日 申 上刻 盛 德院様 御 出棺 之 節、！： 本 又 太郞、 宇 留野源 太 郞中御 屋鋪ょ 6 御供 致 候。 求 

馬 様 御 跡 乘被成 候。 於 總泉寺 御 葬式 之 節 屋形様 御名 代 岡 本 又 太郞、 幸 之助樣 御名 代 源 太郞勤 之。 

同廿 七日 疋田久 太夫 御 家老 職 被 仰 付 候 Q 

同月 ：iii 竹 主計 罷下候 節 御 相手 番 御城 番 御免 之 儀 被 仰 出 候 0 

同月 當 二月 御 元服 之 節 前 度よ. 0 一  乘院 御名 乘差上 候、 直々 被 相 用 候爲御 祝儀、 此度御 目 錄を以 銀 三 

枚 被 下 置 候 段 於 御城 御 避番申 渡。 

同廿 七日 黒木 權右衞 門 御 本 方 奉行、 信 太 儀 右衛門 御 副 役、 梅 津大藏 御物 頭 被 仰 付 候 0 

閨 四月 中 村 政右衞 門、 數年御 留主居 相 勤 候に 付 御 加增高 三十 石 被 下 置 候 0 

五月 六日 御 本 方 奉行 茂 木 祐右衞 門へ 新 知 五十石 被下歡 候。 

同日 大山 六左衞 門、 組 付 御 刀 番被仰 付 候 0 

同 十五 日 鹽谷美 作より 大病に 付 遺跡 申立、 嫡子 彌太郞 、二十 四 歲に罷 成 候 御 積 を 以被仰 付 被 下 度 候 

由 申立 候。 同日 病死 0  ， 


一 同 月 御 目 見 御用 懸大； 新左衞 門、 ：6 川 武左衞 門 被 仰 付 候 0  . 

一 六 お 淳信院 様 御 一 週总御 法事、 於 壽量院 十日よ 6  二 夜 三日 勤行 有 60 

一 同月 宇都 i.:; 帶刀家 跡、 a 召 を 以此度 戶村十 太夫 赏^ 玄蕃被 仰 付、 帶刀 末期 之 節 上り 知 二百 石 被 返 下 

候 0  ♦ 

一 七月 卄 九日 湯 ？~ え 御 目 代 御用 梅津藤 十郞、 御 目 付 梅 律 主 鈴 被 仰 付 候 0 

但小野 崎 大藏被 仰 付 候 所、 妻 大病に 付 看病 御 暇 申 上 御免に 付て 也 0 

一 同月 御剣 物 御用に て附添 後藤 七右衞 門、 築 治 部 左 衞門幷 御 步行四 人、 御足輕 八人罷 下さ 

一 同月 廿 五日 岡 本 又 太 郞立歸 罷登ル 0 

一 同月 佐 竹三郞 家督 無 御 相違 此度早 川 兵馬え 被 仰 付、 親類 酒 出金 太夫、 小 野 岡 源 右衞門 催促 口 達霄に 

て 被 仰 渡 候。 常人 被 仰 付 候 上 は 御 目 代 藤 十郞、 主 鈴、 湯 澤引揚 候 様に 申 渡 5 

一 八月 五日 粕谷藤 右 衞門御 目 付 被 仰 付。 

一 同月 去月 廿 一 日 主上 崩御 被 遊 候 由、 御 目 付 衆よ 6 廻狀相 ts 

但仙洞§^崩御之儀有之候得とも先例；^も無之に付、鳴物は江戶に從；5、當四日ょ6八日まて被^丘 

候。 諸 普請 共に 右 同 斷申渡 候 由。  . 

一同 十一 日 佐 竹 山城え 宇都 宮帶刀 被 引 移 候に 付、 同日 よら 將監と 名改、 山城 同道に て御會 所え 御^ 破 
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仰 上！ ^0 

同 九日 梅津藤 十郞、 梅津主 鈴湯澤 よ， 9 歸宅 致さ 

同月 佐 竹三郞 病死に 付 御 香奠 上使 梅津小 太郞勤 之、 去月 十九 日歸宅 致さ 

同 五日 先帝 崩御に 付 御 香奠 銀 十 枚 如 先例、 御 使者 大番 組頭 石橋 兵右衞 門、 於 江 戶被仰 付 候。 大目 付 

より 廻狀 にて 來ル。  ，  , 

同月 七月 切支丹 御屆書 御 直 名 御 無 判に て、 當 七月 廿 八日 大御目 付 稻垣出 羽 守 殿、 御作 事 山 名 伊豆守 

殿へ 被 差 出 候。 

十月 六日 神鏡 餅 如 先例 御 披有之 候。 

同月 御領 內您人 數調七 ケ年目 御 屈、 去月 廿日 大御目 付 宗門 改兼御 役 稻垣出 羽 守 殿え、 御留、 王 居 川 井 

小 六 郞を以 御 屆申上 候。 

同 三日 黑澤四 郞兵衞 御 町奉行 被 仰 付 候。 

同 十二 日 松 野 茂 右 衞門代 江 戶詰方 大塚九 郞兵衞 被 仰 付 候。  ， 

十 一 月 來 二月 中 屋形樣 被 遊 御 目 見 候 付、 於 秋 田 御用 懸武 藤豐 太夫、 小 野 崎 忠助被 仰 付 候。 

同月 來 二月 中 被 遊 御 目 見 候に 付、 右 御用 佐 竹 大和 可 被 仰 付 候 得共當 人事 數度罷 登、 嫡子 右 膳 長年に 

付 思 食 を 以右膳 被 仰 付、 右 同 斷に付 戶村十 太夫 被 仰 付。  • 


一同 月 去月 廿 四日 若 S ^様 御 誕生に 付 御 觸有之 諸 大名 惣御 出仕。 屋形様 御幼ハ 牛に 付 御 留主居 御 使者に 

て 、御 老中、 御 側 御用 人、 若年 寄 中不殘 御留主 居え 廻 勤 致 候。 

一 同月 九日 尾 形 樣御目 見 御用に 付 御 同朋 頭 山 本， 阿彌、 同 十 一 日 御用 御赖 御先 手 松 前 主馬 殿、 古那孫 

太夫 殿、 有 馬 一 學 殿御 招 被 遊 御對顔 候。 

一 同月 佐 竹 兵馬 去月 廿 五日 家督 御 禮御會 所え 出勤 之 儀 願 被 申立、 其 節 御物！ S を以、 於 先祖 御 一 字萍傾 

被 相 名 乘來候 所、 五代 先淡路 代よ 6、 出仕 之 節 御 一 字 御 證文被 下 置 候。 養父 三 郞代迄 « 式 之 依 申立 候 

得 共、 先 規之通 難 相 復段被 仰 渡 候。 依て 如 先例 被 仰 渡 被 下 度 被 申立 候 得と も、 先 規之通 難 被 相 復候間 

近代 出仕 家督 之 式 被 申 上 候 樣に申 渡 候 所、 養父 三郞 出仕 之 節 は、 御 一 字 被 下 置 候 旨 被 申立 候 0. 同 晦日 

御會所 へ 御 出席 之 所 南 家相 續願之 通、 幷實弟 喜 太 郞早川 家相 績願之 通 被 仰 付 候、 御 禮申上 候" 畢て御 

判 之 御 證文御 引替、 追て 可 被 下 第 一 字 假御證 文 被 下 置乘輿 御免 申 波 候 所、 是又御 禮被申 上 候。 同人え 

御 目 見に 付 來泰立 歸登之 義被仰 渡 候。 

一 十二月 五日 壹岐 守樣、 求 馬 様え、 佐 竹 主計、 佐 竹 山城 よら 被 申 上 候 御用 在 之 段 被 申 聞 候 付、 後藤 七 右 

衞門立 歸急登 被 仰 付 出足。 

一 同月 明年 御 勤 初 候 付、 大小 姓 詰 七 人に 無 御座 候て は 不罷成 候 由 御刀番 申立 候 付、 功 者に て 深 谷 友 右 

衞門、 茅 根 彌三郞 被 仰 付 候。 右に 付 御 膳 奉、 御茶屋 之 もの も、 御先 代樣之 通人 數墦被 下 度 候 由 願 申立 
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一同 十一 日 眞崎彥 六 出仕 致 候 所 御 下 字 拜領之 儀. S. 立、 吟味 之 上 追て 御 證文可 被 相 渡 之 趣に て、 假御證 

文 被 相 渡 候。  - 

一同 十二 日 梅津藤 十郞御 家老 被 蒙 仰 候。 

一 同月 去 产亥子 兩年久 保 田 諸士、 在々 給 人知 行 高 御 判 紙、 御書替 七十 四 通 被 差 登 候。 

一 同 十九 日 小 野 崎 忠助御 勘定 奉行 被 仰 付 候。 

一 同 十五 日 屋 形樣來 二月 中 御 目 見 御 月 取 御 願 被 仰 上 候よ し、 於御廣 座敷 今 宮大學 演說被 致 候。 

一 同月 若君 樣附御 老中 松 平 周 防 守樣、 若 御 年寄 鳥 井伊 贺守樣 、大坂 御城 代 阿部 飛 驊守様 被 仰 付 候。 

一 同月 來 未年 朝鮮人 來聘に 付、 右 御用 懸中村 政 右 衞門被 仰 付 候。 
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0 赞曆 十三 未年 (缺 —- 編者) 

0 喪 暦 十四 申年 

一 正月 元日 於 御城 御 規式在 之、 御 年寄 衆 如 恒例 御 登城 被 成 候。 

一 同 七日 御用 初に 付御會 所え 何も 出席、 如 恒例 御 祝儀 相濟。 

一 同 元日 於 江 戶屋形 樣御出 座、 諸 士幷步 行 並 之 面々 迄 御 被 下 置 、一一 日 御 謠初御 祝儀 相 濟候由 申來さ 

一二 月 小 宅 九 右衛門 御 副 役 被 仰 付 候。 


同月 去月 廿 九日、 數十年 勤 功 在 之 者 御 稱被下 候 面々 左 之 通。 

却檢也 卸 1:;^ 乘 

一 高 十五 石  伊藤 儀 右衞門 一 一 代 大御番 ， 富 澤 市之丞 

御 膳 奉  御塗師 

一 二人 御 加 扶持 田 口 平 治 一 近 進 並  倉 光 源兵衞 ， 
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却 UI^ 醫 

一 一 代 近 進 並 ， 靑山彌 柄 

同 七日 伊達 外 記 出仕 相濟、 如 先例 御 一字 拜領、 御 證文此 度 相 下 候 付 被 渡 置。 

同 九日 富澤 市之丞 一 番 ぇ御番 入相 勤 候。 當時 御馬 乘 何も 年若に 付、 乍 辛 勞乘方 被 相 賴候段 被 仰 渡 

同月 御稱之 面々 左 之 通、 數十年 出精 相 勤 候に 付。 

御研師  立 花 彥右衞 門. 

ニー 人 御 加 扶持 齋藤 淸四郞 ニー 人 御 加 扶持 

寺 田 友 右衞門 

同月 正 洞 院舊冬 遷化に 付 荒 川 村長 泉 寺 喚、 古 正 洞 院繼蹟 之 義天德 寺よ. >  申立 候。 

同月 口宣 請 取 之 御 使者 藤本 左 門 去月 三日 下着、 其 節、 屋形樣 御座 間口え 出御 御 頂戴 被 遊 候。 壹岐守 

様、 御 年寄 中 幷頭役 之 面 々 、其 席え 列座 之 分 面  え 拜見被 仰 付 候。 

同月 大館城 手 崩、 御畫 圖を以 舊臘廿 七日 御用 番松平 右近 將監樣 へ 御 屆被仰 上 候 所、 去月 十八 日 御 奉 

書 を 以御願 之 通 相濟。 

同月 去月 十四日、 朝鮮人 御 出 シ馬舞 坂 迄 被 遣 候。 當六 日舞 坂え 朝鮮人 着に て、 同 十四日 江 戶ぇ着 之 

替 也。 、 

同廿ー 日 岩屋 彌兵衞 え 新 知 五十石 被 下 置 候、 幷中川 兵 左衞門 代六番 大番與 頭、 岡 見 藤 治 右 衞門被 仰 


三月 七日 黑澤四 郞兵衞 代 御 町奉行 寺崎彌 太夫 被 仰 付 候。 

同月 舊腦被 差 登 候 類 族 御 屈、 去 十二月 廿 五日 宗門 改稻垣 出 羽 守 殿、 眞木志 靡 守 殿え 中 村 政 右 衞門を 

以御屈 申 上 候。 

同月 去月 十六 日 朝鮮人 來着、 同廿 七日 登城〕 當 五日 於 宗對馬 守樣御 饗應、 其 節 御屋敷 前 通行 尾 形 様 

御物 見に て 御 覽被遊 候。 同 七日 御 暇 被 仰 出、 同 十一 日江戶 表出 足 歸朝致 候 害 之よ し 申來さ 

四月 四日 石 井 嘉左衞 門 御 勘定 奉行 被 仰 付 候。 

同月 久城寺 閑居 願 之 通、 後 住 水戶御 菩提寺 三昧 堂 擅 林 相 勤 候顯了 願に 付 被 仰 付 候。 

同廿 四日 下 仙 北え 御用 在 之、 仙 北え 石 井 正左衞 門、 吉川和 助、 下 筋え 稷田喜 一 郞、 信 太 儀 右衞門 罷越ス 

同廿 五日 石 井 嘉左衞 門 代 御物 頭 龍 田 小 平 治、 七 番與頭 齋藤正 左 衞門被 仰 付 候。 

同月 加 賀守樣 御 紋所 御 障 之 義被仰 渡 候處、 盛 德院樣 三回 御 忌相濟 候に 付、 模樣無 之 梅 鉢 之 紋御構 無 

之. S 被 仰 渡。 

同 晦日 眞崎 兵庫國 社え 之 御代 參勤 之。  . . ， _  . 

六月 十九 日 山 下 藤 九 郞御目 付 役 被 仰 付。 

同 十三 日 御大 名樣方 ® 御 出仕に て 屋形樣 にも 御 登城 之處、 當廿 九日よ..^ 改元に て 明 和と 唱可 申、 御 
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用 番松平 右 京大 夫 樣被仰 渡 候。 

一 同 十九 日 佐 藤 恒內御 納戶役 被 仰 付 0 

一 七月 太 田 內藏之 丞此度 立 歸下被 仰 付、 仍て御 元服 之 節 之 御 理髮持 參被仰 付、 着 之 上 御納戶 役え 相 渡 

吉辰之 節 八幡え 御 奉納、 其 節 內藏丞 持参に て納候 様に 被 仰 付 候 段 申來さ 

一 同月 八幡、 稻荷 御祭 禮 御供 御物 頭、 以前 兩人勤 之 所、 中頃 一 人 勤に 相 成 候。 s 年よ 6^、 恭溫院 樣思召 

にて 又々 兩人 御供 仕 來候處 、甚 迷惑 之 次第 申立 候 付 一 人 勤に 可 被 仰 付 候 哉 御 伺 被 成 候。 

一同 月 御 財 用 甚御差 支に 付 在々 給 人 幷輕者 迄、 役人 廻 在 御用 銀 申 渡 候。 但給 人え は、 銀 四 貫目に 付 御 

本 田 高 十石ッ 、、諸 寺院 幷輕キ 御 奉公 之 者、 銀 三 賞 目に付 御^ 高 十 石 之 割にて、 今年より 被 下 置 候。 六 

鄕村栗 林 八 郞兵衞 、梅澤 村 肝煎淸 右衛門 此儀 承ら 御大 切 を存、 仍願、 八 郞兵衞 銀 三十 貫目、 淸右衞 門 五 

貫 二百 二十 目差 上 候 付、 右 之 御 割にて 御開 高 被 下 置 候。 

一 同 十七 日 佐 竹 主計、 佐 竹 出城 相談 御用 在 之 此間佐 竹 大膳體 登 候處、 今日 被罷歸 候。 

一 八月 朔日 御吉 辰-付 御 年寄 中、 兩 番頭、 御會所 役人、 御側兩 役、 御 刀番、 御 納戶役 一 人ッ 、麻 上下に て 

登城、 八幡 祌ぇ御 理髮內 藏丞御 奉納 致 候。 

一 同月 明年 御 入部 御 願 被 仰 出、 去月 廿ー 日 御用 番松平 右近 將監 様え、 古 郡 孫 太夫 殿 を 以御願 被 指 出 候 

處、 無 御 相違 被 仰 渡 候。 仍て惣 御屋敷え 被 仰 知 候。 仍て於 秋 田 如 先例 御所 預幷御 相手 番迄被 仰 知 候。 


一 同月 去月 廿 二日 御 吉日に 付、 明年 御 入部 御供 石 塚 市 正殿 被 仰 付、 福 地 嘉兵衞 、益戶 助 四郞、 » 川武左 

£ 門 波 仰 ±:$Ko  、 

一 十月 屋形様 御 誕生日に 付 祌錢耕 御披、 如 例年 於 御會所 相濟。 

一 同月 此度石 嫁 巿正勤 方 之 儀に 付、 於 此表被 仰 出 候 旨 在 之遠盧 致可罷 下段 被 仰 渡、 右に 付 嫡子 源 一 郞 

遠慮 被 仰 付 候。 1： 本 又 太郞 遠慮. ra. 立 候處、 遠慮 に 不及之 由 被 仰 渡 候。 

一 同 五日 秋 山 長 右衛門 御 本 方 奉行 歸役、 且親喜 右 衞門勤 功 被 思召舊 知之內 五十石 被 返付 候。 八代彌 

太 郞御本 方 奉行 被 仰 付 候。 

一 同月 去月 廿 九日 石 塚^ 正、 今 宮大學 遠慮に て 可 罷下之 由 被 仰 渡、 同日 出足。 

一 同月 去月 廿 七日 川 井 源 右 衞門御 本 方 奉行 被 仰 付 候、 於 江戶。 

一 同月 去月 廿 六日 御用 人 福 地 嘉兵衞 勤 形 之 儀に 付、 思 召 之 旨 在 之 候に 付 愼罷在 候 様に 被 仰 渡、 御 本 方 

奉行 石 川 縫 殿 之 丞於秋 田 被 仰 渡 候 趣 在 之 候 間、 致 遠慮 可 罷下被 仰 渡 候 由 申 來.^ U 

一 同 十三 日 疋田久 太夫 不調法 之義在 之、 御 役 被 召 放 遠慮 被 仰 付 候 旨、 此度以 築 治 部 左 衞門佐 竹 出城え 

被 仰 出、 御 年寄 中え 同人 被 申 聞 候 付 小 場 源 左衞門 宅に て 申 渡さ 

一同 七日 御用 人赤須 九左衞 門、 御 勝 番萩庭 十 左 衞門御 役 御免 申立 候處 、遠慮 被 仰 付 候。 同 二日 阿曾 村 

彌宅勤 形 之 儀に 付 於 秋 田 被 仰 渡 候 趣 在 之 候 付、 致 遠慮 可罷下 之. 5 被 仰 渡 候。 
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一同 月 岡 本 又 太 郞此度 江 戶登被 仰 付、 此表取 經來月 十五 六日 之 頃 出立 之 害 也。 

一 十 一 月 三日 御 入部 御用 掛小場 源左衞 門、 櫻 田 喜 一 郞、 石 川 文左衞 門、 吉川和 助 被 仰 付 候 0.  • 

一同 十一 日 佐 竹 兵馬、 佐 竹 大和 御用 在 之 先頃よ 6 出府 之處、 歸府致 候。 

一 同月 去月 廿 五日 爲 上使 淺野辈 人 殿 を 以御麿 之 腸 二 羽 御 拜領被 遊 候。 

一 同廿 三日 石 塚 市 正 役儀 被 召 放 生涯 蟄居、 今せ！ I 大學右 同 斷被仰 付 候。 

但御條 目 を 以上 使大 番頭 和 田 掃 部 之 助、 御用 人後 藤 七 左 衞門申 渡 市 正 宅え 差 越、 大學 宅え は大 番頭 

ノ 小瀨縫殿之助、與付御刀番小野崎齋^:^1勤之。 

一同 十二 日 太 田內藏 之丞、 川 井 源 右衞門 御用 有 之、 於江戶 京都 立 歸登被 仰 付 候。 

一 同 五日 御 入部 御用 初に 付 源 右 衞門幷 茂 木 定右衞 門 其 外 御用 懸之 面々 登城、 御 « 斗 頂戴 御酒 被 下 候。 

一十 二月 石 川 文 左衞門 御用 懸之處 此度銅 出御 用に て 立， 歸罷下 候 付、 御 入部 懸八代 彌太郞 被 仰 付候リ 

一 同月 去月 十七 日 於御廣 間、 思 召 之 旨 以御條 目 被 仰 渡 候。 右に 付 上使 仙 北え 梅津永 五郞、 下 筋え 生 田 

目 您內被 仰 付 候。 

一 同廿 三日 去 冬 御 任官 御 歡幷當 三月 御 法事 旁に 付、 先年 御 科 之 面々 御免 可 被 仰 付 候 哉、 又 太 郞罷登 御 

伺 申 上 候 通 被 仰 出、 左 之 面々 御免被 仰 渡 候。 

1 御 奉公 被 召 出 候  大 嶋 幾太郞 


信 田 弟 助 

一 祖父 勤 功に 付 家 跡 被 下 置 候  赤 石 三 治 

一 彥右衞 門 家 跡  西 野 駒 之 助 

一 親類 遠慮 之 者 へ 往來  吉田喜 右衛門 

一 親 額往來 自分 之佛詣  那可儀 右衞門 

吉田藤 右衞門 

.  一 御城 下 徘徊  小 野 崎. 造酒 

一 御城 下 七 里 四方 塞 御領 內 徘徊 御免  山 方 宇 柳 

1 同月 御 本 方 奉行 丹 惣十郞 、大塚 源內於 京都、 秋 田に て 被 仰 渡御 用 在 之 候 付 罷下候 様に 遠慮 可 致 被 仰 

渡 候 0 

ー閏 十二月 寶鏡院 後 住に 遍照寺 被 仰 付 候。 入院 之 儀 は 常時 御物 入に 相 成 候 付 來赛中 まて 延 W 可 致 由 

被仰兮 

一同 八日 御物 頭 岡 淸七代 生 田 目 惣內被 仰 付 候。 

一 同月 去月廿ニ日德川刑部卿様御逝去に付、同日ょ..^普請は三日、鳴物七日^s:止被仰渡候。 此表 去年 

中 負 次 郞樣御 逝去 之 節 三日 鳴 物 停止 候 付、 此 度は當 七日よ 6, 十三 日 まて 日數 七日 停止 被 仰 付 候。 
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一 同月 來 年始よ 6 御供 廻、 御葡 籠、 御 道具、 御先 代 様よ 6 圆 明院樣 御代 迄 之 通 可 被 成 置 之 旨 被 仰 渡 候 0 

去ル 寅年よ 6 每夜御 側 小姓 不寢之 番相務 候 處此度 御免被 仰 出、 常時. 八：： 益戶 助四郞 御臉畨 一 人 勤に 被 

仰 付 ^0 

一 同月 熊 谷 德左衞 門 御用 人 被 仰 付 候。 

一 同月 岡 本 又 太郞御 入部 御用 懸被仰 付 候。 仍て 去月 十九 日、 右 御用 懸之 面々 え 御酒 御 吸物 被 下 置 fe- 

由申來 さ 

一 同月 御 本 方 奉行 太 田 內藏丞 御 入部 御用 懸リ被 仰 付 候處、 當時在 鄕に付 太 田 市 兵 衞被仰 付 候。 幷 藤本 

左 門 御用 人に て 右 御用 被 仰 付、 且 明年 御供 被 仰 付 候。 

一 同 七日 和 泉 守 様 御 卒去に 付屋形 樣當廿 一 日 迄 御 忌中に 付、 鳴 物 被 停止 候。 諸士ル 代、 幷諸 普請 は， 照 

御 構 候。 天德 寺え 之 御代 參、 兵 部 少輔樣 御 例に 從ひ 寺社 奉行 小 野 崎 大蔵 勤 之。 

一同 月 來腐年 三役 去月 十五 日出 立に 付、 御 召 料、 御 具足 被 預置被 差 登 候。 去ル 六日 上着 之 上 南 御門 爲 

御披 御中 之 口え 相 詰、 夫よ. 0 御馬 場え 相 廻 御納戶 役立 會請 取、 御 納戶ぇ 相納候 0 

一 同 三日 御刀番 大山 伊織 儀 今 村 五郎右衛門 代 組 付 被 仰 付 候。 

一 同月 明年 御 歸國之 御禮御 使者 大山 十 郞被仰 付 候。 

一 同月 右衛門 尉樣御 嫡子 此度 御名 御 改大藏 卿 様と 被 爲成候 付、 大藏と 申 名 被 改 r^o 


1 四月 十四日 御 老中 御 述名之 御 奉書 到來、 翌十 五日 御 登城 御 歸國御 禮相濟 、御 刀 一 腰 御 拜領。 來月朔 

日御發 S 被 遊 候 答申 來さ 

一 同 十三 日 櫂現樣 五十 ケ年御 神 忌^ 付、 同日よ.^ 同 十七 日 迄 於 壽量院 御 法會御 執行、 御名 代 佐 竹 主計 

勤 之。 其 節 御 年寄 中、 寺社 奉行 等 相 詰 さ 

一 同月 御 入部 御供 岡 本 又太郞 兼て 被 仰 付 候 所、 病 氣に付 大« 九 郞兵衞 被 仰 付 候。 

一 同廿 五日 Si 輕出羽 守樣去 ル廿ー 日 御在所 御 出足、 同日 城下 御 通行、 梅 律 藤 太 鱗勝院 前え 出ル。 段々 

御 叮寧之 御 取扱 御禮御 使者、 ェ藤傳 兵 衞と申 仁參さ 其 節 御- iil- 一  疋御目 錄を以 被 進 候よ し 申來さ 

一 五月 十五 日 初て 御國 元え 之 御 暇 被 仰 蒙、 首尾 能 萬 端 相 濟候爲 御歡、 近 進 並 以上 麻 上下に て 登城 御 帳 

こ ォ〇 

一 同月 日光 御 法 食に 付、 御物； S 根本 正 右衞門 副使 御用 被 仰 付 相 勤ル。 

一 同廿 七日よ. o.、 有 章 院様御 法事 於 壽量院 二 夜 三日 御 執行 在，^、 御名 代 佐 竹 將監勤 之。 

但五 十回 御总 也。 

1 同月 御 入部 以前 小 場 源左衞 門、 梅津藤 太、 小 野 寺 桂 之 助 御 家老 被 仰 付 候 付、 御着 城 御 當日岡 本 又 太 
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郞を以 御 禮申上 候。 幷佐竹 河 內名改 、眞崎 兵 庫、 須田美 濃 御 相手 番被仰 付 候。 御 披露 又 太郞勤 之。 . 

0 明 和 三 戌年 . 

一 正月 元日 屋形様 益 御機嫌 能 御 迎陽被 遊、 御 規式無 御 滯相濟 候。 

一同 七日 御會所 御用 初にて 如 例年 御腹々 敷、 屋形様 御成 被 遊 候。 

. 同 五日 目 長 崎 村え 御 初 野に 被爲出 候。 

一 同月 舊腦廿 三日 丹 惣十郞 、大塚 源 內ぇ御 條目を 以御科 被 仰 付 候。 

一 同月 御用 人 太 田內藏 之丞、 御 本 方 奉行 平 井 喜 六郞、 幷 吟味 役 綿引與 惣右衞 門、 京都え 立 歸登被 仰 付 

候 0 

一 ■ 同月 舊臘 十八 日 寒中 御機嫌 御 伺 之 御 使者 兩御 丸え、 御 留守居 同道に て 田 所 伊三郎 勤 之。 

一 同月 舊臘 十九 日本 淸院 樣附 布施 嘉 右衛門え、 御 加 高 二十 石 拜領被 仰 付 候。 

一 同月 此度小 場 源 左 衞門罷 登 候に 付、 御 改革 御用 懸御本 方 奉行 太 田 市 兵衞、 幷川井 源 右衛門、 平澤十 

右衞 門、 土屋吉 兵衞、 中 村 政 右衛門、 吉川和 助 被 仰 付 候。 

一 同月 御 K 之 鶴 御 拜領被 遊 候 付 御酒 御 吸物 被 下 置 候。 

但圓 明院樣 御代 四 ケ度御 拜領之 所 三ケ度 御酒 御 吸物 被 下 置、 一 ケ度御 « 略に 付 不被下 置 候。 


通 霄院様 御代 御 邦領無 之、 恭溫院 様 御代 資曆六 御 拜領之 節 、御将 略に 付 御酒 御 吸物 不被下 置 候。 

一 同月 年始 之 御、 使者 於 江 戶小瀨 縫 殿 助 被 仰 付、 同日 朝 御 留主居 太 田 丹 下 同道に て 登城 相涛 候。 

一 同廿 四日 能 代 奉行 牛 丸 市 左衞門 病死。 

一 同月 若君 樣ぇ此 度 御名 被 進 候 付、 右 御 歡之御 使者 御 右筆 筆頭 田 中 左 內被仰 付、 太 田 丹 下 同道に て 御 

月番 松 平 右 京大 夫 様え 右 御 歡之御 書 被 指 出、 若 Iff^ 様 御附御 老中 秋 元 但馬守 様え 右 同 様相 勤 候處、 翌六 

日 右 京大 夫樣、 但馬守 様よ 6 御 呼 出に 付 同 七日 丹 下 同道に て 左 內罷出 候處、 御 老中 御 連名 之 御奉赛 幷 

御 格 嘗被相 渡 候。 

一同 廿 八日 梅津小 太郎御 相手 番被仰 付 候。 

一 同日 御饗應 御用に 岡 本 又 太 郞立歸 登ル。 

一 同月 鶴 御 拝領 之 御 使者 和 田 掃 部 助、 同 十八 日 太 田 丹 下 同道に て 登城、 兩御 丸え 之御禮 首尾 能 相 勤。 

同 十九 日從御 本丸 之 御 奉書 御用 番松平 右京 大夫樣 よ. >  被 渡 置、 同日 西 丸より 之 御 奉 赛秋元 但瑪守 様 

より 被 相 渡 候。 

一 二月 七日 御 參府幷 御 饗應御 役場 御 入用 御 指 出に 付、 仙 北え 上使 平野 主馬 御 刀 番滑川 武右衞 門 御 副 役、 

下 筋え 大山 六 左 衞門御 刀 称 小 宅 九 左 衞門御 副 役 勤 之。 

一 同 十四日 御 番頭 小 瀨縫殿 助 儀 和 田 掃 部 助え 交替 江戶 出足。 
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三月 十六 日 屋形樣 午刻 御發 S 江戶ぇ 御旅 行 被 遊候リ 

同日 戶嶋御 止宿え 御機嫌 御伺幷 御喜 之 御 飛脚 被 差 立 候。 

同 十四日 御 兵 具 奉行 沼 井 四 郞兵衞 、病 a に 付再應 願に て 御 役 御免 之 上、 數年之 勤 功 被 思 召 御 加壻ニ 

十 石 被 下 置 候。 

同 八日 於 御 廣間御 具足 御 召 初 被 遊 候。 

同 十三 日 京都 詰 方 御 本 方 舉行秋 山 S 右衞 門、 御用 在 之立歸 下着 致 5 

同 十六 日 鈴 木與ー 左 衞門御 本 方 奉行 被 仰 付 候て、 搏出來 次 條江戶 登 被 仰 付 候。 

同月 水戶 宰相 樣御 逝去に 付 鳴 物 御 止に 付、 江戶三 御屋敷え 被 仰 渡 候。 秋 田 表 被 仰 渡 候 儀 以前よ 

^無 御座 候。 

同 廿日 於橫手 同所 給 人 武藝上 被 仰 出、 何も 罷 出さ 

同廿 六日 去ル廿 四日 御山 越 、今晩は 山形 御 止宿 可 被 遊、 右 御 飛脚 は 福嶋御 止宿え 御機嫌 御 伺 被 指 立 

侯。 

同月 若君 樣御 袴着 御 歡之御 使者、 御臺處 役 町 田 小 左 衞門勤 之 U 

四月 五日 佐 竹 大和 內用 にて 出府 之處、 今日 歸府致 候 由 申來。  ■ 

同 十六 日 爲 上使 松 平 右 京大 夫 様 御 出、 如 e 例 端 無 御 滞 相濟。 


一 同月 太 田 內藏丞 去月 廿 八日 京都より £§府 致 候〕 

一同 廿 一日 御 老中 御 述名之 御 奉書 阿部 伊豫 守 様よ 6 御 到來、 翌廿 二日 御 登城、 御 參府御 禮被仰 上 候。 

一 五月 十一 日 武藤七 太夫 能 代 奉行、 江 田 助 之 進 御 兵 具 奉行、 井上 淸右衞 門 御 境目 奉行 被 仰 付 候。 

一 同月 ぉ月廿 七日 太 田 市 兵衞、 近年 甚御差 支 之 節 長 詰 勤 方 思 召、 御 加增高 二十 五 石 拜領被 仰 付 候。 

一. 五月 太 田 市 兵衞债 鈴木與 一 左衞 門え 交 裤可罷 下 之處、 御饗應 御用に 付 當秋迄 被 留置 候。 仍て、 右 御 

用 懸被仰 付 候。  . 

一 六月 此度御 會所御 引 上ケ、 先年 之 通 於 御城 御用 御 取 纏 可 被 成 置 之 旨 被 仰 出 候 付、 右 御用 懸御 町^行 

寺崎彌 太夫、 御 勘定 奉行 小 野崎忠 助、 御 本 方 奉行 大槻五 郞兵衞 、御 添 役、 滑 川 武右衞 門 御用 掛被仰 付 候。 

幷御本 方 奉行 石 川 文左衞 門、 松 « 角右衞 門 加 談之儀 被 仰 付 候。 

一同 二日 土屋彌 五左衛門 寺社 奉行、 淸水織 部 蓮 壽院樣 附頭役 手代 役、 幷右御 同人 様 付 梅 澤玄順 被 仰 付 

候。 

一 同月 茶屋 方 御用 掛.^ 石 川 文左衞 門、 松 塚 角 右 衞門被 仰 付 候 0 

一同 月 富 田 主水此 表え、 從蓮 壽院様 御用 被 仰 付立歸 下着 致 候。 

一同 月 岡藏人 健忘 病に て 御物 頭 役 御免。 

一七 月. 去 刀 十五 日、 太 田 伊太 夫 京都 立 歸登於 江 戶被仰 付 候。 
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一 同月 土 屋彌五 左 衞門代 大小 姓 御 番頭、 去月 廿 九日 田 代 辈人被 仰 付 候。 

一 同月 日暮里 御屋敷に て 鐡炮御 稽古 被 遊 度に 付、 御 虽場御 願 之 儀 御內々 御 問 合之處 同所 御 障 在 之、 御 

並 樣御例 在 之に 付 中 御屋敷え 星 場 御 願 之義、 五月 廿 八日 松 平 右 京大 夫 様え 御 伺 被 仰 上 候處、 去月 朔日 

御 付 札に て 相涛。  . 

一 同月 梅 律 藤 太 代 小 野 寺 桂 之 助 可 被 差 登 之 旨 被 仰 出 候。 

一同 十七 日 澤部角 助 御 目 付 役 被 仰 付 候。 

一 同月 御 饗應御 招請に 付、 御 副 役 一 人 勤に て 不相成 候 付 信 太 儀 右衞門 段々 願 申立、 此度片 岡 七十 郞被 

差 登 候。  , 

但 明年 登 前に 付、 此度 明後年 迄 詰 方 進 登 被 仰 付 候 0 

一 ■ 间月 御 本 方 奉行 平 井 喜 六郞、 京都よ. - 去月 七日 江戶 表え 下着 致 候。 

一八 月 三日 爲 上使 駒 井 角 右 衞門殿 を以、 御 魔 之 雲雀 三十 御 拜領被 仰 付 候 

一同 十一 日 三 奉行 御 添 役 御 會所勤 形 被 相改候 段、 兼て 被 仰 出 候。 御 吉-& に 付 右 御用 初 在 之、 役人 共え 

は 別紙 書付に て 被 仰 渡 候。 

一 同月 御用 人 藤本 左 門 儀 後藤 七 右 衞門代 6 來秋迄 之 詰 方 被 仰 付 候、 早々 罷登さ 

一 同月 切支丹 類 族御屆 書、 去月 廿 三日 大目 付 稻垣出 羽 守 殿、 御作 事 奉行 正木 志 摩 守 殿 切支丹 御 改御兼 


役に て、 右御兩 人え 御 留守居 佐 藤 又兵衞 を以 御： s 被 申 上 候。 

一 同廿 二日 御 條目を 以被仰 出 候 付 執 達 書 差 添 被 仰 渡 候、 町々 よ.. > も 兩人ッ 、出 ル。 

一 同月 小 野 寺 桂 之 助 代、 來恭江 戶在番 大塚九 郞兵衞 可 被 差 登 之 旨 奉 札 を 以申來 さ 

一 同月 本 淸院様 附頭役 手代 武藤與 惣右衞 門 代、 當 三月 中 川渾忠 助此度 大番與 si 袼 にて 被 仰 付 候。 

癧 

一 九月 六日 屋形様 御 誕生日 十月 六日に 付 例年 神鏡 之 餅 御 披在之 候處、 今年 は 御 饗應在 之、 當月 六日 御 

披被成 置 候。 江 戶秋田 共に。 

一同 廿 一日 矢 野忠內 二番 大番與 頭、 中 村忠藏 五番 大小 姓 與頭被 仰 付 候。 

一同 廿 一日 御 老中 御 招請 無 御 滯相濟 候 由 如 例 之 向々 え 被 仰 知 候。 右に 付 御 相手 番、 無 役 引渡、 寺社 奉 

行、 兩 番頭、 無 役 廻 座 迄 爲御歡 、以使 札屋形 様え 斗 申 上 候。 

一 同月 明年 御 歸國御 禮之御 使者 戶村十 太夫 被 仰 付 候に 付、 使 札 を 以御禮 被 申 上 候。 

一 同月 御 饗應之 節 御 老中 松 平 右近 將監 様、 松 平 周 防 守 樣九ッ 半 過被爲 入、 若 御 年寄 酒 井石 見守 殿、 酒 井 

飛 驊 守 殿、 其 外 御 奏者 御 役人 方 御 出、 七 ッ半頃 御歸殿 也。 

一 十月 黑木權右衞門役方出精深切に相勤、御難«之節銅山今年御廻銅都合に相至..^、段々被仰出候趣 

在之當 人え 被 仰 渡 候。  . 

一 同月 去月 廿 五日 御 老中 阿部 伊豫 守 様、 秋 元 但馬守 樣八ッ 頃より 被爲 入、 若 御 年寄 中小 出 信 濃 守 殿、 
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酒 井 飛 驊 守 殿、 其 外 御 奏者 御 役人 方 御 出、 七 ッ 半 頃御歸 殿。 

一 同 五日 御 老中 松 平 右 京大 夫樣、 阿部 倂豫守 様 九 ッ半過 被爲， 入、 若 御 年寄 水 野 壹岐守 殿、 鳥居 伊贺守 

殿、 其 外 御 奏者 御 役人 方 御 出、 同 七日 御 老中 松 平 周 防 守榇、 秋 元但： 守 様 九ッ半 頃よ 6 被爲 入、 若 御 年 

寄 酒 井石 見守 殿、 其 外 御 奏者 御 役人 御 出、 右 兩日共 七 ッ 頃御歸 り。 

一 同月 來春御 留守居 詰 大小 姓 御 番頭 黑澤伊 兵衞、 御 目 付 山 下 藤 九 郞被仰 付 候。 

一 同 十二 日 卒澤十 右 衞門數 年 勤 方 思 召、 御 加增高 二十 石 被 下 置 候。 

一 十 一 月 八日 江 尻 軍兵 衞 切支丹 改役、 飯 塚 多 右衞門 代. -小野 四 郎左衞 門 儀、 十 番之大 番與頭 役 被 仰 付 

候 0 

一 同朔日 爲 上使 駒 井 覺右衞 門 殿 を以御 K 之 屬御萍 領被遊 候。 

1 同 四日 御 膳 奉 與頭箕 輪 新 左 衞門數 年 勤勞、 且此度 之 御大 禮當春 中より 出精 相 勤 候に 付、 一 代 近 進 被 

召 立 候。 

一 同 七日 御 婚禮御 心 掛ケに 付 右 御用 懸岡本 又 太郞、 同 八日 太 田 市 兵衞、 川 井 源右衞 門、 益戶助 四郎、 中 

村 政 右衛門、 土屋吉 兵衞、 片岡 七十 郞被仰 付 候.。 . 

一 十二月 八日 御前 様 附頭役 長瀨平 右衞門 御用 人格に て、 幷 井口 長 兵衞代 御物 頭梅津 五郎三郎 被 仰 付 


一 同月 吉川和 助 兼て 少 職に て 取 八：： 九十 近 キ御宛 行 有之處 、同人 勤 功に て 三十 石 御 加 恩 拜領被 仰 付、 本 

知 取合 四十 石 程に 相 成、 勤 功 御 役 料 等 被 召 上 少御宛 行に 相 成、 甚 迷惑 仕 候 段 御會所 一 片共申 聞 候。 御 

加 恩 被 下 置 永々 は 難 有事 候へ 共、 當 時相 償 致 兼 候 趣に 付、 勤 役 中 金子 三兩ッ 、被 下 置 候 由 被 仰 渡 候。 

一 向 庄九郞 男子 無 之に 付、 戶村十 太夫 赏弟能 登？ ま k 虎子 願 被 申立 候。 

一 同廿 三日より 廿 四日 迄、 竹堂檨 三百 回 御总御 法事 於 天 德寺御 執行 被 遊 候。 御名 代 佐 竹 將監動 之。 

0 明 和 四 亥年 

一正 月 元日 屋形 様、 上々 樣 御機嫌 能 御 超 歲候。 

1 同 八日 江 尻 軍兵 衞代大 番與頭 牛 丸 弟 七 被 仰 付 候。  • 

一 同 七日 御會所 御用 初に 付 何も， 出席 如 例年 相濟さ 

一同 月 去月 廿 四日 於 總泉寺 竹堂樣 一朝 之 御 回向 被 成 置 候。 

一 同月 去月 十二 日、 當春御 下國之 御供 小 野 寺 桂 之 助 被 仰 付 候、 幷御副 役 信 太 儀 右衞門 御供 被 仰 付 候。 

一 同月 舊臘廿 二日 喜 四 郞樣御 病死、 仍て屋 形樣當 三日 まて 御总 中。 

一 同 十六 日 土屋彌 五左衛門 御 家老 職 被 仰 付 候。 

一 同 五日 於 江戶、 年甫 之 御 規式畢 て 屋形様 御 老中え 被 遊 御 廻 勤、 御 歸殿之 上 御座/間え » 遊 御 出 座、 諸 
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士幷步 行 並 之 面々 迄え 御 盃被下 置。 同日 晚御謠 初 御 祝儀 相濟。 

一 同月 久保田 町 印判師 在 之に 付、 以來御 年寄 中幷 役人 御用 判 も 出 來爲致 可 申 候 哉、 左 樣之節 は 御用 意 

相 辨候段 御 問 合 在 之 候。 

一 二月 當 十一 日 御 婚禮御 整 被 遊 候 答に 付、 其 節 は 屋形樣 え 御名 字 之 衆 御 年寄 中よ. 0 御 肴 代、 御前 様え 

箱 肴、 御 櫸代獻 上 可 致、 此義 御用 人 致 世話 候 害 之 由。 御 婚禮相 濟候は 、 屋形樣 、上々 様え 使 札 を以可 

申 上、 引渡、 廻 座、 右 同斷、 幷頭役 之 面々 も 御 歡可申 上、 土 佐 守 様え 之御歡 御名 字 之 面々、 御 年寄 中 まて 

以使札 被 仰 上 候喾。  • 

但在々御所預之面々は此表ぇ使札、引渡、廻座は以飛札御歡申上、同廿五日御廣間ぇ御帳被出、町々 

ょ.^何も登城致ス0 

右 取 纏 御用 懸於秋 田 石 川 文左衞 門、 滑 川 武右衞 門 被 仰 付 候。 

一同 十一 日 土 佐 守 様え 御 結納 御 進物、 同日 朝 七 ッ頃御 本 使 岡 本 又 太郞、 副使 中 村 政 右衛門 被 仰 付 御 使 

者 被 相 勤五ッ 半 頃 被 相披。 從御 同人 樣爲御 挨拶 御 家老 深 尾 左 近、 副使 { 六 戶 勘右衞 門、 同日 四 ッ 頃罷越 

被 遊 御 逢 御 直答。 畢て於 御 對面所 御 吸物 御酒 被 下 相披、 御 客、 於 御座 間 御 饗應被 成 七ッ時 過御披 Q 御 

婚禮御 取 持 松 前 主馬 殿、 土 佐 守 様に て は 有 馬 一 學殿。 同日 未 下 刻 御 入 輿 表 御門よ 6 被爲入 、奥 御玄關 

迄 和 田 婦部助 致 御 案內、 御輿え 深 尾 左 近 附添又 太 郞請取 之、 御 貝 桶へ 孕 石 小 右 衞門附 添 桂 之 助 請 取 之、 


御 守 御大 小 布施： il- 人、 田 代 新 右 衞門請 取 之。 御 與被爲 入、 御供 御 家老 兩人於 小 書院 御 目 見 被 仰 付 速 

披ク。 奧御規 式 慕 過よ 6 始. o、 四 ッ時迄 御 色 直 まて 相濟、 九 ッ時又 太郞、 桂 之 助 始御側 兩役等 御 目 見 被 

仰 付、 於 御座 間 鍛冶 橋よ 6 御 附人を 始御目 見 被 仰 付。 終日 快晴 也。 

但御婚 禮相濟 候御當 日よ. - 可奉稱 御前 樣此間 蓮, 院樣、 本 淸院樣 え 被 及 御 候處、 無 御 相違 候故屋 

形 様え 申 上 候。 

同月 定府之 面 令 數年相 勤 候 者 御 賞美 被 成 候。 

同 晦日 御婚 禮相濟 候に 付 御城 八幡、 稻 荷え 之 御名 代 土 屋彌五 左 衞門勤 之、 天德 寺、 正 洞院、 閬信 寺え 

之 御代 參 寺社 奉行 福原彥 太夫 動 之。 

同月 佐 竹 主計 內用在 之 出府 致 候。 

三月 九日 小 野 寺 主 水 寺社 奉行、 佐 藤 左 門 八 番之大 番頭、 梅津永 五郎 御物 頭、 小 室 彌五右 衞門御 目 付 

役 被 仰 付 候。  . 

同月 今年 嚴有院 様、 有 德院樣 、惇眞 院樣御 年忌 被當候 付、 御 三方 樣ー ケ 度に 御 法事 之 儀 壽量院 様え 

被 仰 含 候處、 いまた 御請 は 不申上 候。 ， 

同月 正 洞院、 本 寺 水戶耕 山寺え 繼目登 御 暇 願 之 通、 當月 中旬よ 6 五月 下旬 迄 被 下 置 候。 

同 十二 日 御宿 觸御 飛脚 被 差 立 候。 
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同月 御 役場 被 蒙 仰 候 付、 江 戶詰合 御物 頭 之 外に 兩人被 差 登 候 害 相 濟。 

同月 津輕出羽守樣ょ.^、御參府之節以前ょ.-御馬被進來候處、去年中之大變に付嚴敷御省略に付御 

斷之義 申來さ 

同月 去月 十九 日 御三ッ 目に付、 土 佐 守 様え 尾 形 様、 御前 樣被爲 入、 其 節 御 年寄 中 御供 御 料理 御目錄 

被 下 置 候。  . 

同月 大塚九 郞兵衞 御 留守居 被 仰 付 被 *K 置 候處、 病氣 にて 御免に 付 土 «彌 五左衛門 被 仰 付 候。 

同 十六 日 津輕樣 御在所 御 出足 同 十七 日大 御 a 休に 付、 前々 之 通 佐 竹 大和 御 途中え 可罷出 候處、 父 

子 病 氣に付 不被罷 出、 且去 年中 之 大變に 付 御 音信 等 七 ケ年被 相 止 候 由 被仰譯 候。 

四月 御 三方 樣御 法事 一 ケ度之 儀、 秦量院 様よ 6 御請 被 申 上 候。 

同月 戶村十 太夫 御 歸國御 禮之御 使者 被 仰 付 候 付、 於 横手 御 止宿 御 連 狀等被 相 渡 候 段 申 渡ス。 

同 十七 日 御 老中 御 連名 之 御 奉書 從 阿部 伊豫 守 様 到來、 同 十八 日 御 登城、 御 歸國御 暇 御禮御 首尾 克被 

仰 上、 如 御先 例 御 刀 一 腰 被 遊 御拜領 候。  ， 

同月 當十 五日 以上 使 御 歸國御 暇 被 蒙 仰、 御卷 物、 銀 子 御拜領 相濟。 天德 寺え 之 御代 參 寺社 奉行 勤 之.^ 

但此節 上使 松 平 周 防 守 様、 松 平 右近 將監様 御 出 之 由。 

同月 能 代 奉行 • 平 元 茂 助、 御 本 方 奉行 八 代 彌太郞 五十 以上に 付 駕籠 御免被 仰 付 候。 


j 五月 十六 日 御 政務 所以 前 之 通 御城 中え 被 移 置 候 付、 去年 中よ 6 御 普請 御 取 掛之義 出來、 御 引 移 被 成 

置 候。 

一 同 十四日 御山 越 院內ぇ 無 御 滯被遊 御着 陣候。  .， 

一 同月 御 關札御 泊々 宿々 え 被 差 越 候 付、 江戶ょ 6 御 飛脚 被 差 立 候 0 

一 同 十四日 御用 所え 常 十六 日 御 引 移 候 付、 御 年寄 中幷三 奉行よ 6 御物 翁 迄 御酒 御 看 被 下 置 候、 御 祝儀 

相濟。 

一同 廿 六日 御用 所え t^- 形 様 初て 被 爲入候 付、 將監幷 御 年寄 中、 御 副 役 迄 御手 自御樊 斗 鮑 被 下 置 候 0 吟 

味 役よ 6 物 書 迄 麻 上下に て 登城 致 ス。 

一 同 十三 日 御先 手 松 前 主馬 殿 を以查 岐守様 御 順 養子 之 義御願 被 仰 トー 候 付、 此方 tt よ 6 も 御 添書、 御先 

手古郡孫太夫殿を以被：SJ^出候o 同 十七 日 御 老中 御 述名之 御 奉書 御 到來、 翌十 八日 御 登城 被 成 候處、 榮 

之 助 樣御順 養子 御 願 之 通 被 仰 出 之 段、 御用 番松平 右 京大 夫 稳被仰 渡 候。 . 

一 同 十 一 日 十二 日 惇信 院樣御 法事に 付、 同 十四日 戶村十 太夫、 御 留守居 太 田 丹 下 111： 道に て 御 fflj 番御 g 

中 松 平  . 

(此虚 落丁  編者) 

1 七月 十九 日 廿日 有 德院樣 御 法事 十七 回忌 柬叙 出に て 御 執行 有. o、 御 香奠 納黑澤 四 郞兵衞 勤 之。 
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一. 同 十日 小 野岡巿 太夫 大病に 付 御 役 御 訴訟 再應願 申立 候處、 寬々 養生 可 仕 之 由 被 仰 出、 病 氣御尋 同人 

所え 被 爲入候 付、 御 年寄 中始 一役 一人 ッ、 罷越。 

一 同 七日 福 地 三 太 郞御本 方 奉行、 大番與 頭 古 宇田 半 左 衞門被 仰 付 候。 

1 同月 御 老中 秋 元 但馬守 樣御病 氣に付 御 退役、 右 御代 板 倉 佐 渡 守 様、 御 側 御用 人 田 沼 主 殿 頭樣、 御 側 

康大久 保 因幡 守 樣當朔 日 被 蒙 仰 候。  • 

一 同朔日 去月 晦日 御用 番松平 右近 將監樣 よ 6 御 切 紙 到來に 付、 同日 御 留守居 太 田 丹 下 同道 登城、 御歸 

國御禮 之 御 使者、 御獻 上物 如 先例 之、 御 奏者 土 井大炊 守樣御 披露。 十 太夫、 御前え 被 召 出 太刀 目錄獻 

上、 自分 之 御 禮相濟 Q 同日 西 丸え 登城 御獻 上物 幷 自分 之獻 上物 前々 之 通、 御 奏者 大岡兵 庫頭樣 ぇ拜謁 

萬 端 相濟。 

一， 同廿 四日 宇都 宮 刀、 酒 出金 太夫 御 相手 番、 梅津 內藏丞 寺社 奉行 一 役、^ 江 左 膳、 戶村 一 學大御 番頭 

小 野 崎 七 右 衞門御 目 付 被 仰 付 候。 

一 同廿 五日 小 野 岡 市 太夫 病死、 嫡子 龜 治よ， 0 御 屈 申上产 0 同廿 七日 まて 日數 三日 鳴 物 停止。 

一 同月 幸 之 助 樣御刀 番小貫 圃兵衞 御 納戶役 被 仰 付、 着席 之 儀 御 伺 申立 候處、 大番與 頭 本 席に て 相 勤 候 

，被 仰 付！ 

一八 月 五日 小 野 崎內匠 大小 姓 御 番頭、 幷黑木 彌太郞 御 副 役 被 仰 付 候。 


一 同月 伊達 備前、 明年 御參勤 御供 登 被 仰 付 候。 

一 同月 去月 十 一 日、 土用 中 之 御 使者 御 臺處役 北 村 彌三郞 被 仰 付、 兩御丸 相 勤。 

一 同月 去お 十九 日 登城 可 致 旨、 同 十八 日 御用 番松平 周 防 守 様より 御 切 紙 到來、 太 田 丹 下 同道に て戶村 

十 太夫 登城 之處、 御 奉 甞被渡 置 先例 之 通 卷物拜 領被仰 付、 且 向日 板 會佐渡 守 様 御宅え 出御 奉？ I- 被 渡 

置 候。 

一 同廿 八日 御前 樣頭役 手代 澤部角 助 被 仰 付 候。 

一 同 十五 日 叨年 御參勤 御供 登 御用 人 寺崎彌 太夫、 御膳番 大山 伊織、 小 宅 九 右 衞門被 仰 付 候。 . 

一 同廿ー 一 日 小 田 嶋元良 御 侧醫被 仰 付 候。 

一 九月 佐 竹 淡路、 佐 竹 大和え 此度 出府 可 致 之 旨 被 仰 出 候 付、 淡路廿 四日 出府 致 候。 

一 同月 去月 廿 九日、 當 五月 中 爲御登 之 御馬 御 本丸え 御 留守居 佐 藤 又 兵衞、 西 御 丸え 太 田 丹 下 を 以御獻 

上 相濟。 

一 同 五日 定府 布施 新 右衛門、 秋 田 勝手 自分 物 入に て 引越さ 

一 同廿 八日 大和 出府 致 候。 

一 同 十九 日 佐竹主計與下出入之儀に付御^}^儀被成置候付、當夏中ょり被申立候通差扣罷有候樣に被 

仰 出、 與下給 人 無 殘遠盧 被 仰 付、 主計 差 入 中 は 當分與 下、 處 支配 之 儀 鹽谷彌 太 郞ぇ被 仰 付 候。 
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一 同廿 八日 陰 之 間え 平 元 茂 助 被 召 出御 家老 職 被 仰 付、 御座 御免被 成 置 候。 小 野^ 掃 部 御 勘定 奉行、 大 

山 與右衞 門 御 本 方 奉行、 鈴 木 助吉、 安田 宇吉 御物 頭、 眞崎沖 負 御 目 付、 » 川 武右衞 門 御前 様 附頭役 手代 

役、 根本 小 平 太 御 添 役 被 仰 付 候。 

一 同廿 六日 御 本 方 奉行 石 川 文左衞 門、 御 勘定 奉行 小 野崎忠 助、 勤 方 m,^ 召に 不相叶 役儀 御免被 成 置 候。 

遠慮 申立 候 所 遠慮 被 仰 付 候。 

一 十月 御用 人 太 田 伊太 夫 京都 立歸登 6 被 仰 付 候。 

一 十 一 月 七日 御 膳 番益. 戶助 11 郞、 勤 方 思 召に 不相 叶に 付 御 役 御免、 申立 之 通 遠慮。 

一 同 八日 梅 律 半 五郎 代 御 旗 組 田 中 六 兵衞、 右 之 代 御物 頭 淸水八 兵 衞被仰 付 候。 

. 同 十 一 日 御 納戶役 横 田 百 助 被 仰 付 候。 

一 十二月 朔日 岡 本 又 太郞、 小 野 寺 桂 之 助役 柄 不相應 之義在 之に 付、 以御條 目 役儀 被 召 放 御 科 被 仰 付 候 

段、 又太郞 宅え 上使 松 野 彌五郞 、川 井 源 右 衞門勤 之、 桂 之 助 義茂助 宅え 及 催促 候處、 病 氣に付 親類 茂 木 

小四郞 出さ 上使 寺崎彌 太夫、 須藤平 右 衞門動 之。 

一 同月 益 戶助四 郞代御 膳 番藤井 監物被 仰 付 候。 . 

一 同月 去ル 十月 廿 一 日、 阿部 伊豫 守 様よ， -御 留守居 御 呼 出に 付 中 村 政 右 衞門罷 出 候處、 如 例 之 重陽 之 

御內害 被 相 渡、 且卷 物ニッ 致拜領 候。 將又、 同日 板 愈 佐 渡 守 様よ.^ も 御 奉 W 被 相 渡 候 付、 藤本 左 門、 政 


右 衞門打 揃 ヒ 卽 H 御 內齊御 奉 害 共に 差 出 候 故、 奉 拜見左 門え 被 相 渡、 御 右^ 御 封 御中 渡 如 例 御 納^え 

相納さ 、 

一 同月 明年 御參勤 御： ？ 之 御 使者 石 井久 ロ郞勤 之、 御 留守居 同道に て 御 本丸 御用 番松 • 平 右 京大 夬樣、 西 

御 丸 は 板 # 佐 渡 守 様え 被 差 出 候 所、 御 催促に 付同廿 二日 右 京大 夫 樣ぇ罷 出 候 處御述 名 之 御 奉 W を以、 

來 四月 中 御 參勤被 成 置 候 様に 被 仰 出 候。 

一 同 六日 須田美 濃 御 家老 職 被 仰 付 候。 

一 同日 平 元 茂 助え 永々 御座 御免 之 段 被 仰 渡、 仍て 嫡子 典 勝 も 御座 御免被 成 候。 

一 同 十六 日 石 塚巿正 無調法 在 之に 付 御 科 被 仰 付 候 段 被 仰 出、 當十 一 日爲 上使 梅 喜 太夫、 細 井 長三郞 

え 御 目 付 藤 井東 兵 衞被差 越、 嫡子 源 一 郞ぇも 以御條 目 被 仰 渡、 且 出生 之 男子 十五 歲迄 親類 向 庄九郞 え 

預置候 0 

一 同 九日 ffi 江 tSii 無調法 在 之に 付、 於 御 會所御 科 以御條 目 被 仰 渡 候。 

一 同月 五日 松 平 土 佐 守樣御 逝去に 付、 同日よ 6, 十 一 日 まて 日數 七日、 三 御屋敷 鳴 物 停止。 右 は 桃源 院 

様 御 母 義様御 例に 從。 

但 右に 付 御前 様え 御機嫌 御 伺 之 御 使者 酒 出 忠藏動 之 G 
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〇 明 和 五子 年 

一 正月 七日 御用 所 御用 初に 付 御 年寄 中 御 部屋え 御 出 座 被 成 置、 何も 出席 御 祝儀 相濟。 

一 同月 年始 之 御 使者 黑澤伊 兵 衞被仰 付、 御 留守居 太 田 丹 下 同道に て 相涛。 

一 同月 來月廿 九日 大 昌院樣 御百ケ 日に 付 松 平 筑後守 様え 之御阈 使者、 御物 頭 江 戶在番 根本 正右衞 門、 

捲出來 次第 罷登候 様に 被 仰 付 候。 

一 同月 渾 輕様 御領 中 御 通行 之 節 御馳走 人馬、 來 V& 年 迄 御 儉約中 御 斷申來 候 付、 此方 様 被 進 候 御" 之 

義も御 斷被仰 進 候。 

一 三月 御用 人 寺崎彌 太夫 龜 田え 之 御 使者に 罷越于 今 罷歸不 申-付、 川 井 源 右衞門 御供 立 歸登被 仰 付 候 

•1 同廿 三日 大塚九 郞兵衞 病 i 观に 付、 度々 願 之 上 御 家老 職 御免被 仰 付 候。 

一 同月 去月 十八 日 佐 竹 大和 死去、 此度 家督 無 相違 嫡子 大勝え 被 仰 渡、 與下幷 所 支配 共に 先 規之通 被 仰 

± '候。 

. ゲ 

一 同月 御 本 方 奉行 秋 山 長右衞 門、 石 井 正左衞 門、 去月 十四日 江戶 出足 上京 致 候 0 

一 同月 御 本 方 奉行 鈴木與 一 左衞門 御用 在 之、 道中楚 急 去月 十九 日 江戶ょ 6 立歸罷 下ル。 

一同 十一 日 御前 樣附頭 役 土 屋吉兵 衞被仰 付 候。 


一 同月 御參 S= 御 登 御 副 役 小 宅 九 右衞門 病； S に 付、 黑木忠 兵 衞立歸 登 被 仰 付 候。 九右衞 門、 快： S 次 is 碰 

登 候 害。 

一同 十二 日 S 谷 彌太郞 御 家老 被 仰 付 候。 

一 同月 江 戶詰合 御 本 方 奉行 岩屋 彌兵衞 、來 ni^ まて 在番被 留置 候。 

1 同月 平 元 茂 助 御 家老 寺崎彌 太夫 御用 人 平 澤藏人 御物 頭 吉川和 助 御 副役龜 田え 御 使者 0 同 十六 日 茂 助、 爾 

太夫 御用 在 之 刈 和 野 御 止宿え 罷越、 御 伺 之 次第 申 上に 大曲御 止宿 まて 罷越、 直々 兩人 とも 同所よ. 0 歸 

宅 致さ 

一 同 六日 御用 番松平 右 京大 夫 様より 御 切 紙 御 留守居え 到來に 付、 翌七 日中 村 政 右衛門 登城 候處、 歲末 

之 御 內書被 渡 置、 如 先例 御 卷物拜 領被仰 付 候。 且 同日 從御西 丸、 板 倉 佐 渡 守樣御 奉書 被 波 置 候。 

一 同月 左 京 亮樣御 違 却 之 次第に 付、 藏人、 和 助， ズ加談 致 候て 相 務候樣 に 被 仰 付、 梅 律 五郎三郎 龜 田え 

御 使者 被 遣 候。 . 

一 四月 六日 巳 下 刻 江戶ぇ 御上 着 被 遊 候。 

一 同 十三 日 從兩 御丸爲 上使 阿部 伊豫 守 樣被爲 入 如 恒例 相濟、 同 十四日 御 老中 御 連名 之 御 奉書 到來、 同 

十五 日 御 登城、 御 參府御 禮無御 滯被仰 上 候。  ， 

一. 同 十四日 御膳番 小貫采 女、 御 刀 番平澤 平角、 御 納戶役 箕作源 之 丞被仰 付 候。 
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同 十六 日 十七 日 於 毒 量院權 現樣御 神事、 其 節 小^ 左 衞門相 詰、 御名 代 寺社 奉行 勤 之。 

同 十八 日 御用 番松平 周 防 守 様より 御 老中 御 述名之 御 奉書 到來、 東 叙 山 火 之 御 番被蒙 仰 候。 

同廿 六日 御 本 方 奉行 松 塚 角 右衞門 病氣に 付、 願 之 通 御免被 仰 付 候。 . 

五月 四日 津輕様 御 通行に 付 小 源 左 衞門御 途中え 出さ 

同廿 四日 宇都 宫帶刀 遺跡 知行 高之內 二百 石 被 召 上、 格別 之 思 召 を以、 故 帶刀家 跡 將監を 以被立 下 候 

節 之通祿 高に て、 此度 末子 養子 捨 五郎え 家督 被 仰 付 候。 

同廿 五日 平澤藏 人、 古川 和 助、 龜 田よ 6. 御 伺 之 御用 在 之 罷越候 由 申來さ 

五月 遍照寺 梅眞院 京都 智積院 え 住 山 能 登 申 度に 付、 出 國御暇 御 伺 之 上 相濟。 

同月 御 膳 番小貫 采女被 差 下、 此度平 元 茂 助 幷御本 方 奉行 太 田 巿兵衞 、持 出來 次第 罷登候 樣被仰 付 

侯。 

同 十六 日 牛 丸 巿右衞 門 御 副 役 被 仰 付 候。 

同廿ー 日 本 淸院樣 附頭役 布施 要人、 右 代 6 御 刀 番糸賀 九 左 衞門被 仰 付 候。 

同廿 五日 蓮 妻 院檨附 頭 役 手代 役 海老 原與平 治、 同人 代.^ 御 目 付 石 川 團藏被 仰 付 候。 

六月 十 一 日 幸 之 助 檨被遊 御 額 直 御 袖 留被仰 出、 左 近 様と 御名 御 改被遊 候。 

七月 九日 梅 五郎三郎、 平澤藏 人、 吉川和 助、 龜 田よ，. > 御用 相 濟歸 宅。 


同 十日 築 治 部 左衞門 御臉番 病死 0 

同 六日 平 元 喜 代 之 助 御物 頭、 石橋 造酒 大番與 頭 被 仰 付 候。 

同 十七 日 中 村 忠藏代 大小 姓 五番 之與頭 大山 勘 兵 衞被仰 付 候。 

同廿 五日 中 田 文藏代 御物 頭 羽 石 柬藏被 仰 付 候。 

同廿ー 一 日 爲 上使 建 部 荒 治郞殿 を以 御鷹 之 雲雀 被 遊 御拜領 候。 

七月 佐 竹 主計 病 氣に付 隱居之 願 被 申立 候 所寬々 養生 可 致 被 仰 渡、 御 禮梅律 小 太 郞を以 申 上 候- 

同 二日 大番四 番之與 頭 小 介 川 庄左衞 門 被 仰 付 候。 

同月 御 目 付 川上 治左衞 門、 思 召 之 旨 在 之 候 付 致 遠慮 可 罷在候 段 被 仰 出、 御 役 御免被 仰 付 候。 

同月 去月 晦日 夜 天德寺 遷化 致 候 旨、 寺社 奉行 御 屈 申 上 候。 

同廿 七日 御 町奉行 櫻 田 喜 一 郞 病死。 

同月 男 鹿黑崎 村よ.^ 初 錐 差 上 候に 付、 江 戶ぇ步 夫 口人 持に て 被 差 登 候。 

同日 平 元 茂 助 幷御本 方 奉行 太 田 市 兵衞、 同日 出足 罷登 候。 

同月 小 田 部 新 一郎 御 目 付 役 被 仰 付 候。 

九 須田美 濃、 來春御 留守. 15 方 詰 被 蒙 仰 候。 

M 十六 日 十七 日 八檑於 S 量院御 神事 在 之、 其 節 鹽谷彌 太郞相 詰。 
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一 十月 二日 石 井 嘉左衞 門 御 本 方 奉行、 小 野 岡 掃 部 御 町奉行、 梅 Si 小兵 衞御 勘定 奉行 被 仰 付 候。 

一 同月 御 兵 具 奉行 吉川七 郞右衞 門 病死に 付 江 田 助 之 進 一 人 之處、 痛 所在 之 御用 難 相辨、 御 兵 具 奉行 假 

役 梅 津主鈴 被 仰 付 候。 

一 同月 角 館 天 寧 寺 遷化に 付、 板 見 內村靈 仙 寺 後 住 被 願 申立 候。 

一十一 月 明年 御 下 國御禮 御 使者 茂 木 若 狹被仰 付 候。 

1 同月 天 德寺後 住 鱗 勝 院被仰 付 候。 

一 同月 先月 廿 三日 上使 牧野 內匠殿 を以、 御鷹 之 屬被遊 御拜領 候。 

一 同 六日 井上 淸右衞 門 御 勘定 奉行、 牛 丸 市 右 衞門御 本 方 奉行、 菅谷 紀太郞 御物 頭、 泉 嘉七郞 御 副 役 被 

仰 付！ i^o 

一同 十一 日 富 岡 忠右衞 門 御 目 付 役 被 仰 付 候。  '- 

一同 廿 五日 天德寺 入院 相涛 候。 

一 十二月 二日 梅 涂 五郎三郎 御 境目 奉行 兼帶、 御物 頭 梅 津小太 郞代岡 見 藤 治 右 衞門被 仰 付 候。 

一 同月 長濱屋 源左衞 門、 高 岡 空 三 吉右衞 門 事、 右兩人 御用 在 之江戶 ぇ被爲 召、 去月 十九 日 御 目 見 被 仰 付 

候。  - 

一 同月 去月 八日、 明年 御 下國之 御供 伊達 備前御 家老、 御用 人 寺崎彌 太夫、 御膳番 大山 伊織、 御 添 役 小 宅 


九 右 衞門被 仰 付 候。 

一 同 九日 角 館 差 引 役 梅 li 定右衞 門、^ 川 庄右衞 門 大番與 頭 格に て 被 仰 付 候。 

一同 五日 平 元 茂 助 御用 相 濟江戶 表出 足。 

一 同月 御用 人 川 井 源 右衞門 去月 廿 八日 江戶 出足。 

0 明 和 六 丑年  • 

一 }4 ^月 元日 屋形 様、 上々 樣益 御機嫌 能 年始 御規 式、 畢て 御座 間え 被 遊 御 出 座 諸 士幷御 步行並 之 面々 え 

御 盃被下 置。  , 

一同 二日 御 登城 被 遊 御 時 服 御 拝領、 御謠初 御規式 有，. 

一 同 七日 御用 所 御用 初に 付 何も 出席 御用 相濟。 

一 同 八日 新田 目 波 負 大番八 番之與 頭、 高 橋万藏 大小 姓 四 番之與 頭 被 仰 付 候。 

一同 十一 日 御 記錄所 御用 初に 付鹽谷 彌太郞 出席 致 S  パ • 

一 同 九： 日. 大小 姓 御 番頭 宇 留野源 兵衞、 早 川 喜 太郞、 田代辈 人、 小 野 崎 內匠勤 方 思 召不相 叶に 付、 御 役 被 

召 K や 盧被邛 i: 候。 

一同 十三 日 長 濱屋源 左 衞門幷 空 三え 御 料理、 御 召 料、 御 掛物等 被 下 置 候。 源左衞門ぇ御藏元被&3^候 
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；付高 二百 石 御 加 增被仰 付 候 所、 色々 辭退在 之、 在番 伊達 備前 家老 御請 不申上 候 次第 暫預. o 被 置 候。 

一 同月 武藤七 太夫 能 代 奉行 石 井 嘉左衞 門 御 本 方牽行 五十 歲に付 駕籠 御免。 

一， 二月 十一 日 森 川 金 吾 御物 頭 被 仰 付 候。 

I 同月 江 戶御雜 用役 此度 被相改 候付定 居間 館惣 七、 野 元 市 十 郞定役 被 仰 付、 一 人に 御 役 料 高 五十石 ッ 

.ッ 今年 よら 被 下 置 候.〕 唯今 迄御雜 用役 之 內水戶 部 新 助 儀、 右兩 人え 同前に 被 仰 付 候。 

但 市十郞 只今 迄 近 進 並 之 所、 此度勤 役 中 近 進に 被 仰 付 候。 

一 近年 御用 人 御 膳番を 御側兩 役と 申唱候 儀に 付 御 書付 を 以被仰 出、 役々 え 被 仰 渡 候 0 

一 同月 大山 伊織、 去 春 中よ..^ 御 臺處向 御用 等 精細 吟味 相盡候 付、 奉行 格 被 仰 付 候。 但御 勝 街 也。 

一同 十一 日 左近樣 御前 髮被遊 御 執 候。 

ニニ 月 京都 在 番御本 方 奉行 秋 山 長 右 衞門代 石 井 正 左 衞門被 仰 付 候 0 

一 同廿 九日 阿仁 銅山え 平 元 茂 助 御用に て罷越 ス0 

一 同 廿日 佐 竹 將監妻 死去。 

但江戶 在番御 年寄 中よ 6 以 書札 將監 方え 御 尋申來 さ 

1 同 十五 日 、ま 輕様 御城 下 御 通行に 付、 鱗勝院 前え 鹽谷彌 太 郞罷出 s 

一 同 十九 日 田 中 三 左衞門 御物 頭、 金澤典 膳、 關市右 衞門御 添 役 被 仰 付候リ 


一 同廿 五日 三番 大小 姓 御 番頭 白 川 七 郞兵衞 被 仰 付 候。 

一 同日 黑澤 伊兵衞 大小 姓 御 番頭 去年 中罷 下ら.、 以來 一 人 勤 別て 辛 勞に付 御紋付 御上 下 被 下 置 候。 

1 同月 御 本 方 奉行 太 田 市 兵衞、 上方 登 御用 人 藤本 左 門 上方 立歸 御免、 秋 田 へ 立歸 下. 0 被 仰 付 候 0 

一. 同廿 九日 川 井 源 右 衞門茂 木 祐右衞 門 御 本 方 奉行、 梅津 小兵 衞御 用人、 藤 井 監物御 勘定 奉行 被 仰 付 候 

一 四月 廿 三日 御物 頭 平 惣兵衞 、梅津 五郎三郎 不調法 在 之、 御會 所に,^ ゐて被 仰 渡 候 0 

一 同 十三 日 屋形檨 御 同前に 左 近 樣御下 被 遊 度 候 段 御 願に 付、 御用 番松平 周 防 守 樣ぇ御 留守居 を以御 

伺 被 仰 上 候處、 同 十五 日 御 付 札に て 御 伺 之 通 被 仰 出 候。 

一 同月 去月 廿 七日 須田美 濃 罷登さ 

一 五月 二日 御 境目 奉行 平 塚 惣兵衞 、梅津 五郎三郎 代， 、鈴 木 助吉、 信 太 小 右 衞門被 仰 付 候。 

一 同月 去月 廿 五日 從兩 御丸爲 上使 松 平 右 京大 夫樣、 板 倉 佐 渡 守樣御 出、 御 歸國御 暇 被 蒙 仰 如 御先 例 御 

卷物、 銀 子 被 遊 御拜領 候。 同廿 七日 御 老中 御 連名 之 御 奉書 從松平 周 防 守 樣到來 、翌廿 八日 御 登城 御歸 

國御禮 相濟。 

一 同月 佐 藤 又 兵衞御 留守居 本 役 被 仰 付 候。 

一 同月 平11^惣兵衞、梅津五郞三郞閉門被仰付候付、平塚才治在番之處罷下被仰付候0 

一 五月 廿 一 日 屋形樣 、左 近樣益 御機嫌 能 御 下着 被 遊 候。 茂 木 若 狭え 御 連 狀等被 相 渡 同日 出足 被 致 候。 
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一 六月 廿 五日 益 戶助四 郞儀茂 木 祐右衞 門 同役 鄕村 奉行 大嶋喜 之 丞御兵 具 奉行 被 仰 付 候。 

一 同 十六 日 御前 樣附頭 役 手代 役 町 田 小 左 衞門代 北 村 彌三郞 被 仰 付 候。 

一 七月 十 一 日 小 場 源 左 衞門願 之 通 御 役 御免。 

一同 廿 一日 先年 御 科 被 仰 付 其 後 被 召 出、 此度舊 知 之 內被返 置 候、 左 之 通 0 

佐 竹 河 內與下  佐 竹 右 膳與下 

■ 一  高 十五 石 蓮 沼 吉五郞  一 高 七十 石 忍 久兵衞 

佐 竹 右 膳與下  茂 木 若 狹與下 

一高 二十 石 靑柳 甚平  一高 十五 石 中 山 忠助 

" 同朔日 茂 木若狹 登城 可 致 旨、 去月 廿 九日 御用 番松平 右 京大 夫 様よ. -御切 紙 到來、 御 留主居 佐 藤 又 兵 

衞同道にて御歸阈之御禮御使者、獻ト：物先例之^Jとく、御奏者牧野越中守様御披露o 若狹 御前え 被 召 

出 如 先例 之 御太刀 目錄獻 上、 自分 之 御禮御 奏者 遠 藤備前 守樣御 披露 相濟。 同日 西 丸え 登城、 御獻 上物 

幷 自分 之 太刀 目錄 前々 之 通. 相涛。 

一 同月 土用 中 御 使者 梅 津賴母 勤 之。 

一 八月 朔日 能 代え 御 渡 野御發 IS 被 遊 候。 

一 同月 . 去月 廿八 日向 庄九郞 御 家老 職 被 蒙 仰 候。 

一 同日 梅 律內藏 之丞御 相手 番被仰 付 候。 

一 同月 明年 御參勤 御供 St- 堕 谷 彌太郞 被 蒙 仰 候。 


一 同月 元祿 年中 之 御 阈檢圖 有無 之 儀 於 江戶表 被遂御 吟味、 常 五日、 大手 後 御 勘定 所え 御 留守居 佐 藤 又 

兵衞を 以被指 出 候處、 御 勘定 役 小 笠 原 新 左衞門 殿、 藤井惣 -.f^ 郞殿 御請 取 無 御 相違 相濟。 

一 同月 御 目 付 富 岡 忠右衞 門 病 a に 付、 御 役 願 之 通 御免。 

一同 廿 一日 平 元 茂 助 幷平井 喜六郞 京都 立 歸登被 仰 付 候。 

一 九月 御 幼年 中 御用 向 辛 勞致被 相 勤 候 付、 佐 竹 山城え 御加增 三百 石 拜領被 仰 付 候。 

一 同月 . 去月 廿 七日 寺社 奉行 小 瀨縫殿 助 四 番大御 番頭 幷 大筒 方 共に、 ffi 江 內膳御 本 方 奉行、 茶屋 擔關伊 

左衞 門、 御 副 役 小 栗 惣助被 仰 付 候。 

一 同朔日 眞壁掃 部 助 御 相手 番被仰 付 候。 

一 同月 去月 十八 日 西 丸 付 御 老中 被 蒙 仰、 御名 豊後守 様と 御 改、； 1： 部 飛 驊 守 樣也。 唯今 迄 之 西 丸 付 板 倉 

佐 渡 守 様、 御 本丸 付 御 引 上 被 成 候。 

一 十月 七日 御 本 方 奉行 石 井 正 左衞門 京都え 出足。 

一 同 十六 日 山 下 藤 九 郞御膳 番被仰 付 候。 

一 同月 寺崎彌 太夫 同前に、 吉川和 助 儀 御用 有 之 江 戶ぇ立 歸罷登 候 儀 被 仰 付 候。 

一 同月 去月 廿 九日 松 平 阿波 守 様え 御 老中 御 連名 之 御 奉書 到來、 翌 晦日 御 親類 樣之內 御 呼 出に 付 小 笠 

原 彈正少 弼樣、 秋元攝 寸様御 登城 之處、 御 老中 御 列座に て 松 平 右近 將監樣 御 翁 付を以 阿波 守 様御隱 
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居 被 仰 付、 御 嫡千松 丸 様え 御 家督 無 御 相違 被 仰 付。 右に 付 千 松 丸樣、 御 差 扣之儀 御 伺 之 上 被 仰 付 候。 

仍て太 田 伊太 夫 罷越松 平 右近 將監様 用人え、 此方 様 御 差 扣之儀 問 合 候 處御內 慮 相遂、 御 在 國之儀 候へ 

共同 晦日 夜中 松 前 主馬 殿御 賴御 一 類樣ょ，.^御伺被仰上候處、御差扣には不及候由被仰付候。 

一 十二月 廿 四日 小 野 崎 藤 太郞、 ^ 江 內膳動 方 不宜に 付、 御 條目を 以藤太 郞ぇは 遠慮、 內膳養 居 被 仰 付 

一 同月 明年 御 參勤御 伺 之 御 使者 久野與 五郎 被 仰 付 相 勤 候 所、 去月 十七 日、 阿部豊後守 樣ょ 6 御 催促に 

て 西 御 丸よ 6. 御 奉書 被 相 渡、 同日 板 倉 佐 渡守樣 よ.^ 御 呼 出に て 御 老中 御 連名 之 御 奉書 を以、 來 四月 中 

御 參勤被 成 置 候 樣被仰 出 候。 

一 同月 先月 廿 六日 平 元 茂 助 京都 御用 相濟、 勢 州え 御 暇に て罷 越さ 

一 . 同月 江戶表御目付之由にて院內ょ，.^罷越、南部ぇ相通候由にて横手ょり_小道ぇ入候由に付、右書付 

在番御 年寄 中 御 心得 名前 等 被 差 登 候。 

0 明 和 七 寅年 

一 正月 元日 屋形樣 奉始上 々様 御機嫌 能 御 超歲、 御 規式等 まて 萬 端 相濟。 

一同 七日 御用 所 御用 始に付 御 二方 様 共に 被爲 入、 御賑敷 相濟。 


一 同月 元祿 年中 御國 fXli え 差 添 被 差 出 候 鄕村帳 有無 之 儀、 御 答 W 去月 十五 日、 追手 後 御 » 定 所へ 佐 藤 

又 兵 衞を以 被 差 出 相濟候 由。 然は 去年 中江戶 よ.^ 申來候 は、 元 祿御綺 圈ぇ被 差 添候鄕 帳御控 有無 御 

尋之上 被 仰 越 候 故、 及 御 吟味 被 仰 達 候。 鄕 帳と 鄕村 帳と は甚タ 相違 候 由、 仍て御 尋之義 具サ御 吟味、 御 

屆 * 御 引替 御座 候 様に 被 仰 越 候。 

但鄕村 帳と は 鄕村高 辻 帳 之 事 可 有 御座、 是は御 判 物 御 拜受之 每度被 差 出 候 事に 御座 候。 

一同 十一 日 七番大 番頭 小 野 崎 內匠被 仰 付 候。 

一同 月 龜田ー 件 御用に 付、 於 江 戶舊臘 十五 日 太 田 伊太 夫、 寺崎彌 太夫え 太 m 丹 下 被 差 添 陸 奥 守 様え 御 

使者 被 差 越、 向方樣 よ. 0 も 中老 太田備 前と 申 仁罷越 候。 

一 同月 年始 之 御 使者 梅津喜 太夫 勤 之。 

一同 五日 寺崎彌 太夫、 吉川和 助 御用 相 濟江戶 致 出足。 

一同 十三 日 岡 半 太、 大番與 頭 小 野 岡 傳彌代 被 仰 付 候。 

一 同 十四日 御 側 醫三宅 道 的、 數年勤 功 被 思 召 御 納戶役 格 被 仰 付 候。 

一 同月 中 御 使者 安藤 卯 內被仰 付 候。 

一 同月 御 本 方 奉行 福 地 三 太郞、 來卯春 迄 被 留置 候。 

一 同廿 二日 寺崎彌 太夫、 吉川和 助 下着。 
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一 同 十七 日 横手 給 人 落合與 一 右衞門 體 大病に 至 候 付、 爲御屈 黑太忠 兵衞早 追に て罷 登、 去ル 十九 日 

卯刻與 一 右衛門 病死に 付、 大番與 頭 關鄕右 衞門早 追に て 同日 出足。 

一 同月 當春御 參府已 後江 戶表 御用 在 之、 平 元 茂 助 幷平井 喜 六郞、 大山 伊織 立 歸登被 仰 付 候。 

一同 廿 二日 羽 生淸兵 衞大番 二番 與頭被 仰 付 候。 

一 同廿 四日 關鄉 右衛門 小坂邊 よら 不快 之處 福嶋鐸 にて 病死、 仍て 持參之 御用 書付 等、 付添 御中 間持參 

候て 同 晦日 上着 ス。 

一二 月 來 月せ 三日 御 發菊被 遊 候 付、 御宿 觸御 飛脚 被 差 立 候。 

一 同月 小 野 寺 主 水 御 家老 職 被 仰 付。 

一 同月 落合與 一 右衞門 病死 之 次第 御 屈 之 儀、 御內々 太 田 伊太 夫 を 以御問 合 之處、 御實意 形に て 可然に 

• 付、 去月 廿 九日、 佐 藤 又兵衞 を以御 町奉行 牧野 大隅守 様、 幷御 老中 様 方 之 え も 被 仰 上 候處、 與 一 右衞 

門死體 勝手 葬 可 申、 與 一 右衛門 妻、 喜 惣太妻 江戶 表え 爲差登 可 申 之 由 被 仰 出 候。 與 一 右衛門え 付添 横 

手よ 6 罷越候 御 足 輕御構 無 之、 勝手に 家法 之 通 取扱 可 申 候 由、 共に 被 仰 出 候。 仍て山 方 淸右衞 門 遠慮 

御 足 輕呵置 候。 

一同 廿 八日 細 井 長三郞 寺社 奉行、 根 岸惣內 一番 大番與 頭 被 仰 付 候。  . 

一 三月 二日 龜田御 使者 土屋彌 五左衞 門え 大御 番頭 和 田 掃 部 助、 大小 姓 御 番頭 眞壁十 兵衞、 御 勘定 奉行 


井上 淸右衞 門、 御物 頭 平澤藏 人、 御 副 役 吉川和 助、 御用 所 物 書 平 井 五 郞右衞 門 被 仰 付 出足 致ス。 

一 同月 三番 大御 番頭 大塚九 郞兵衞 幷御目 付 伊勢 鐡太被 仰 付 候。 

一 同月 近 進 並 御 大工 頭 小 菅生又 兵衞、 兼て 役 方 出精 數十年 相 務候俊 被 聞 召、 一 代 近 進に 被 成 置 御太ェ 

被拔 置、 大番へ 被 入 置 候。 大黑三 郞兵衞 兼て 出精に 付、 御 大工 頭 被 仰 付近 進 並 被 仰 付。 

一 同廿 二日 關伊 左衞門 五十 以上、 幷 兼て 病 足に 付 駕籠 御免被 仰 付候リ 

一 同廿 六日 小 野崎內 匠：^ I 頭 大番與 頭 小 介 川 庄左衞 門 不念之 儀 在 之、 御條 目に て 御 科 被 仰 付 候。 

一 四月 九日 御上 着 被 遊 候。 

一同 二日 落 合 喜惣太 段々 被 相 尋候處 、龜田 御 境 於 相 川 村向庄 九郞與 下 横手 給 人 赤 坂 喜 門、 御 足 輕兩人 

召 連 召 捕 候 段 戶村十 太夫よ 6 訴候。 喜 惣太舌 喰 さき 痫 a に 付、 同日 夜、 祌保荷 月 横手え 被 遣 候。 仍て 

早 御 飛脚に て 江 戶ぇ被 仰 達 候。 同人 被 差 登 候 付添 御物 頭 眞壁五 郞左衞 門、 高屋 五左衞 門、 賄 方 請拂方 

大番山 本 喜 右衛門、 撗手給 人 喜 門、 御醫師 大越玄 意、 神 保 荷 月 被 仰 付 候。 

一同 月 龜田ー 件 相濟候 付、 去月 廿ニ 日陰 間にて 御意 被 成 下、 御 紋付御 綿 入 拜領被 仰 付 候。 井上 淸右衞 

門、 平澤藏 人、 吉川和 助、 其 外 右に 付 懸リ之 面々 御， 目 見 被 仰 付 候。 

一 同月 去月 廿 四日 平 元 茂 助 下着。 

一 同 十日 喜惣太 横手 出足 江戶ぇ 被^ 登 候。 
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一 同 九日 土星 吉兵衞 、根本 小 平 太 下着。 

一 同月 去月 晦日 太 田 伊太 夫 外出、 所々 相 務掛合 等に て 刻限 移、 叨ケ 六ッ承 6. 南 御門よ 6 罷歸候 付 遠慮 

申立 遠慮 被 仰 付 候。 

一 同， 十三 日 爲上使松平右近將監様御出、同十四日御老中御連名之御奉書松平周防守樣ょ.^御到來、同 

十五 日 御 登城、 御參 府御禮 相涛。 

一同 廿 一日 御用 番松平 周 防 守 様よ 6 御 老中 御 連名 之 御 奉 害 御 到來、 淺草 御藏 火 之 御 番被蒙 仰 候 0 

一同 廿 四日 須田美 濃江戶 出足。 

一 同廿 二日 喜惣太 道中 is 氣快氣 にて 上着、 同日 * 頃 大隅守 様 御 番所え 引付 無 相違 御 引 請 被 成 候。 

一 同 十九 日 太 田 伊太 夫 遠慮に て 罷下。 

一 五月 龜田 大正 寺 一 件に 付掛合 之爲、 御 本 方 奉行 川 井 源右衞 門、 鈴木與 一 左衞門 同所え 罷越 候。 

一 同月 御 役場 御用に 御物 頭 山 方 三 郞左衞 門 一 ケ年 詰、 ffi 出來 次第 罷登。 

一 同月 去月 廿 九日 毒 量院燒 失に て 矢 大臣 門 斗殘さ 御 神 影、 御 位牌、 御 判 紙 は 漸被楚 出、 法衣 を始 皆々 

燒失。 院主、 矢 橋吉川 惣右衞 門下 やしきえ 一 ト 先立 返 候。 

一同 二日 小 介 川 庄左衞 門 代 牛 丸 兵 左 衞門被 仰 付 候 0 

一同 十二 日 太 田 伊太 夫 以御條 目 閉門 被 仰 忖候。 


. 一 同 七日 牧野 大隅守 殿よ， り 御 留守居 御 呼 出に て、 落合與 一 右衞門 妻、 喜惣太 妻、 幷 同人 妹 御 構 無 之 由 

被 仰 渡 候。 

一 同月 寶鏡院 末寺 喜藏院 閑居に 付、 拙潸 弟子 麟瑞後 住 之 義被願 申立 候 0 

一 同 十九 日 御 本 方 奉行 平 井 喜 六郞、 急 段 御用 在 之 京都 立 歸登被 仰 付 候。 

一同 廿 二日 黑木 忠兵衞 御用 相 濟江戶 表出 足。 

一 六月 此度 喜惣太 一 件 御用 懸之 面々、 御 稱被成 置 候。 多 人 之 事故 赤 坂 喜 門 一 人此 表え 被 差 登、 餘は於 

撗手 大山 與右衞 門、 黑木忠 兵 衞を以 被 仰 渡 候。 

一 同廿 六日 益戶助 四郞御 勘定 奉行、 國 安三 右 衞門御 本 方 奉行 鄕村方 擔被仰 付 候 0 

一 同月 平 元 茂 助 江 戶表乘 輿 之 願 御免、 幷石川 文右衞 門、 富 田 喜 右 衞門右 同斷。 

一 同 九日 御 町奉行 井口 長 兵衞、 御 勘定 奉行 赤須 九左衞 門、 御 本 方 奉行 井上 淸右衞 門 被 仰 付 候。 

一 同月 落合與 一 右 衞門家 跡斷絕 之義に 付、 親類 横手 給 人 落 合 七右衞 門、 豐田 平 兵衞、 右 兩人及 催促、 與 

1 右衞門 知行 高 御 刺 紙 被 召 上、 同人 手 廻 は 親類 共え 勝手次第に 引取、 與 一 右 衞門居 宅 は 御 吟味 之 上 親 

額 共え 被 下 候 段、 共に 被 仰 渡 候。 

一 閏 六月 喜 物 H< 一  件に 付 取扱 之 次第 御 滿悅被 思 召 候に 付、 戶村十 太夫え、 御 紋付罩 御 羽織 萍領被 仰 付 

侯。 
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同月 印牧 牧翁、 三十 人 御 扶持 子と も 代 迄 被 下 置 候 所、 此度思 召を以 永々 右 御 扶持 被 下 置 候。 

同月 御 本 方 奉行 太 田 市 兵衞去 七月 中よ.^ 痫氣 にて、 再應 願に 付 御 役 御免。 

同 十九 日 梅渾 小兵 衞 御物 頭 被 仰 付 候。 

七月 五日 爲 上使 岡 野外 記 殿 を以 御鷹 之 雲雀 御 邦 領被仰 付 候。 

同日 川上 治 左 衞門御 副 役 被 仰 付 候。  , 

九月 明年 御 下 國御禮 之 御 使者 多 贺谷長 門 被 仰 付 候。 

同 晦日 京都 詰 合 秋 山 長右衞 門、 幷 吟味 役 秋 保 淸左衞 門 今日 下着 致 候。 

同月 明年 御 留守 詰 向 庄九郞 被 蒙 仰 候。 

同廿 八日 御 本 方 奉行 鈴木與 一 左 衞門大 坂え 立 歸登リ 出足 致 候。 

十月 御 副 役 金澤典 膳、 來 卯年 一 ケ年詰 被 仰 付 候。 .  •  . 

同月 去月 廿 三日 ー乘院 遷化 被 致 候。 

十 一 月 鈴木與 一 左衞門此度大坂ょ.^罷下に直々江戶ぇ趣、着之上於御陰之間被成下御意、御紋附御 

羽織 被 下 置 候。 

同月 去月 三日 於 江 戶玄猪 之 餅 如 先例 被 下 置、 同 六日 神鏡 餅 御 披每度 之 通 被 下 置 候。 

十二月 四日 五日 鑑照院 樣百回 御 忌 御 法事 於 天 德寺御 執行 被 成 置 候 。其 節 御名 代 佐 竹 將監被 相 勤 候 G 


一 同月 一 乘院後 住 連 乘院被 仰 付 寺社 奉行え 被 仰 渡 候し 

1 正月 元日 屋形樣 、上々 樣益 御機嫌 能 被 遊 御 超歲、 如 例年 年始 之 御规式 無御滯 相濟。 屋形樣 御座 間え 

被 遊 御 出 座、 諸 士幷步 行 並 まて 面々 御盃 頂戴 相濟。 於 此表は 御 年寄 中 御 登城、 例年 之： 迪 年始 之 御規式 

御 納被遊 候。 

一 同 二日 屋形樣 御 登城 被 遊 如 例年 御 時 服 御 拜領、 同日 晚御謠 初 服々 敷 相濟。 

一同 十一 日 御 記錄所 御用 初に 付庄 九郞 殿御 出席 被 成 候 由 申來。 

1 同 七日 御用 所 御用 初に 付 何も 出席 御賑々 敷ク 相濟。 

一 同月 舊臘御 町え、 近年 相 續御町 燒失致 候 付 小 間 割 御 積 以御町 一， 統銀子 被 下 置、 且 先祖、 幷 去.^ 亥年 

御用 銀 差 上 候 面々 え 御 積 を 以被返 下 候。 、 

一 同月 御 目 付 賴沼伊 一 郞病氣 に 付 願 之 通 御 役 御免。 

一同 月 御物 頭 山 口 四 郞太右 同斷。 

一 同月 閬信寺 後 住 永 源 院被仰 付 候 付、 同 院後住 此度闐 信 寺よ.^、 天德寺 添書 を以願 申出 候に 付 被 差 登 

矣 0 
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ニー 月 八日 向 庄九郞 養母 夜中 病死に 付、 御 悔之奉 札 被 差 出 候。 

一 同月 佐 竹 河 內母儀 病死に 付 右 同斷。 

一同 月 御 代官 田 口 五 左 衞門极 所 無水 村 孝心 之 者 在 之に 付、 覺書 にて 御 伺 被 遊 候。 

一 同月 鈴木與 一 左衞 門よ- -、 京都 御用 相濟 六日 江 戶ぇ着 之 處病氣 に 付、 いまた 出足 日限 不相知 候。 

一 同月 大山 六 左衞門 御用 人 被 仰 付 候。 

一三 月 二日 佐 竹將監 出足 被 差 登 候。  . 

一 同月 黑澤內 匠 御物 頭 被 仰 付 候。 

一 同 十六 日 御 老中 松 平 右近 將監 様よ 6 御 留守！^ 御 呼 出に て 佐 藤 又 兵 衞罷出 候 所、 御 卽位之 儀表 向 被 

仰 出、 御 獻上之 品以御 書付 被 仰 渡 候 付、 右寫 二通 被 差 下 候。 御卽 位に 付 兼て 御名 代 松 平 隱岐守 樣被蒙 

仰 候處、 當 九日 御 出足 之 由申來 候。 

一同 月 佐 竹將監 名. 5： 城に 被相改 候。 

一 同 十六 日 十七 日 於 壽量院 例年 之 通 御 神事 在 之、 須田美 濃 相 詰 さ 

一同 月 御用 金 千 二百 目 被 差 登 候 付、 步夫八 人 持に て 被 差 登 候。 

一 同 十六 日 從御 本丸 爲 上使 板 倉 佐 渡 守樣、 同 十八 日 從西御 丸 阿部豊後守 様 御 出御 歸國御 暇 被 蒙 仰、 如 

御先 例 御 卷物銀 子 御 拜領。 同日 御 老中 御 速 名 之 御 奉 齊松平 右 京大 夫 様よ 6 到來、 翌十 九日 御 登城 御 


^^^御暇之御員被仰上候。 

五月 四日 平 元 茂 助 儀 銅山より 罷歸。 

同 四日 大槻五 郞兵衞 病死。 御 本 方 奉行。 

同 十四日 御着 城 被 遊 候。 

同日 多 賀谷但 馬 御， 歸國 御禮御 使者 罷登 候。 

同月 御 目 付 小 野 岡 傳彌代 廣瀨忠 一 郞罷登 5 

同月 御 町 燒失之 節 一 乘院燒 失に 付、 汚穏之 土地 難 相 成金 乘院ぇ 被 移 置 候。 仍て、 御城 鯖 圆四袋 被 差 

登 候。 

攀 

同月 御卽 位相 濟付、 兩御 丸え 御 搏代肴 御獻上 相濟。 

同 十日 慈 明院様 五十 回忌に 付、 於 總泉寺 一 朝 之 御 回向 料 銀 七 枚 被 遣。 

六月 一 一 日 根本 多 郞右衞 門 御 目 付 役 被 仰 付 候。 

同 十六 日 栴津 五郎三郎、 六 番大番 與頭湊 金 左 衞門代 リ被仰 付 候。 

同 二日 三日 於總泉寺永壽院樣十七回忌御法事有，.^。 

同月 田 安中 納言樣 御 逝去 0 

同月 御卽 位相 濟候 付御國 使者 芳贺喜 助 被 仰 付 候。 
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1 同月 太 田 伊太 夫 閉門、 篠田 要人 居 之 所 御免。 

一 同月 菊 地 新藏人 御先 代 様より 重 キ御規 式 而已相 勤 候 付、 大番與 頭 格 被 仰 付 候。 

一 同 八日 松 平 阿波 守樣 御領 內海部 郡 四 和 佐 浦と 申 沖 遠 之 處ぇ異 國船流 寄 候處、 言語 不相分 候 得と も、 

阿蘭陀と 相 答 候 上長 崎え と 申 害 翰 被 相 渡、 同 十二 日出 帆 候 由 御用 番ぇ御 屆被遊 候 由、 御 家老 加 嶋備前 

より 爲御 知申來 S 

1 七月 去月 晦日 御用 番板倉 佐 渡 守 様よ.^ 御 留守居へ 御 切 紙 到來、 當朔日 登城 御歸國 御禮御 使者、 御獻 

上物 如 先例 御 奏者 土 岐美濃 守 殿御 披露。 但馬 御前 へ 被 召 出、 如 先例 太刀 目 錄獻上 自分 之 御禮、 御 奏者 

牧野 越 中 守 殿御 披露 相涛。 同日 西 丸え も 登城、 御獻 上物 幷 自分 太刀 目 錄共相 濟。 

一 同月 壹 岐守樣 聖堂 遷座 御用 被 蒙 仰 候。  ,  . :. . . 

1 同月 本 淸院樣 付 御 目 付 高 崎 惣右衞 門 代 田 中 多 門 被 仰 付 候。 

1 同月 黑澤伊 兵 衞大御 番頭、 小 田野 九郞 大小 姓 御 番頭、 望月 伊太 夫 御物 頭、 佐 藤 六 郞兵衞 大番與 頭 被 

仰 i: 侯 0 

一 同月 瀧庄助 去.^ 戌年 不調法 在 之 被 召 上 候內、 舊知被 返 置 候。 

一 同 廿日 廿 一 日 俊 交院檨 十七 回 御 总於天 德寺御 法事 御 執行。 

一 八月 明年 御參勤 御供 登 大山 六左衞 門、 御 膳 番山下 藤 九 郞被仰 付 候。  • 


一 同月 右同斷 土 屋彌五 左 衞門被 蒙 仰 候。 

一同 月 御鷹 方 支配 御 刀 番須籐 平右衞 門、 本 席に て 御 納戶役 被 仰 付 候。 

一 九月 在 番平井 喜六郞 御用 罷下可 申、 右 代. 0 福 地 三太郞 捲出來 次第 罷登候 様 被 仰 渡 候。 

一 同月 御蕞様 薨去に 付、 作.^ 御 使者 被 指 出 可 然哉御 評議 之 上、 惇信院 様 御簾 中、 公方 様 御 赏舟様 之 節 

に 準 シ可然 哉 之 段 被 仰 達 候。 

一 同月 公儀 御 年忌 御 法事 每度、 惣て御 並 樣於御 國元御 執行 被 成 置 候 哉 御 留守居 を 以御問 合 之處、 陸 奥 

守 様、 阿波 守 様、 薩 摩守樣 杯に て は 御 法事 每度御 執行、 越後 守樣 にて は 御 勤と 申 名 而已、 鍋 嶋樣輕 重 之 

御 法事と も 一 向 無 之 由。 右に 付、 以來 壽量院 申出 候ても 御 法事 每に被 成 置 候に 及 申 間 敷 候 由 相 決 ス0 

一 同月 御 臺樣御 他界に 付、 御國 使者 皆 川 傳右衞 們御申 渡 相 勤 さ 

一 十月 大沼 山稻荷 別當大 行院勸 化に 付 役僧 巡行 之 養。  . . 

但延享 二 丑年 此 表え 罷下候 節、 取扱 之留書 寺社 奉行に 有 之 由。 

一 同月 來年 日光 御社 參、 大納言 樣御服 中 御 延引 被 成 置。 仍近 年中 御社 參可被 遊 候 旨 被 仰 出 候。 

一 同月 支配 御 目 付 若木 八 右衞門 不屈に 付、 以御條 目 斬罪 被 仰 付 候。 

一十一 月 御 刀 番坂本 九 郞右衞 門 病死に 付、 右 代 罷登迄 組 付 御用 之 儀平澤 平角 假擔被 仰 付 候處、 御 tni 付 

御用 は 引 請 候 儀 御 訴訟 申 上 候？ 仍て 御用 人片岡 七十 郞ぇも 御 問 合 被 成 候 得と も、 此 表え 被 仰 達 候 迄 
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は 何扣候 外在 之 間 敷 申 上 候 由。 

一 同月 梅 渾 藤 十郞ー 番御 番頭、 太 田 市 兵衞本 席に て 御 本 方 奉行、 田 中 忠兵衞 御物 頭、 金 與七郞 、太 田 重 

兵 衞御目 付、 小 介 川 庄左衞 門 大御番 九番與 頭、 益 田 仲 大小 姓 四 番與頭 被 仰 付 候 0 

一 同月 明年 御參 府御國 使者 小 磯五郎 兵 衞被仰 付 候。 

一 同廿 八日 御用 人 太 田 伊太 夫、 大番與 頭 茂 呂永吉 、大小 姓 與頭山 縣，： 巾 三 郞被仰 付 候 0 

一十 二月 御 刀 番梁巿 三郞、 無 組 御 刀 番深谷 藤左衞 門、 御 小姓 筆頭 天神 林 源內、 小 貫 彥九郞 被 仰 付 候。 

一同 六日 伊達 外 記、 ffi 江 內膳御 相手 番被仰 付 候 0 

一 同月 去月 廿八 日夜 八 ッ時過 松浦樣 御屋敷よ 6 出火、 御 長屋 之 內七八 軒 燒失御 差 扣之義 被 仰 上 候處、 

不及其 儀 候 由 被 仰 渡 候 由。 

0 明 和 九 辰年  十二月 安永 ト 改元 

一正 月 元日 屋形樣 、上々 様 益 御機嫌 能 被 遊 御 超歲、 年始 之 御規式 相涛。 

一 同月 寒中 之 御 使者 高 畑 勘 助 勤 之。 

一 同月 舊腦廿 七日、 御用 番從松 平 右 京大 夫樣御 留守居 御 催促に 付 佐 藤 又 兵 衞罷出 候處、 御鷹 之 鶴 一 羽 

以宿繼 御 拜領、 御 奉 W 御 渡 被 成 候 0 右 鶴 御 奉書と も 請 取 御屋敷え 致 持參候 付、 其 段 雪途故 三人 御 飛！： 


.V 以被仰 達、 鶴 御 ffi 出來 次第 傳馬町 問屋え 被 相 渡、 正月 五日 着 御 頂戴 相濟。 

但 山城 始御 年寄 中幷 御用 懸り、 御 相手 番眞崎 兵 庫、 酒 出金 太夫、 其 外 御用 懸之 面々 何も 登城、 御 奉書 

之 御 返 翰 早速 被 差 出 候 付、 右 御 禮之御 使者 信太內 藏助卽 出足 ス。 御國 使者 を以、 御 本丸え 斗 千肴獻 

上 之。 

一 同 七日 御用 所 御用 初に 付 御 年寄 中 御 局え 被 爲入可 申 候 所、 同日 寺院 御 目 見 在 之 遲刻相 至 候 付、 同 十 

一 日 •  向所え 被爲 入、 如 先例 御娠々 敷 相濟。  • 

一 同月 御前 樣手 代役 安藤 鄕太被 仰 付 候。 

一同 月 年始 之 御 使者 奥山 吉左衞 門 勤 之。 

一 同月 御前 様 御 臺所役 岩 堀 造酒 被 仰 付 候。 

一 同廿 八日 於 金 之 間 御 拜領之 鶴 御披在 之、 御 料理 御 離 子 有 之 何も 出席、 御用 懸面々 え 御 _s 御 吸 もの 被 

下 候。 二度目 之 事故 一役 一人 ッ 、罷 出、 御酒 被 下 候 儀 は 不被成 置 候。 

一 同 十五 日 田 沼 主 殿 頭樣御 加增高 五千石 御 拜領、 御 本丸 御 老中 被 蒙 仰 候。 

一 同 十三 日 御 目 付 伊勢 幾 太 御用に て 外出 之處、 途中より 中風 煩に て痫 死。 

一 二月 五日 大正 寺 一 件に 付" 龜 田え 御 使者 御 本 方 奉行 川 井 源右衞 門、 御用 人 大山 六 左 衞門勤 之。 

一 同月 阿曾 村 養 宅 御針醫 御先 代 様よ 6 御代々 之 勤 功 被 思 召、 嫡孫よ 6 醫道 御免 土に 被 召 立 候。 
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一同 三日 天神 林 源 內御目 付 役 被 仰 付。 

1 同月 御 勘定 奉行 武藤七 太夫、 病氣 にて S 應御 訴訟 之 上 御 役 御免。 

一 同月 御 顾別當 渡 部 善兵衞 段々 被 留置 十 ケ年餘 在 番之處 、御國 元に 赏母有 之對面 願に 付、 日數 六十 日 

御 暇 被 下置罷 下ル。 

一 同 七日 信 太 內藏助 如 先例 御 獻上無 御 滞、 御禮御 使者 御 本丸え 勤 之。 

1 三月 二日 御物 頭 大越長 右 衞門惣 同役より 申 上 候 次第 有 之、 役儀 被 召 放 遠慮 被 仰 付 候。 

一 同月 菅谷紀 太郞御 勘定 奉行 被 仰 付。 

一同 月 ffi 江 左 膳御番 m 、病^に 付 再應御 訴訟 御 役 御免、 去月 晦日 御免。 右代栴 賴母被 仰 付 候。 

一 同 七日 眞崎五 郞左衞 門 御 境目 奉行、 根 田金藏 御物 頭 被 仰 付 候。 

一 同月 去月 廿 九日 夜中 目 黑邊ょ 6 出火に て 御 丸 下 を始燒 失、 同夜 四ッ半 頃、 御上 屋敷 無 殘燒失 致 候。 

. 右に 付 御前 樣、 本 淸院樣 R 先 茶屋え 御 立 退、 左 近 様に は千壽 寺院え 暫御 休ら ひ 被 成 置 候處、 小石 川 通 

よ. 0 も 又々 出火 千赛大 橋に て 鎮火。 

但上々 樣御 安否 御 専御刀 番糸贺 九 左 衞門立 歸登被 仰 付、 九日 出足。  . 

一 同月 右に 付 御 參府當 秋 中 迄 御 延引 之 御 奉 街 御 到 來致候 得と も、 此度は 御 並 様 御殘少 御額燒 故、 此節 

御 參勤御 延引 被 成 置 候て は 御 首尾 合 如何に 付、 御供 御人數 半減 被 成 置、 當廿 三日 御 發駕可 被 遊 被 仰 出 


候處、 御 安否 御 苏之御 奉書 一 昨 十二 日 到來、 同 十三 日、 當 五月 中 迄 被 延置候 段 御 奉 寄 御 到來。 

一 同月 鈴木與 一 左衞門 兼て 京都 當春登 之處、 御用 在 之 此度進 登 被 仰 付 候。  、 

一 同月 御 本 方 奉行 太 田 市 兵 衞江戶 え 立 歸登被 仰 付。 

一 四月 三日 上意 之 旨 御 書付 を 以被仰 出 候 付、 何も 登城 致 候。 

一 同月 松野彌 五郞大 番頭 勤 方 思 召に 不相叶 候 付 御免に 付 、遠慮 申立 候 處遠盧 被 仰 付 候。 

一 同 四日 遊行 上人 湊 よら 龍 泉 寺え 御 引 移 候。  - 

一 同月 濱町 御殿 御取毁 中、 御屋敷え 御 立 替之上 本 淸院檨 御 引 移 被 遊 候 害に 御座 候處、 御 參府御 碍に付 

日暮 M 御殿 被爲入 候。 

一 同月 菅谷紀 太郞代 御物 頭 岡 半 太、 幷眞崎 文藏、 太 田、 王 鈴 御 小姓 筆頭 被 仰 付 候。 

一 同 十九 日 岡 本傳之 助、 山 方 能 登、 二番、 六 番大御 番頭、 幷小室 源 五右衛門、 眞崎 理左衞 門、 平 塚 惣兵衞 

大番與 頭 被 仰 付 候。 

一同 廿 一日 巳 下 刻 御 發駕被 遊 候。 

一同 廿 五日 江 P 九 左衞門 儀、 御物 頭 鈴 木 助 吉代被 仰 付 候。 

一同 十九 日 廿日 德正院 様 百 ケ年御 忌 於 總泉寺 御 回向 御 執行 被 遊 候。 

一 五月 梅 津與藤 治 御物 頭 痫氣に 付、 願 之 通 御 役 御免。 
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一 同 十 一 日 左 近 様 附頭役 木 村 惣兵衞 .1 死。 

1 同 四日 安藤 彈正 少弼 様より 御 留守： IT 御 呼 出に て 佐 藤 又 兵 衞罷出 候處、 御 直々 被 仰 渡 候 は、 龜田 役人 

え 大正 寺 通 船 悉差滯 候 様に 相 聞 得 候 付、 追て 御沙汰 被 成 置 候 迄 は 是迄之 通 無 役に て 可 被 致 通 船む ね、 

彼方 役人え 被 仰 渡 候 次第 御 懇被仰 出 候。 ■ 

一 同 十三 日 爲 上使 板 倉 佐 渡 守樣御 出、 同 十四日 御 老中 御 述名之 御 奉書 御 到來、 翌十 五日 御 登城 御參府 

御 禮被仰 上 候。 

一 同月 御物 頭 梅 津主鈴 病氣に 付、 願 之 通 御 役 御免 リ 

一 六月 御 本 方 奉行 石 井 嘉左衞 門、 御用 人片岡 七十 郞 御用 在 之 立歸罷 下さ 

一 同月 江 戶表御 番所 之 外 重役 之 面々 迄、 八ッ時 以後よ 6 肩 衣 御免被 仰 出 候 0 

一 同月 石川文右衞門當ニ月中ょ.=^l返慮之處、此度御條目を以遠盧被仰付候o 

一 同月 左 近 樣付頭 役 奥山 吉左衞 門、 御用 人格 を 以被仰 付 候 0 

一 同 十三 日 伊達 外 記 病死。 實弟乙 之 助 末期 養子に 付 知行 高 之 內三ケ 一 被 召 上 候。 

一同 十三 日 津輕出 羽守樣 御城 下 御 通行 之 節、 須田 美濃罷 出。 

一 同 十六 日 阿仁 善導 寺 無調法 有 之、 御 條目を 以 生涯 * 居 被 仰 付 候。 

一 同月 去月 廿 七日、 於江戶 御刀番 後藤 理左衞 門 無調法 有 之、 御條 目を以 役儀 被 召 放 遠 魔 被 W 付 候。 


一 七月 九日 梅 、ま、 與藤 治、 川 井 兵 四郞、 山 方 三 郞左衞 門 代 御物； § 、、山 方 茂左衞 門、 谷 田 部 要人、 瀨谷小 太 

郞被仰 付 候。 

一 同月 龜田 大正 寺 一 件に 付、 春 中よ，^ 靑木 易右衞 門と 申 牢人內 々所存 相盡候 付、 五 人 御 扶持 被 下候リ 

一 同 十六 日 上野 御門 主樣御 不例に 付、 於 西 御 丸 五日 御总中 0 右に 付 三御屋 しき 三日 鳴 物 御 .5: 止、 此表 

は 無 御 構。 . 

一 八月 一 一 日 梅 津主鈴 代 御物 頭 小 野 崎 桂、 鵜 沼 十 兵 衞代大 番與頭 山 崎 曾 兵 衞被仰 付 候 Q 

一 同日 夜 五ッ頃 大風 雨に て、 江戶 御殿 廻 幷三御 やしき、 御 長屋 不殘 破损、 本庄 川端 邊ょ 6 所 々出火。 

一 八月 三日 上使 阿部 助九郞 殿を以 雲雀 三十 被 遊 御拜領 候。 

一 左 近 樣付御 刀番御 納戶役 を此度 役名 被 相改、 是迄之 通に て 御 局 附御侧 役と 被 仰 付 候。 

一 九月 明年 御 留守 詰 小 野 寺 主 水 被 蒙 仰 候。 

一 同廿 三日 茂 木若狹 在府屋 よ.... 出火 不殘燒 失、 茂 木 志津摩 同所に 借 宅 罷有候 故、 遠盧 申立 候處 御免。 

一 同月 梅津久 四郞當 十九 日 致 病死 候。 實子祧 之 助 今年 四罷 成候處 微弱に 付、 同 苗 五郎三郎 再從 伯父 

之 俊 御座 候 付、 嫡子 祧之助 看 抱 養子 願 申立 候 處願之 通 被 仰 付 0 但 知行 高 之 內三ケ 一 被 召 上 候。 

一 同月 明年 御 留主詰 御 副 役 吉川和 助 被 仰 付 候。 

1 同月 來 * 御 下 國御禮 御 使者 眞壁掃 部 之 助 被 仰 付 候。 御 相手 番役。 

羽 陰 史略 卷之 十 (明 和 九)  六 七 一 


同卄 七日 松 平 右 京大 夫 様よ 6 御 留守：^ 御 呼 出、 大 八幡 社 や： 土地 引替、 御 伺 之 通 被 仰 渡 候。 

十 一 月 御 副 役 泉 嘉七郞 、常 六月 中よ 6^ 氣 にて 願 之 通 御免。 右 代 豐田 嘉左衞 門 被 仰 付 候。 

闐信 寺^ 氣に付 願 之 通 閑 e 被 仰 付 候。 

同 二日 上野 御 本坊ょ 6 出火に て 無殘燒 失。 

同 四日 松 平 右 京大 夫 様よ. -御呼 出 佐 藤 又兵衞 出さ 大正 寺 通 船 御物 川 一 件無殘 所相濟 候て、 永久 御 

安堵に 罷成候 旨 被 仰 渡、 御 書付 等 末に 有.. -。 

同 十三 日 奧津左 京 殿を以 K 二 羽 被 遊 御萍領 候。 

同月 黑潭 伊兵衛 本 席に て 眞壁十 兵衞代 五番 大小 姓 御 番頭、 幷平塚 惣兵衞 、嘉藤 圈右衞 門代リ 御物 頭、 

平澤小 七郞、 鹽谷正 左 衞門代 大番與 頭 、信 太 傳右衞 門、 山 方 茂 左衞門 代. -七番 大番與 頭 被 仰 付 候。 

同月 來十 八日 七日 指 月院樣 三十 三回 御总に 付、 闐信 寺に て 御 回向 被 成 置 候。 

同月 六 番大番 與頭小 田 部 新 一 郞、 二番 大小 姓與頭 渡 邊七藏 被 仰 付 候。 

同廿 五日 惣御 出仕に て 御 登城 之處、 京都より 年號 改元 被 仰 出 候。 仍て、 十二月 十五 日よ.^ 安永と 改 

ム 0 

十二月， 御 納戶役 小 林 孫 兵衞、 兼て 勤 方 思 召に 不相 叶に 付 御 役 御免 遠慮 被 仰 付 候。 

同月 關ロ半 八 御 納戶役 被 仰 付 候。 


1 同月 大正 寺 一 伴 御 順 道に 相濟、 其 節 太 田 伊太 夫 格別 出精に 被 思 召、 一 昨年 被 召 上 候 奮 知 不殘被 下 置 

候。 御 留守居 佐 藤 又 兵衞右 同斷に 付、 御 加 恩 高 二十 石 被 下 置 候。 

一 同月 御前 様 御着 帶御 祝儀 被 遊 御 整 候 付、. W 城 始此表 引渡よ， り 諸 頭 役 まて 被 仰 知 候。 

一 同月 龜田 大正 寺 川下 船、 無 役 通 船 御 願 之 通相濟 永久 御 安 猪 被 思 召 候 付、 右 御用 掛相勤 候 川 井 源右衞 

門、 井口 長 兵衞、 片岡 七十 郞、 大山 六 左衞門 铽 小貫采 女、 吉川和 助、 御紋付 御上 下 拜領被 仰 付 候。 

〇 安永 二 巳年 

一 正月 元日 屋形樣 、上々 樣益 御機嫌 能 被 遊 御 超歲、 於 此表御 年寄 中 御 登城 如 例年 御規式 相濟。 

一同 二日 屋形樣 御 不快に 付 御 登城 不被遊 候。 

1 同 五日 御 年寄 様え 御 回 勤 被 遊 候。 

一 同 七日 御用 所 御用 初に 付 何も 登城、 如 例年 御規式 相濟。  . ■ 

一 同月 左 近 樣附御 侧役關 口 半 八 代.^ 渡邊 五右衛門 被 仰 付 候。 

一同 月 御用 人 大山 六 左衞門 御用 在 之 江戶ょ 6 立， 歸， 0 罷 下さ 

一 同月 來月 十三 日 十四日、 於 天 德寺智 淸院樣 J 一十 五 回 御总御 法事 有. cso 

一 同廿 六日 信 太 小 右 衞代御 境目 奉行 兼帶 根本 內藏丞 被 仰 付 候。 
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同廿 五日 御 本 方 奉行 福 地 三 太郞、 御用 有 之此度 立歸罷 下さ 

御前 様 御 産前 御用 掛太田 市 兵衞、 太 田 伊太 夫、 大山 伊織、 土  S 吉兵衞 、赤 尾 關織部 被 仰 付 候。 

二月 廿 九日 小 野 寺 主 水 出足 江戶ぇ 被罷登 候。 

同月 壹岐 守樣御 家老 小 野 崎舍人 代り 高瀬 丹 下え 被 仰 付 候。 

三月 十七 日 蓮 壽院様 附頭役 富 田 喜右衞 門、 御殿に/ -ゐて 急に 差 塞 在 之 手足 不相叶 病 鉢 差 重， o、 遺跡 

願 申立 同日 病死。 前日 思 召 を 以御加 恩 高 五十石 被 下 置 候。 

同月 萬 壽姬樣 御 養生 不被爲 成 御 叶 去月 廿日 被 遊 御 逝去 候。 仍て鳴 物同廿 九日 迄、 普請 は同廿 四日 

まて 被 停止： ^0 

田 市 左 衞門御 代官 所 藤 琴 村 安七 ト 申 も の 、數年 孝養 相 盡候付 御 稱美被 成 下 候。 

三月 廿 六日 御吉 辰に 付 菊 地 新 左衞門 上着に 付、 御前 様 御着 帶御儀 之規式 相濟。 

閏 三月 左 近 様 附頭役 奥山 吉左衞 門 儀 富 田 喜 右 衞門代 被 仰 付 候 付、 右 代 6 平渾 平角 被 仰 付 候。 

同月 御前 様 御 產之節 土 屋彌五 左 衞門御 胎衣篦 御 役、 御用 人 太 田 太夫、 御 蟇 目 小 野 寺 主 水、 後見 矢 

取 今 村 彌三郞 被 仰 付 候。 

御用 人 大山 六 左衞門 奉行 格 被 仰 付 候。 

御家老平元茂助母病死に付、奉札を以被成下御ー^^候。 


一 同 十日 、雄 輕 S? 羽 守 « 御 通行に 付、 御馳走 人馬 御斷之 « は 去 辰年 迄に 付御懸 八" 無 之 候 得 共、 古 來之通 

今年 よら 被 差 出 候。 鱗勝院 脇え 鹽谷伯 香 出"、 御 進物 御用 御 刀 番梁巿 三郞、 御用 之爲. ^御 町奉行 井口 長 

兵衞湊 ぇ罷越 ス 、御 足輕 町え は 蓊谷紀 太郞出 ル illit 冊 岡 御 奏者 御物 頭 望月 併 太夫 勤 之。 

一 十六 日 御用 人 大山 六左衞 門、 御勝番 大山 伊織 御用 在 之 立歸罷 下さ 

一 同月 尾 形樣江 戶御發 ® 來月廿 八日と 被 仰 出 候 付、 御宿 觸御 飛脚 着。 

一 禁 is^ 御 疱瘡、 御酒 湯 被爲召 候爲御 祝儀、 以御 使者 御太刀 馬 代 被獻上 之。 京都 詰 合 鈴木與 一 左 衞門被 仰 

ォ善 

一 四月 瓷岐守 様 御 嫡子 久米之 助樣、 當朔日 初て 御 目 被 仰 上 無御滯 相膊。 

一 同月 大 番頭 戶村 一 學、 和 田 掃 部 之 助 病 a に 付、 再應御 訴訟 願 之 通 御免被 仰 付 候。 

一 同月 廿 一 日 切支丹 改役小 野崎靱 負、 江 尻 軍兵 衞 無調法 在 之、 以御條 目 遠慮 被 仰 付 候。 

一 同 十六 日 從兩御 丸 上使 板 愈 佐 渡守檨 、阿部豊後守 樣御 出御， 歸國御 暇 被 蒙 仰、 御先 例 之 通 御 卷物銀 子 

被 遊 御 拜領。 同月 十八 日 御 登城、 御 暇 御 禮被仰 上 候。 

一 五月 三日 江 戶御發 s 御 日限 被 仰 出御， 55 觸被成 候處、 御前 樣御安 逢 之 上 可 被 遊 御 發恋被 仰 出 候に 付、 

御 〈15 觸直シ 有-^。 

一同 日 巳 刻 過 御前 様 御 安産 御 姬樣御 誕生 被 遊 候。 一役 之 面々 K 斗 目 麻 上下に て 御腊番 W え 御 悅屮上 

へ U 史略 卷之 十 (安永 二)  S1 
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候、 其 外 近 進 並 已上は 御 內玄關 え 御 帳 被 指 出御 悅申上 候。 但御 安産に 付。 
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